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平成19年4月1日
～

平成25年4月1日
～

年月日

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　岩見　昭三

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

EUの金融・証券市場 EU,ユーロ、ソブリン危機、国際通貨

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

サブノート形式の講義プリントの作成・改訂 学生にキーワードを記入させるサブノートプリントを作
成し、学習効果を高める。

ミニテストの実施 毎回、授業の最初にミニテスト問題を公表し、授業の焦
点を明らかにする。授業の最後にミニテストを実施し、
理解度を確認し、次回の授業時に解答例を示す。

２　作成した教科書，教材

国際金融論、国際通貨システム論（関西大学非常勤）の
講義プリント

テキスト『現代国際金論』（上川孝夫、藤田誠一編、有
斐閣）の内容に基づき、重要事項を空欄にしたサブノー
トプリントを作成。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４　その他
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．『図説　ヨーロッパの
証券市場　２００９年版』

共 平成20年12月 第４章の「公社債市場」を執筆し、ユーロ圏全
体と主要国の公社債市場を概観し、問題点を析
出

２．『図説　ヨーロッパの
証券市場　２０１２年版』

共 平成24年2月 第９章の「公社債市場」を執筆し、とくに、現
在のソブリン危機を中心に、原因を明らかにす
るとともに、今後の焦点を展望

（学術論文）
１．ドイツの銀行の国際業
務とユーロの国際化─１９
９９～２００３年の展開─

単 平成16年12月 ユーロ発足後のユーロの国際化の進展状況をド
イツの銀行の国際業務を軸にして分析。その結
果、依然としてロンドン国際金融市場がドイツ
の銀行の国際業務の主要舞台となっていること
が明らかになり、そこではドルが国際通貨とし
て君臨してユーロの国際化が遅れていることを
強調した。

２．EUのソブリン危機─国
債利回りスプレッドの拡大
要因を中心として─

単 平成24年2月 ソブリン危機国の２００９～１０年の国債利回
りの急上昇の原因を、ブンデスバンクの見解を
手掛かりに分析。その結果、債務残高が一定程
度高く、単年度の財政赤字が悪化している国の
国債利回りが急上昇していることが判明し、た
んなる投機要因によるものでないことを強調し
た。

３.ユーロ圏諸国の不均衡発
展ードイツブンデスバンク
の見解をめぐってー

　　単 平成24年12月 ユーロ発足以降拡大してきたユーロ圏内諸国間
の不均衡発展の原因については、ブンデスバン
クに代表される赤字国責任論と、それに批判的
な黒字国責任論が対立している。データ分析の
結果、赤字国の過大需要が主因であることが確
認されたが、その過大需要をもたらした原因と
してユーロ圏内先進国による資本投資のあり方
が大きく影響していることが分かった。問題は
ユーロ圏内資本投資と各国の経済発展との連携
の強化である。

［注］

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

日本証券経済研究所

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

日本証券経済研究所

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

産業と経済、第１９巻
３・４号

龍谷大学経済学論集（松
岡利通教授追悼号）第５
１巻第４号

社会科学雑誌（奈良産業
大学社会科学学会）第５
巻

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
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年月日

平成19年4月1日

平成19年10月30日

平成24年4月1日

年月日

４　その他

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

１）特記事項なし

２　特許等

１　資格，免許

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

５　その他

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）

  日本語コミュニケーションⅠ（13,14）
　(奈良産業大学)

ビジネス学部１年生の基礎教育用の基礎共通科目
テキストのうち日本語教育関連の一部を執筆担当
した。

２）

  現代社会トピックスⅡ(経済犯罪と法)「商取引
　社会における犯罪」執筆担当

ビジネス学部１年生の経済犯罪をめぐる法律知
識・思考力養成のため講義案として担当者が執筆
した。

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　金田　充広

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

１）特記事項なし

会社法、手形・小切手法 新株(予約権)発行、取締役、手形抗弁

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

３）

  法の仕組みとビジネス(奈良産業大学)
ビジネス学部１年生の基礎教育用の専門基礎科目
テキストのうち法律学関連を執筆担当した。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．講説 商法(総則・商行為
法)

共 平成16年4月 法科大学院の学生が法律理論・判例を体系的に習
得できる基本書として共同執筆したものである。
Ａ5判・全243頁
加藤徹、吉本健一、金田充広、清弘正子
第4編第1章～第3章、第5編第1章・第2章（133頁
－192頁）を執筆。
第4編｢商行為法総論｣の第1章～第3章は、それぞ
れ｢商行為の意義と種類｣、｢商行為の通則｣、｢匿
名組合--共同企業の特殊形態｣、第5編｢商事売買
と決済｣の第1章・第2章はそれぞれ｢商事売買｣、
｢交互計算｣である。

２．民事特別法の諸問題 第5
巻
（上巻）(関西法律特許事務
所開設35周年記念論文集)

共 平成22年4月 商事・倒産法の分野から、各執筆者のこれまでの
実務経験、研究成果を論文としてまとめたもので
ある。
Ａ5判・全439頁
道野真弘、山野加代枝、吉本健一、片山信弘、
金田充広、田邊光政、吉井敦子、高橋英治、
新津和典、今川嘉文、佐藤鉄男、森まどか、
山本和彦、今中利昭、赫高規、今泉純一
〔会社法--取締役関係〕「手形行為に関する利益
相反取引」（79頁－103頁）を執筆。
会社と取引する取締役が会社を代表する自己取引
の場合はもちろんのこと、他の取締役が会社を代
表する場合にも、取締役らが結託して利益相反取
引をすることにより会社に不利益が発生するおそ
れがある。このような取締役の行為のうち、とく
に手形行為に関する利益相反取引につき判例その
他裁判例及び学説を検討したものである。

（学術論文）
１．株主代表訴訟における株
主の共同訴訟参加

単 平成16年9月 株主代表訴訟の原告側に共同訴訟人として参加の
申出をした株主の参加の申出が、本件訴訟を不当
に遅延させることは明らかであるとして、商法
268条2項（現行法上は、会社法849条1項）ただし
書きにより許されないとした原審の判断を破棄差
し戻した最高裁判決の評釈である。

２．ニッポン放送新株予約権
発行差止事件

単 平成18年9月 ニッポン放送の新株予約権発行に対するその差止
請求に関する抗告審決定を素材に、新株発行の差
止事由に関して、主要目的ルール及び企業価値の
観点から、その他主要裁判例とともに理論的検討
をした。それとともに例外的に、経営支配権の維
持・確保を主要な目的とする発行も不公正発行に
該当しない場合があることにつき示唆的見解を示
した。

３．手形抗弁 -- 二重無権の
抗弁における固有の経済的利
益 --

単 平成20年3月 いわゆる二重無権に関する判例・学説を分析検討
するとともに後者の抗弁との関連において理論的
整合性を検討するものである。甲乙丙の順に約束
手形が振出、裏書された場合に、甲乙間および乙
丙間の手形授受の原因関係がいずれも消滅した場
合において、手形債務者である振出人甲がする抗
弁の主張に関する理論的研究である。

４．会社の定款所定の目的 単 平成20年12月 会社の目的に関する判例・学説を概観するととも
に、民法43条（2006年改正前）は会社の目的に関
して類推適用できるか否かという問題で議論され
ているものの、民法の条文からは適用そのもので
あるという考え方を否定する積極的理由は見あた
らないのではないかという見解を示すとともに、
会社の権利能力及び行為能力の目的による制限に
つき検討するものである。

５．手形法の沿革と人的抗弁
の制限 -- 昭和13年商法改正
前 --

単 平成21年9月 手形法17条は、人的抗弁の制限を規定している。
昭和13年の商法中改正法律により第4編手形が削
除されるまで、商法は、手形及び小切手に関する
規定を有し、同年改正前商法440条に手形抗弁に
関する規定を置いていた。商法の制定以前は、ド
イツ人のロエスレル氏による草案とこれを基礎と
して制定された旧商法が、手形抗弁を規定してお
り、善意取得の制度との分化が見られない状況に
あったと見ることができ、これに関して制度発展
の史的観点から概観したものである。

 奈良法学会雑誌
 19巻1･2号
 183頁－212頁

 奈良法学会雑誌
 20巻3･4号
 145頁－171頁

 社会科学雑誌
 1巻
 1頁－30頁

 奈良法学会雑誌
 22巻1･2号
 77頁－111頁

 不磨書房

 第一法規

 奈良法学会雑誌
 17巻1･2号
 135頁－157頁

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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６．著しく不公正な方法によ
る募集株式の発行 -- クオン
ツ新株発行差止仮処分命令申
立事件 --

単 平成23年11月 裁判例における主要目的ルールの適用を概観する
ことにより、会社支配権が争われている場合に、
具体的状況の下でする新株発行に一応差止事由が
あるという推定の基礎となる事実関係が、本件そ
の他裁判例において判示されている事案をクロー
ズアップした。不公正発行の推定が資金調達の必
要性により覆滅されるというアプローチにシフト
する状況ないし傾向があるという見方である。こ
のことは新株発行の差止めを求める株主の立証上
の負担を軽減する機能を有することを確認した。

７．代表取締役の権限 単 平成24年11月 取締役会設置会社の代表取締役の権限に関して、
派生機関説・並立機関説の再検討を踏まえたうえ
で、代表取締役による会社の行為の視点から、会
社の目的及び株主総会・取締役会との法的関係を
中心に検討している。代表取締役の権限の法律上
の制限の問題を考える導入的検討として、代表取
締役の権限を分析したものである。

８．会社買収防衛策における
新株予約権の活用

単 平成24年11月 日本企業同士のM&Aの件数は、2006年の約2200件
をピークに減少している。しかしこうした状況に
おいても株式会社は会社買収に対する何らかの措
置が重要である。事後的な措置により差止めが問
題になることが多いことから、主として新株予約
権の割当てによるいわゆる平時導入型の会社買収
防衛策を概観したうえで若干の示唆を提起するも
のである。

９．悪意の抗弁（１）  --
手形法17条ただし書にいう
「債務者ヲ害スルコトヲ知リ
テ」 --

単 平成25年12月 手形は、転々流通することが予定されている証券
であるから、流通保護の観点から抗弁の制限を考
慮しなければならない。しかし悪意で手形を取得
した者を保護する必要はないから、このような場
合には人的抗弁は制限されず手形所持人に対抗す
ることができる。手形法17条ただし書がこれを規
定するが、ジュネーブ手形法統一会議における条
文成立に至る議論等を紹介する。

１０．悪意の抗弁（２・完）
-- 手形法17条ただし書にい
う「債務者ヲ害スルコトヲ知
リテ」 --

単 平成26年3月 判例から悪意の抗弁を成立させる抗弁存在の認識
を分析検討した。手形法17 条ただし書にいう
「債務者ヲ害スルコトヲ知リテ」に関する通説
は、同条ただし書の要件事実をいっそう明確にし
たものであり、その解釈指針を示したものであ
る。また了知説と理論的に矛盾するものではなく
密接な関連があることを明らかにした。

（その他）
特記事項なし

［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

 阪大法学
 62巻3・4号
 365頁－387頁

 社会科学雑誌
 5巻
 27頁－52頁

 社会科学雑誌
 8巻
 91頁－113頁

 社会科学雑誌
 9巻
 137頁－163頁

 社会科学雑誌
 3巻
 111頁－132頁
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年月日

昭和60年4月から
現在まで

毎年

毎年

年月日

１）特記事項なし

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

１）特記事項なし

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）特記事項なし

２　作成した教科書，教材

１）特記事項なし

１）プリントを利用した講義 プリント作成形式は文章形式とレジュメ形式の中間に位
置し、適宜、統計資料も挿入している。これは、学生が
口述部分を十分にノートできない状況、ならびに講義内
容をすべて板書することの時間的非効率に対する措置で
ある。またプリントには適宜、空白部分を設け、その箇
所を口述もしくは板書を通じて学生に筆記させている
が、それは学生が講義に集中し、講義内容を正確に把握
してもらうためである。

２）「授業アンケート」の活用 本学では毎年「授業アンケート」を実施し、学生に授業
への要望を聞いている。その要望を受けて、毎回、講義
のはじめに前回の講義の要点を復習したり、板書の仕方
や話し方を改善したりするなどの工夫をしている。

３）公開授業への参加 本学では毎年、他の教員の授業を聴講するという公開授
業週間を設けている。これを通じて他の教員の授業方法
を学び、自分の授業方法の改善に生かしている。

経済学 国際経済学、経済史

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　河合　和男

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．朝鮮・台湾における植民
地支配の制度・機構・政策に
関する総合的研究

共著 平成16年5月 本書は、文部科学省の科学研究費補助金によっ
て、朝鮮・台湾における植民地支配の制度・機
構・政策に関して総合的に研究したものである。
A4判　全232頁
編者（研究代表者）：水野直樹　　　　　　　共
著者：水野直樹・松田吉郎・近藤正巳・松田利
彦・藤永壮・呉宏明・駒込武・青野正明・高木博
志・河合和男・堀和生　　　　　　　　　本人担
当部分:「戦時期朝鮮の増米政策に関する覚書」
（175～188頁）を単著。　　　　　　　本稿は、
2001(平成13）年10月から公開された外務省外交
史料館所蔵「茗荷谷研修所旧蔵記録」の資料を利
用して、戦時期の朝鮮における増米政策について
概観したものである。まず、1920年から34年にか
けて実施された｢産米増殖計画」と対比しなが
ら、40年実施の6ヵ年計画である｢朝鮮増米計
画」、および41年末の太平洋戦争勃発に伴って同
計画を拡充強化した｢改定増米計画」の特徴につ
いて検討した。次いで、｢改定増米計画」遂行の
中核的存在であった｢朝鮮農地開発営団」の設立
の背景や役割について考察した。そして、最後に
戦争の進展に伴う労働力や資材の極端な不足に
よって計画ははかばかしい成果を挙げることはで
きなかったことを指摘した。

２．日本の朝鮮･台湾支配と
植民地官僚

共著 平成21年3月 本書は、近代日本の朝鮮･台湾支配を、現地にお
けるその担い手だった「植民地官僚」に着目して
考察したものである。
A5判　全740頁
編者:松田利彦・やまだあつし
共著者:松田利彦・やまだあつし・通堂あゆみ・
大浜郁子･長沢一恵・広瀬貞三･河合和男･福井譲･
青野正明･三谷憲正･野口真広･水野直樹･永井和･
李炯植･李昇燁・河原林直人・廣岡浄進
本人担当部分：｢第二次水力調査と朝鮮総督府官
僚の水力認識｣(303～332頁)を単著。
本稿は、1930年代の朝鮮工業化政策の根幹に位置
した電力開発問題について、工業用の原動力とし
ての水力発電という認識が総督府官僚のなかで、
いつ生まれたのかを追ったものである。まず4次
にわたる総督府の水力調査についてその期間や調
査範囲、調査結果を跡付け、そのうえで朝鮮の水
力は乏しいという認識から貯水池式・流域変更方
式の採用によって朝鮮の水力発電が有望視される
ようになった大きな転換点が第2次水力調査(1922
～29年）にあったこと、そしてこの認識の転換は
局長・課長の事務系官僚ではなく技術系官僚に
よってもたらされたということを指摘した。

(学術論文）

１.1990年代後半以降の日本
の直接投資と東アジア

単著 平成24年11月 本稿は、東アジア域内分業の展開という観点か
ら、1990年代後半～2000年代末の日本の東アジア
向け直接投資と在東アジア日系企業の行動様式を
考察したものである。まず、日本の直接投資残高
の推移と業種別構成、ならびに在外日系企業の事
業展開(現地法人数・従業者数、設備投資額、売
上高、経常利益等の推移）から、日本の東アジア
向け直接投資の特徴について考察した。次いで、
在外日系企業(製造業）の販売先別売上高構成と
調達先別仕入高構成といった行動様式が日本と東
アジアとの貿易にどのような影響を及ぼしている
のかという観点から、全製造業ならびに日本の二
大投資業種である輸送機械と情報通信機械の2業
種について検討した。

思文閣出版

奈良産業大学社会科学学
会『社会科学雑誌』第5
巻、ｐ５３～ｐ８７

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成13年度～15年度科学
研究費補助金（基盤研究
（B)(1) ）研究成果報告
書（課題番号：
13410098）
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２．中国における日系企業 単著 平成24年12月 　本稿は、主に中国と日本の統計資料に依拠し
て、中国対内直接投資に占める日本の位置や特
徴、中国の工業生産や輸出に占める外資企業の比
重、販売先別売上高構成の観点からみた中国国内
企業と日系企業をはじめとする外資企業の特徴、
とくに日系企業の販売先別売上高構成・調達先別
仕入高構成が中国全体の貿易や日中間貿易に及ぼ
す影響などをマクロ的に検討することを通じて、
中国の経済発展と外資企業、特に日系企業との関
わりについて考察した。併せて、世界の日系企業
と対比しての在中国日系企業の特徴等についても
言及した。

３.東アジア域内貿易の展開
と中国

単著 平成25年2月 本稿では中国にとって東アジア域内貿易がもつ意
義を考察するための準備作業として、中国と東ア
ジア域内貿易との関わりを数量的に検討した。ま
ず、ＥＵ・ＮＡＦＴＡと東アジアにおける域内貿
易の比較検討、ならびに東アジア域内貿易の変化
という観点からの中国と他の東アジア諸国・地域
との比較検討を通じて、東アジア域内貿易全体の
特徴や中国における東アジア貿易の特徴を探っ
た。さらに中国の貿易構造に関して、ＨＳ2ケタ
分類に基づいて中国全体の趨勢の分析、ならびに
中国―米国・ＥＵ間貿易と中国―日本を含む東ア
ジア地域間貿易との比較検討を行なった。最後に
補論として、香港を中継港とする中国・第三国間
貿易における統計上の乖離問題について考察し
た。

（その他）
[ノート・書評等]

１．（書評）黒瀬郁二『東洋
拓殖会社ー日本帝国主義とア
ジア太平洋ー』

単著 平成16年12月 同書は、東拓に関して、(1)営業地域の拡大と業
務の目まぐるしい変転の理由、(2)国策会社とし
ての二重の規定性＝国策＜植民地政策の論理＞と
会社＜経営の論理＞の相互関係、(3)事業展開を
根底に制約していた国際的条件を、第一次大戦と
満州事変によって3期に区分される東拓の資金構
造と投資構造の段階的な変化を実証的に検討する
ことを通じて解明し、東拓研究を一段と高めるこ
とに貢献している。なお問題点として、外資導入
に関する分析がやや弱く、また東拓の特徴を浮き
彫りにするためにも他の国策会社との比較対照が
必要であったのではないかということなどを指摘
した。

 

［注］

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

奈良産業大学経済経営学
会『産業と経済』第19巻
第3・4号
P239～P245

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

奈良産業大学経済経営学
会『産業と経済』第25巻
第1号、ｐ１～ｐ３０

奈良産業大学社会科学学
会『社会科学雑誌』第７
巻、ｐ１～ｐ４９
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年　月　日

平成元年～現在

平成11年～現在

平成13年～現在

平成19年～現在

平成24年12月

　４）「スポーツ指導者養成プロジェクト」の取り組み、
ビジネス学部開設の重点科目としてのプロジェクト演習科
目の一つとして、クラブ活動を意欲的に取り組む学生に対
して、指導者として初歩的な資格にチャレンジできる能力
を身に着けさせるための取り組み。

　（財）日本サッカー協会のキッズプロジェクトの趣旨
に賛同し、キッズリーダー資格を取得させた。さらに、
JFA公認C級コーチ資格（サッカーの基礎技術能力のある
者に）を取得させた。受講生同士で、学ぶ側と教える側
を体験し指導案の書き方や指導技法・運動生理学・発育
発達の科学を学び、学年を超えたクラスで、外部講師や
外部組織との連携し活動する中で、グループ学習体験を
繰り返し行わせた。

概 要

１　教育方法の実践例

研 究 分 野

　健康・スポーツ科学
（身体教育学・体力科学・バイオメカニクス・
　運動生理学・スポーツ経営学）

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事　　　項

氏名　　清水　　啓司

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

　体育授業研究（バイオメカニクス研究の成果を授業に活用す
る）、
　運動の分析、体力科学、健康科学、スポーツ経営学

　２）正課スポーツ実技の運動運動強度を心拍数・血中乳
酸濃度（運動生理学的測定値）の指標測定から主観的運動
強度評価の信頼性を確認させた取り組み。

　スポーツ実技での身体活動中最も心拍数が時間当たり
多い前後の心拍数と血中乳酸濃度を測定した。さらに、
次の課題として、講義時間、終了時まで継続して心拍数
を測定し詳しく分析した。グールプで検討議論した。
奈良産業大学　一般教養科目　健康・スポーツ科目
「選択スポーツ」で実施。

　３）最寄駅から大学まで（大学周辺を含む）と大学構内
の歩行地図作成の取り組み。新規開講科目の「健康スポー
ツ演習」の課題として、自己の歩行分析をテーマとして取
り組ませた。伊能忠敬の歩行地図作成の歴史も学ばせた。

　自己の歩行分析として、自分の1分あたりの歩行数つま
り歩行頻度（ピッチ）・一歩の歩幅（ストライド）を測
定させた。その積である1分あたりの歩行距離を自覚認識
させることから、大学周辺と大学構内の歩行地図を作成
させた。大学周辺・構内はかなりの傾斜があるにも関わ
らず、かなりの精度で、自己の歩行データは役立つこと
を認識させた。健康・体力の面からも歩行運動の意義を
講義を通じ学ばせた。最寄駅からバスに乗車せず歩く学
生の比率が増加した。
奈良産業大学　健康・スポーツ科目「健康スポーツ演
習」で実施。講義科目のスポーツ科学論（体力科学）で
も実施した。

　1）体力測定、診断、運動処方を学ぶ取り組み。授業時間
最初にスポーツテスト（体力診断・運動能力）を実施し、
入学時の自己の体力の現状を測定・把握し、文部省体育局
データまたは、都立大学の体力標準値と比較検討させた。
自己の体力評価をの分析をグループディスカッションさせ,
自己の運動処方をレポート課題とした。

　同じ年齢の体力基準値（文部省・都立大学体力標準
値）に対して、自分がどのような測定項目で劣っている
のか、優れているのかをグループディスカッションで発
表させ、他の受講学生と議論させ、トレーニングの課題
を整理させた。自分のトレーニングメニューを作成レ
ポート提出させた。
奈良産業大学　「一般体育実技・講義」、大谷大学 体育
実技「スポーツ研究演習」で実施した。

　（1）ビジネス学部開設に合わせて、「プロジェクト演
習」の取り組みに参加し、「スポーツ指導者養成プロジェ
クト」を西田裕之教授と担当した。、平成24年度の奈良産
業大学紀要２８集に4年間の取り組みのまとめと課題として
発表した。

　ビジネス学部開設時のカリキュラム編成の趣旨を理解
し、「学士課程教育の構築に向けての答申」を受け、学
年の枠を超えた、自律志向の体験型プロジェクト演習と
して「スポーツ指導者養成プロジェクト」を立ち上げ
た。「社会参画・グループワーク・課題探究・知識活
用」の4つをキーワドに「社会人基礎力」の養成に力を入
れたカリキュラムの推進に取り組んだ。

1
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平成元年～現在

平成元年～現在

３　教育上の能力に関する大学等の評価
平成21年～現在

平成7年～現在 ①平成7年度～17年度　評議委員、
②平成16年度～17年度　FD副委員長、
③平成18年度～19年度　学修支援センター長（部長
職）、
④平成19年度～20年度　全学共通教養推進委員長代行、
⑤平成19年度、平成23年度　経営学部学部長代行、
⑥平成20年度～21年度　オープンキャンパス実行委員長
⑦平成20年度～21年度　自己点検・評価（教養教育担当
委員）
⑧平成21年度～24年度　全学共通・教養教育推進委員長
⑨平成25年度　自己点検・評価員委員長
　他の学内委員会活動は、　５　その他　10)のその他の
委員の項目で示す。

　教材として配布してきたプリントは、　①体力分析・
評価・運動処方のシリーズ②歩行分析のシリーズ③運動
生理学のシリーズ④バイオメカニクスに関するシリーズ
⑤スポーツマネジメントに関するシリーズを作成してき
た。「体育講義」、「体育実技」、「健康スポーツ演
習」、「スポーツ科学論」、「バイオメカニクス」、
「スポーツマネジメント」などの講義で、また選択ス
ポーツ実技（バスケットボール・バドミントン・テニ
ス）でプリントを配布してきた。

　２）学長からの評価

　５）実技・講義・演習における教育実践 　実技科目では、各種目の技術習得だけでなく、準備・
後方づけ・基礎練習を通じ仲間との信頼関係をつくるこ
とを重視してきた。「協力」「役割分担」「バディーや
グループでの信頼関係を築く活動」を意識させリーダー
シップとともにフォロアーシップも大切であることを具
体的に体験させるようグループ構成に工夫した。
　当然個人の技能の向上も重視した。「運動を科学す
る」意識を持たせバイオメカニクス的研究の成果を生か
すため「スポーツ一口メモ、運動技術のコツの発見」を
課題として与え、議論させ、最後に解説するように心が
けてきた。

　講義科目では、学習への動機づけとして、視聴覚教材
（DVD・VTR）を厳選し、積極的に活用した。OHPやパワー
ポントを活用し、できるだけ文章・キーワード・物理学
の公式だけでなく、視覚的・直感的に理解できるよう
図・表や写真・動画映像を準備工夫した。学生に問いか
け質問（クイズ）を投げかけ、発言させ・議論させ、一
方的講義にならないよう、インターラクティブ（双方
向）な授業を心掛けてきた。講義内容も、実技・実践を
伴って意味のあるものなので、とにかく「やって試
る」、「やらせて見る」よう測定機材・トレーニング道
具を教室に持ち込み実演するようプレゼンテーションの
工夫を心掛けた。

　１）学生からの評価 　平成21年度のFD委員会の学生の授業評価では、・説明
はわかりやすいですか。・担当教員の授業への準備の程
度。・担当教員の授業に対する意欲は感じられます
か。・学習意欲は刺激されますか。・他の学生にこの授
業を薦めますか。・「授業改善シート」の取り組みはな
されましたか。等の半数以上の項目で5段階評価で4.0以
上（4.0～4.6）の評価を、「健康スポーツ演習」・「ス
ポーツマネジメント」・「競技スポーツ演習」の科目に
おいて前・後期連続して獲得した。
　評価方法が4段階に改正された平成22年度では、「ス
ポーツ経営学」で、総合判定3.47で、・説明の分かりや
すさ。・理解度を確認しながら授業は進めています
か。・先生の授業への熱意と意欲は感じられますか。・
授業時間外での学修活動を行うよう指導していますか。
14項目中11項目で、3.0以上の評価を獲得した。
　FD委員会として授業評価を実施していない科目につい
ても中間「授業改善アンケート」を科目特性を考慮し独
自に行い、セメスター内で改善するよう学生の意見を聴
き・理解の程度を確認しながら授業を展開している。受
講学生も好意的に協力してくれる信頼関係が形成され、
その関係は現在も継続している。

１）作成した教材

２　作成した教科書，教材
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平成7年～17年

平成16年・17年

平成18年・19年

平成19年・20年

平成19年・23年

平成20年・21年

平成20年・21年

平成21年～現在

平成25年

４　実務の経験を有する者についての特記事項

　１）特記事項なし

　1)学内委員会活動について

　 （１）評議委員 学部（経済・経営）代表委員、教養教育代表委員

５　その他の事項

　　(６）オープンキャンパス実行委員長 　ビジネス学部・情報学部の2学部体制でのオープンキャ
ンパス・広報活動で中心的役割を果たした。在学生が案
内し本学の生の声でアピールするオープンキャンパスを
学生たちの協力で実施した。

　副学長が委員長に就任した。副委員長という立場では
あるが、FD委員会の本学における運営を学長から直接個
人指名で委嘱一任された。京都地区大学コンソーシアム
での先進他大学のFD活動を参考に、遅れていた本学での
FD活動を仲間の委員（教員・事務職員）たちとともに意
欲的に推進した。年2回の学生の授業アンケートの実施、
評価のフィードバック、ホームページ上での公開、同僚
教員の授業の見学・報告書による評価・交流、その後の
授業研究会の実施、FDに関する先進の他大学からの講師
を招聘し、全学FD講演会の実施などを実現した。
　これらのFD活動の取り組みは、その後の外部評価機構
からも高い評価を頂いた。奈良県大学連合のFD連絡会議
にも積極的に参加するように意識改革をはかった。

　学長の直接指名・委嘱を受け、初代学修支援センター
長に就任した。金沢工業大学や、関西国際大学のFD活動
を参考に本学で、できることから取り組んだ。自主学習
室の設置・運営、支援センターとして定期試験に向けて
の学習・質問・疑問を受け付る教員体制をつくり、当番
日程表を学生に公表した。「なんでも相談コーナー」を
作り、問題が解決するまで付き合い、関連部署に引率同
行した。「目安箱」をつくり定期的に取り組み状況を公
開し、その成果を公表した。奈良産業大学、学修支援室
のホームページを通じ活動を公開し、「学修支援」の
キーワードでの検索ヒット上位（10位以内）を担当者グ
ループの努力で継続していた。活動内容の多くは、現在
の学生支援センターに引き継がれた。

　学長の直接指名・委嘱を受け、前任者の退職に伴い、
全学共通・教養教育推進委員長代理の職につき第三者評
価員会の教養教育分門の担当者となった。過去の会議の
議事録を整理し、問題点を整理し解決策を議論した。議
事録も必ず残し、会議も定例化し、「学士力の保証」に
向けての課題と新カリキュラム作成に取り組んだ。

　  (２）FD委員会副委員長

　  (３）学修支援センター長（部長職）

　経営学部募集停止の次の年度と経営学部閉鎖年度の経
営学部長代行となった。

 　 (４)全学共通・教養教育推進委員長代理

　　(9)自己点検・評価委員長

　　(７）自己点検・評価委員（教養教育担当代表） 　「学士力」が問われる中、ビジネス・情報学部での大
幅なカリキュラム改善が実施された。特に教養基礎科目
（基礎数学・基礎英語・ITリテラシー・日本語教育コ
ミュニケーション）の設置、初年次教育、リメディアル
教育、キャリア教育への対応の必要性を議論し科目を編
成した。

　　(8）全学共通・教養教育推進委員長 　教養基礎科目（基礎数学・基礎英語・ITリテラシー・
日本語コミュニケーション）、人文科学・自然科学・社
会科学、キャリア科目、外国語科目、健康・スポーツ科
目に関する担当者とカリキュラムの検討を推進してき
た。また、初年次教育とリメディアル教育を重視し、学
生支援センターと連絡・協力体制をつくり、学生の学力
向上と学習環境の整備を進めてきた。フルゼミ制度や学
年の枠を超えたプロジェクト演習の取り組みも本委員会
として学部の教育を支えてきた。

　学長の直接指名により委嘱を受け就任した。
平成26年度に再審査となる外部評価機構への対応の資料
準備の担当のとりまとめ役を命じられた。

　　(５）経営学部長代行
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平成元年～現在

平成３年～現在

　年　月　日

昭和51年3月31日

昭和51年3月31日

昭和52年3月31日

昭和55年3月

　

　

　

　

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
1.日本人平泳ぎ選手に関する
研究

単著 平成20年12月 　pp.1～13
競泳における平泳ぎという種目、泳法について
は、過去の日本人水泳選手たちの工夫とアイデア
で世界のトップレベルを維持してきた。その過程
で競技規則がたびたび変更された。バタフライと
いう泳法も日本人選手のアイデアで生み出され
た。潜水泳法も登場した。それらは、バイオメカ
ニクス的思考により理論的根拠を得て、独自の技
術練習やトレーニングを重ね、大きな競技会で栄
光に輝いた。特に近代泳法はミュンヘンの田口選
手から始まり、北京の北島選手で一つの完成形に
到達したと評価されている。その泳法の技術の歴
史を、バイオメカニクス的根拠を示しながら整
理・検討した。

奈良産業大学
紀要24集

事　　項

２　特許等

　大阪教育大学
　学位記　第538号（教育学修士）

　２）中学校教諭１級普通免許（保健体育）

　京都教育大学
　免許書番号　昭五十小一普め第三一二号
　（京都府教育委員会）

　京都教育大学
　免許書番号　昭五十中一普め第二〇三一号(保健体育)
　（京都府教育委員会）

　１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

　京都教育大学
　免許書番号　昭和五十一高一普め第三九号（保健体
育）
　（京都府教育委員会）

　１）特記事項なし

　４）修士（教育学）

　３）高等学校教諭１級免許(保健体育)

　１）小学校教諭１級普通免許

１　資格，免許

概 要

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

 　 (10)その他の委員会 　教務委員、学生委員、入試委員、広報委員、
図書館運営委員、情報センター運営委員、
スポーツ振興委員、紀要編集委員など歴任した。

　2)クラブ活動の指導について

　スポーツ推薦入学生なし、一般入学生のみの活動を部
長・監督として指導
最高成績　西日本学生選手権大会ベスト１６、
　　　　　関西学生リーグ３部　3位

　　(１）奈良産業大学バスケットボール部（男子）指導

研　　究　　業　　績　　等　　に　　関　　す　　る　　事　　項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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2.教育課程の改善と「プロ
ジェクト演習」による教育の
可能性　-「スポーツ指導者
養成プロジェクト」の取り組
みから

共著 平成24年12月 　pp.65～78
2007年にビジネス学部は、経済学部・経営学部・
法学部を統合、改組され設置された。新学部の教
育目標を充たすために、基礎科目としての初年次
教育の重視、さらに専門科目では演習重視のカリ
キュラムを提示した。学年の枠を超えて、グルー
プによる体験型学習によって、「学士課程共通の
学習成果に関する指針」に応えるべく、カリキュ
ラムとして「プロジェクト演習」が組まれた。
【社会参画】【グループワーク】【課題探究】
【知識活用】を共通コンセプトとして講座の目標
を掲げ、実践活動を行ってきた。「スポーツ指導
者養成プロジェクト」と担当者として、4年間の
まとめと今後の課題を明らかにした。
共著者：清水啓司（第一著者）・西田裕之

3.スポーツの教育的価値・ビ
ジネス的価値を考える　－ス
ポーツマネジメント研究の課
題から-

単著 平成24年12月 　pp.189～209
スポーツビジネスの発展に伴う諸問題（経済的観
点優先・勝利至上主義など）がスポーツの持つ本
来の教育的意義を歪めていることを、オリンピッ
クビジネスの歴史を顧みることから考察、検討し
た。更なる問題点を指摘し、改善のための課題を
スポーツマネジメントの視点から考察した。「人
を動かす力」は、「内発的動機づけを促す力」と
して発揮されなければならない。「自分で意思決
定し、自立した人材自己育成の力をつけさせる」
ことをスポーツ指導者やサポートする保護者が理
解し、反省と点検を繰り返すマネジメントサイク
ルの形成に努力しなければならないことを指摘し
た。

（その他／学会発表・研究会発表）
1.「インナーマッスルのト
レーニング方法の検討」
　

単独 平成16年8月7日 　話題提供：資料配布要旨　ウエイトトレーニン
グで鍛え上げた究極の筋肉のイメージは、体の表
面に近い、てこの比率の大きな筋肉で、ボディー
ビルダーのような肉体を連想させる。最近のス
ポーツトレーニングでは、関節の位置をシツカリ
支え、姿勢を細かく調節する、深部の筋肉の働き
も注目されるようになった。関節の運動は、伸
展・屈曲だけでなく回内・回外、外旋・内旋、外
転・内転などが複合された3次元運動である。深
部筋のトレーニング方法の基本的注意事項を整理
し、議論した。

2.「初動動作の研究
（最初の一歩について）」

単独 平成17年8月6日 　話題提供：資料配布要旨　イチロー選手の盗塁
におけるポイントから「最初の一歩」についてま
とめ提案した。①リードは小さめ　②重心が高い
姿勢をとると、走り出しの姿勢までに上体を下げ
る動作が必要になる。（重心を下げすぎると体勢
が立ち上がる）③ベースを結んだライン上に立た
ない。②に注目して、中間姿勢から抜重し（右膝
関節を崩し）スタートしている、左足（一塁側）
での蹴りを意識しすぎる二段動作になりスタート
は遅くなるとのこと。陸上短距離のスタートの前
足・後足とブロックに対するキックは、早くス
タートすることよりシツカリ反作用を得ることが
大切と考えられている。

3.「ナンバ走りと二軸運動」 共同 平成18年8月5日 　話題提供：配布資料要旨　古武術研究家の甲野
善紀氏が紹介され、桐朋高校バスケット部が取り
入れ成果を上げた「ナンバ走り」について、バイ
オメカニクスの立場から優位性についてまとめ議
論した。末續信吾選手の走りのフォームを取り上
げ、二軸走法の分析・解説を行い話題提供した。
共同発表者：木村陽介・清水啓司

身体運動研究会
（奈良産業大学）

奈良産業大学
紀要28集

奈良産業大学
社会科学雑誌

身体運動研究会
（奈良産業大学）

身体運動研究会
（奈良産業大学）
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4.「歩行運動の分析－歩行の
バイオメカニクス－」

単独 平成19年8月4日 　話題提供：配布資料要旨　歩行運動の研究の歴
史は古く、古代ギリシャのアリストテレスは、
「動物の前進運動」の問題として取り上げてい
る。ウエーバーは機械的側面から、マイブリジは
馬の連続写真の分析・ブラウネとフィッシャー
は、足圧測定など力学的分析へと、写真技術の進
歩と測定機器の発達に伴って発展してきた。ヒト
の歩行周期・身体重心の変化・関節角度変化から
基礎的な歩行分析のバイオメカニクスの手法を整
理・確認し話題を提供した。

5.「SPEED社の最新水着と水
泳の記録の関係」

単独 平成20年8月2日 　話題提供：配布資料要旨　北京五輪に向けて、
開発投入されたＳＰＥＥＤ社の「レーザー・レー
サー」を着用した選手が自己ベストをつぎつぎ更
新し、世界記録が2008年7月7日現在、45個以上生
まれた。日本選手権でも、日本記録が15個、世界
記録が1個生まれた。北島選手がどの水着を着る
か注目が集まった。北京五輪直前までの水着の影
響によると思われる記録を整理した。日本選手は
如何すべきか議論した。

6.「スポーツトレーナーなら
知っておきたい身のこなし」

共同 平成21年8月1日 　話題提供：配布資料要旨　①腕はどこからつい
ているか？肩甲骨の外転運動を理解する。②支持
基底面と重心の関係を理解する。③遊脚と支持脚
を理解することから二軸動作の理解ができる。④
右動作と左動作を真に対象に行うことは難しい。
などを中心に議論した。
共同発表者：木村陽介・清水啓司

7.「少年野球の指導上の注意
点（主に投手の指導）」

共同 平成22年8月1日 　話題提供：配布資料要旨　スポーツ用品会社の
社員として、少年野球・高校生の野球の指導者
(木村陽介)としての経験から注意すべき事柄を整
理し提言した。主に投手の肘・肩の障害予防の立
場から、正しい投球フォームについて議論した。
共同発表者：木村陽介・清水啓司

（その他／公開講座・出張講義・オープンキャンパスデモ講義）
1.「経営学を学ぶとは」
－スポーツ経営学の研究から
－

単独 平成21年11月21日  配布資料:大学には、総合大学と単科大学があ
り、学術・研究の専門機関である。大学教育の特
徴として、セメスター制と単位履修制度、ゼミ
ナールを紹介した。経営学とは何か、学問領域と
関連科目設定について解説した。ヒト・モノ・カ
ネ・情報の4つの経営資源をコントロールし、社
会にサービスし、利益を上げ、組織を継続的に存
続・発展させ、社会貢献する営みであることを解
説した。経営学理論の基本的な歴史の解説とス
ポーツマネジメントの具体例を、ロス五輪以後の
民間のスポーツの発展からの取り組みを解説し
た。

2.「大学で学ぶべきこと」
－先入観をすて自分自身で判
断する力を身に着けよう－

単独 平成22年3月27日 　配布資料：「大学で学ぶとは、他者の経験から
学び（文献を読む）、自分自身で過去の経験を整
理し、自分の所属しているグループで何が課題で
あるか、問題を発見し、仲間と協力して解決策を
見出し行動できる力を身に付けることである。と
の立場から、先入観に囚われず自分の頭で考え行
動し、社会貢献できる人物になろう！と参加者に
呼びかけた。そのためにぜひ本学のプログラム演
習で学びませんかと呼びかけた。

身体運動研究会
（奈良産業大学）

私立高野山高等学校
（和歌山県）

奈良産業大学
オープンキャンパス模擬

講義

身体運動研究会
（奈良産業大学）

身体運動研究会
（奈良産業大学）

身体運動研究会
（奈良産業大学）
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3.「スポーツマネジメントと
は？」

単独 平成22年6月15日 　配布資料：「体育・スポーツ関係で職業に就く
ために」という観点でスポーツコースの生徒に講
義した。体育教師になるためには、教育大学と呼
ばれる国立大学の教育学部（大阪教育・京都教
育・奈良教育）の体育学科を卒業するか、いわゆ
る体育大学（大阪体育・日本体育・天理大学・中
京・びわ湖成蹊）の体育学部を卒業するか、地方
の総合国立大学（筑波・滋賀・和歌山）の教育学
部、体育学科を卒業するかが考えられる。国立で
は、鹿屋体育大学があることを紹介した。スポー
ツに関わり生計を立てている職業を紹介した。球
団職員・用品メーカー・公務員・施設管理・コー
チなどを紹介した。スポーツ用品メーカーの紹介
として、美津濃・アシックス・アディダスの商品
開発競争と企業の歴史を紹介した。

4.「スポーツ科学を学ぶ（運
動生理学・バイオメカニク
ス）」
－スポーツ活動で何を学ぶべ
きか－

単独 平成22年6月19日 　配布資料：生徒44人・教員2人・保護者7人
「スポーツを通じで何を学ぶか？」
勝利するためには「最新スポーツ科学（運動生理
学・バイオメカニクス）を学ばねばならない、筋
組成・心拍数・最大酸素摂取量・有酸素運動など
基本的事項を解説した。スポーツを教材として、
教育に生かすことは可能であるが、競技スポーツ
優先・勝利至上主義・スポーツによる経済的効果
（商業主義）が優先されると問題が生じることを
指摘し、議論した。勝利至上主義とトーピング
（薬物）、メダル優先、人格を否定され暴力に耐
える選手達がいることを指摘し、議論した。

5.「体育学・スポーツ科学の
紹介」

単独 平成22年6月23日 　配布資料：「ナショナルトレーニングセンター
の完成と体育学・スポーツ科学の成果について」
の話をした。主に、北京五輪選手（水泳の北島）
の科学的トレーニングのサポート体制の強化とそ
の成果。クラブ活動している生徒に、進路選択
（進学）のために「スポーツに関わる職業」と
「スポーツマネジメント」の話をした。

6.「経営学について」
－スポーツマネジメントの立
場から－

単独 平成23年1月26日 　配布資料:職業選択・大学進路選択に向けてお
話を生徒にした。経営学とは何か、学問領域と関
連科目設定について解説した。ヒト・モノ・カ
ネ・情報の4つの経営資源をコントロールし、社
会にサービスし、利益を上げ、組織を継続的に存
続・発展させ、社会貢献する営みであることを解
説した。経営学理論の基本的な歴史の解説をし
た。スポーツマネジメントの課題となる、マーケ
ティングの具体例をスポーツ用品メーカーの商品
開発努力を運動用シューズ（アシックスと美津
濃、海外メーカー）の例を挙げ解説した。ロサン
ゼルスオリンピックでの民間活力の導入と近代オ
リンピックの変貌を解説した。

7.「オリンピックとスポーツ
ビジネスの歴史」
－スポーツの教育的価値・ビ
ジネス的価値を考える－

単独 平成23年5月21日 　配布資料：「オリンピック開催とスポーツビジ
ネスの発展」ピーターユべロスが1988年ロサンゼ
ルス大会を民間活力を導入し、税金を充当せず大
成功に導いた。以後オリンピック開催は、経済効
果も期待されビジネスチャンスの宝庫であると認
識されるようになった。招致合戦は激戦となっ
た。しかし、体育・スポーツが勝利至上主義、ビ
ジネス優先に終始すれば、教育的には問題を含ん
でいこることを指摘しておかねばならない。さら
にエスカレートする薬物問題、選手の人権問題な
ども考えられることを講義した。

［注］

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

奈良県立大和広陵高等学
校

（スポーツコース）

私立東大阪柏原高等学校
体育科（大阪府）

奈良県立西和青陵高等学
校

奈良県立二階堂高等学校

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

奈良産業大学主催
王寺町リーベルカレッジ

（公開講座）

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
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⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。
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年月日

平成20年４月～
平成26年3月

平成21年4月～平
成26年3月

平成21年４月～
現在

平成19年４月～
現在

平成19年４月～
９月

平成８年４月～
平成20年３月

文学 英米文学、比較文学、児童文学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　松本（伊達）　桃子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

４）音声教材による発音とリスニングの指導 奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科、情報学部情報
学科の外国語科目「TOEIC対策英語Ⅰ・Ⅱ」、また「資格
試験対策英語Ⅰ・Ⅱ」において、TOEIC試験の問題形式に
準拠した教材を使用し、全授業回数の半分をリスニング
対策に充てている。問題音声を最低３回CDで流し、初回
はスキャニングで概要を把握させ、次はスキミングで必
要な情報を拾い出させ、最後はシャドーイングで発音を
再現させることを試みている。初回は聞き取れない学生
も、必要な情報を特定することで聞き取れるようにな
り、自信をつけていく傾向が見て取れる。さらに、英語
の歌を使用して歌詞の一部を聞き取らせる活動を授業の
最後に組み入れ、楽しみながら聴解力を上げる訓練をし
ている。

２　作成した教科書，教材

１）「導入演習・基礎演習」（奈良産業大学ビジネス学
部）

奈良産業大学ビジネス学部の「導入演習」において使用
した。作成を担当した第５章「文章の書き方」では、長
文を読みこなし内容を簡潔にまとめる能力を伸ばすこと
を目指し、一定の効果を上げることができた。

１）Eラーニングを活用した授業の実践 奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科、情報学部情報
学科の外国語科目「基礎英語Ⅰ」において、Eラーニング
による演習を授業の主体とした。学生はコンピュータ上
で問題演習を行い、誤答すれば同じ問題を３回連続で正
答するまで繰り返し解かねばならない。正答率や回答に
要した時間は教員のコンピュータ上で見ることができる
ので、各人の苦手分野を把握し、的確な指導ができた。
また、進捗状況を点数化して成績に反映するため、学生
は具体的な目標を得て学習意欲が増し、授業への満足度
も高まった。

２）パワーポイントを用いた理解度向上 上記「基礎英語Ⅰ」において、理解が不十分なまま問題
演習に取り組み、誤答を繰り返して学習意欲が低下する
学生が見られたので、平成21年４月から、問題演習の前
に自作のパワーポイント教材を用いて授業内容の概説を
行い、理解度を向上させた。さらに、平成23年度からは
パワーポイントの内容を書き込み式教材として印刷、配
布し、学生の能動的学習を促している。

３）ドリル教材による理解度の把握と授業改善 上記「基礎英語Ⅰ」において、問題演習後の理解の定着
ときめ細かい達成度把握のために、演習後の小テストを
毎授業時間の最後に実施し、添削して次回に返却してい
る。また、達成度をＡＢＣの３段階で評価し、成績に反
映するとともに、Ｃの学生には最低Ｂランクに到達する
まで再提出を義務づけている。
また「基礎英語Ⅱ」についても書き込み式の補助教材を
作成し、学生の授業参加を促すとともに、ノートとして
復習に使えるものとしている。これも毎回の提出を義務
づけ、達成度を上と同じ方式で評価し、添削して次回に
返却している。
「英語読解Ⅰ・Ⅱ」においても、教科書準拠のワーク
シートを自作し、毎回の提出を義務づけ、添削して返却
している。

２）講義用補助教材「公務員試験対策英語」 奈良産業大学法学部法学科、ビジネス学部ビジネス学科
の「公務員試験対策英語」のために作成した教材。公務
員試験の過去問題や模擬問題から、学生の実力に併せた
問題を選択し、主題別あるいは文法事項別にまとめて毎
回の授業テキストとして使用した。
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平成19年４月～
平成20年３月

平成21年４月～
平成26年3月

平成21年４月～
現在

平成５年４月～
現在

平成25年11月

平成24年度

平成20年７月

平成21年10月

平成22年6月

平成25年9月

平成25年9月

平成５年４月～
平成19年３月

（平成17年度を
除く）

５）講義用補助教材「基礎英語Ⅱ」 奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科、情報学部情報
学科の「基礎英語Ⅱ」のために作成した教材。上記１-3)
の内容を参照。

６）講義用補助教材「英語Ⅰ・Ⅱ」「TOEIC対策英語
Ⅰ・Ⅱ」「資格試験対策英語Ⅰ・Ⅱ」

奈良産業大学法学部法学科の「英語Ⅰ・Ⅱ」、ビジネス
学部ビジネス学科、情報学部情報学科の「TOEIC対策英語
Ⅰ・Ⅱ」「資格試験対策英語Ⅰ・Ⅱ」のために作成した
教材。英語のポップソングから、親しみやすく聞き取り
が容易なものを選び、歌詞の一部を空欄にして聞き取り
教材とした。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

３）講義用補助教材「英語（講読）」 奈良産業大学情報学部情報学科の「基礎英語Ⅰ」のため
に作成した教材。テキストに準拠し、単語、内容把握、
発音練習、英作文などの演習をバランス良く配置して、
オールラウンドな英語力の養成を図った。

４）講義用補助教材「基礎英語Ⅰ」 奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科、情報学部情報
学科の「基礎英語Ⅰ」のために作成した教材。上記１-
2),3)の内容を参照。

１）奈良産業大学公開講座『平成20年度王寺りーべるカ
レッジ』
（於王寺町地域交流センター）

「ファンタジーの新しい波－『ハリー・ポッター』は何
をもたらしたのか」と題して講演を行った。下記、講演
１を参照。

２）生駒市図書館英米文学講座
（於生駒市図書館）

「人形の家から見る現代の家族」と題して講演を行っ
た。下記、講演２を参照。

３）奈良産業大学公開講座『平成22年度王寺りーべるカ
レッジ』
（於王寺町地域交流センター）

「人形ファンタジーに見る現代の家族」と題して講演を
行った。下記、講演３を参照。

１）授業評価アンケート 平成20年度から実施されている授業評価アンケートにお
いては、毎回肯定的な評価を得ている。平成25年11月の
アンケートでは、ほぼすべての授業で平均値を上回る評
価を受けた。

２）学長からの評価（奈良産業大学） 講義・演習を堅実にこなしており、授業内容や授業の運
営に対して学生からの評価も高く、教育能力は十分にあ
ると考える。英語を苦手とする学生が多い中で、授業内
容に対する理解度の向上をはかるため、常に授業方法の
工夫に取り組んでいる。こうした授業改善への積極的な
姿勢は、学生の語学能力の育成に貢献している。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良産業大学法学部法学科における教育実績 「英語ⅠA」（平成9～14,16,18年度）
英文の講読を中心とした初年次用の授業である。

「英語ⅠB」（平成6,9～12,14～16年度）
LL演習を中心とした初年次用の英語の授業である。

「英語ⅡA」（平成5,7～8,13年度）
英文の講読を中心とした２年次用の授業である。

「公務員試験対策英語」（平成14～16,18年度）
公務員試験の英語問題の演習を行う授業である。

「実用英語C」（平成18年度）
TOEICを中心とした資格試験問題の演習を行う授業であ
る。

４）奈良産業大学公開講座『平成25年度王寺りーべるカ
レッジ』
（於王寺町地域交流センター）

「映画になったファンタジー―よみがえる古典作品―」
と題して講演を行った。下記、講演４を参照。

５）奈良産業大学公開講座『平成25年度王寺りーべるカ
レッジ』
（於王寺町地域交流センター）

「映画になったファンタジー―現代ファンタジーの挑戦
―」と題して講演を行った。下記、講演５を参照。

５　その他
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平成19年４月～
現在

平成12年４月～
平成17年３月

年月日

平成２年３月

平成２年３月

平成２年３月

平成24年３月

平成20年4月～
平成26年3月

２）奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科における教
育実績

「英語ⅠA」（平成19年度）
「実用英語C」（平成19～20年度）
「公務員試験対策英語」（平成19～20年度）
上記参照。

「TOEIC試験対策英語」（平成19～23年度）
TOEICの問題演習を行う授業である。

「英語（講読）」（平成20～22年度）
英文の講読を中心とした初年次用の授業である。

「導入演習」（平成19～20,22年度）
「基礎演習」（平成19～20,22年度）
大学生活に必要な学習能力、学習習慣を身につけさせる
授業である。

「総合演習」（平成21年度）
演習形式で実践力を養う授業である。

「英語コミュニケーション」（平成21～22年度）
英文法を中心に基礎的な英語力を養う授業である。

「基礎英語Ⅰ」（平成23～24年度）
「基礎英語Ⅱ」（平成23～24年度）
英文法を中心に基礎的な英語力を養う授業である。

１　資格，免許

１）文学修士 奈良女子大学　第419号
論文題目：Myth, History, and Story:J. R. R.
Tolkien's Secondary World

２）中学校教諭専修免許状 外国語（英語）（第34号）

３）大阪工業大学における教育実績 「英作文・英文法」（平成12年度）
英作文と英文法に特化した授業である。

「時事英語」（平成13～14年度）
ニュース英語を題材とした授業である。

「科学技術英語」（平成15年度）
科学技術の分野で使われる英語を題材とした授業であ
る。

「資格英語」（平成16年度）
TOEICを中心とした資格試験問題の演習を行う授業であ
る。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

２　特許等

なし なし

３）高等学校教諭専修免許状 外国語（英語）（第126号）

４）TOEIC（国際コミュニケーション英語能力テスト） ９９０点取得

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）日本イギリス児童文学会理事 学会規定の改訂、会員名簿の管理などの実務に当たっ

た。
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平成20年4月～
平成24年3月

平成20年4月～
平成24年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．英語圏諸国の児童文学
Ⅰ　物語ジャンルと歴史

共著 平成23年３月 冒険物語、少年・少女小説、孤児物語など、30
テーマを取り上げ、簡潔な説明と作家・作品解
説を加えた総合的な児童文学ガイド。
Ａ５判　全194頁
編者：日本イギリス児童文学会
共著者：三宅興子、桂宥子、永島憲江、森野聡
子、福田泰久、藤本朝巳、夏目康子、森恵子、
水間千恵、伊達桃子ほか２０名

本人担当部分：「２３　人形・おもちゃ物語」
（P.133-P.138）を単著。
人形やおもちゃが命を得て動き出すというファ
ンタジーの系譜をたどり、代表的な作品を紹介
しながら、この形式がもつ意味を考えた。

２．英米児童文化55のキー
ワード

共著 平成25年３月 英米の児童文化に関わる５５のキーワードを取
り上げて概説し、そのキーワードに関連する児
童文学作家と作品を解説する。
A５判　全280頁
編者：白井澄子、笹田裕子
共著者：安藤聡、井辻朱美、川端有子、神戸洋
子、北本正章、笹田裕子、白井澄子、島式子、
鈴木宏枝、高田賢一、伊達桃子ほか１４名

本人担当部分：「１－３　子育て」(p.12～
p.15)を単著。
時代によって変遷する子育ての理念と実態を辿
り、子育てが社会を映す鏡であることを明らか
にした。

本人担当部分：「３－３　乳母」(p.76～p.79)
を単著。
イギリス独自の発展を遂げた乳母という職業の
変遷をたどり、児童文学におけるもっとも有名
な乳母メアリー・ポピンズの表象とからめて考
察した。

本人担当部分：「４－３　人形」(p.112～
p.115)を単著。
子どもにとって人形のもつ意味と、大人が教育
手段として人形を用いる場合の意味を比較しな
がら考察した。

（学術論文）
１．人形ファンタジーにお
ける「家」と「家族」
（査読付）

単著 平成17年２月 ルーマー・ゴッデン『人形の家』、ジェーン・
ガーダムThrough the Dolls' House Door, シル
ヴィア・ウァフ『メニム一家の物語』シリー
ズ、アン・マーティンとローラ・ゴドウィン
『アナベル・ドールの冒険』シリーズという20
世紀半ばから現代までの４作の人形ファンタ
ジーを取り上げ、そこに描かれた家と家族のあ
り方の変遷を考察した。学会発表４の内容に加
筆・訂正を行ったものである。

２）日本イギリス児童文学会TINKER BELL編集委員 学会の紀要TINKER BELLの査読、編集作業などの実務に当
たった。

４　その他

ミネルヴァ書房

ミネルヴァ書房

１）ホームページ企画小委員会委員長 広報委員会の下部組織であるホームページ企画小委員会
の委員長を務めた。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

日本イギリス児童文学会
誌「英語圏児童文学研究
TINKER BELL」 No.50
P.30-P.44
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２．ファンタジーとして見
た『ハリー・ポッター』

単著 平成20年３月 世界的な人気を博した反面、文学としては厳し
い評価を受けることも多いJ. K. ローリングの
『ハリー・ポッター』シリーズをファンタジー
のジャンル的特質に注目して分析した。シンポ
ジウム１の本人担当部分の内容に加筆・訂正を
行ったものである。

３．ファンタジーの新しい
波―『ハリー・ポッター』
は何をもたらしたのか―

単著 平成20年12月 J. K. ローリングの『ハリー・ポッター』シ
リーズをイギリス児童文学の伝統の中に位置づ
け、この作品が社会にもたらした影響を探っ
た。講演２に加筆・訂正を行ったものである。

４．デイヴィッド・アーモ
ンド『クレイ』における中
間性の意味

単著 平成23年12月 デイヴィッド・アーモンドの『クレイ』を、
アーモンドの作品総体の中での位置づけと、人
形ファンタジーとしての特性という２つの観点
から分析した。学会発表５の内容に加筆・訂正
を行ったものである。

５．人形ファンタジーにお
ける変身

単著 平成24年3月 人形から人間、人間から人形への変身というモ
チーフを含む児童文学作品を時代順に6点取り上
げ、それぞれにおいてこのモチーフの表す意味
の変遷をたどった。学会発表６の内容に加筆・
訂正を行ったものである。

６．デイヴィッド・アーモ
ンドの作品における怪物と
天使
（査読付）

単著 平成25年3月 アーモンドの作品に頻出する超自然的な存在を
怪物と天使の２種類に大別し、それぞれの意味
と作中での機能を考えた。怪物と天使はともに
人間の内なる二面性を表し、これらを外部では
なく内部に見出すことが主人公の成長にとって
必要であることを示した。

（その他）
１．世界文学あらすじ大事
典１

共著 平成17年7月 原書名：Masterpieces of World Literature in
Digest Form
フランク・マギルの原書(1952-56)を下敷きに、
独自の項目や解説を加え、世界の文学作品１０
０１作（シリーズ全4巻合計）のあらすじを詳述
した事典。
監修：横山茂雄、石堂藍
共訳者：石堂藍、伊藤雅子、應谷靖子、太田
純、加藤紀子、金井真弓、唐澤洋子、川口有
紀、菊池由美、伊達桃子ほか34名

本人担当部分：「アテネのタイモン」(P.62-
P.64)「ウィンダミア卿夫人の扇」（P.263-
P.265)「ヴェローナの二紳士」（P.275-P.277)
「エマ」(P.354-P.357)「ガラスの鍵」(P.539-
P.541)「狐になった人妻」(P.594-P.596)「吸血
鬼ドラキュラ」(P.608-P.611)

２．世界文学あらすじ大事
典2

共著 平成17年12月 翻訳５の内容を参照のこと。

本人担当部分：「ジョン王」(P.426-P.429)「ゼ
ンダ城の虜」(P.574-P.576)「タイタス・アンド
ロニカス」(P.597-P.601)「ダニエル・デロン
ダ」(P.639-P.643)

３．世界文学あらすじ大事
典3

共著 平成18年9月 翻訳５の内容を参照のこと。

本人担当部分：「説きふせられて」(P.145-
P.148)「トロイラスとクレシダ」(P.218-P.221)
「ナルニア国ものがたり」(P.270-P.275)「人間
の絆」(P.328-P.332)「バラントレーの若殿」
(P.467-P.471)「白衣の騎士団」(P.577-P.580)
「二人の貴公子」(P.645-P.647)「冬物語」
(P.660-P.663)

国書刊行会

国書刊行会

国書刊行会

奈良産業大学法学会誌
「奈良法学会雑誌」20巻
３・４号
P.1-P.17

奈良産業大学社会科学学
会誌「社会科学雑誌」
第1巻
P.149-P.170

「奈良産業大学紀要」第
17集
P.67-P.78

奈良産業大学社会科学学
会誌「社会科学雑誌」
第４巻
P.1-P.21

日本イギリス児童文学会
誌「英語圏児童文学研究
TINKER BELL」 No.58
pp.57-71
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４．世界文学あらすじ大事
典4

共著 平成19年６月 翻訳５の内容を参照のこと。

本人担当部分：「ヘンリー五世」(P.81-P.83)
「ヘンリー八世」(P.83-P.85)「ヘンリー四世」
(P.85-P.89)「ヘンリー六世」(P.92-P.97)「ポ
イントンの蒐集品」(P.99-P.101)「まじめが肝
心」(P.161-P.163)「指輪物語」(P.429-P.436)
「四つの書名」(P.464-P.467)「レベッカ」
(P.575-P.578)「罠」(P.673-P.675)

（その他）

「学会発表」
１．デイヴィッド・アーモ
ンド『クレイ』における中
間性の意味

単独 平成20年11月 学術論文12の内容を参照のこと。

２．人形ファンタジーにお
ける変身

単独 平成22年11月 学術論文13の内容を参照のこと。

「シンポジウム」
１．『ハリー・ポッター』
はおもしろかったのか

共同 平成19年11月 世界的なベストセラーとなった『ハリー・ポッ
ター』シリーズの終了に際して、この作品のど
こがどのように受けたのか分析を試みた。発表
者はそれぞれ、時代、ファンタジーとしての様
式、フェミニズムによるヒロイン像、ポピュ
ラー・カルチャーとしての普遍性の観点から作
品の魅力を論じた。

本人担当部分：『ハリー・ポッター』のファン
タジー性
共同発表者：戸田山みどり、伊達桃子、森野聡
子、森有礼

「講演」
１．ファンタジーの新しい
波－『ハリー・ポッター』
は何をもたらしたのか

単独 平成20年７月 学術論文11の内容を参照のこと。

２．人形の家から見る現代
の家族

単独 平成21年10月 学術論文９の内容を下敷きに、ガーダムの作品
を除き、ラッセル・ホーバンの『親子ネズミの
冒険』を取り上げて、フェミニズム的視点を取
り入れ、かつ一般にわかりやすい内容に改め
た。

３．人形ファンタジーから
見る現代の家族

単独 平成22年６月 講演３の内容を下敷きに、ファンタジーの定義
についてさらにわかりやすく解説した。

４．映画になったファンタ
ジー―よみがえる古典作品
―

単独 平成25年9月 ファンタジーの映画化の歴史を辿り、『不思議
の国のアリス』『オズの魔法使い』『ピー
ター・パン』などの古典作品について、映画化
に際して原作がどのように変更され、どのよう
な価値観を伝えようとするか、社会状況と絡め
て検討した。

５．映画になったファンタ
ジー―現代ファンタジーの
挑戦―

単独 平成25年９月 特に1990年代以降のファンタジーの映画化にお
いて、『指輪物語』『ハリー・ポッター』『ラ
イラの冒険』などの現代作品の描かれ方と、映
画化の成功あるいは失敗の要因を論じた。

国書刊行会

日本イギリス児童文学会
第38回研究大会
（於中京大学）

奈良産業大学公開講座
『平成20年度王寺りーべ
るカレッジ』
（於王寺町地域交流セン
ター）

生駒市図書館英米文学講
座
（於生駒市図書館）

奈良産業大学公開講座
『平成22年度王寺りーべ
るカレッジ』
（於王寺町地域交流セン
ター）

奈良産業大学公開講座
『平成25年度王寺りーべ
るカレッジ』
（於王寺町地域交流セン
ター）

日本イギリス児童文学会
第39回研究大会
（於清泉女子大学）

奈良女子大学英語英米文
学会第39回大会
（於奈良女子大学）

奈良産業大学公開講座
『平成25年度王寺りーべ
るカレッジ』
（於王寺町地域交流セン
ター）

6
  22 



［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
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年月日

平成15年4月～17
年3月

平成19年4月

平成23年4月

年月日

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

１）特記事項なし

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）特記事項なし

2）一年次共通テキスト「簿記の仕組みとビジネス」 「会計入門」の改訂版であり、より現代のビジネスにお
ける会計学と簿記論をわかりやすく開設したものであ
る。

２　作成した教科書，教材

１）一年次共通テキスト「会計入門」 会計学を初めて学ぶ学生への入門書で会計の考え方、簿
記、財務諸表、経営分析について概要を述べたものであ
る。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）経営学部「教育問題研究会」の設置 経営学部教員による教育問題の研究会を主催

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　西口　清治

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

会計学 財務会計、簿記
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
1.小資金による株式投資と会
計情報

単 平成18年3月 本稿は、小額（少額）から、株式投資を始める
個人の投資家を対象に株式投資の現状と戦略を
述べたものである。以下、手軽に入手できる
「会計情報」、ここでは『会社四季報』などや
インターネット上の情報を使って、投資判断す
る前提でものである。なお、信用取引について
は、投機性が強く、制約もあるので、触れてい
ない。

2.我が国におけるキャッ
シュ・フロー計算書の傾向

単 平成24年11月 　会計情報としてのキャッシュ・フロー計算書
の情報は企業経営者や情報利用者にとって意思
決定に役立つ情報が必要である。キャッシュ・
フロー計算書の作成目的は、損益計算書とは別
の観点から企業の資金状況を開示、すなわち企
業の現金創出能力と支払い能力を査定するのに
役立つ情報を提供し、利益の質を評価するのに
役立つ情報を提供することの視点から、企業の
財務データを用い傾向を分析している。

3.100円ショップのビジネス
モデルと会計構造

単 平成24年12月 普段の生活になじみのある日用品・文房具等の
生活雑貨商品を１００円で販売している「１０
０円ショツプ」をとりあげ、現実の経営方法を
検討し、「ヒト・モノ・カネ・情報」などの経
営資源の考察を行う。　本稿は、筆者が文房具
や日用品の購入でよく利用している１００円
ショップを経営学的にまた会計学的視点から分
析したものである。

4.小型計算機による
会計計算技法

単 平成24年12月 本稿は過去の計算器具であるが、t会計領域にお
いてまだ利用できる可能性があるのではないか
との思いから各種計算器を考察してみた。その
結果そろばんや円形計算尺にはまだ利用できる
可能性があることが分析できた。

5.計算ツールの会計領域へ
の適用可能性

単 平成25年2月 　現在は会計情報の分析や活用において、デジ
タル機器としてパソコンを含めた汎用コン
ピュータの利用が一般的であるが、果たしてこ
れだけではないであろうと、また過去利用され
ていた計算道具の中にも考慮すべきツールをあ
るのではないかとの思いで、長年調査してき
た。本稿では計算道具として金融電卓と円形計
算尺を取り上げ、会計での適用可能性について
分析したものである。

（その他）

［注］

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

奈良産業大学「地域公共
学研究所年報」第３集
P.35～P.50

奈良産業大学経済学会
「産業と経済」25巻1号
P.83～P.105

奈良産業大学社会科学学
会「社会科学雑誌」第7
巻
P.51～P72

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

奈良産業大学経済学会
「産業と経済」21巻1号
P.57～P.83

奈良産業大学社会科学学
会「社会科学雑誌」第5
巻
P.315～P333

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

４　その他

１）特記事項なし
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②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。
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年月日

平成22年10月～
現在に至る

平成22年度～
現在に至る

平成23年4月

平成23年4月

平成23年7月27日

平成24年7月25日

平成25年1月23日

平成25年7月24日

平成26年1月22日

平成19年9月

平成21年3月

平成22年6月

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　西田　裕之

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

スポーツ方法学研究 サッカー、体力、指導方法、分析

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）プロジェクト演習「スポーツ指導者養成」におい
て、奈良県内保育園・幼稚園の巡回指導アシスタントの
実施。

奈良産業大学プロジェクト演習「スポーツ指導者養成」
受講生に日本サッカー協会の「キッズリーダー」を取得
させ、その後、奈良県サッカー協会が実施している保育
園・幼稚園巡回指導のアシスタントとして、実際の現場
での指導を体験させる。

２）プロジェクト演習「スポーツ指導者養成」における
指導実践の実施

奈良産業大学プロジェクト演習「スポーツ指導者養成」
において、受講生1名が指導者となり、その他の学生が選
手役となって指導実践を行う。最後にその指導内容、方
法についての意見交換を行う。

２　作成した教科書，教材

１）コーチング論プリント コーチング論の授業用ワークシートを作成。毎時間提出
させて点検・確認を行う。

２）スポーツ文化史プリント スポーツ文化史の授業用ワークシートを作成。毎時間提
出させて点検・確認を行う。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）奈良産業大学平成23年度授業評価アンケート 「コーチング論」について、授業評価アンケートを受け
て改善策等を回答。

２）奈良産業大学平成24年度前期授業評価アンケート 「コーチング論」「日本語コミュニケーションⅠ」につ
いて、授業評価アンケートを受けて改善策等を回答。

３）奈良産業大学平成24年度後期授業評価アンケート 「日本語コミュニケーションⅡ」について、授業評価ア
ンケートを受けて改善策等を回答。

４）奈良産業大学平成25年度前期授業評価アンケート 「コーチング論」「日本語コミュニケーションⅠ」につ
いて、授業評価アンケートを受けて改善策等を回答。

１）王寺町「リーベル・カレッジ」公開講座　講師 王寺町リーベルカレッジにおいて、「スポーツで子ども
を育てる」をテーマで講演。凶悪犯罪の低年齢化が進む
日本社会において、その要因として発育期におけるイン
ターネット・携帯電話・テレビゲーム等の脳への悪影響
を挙げ、その防止策として発育期の子どもたちにスポー
ツの楽しさ、外遊びの面白さを教えることの重要性を説
いた。

５）奈良産業大学平成25年度後期授業評価アンケート 「日本語コミュニケーションⅡ」について、授業評価ア
ンケートを受けて改善策等を回答。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

２）日韓大学サッカー指導者セミナー（光云大学）シン
ポジウムパネラー

毎年3月に実施される「日韓大学サッカー指導者セミ
ナー」のパネラーとして登壇。韓国から3名、日本から3
名の指導者が両国の大学サッカーの育成システムや強化
策を討論。

３）王寺町「リーベル・カレッジ」公開講座　講師 王寺町リーベルカレッジにおいて、FIFAワールドカップ
南アフリカ大会の開催中に合わせて「FOOTBALLの歴史」
について講演。フットボールの成立から世界への普及・
発展、FIFAワールドカップの誕生から現在の発展に至る
歴史について映像を交えて解説。
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平成23年6月～
9月

平成13年10月～
平成22年3月

平成14年４月～
平成20年３月

平成20年４月～

年月日

平成3年10月
平成9年10月

平成11年10月

平成14年4月～
現在に至る

平成7年4月
平成17年4月
平成21年4月
平成22年7月

昭和62年4月
昭和62年4月
平成18年4月
平成20年4月

昭和63年4月
平成14年4月

平成21年4月

平成19年8月

平成21年1月

平成16年6月

平成18年6月

５　その他

1)奈良教育大学における教育実践 奈良教育大学の非常勤講師として後期の半年間「球技Ⅱ
（サッカー）」を担当した。

１）日本サッカー協会公認「C級コーチ養成講習会」の
開催

奈良産業大学プロジェクト演習「スポーツ指導者養成」
の受講生中、サッカー経験者に対して、日本サッカー協
会公認「C級コーチ養成講習会」を別途開催し、6名が資
格を取得。

２）同志社大学における教育実践 同志社大学法学部の嘱託教員として「スポーツパフォー
マンスⅠ（サッカー）」を担当した。

３）同志社大学における教育実践 同志社大学健康スポーツ科学部の嘱託教員として「ス
ポーツパフォーマンスⅠ（サッカー）」を担当してい
る。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１．資格
(一財）日本体育協会公認Ｃ級スポーツ指導員取得
（一財）日本体育協会（財）日本サッカー協会公認Ｂ級
コーチ取得
（一財）日本体育協会（財）日本サッカー協会公認Ａ級
コーチ取得
（一財）日本サッカー協会準指導員インストラクター
（ＪＦＡ:Ｃ級コーチ講習会インストラクター資格）

奈良県内でのサッカー指導が可能の公認資格
サッカー競技力向上を目的に、ユース年代の指導が可
能の公認資格
サッカー競技力向上を目的に、アマチュアのトップ
レベルの指導が可能の公認資格
（一財）日本サッカー協会公認Ｃコーチ養成講習会のイ
ンストラクターを務めることが可能な資格

２　特許等

　　　なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）（一財）全日本大学サッカー連盟 技術委員（平成20年3月まで）

理事（現在に至る）
副理事長（現在に至る）
理事長はじめ各理事と協同のもと、全日本大学サッカー
連盟の法人化を果たす。

２）関西学生サッカー連盟 理事（現在に至る）
技術委員（平成20年3月まで）
副理事長（平成20年3月まで）
理事長（現在に至る）

３）(社）奈良県サッカー協会 技術委員（平成22年3月まで）
理事（現在に至る）

７）テレビ解説 ＮＨＫ教育テレビ
第33回関西学生サッカー選手権大会決勝戦
阪南大学対桃山学院大学（14:00～長居陸上競技場）

８）テレビ解説 ＮＨＫ教育テレビ
第35回関西学生サッカー選手権大会決勝戦
立命館大学対関西大学（14:00～長居陸上競技場）

４）関西サッカー協会 理事（現在に至る）

５）ユニバーシアード男子サッカー代表チーム（再
掲）

バンコク大会チームリーダー（5位）

６）（財）奈良県体育協会 競技力向上専門委員会委員（現在に至る）
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平成1６年11月

平成20年6月

平成20年4月～

平成21年4月～

平成23年4月～

平成23年4月～
平成25年３月

平成22年4月～
平成24年3月

平成25年9月～

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
なし

（学術論文）
1．フランスの青少年サッ
カー選手育成システムに関
する研究（Ⅰ）－若年層に
おける選手育成システムの
現状と特徴ー

共著 平成18年9月 1998年フランス・ワールドカップにおいて、地
元フランス代表チームが優勝した。その要因は
1970年代から始まった選手育成システムによる
若手選手の育成にある。フランスの青少年期に
おけるサッカー選手育成システムに着目し、そ
の長期的な視野に立った若年層の選手育成シス
テムの理念と実情を分析。
本人担当部分：共同研究のため抽出は困難。主
に1995年に国立サッカー学院（I.N.F)での合宿
経験を活かして、サッカー学院概要に関するも
のに関与。
共著者：松原英輝、入口豊、中野尊志、西田裕
之、中村泰介

2．フランスの青少年サッ
カー選手育成システムに関
する研究（Ⅱ）－若年層に
おける選手育成システムの
現状と特徴ー

共著 平成19年2月 1998年フランス・ワールドカップにおいて、地
元フランス代表チームが優勝した。その要因は
1970年代から始まった選手育成システムによる
若手選手の育成にある。フランスの青少年期に
おけるサッカー選手育成システムに着目し、そ
の長期的な視野に立った若年層の選手育成シス
テムの理念と実情を分析。
本人担当部分：共同研究のため抽出は困難。主
に1995年に国立サッカー学院（I.N.F)での合宿
経験を活かして、サッカー学院概要に関するも
のに関与。
共著者：松原英輝、入口豊、中野尊志、西田裕
之、中村泰介

９）テレビ解説 奈良テレビ
全国高等学校サッカー選手権大会奈良県決勝戦
奈良育英高校対富雄高校
（13:00～橿原公苑陸上競技場）

１０）テレビ解説 ＮＨＫ教育テレビ
第37回関西学生サッカー選手権大会決勝戦
阪南大学対大阪体育大学（14:00～長居陸上競技場）

４　その他

学内業務

1）スポーツ振興委員会委員

奈良産業大学ビジネス学部

2)評議員

奈良産業大学ビジネス学部

3）スポーツ振興委員長

奈良産業大学

4）就職委員会委員

奈良産業大学ビジネス学部

5）年間行事検討委員会委員

奈良産業大学ビジネス学部

6)自己点検・評価委員会委員長

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

大阪教育大学「紀要」第
ＩＶ部門５５巻１号
ｐ51～p70

大阪教育大学「紀要」第
ＩＶ部門５５巻2号
ｐ27～p44
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3、教育課程の改善と「プロ
ジェクト演習」による教育
の可能性・「スポーツ指導
者養成プロジェクト」の取
り組みから

共著 平成24年12月 2007年にビジネス学部が、経済・経営・法の3学
部を統合・改組し設置された。新学部の学部教
育目標を充たすために専門科目では演習重視の
カリキュラムを提示した。学年の枠を超えた、
グループによる体験型学習によって、「学士課
程共通の学習成果に関する指針」に応えるべ
く、カリキュラムとして「プロジェクト演習」
が組まれた。［社会参画］［グループワーク］
［課題研究］［知識活用］を共通コンセプトと
して講座の目標を掲げ、実践活動を行ってき
た。「スポーツ指導者養成」の担当者として、
４年間のまとめと今後の課題を明らかにした。
本人担当部分：プロジェクト演習「スポーツ指
導者養成」のなかで、「キッズリーダー養成講
習会」「幼稚園巡回指導アシスタント」「JFA公
認Ｃ級コーチ養成講習会」「救急救命士講習
会」の実施担当者。
共著者：清水啓司、西田裕之

（その他）
<研究ノート>
１、サッカー（フットボー
ル）の誕生

単著 平成24年12月 1990年代に入り世界の舞台で活躍するように
なった日本のサッカー。これから世界のベスト
１０入りを目標に掲げての強化を行う。そのた
めには日本独自の戦術を確立することが重要で
ある。しかしその前に、まず、サッカーの誕生
について知ることから始める。人間で一番器用
に使えるのは手である。しかし、その手の使用
を禁止したサッカー。このことが現在のような
サッカーに発展させた一番の要因と考える。こ
れを今後の日本サッカーの戦術を研究する始め
とする。

（オープンキャンパス・出
張講義）

１、「ユニバーシアード大
邱大会　優勝の軌跡」

単独発表 平成18年9月 ユニバーシアード大邱大会優勝監督として、
チーム立ち上げから本大会優勝までの軌跡を映
像を使用して紹介。

2、「スポーツ指導者養成プ
ロジェクト」

単独発表 平成19年9月 新学部のビジネス学部での取り組み「プロジェ
クト演習」の「スポーツ指導者養成」について
の授業内容を紹介。

3、「フットボールの誕生」 単独発表 平成24年8月 ロンドンオリンピック期間中のオープンキャン
パスにおいて、注目されているサッカーに焦点
を絞り、その誕生についてミニ講義を実施。

［注］

奈良産業大学「紀要」
第28集P.65～p.78

奈良産業大学オープン
キャンパス

奈良産業大学「紀要」
第28集P.193～p.198

奈良産業大学オープン
キャンパス

奈良産業大学オープン
キャンパス

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
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年月日 概 要

１　教育方法の実践例

【大学名】　近畿大学（経済学部）
【科目名】　マクロ経済学
　　　　　　　産業構造論Ⅰ
　　　　　　　産業構造論Ⅱ
【内容】　ワープロ教材、パワーポイント教材とプロジェクターを
使い、視覚的な効果から学生の理解度を促進。同教材を授業
時間中にプリントとして配布。
【成果（効果）】
　①板書量の削減、口頭説明への注力向上、その結果として
の学生の理解度の向上。
　②授業中での文章、図表類の再掲示が瞬時に行えた。
　③授業で前週内容を復習する際、瞬時に授業内容を再現可
能。

【大学名】　近畿大学（法学部）
【科目名】　経済原論Ａ
　　　　　　　経済原論Ｂ
【内容】　ワープロ教材、パワーポイント教材とプロジェクターを
使い、視覚的な効果から学生の理解度を促進。同教材を授業
時間中にプリントとして配布。
【成果（効果）】
　①板書量の削減、口頭説明への注力向上、その結果として
の学生の理解度の向上。
　②授業中での文章、図表類の再掲示が瞬時に行えた。
　③授業で前週内容を復習する際、瞬時に授業内容を再現可
能。

氏  名　　　福留　和彦

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1）ＩＴ機器を活用した教育実践 平成15年4月から
現在に至る

【大学名】　奈良産業大学（経済学部経済学科）
【科目名】　基礎経済学Ⅰ(ミクロ経済学編)
　　　　　　　基礎経済学Ⅱ(マクロ経済学編)
　　　　　　　経済政策Ⅰ・Ⅱ
　　　　　　　日本経済論
【内容】　ワープロ教材、パワーポイント教材とプロジェクターを
使い、視覚的な効果から学生の理解度を促進。同教材を授業
時間中にプリントとして配布し、かつ、学内LANで結ばれるサー
バー上の「教材箱」にデジタルデータとして保管することで、授
業に欠席した学生やプリントを紛失した学生でも、学生自身で
プリントアウトできるように配慮した。予習のために、先々の授業
内容に関する資料も「教材箱」に。学生による学内ＩＴ機器の利
用促進の狙いもある。
【成果（効果）】
　①板書量の削減、口頭説明への注力向上、その結果として
の学生の理解度の向上。
　②授業中での文章、図表類の再掲示が瞬時に行えた。
　③授業で前週内容を復習する際、瞬時に授業内容を再現可
能。
　④予習・復習等学生の自習を支援した。

理論経済学、応用経済学、経済政策 経済政策、幸福の経済発展論、共生の経済学、日本経済／関西経済

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

1

  31 



平成15年4月から
現在に至る

2）授業内容等のインターネット上での公開 【大学名】奈良産業大学
【内容】講義資料や学生の学習を促す資料をweb上で公開。
オープンキャンパス模擬講義や高校出張講義の資料、学内生
や受験生、その他学外の人たちが関心を持つ資料をweb上で
公開した。
　①経済学で考えるｅコマース　http://www.nara-
su.ac.jp/econ/PDF/top.pdf
　②経済学は、こう考える～いまの日本を理解するために～
http://www.nara-su.ac.jp/econ/PDF/opencampus04.pdf
　③人生設計の経済学　http://www.nara-
su.ac.jp/econ/PDF/fukutome4.pdf
　④日本経済のビジョンをどう描くか　http://www.nara-
su.ac.jp/econ/PDF/fukutome3.pdf
　⑤学生向け読書リスト「経済学に親しむ30冊の本」
http://www.nara-su.ac.jp/econ/books.htm
　⑥奈良産業大学教員紹介ページ
　　　「私の研究に影響した人・本」　http://www.nara-
su.ac.jp/econ/staff/fukutome3.htm
　　　「思い通りに行かない人生もおもしろい―「平成日本のよ
ふけ」風に―」　http://www.nara-
su.ac.jp/econ/fukutome1.htm

【大学名】　関西大学（経済学部）
【科目名】　学際講座２・開発経済学のアイデア
【内容】　ワープロ教材、パワーポイント教材とプロジェクターを
使い、視覚的な効果から学生の理解度を促進。同教材を授業
時間中にプリントとして配布。
【成果（効果）】
　①板書量の削減、口頭説明への注力向上、その結果として
の学生の理解度の向上。
　②授業中での文章、図表類の再掲示が瞬時に行えた。
　③授業で前週内容を復習する際、瞬時に授業内容を再現可
能。
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3）教育効果を高めるためのその他の教育実践 平成19年4月から
現在に至る

【大学名】奈良産業大学ビジネス学部
【内容】ｅメールおよび学内LAN上の「教材箱」「提出箱」を利用
した教員―学生間、学生―学生間の授業時間外の日常的なコ
ミュニケーションを活性化。夏季休暇、冬期休暇、ゴールデン
ウィークなどの長期休日が教育の断絶、学習の停滞を生むこと
から、遠隔地間のコミュニケーション・ツールとしてｅメールを活
用し、学生への連絡や質問の受付を行っている。レポート課題
や卒業論文指導もｅメールの添付ファイル機能を利用してい
る。データ量の大きなファイルの受け渡しは学内LAN上の「提
出箱」を使用。
【成果（効果）】
　①eメールによる質問と回答は、経済政策Ⅰ・Ⅱや日本経済
論では授業内容だけでなく、同時進行の時事問題についての
質問も多く、社会問題への関心の喚起や、それと授業内容との
関連についての理解度の向上ができた。
　②eメールの添付ファイル機能によって、論文やレポート作成
の個別指導が日常的に行うことができ、指導回数や密度が格
段に向上した。
　③プロジェクト演習の成果発表会に向けた発表資料の作成
について、学内LAN上の「教材箱」や「提出箱」を通じて効率的
に指導できた。

【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　専門演習Ⅱ、短期プロジェクト演習（ERE挑戦）
【内容】　オフィスアワーの活用や授業時間の延長による学生
の学習のサポート。また、奈良産業大学学習支援センター主
催によるリメディアル教育(課外補習)への参加。論文作成指導
や資格試験指導の場合、通常の授業時間では不十分なため、
学生の同意を得て授業時間を延長（最大2時間半）、オフィスア
ワーをその時間に割り当てたりした。またEREは、経済数学の
知識が必要なため、学生たちと教員の時間的都合を調整し、
都合の付く曜日時間帯で経済数学の授業を研究室で行った。
【成果（効果）】
　①モンゴルやミャンマーからの留学生に、毎週のオフィスア
ワーを重要文献の解読時間とし、日本の経済発展や日本の資
本主義を学んでもらい、卒業論文を作成した。
　②経済学検定試験（ERE）では、2科目受験（ミクロ経済学・マ
クロ経済学）でB+およびBに合格した（各1名）。
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３）教育効果を高めるためのその他の教育実践（続き） 【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　短期プロジェクト演習
　　　　　　　　　「一流ビジネスパーソンとの交流プロジェクト」
　　　　　　　　　「ERE挑戦プロジェクト」
　　　　　　　プロジェクト演習「奈良観光振興プロジェクト」
【内容】　奈良産業大学ビジネス学部のカリキュラムの特徴であ
る体験型学習プログラムとしての「プロジェクト演習」の実施。
①「一流ビジネスパーソンとの交流プロジェクト」
　筆者の学外での人脈を活かし、関西経済同友会会員企業か
ら数社、部課長クラスのビジネスパーソンに延べ10回講義を担
当して頂き、学生たちと活発な討論を行った。
②「ERE挑戦プロジェクト」
　毎時間ミクロ経済学またはマクロ経済学の練習問題の解答に
演習参加者全員が取り組んだ。並行して経済数学の練習も
行った。
③「奈良観光振興プロジェクト」
　信貴山（朝護孫子寺、門前町など）との協力のもと、当演習が
観光地図を作成し、それを基にしたモニターツアーを企画・実
施した。また隣町の平群町の時代祭にボランティア参加し、同
祭りの成功に貢献した。また比較研究の重要性から、奈良以外
の観光地・歴史遺産（大阪新世界、京都伏見）でのフィールド
ワーク、同じ奈良県下の他地域（法隆寺界隈、高取城跡など）
にも調査に行った。学内での授業ではプレゼンテーションやレ
ポート・レジュメ作成の訓練を行い、そのほか教員によりマーケ
ティング論や広告論を講義したりした。
【成果（効果）】
　①「一流ビジネスパーソン交流プロジェクト」
　多くの演習生がビジネスの最前線で活躍しているビジネス
パーソンの馬力や姿勢に感化された。一部の学生はその後の
実力向上が認められ、講師関係企業に就職を果たしている。
　②「ERE挑戦プロジェクト」
　授業期間に2回の受験機会があり、最終的にB+級とB級の合
格者を出し、奈良産業大学でEREの単位認定が制度化されて
以来はじめての単位認定を果たした。
　③「奈良観光振興プロジェクト」
　地元・信貴山の協力でモニターツアーを企画協力し、成功さ
せた。また平群町の時代祭に協力参加し、成功に貢献した。

【大学名】　本務校（奈良産業大学）、非常勤先大学
【科目名】　経済政策Ⅰ・Ⅱ
　　　　　　　日本経済論
【内容】　web上にある各種ホームページ・webサイトの活用。本
務校および非常勤先で担当している専門科目・教養科目の教
育効果を高めるため、web上の各種ホームページやwebサイト
を活用している。経済政策Ⅰ・Ⅱや日本経済論の授業では衆議
【成果（効果）】
　①授業に関連する情報のインターネット上の所在を覚える。
②官公庁ホームページから無料ダウンロードできる資料や、国
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平成19年4月～平
成25年3月

平成19年4月～平
成25年3月

1）福留和彦〔1993年〕「発展途上国工業化の過程分析
―メキシコと韓国を事例にとって―」(『大阪市大論
集』第73号所収)

【大学名】　関西大学経済学部
【科目名】　学際講座２開発経済学のアイデア
【内容】　輸入代替工業化戦略と輸出志向工業化戦略、貿易
構造と産業構造の関係を論じた雁行形態論の説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　和歌山大学経済学部
【科目名】　開発経済学
【内容】　輸入代替工業化戦略と輸出志向工業化戦略、貿易
構造と産業構造の関係を論じた雁行形態論の説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　大阪産業大学経済学部
【科目名】　産業構造論
【内容】　輸入代替工業化戦略と輸出志向工業化戦略、貿易
構造と産業構造の関係を論じた雁行形態論の説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　近畿大学経済学部
【科目名】　産業構造論Ⅰ・Ⅱ
【内容】　輸入代替工業化戦略と輸出志向工業化戦略、貿易
構造と産業構造の関係を論じた雁行形態論の説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

2）福留和彦〔1997年〕「蓄積停止を考慮した農工2部門
モデル」(『経済学雑誌』第98巻1号所収)または福留和
彦〔2008年〕「アーサー・ルイスの二重経済論」(『社
会科学雑誌』第1巻創刊号所収)

【大学名】　関西大学経済学部
【科目名】　学際講座２開発経済学のアイデア
【内容】　工業化過程における産業構造の変化、都市化、農業
の役割などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　和歌山大学経済学部
【科目名】　開発経済学
【内容】　工業化過程における産業構造の変化、都市化、農業
の役割などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　大阪産業大学経済学部
【科目名】　産業構造論
【内容】　工業化過程における産業構造の変化、都市化、農業
の役割などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　近畿大学経済学部
【科目名】　産業構造論Ⅰ・Ⅱ
【内容】　工業化過程における産業構造の変化、都市化、農業
の役割などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

２　作成した教科書，教材
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平成16年4月～現
在に至る

平成15年4月～現
在に至る

平成15年4月～平
成23年3月

平成15年4月～平
成25年3月

【大学名】　奈良産業大学経済学部
【科目名】　経済政策
【内容】　開発経済学の現状と課題、IMFや世界銀行の構造調
整プログラムの問題点などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　関西大学経済学部
【科目名】　学際講座２開発経済学のアイデア
【内容】　開発経済学の現状と課題、IMFや世界銀行の構造調
整プログラムの問題点などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　和歌山大学経済学部
【科目名】　開発経済学
【内容】　開発経済学の現状と課題、IMFや世界銀行の構造調
整プログラムの問題点などを説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

6）福留和彦・福島健彦〔2001年〕「新しい時代の企業
間電子商取引の可能性」(関西社会経済システム研究所
(現関西社会経済研究所)デジタルエコノミー研究会編
『デジタルエコノミーの進展と関西の産業競争力・企業
活動に関する研究』所収第3章)。福留和彦〔2001年〕
「IT化の進行と企業間電子商取引の可能性」(『産業と
経済』第16巻1号所収)。

【大学名】　奈良産業大学経済学部
【科目名】　経済政策
【内容】　テーマ「反新古典派の経済学」で引用。情報の経済
学の盲点や、市場システムの構築の一例として参照。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　近畿大学経済学部
【科目名】　産業構造論Ⅱ
【内容】　テーマ「情報産業」で同論考を使用。電子商取引市場
の仕組みや、90年代後半以降のIT革命における情報問題の
解説。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

3）PowerPoint／Word教材
3－1．PowerPoint／Word：基礎経済学Ⅰ(ミクロ経済学
編)
3－2．PowerPoint：基礎経済学Ⅱ(マクロ経済学編)
3－3．Word：経済数学
3－4．PowerPoint／Word：経済政策Ⅰ・Ⅱ
3－5．PowerPoint／Word：日本経済論
3－6．PowerPoint／Word：マクロ経済学
3－7．PowerPoint：経済原論(ミクロ経済学編)
3－8．Word：経済原論A(ミクロ経済学編)
3－10．Word：経済原論B(マクロ経済学編)
3－11．PowerPoint：開発経済学のアイデア

【大学名】奈良産業大学経済学部、ビジネス学部
【科目名】
　基礎経済学Ⅰ  　　PowerPoint／Word教材（3－1）
　基礎経済学Ⅱ  　　PowerPoint／Word教材（3－2）
　特殊講義(経済数学演習)  　     Word教材（3－3）
　経済政策Ⅰ・Ⅱ　　PowerPoint／Word教材（3－4）
　日本経済論    　　PowerPoint／Word教材（3－5）

【大学名】近畿大学経済学部、法学部
【科目名】
  マクロ経済学（経済学部）PowerPoint／Word教材（3－6）
　経済原論Ａ（法学部) 　  PowerPoint教材（3－7）
　　　　　　　　　　　　　　　 Word教材(3－8)
　経済原論Ｂ（法学部）　　Word教材 (3－10)

【大学名】関西大学経済学部
【科目名】
　開発経済学のアイデア　　PowerPoint教材 (3－11)

4）福留和彦〔1997年〕「情報の経済学を乗り越えて―
経済発展の経済学の探求―」(『経済学雑誌』第97巻5・
6号所収)

【大学名】　奈良産業大学経済学部、和歌山大学経済学部
【科目名】　経済政策Ⅰ・Ⅱ（奈良産業大学）
　　　　　　　開発経済学（和歌山大学）
【内容】
1．情報の非対称性、不確実性の基本事項。
2．「反新古典派の経済学」「開発経済学への情報の経済学の
導入」などJ.E.スティグリッツやG.アカロフの情報の経済学の理
論構造や特徴、問題点を説明。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

5）福留和彦〔2001年〕「開発経済学の再生に向けて―
市場経済化をどう理論化するか―」(富山大学極東地域
研究センター報告レジュメ)
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平成16年4月～現
在に至る

平成18年4月～現
在に至る

平成19年4月～現
在に至る

平成19年4月～平
成26年3月

9）奈良産業大学ビジネス学部編『専門基礎科目Ⅱ』
(株)明新社

【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　経済の仕組みとビジネス　（経済入門）
　　　　　　　経済政策Ⅰ・Ⅱ
【内容】　専門基礎科目専用に学内スタッフにより執筆されたテ
キスト。福留は奈良産業大学ビジネス学部ビジネス科准教授
(平成24年度より教授)として担当の「経済入門(平成23年4月か
ら「経済の仕組みとビジネス」)」部分を担当執筆。経済分析の
最も基本部分を学生に体得させることを狙いに、需給均衡分
析と比較優位論に限定した具体例を収録。経済政策Ⅰ・Ⅱで
はこれをサブテキストとし、同書内の関連トピックを引用してい
る。
【成果（効果）】
　①オリジナルテキストゆえのシラバスとの整合性の高さ。
　②学生の予習・復習の支援。

10）福留和彦〔2006年〕「高齢化の進行と日本経済のあ
り方―生活水準・国民負担率・経済成長率―」(『産業
と経済』第21巻1号所収)

【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　日本経済論
【内容】　テーマ「国民負担率と経済成長」を説明。少子高齢化
が進む日本経済が目指す方向を3つ提示し、増大する社会保
障費に対応するためにプラスの経済成長率が必要であること、
その値を試算し提示した。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

7）竹山理・根岸章・福留和彦著〔2004年〕『経済数学
入門』産図テクスト

【大学名】　奈良産業大学経済学部経済学科
【科目名】　理論・経済史特殊講義(経済数学演習)
　　　　　　　ベーシック数理Ⅰ・Ⅱ
　　　　　　　基礎数学Ⅰ・Ⅱ
【内容】　上記科目用に執筆・使用したテキスト。ベーシック数
理Ⅰ・Ⅱおよび基礎数学Ⅰ・Ⅱではサブテキスト。
　　第Ⅰ部　経済数学への準備
　　　　第1章　関数とグラフ　　　（根岸執筆）
　　　　第2章　方程式　　　　　　（福留執筆）
　　　　第3章　数列　　　　　　 　（福留執筆）
　　　　第4章　微分法　　　　　　（根岸執筆）
　　第Ⅱ部　経済数学の基礎
　　　　第5章　行列と行列式　　（竹山執筆）
　　　　第6章　1変数関数の微分 （竹山執筆）
　　　　第7章　2変数関数の微分 （竹山執筆）
【成果（効果）】　基礎経済学（必修科目）、ミクロ経済学、マクロ
経済学等経済理論に必要な数学知識を修得させた。ベーシッ
ク数理Ⅰ・Ⅱおよ基礎数学Ⅰ・Ⅱでは関連トピックを同テキスト
から引用した。

8）福留和彦〔2005年〕「実質利子率の低下は投資需要
を増加させるか？―インフレ・ターゲティング論への留
保―」(『産業と経済』第20巻4号所収)

【大学名】　奈良産業大学経済学部、奈良産業大学ビジネス学
部
【科目名】　経済政策Ⅰ・Ⅱ
【内容】　不況期の金融緩和政策の説明、インフレターゲティン
グ政策の説明および批判。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

【大学名】　近畿大学法学部
【科目名】　経済原論Ａ、経済原論Ｂ
【内容】　不況期の金融緩和政策の説明、インフレターゲティン
グ政策の説明および批判。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。
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平成22年4月～現
在に至る

平成24年4月～平
成26年3月

平成25年4月～現
在に至る

平成25年4月～現
在に至る

平成22年4月12日

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）拙稿「論文・レポートの書き方」への評価（評価
者：奈良学園理事・水野隆徳）

本人が執筆した「論文・レポートの書き方」(奈良産業大
学経済経営学会NEWSLETTER no.38)に対し奈良学園理事
(当時)・水野隆徳が評価。藤原昇学長宛書簡にて。以下
原文まま。「福留和彦氏は「奈良産業大学　経済経営学
会　NEWSLETER No.38」の中で、優秀賞「麻生内閣の経済
政策における定額給付金の検証」に関して講評し、論文
やレポートを作成する場合の基本的要件について氏の見
解を披歴している。内容は学生にとっては相当難しいも
のとなっているが、一人でも多くの教員がこのような姿
勢で卒業論文や報告・レポート、試験結果の指導に当
たってもらえればという思いをもった次第です。」

14）福留和彦〔2013〕「「論じる」文章の要件とは何
か？―社会科学論文・レポートに求められること―」
(『奈良産業大学紀要』第30集所収)

【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　専門演習Ⅱ
　　　　　　　プロジェクト演習Ⅰ「公務員養成プロジェクト」
【内容】　専門演習Ⅱにおいては卒業論文指導に、プロジェクト
演習では公務員試験問題にある要旨把握や論述問題対策へ
のテキストの一つとして使用。
【成果（効果）】　「論じる」文章の要件とはなにか、それが欠ける
と論文や研究レポートとはなりえないことを注意できた。

11）進化経済学会編〔2006年〕『進化経済学ハンドブッ
ク』共立出版

【大学名】　近畿大学経済学部
【科目名】　産業構造論Ⅱ
【内容】　テーマ「情報産業」で同書の「情報革命」を引用。当該
項目は講義者（福留）の執筆。
【成果（効果）】　情報革命の定義が講義者（福留）の執筆であ
ることの授業内容との整合性。

12）福留和彦〔2011〕「高齢化する日本の社会保障モデ
ル」(『社会科学雑誌』第3巻所収)

【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　日本経済論
【内容】　テーマ「国民負担率と経済成長」におて、勤労者と老
齢者の受益・負担関係と、社会保障財源として保険料と税金の
組み合わせ比率という要素を組み込んだより詳細な議論を説
明した。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。

13）福留和彦〔2013〕「「幸福の経済発展論」試論　―
社会/経済システムを中心に―」(『奈良産業大学紀要』
第29集所収)

【大学名】　奈良産業大学ビジネス学部
【科目名】　経済政策Ⅰ・Ⅱ
　　　　　　　専門演習Ⅱ
【内容】　現在の日本や地域経済が直面している政策的課題と
して、人々の豊かさや幸福をどう考えるかという問題があり、経
済学としてどのように挑戦できるかを説明した。
【成果（効果）】　講義者（福留）の執筆であることの授業内容と
の整合性。
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平成23年後期

平成15年4月～平
成19年3月

特記事項なし

５　その他

1）奈良産業大学経済学部経済学科における教育実績 奈良産業大学経済学部経済学科助教授（平成15年4月から
平成19年3月まで）として、以下の科目を担当した。

「基礎経済学Ⅰ（ミクロ）」（平成15年4月～平成18年9
月）
「基礎経済学Ⅱ（マクロ）」（平成15年10月～平成19年3
月）
「理論・経済史特殊講義（経済数学演習）」（平成15年4
月～平成19年3月）
「経済政策（市場・制度・政府）」（平成15年4月～平成
16年3月）
「経済政策」（平成16年4月～平成19年3月）
「専門演習Ⅰ（経済学の考え方を実践しよう）」（平成
15年4月～平成16年3月）
「専門演習Ⅰ（経済学で鍛えよう）」（平成16年4月～平
成18年3月）
「専門演習Ⅰ（経済学的思考の技術）」（平成18年4月～
平成19年3月）
「専門演習Ⅱ」（平成15年4月～平成18年3月）
「専門演習Ⅱ（卒論の準備）」（平成17年4月～平成19年
3月）
「卒業論文」（平成18年4月～平成19年3月）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

2）授業評価アンケート
近畿大学経済学部「産業構造論Ⅱ」

教員評価に該当する項目全般に関して、全科目平均(5段
階評価)を大きく上回る結果であった。
＜例＞
「授業内容は理解できたか」得点4.0(全科目平均3.8)
「教員の説明の仕方はわかりやすかったか」得点4.5(同
3.9)
「教員の話し方は明瞭だったか」得点4.5(同4.0)
「黒板文字やパワーポイント資料の提示は明瞭だった
か」得点4.3(同3.9)
「授業に刺激され授業内容に興味を持つようになった
か」得点4.0(同3.7)
「教員は授業の準備を十分にしていたか」得点4.5(同
4.2)
「授業に対する教員の熱意を感じたか」得点4.3(同)4.1
「教員は学生の質問、疑問、意見をくみとってくれた
か」得点4.5(同4.0)
「教員のあなたがたへの接し方は適切だったか」得点
4.8(同4.0)
「この教員の授業を10点法で評価せよ」得点8.5(同7.8)
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平成16年4月～平
成18年3月

平成17年4月～平
成19年3月

3）近畿大学法学部における教育実績 近畿大学法学部非常勤講師（平成17年4月から平成19年3
月まで）として、以下の科目を担当した。

「経済原論」（平成17年4月～平成19年3月）

「経済原論」は、前期にミクロ経済学（完全競争理論、
市場の失敗論など）、後期にマクロ経済学（45度線分
析、IS-LMモデル、AD-ASモデル）を講じた。

2）近畿大学経済学部における教育実績 近畿大学経済学部非常勤講師（平成16年4月から平成18年
3月まで）として、以下の科目を担当した。

「マクロ経済学」（平成16年4月～平成18年3月）

「マクロ経済学」は、ＳＮＡ、乗数理論、消費関数、投
資関数、IS-LMモデル、AD-ASモデル、マクロ生産関数な
どを取り上げ、マクロ経済学の標準的な考え方や道具を
説明した。

「基礎経済学Ⅰ（ミクロ）」「基礎経済学Ⅱ（マク
ロ）」は、赤堀・渡辺・服部〔2002年〕『エッセンシャ
ルズ基礎経済学』を使ってミクロ経済学とマクロ経済学
の基礎を講じた。平成16年度は教科書として嶋村紘輝・
横山将義〔2003年〕『図解雑学ミクロ経済学』井堀利宏
〔2002年〕『図解雑学マクロ経済学』も使用した。
「理論・経済史特殊講義（経済数学演習）」は、教科書
として竹山・根岸・福留〔2004年〕『経済数学入門』を
執筆・使用し、基礎経済学Ⅰ・Ⅱに必要な関数、方程
式、数列、微分の基礎を講じた。
「経済政策（市場・制度・政府）」は、市場の経済学と
して競争均衡理論、制度の経済学として比較制度分析、
そして開発主義の経済学を取り上げた。
「経済政策」は、IS-LMモデル、AD-ASモデルを講じた。
平成18・19年度は発展途上国の経済政策を加えて講じ
た。
「専門演習Ⅰ」は、コミュニケーション能力、デザイン
能力（企画・構成能力）、論理的思考力、問題発見能力
などを鍛えることを目的とし、日本経済新聞社編〔2003
年〕『ゼミナール日本経済入門』、野口旭〔2003年〕
『らくらく入門塾経済のしくみがすんなりわかる講
座』、伊藤元重〔2000年〕『市場主義』、大瀧雅之
〔2001年〕『景気循環の読み方』などを教科書として使
用した。平成17年度は教員が用意した30冊の経済関係図
書から各自1冊異なる図書を選ばせ、1人がその1冊を読破
し発表させるようにした。平成18年度は会計学の知識も
取り入れ山田真哉〔2005年〕『さおだけ屋はなぜ潰れな
いのか？』、西野武彦〔2003年〕『ゼロから始める決算
書の読み方』を追加した。
「専門演習Ⅱ」は、専門演習Ⅰで培った各種能力を基礎
に、サブテキストとして澁谷恵宜〔2000年〕『卒論応援
団』を読ませ、卒業論文の作成を指導した。平成16年度
は教員が厳選した10冊の経済関係図書のうちから各自必
ず1冊選ばせて、それに関連する卒業論文を書かせた。
「専門演習Ⅱ（卒論の準備）」は、卒論準備としてス
ティグリッツ＝ウォルシュ〔2005年〕『スティグリッツ
入門経済学（第3版）』を読ませた。
「卒業論文」は、卒業論文作成指導を行った。
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平成19年4月～平
成24年3月

4）奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科における教
育実績

奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科准教授（平成19
年4月から平成26年3月まで）として、以下の科目を担当
した。

「経済入門（平成23年4月から「経済の仕組みとビジネ
ス」へ名称変更）」（平成19年4月～平成24年3月）
「経済政策」（平成19年4月～平成24年3月）
「日本経済論」（平成19年4月～平成24年3月）
「ITリテラシーⅠ」（平成21年4月～平成21年9月）
「ITリテラシーⅡ」（平成21年10月～平成22年3月）
「ベーシック数理Ⅰ」（平成22年4月～平成22年9月）
「基礎数学Ⅰ」（平成23年4月～平成23年9月）
「基礎数学Ⅱ」（平成23年10月～平成24年3月）
「導入演習」（平成19年4月～平成19年9月）
「基礎演習」（平成19年10月～平成20年3月）
「短期プロジェクト演習（一流ビジネスパーソンとの交
流プロジェクト）」平成19年10月～平成20年9月）
「専門演習Ⅱ（経済学部）」（平成19年4月～平成20年3
月）
「卒業論文（経済学部）」（平成19年4月～平成21年3
月）
「総合演習（E-circle）」（平成20年4月～平成21年3
月）
「プロジェクト演習（奈良観光振興プロジェクト）」
（平成20年4月～平成23年3月）
「専門演習Ⅰ（経済学的思考を身に付ける）」（平成21
年4月～平成22年3月）
「専門演習Ⅱ」（平成22年4月～平成23年3月）
「短期プロジェクト演習（ERE挑戦プロジェクト）」（平
成22年10月～平成23年9月）

「経済入門（経済の仕組みとビジネス）」は、指定教科
書である奈良産業大学ビジネス学部編『専門基礎科目
Ⅱ』所収の「経済の仕組みとビジネス（経済入門）」
（担当者執筆）を使い、比較優位の原理や需給均衡分析
を講じた。
「経済政策」は、岩田規久男・飯田泰之〔2006年〕『ゼ
ミナール経済政策入門』を教科書とし、マクロ経済政策
（財政・金融政策、成長政策）、ミクロ経済政策（公共
事業と競争政策、公共財と外部性）、所得再分配政策
（税制、年金、医療政策）を講じた。
「日本経済論」は、原田泰〔2008年〕『コンパクト日本
経済論』を教科書とし、経済発展（生産性、成長会計分
析）、景気循環（失業とインフレーション）、少子高齢
化問題などを講じた。
「ITリテラシーⅠ」は、『よくわかるMicrosoft Office
Word 2007』（富士通エフ・オー・エム）を教科書とし、
基本的な文書作成・編集・保存の仕方を指導した。
「ITリテラシーⅡ」は、『よくわかるMicrosoft Office
Word 2007』（富士通エフ・オー・エム）を教科書とし、
文書作成に関する応用的機能、Excelデータの取り込み
方、総合的な演習問題への取り組みなどを指導した。
「ベーシック数理Ⅰ」は、指定教科書として奈良産業大
学ビジネス学部編『ベーシック数理Ⅰ・Ⅱ』を使い、論
理、集合算、対応関係、約数・倍数の利用、数列、方程
式などを講じた。
「基礎数学Ⅰ」は、(財)日本数学検定協会〔2011年〕
『数学検定の完全対策6～8級』を教科書とし、計算技能
問題と数理技能問題を学生に解かせ、解法を指導した。
「基礎数学Ⅱ」は、(財)日本数学検定協会〔2010年〕
『数検の完全対策3～5級』を教科書とし、計算技能問題
と数理技能問題を学生に解かせ、解法を指導した。
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平成19年4月～平
成21年3月

平成19年4月～平
成20年9月

6）関西大学経済学部における教育実績について 関西大学経済学部非常勤講師（平成19年4月から平成20年
9月まで）として、以下の科目を担当した。

「学際講座2　開発経済学のアイデア（前期）」（平成19
年4月～平成20年9月）

「学際講座2　開発経済学のアイデア（前期）」は、ルイ
ス・モデル、ラニス＝フェイ・モデル、マハラノビス・
モデル、ミントの「組織の二重性」論、分益小作制度と
複合契約モデル、マイクロファイナンス、トダロの3部門
モデル、クルーグマンの産業立地論を講じた。

5）近畿大学法学部における教育実績について 近畿大学法学部非常勤講師（平成19年4月から平成21年3
月まで）として、以下の科目を担当した。

「経済原論」（平成19年4月～平成21年3月）

「経済原論」は、マクロ経済学（45度線分析、IS-LMモデ
ル、AD-ASモデル、開放マクロ経済モデル）を講じた。

「導入演習」は、指定教科書として奈良産業大学ビジネ
ス学部編『導入演習・基礎演習』を使い、学内施設の利
用の仕方、学修計画の立て方、スケジュール管理、ノー
ト筆記のテクニック、情報収集の仕方、学外見学の実施
とレポート作成・発表会を指導した。
「基礎演習」は、指定教科書として奈良産業大学ビジネ
ス学部編『導入演習・基礎演習』を使い、レポート作成
上の様々な要点について解説・指導した。
「短期プロジェクト演習（一流ビジネスパーソンとの交
流プロジェクト）」は、東証1部上場の企業数社の部課長
クラスのビジネスパーソンと交流し、業界の特徴、仕事
のやり方や意味、一流たりえるための人間力について議
論した。
「専門演習Ⅱ（経済学部）」は、200ページほどの小著の
なかから最近話題になったものや好著と思うものを学生
にできる限り多く読破してもらい、議論した。図書は、
山田真哉『さおだけ屋はなぜ潰れないのか？』、山本信
幸『キャバクラの経済学』、小菅正夫『＜旭山動物園＞
革命』、安倍晋三『美しい国へ』、平野啓一郎『本の読
み方　スローリーディングの実践』などを取り上げた。
「卒業論文（経済学部）」は、卒業論文執筆の指導を
行った。

「総合演習（E-circle）」は、毎演習90分の時間中を日
本語使用禁止とした。教科書として弘兼憲史〔2007年〕
『バイリンガル版　部長・島耕作１』を使い、role-
playingを英語で行った。
「プロジェクト演習（奈良観光振興プロジェクト）」
は、奈良県三郷町、平群町を中心に実地調査を行い、地
域の歴史遺産や自然、名所、特産物など観光振興につな
がる資源の開拓と、プランの作成・提案を学生が主体的
に取り組めるよう指導した。「信貴山周辺魅力発見ツ
アー」の実現や「平群町時代祭」へのボランティア参
加、学園祭での地元特産品販売などの成果を得た。
「専門演習Ⅰ」は、G.マンキュー〔2008年〕『マン
キュー入門経済学』を教科書指定し、生産可能性フロン
ティア、比較優位の原理、需給均衡分析、AD-ASモデルな
どを身につけさせ、それを使って新聞や雑誌の記事を読
み解く練習をさせた。
「専門演習Ⅱ」は、卒業論文の執筆指導を行った。
「短期プロジェクト演習（ERE挑戦プロジェクト）」は、
経済学検定試験（ＥＲＥ）のミクロ・マクロＢ、Ｂ＋、
Ａ以上の合格を目指してミクロ経済学、マクロ経済学の
特訓を行った。教科書として福岡正夫〔2008年〕『ゼミ
ナール日本経済入門（第4版）』、問題集として瀬古・渡
辺〔2009年〕『完全マスター　ゼミナール経済学入門
（第3版）』、経済数学の教科書として西村和雄〔2003
年〕『まんがDE入門　経済数学』を使用した。
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平成20年4月～平
成22年9月

平成21年4月～平
成24年3月

平成22年4月～平
成24年3月

平成22年9月～平
成23年3月

7）大阪産業大学経済学部における教育実績について 大阪産業大学経済学部非常勤講師（平成20年4月から平成
22年9月まで）として、以下の科目を担当した。

「産業構造論（前期科目）」（平成20年4月～平成22年9
月）
「基礎演習2（前期科目）」（平成20年4月～平成22年9
月）

「産業構造論（前期科目）」は、産業構造論の方法論、
産業構造変化や産業構造調整、産業政策などについて講
じた。
「基礎演習2（前期科目）」は、G.マンキュー『マン
キュー経済学＜ミクロ編＞』を教科書にして、需給均衡
分析と比較優位の原理を学び、それらの道具を使って実
際の経済問題を考える訓練を行った。

8）近畿大学法学部における教育実績について 近畿大学法学部非常勤講師（平成21年4月から平成24年3
月まで）として、以下の科目を担当した。

「経済原論Ａ」（平成21年4月～平成23年9月）
「経済原論Ｂ」（平成21年10月～平成24年3月）

「経済原論Ａ」は、G.マンキュー『マンキュー入門経済
学』を教科書に、経済学十大原理、比較優位の原理、需
給均衡分析、弾力性概念、余剰分析、価格規制、課税、
外部性について講じた。
「経済原論Ｂ」は、G.マンキュー『マンキュー入門経済
学』を教科書に、ＧＤＰ、物価指数、生産と成長、貯
蓄・投資と金融システム、貨幣システムと古典派理論、
AD-ASモデルを講じた。

9）近畿大学経済学部における教育実績について 近畿大学経済学部非常勤講師（平成22年4月から平成24年
3月まで）として、以下の科目を担当した。

「産業構造論Ⅰ」（平成22年4月～平成23年9月）
「産業構造論Ⅱ」（平成22年10月～平成24年3月）

「産業構造論Ⅰ」は、産業構造論の方法、産業連関表、
ペティ＝クラークの法則、迂回生産化と産業構造の多段
階化、雁行形態論とプロダクトサイクル論などを講じ
た。

「産業構造論Ⅱ」は、高度成長期日本の産業構造変化、
現代日本経済と情報産業、金融産業、観光産業などを講
じた。

10）和歌山大学経済学部における教育実績について 和歌山大学経済学部非常勤講師（平成22年9月から平成23
年3月まで）として、以下の科目を担当した。

「開発経済学」（平成22年9月～平成23年3月）

「開発経済学」は、「賢人たちの開発経済論」と題し、
J.E.Stiglitz、A.K.Sen、M.Yunus、J.Jacobs、石川滋、
中岡哲郎の諸論を講じた。
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平成24年4月～現
在

平成24年4月～平
成25年3月

「インターンシップⅠ」は、前半を企業が求める人材と
してメーカー編、流通編、サービス編、情報編など業界
別に紹介し、後半は実践トレーニング編として時間管
理、職場のルール、話し方と動作、接客と他社訪問、電
話と電子メール、ビジネス文書について専門講師を招き
個人ワークやグループワークをして指導を行った。
「インターンシップⅡ」は、2年次に履修した「インター
ンシップⅠ」の知識を基礎に、実習先企業でそれを活か
す訓練を行い、 その経験を批判的に分析・評価した「自
己分析シート」をもとに、事後報告会で発表させる。
「プロジェクト演習（奈良観光振興プロジェクト）」
は、平群町の竜田川周辺の城跡、古墳、道の駅などを調
査し、成果発表を行った。
「専門演習Ⅰ(ERE挑戦と経済分析力のUP)」は、経済学検
定試験（ERE）への挑戦を動機付けにして、学生の経済学
知識と経済分析力の向上を図った。これにより次年度の
専門演習Ⅱでの卒業論文作成のための基礎体力をつけ
た。
「専門演習Ⅱ」は、卒業論文の作成指導を行っている。

12）近畿大学経済学部における教育実績について 近畿大学経済学部非常勤講師（平成24年4月から平成25年
3月まで）として、以下の科目を担当した。

「産業構造論Ⅰ」（平成24年4月～平成24年9月）
「産業構造論Ⅱ」（平成24年10月～平成25年3月）

「産業構造論Ⅰ」は、産業構造論の方法、産業連関表、
ペティ＝クラークの法則、迂回生産化と産業構造の多段
階化、雁行形態論とプロダクトサイクル論などを講じ
た。

「産業構造論Ⅱ」は、高度成長期日本の産業構造変化、
現代日本経済と情報産業、金融産業、観光産業などを講
じた。

11）奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科における教
育実績

奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科教授（平成24年4
月から現在に至る）として、以下の科目を担当した。

「経済入門（平成23年4月から「経済の仕組みとビジネ
ス」へ名称変更）」（平成24年4月～現在）
「経済政策Ⅰ」（平成24年4月～現在）
「経済政策Ⅱ」（平成24年10月～現在）
「日本経済論」（平成24年4月～現在）
「基礎数学Ⅰ」（平成24年4月～平成24年9月）
「インターンシップⅠ」（平成24年9月～平成25年3月）
「インターンシップⅡ」（平成25年度集中講義）
「プロジェクト演習（奈良観光振興プロジェクト）」
（平成24年4月～現在）
「専門演習Ⅰ（ERE挑戦と経済分析力のUP）」（平成24年
4月～平成25年3月）
「専門演習Ⅱ」（平成25年4月～現在）

「経済入門（経済の仕組みとビジネス）」は、指定教科
書である奈良産業大学ビジネス学部編『専門基礎科目
Ⅱ』所収の「経済の仕組みとビジネス（経済入門）」
（担当者執筆）を使い、比較優位の原理や需給均衡分析
を講じている。
「経済政策Ⅰ」は、平成24年4月～平成26年3月は、マク
ロ経済指標（ＧＤＰ、ＣＰＩ、労働力と失業率など）、
IS-LMモデル、不況下の財政政策について講じている。平
成26年4月～現在は、需給均衡分析(余剰分析など)や比較
優位論を使ってミクロ経済政策を扱っている。
「経済政策Ⅱ」は、AD-ASモデル、不況下の金融政策、マ
クロ経済政策と構造改革、日本の「失われた20年」、リ
フレーション政策、EU経済危機などについて講じてい
る。
「日本経済論」は、戦後日本の経済成長、日米経済摩
擦、日本のバブル経済、デフレーション、日本の経済政
策（アベノミクスなど）、金本位制の歴史的教訓、新自
由主義、少子高齢化と人口減少、幸福の経済発展論を講
じている。
「基礎数学Ⅰ」は、(財)日本数学検定協会〔2011年〕
『数学検定の完全対策6～8級』を教科書とし、計算技能
問題と数理技能問題を学生に解かせ、解法を指導した。
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平成24年4月～現
在

年月日

昭和63年

平成5年3月

平成16年4月～平
成17年3月

平成17年4月～平
成18年3月

平成18年4月～平
成19年3月

４　その他（学内公務歴）

1）教務委員、大学要覧委員。 奈良産業大学
教務委員：カリキュラム作成、基礎教育科目の検討、シ
ラバス編集等教務案件の立案・検討。
大学要覧委員：入学者募集のための広報誌作成。

2）大学要覧委員、学部広報委員、導入演習策定委員。 奈良産業大学
大学要覧委員：入学者募集のための広報誌作成。
学部広報委員：所属学部の広報関係案件の検討。
導入演習策定委員：1年次生対象「導入演習」に関わる案
件の検討。

3）大学要覧委員、ＦＤ委員、学修支援センター委員、
ビジネス学部準備作業部会委員、その他ビジネス学部開
設準備に伴う各種作業小部会メンバー。

奈良産業大学
大学要覧委員：入学者募集のための広報誌作成。
FD委員：授業アンケート、公開授業、FD後援会の実施、
FD研究会への参加などFD活動に関わる案件の企画・検
討・実施。
学修支援センター委員：学生の学修サポートや学修への
啓発を企画・立案・実施。
ビジネス学部準備作業部会委員：ビジネス学部の開設準
備作業。

特記事項なし

１）実用英語検定試験２級

２）修士（経済学） 学位番号　第252号
論文題名　二重経済発展論の再検討

２　特許等

特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１　資格，免許

13）近畿大学法学部における教育実績について 近畿大学法学部非常勤講師（平成24年4月から現在に至
る）として、以下の科目を担当した。

「経済原論Ａ」（平成24年4月～現在）
「経済原論Ｂ」（平成24年10月～現在）

「経済原論Ａ」は、平成24年4月～平成26年3月までは、
G.マンキュー『マンキュー マクロ経済学Ⅰ入門篇（3
版）』を教科書とし、マクロ経済学のデータ、IS-LMモデ
ル、マンデル＝フレミングモデルを講じた。平成26年4月
～現在は、講義用レジュメ(Word)を作成し、需給均衡分
析(余剰分析など)や比較優位論を使ってミクロ経済学を
講じている。
「経済原論Ｂ」は、平成24年4月～平成26年3月までは、
G.マンキュー『マンキュー マクロ経済学Ⅰ入門篇（3
版）』を教科書とし、マクロ経済学のデータ、IS-LMモデ
ル、AD-ASモデル、貨幣とインフレーション、貯蓄投資バ
ランス論を講じた。平成26年4月～現在は、講義用レジュ
メ(Word)を作成し、マクロ経済学の基礎データ(GDP、物
価、労働人口と失業率、貨幣など)、IS/Lモデル、AD/AS
モデルを講じている。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要
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平成19年4月～平
成20年3月

平成20年4月～平
成21年3月

平成21年4月～平
成22年3月

平成22年4月～平
成23年3月

平成23年4月～平
成24年3月

平成24年4月～平
成25年3月

平成25年4月～平
成26年3月

平成26年4月～現
在に至る

11）学生支援センター委員、学生委員。 奈良学園大学
学修支援センター委員および学生委員：学生生活一般、
奨学金関係、学友会活動の指導、リメディアル教育等に
関する諸業務。

10）入学試験委員、1年教育・テキスト作成委員、学校
法人奈良学園（仮称）奈良学園大学設置準備委員会現代
社会学部会会員。

奈良産業大学
入学試験委員：ビジネス学部及び情報学部の入試に関す
る諸業務。
1年次教育・テキスト作成委員：ビジネス学部1年次教育
に関わる案件の企画・立案・実施と、1年次教育オリジナ
ルテキストの作成。
学校法人奈良学園（仮称）奈良学園大学設置準備委員会
現代社会学部会会員：奈良学園大学現代社会学部開設準
備に関する諸業務。

5）ＦＤ委員。 奈良産業大学
FD委員：授業アンケート、公開授業、FD後援会の実施、
FD研究会への参加などFD活動に関わる案件の企画・検
討・実施。

6）オープンキャンパス委員、1年次教育・テキスト作成
委員。

奈良産業大学
オープンキャンパス委員：オープンキャンパスの企画・
立案・実施。模擬講義の担当。
1年次教育・テキスト作成委員：ビジネス学部1年次教育
に関わる案件の企画・立案・実施と、1年次教育オリジナ
ルテキストの作成。

7）就職委員会副委員長、国際交流センター運営委員、1
年次教育・テキスト作成委員、ホームページ小委員会委
員、リメディアル教育ワーキンググループ委員、基礎数
学検討ワーキンググループ委員。

奈良産業大学
就職委員会副委員長：学生の就職案件について企画・検
討。
国際交流センター運営委員：留学生の学修や生活に関す
る案件の検討。
1年次教育・テキスト作成委員：ビジネス学部1年次教育
に関わる案件の企画・立案・実施と、1年次教育オリジナ
ルテキストの作成。
ホームページ小委員会委員：奈良産業大学ホームページ
の編集。
リメディアル教育ワーキンググループ委員：リメディア
ル教育の立案・検討・実施。
基礎数学検討ワーキンググループ委員：1年次生への数学
教育の企画・立案・実施。

8）就職委員会委員長、スポーツ振興委員、1年次教育・
テキスト作成委員、インターンシップ科目検討ワーキン
ググループ委員。

奈良産業大学
就職委員会委員長：就職委員会の招集、方向付け。学生
の就職案件について企画・検討。
スポーツ振興委員：強化クラブを初めとした学生のス
ポーツに関わる案件の企画・検討・実施。
1年次教育・テキスト作成委員：ビジネス学部1年次教育
に関わる案件の企画・立案・実施と、1年次教育オリジナ
ルテキストの作成。
インターンシップ科目検討ワーキンググループ委員：イ
ンターンシップの科目化に関する制度設計。

9）就職委員会委員長、スポーツ振興委員、高等教育改
革推進社会科学関係部会委員。

奈良産業大学
就職委員会委員長：就職委員会の招集、方向付け。学生
の就職案件について企画・検討。
スポーツ振興委員：強化クラブを初めとした学生のス
ポーツに関わる案件の企画・検討・実施。
高等教育改革推進社会科学関係部会委員：新学部開設準
備に関する企画・立案・実施。

4）ＦＤ委員、キャリア育成委員。 奈良産業大学
FD委員：授業アンケート、公開授業、FD後援会の実施、
FD研究会への参加などFD活動に関わる案件の企画・検
討・実施。
キャリア育成委員：学生のキャリア形成に関わる案件の
検討。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．経済数学入門 共著 平成16年4月 共著者：竹山理、根岸章、福留和彦

Ｂ5判、全140頁。
本人担当部分：「第2章方程式」(pp.20－34)
「第3章数列」(pp.35－42)
概要：奈良産業大学経済学部「特殊講義(経済数
学演習)」用テキストとして作成。「第Ⅰ部経済
数学への準備」「第Ⅱ部経済数学の基礎」の2部
構成。他の市販経済数学教科書と同様に関数、
方程式、数列、微分、行列・行列式、ベクト
ル、最適化理論を扱うが、類書には見られない
ほど多くの経済学との関連を示す具体例を掲載
している。

（学術論文）
1．実質利子率の低下は投資
需要を増加させるか？―イン
フレ・ターゲティング論への
留保―

単著 平成17年12月 要旨：インフレ・ターゲット論は、インフレ期
待の醸成による実質利子率の低下を通じて民間
投資需要の増大させることを狙いとする。しか
し本稿のモデルに従えば、実質利子率の低下は
実質利潤率の低下を同時に引き起こし、民間投
資需要を喚起できるか定かでないことを示し
た。この結論はIS曲線の傾きが緩やかに右下が
りではなく垂直に近いことを意味している。イ
ンフレ・ターゲット論では、緩やかなIS曲線を
前提とした上でLM曲線の下方シフトが均衡GDPを
意味あるほどに増加させることを主張するの
で、本稿が得た結論を問題として抱える。

2．高齢化の進行と日本経済
のあり方 ―生活水準・国民
負担率・経済成長率―

単著 平成18年3月 要旨：高齢化の進行が不可避的に国民負担を増
加させると仮定し、今後20年の日本経済のあり
方を考えた。税制や社会保障制度など所得再分
配制度の整備や、「豊かさ」に対する価値観の
転換も考慮しつつ、それでも国民の生活水準の
維持には経済の量的拡大が必要であることを主
張した。この主張を裏付けるために、①現在の
可処分所得と20年後の可処分所得が同水準、②
現在の可処分所得は20年間現在の水準を下回ら
ないという2つの条件を満たす数理モデルを構築
し、現在の生活水準を維持する実質経済成長率
（年率）が約2％という結果を得た。

3．国民負担率の上昇と経済
成長率 ―前著への補論―

単著 平成18年9月 要旨：前著「高齢化の進行と日本経済のあり
方」への補論。前著で議論されなかった勤労者
層と老齢者層の階層分類に加え、各階層におけ
る可処分所得の違いをモデルのなかに明確化し
た。その結果、勤労者層と老齢者層が同時に生
活水準を維持するための実質経済成長率は、前
著とほぼ同じ結果である年率2％～3％という結
果を得た。

4．アーサー・ルイスの二重
経済論

単著 平成20年12月 要旨：W.A.Lewisの二重経済論に関する4論文を
再検討。Ranis＝Feiモデルや農工間資源移転論
との関連に注意しつつ、Lewisは無制限労働供給
による資本蓄積過程の成否が、農業成長とのバ
ランスを重視していることを再確認した。さら
に、前著「蓄積停止を考慮した農工2部門モデ
ル」で提示したTrap型農工2部門モデル（余剰労
働を残したまま転換点前で資本蓄積過程が停止
するモデル）を再定式化し、Lewis論文「無制限
労働供給による経済発展」（1954年）に叙述的
に書かれている条件を使ってTrap型農工2部門モ
デルと同じモデルを構築できることを確認し
た。

「産業と経済」(奈良産
業大学経済経営学会)第
21巻3・4号、pp.271－
282.

「社会科学雑誌」(奈良
産業大学社会科学学会)
第1巻創刊号、pp.31－
57.

「産業と経済」(奈良産
業大学経済経営学会)第
20巻4号、pp.297－308.

「産業と経済」(奈良産
業大学経済経営学会)第
21巻1号、pp.1－13.

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

産図テクスト

17

  47 



5．高齢化する日本の社会保
障モデル

単著 平成23年11月 要旨：福留〔2006年〕「高齢化の進行と日本経
済のあり方」で未解決の問題、①将来時点の国
民負担率の恣意性、②老齢者と勤労者の受益と
負担の関係、③社会保障財源として税負担と保
険料負担の関係、④望まれる税制などのうち、
①②③を組み込んだ社会保障モデルを構築し
た。その上で、全国民負担を勤労者が負う設定
で1人当り可処分所得を悪化させない実質GDP成
長率を再計算した。その結果、租税負担と社会
保障負担の割合およびその変化次第では、福留
〔2006年〕と同様に2％から3％台後半の実質GDP
成長率が必要であることが確認された。

6．部分最適と全体最適につ
いて ―経済学の見地から―

単著 平成24年3月 要旨：経営論や組織論のなかでしばしば言及さ
れる「部分最適、全体最適」の議論を経済学の
見地から論じたもの。筆者が参加する企業リー
ダー養成塾「サイバー適塾」(関西経済同友会)
でも、企業経営者や中堅幹部社員から「部分最
適ではなく全体最適の実現」との言説が聞かれ
る。言葉の直観的な意味がはたして論理的に支
持しうるのか、市場の失敗の一種である「外部
性」に関する経済理論に基づき検証した。その
結果、部分最適の否定ではなく、部分最適を維
持しながらぞれを全体最適につなぐ回路の存在
する理論的可能性を示し得た。

7．産業構造論の方法と現代
日本経済分析〈1〉―産業構
造論の再体系化―

単著 平成24年11月 要旨：産業構造論を需給均衡の比較静学分析と
整合的に再体系化し、その枠内に産業連関論や
前方・後方連関効果、ぺティ＝クラークの法
則、二重経済論、移動のマルコフチェーン、迂
回生産化と産業構造の多段階化など産業構造変
化の経験法則や理論を再構成した。本論文が提
示する産業構造論の方法によって、日本経済の
近現代における産業構造の傾向的変化や、工業
化の特性、技術進歩、環境・エネルギー問題、
価値観の変化、少子高齢化からの要求など、現
代日本経済の経験や直面する課題を産業活動の
側面から明らかにした。

8.「幸福の経済発展論」試論
―社会／経済システムを中心
に―

単著 平成25年3月 要旨：日本や他の先進欧米諸国はGDP成長以外に
社会の豊かさや人の幸福を模索している。この
論文は先行する「幸福の経済学」研究や「幸福
度指標」を巡る諸議論を踏まえ、「幸福の経済
発展論」を試論として提示する。「幸福の経済
発展論」は次の3つの視点に立つ。①「幸福度」
など指標化・可視化の努力、②幸福度向上のた
めに必要なライフスタイルの提案・変革、それ
を支える財・サービス・技術群の考察、③社会
／経済システム全体に対する認識方法の改良
と、その認識に基づく実際のシステム改善の提
案である。本論文は①と③を論じた。

9．「論じる」文章の要件と
は何か？―社会科学論文・レ
ポートに求められること―

単著 平成25年12月 要旨：社会科学論文や研究レポートの要件につ
いて論じた。5W1Hという情報規則や主語の明
示、主語の重層性などの基本的事項のほか、相
関関係と因果関係、時間適前後関係、目的と手
段の区別、状況描写と評価、政策、足し算と引
き算、経済学の使用まで、論文として欠くべか
らざる条件のほか汎用性の高い分析道具の使い
方について論じた。

「社会科学雑誌」(奈良
産業大学社会科学学会)
第5巻、pp.335－394．

「奈良産業大学紀要」第
29集、pp.89－114．

「社会科学雑誌」(奈良
産業大学社会科学学会)
第3巻、pp.45－82.

「社会科学雑誌」(奈良
産業大学社会科学学会)
第4巻、pp.53－70.

「奈良産業大学紀要」第
30集、pp.65ー87.
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（その他）
「辞典・辞書」
１．進化経済学ハンドブック

共著 平成18年年9月 概要：進化経済学会によるハンドブック編集事
業。進化経済学の概要、方法論、様々な具体
例、問題点や方向性などを包括した日本の進化
経済学研究の出版当時における到達点を網羅・
詳解。全頁数581頁。判型A5。ISBN 978-4-320-
00572-3
編集委員：　塩沢由典(委員長)、磯谷明徳、清
水耕一、八木紀一郎、荒川章義、池田毅、岡村
東洋光、岡本哲史、高増明、谷口和久、徳丸宜
穂、中島義裕、中原隆幸、萩原泰治、姫野順
一、平野泰朗、福留和彦、水口雅夫。
担当部分：「繊維機械」pp.340-341、「情報革
命」pp.485-486、「情報の経済学」p.486、「緑
の革命」p.538、「レント・シーキング」p.551.

「メールマガジン」
１．地域づくりワンポイント
アドバイス「地域づくりへの
大学の関わり方」

単著 平成21年3月 要旨：奈良産業大学の教育プログラム「プロ
ジェクト演習」の活動を通して、大学がもつ人
的・知的資源の地域づくりへの活かし方を紹
介。情報学部の「高取城CG再現プロジェクト」
やビジネス学部の「奈良観光振興プロジェク
ト」の活動が、地域住民自身による価値ある地
域資源の再発見を促す一方、学生自身も地域貢
献の一端を担うことで知識を実践の場で活かす
訓練を行えることを紹介した。

「公開シンポジウム冊子」
１．2013奈良産業大学公開シ
ンポジウム「共生社会を考え
る」

共著 平成26年3月 要旨：2013年11月9日に開催された奈良産業大学
公開シンポジウム「共生社会を考える」の基調
講演（同志社大学特別客員教授・橘木俊詔
氏）、パネルディスカッション等を集録。福留
はパネリストとして参加し、「「共生の経済
学」をどう構想できるか？」という意見陳述を
行った。のち、他のパネリストおよび基調講演
者とパネルディスカッションを行った。同冊子
はそれを集録したもの。

「学会・研究会発表」
1．高齢化する日本の社会保
障モデル

― 平成24年2月 コメンテータ：三浦晴彦准教授（同大ビジネス
学部)
要旨：前著「高齢化の進行と日本経済のあり
方」で得た結果を用いて、①国民負担率の恣意
性、②老齢者と勤労者の受益と負担の関係が不
明確、③社会保障財源として国庫負担と保険料
の関係が不明確といった前著で残されていた課
題に答えるためのモデル分析を行った。その結
果、モデルの前提条件のうち国民負担中の社会
保険料負担の割合が時間経過の中で低下すると
き、国民負担率が大きく上昇する可能性をモデ
ルの結論として得た。

2．関西活性化、教育からの
アプローチ

― 平成26年2月 要旨：関西経済の低迷と日本経済の異同に注意
しつつ、需要飽和社会のなかではマクロ経済政
策のみならず需要創造を継続的に実現できる仕
組み作りが必要であることを主張した。その方
途の一つとして教育制度の転換を取り上げ、価
値観の多軸化を提唱した。またこうした主張に
は、日本や関西が直面している課題への認識問
題が存在しており、景気循環的問題と構造的問
題の区別、経済成長の必要性、市場を成長に利
用することなどを説明した。

奈良産業大学地域連携推
進委員会

奈良産業大学経済経営学
会第2回定例研究会

平成25年度関西州広域計
画研究会第3回会議

共立出版

「奈良県地域づくりメー
ルマガジン　まほろば＊
地域づくり情報」(奈良
県地域振興部地域づくり
支援課)、2009年4月号
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3．制度の現状分析 ― 平成26年3月 セッション司会：福留
報告者：西村　知(にしむら・さとる、鹿児島大
学)「太平洋島嶼国の離島における農地利用制度
の変容：ミクロネシア連邦共和国ピンゲラップ
島のイモ畑利用を事例として」、Jokim
Kitolelei（ジョキム・キトレレイ、鹿児島大
学）「Understanding Fisheries Rules in
Fiji: A Comparison of Three Case
Studies」、戸田宏治(とだ・こうじ、日本経済
大学)「官民人事交流に関する考察」、番匠谷光
晴(ばんしょうや・みつはる、四天王寺大学)
「医療供給体制と保険付の需関係にする一考
察」

「公開シンポジウム」
1．アクティブラーニングの
一形態―奈良産業大学ビジネ
ス学部「プロジェクト演習」
の経験から―

― 平成25年6月 基調講演：溝上慎一(みぞかみ・しんいち、京都
大学)「高校・大学で求められるアクティブラー
ニング」
パネリスト：福留「アクティブラーニングの一
形態―奈良産業大学ビジネス学部「プロジェク
ト演習」の経験から―」
要旨：大阪府下の高等学校管理職（校長、教頭
など）約60校を相手に、アクティブラーニング
の理論と実践例を紹介。パネルディスカッショ
ンにて議論した。福留は本学プロジェクト演習
「奈良観光振興」に携わってきた経験に基づ
き、どのように講義と演習を連携させているか
説明した。また、理論化・制度化したものが現
場の運用でどのような問題に直面するかにも言
及した。

2．共生社会を考える ― 平成26年3月 基調講演：橘木俊詔(たちばなき・としあき、同
志社大学特別客員教授)「共生社会を考える」
パネリスト：福留「「共生の経済学」をどのよ
うに構想できるか？」
要旨：基調講演者がアメリカ型社会と北欧型社
会(デンマーク)、ニューリベラリズムとコミュ
ニタリアニズムを対比し問題を提起。自助・共
助・公助のあり方を論じる中で、これからの日
本では公助の重みが一層増すことを主張した。
パネルディスカッションでは基調講演者のほ
か、奈良産業大学から古田雅雄(政治学、市民社
会論)、井上眞理子(家族社会学)、福留(経済政
策、幸福の経済発展論)が加わり議論した。福留
は「共生」を考える際の一般的注意点を紹介し
ながら、経済学の立場から「共生」をどのよう
に考えるべきか意見を述べた。

「講　演」
1．日本経済のビジョンをど
う描くか

― 平成17年8月 王寺町リーベルカレッジ
要旨：日本経済の直面する課題を①短・中期的
課題、②長期的課題に分け、前者には景気循環
に関わる不況とデフレの問題、後者には技術や
社会状況、国際環境の変化に起因する構造問題
があることを注意した。政策割り当ての原則か
ら、景気循環の問題にはマクロ経済政策、構造
問題には市場機能の改善と知識創造のための仕
組みの形成が必要であることを提言した。

進化経済学会金沢大会
2013（金沢大学）

第1回高校大学(「学び育
ち」の)連携フォーラム

2013奈良産業大学公開シ
ンポジウム

奈良産業大学第5回公開
講座
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2．日本経済の見取り図から
私たちの暮らしを考える

― 平成18年6月～
7月

第1回(6/26)経済学は「平成不況(デフレ経済)」
をどう見ているか？
要旨：需要不足問題と供給側の構造問題を峻別
することを指摘。平成不況は需要問題であり、
供給問題への対処である構造改革は政策割当と
して不適切であることを指摘した。またなぜデ
フレーションが経済に悪影響をもたらすか解説
した。

第2回(7/3)景気対策の混乱を整理する～財政・
金融・「構造改革」～
要旨：1990～2005年までの日本の歴代政権と経
済政策を解説し、複数回の景気の回復と墜落が
政策上の原因で発生したことを説明。AD-ASモデ
ルを使って不況下の正しい経済政策を解説し
た。

第3回(7/10)高度経済成長とライフスタイル
要旨：戦後日本の高度成長が、欧米的ライフス
タイルの導入と世帯数の増加や賃金上昇によ
り、耐久消費財中心の内需主導型経済成長で
あったことを解説。このモデルでの経済成長は
すでに完了し、現在の日本は新しい国内需要を
創造するための好循環モデルの再形成に迫られ
ていることを説明した。

第4回(7/24)少子高齢化社会と日本経済のあり方
要旨：日本の高齢化の進行は、社会保障コスト
の増加をもたらし、生活水準の悪化の可能性を
指摘した。税制や社会保障制度の再分配政策で
は限界があり、経済成長が年率2～3％必要であ
ることを説明した。

第5回(7/31)幸福の経済学～「質」の時代～
要旨：経済の質的改善と量的拡大が車の両輪と
なって経済成長することが国民の幸福の前提で
あることを主張した。サービス産業化を進める
ことで環境負荷の低減を図り、国民の精神的・
知的満足に応える財の創出が課題であることを
結論とした。

3．＜オズの魔法使い＞と経
済学

― 平成22年8月 要旨：F.ボーム作「＜オズ＞の魔法使い」には
19世紀末米国での通貨制度を巡る議論がモチー
フにあることを紹介。この話題の結論は、20世
紀初頭の世界恐慌、同時期の昭和恐慌、日本の
平成不況、さらにユーロ圏諸国の財政危機にも
関係することを説明した。

4．経済学から日本史を考え
る　～昭和恐慌から大東亜戦
争へ～

― 平成24年2月 要旨：経済政策の誤りによる国民の経済的困窮
が大東亜戦争突入への抑止を不可能にしたこと
を主張。浜口雄幸・井上準之助政権時の清算主
義が不況を悪化させたが、犬養毅・高橋是清政
権時のケインズ政策、金本位制の放棄が景気回
復の足がかりを作ったものの間にあわず、2.26
事件で軍部の政治掌握をもたらしてしまったこ
とを説明した。

5．経済論議の混迷を整理す
る！　～経済診断はなぜ異な
るのか？～

― 平成24年2月 要旨：メディアに登場する専門家の解説は、各
自が依拠している経済学の思想や理論に基づい
ていることを説明した。経済学は一枚岩ではな
く、学派ごとに鋭い対立があることを紹介しつ
つ、不況の原因を需要面に求める立場、供給面
に求める立場、セーフティネットの不備に求め
る立場など立場によって景気対策の処方箋が全
く変わることを解説した。

三郷町市民講座(財団法
人三郷町文化振興財団)

三郷町市民講座(財団法
人三郷町文化振興財団)

2006しろきた市民セミ
ナー(大阪市立城北市民
学習センター)

教職員のための公開講座
(奈良産業大学)
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「社会人対象講義」
１．《重層的教育システム》
仮説

― 平成19年7月 於：三菱商事関西支社
要旨：社会常識やルール、所作・振る舞いなど
を巡って世代間でしばしば摩擦が起きる。社会
には本来様々な世界があり、各世界でルールや
作法は異なるが、そうした複数の異なる世界で
の経験を経ずに、子供が子供の世界でのみ通用
する単色の世界観を大人になっても全ての世界
に持ち込むことが摩擦の原因であり、解決の方
途としてコミュニティベースのもの、市場ベー
スのものの可能性を提案した。

２．幸福の経済学 ― 平成20年4月 於：三菱商事関西支社
要旨：日本経済の成熟化や日本社会の少子高齢
化は、従来型の経済成長モデルや価値観からの
転換を必要としているとの認識に立ち、日本社
会の幸福度の向上のために必要なライフスタイ
ルの提案・変革、それを支える産業、財・サー
ビス、技術群の考察を行った。

３．経済診断はなぜ異なるの
か？

― 平成20年6月 於：三菱商事関西支社
要旨：「失われた15年」と称される日本経済の
長期低迷に対し、処方箋を提示するはずの専門
家や政策の立案者である政府の、経済に対する
現状診断や政策内容の混乱・異論の並立の原因
について、経済学史や経済理論に基づき整理・
解説した。

４．格差問題の偽装を告発す
る

― 平成20年8月 於：三菱商事関西支社
要旨：1990年代後半から2006年までの所得格差
問題について、内閣府や政府見解など社会の高
齢化の進行が格差拡大の原因とする見解に対
し、それはジニ係数の誤用に基づく結論であ
り、正しくは、90年代末からの日本的賃金・雇
用システムの変質に起因することをジニ係数の
理論的特徴を踏まえて解説した。

５．交渉力を考える　～部分
最適と全体最適～

― 平成20年9月 於：三菱商事関西支社
要旨：交渉力を磨くための経済学的素養の必要
性・有用性を説いた。「部分最適から全体最適
へ」は企業の組織マネジメントの上で常識化し
て言われるが、経済学の「外部性」理論を用い
ると部分最適と全体最適をつなぐ回路をいかに
作るかが真の課題であることがわかることを解
説した。

６．続・交渉力を考える　～
ゲーム理論の知見～

― 平成20年10月 於：三菱商事関西支社
要旨：ゲーム理論「囚人のジレンマ」を通し
て、「部分最適≠全体最適」を確認し、小国が
いかに交渉力を持つか、「背水の陣戦略」を解
説した。
また、ゲーム理論によって完全競争市場の「部
分最適＝全体最適」という結論が支持されなく
なっていること、現在の経済学の主流が変化し
ていることを解説した。

７．交渉術 ― 平成20年11月 於：三菱商事関西支社
要旨：タクシーへの相乗りの例を用いて、料金
の異なる目的地へ2人が相乗りすることの平等な
利益を得るように交渉が行われるための理論的
背景を解説した。

８．田母神論文を考える ― 平成20年12月 於：三菱商事関西支社
要旨：田母神俊雄〔2008年〕「日本は侵略国家
であったのか」について、日本の戦後の歴史認
識の問題を歴史学に対する比較言語学からの批
判である「言語論的転回」を材料に考察した。
物語としての歴史か、事実／真実としての歴史
か、歴史学の難しさに留意しつつ、経済学的思
考枠組をもった科学的歴史学に立脚すべきこと
を主張した。
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９．インフレ・ターゲティン
グ政策を考える

― 平成21年1月 於：三菱商事関西支社
要旨：マクロ経済学のオペレーティング・シス
テムであるIS-LMモデルを解説し、P.クルーグマ
ンらのインフレターゲティング政策の特徴を解
説した。また2005年10月に新しいFRB議長に就任
したベン・バーナンキの考え方にも触れた。

10．続・インフレ・ターゲ
ティング政策を考える

― 平成21年2月 於：三菱商事関西支社
要旨：前回のインフレターゲティング政策の解
説を踏まえ、拙稿〔2005年〕「実質利子率の低
下は投資需要を増加させるか？」を紹介し、イ
ンフレターゲティング政策の問題点を解説し
た。結論として、民間投資需要の実質利子率に
対する弾力性が非常に小さくなることをモデル
の結論として得たことを紹介した。

11．サブプライム問題とはな
にか？

― 平成21年3月 於：三菱商事関西支社
要旨：日本の1980年代後半のバブル経済と、
2007～2008年に米国で発生したサブプライム問
題とリーマンショックの異同を明らかにした。
両国とも不動産バブルがきっかけになってお
り、また金融機関による不動産関連融資の異常
な拡大が背景にあったが、米国の場合には債権
の証券化という金融手法が介在していることを
解説した。

12．需要創出型経済成長の必
要性　～ケインズとシュン
ペーター～

― 平成21年4月 於：三菱商事関西支社
要旨：拙稿〔2008年〕「アーサー・ルイスの二
重経済論」を引きつつ、日本の高度成長期の経
済発展パターンを解説した。その上で吉川洋
〔2009年〕『今こそ、ケインズとシュンペー
ターに学べ』、〔2003年〕『構造改革と日本経
済』を引きつつ、需要飽和時代における経済成
長、イノベーションの果たす役割について議論
した。

13．年金制度の経済学　～原
題：人生設計の経済学～

― 平成21年6月 於：三菱商事関西支社
要旨：異時点間効用最大化モデル（2期間ライフ
サイクルモデル）を用いて、消費と貯蓄の最適
解を求める方法を解説した。その上で、個人の
長生き確率をモデルに組み込み、公的年金制度
の必要性を説いた。

14．経済学から「マニフェス
ト」はどう見えるか？

― 平成21年8月 於：三菱商事関西支社
要旨：2009年8月30日衆議院解散総選挙時の自民
党と民主党のマニフェストについて、それを経
済学に基づき統一的な基準で整理・評価した。
生産可能性フロンティア、比較優位の原理、余
剰分析、AD-ASモデルなど経済学の道具を用いて
経済問題を整理し、両党のマニフェストが正し
い経済認識と政策提言に至っているかチェック
リストを作成し提示した。

15．関西の人材育成について ― 平成21年9月 於：三菱商事関西支社
要旨：関西活性化の糸口の一つに人材育成があ
る。本発表では、「人間力」という力の実体に
ついて、サイバー適塾（関西経済同友会）での
経験に基づいて定義し、「人間力」をもった企
業人・起業家の育成が関西にとって課題である
ことを指摘した。

16．信貴山魅力発見 ― 平成21年11月 於：三菱商事関西支社
要旨：前回の「関西の人材育成」に引き続き、
関西活性化を「観光振興」という別の観点から
論じた。発表者は奈良県下の大学に所属し、大
学が立地している地域の魅力を掘り出す作業を
学生とともに行っている。その一つに地元「信
貴山」の歴史遺産である朝護孫子寺があり、学
生たちとともに明らかにしたその魅力を紹介し
た。
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17．＜オズの魔法使い＞と経
済学

― 平成21年12月 於：三菱商事関西支社
要旨：F.ボーム作「＜オズ＞の魔法使い」には
19世紀末米国での通貨制度を巡る議論がモチー
フにあることを紹介。この話題の結論は、20世
紀初頭の世界恐慌、同時期の昭和恐慌、日本の
平成不況、さらにユーロ圏諸国の財政危機にも
関係することを説明した。

18．続・幸福の経済学 ― 平成22年2月 於：三菱商事関西支社
要旨：ブータンのGNHに始まり、近年の幸福度の
指標化の動きを紹介しつつ、発表者も経済学の
新たな可能性を求めて「幸福の経済学」を構想
していること紹介した。前回発表の「幸福の経
済学」(平成20年4月)とは視点を変え、財・サー
ビスの配分システムや、個人の社会的関係性な
ど社会システムのあり方に焦点を当て持論を紹
介した。

19．財政赤字の考え方：
Part1.最後の日本人

― 平成22年5月 於：三菱商事関西支社
要旨：日本における毎年の財政赤字の計上とそ
の累積である政府債務が国家財政の破綻を帰結
するとの議論がある。これに反論する議論に原
田泰〔2008年〕「最後の日本人」論があり、人
口減少の進行により950年後の日本には1人の国
民が国のすべての資産と負債を相続するため、
国家財政の破綻は無いこと、問題は財政赤字に
よって作り出された公共財の性質にあることを
紹介した。

20．発展途上国工業化の過程
分析　～メキシコと韓国～

― 平成22年9月 於：三菱商事関西支社
要旨：1960年代～80年代に新興工業国として発
展してきた韓国とメキシコの工業化過程を比較
検討した。韓国の輸出指向工業化とメキシコの
輸入代替工業化の相違点を明らかにし、両国と
も累積債務問題という共通の問題点を抱えた中
で、その返済の可否を左右した工業化の社会的
能力について解説した。

21．大学教育は今どうなって
いるか？

― 平成22年12月 於：三菱商事関西支社
要旨：「初年次教育」と「リメディアル教育」
と呼ばれる近年の大学教育の新しい制度化につ
いて紹介した。スタディ・スキルやスチューデ
ント・スキル、専門教育への橋渡しを目的とし
た「初年次教育」、高校までに習得すべき内容
の補習教育である「リメディアル教育」につい
て、その制度化への経緯を説明し、現場レベル
でどのような工夫や努力がなされているかを紹
介した。

22．Ｙ＝Ｃ＋Ｉで読み解く経
済学　Part1.

― 平成23年2月 於：関西電力中之島プラザ
要旨：マクロ経済均衡を表現するY=C+Iの有用性
を解説。乗数理論、マクロバランス論、各種政
策論などマクロ経済を認識する際の共通枠組み
として、その応用性・汎用性が極めて高いこと
を説明した。

23．Ｙ＝Ｃ＋Ｉで読み解く経
済学　Part2.

― 平成23年3月 於：関西電力中之島プラザ
要旨：前回の発表内容を踏まえて、不況下の財
政政策の種類について解説した。財政拡大政策
と減税政策、財源を増税に求めるか国債発行と
するか、国債発行は市中消化か日銀引受けか、
ケースによって景気浮揚効果が変わってくるこ
とを解説した。

24．日本史を経済学から読み
解く　～Part1.大東亜戦争は
なぜ起こったか？～

― 平成23年8月 於：三菱商事関西支社
要旨：大東亜戦争の経済的背景として食料問題
を指摘。英国を始め今日の先進各国は人口成長
と人口転換問題を抱えた。日本は1920年代に農
業生産性の停滞を経験し、コメ騒動など食料問
題に直面する。その解決の方途として朝鮮半島
と台湾を食料供給基地化したが、こうした問題
を開発経済学では「リカードの罠」と呼び、現
代の発展途上国にも共通する問題であることを
説明した。
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25．日本史を経済学から読み
解く　～Part2.大東亜戦争は
なぜ起こったか？～

― 平成23年9月 於：電通関西支社
要旨：大東亜戦争の経済的背景として昭和恐慌
を取り上げた。浜口雄幸首相・井上準之蔵相ら
が清算主義に基づき不況を悪化させ、農村を疲
弊させたの対し、高橋是清蔵相の拡張的財政政
策と金融緩和、金本位制からの離脱が景気回復
への道筋をつけたことを説明した。しかし、
2.26事件以降、軍部による政権の掌握と軍事予
算の急拡大によって戦争突入が不可避となった
ことを説明した。

26．高齢化する日本の社会保
障モデル

― 平成24年1月 於：電通関西支社
要旨：拙稿〔2011年〕「高齢化する日本の社会
保障モデル」に基づき、老齢者と勤労者の受益
と負担の関係、社会保障財源としての国庫負担
（税負担）と保険料負担の関係を明示的に導入
したモデルを提示し、想定される将来の国民負
担率のもとで個人の生活水準を悪化させない経
済成長率がどの程度になるか試算したものを紹
介した。

27．辛坊治郎『日本経済の真
実』を批判的に読む

― 平成24年2月 於：三菱商事関西支社
要旨：メディアを通じた発言力の強い著者によ
る日本経済診断本である同書が誤解や矛盾、経
済学への無知に満ち溢れていることを説明し
た。創作された「高度成長期」論を振り回し、
景気対策としての経済政策を高度成長期への郷
愁とする曲解、供給天井たる潜在生産能力の毀
損が不況の真因だとする本書の奇怪さを標準的
な経済理論から論破した。

28．範囲の経済 ― 平成24年6月 於：三菱商事関西支社
要旨：財の生産上のコスト削減に関して、財の
生産量にかかわる効果と、財の生産の範囲に関
わる効果に大きく2つあることを紹介した。財の
生産量に関わる費用節約効果には、①固定費
用、②規模の経済、③経験効果が、財の範囲に
関わる費用節約効果には、①金銭的外部効果、
②範囲の経済があることを解説した。

29．消費税って、どうよ？ ― 平成24年8月 於：電通関西支社
要旨：消費税やその税率を巡る議論が錯綜して
いる状況をまず整理し、消費税の役割と注意点
について経済学的分析を踏まえ解説した。また
2014年4月および2015年10月に消費税率が引き上
げられることに言及し、景気が回復軌道に乗り
安定成長がしっかりしていなければ、再度の景
気の墜落もあることに注意を引いた。

30．アベノミックスとはなに
か？Part1

― 平成25年1月 於：JR西日本商事(株)
要旨：アベノミクスへの賛意を示したうえで、
マスメディアのアベノミクスに対する誤解を説
明し、アベノミクスが標準的なマクロ経済政策
の考え方に従っていること、その政策の遅効性
や副作用も踏まえた上で、3年間の継続性を必要
とすることを主張した。

31．アベノミックスとはなに
か？Part2

― 平成25年2月 於：京阪電鉄本社
要旨：前回発表の続きで、アベノミクスと高橋
是清の政策の類似性を説明した。また、前回不
十分であったIS-LMのオープンモデルを解説し、
現在の円安進行の理論的解説を行った。

32．「幸福の経済発展論」試
論

― 平成25年6月 於：三菱商事関西支社
要旨：人々の幸福は社会システムや経済システ
ムのあり方に大きく影響されることを述べた。
その上でシステムに関わる事項として、市場、
ビルトインスタビライザー、経済成長の意義や
役割、限界について論じた。また市場システム
に関する先行理論に学びつつ、既存の市場シス
テムへの改革提案としてどのようなものがある
かを紹介した。さらに、ネットワーク型社会の
問題点にも言及した。

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)
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33．ご近所付き合いの経済学
～外部不経済とピグー税～

― 平成25年10月 於：電通関西支社
要旨：ミクロ経済学の道具立てを用い、市場の
失敗の一つして外部性を紹介した。公害問題を
事例としながら、ピグー税という解決手段が有
効であること、その資金を一般財源化すること
を通じて電力等エネルギー問題をどのように解
決するかを論じた。

34．共生社会を考える～経済
学からの構想～

― 平成26年1月 於：京阪電鉄本社
要旨：日本国内および世界的にも様々な利害の
衝突と調整が課題となっており、まさに共生を
いかに実現するかが21世紀社会の課題であるこ
とを説明。経済や社会のシステムとして共生を
どのように考える必要があるか、また社会の価
値観にはどのようなタイプが存在しているか類
型的に紹介した。

35．いわゆる「ゆとり教育」
は教育ルネッサンスだったの
か？～A.S.ニイルとJ.デュー
イの教育論とその実践例を通
して～

― 平成26年2月 於：京阪電鉄本社
要旨：いわゆる「ゆとり教育」への批判と見直
しが進んでいるのに対して、実はゆとり教育の
具体的形態の一つである総合的学習は、効果が
出始めていたという問題提起をした。総合的学
習の理論的・思想的背景と考えられるJ.デュー
イとA.S.ニイルの教育論を紹介し、その日本に
おける実践例である「きのくに子どもの村学
園」を紹介した。

36．ビットコイン騒動～貨幣
とは、何なのか？～

― 平成26年4月 於：JR西日本商事(株)
要旨：マウントゴックスの破綻によるビットコ
イン騒動への経済学からの見方を提示した。同
事件は専らITの進歩による光と影に焦点があ
たっているが、実は「貨幣とは何か」という経
済学における重要テーマに関わっていることを
説明した。金融庁や財務省による制度(法律)上
の解釈と、経済理論における解釈の違いにも言
及した。

37. 経済学のキーワードから
考えるTPP問題

― 平成26年5月 於：JR西日本商事(株)
要旨：貿易や投資の自由化、その国際制度の変
遷の上にTPP問題が生まれてきたことを説明し
た。TPP問題は経済問題だけでなく国内の利害調
整という政治問題、TPPへの加盟がもたらす国家
安全保障の問題等さまざまな社会的関係性を含
んでいることにも注意しつつ、経済問題に焦点
を合わせ、貿易理論と需給均衡分析を使ってこ
れを分析した。また最近国際貿易理論に理論的
革新があって、TPP問題へも影響を及ぼしそうで
あることにも言及した。

「オープンキャンパス模擬講
義・高校出張講義」
１．経済学は、こう考える
～いまの日本を理解するため
に～

― 平成16年 要旨：経済をヒト・モノ・カネの循環構造と定
義し、循環を生み出す市場の機能が不十分に
なったとき、不況が発生することを解説した。
また、AD-ASモデルを使って不況対策を意図とし
て行われる構造改革とマクロ経済政策の違いを
説明した。

２．人生設計の経済学 ― 平成17年11月 於：京都府立すばる高等学校
要旨：高校生にも分かるように視覚化した上
で、異時点間効用最大化モデル（2期間ライフサ
イクルモデル）を用いて、消費と貯蓄の最適解
を求める方法を解説した。その上で、個人の長
生き確率をモデルに組み込み、公的年金制度の
必要性を説いた。

高校出張講義

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

伍福塾(サイバー適塾第5
期生勉強会)

奈良産業大学オープン
キャンパス
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３．景気対策の混乱を整理す
る

― 平成18年10月 於：大阪府立茨木西高等学校
要旨：「失われた15年」と称される日本経済の
長期低迷に対し、処方箋を提示するはずの専門
家や政策の立案者である政府の、経済に対する
現状診断や政策内容の混乱・異論の並立の原因
について、経済学史や経済理論に基づき整理・
解説した。

４．カネの流れとｉモード ― 平成20年2月 於：奈良県立二階堂高等学校
要旨：eコマース市場の発達と携帯端末としての
携帯電話の普及が新たなサービスとしての「i
モード」を生み出したことをやさしく解説し
た。その上で、iモードの公式有料サイトの課金
制度が、東京に莫大な資金の流入を生み出して
いることを、公式サイトの運営会社の所在地か
ら明らかにした。

５．いまこそ経済学！世の中
を読み解く最強の理論～経済
学から「マニフェスト」はど
う見えるか？～

― 平成21年9月 於：私立天理高等学校
要旨：2009年8月30日衆議院解散総選挙時の自民
党と民主党のマニフェストについて、それを経
済学に基づき統一的な基準で整理・評価した。
生産可能性フロンティア、比較優位の原理、余
剰分析、AD-ASモデルなど経済学の道具を用いて
経済問題を整理し、両党のマニフェストが正し
い経済認識と政策提言に至っているかチェック
リストを作成し提示した。

６．＜オズの魔法使い＞と経
済学

― 平成22年7月 於：和歌山県立新宮高等学校
要旨：F.ボーム作「＜オズ＞の魔法使い」には
19世紀末米国での通貨制度を巡る議論がモチー
フにあることを紹介。この話題の結論は、20世
紀初頭の世界恐慌、同時期の昭和恐慌、日本の
平成不況、さらにユーロ圏諸国の財政危機にも
関係することを説明した。

［注］

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

高校出張講義

高校出張講義

高校出張講義

高校出張講義

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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年月日

平成19年4月～
平成25年3月

平成17年4月～
平成25年3月

平成17年4月～
平成25年3月

　
平成19年4月1日
平成20年4月1日
平成21年4月1日
平成22年4月1日
平成23年4月1日
平成24年4月1日

　
平成10年 3月
平成13年12月
平成14年11月
平成16年 1月
平成16年12月
平成20年 3月
平成20年10月
平成21年 4月
平成22年 5月
平成22年 9月

　
平成 9年 6月
平成13年 6月
平成14年 1月
平成14年 6月
平成22年10月
平成22年10月
平成24年4月

平成21年 3月

平成17年11月5日

平成25年7月17日２）西宮甲英高院にて「大学進学説明会」に参加 大学進学説明会にて法学部系の説明。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）私立天理高等学校にて「高校内進路（法学部）ガイ
ダンス」の説明

天理高校にて法学部進学希望者に法学教育とその後の進
路を説明。

政治学講義用教材
１）政治学講義
２）現代政治イデオロギー
３）ヨーロッパ現代政治史（上・下）
４）現代日本の政治
５）市民社会論
６）戦後西欧諸国の理念と現の変遷
７）ヨーロッパ現代政治史（上・下）改訂版

　
講義用教材としてそれぞれの科目に応じて教材冊子の形
で作成している。

３．教育上の能力に関する大学等の評価

１）講義に関しては受講生からは内容は難しく感じてい
るが、講義は理解できると評価されている。また講義運
営は受講生からある程度納得できるとみなされている。
その点では大学は良い評価を与えている。

２　作成した教科書，教材

専門基礎科目用教材
１）政治学入門(2007年度版、120－178頁）
２）政治学入門(2008年度版、37－67頁）
３）政治学入門(2009度年版、71－101頁）
４）政治学入門(2010年度版、71－101頁）
５）政治の仕組みとビジネス(2011年度版、101－131頁）
６）政治の仕組みとビジネス(2012年度版、155－185頁）

　
専門基礎科目の講義用教材として作成。第2次世界大戦後
の日本と世界の政治の動向を解説する。改版ごとに内容
を修正、補足したりしてできるだけ今の政治現象を読み
取れるように工夫している。主な項目は憲法をめぐる議
論、日本人の政治意識の変遷、自民党と民主党、官僚主
導と政治主導など。

国際関係論関連教材
１）ポスト冷戦時代の国際社会、
２）ポスト冷戦時代の国際関係[新版]
３）ポスト冷戦時代の国際関係[第3版]
４）ポスト冷戦時代の国際関係[第4版]
５）ポスト冷戦時代の国際関係[第5版]
６）ポスト冷戦時代の国際関係[第6版]
７）ポスト冷戦時代の国際関係[第7版]
８）外交論
９）ポスト冷戦時代の国際関係[第8版]
10）日本の戦後外交を考える

　
国際関係論の講義用教材として作成。時事的な内容を書
き換えている。基本的な内容は3つの部分からなる。第1
は第2次世界大戦後からの冷戦時代である。第2は冷戦終
了後1990年代から21世紀初めのイラク戦争までである。
第3は現在の国際関係で問題となっている時事的な事柄を
取り上げている。時事問題を扱うために本教材を定期的
に書き改めている。８）は外交論の講義用に作成した教
材。10）は国際政治コミュニケーションの講義用に作成
した教材。

１）学生の授業内容の確認 毎講義内容を学生が理解しているかどうかを確認するた
めに毎講義内に確認レポートを書かせ提出させ、次回の
授業において模範レポートの解説を行ってきた。

２）公務員試験対策の自主勉強会 公務員を目指す学生に講義後、休暇中の何日かを使って
に自主勉強会を開催した。対象科目は社会科学関連科目
の講義と過去問練習、文章添削など。

３）少年警察ボランティア 本学と奈良県警察本部とが提携して地域の安全・安心の
ための学生のボランティア活動に引率役として参加。

政治学 国民国家、勢力均衡論、民主化

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事　　項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏　名　　古田　雅雄

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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年月日

昭和52年 3月

昭和54年 3月

昭和58年 3月

昭和58年 3月

平成18年12月

平成19年 8月

平成21年 4月

平成23年 4月
平成25年6月

平成24年 6月

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

1.西欧比較政治第2版 共著 平成16年4月 本書は西欧各国の概略と政治学的手法を用いて比
較検討する。旧版をより拡大し書き改めた　A4判
全276頁　編者：加藤秀治郎　共著者：坂井一
成、富崎隆、増田正、河崎健、池谷知明、加藤伸
吾、八木三木男、正体朝香、白鳥浩、吉武信彦、
古田雅雄、藤井浩司、檜山雅人、ロコバント、エ
ルンスト、岩崎正洋　　本人担当部分：「ネオ・
コーポラティズム」121－125頁、「多極共存型民
主主義」126－129頁　前者において政府・労働組
合・経営者団体が一体化となって経済政策を決定
する体制を説明する。後者において民族、宗教、
言語、階級など様々な要因を抱える国でも民主主
義体制を安定させる工夫を説明する。

４）奈良学園理事 奈良学園の理事として常勤理事会等の機関で協議、決定
に携わる。学園全体の学校経営に関与する。（現在に至
る）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

一藝社

４　その他

１）奈良産業大学全学教務委員会副委員長 全学教務副委員長としてカリキュラムの編成に携わっ
た。（平成23年3月まで）

２）奈良産業大学ビジネス学部長
３）仮称現代社会学部設置部会長

ビジネス学部長として学部運営に携わる。（平成24年5月
まで）（仮称現代社会学部会長は平成26年3月まで）

１）奈良市地域安全条例等委員会委員長 奈良市安心安全まちづくり条例等策定、奈良市安全安心
まちづくり基本計画策定に関わり、その進捗状況を検
証。（現在に至る）

２）奈良県明るい選挙推進協議会委員 定期的な会議に参加、協議会に参加しその方針を協議・
決定し、また選挙に関わる啓蒙活動に携わる。（現在に
至る）

特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４）高等学校教諭一級免許状（社会科）

２　特許等

１）高等学校教諭二級免許状（社会科）

２）中学校教諭一級免許状（社会科）

３）法学修士 「バイエルン人民党とバイエル政治」（法修第178号）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事　　項 概 要

１　資格，免許

５　その他

特記事項なし
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2.20世紀現代史＜新装判＞ 共著 平成17年3月 本書は20世紀はどのような時代であったかを多面
的な視点から解説する。時代、地域・国、事象ご
とに専門分野から論じる。　A4h判全306頁編者：
須藤眞志　共著者：須藤眞志。加藤秀治郎、河原
地英武、北澤義之、小島朋之、田中義晧、古田雅
雄、松川克彦、丸山珠里、八木三木男、吉川洋子
本人担当部分：「欧州の帝国主義の時代」1－5
頁、「ファシズムの台頭」40－45頁　前者におい
て第1次世界大戦に至る帝国主義の時代、後者に
おいて戦間期に発展したファシズムを事実関係か
ら歴史のダイナミズムを解説する。

（論文）
1、ドイツにおける政党組織
の変容ー「断片的にルースに
1つにまとまったアナー
キー」型政党の解説を中心
にー

単著 平成16年3月 本論は近年の政党組織論の議論とは異なる視点を
提供する。1960年代までの大衆政党モデルが包括
政党モデルに移行し、1980年代よりカルテル政党
モデル、プロフェッショナル政党モデルなどが提
案されている。本論では「断片的なルースに1つ
にまとまったアナーキー」型政党モデルを紹介
し、現在のドイツの政党組織論を検討する。

2.ポスト冷戦時代の新世界秩
序の行方ーソフト・バランシ
ングから見た国際政治の理解
に向けてー

単著 平成18年9月 本論は冷戦終了後の新世界秩序のあり方を主要大
国・地域(米国、ＥＵ、ロシア、中国)を中心に、
それにかかわる日本、イスラム・パワーなどか
ら、現況の国際政治を解説する。第1に現在の国
際政治を解説すること、第2にそれを説明できる
理論の検討を内容とする。その際、勢力均衡論の
立場から、新世界秩序像の分析とその理論につい
ての可能性を探る。

3.なぜドイツではネオリベラ
リズムが定着しないのか―
シュレーダー時代における経
済改革のジレンマと政界再編
の可能性ー

単著 平成19年3月 本論は1990年代末から2005年までのドイツのシュ
レーダー政権の経済改革を中心にドイツの政治動
向を考察する。1990年代ドイツ経済は戦後最悪の
時代を迎えた。かつて賞賛を浴びた『ドイツ・モ
デル』は見る影もないぐらい消滅したかに思われ
た。そのため経済改革が各政党から提示された
が、それが今後生じる政界再編と絡むという視点
から、政党、政治家、有権者の態度の変化を検証
する。

4.Contemporary Politics of
Japan.Cooperation,Conflict
,Support,and Change among
Voters,Politicians,Parties
and Bureacrats.

単著 平成19年9月 本論は現在の日本政治を外国に紹介するために英
文で書いた。その際説明する基本的な視点は政治
アクター（政党、政治家、官僚、有権者、圧力団
体など）から第2次世界大戦後から現在までを基
本的な流れから日本政治の特質を浮かび上がらせ
る。具体的には、憲法をめぐる議論、戦後の有権
者の投票行動から政治意識の変遷、自民党と民主
党の政党の力学、官僚と政治家の関係、政治的
リーダーシップなどを取り上げている。

5.ポスト冷戦時代の新勢力均
衡論－ソフト・バランシング
概念を中心にー

単著 平成20年3月 本論は冷戦後の国際政治をどのような観点から理
解すればよいかを考察した。米国の1極支配、多
極的構造など様々な考え方があるが、等閑視され
た勢力均衡論を修正したソフト・バランシングを
枠組みに現在の事象を解明する。これは従来の勢
力均衡論の固定的な考え方からもっと柔軟な国家
間のバランスを保つ考え方である。現在、各国は
このような基準で柔軟な同盟関係を維持しなが
ら、自国の安全保障を考慮している。

6.西ヨーロッパ国民国家形成
論－Ｓ・ロッカン・モデルを
参考に－

単著 平成20年9月 本論は西ヨーロッパ国民国家の生成と発展、それ
に今後の行方をロッカン・モデルを参考に比較政
治学的に説明するマクロ・モデルを描いている。
歴史的に国家建設、国民形成、大衆民主主義、福
祉国家の各段階を縦軸にし、それぞれの西欧諸国
が各段階でどのような選択をするかを横軸にして
現在の西欧諸国それぞれの違いを比較分析を行
う。

奈良法学会雑誌第20巻第
3・4号　113－144頁

奈良法学会雑誌第21巻第
1・2号1－187頁

一藝社

人間科学研究第6号85－
106頁

奈良法学会雑誌第19巻第
1・2号　1－153頁

奈良法学会雑誌第19巻第
3・4号　91－146頁

奈良法学会雑誌第20巻第
1・2号　１－149頁
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7.グローバル化論　―　グ
ローバル化する世界をどのよ
うに理解するべきか　―

単著 平成21年9月 近年グローバル化の進展が著しい国際現象とみな
されるが、それは経済現象のみを指摘される場合
がほとんどである。しかし、グローバル化現象は
政治・経済・文化のそれぞれの側面から考察しな
ければ理解できない。そのための分析枠組みを必
要とする。本論では様々な観点から検討し、グ
ローバル化した世界をどのように読み取るべきか
の一試論を提供する。

8.総選挙に向けた政治過程に
おける政治的リーダーシップ
の考察－麻生首相と小沢代表
にみる政局の主導権争いをめ
ぐる事例研究－

単著 平成22年3月 本論はリーダーシップのあり方を2008年9月から
年末にかけて自民党の麻生首相と民主党の小沢代
表の2人のリーダーの動きから指導者像を考察す
る事例研究である。政権交代前の政局から政治的
リーダーの駆け引き、状況判断、国民への訴えか
け、政策提言のあり方などを比較したうえで、日
本の首相のリーダーシップと他国のそれと比較す
る。

9．現代政治文化論 単著 平成22年9月 本論は政治文化論をマクロ・メゾ・ミクロの部分
から理論的な検討を行い、理論的な枠組みを提供
することを目的とする。第2次世界大戦後、政治
文化論は大きな躍進を果たしたが、1990年代に合
理的選択モデルの席巻で一時学問的な停滞があっ
たが、その後政治文化論の復権が言われている。
これらの見解をまとめておく。

10 ．ドイツ社会民主党の改
革戦略とそのジレンマ－政界
再編期における社会民主主義
の行方－

単著 平成23年11月 本論は最近のドイツの社会民主党の改革戦略とジ
レンマから現在の社会民主主義の模索、実際に改
革の行きづまり、ドイツの福祉国家のあり方を検
討する。1998年選挙に勝利したシュレーダー政権
は当初予定していた改革方針を実現できず、その
後大連合政権で様々な改革がなされたが、それは
従来の福祉国家から離脱することになる。現在の
社会民主主義のあり方を考える。

11.現代市民社会論　―　そ
の概念化への試論　―

単著 平成24年9月 1970年代以降、市民社会という用語は新しい理念
を表すようになっている。1970年代南欧諸国の権
威主義の崩壊、1989年東欧革命やソ連崩壊、1990
年代第3世界の民主化、先進国の民主化の徹底、
2010年中東・北アフリカの「アラブの春」など
で、新しい市民社会像を模索する動きが顕著に
なってきた。その点を踏まえた市民社会論を考
え、新たな市民社会論を本論では考察する。

12.グローバル化時代の西
ヨーロッパ福祉国家

単著 平成24年12月 グローバル化は現在の西欧福祉国家にどのような
衝撃を与えているのだろうか。この現象に解釈は
3つの立場で見解が異なる。第1は大きく影響す
る。第2はあまり影響しない。第3は福祉国家がグ
ローバル化に対応できる。3つの見解を検討した
うえで、グローバル化が一様な現象であることを
証明し、福祉国家の対応の仕方を個別事例を含め
て考察する。

13, バイエルンにおける政治
的カトリシズムの研究ー19世
紀国民国家形成期における
「国家と宗教」の関係から―

単著 平成25年3月 ヨーロッパ政治を考察する際には政治と宗教の関
係を抜きにして理解することはできない。とりわ
け19世紀の国民国家の形成段階では国民を統合す
る意味で国家への忠誠心を持つ国民であることと
カトリック信者との関係をどのように整合させる
のかは国民形成過程には極めて重要な問題であ
る。この事例をバイエルンに求め、その経緯を
ロッカン・モデルの視点から論じる。

14．戦後史における日本の安
全保障の変遷をめぐる議論の
整理―日米安保体制の定着、
変容、拡大について―

単著 平成25年3月 奈良産業大学紀
要第29集　129－
163頁

第2次世界大戦以降の日本での安全保障政策に関
する議論へ変遷を総合的に考察する。それには日
米安全保障体制が大きな部分を占めている。これ
は1960年の両国の締結した同条約を基にするが、
国際政治の状況は大きく変化してきた。その中で
日本が日米関係を中心にどのような安全保障政策
を議論し実際に採用してきたかを概観する。

社会科学雑誌第5巻407-
460頁

社会科学雑誌第6巻103－
138頁

社会科学雑誌第7巻　83-
285頁

奈良法学会雑誌第22巻第
1・2号1－75頁

奈良法学会雑誌第22巻第
3・4号109－141頁

奈良法学会雑誌第23巻第
1・2号　1-109頁

社会科学雑誌第3巻1－44
頁
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15．国際政治と第4次石油危
機の可能性－エネルギー資源
確保をめぐる地政学・地経済
的変動の一考察－

単著 平成25年12月 社会科学雑誌第8
巻115－177頁

戦後の先進国経済は安価な石油をエネルギーとし
た経済成長が続いたが、それが一変するのは1973
年からの第1，2，3次石油危機によるものであ
る。その危機は希少な資源と国際紛争が密接に結
びついている。その後も消費国と生産国の生産と
価格をめぐる主導権争いが続く。現在、それとは
別の第4次石油危機が国際紛争を引き起こす可能
性がある。第3世界の成長する国々が絡み、従来
とは異なった事情を解説する。

16．大統領制と議院内閣制の
比較研究－民主主義にはどち
らの統治形態がより有効なの
か－

単著 平成26年3月 社会科学雑誌第9
巻57－136頁

民主主義の統治形態には大統領制と議院内閣制、
それに半大統領制がある。民主主義と政治的安定
にはどの統治制度がふさわしいかという論争は以
前からあるが、結論はいまだに出ていない。本論
はこれまでの論争を整理し、この論争からの中心
テーマを取り上げる。そのことで民主主義の実行
性と政治的安定をいかに確保するかを検討する。

（翻訳）

1．Ｍ．アンダーソン『戦後
ヨーロッパの国家とナショナ
リズム』
（M.Anderson,States and
Nationalism in Europe
since 1945)

共訳 平成17年9月 ナカニシヤ出版
168頁

本訳は現在の欧州の国家とナショナリズムの関係
を扱った訳書。ナショナリズムは国民国家の成立
を目指し、それとともに誕生し、第1次世界大戦
終結を機に普遍的理念の1つとしての立場を獲得
した。その後極端に変質したのがナチズムやファ
シズム、ナショナリズムは信頼を失う結果となっ
た。近年ナショナリズムは「時代遅れで危険な思
想」と見なされてきた。翻訳書ではナショナリズ
ムは現在でも有効な理念であるとする立場から、
新たなナショナリズム論を構築し多角的に議論を
展開する。共訳者：土蔵莞爾。逐次共訳したので
各担当部分を区別できない。

2.E.ヘラール、S.v.ヘッケ
「ヨーロッパのキリスト教民
主主義―冷戦終了以降の加工
と上昇―」
(E.Gerard,S.V.Hecke,Europe
an Christian Democracy in
the 1990s.Towards a
Comparative Approach)

共訳 平成17年9月 法学論集第55巻
第3号237－269頁

本訳は冷戦終了以降の欧州連合加盟国のキリスト
教民主主義政党の展開を分析する。1990年代には
西欧諸国のキリスト教民主主義政党の凋落が叫ば
れた。有権者の意識、政治イデオロギー、政党な
どの変化などがその原因であるが、その一方でそ
の復活も指摘される。冷戦終了以降の状況変化の
中でキリスト教民主主義はそれに影響されるとと
もに時代を形成する役割も果たしてきたことを論
じる。共訳者：土倉莞爾。逐次共訳をしたので、
各担当部分を区別できない。

3.E．S．クラウス、B.ナイブ
レイド「日本は『大統領制』
になったのか－日本における
首相、メディア、選挙の関係

－   (E.S.Krauss and
B.Nyblade, in Japan ? The
Prime Minisiter,Media and

Election in Japan)

共訳 平成21年3月 奈良法学会雑誌
第21巻第3.4号91
－116頁

本訳は先進国共通である「大統領化」の現象を日
本に適応できるかどうかの検討を行っている。議
院内閣制の国々でも首相が事実上大統領な権限を
行使できると言われる。従来日本では首相は強い
リーダーであるよりも、様々な勢力の調整役と評
価され、政治的決定では官僚や自民党派閥ほど重
要視されてこなかった。しかし著者たちは現在そ
の事情が変化し、日本でも首相が「大統領」のよ
うな存在になっていることを論証する。共訳者：
石井晶子。逐次共訳したので、担当部分を区別で
きない。

（講演録）

1．住民投票から民主主義を
考える

単独 平成19年9月 奈良法学会雑誌
第20巻第1・2号
29－52頁

本講演録は平成18年6月石川県立武生高校で行っ
た講演である。近年日本では住民投票(直接民主
主義）が頻繁に行われるようになった。本講演で
は民主主義の視点から直接民主主義と代表民主主
義の理論、実践、長所・短所などを説明すると同
時に日本の場合は歴史的、現在的な経緯と問題点
を考えてもらう。

2．近年の日本の選挙動向－
選挙制度の政治的効果と投票
行動の変化－

単独 平成20年9月 奈良法学会雑誌
第21巻第1・2号
231－255頁

本講演録は平成20年5月第59回近畿都市選挙管理
委員会総会（於、大和高田市文化会館）において
の講演を所収している。選挙制度、そこから生じ
る「デヴェルジェの法則」、近年の選挙事情の変
化、それに伴う投票行動の変容、有権者と政党の
最近の傾向などを講演した。
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3．新世界秩序の行方－冷戦
後の国際環境と日本外交のあ
り方－

単独 平成21年3月 奈良法学会雑誌
第21巻第3・4号
117－151頁

本講演録は平成20年6月王寺町リーベルカレッジ
においての講演を所収したものである。本講演で
は、前半において冷戦終了後の世界情勢を概観
し、同時多発テロ、イラク戦争を経た現在の国際
政治情勢を解説する。後半で北東アジア情勢から
日本、中国、朝鮮半島の動向を解説する。

（学会発表）

1.ドイツの社会的市場経済の
行方―現代ドイツの政治経済
体制の変質はあるのか－

単独 平成17年4月 近代思想史研究
会（於、関西大
学）

本発表は戦後の政治経済体制の特徴である社会的
市場経済を解説する。それにその安定性の秘訣
や、それが最近では批判される事情を分析する。

2.ロッカン・モデル再考 単独 平成20年11月 関西政治史研究
会（於、奈良女
子大学）

本発表はロッカンの提示したモデル・理論を解説
し、現在にいても有効活用できることを実証する
ことを要旨する。まず、ロッカンの理論を1960年
代のものと、1970年代のものとに分けて解説す
る。前者は政党と支持者の政党システム構造の定
式化である。後者はそれを含めた国民国家形成の
比較分析モデルである。両者は一体となって現在
の西欧諸国の政治を説明し、今後の展開を類推で
きる枠組みを提供する。

3.大連立政権の崩壊とドイツ
社会民主党

単独 平成22年6月 日本比較政治学
会自由企画3「現
代ヨーロッパの
社会民主主義政
党と政権－改革
の戦略と力

量ー」（於、東
京外国語大学）

本発表は現代欧州の社会民主主義政党と政権の関
係をスウェーデン、英国、ドイツの3国の改革能
力を比較考察することを共通テーマとする報告で
ある。その中でドイツ社会民主党の事例を取り上
げた。1998年政権復帰以降から2005年大連立政権
を介して2009年に政権離脱するまでの軌跡の中で
政治経済体制の改革の経緯を報告する。結論的に
は社民党はこの間の改革に成功したとは言い難
く、逆に社会民主義の現在的意義を問われること
になった。

［注］

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。
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年月日

平成7年4月1日

平成15年4月1日

平成18年6月1日

平成18年6月1日

平成23年9月15日

平成19年4月

平成22年4月

平成23年6月

平成23年4月

平成23年9月

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　宮坂　純一

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経営学 経営管理、企業と社会、人的資源管理、企業倫理、企業社会的責任

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）ウェブ「Dialoge 　学生との対話」
http://www.nara-su.ac.jp/~miyasaka/　開設

学生との意思疎通を目的として、ウェブ「Dialoge 　学
生との対話」を運営（現在に至る）

２）経営倫理学のシラバスをウェブで開示。
平成23年度から、管理の仕組みとビジネス及び人的資源
管理論のシラバスを追加でアップ。受講生の質問に対す
る回答を記載したページも公開している。

経営倫理学の講義を、企業倫理の実践・現実をビジュア
ルに理解させる目的で、ウェブを利用して展開。その詳
細な内容を学内向けのホームページにて公開
http://www.nara-su.ac.jp/~miyasaka/ にリンクさせて
アップ（現在に至る）

３）経営学を実践的に学ぶ「場」として学内にカフェを
開設して指導する

経営を実践的に学ぶ場を提供するために、経営学部の同
僚と3人で合同ゼミとして、学内に本格的なカフェを立ち
上げる。学生がアルバイトではなく、事業主体として参
加する。学生が、仕入れ、マーケティング、会計等に直
接関わり、学生が経営するカフェとして多くのマスコミ
から取材を受ける。ビジネス学部のプロジェクト演習の
モデルとなった活動（現在に至る）

４）カフェ・メーリングリスト プロジェクト演習（カフェ経営プロジェクト）を円滑に
運営するために、カフェ開店時前から「カフェ・メーリ
ングリスト」を構築する（現在に至る）。

５）専門演習のテキストとして「ケーススタディで学ぶ
企業と社会」を作成。簡易製本して学生に配付

専門演習Ⅰ用のテキスト

１）『ビジネス入門』奈良産業大学ビジネス学部(単著) 奈良産業大学ビジネス学部1回生対象に開講されている
「ビジネス入門」の講義テキスト。それ以降、毎年微調
整を施している。

２　作成した教科書，教材

２）『アドバンスト経営学』中央経済社(共著) 大学院レベルの体系的テキスト。基本的・通説的な理論
はもちろん最新の理論・テーマにも言及、経営学の全体
像を偏りなくつかむことができる。各章とも現実編と理
論編から構成され、現実・実際から理論・学説へとス
ムーズに読み進められる。第10章企業倫理担当（340－
373）

３）『新版　要説経営学』文眞堂(共著) 経営学の全領域にわたり、些末な内容をそぎ落として、
重要な要点のみを包括的かつコンパクトに記述。本書1冊
で優に十数冊以上の経営学書に匹敵する内容をカバーす
る。中~上級学習者向けの講義テキスト、大学院受験者や
修士課程大学院生の知識整理、各種試験参考書などとし
て、高効率な学習ができるように各種の工夫がなされて
いる｡第11章人的資源管理（139-154）、第14章労使関係
と従業員の権利（180-190）,第22章ステイクホルダー･マ
ネジメント型企業への転換（290-302）担当

４）『管理の仕組みとビジネス』奈良産業大学ビジネス
学部(単著)

奈良産業大学ビジネス学部1回生対象に開講されている
「ビジネス入門」の講義テキストを、カリキュラム改訂
に合わせて書き直したもの

５）『ケーススタディで学ぶ　企業と社会』(単著) 専門演習のために、実例から14件のケースを作成したテ
キスト
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昭和54年以降現
在に至る

平成10年７月/平
成11年３月（現
在に至る）

平成17年2月17日

平成18年11月

平成20年10月

年月日

１）教育者・研究者としてのピア評価 自著への書評及び依頼されて執筆した書評：宮坂純一著
『ソビエト労務管理論』（奥林康司）『国民経済雑誌』
第139巻第３号（1979年）／トムソン＆ヴィドマー著片岡
信之＋宮坂純一＋小田福男訳『米ソ比較経営学』（奥林
康司）『窓』第111号（1987年）／トムソン＆ヴィドマー
著片岡信之＋宮坂純一＋小田福男訳『米ソ比較経営学』
（笹川儀三郎）『経営史学』第22巻第２号（1987年）／
宮坂純一著『社会主義経営とモチベーション』（大島國
雄）『アジア経済』第31巻第11号１990年）／宮坂純一著
『社会主義経営とモチベーション』（加藤志津子）奈良
産業大学『産業と経済』第５巻第３号（1990年）／大島
國雄著『社会主義経営学』『アジア経済』第31巻第11号
（1990年）／宮坂純一著『経営管理の論理』（晃洋書
房、1991年）を読んで――Ｔ君への手紙――（篠原三
郎）奈良産業大学『産業と経済』第６巻第３号（1991
年）／西岡健夫著『市場・組織と経営倫理（文眞堂、
1996年）を読む』奈良産業大学『産業と経済』第12巻第
１号（1997年）／宮坂純一著『ステイクホルダー・マネ
ジメント』（出見世信之）『比較経営学会誌』第29号
（2005年）／宮坂純一著『ステイクホルダー行動主義と
企業社会』（晃洋書房、2004年 を読んで――Ｔ君への手
紙――（篠原三郎）奈良産業大学『産業と経済』第20巻
第２号（2005年）／山縣正幸著『企業発展の経営学』を
読む『産業と経済』第22巻第２号（2007年）／宮坂純一
著『道徳的主体としての現代企業』（山縣正幸）奈良産
業大学『産業と経済』第24巻第３・４号（2010年）／宮
坂純一著『道徳的主体としての現代企業』（田中一弘）
『組織科学』Vol.43  No.4（2010年）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

５　その他

２）専門領域関連のホームページ作成 「経営倫理学への招待」http://www009.upp.so-
net.ne.jp/juka/及び「日本的経営への招待」
http://www5f.biglobe.ne.jp/~juka2/を開設。学生をは
じめとして研究者や実務家等から質問が多数寄せられ
る。

３）企業倫理専門家としての評価 朝日新聞夕刊文化欄に写真入りで「企業倫理研究の第一
人者として」紹介される。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）なし

１　資格，免許

１）講演 2006/11/25 「企業倫理・コンプライアンスについて考える～ＣＳＲ
の陥穽､ＣＳＲは1960-70年代の社会的責任論の焼き直し
なのか～」（社）日本消費生活アドバイザー・コンサル
タント協会西日本支部主催「企業における消費者対応講
座」

２）講演 2008/10/11 「企業不祥事。なぜに、起こり、再発するのか。」
【奈良産業大学リーベル王寺公開講座】

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

１）特記事項なし
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
１．ステイクホルダー行動
主義と企業社会

単 平成17年2月 企業とステイクホルダー(株主、従業員、消費
者、地域社会,自然環境など)の間に生じている
問題、ステイクホルダーが、社会や企業に対し
て主張していることなどを、ビジネスエシック
スの発想を借りて整理し、展望する。

２．応用倫理学事典 共 平成19年12月 加藤尚武責任編集宮坂純一他編。社会にコミッ
トする倫理学である「応用倫理学」の全貌が見
渡せる、この分野初の中項目事典。わが国の
「応用倫理学」各分野で活躍中の研究者総勢200
名が執筆に参加。様々な身の回りのキーワード
について、哲学的・倫理学的概念を援用しなが
ら具体的に考察する。収録する中項目見出し語
数は約350。巻末索引の収録語数は約3000語で、
それぞれの用語に対応する英語も併記。７企業
倫理・経営倫理を編集執筆（338-399）

３．現代企業の新地平 共 平成20年8月 片岡信之・海道ノブチカ編。新自由主義に基礎
を置く経済政策が深刻な社会的諸問題を生み出
してきた今日、それと一体の株主中心的企業モ
デルを問い直すとともに、改めてヨーロッパ・
モデルの持つ現代的意義に目を向けてみること
は、意味のあることと思われる。本書の意図す
るところは、まさにこの点であり、その課題
を、三部に分けて考察する。第８章現代企業と
ステイクホルダーマネジメント担当（117-130）

４．道徳的主体としての現
代企業

単 平成21年8月 企業不祥事は何故に繰り返されるのか。ビジネ
ス・エシックスの発想を借りて理論的に説明
し、不祥事が起こらないために何を為すべきな
のか、という課題にひとつの回答を提示する。

５．アドバンスト経営学 共 平成22年4月 ［前掲］片岡信之、齊藤毅憲、佐々木恒男、高
橋由明、渡辺峻編。大学院レベルの体系的テキ
スト。基本的・通説的な理論はもちろん最新の
理論・テーマにも言及、経営学の全体像を偏り
なくつかむことができる。各章とも現実編と理
論編から構成され、現実・実際から理論・学説
へとスムーズに読み進められる。第10章企業倫
理担当（340－373）

６．新版　要説経営学 共 平成23年6月 ［前掲］経営学の全領域にわたり、些末な内容
をそぎ落として、重要な要点のみを包括的かつ
コンパクトに記述。本書1冊で優に十数冊以上の
経営学書に匹敵する内容をカバーする。中~上級
学習者向けの講義テキスト、大学院受験者や修
士課程大学院生の知識整理、各種試験参考書な
どとして、高効率な学習ができるように各種の
工夫がなされている｡第11章人的資源管理（139-
154）、第14章労使関係と従業員の権利（180-
190）,第22章ステイクホルダー･マネジメント型
企業への転換（290-302）担当

（学術論文）
１．統合社会契約論につい
て考える(下)）

単 平成18年3月 ドナルドソンとダンフィによって「ビジネスエ
シックスの統合理論」として提唱され世界的に
大きな反響を呼んだ「統合社会契約論」の内容
を理論的に詳細に吟味する。マクロ契約、ミク
ロ契約、契約されたモラル合理性、モラルフ
リースペース、ハイパー規範、プライオリティ
ルール等がキーワード。２回に分けて掲載。

４　その他

１）特記事項なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

文眞堂

奈良産業大学『産業と経
済』第18巻第３号（351-
369)

晃洋書房

丸善

千倉書房

晃洋書房

中央経済社

3
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２．環境倫理学とビジネ
ス・エシックス

単 平成16年6月 自然を「物言わぬ（サイレント）」ステイクホ
ルダーとして位置づけて、現代企業は自然とど
のように「付き合う」べきなのか、を考える。
人間中心主義からの脱却、世代間倫理、環境保
全、等がキーワードである。

３．コミュニティ・ビジネ
スとビジネス・エシックス

単 平成16年6月 地域社会を重要なステイクホルダーとして位置
づける立場から、コミュニティビジネスのあり
方を経営倫理学的に考える。ビジネスの視点と
コミュニティの視点をどのように結合するの
か、を中心に、事例分析を含めて、コミュニ
ティビジネスの原理、歴史が検討されている。

４．発言する消費者たち 単 平成16年6月 依頼原稿。「物申す」のは株主だけではなく、
消費者も「当事者」として積極的に発言し行動
している現実の意味を考える

５.公益通報者保護制度と労
働組合

単 平成16年6月 依頼原稿。内部告発に対する評価が「ヒー
ロー」か「裏切り者」に大別される通説を廃し
て、内部告発がおこなわれないような組織を作
り上げるためにはなにが必要なのか、という視
点から、内部告発の問題点を整理する。

６．社会的に責任ある組織
への途

単 平成16年6月 依頼原稿。事例の紹介を通して、「社会から信
頼される企業」の意味を考える。

７．ビジネス・エシック
ス、ステイクホルダー・マ
ネジメントそしてＣＳＲ

単 平成17年9月 ステイクホルダーという概念が「一般化」する
に伴って、企業と社会の関係を巡ってさまざま
な概念が明確に定義されずに使われし混乱して
いる現状を考えて、企業を道徳的主体として考
える立場から、ビジネスエシックス、ステイク
ホルダーマネジメント、ＣＳＲを概念的に交通
整理した論攷である。

８．生活賃金の問題提起 単 平成17年10月 依頼原稿。アメリカの各地で、生活ができる賃
金を求めて「草の根」運動が広範囲にわたって
展開されている。いまなぜ「生活賃金」が問題
になっているのか。その推移と現状だけでな
く、日本の年功賃金との関連を含めて、その意
味を考える論攷である。

９．スウェットショップか
らの問題提起

単 平成17年12月 スゥエットショップに対する反対運動が、特
に、児童労働、強制労働等の観点から、世界的
に展開されている現状を概観し、それを擁護す
る立場の紹介をを含めて、スゥエットショップ
問題を整理し、今後を展望する。

10．人権、そして働くもの
の権利

単 平成17年12月 ＩＬＯ、ＧＲＩ、ＳＡ８０００，ＥＴＩ、サリ
バン原則、等の国際的な労働基準の比較研究。
その有用性と含意を中心に、論じている。

11．スウェットショップは
超えられたのか？

単 平成18年6月 スウェットショップを巡る議論を整理した後、
ナイキとアディダスの事例（アンチ・スウェッ
トショップ運動への対応策）を分析して、その
企業行動の意味を考えることが本稿の目的であ
り、モラルイマジネーションが重要なキーワー
ドである。

12．ビジネスエシックスと
三つの陥穽）

単 平成19年3月 田中照純「企業倫理学に潜む３つの陥穽」に対
する反論。倫理学への陥没、ステイクホルダー
論による眩惑、主観的規範論への傾斜、という
３つの論点を巡って、論争が展開されている。

13．コミュニティ・ビジネ
ス概念の確立に向けて
（１）－－－奈良県コミュ
ニティ・ビジネスの経営学
的研究序説

共 平成19年9月 奈良県はコミュニティビジネス後進県である。
その奈良県の実態把握を目指して、本稿では、
その準備作業として、コミュニティビジネスの
定義を分析し、コミュニティビジネスの指標を
確立している。奈良県コミュニティビジネスの
実態調査の結果は活字化はされていないが、
ウェブで「資料」を公開している。

『奈良産業大学紀要』第
21号（101-126）

奈良産業大学『産業と経
済』第22巻第１号
（97-118）

奈良産業大学『産業と経
済』第19巻第２号（97-
117）

奈良産業大学『産業と経
済』第19巻第２号（119-
142）

『リスクマネジメント
Business』第17巻第４号
(18-22)

『労働調査』第423号
（4-9)

『人事院月報』No.663
（16-19）

奈良産業大学『産業と経
済』第20巻第３号（147-
175）

『労働調査』第423号
（38-57）

『奈良産業大学　紀要』
第21号（59-80)

奈良産業大学『産業と経
済』第22巻第１号
（1-16）

奈良産業大学『産業と経
済』第22巻第２号（1-
17）
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14．コミュニティ・ビジネ
スの新たな展開：地域経済
開発から住民主体地域密着
型ビジネスへ －－－イギリ
スの事例を中心として

単 平成19年120月 コミュニティビジネスないしはソーシャルビジ
ネスは欧米においてさまざまな事業主体のろと
で展開されている。本稿では、イギリスの先進
的事例に学ぶという形で、彼の地で積極的に推
し進められている地域経済開発から住民主体地
域密着型への転換のプロセスそしてその実態を
理論的にまた実態分析を不決めて論じている。

15．道徳的主体としての現
代企業

単 平成20年7月 自然人としての個人だけではなく、人工的につ
くりだされた組織に対しても、道徳的責任を問
うことができる－－これが「企業道徳的主体」
説である。これに対して賛成する立場、否定す
る立場の所説を批判的に検討したあとで、筆者
の見解を、積極的に提示している。

16．現代企業とステイクホ
ルダー・マネジメント

共 平成20年8月 企業を道徳的主体として見なすことができると
いう立場から、新しいマネジメントをあり方を
提唱する。企業はいわば企業と各種のステイク
ホルダーとの間のさまざまな契約の束であり、
それらを契約を遂行することがステイクホル
ダーマネジメントである、と主張する。

17．従業員の権利について
考えるひとつの視点－－労
働ＣＳＲ序説

単 平成21年3月 ＣＳＲを従業員の視点から論じた論攷。働くも
のの権利としての人権が企業内社会でどのよう
に保障されるのかについて、アメリカ企業で注
目されている「デュー・プロセス」に注目し
て、その歴史、原理、現状について整理し、日
本企業への教訓を列挙している

18．人的資源管理（HRM）と
倫理－－人的資源管理をビ
ジネス・エシックスの視点
から考える

単 平成22年3月 人的資源管理（HRM）の枠内にビジネスエシック
スの問題提起をどのように組み込むのかを中心
論じる。人的資源管理（HRM）を倫理の視点から
本格的に論じた文献はこれまで少なく、おそら
く本稿が我が国では最初の試みであろう。

19．企業倫理  共 平成22年3月 没道徳性神話、倫理綱領、ＣＳＲ、社会的責任
投資、社会的ミッション、ステイクホルダー、
ステイクホルダーマネジメント、ソーシャルス
クリーニング、社会的企業、コミュニタリアニ
ズム、等をキーワードとして、企業と社会の関
係を、企業倫理の視点から、現実を踏まえて理
論的に概観する。

20．何故に、企業は倫理を
問われるのか

単 平成23年1月 依頼原稿。現在、社会から企業に求められてい
ることを、企業倫理の立場から、道徳的主体と
しての企業という概念に基づいて、整理する。

21．ステイクホルダー・セ
オリーと従業員－－ステイ
クホルダー・セオリーとし
ての　　　従業員の二面性
を中心として

単 平成23年3月 ステイクホルダーとしての従業員には、会社と
対峙する側面と会社を代表する経営者に連なる
存在として社会と対峙する側面という２つの側
面があるとの立場から、従業員ステイクホル
ダーの特殊性を本格的に論じている。

22．人的資源管理 共 平成23年3月 ワークライフバランス、ヒト資源、エンプロイ
アビリティ、長期決済型賃金、成果給、コンピ
テンシー給、ワークルール、等をキーワードと
して、現代人的資源管理のあり方を整理する。

23．労使関係と従業員の権
利

共 平成23年3月 労使協議制、国際的労働基準、労働ＣＳＲ、任
意雇用、ディーセントワーク、等のキーワード
で、現代の労使関係のあり方を整理する。

24．ステイクホルダー・マ
ネジメント型経営への転換

共 平成23年3月 株主中心のストックホルダー型・マネジメント
からステイクホルダー型マネジメントへの転換
が徐々に進行しているとの認識能もとで、現代
企業のガバナンスを整理する。ＣＳＲ、株主行
動主義、ステイクホルダー行動主義、等がキー
ワードである。

片岡信之編『新版　要説
経営学』文眞堂所収
(139-154)

片岡信之編『新版　要説
経営学』文眞堂所収
(180-190)

『奈良産業大学　紀要』
第22号（39-58）

奈良産業大学『産業と経
済』第23巻第１・２号
（19-45）

片岡信之・海道ノブチカ
編『現代企業の新地平』
千倉書房所収（117-
130）

奈良産業大学『産業と経
済』第23巻第３・４号
（1-29）

奈良産業大学『産業と経
済』第24巻第３・４号
（1-18）

片岡信之他編『アドバン
スト経営学』中央経済
社、2010年所収（340-
375）

経営倫理実践センタ－
『経営倫理』No.61（8-
10）

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第２
巻（1-18）

片岡信之編『新版　要説
経営学』文眞堂所収
(290-302)
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25．ロシアでモチベーショ
ンはどのような内容で教え
られているのか

単 平成24年11月
1990年代以降ロシアでは再び欧米系のマネジメ
ント思想・技術に大きな関心が払われ摂取がお
こなわれてきたが、今日では、それらの経験を
踏まえてマネジメント関連の斬新な『テキス
ト』が数多く刊行されている。本稿は、モチ
ベーションをタイトルとする十数冊のテキスト
の内容を精査し、欧米及びソビエト時代のモチ
ベーション論の異同を中心に、マネジメント文
化（管理）の一般性と特殊性の問題にアプロー
チしたものである。

26.「道徳的主体としての現
代企業」の存在論的意味

単 平成24年12月
経営学をはじめとする社会科学のタームとの関
連で「道徳的主体としての企業」を概念的に整
理して、株式会社論の文脈で位置づけ、その存
在論的意味を考える。例えば、会社は誰のもの
であるのか？という問題に対しては、会社は会
社自体のものであり、その会社にはひとつの組
織体として独自の意思がある、と積極的に主張
する。

27.ロシアのビジネスエシッ
クスについて

単 平成24年12月 ロシアでは2000年以降ビジネスエシックスへの
関心が高まっている。しかし概念自体が英語圏
の「借り物」であり、ロシア独自のビジネスエ
シックスの構築にまでは至っていない。本稿
は、さまざまな文脈で使われているビジネスエ
シックスの概念整理にはじまり、実践的には、
倫理綱領の制定が重要視されている、ロシアの
ビジネスエシックス関連の学界及び実務界の現
状を、ロシア語文献を読みこなして、解明した
ものである。

28.企業社会的責任論の生成
と展開（上）

単 平成24年12月
2010年に刊行されたロシアのＣＳＲ研究の第一
人者ブラゴフの『企業社会的責任：概念の進
化』はＣＳＲ論通史として第一級の作品であ
る。単独の著者による通史は欧米でも希であ
る。本稿はその作品を批判的に紹介しＣＳＲ研
究の現状の問題点を抽出し、現代社会の在り方
を問うものである。ブラゴフは欧米系のＣＳＲ
研究を文献史的に追体験し、企業市民、サス
ティナブル経営にも言及した上で、ロシアの観
点を盛り込んで独自に整理しており、我々に
とっても教えられることが多々ある。３回に分
割して掲載。

29.企業社会的責任論の生成
と展開（中）

単 平成25年2月 2010年に刊行されたロシアのＣＳＲ研究の第一
人者ブラゴフの『企業社会的責任：概念の進
化』はＣＳＲ論通史として第一級の作品であ
る。単独の著者による通史は欧米でも希であ
る。本稿はその作品を批判的に紹介しＣＳＲ研
究の現状の問題点を抽出し、現代社会の在り方
を問うものである。ブラゴフは欧米系のＣＳＲ
研究を文献史的に追体験し、企業市民、サス
ティナブル経営にも言及した上で、ロシアの観
点を盛り込んで独自に整理しており、我々に
とっても教えられることが多々ある。３回に分
割して掲載。

30.ロシアにおけるソーシャ
ルビジネス研究及び実践の
一断面

単著 平成25年3月 日本ではコミュニティビジネスとして知られて
いるロシアのソーシャルビジネスに焦点を合わ
せ、その理論的状況と現実の一端を解明する。
ロシアでは、一方で、ＮＰＯが続々と立ち上げ
られ、他方で、ＣＳＲへの関心が深まり、地域
住民が政府に頼らずに社会的課題をビジネスの
手法で解決する社会的条件が整備されつつある
が、マイクロファイナンスはいまだかなり不十
分である。その現状を分析することによって、
我が国のコミュニティビジネスそして社会的企
業が抱えている問題点がより鮮明に浮かび上が
り、今後の対応に向けて教訓が得られる。

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第５
巻(503-539)

『奈良産業大学紀要』第
28集(120-140)

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第６
巻(139-171)

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第６
巻(173-222)

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第７
巻(355-390)

『奈良産業大学紀要』第
29集(165-184)
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31.ロシアではＨＲＭがどの
ように教えられているのか
単著 平成25年12月

単著 平成25年12月 ロシアでは、市場経済へと転換とともに、様々
なマネジメント領域において、個別の企業に大
きな自由裁量が与えられることになった。人事
管理の領域はそのような流れの中でよりラジカ
ルな変貌を遂げている場である。本稿では、人
的資源管理というタームが積極的に取り入れら
れている現状に注目して、その「人的資源管
理」が高等教育機関でいかなる内容で教えられ
ているのかという問題意識のもとで、現在のロ
シアのマネジメントのあり方を解明し、その意
味を考えるための視点を提供している。

32.企業社会的責任論の生成
と展開（下）

単著 平成25年12月 2010年に刊行されたロシアのＣＳＲ研究の第一
人者ブラゴフの『企業社会的責任：概念の進
化』はＣＳＲ論通史として第一級の作品であ
る。単独の著者による通史は欧米でも希であ
る。本稿はその作品を批判的に紹介しＣＳＲ研
究の現状の問題点を抽出し、現代社会の在り方
を問うものである。ブラゴフは欧米系のＣＳＲ
研究を文献史的に追体験し、企業市民、サス
ティナブル経営にも言及した上で、ロシアの観
点を盛り込んで独自に整理しており、我々に
とっても教えられることが多々ある。３回に分
割して掲載。

33.ロシアのおけるＣＳＲ教
育充実に向けた動き

単著 平成25年12月 1990年代以降のロシアのビジネススクールの全
般的な歴史を整理したうえで、具体的な事例の
ひとつとして、サンクトペテルブルグ大学ビジ
ネススクールに焦点を当てて、カリキュラムの
分析を試みる。その結果判明したことは、学部
教育だけでなく大学院レベルの教育でも、ビジ
ネスエシックスあるいはCSRを軸としてカリキュ
ラムが構築され、マネジメント教育が推進され
ているという事実であり、この経験は、モデル
として、他のビジネススクールにも導入されて
いる。

34.ロシアにおけるコーポ
レートガバナンスへの取り
組み

単著 平成26年3月 ロシアの高等教育機関で学ぶ学生を対象に執筆
された「コーポレートガバナンス」関連のテキ
スト（教科書、参考書等）を読み込みその内容
を精査して、「コーポレートガバナンス」とい
う事象がいかなる意味で教えられているのか、
を解明した論文。この作業によって、ロシアが
原則としてはアメリカ型のガバナンスを志向し
ていることが判明したが、それだけではなく、
ロシアが英語圏をはじめとする欧米の企業統治
からどのようなことを学び、自国の文化に適し
たガバナンス構築を進めているのか、その一端
が見えてくる。

35.ロシアから見たソーシャ
ルアントレプレナーシップ
論の現状

単著 平成26年3月 ソーシャルアントレプレナーシップ、言葉を換
えて言えば、社会企業家、社会的企業の活動が
世界的に注目を集めている。私経済、公経済だ
けではなく、今後は、社会経済（第3セクター）
のあり方に私たちの未来が掛かっている、とい
う考え方である。本稿は、このことを念頭に置
いて、ソーシャルアントレプレナーシップを巡
るロシアの現状を、理論と実際の２つの側面か
ら検討し、私たちに突きつけられている課題を
丁寧に整理した論文である。

36.ロシアの企業市民概念と
その現実

単著 平成26年3月 CSRは進化する概念であり、今日では、そのCSR
と企業市民概念の相互関連を巡って議論が錯綜
し、実践的にも少なからざる混乱を引き起こし
ている。本稿では、そのような現状に対して、
筆者なりにひとつの回答を提示することを意図
して執筆されたものである。具体的には、この
領域で「後進国」であるロシアの現状を題材と
して、理論的に問題点を整理し今後を展望して
いる。

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第９
巻(195-230)

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第９
巻(231-282)

『奈良産業大学紀要』第
30集(99-114)

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第８
巻(1-50)『

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第８
巻(51-90)

『地域公共学総合研究所
所報』第４集(25-52)
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（その他）

［注］

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
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年月日

平成23年4月3
日、平成24年4月

3日

平成24年7月5日

平成00年0月0日

平成00年0月0日

平成22年6月19日

年月日

昭和00年0月

昭和00年0月

昭和00年0月

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　森  　基雄

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

英語学 英語の起源と歴史

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

２　作成した教科書，教材

１）森　一郎・森　基雄　『耳から覚える試験にでる英
文解釈　ＣＤ付き』　青春出版社

本書は英文解釈の急所を116とし、大学受験に必要なエッ
センスを厳選したものである。そして中身を再度点検の
上、より見やすく、わかりやすく使用できるよう２色刷
りとし、記憶シートと合わせて使用することによって英
文解釈力をより身につけられるようにし、さらに≪急所
≫部分をＣＤに収録し、繰り返し聞くことで勉強効率が
上がることを目指した。

１）全学レベルでプレースメントテストを実施し、学力
別のクラス編成による授業を実施。

　英語の基礎学力が極端に低い学生のケアーを重視した
クラス編成を行い、ｅ-ラーニング教材で英語の基礎を１
から学ばせることにより、本学の英語会話、英語読解と
いったやや発展的なレベルに向かう科目の習得のための
土台作りを目指した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

１）

１）奈良県北葛城郡王寺町の王寺りーベルカレッジでの
公開講座にて「英語の誕生」と題して講演

　英語はもともと印欧語族の中のいくつものグループの
１つであるゲルマン語派の１方言であったこと、英語の
歴史はドイツの北部にいたゲルマン民族の一部が西暦５
世紀にブリテン島に移住してきたことに始まること、
English、Englandという名称の由来、そして今日の英語
のスペルと実際の発音との間に大きなギャップができて
しまっことの歴史的背景など、世間一般にはなじみの薄
いと思われる英語の裏話的な内容の講演。講演後のアン
ケートの結果も好評であったとの報告をいただいた。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許 　

２　特許等

１）

１）

３　実務の経験を有する者についての特記事項
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昭和00年0月

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
単 平成00年0月

（学術論文）
1.古英語強変化動詞  (Ⅲ) 単 平成16年12月 　古英語強変化動詞の過去時制の接辞と古英語強

変化動詞第1類の活用における母音交替と子音交
替の成立過程を、他の古代ゲルマン諸語のケース
と比較しながら印欧祖語までさかのぼって考察す
ることにより、西ゲルマン諸語、そしてその中で
もさらに古英語が独自に発達させた音韻、形態上
の特徴とそこに至るまでのプロセスにおける問題
点について論じた。

2.古英語強変化動詞  (Ⅳ) 単 平成19年12月 古英語強変化動詞の第2類と第3類の活用における
母音交替と子音交替の成立過程を印欧祖語までさ
かのぼって考察し、他の古代ゲルマン諸語のケー
スとは異なる古英語独自の音変化によって大きく
様変わりした古英語の第2類と第3類の音韻、形態
上の特徴とそこに至るまでのプロセスにおける問
題点について論じた。

3.古英語強変化動詞6類につ
いて

単 平成24年11月 古英語強変化動詞１～５類では不定詞～過去単数
～過去複数～過去分詞における母音交替は究極的
にはすべて印欧祖語の母音交替の基本パターンで
あるe～o～ゼロ～ゼロにさかのぼると考えられる
にに対し、本稿のテーマである６類はゲルマン祖
語のa～ō～ō～aという一見大きく逸脱したものの
ように見えるパターンを示す。本稿ではまずこの
母音交替が後に古英語ではさまざまな音変化を受
けたことにより古英語が独自に発達させた６類の
状況について詳細に論じた上で、ゲルマン祖語の
a～ō～ō～aそのものの印欧語としての真の起源に
ついても主に最新の説に基づき、その問題点も含
めて論じた。

4.古英語強変化動詞  (Ⅴ) 単 平成24年12月 　古英語強変化動詞１～３類の語根母音が基本的
には不定詞～過去単数～過去複数～過去分詞にお
いてe～o～ゼロ～ゼロという印欧祖語の単純な基
本パターンにそのまま還元できるのに対し、本稿
がテーマとして取り上げたものはより複雑で従来
から議論の多い４，５類である。４類の語根母音
は印欧祖語のe～o～ē～ゼロに、５類のそれは印
欧祖語のe～o～ē～eにそのまま由来するかのよう
にも見えるが、１～３類にはなく４，５類に共通
して現れる、印欧祖語のēにさかのぼるかのよう
に一見思える過去複数の長母音については特に、
ゲルマン語派以外のグループの動詞と比較する
と、形態論的に見て印欧祖語にそのままさかのぼ
るものとは考えにくいとする学者も多い。その真
に語源的な解釈については見解の分かれるところ
であり、その最新とも言える説を中心に議論を進
めつつ、同時に４，５類がゲルマン祖語から古英
語に至るまでのさまざまな音変化を受けて古英語
独自のさらに複雑な様相を呈するに至った過程に
ついても論じた。

４　その他

１）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良産業大学紀要第20集
P.61～P.68

奈良産業大学紀要第23集
P.59～P.68

奈良産業大学『社会科学
雑誌』第5巻 p.541～
p.558

奈良産業大学紀要第28集
p.151～p.159
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5. 重複動詞とその古英語に
おける発達

単 平成24年12月 ゲルマン語の強変化動詞の７つのクラスのうち、
最終の７類として分類されるのがこの重複動詞で
あり、このグループはまさに寄り合い所帯の様相
を呈する。そして従来特に問題とされてきた過去
形の母音は古英語（そしてゴート語以外のすべて
のゲルマン語）においては印欧祖語のアプラウト
を反映するものではなく、完了形の要素である重
複接頭辞の母音eと語根母音の縮合により形成さ
れたとする説が依然有力であることを改めて確認
した。その結果、重複動詞が真に示すアプラウト
はむしろ時制変化外の同根語に存在することは明
らかであり、またそのことをはっきりと具体的に
示すために、ゲルマン以外の語派も含め、同根で
アプラウトの関係にあると思われるその多くの実
例を挙げ、さらに重複動詞の現在時制の母音の起
源、すなわちその真のアプラウト階梯についても
考察した。

（その他）
単 平成00年00月

［注］

奈良産業大学『地域公共
学総合研究所年報』第3集
p.109～p.117

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
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年月日

平成24年3月

年月日

４　その他

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

１　資格，免許

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

５　その他

１）特記事項なし

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）特記事項なし

１）奈良産業大学ビジネス学部教科書『管理の仕組みと
ビジネス（ビジネス入門）』

共著　本学ビジネス学部宮坂純一教授著作の教科書の一
部を修正したものである。
専門基礎科目（1年次配当、半期、選択、２単位）におい
て使用する。
　共著者：◎宮坂純一、矢倉伸太郎

２　作成した教科書，教材

１　教育方法の実践例

１）特記事項なし

経営学 酒造企業経営史、地域経済史、地域産業史

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　矢倉 伸太郎

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
コミュニティ・ビジネス概念
の確立に向けて（Ⅰ）－奈良
県コミュニティ・ビジネスの
経営学的研究序説－

共 平成19年8月 　われわれの本来の目的は、奈良県のコミュニ
ティ・ビジネスの実態を調査し分析することで
ある。本稿はその一環としてまず、欧米のコ
ミュニティ・ビジネスの実情を、地域経済開
発、シビック・アントレプレナーならびに地域
金融に関する事例を分析し、考察する。次い
で、奈良県を中心としたわが国の先進的なコ
ミュニティ・ビジネスの取組の事例研究を積み
重ね、その後コミュニティービジネスについて
の、われわれの定義を提示する予定である。
 共著者：◎宮坂純一、矢倉伸太郎、西村　剛

（その他）

［注］

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

『産業と経済』  第22巻
第2号　73頁～110頁

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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年月日

平成14年 4月～
現在に至る

平成16年 4月～
平成18年 3月

平成16年 4月～
現在に至る

平成19年 4月～
平成21年 3月

平成19年 4月～
現在に至る

平成19年 4月～
現在に至る

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　武谷　嘉之

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経済学 経済史、社会史

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

５)体験型学習を契機とした自発的・主体的カリキュラムの
構築と実践－プロジェクト演習を中心として－

ビジネス学部設立にあたって、申請するカリキュラム
の立案にあたり体験型学習と体系的理論の修得を一体
としたプロジェクト演習中心カリキュラムを構想し、
ビジネス学部のカリキュラムとして実践した。具体的
にはプロジェクト演習毎に重点科目・推奨科目を指定
し、体験を中心としたプロジェクトとそれに必要な理
論・知識を融合できるようなカリキュラムとした。ま
たこれを全学部的に実施するために各プロジェクト演
習担当者と面談を行い、学部として授業内容のチェッ
クをする体制を取った。

＜奈良産業大学経済学部ビジネス学部において＞

１)体験学習を取入れたゼミの運営 専門演習において早い時期に学外での工場見学等を取
入れることによって、その後の演習における学習と実
際の社会のつながりを実感させた。これによって学習
意欲を引出した。また夏季休暇中には合宿を行い、研
究を深めた。具体的な訪問先は大阪歴史博物館、法隆
寺、トヨタ自動車本社工場、産業技術記念館、熊本城
などである。

２）moodleを応用したＥ－ラーニングシステムを利用した日
本経済史の復習システム

ＷＥＢ上で日本経済史の復習､および小テストの受験
を可能とした｡原則的に講義のあった日とその翌日に
２０問程度の小テストを毎回受験することとして、ロ
グを取ることによって学習の進捗状況を把握した。ま
た定期試験前に解説をつけたものを配布し、再受験を
勧めることによって、学生の主体的な取り組みを引き
出した。

３)講義おけるレポートの活用 日本経済史、および産業経済史の講義においてレポー
ト課題の任意提出を認め、添削して返却した。これは
受講生のなかに相当程度理解度に差のある現状の中
で、上述の小テストだけではその差が埋らないと考え
たからである。レポートの課題を複数提示し、学生が
その興味に従ってレポートを作成することによって、
理解度の高い学生にとっても、低い学生にとっても積
極的に学習を深める契機となった。

４)資格取得と連動させたITリテラシー実習の実施 ビジネス学部の初年次教育として行ったITリテラシー
の実習にマイクロソフトオフィススペシャリストの受
験を前提とする内容を取入れた。それまで奈良産業大
学では同資格取得者は年間１桁に満たなかったが、受
講生の８０％の２５名を超える資格取得者を出した。
単に資格を得たにとどまらず、比較的成功経験の乏し
い本学学生に対して１年生の前期に一般に認められる
資格を取得できたという達成感を与えることができ
た。学生アンケートにおいても非常に高い満足度が検
出された。

６）初年次教育における学外見学を中心としたカリキュラム
の実践

初年次教育において学外見学を核として、事前研究・
現地調査・研究発表の過程を取入れた。座学による準
備、現地での見学、調査、調査報告書の執筆、報告発
表という流れの中で、基本的な研究態度を身につけさ
せることができた。さらにグループワークを基本とす
ることによって今後の大学生活の仲間づくりにも役だ
てた。具体的な見学先は中小企業の支援を行っている
クリエイションコア東大阪などである。
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平成21年 4月～
現在に至る

平成22年 4月～
現在に至る

平成22年 9月～
平成23年 7月

平成23年 4月～
現在に至る

平成21年 4月～
平成22年 3月

平成23年 4月～
平成24年 3月

平成16年 4月～
平成19年 3月

平成23年 4月～
現在に至る

平成23年 4月～
現在に至る

平成25年 4月～
現在に至る

平成00年0月0日

＜天理大学人間学部において＞

１１)パワーポイントを利用した授業教材作成とその配布 日本経済史の講義においてパワーポイントで教材を作
成し、学生が学内からアクセス可能なフォルダにファ
イルとして公開することで、予習・復習などの自学を
助けることができた。

７)パワーポイントを利用した授業教材作成とその配布 日本経済史の講義においてパワーポイントで教材を作
成し、学生が学内からアクセス可能なフォルダにファ
イルとして公開することで、予習・復習などの自学を
助けることができた。

８)学外NPOと連携した演習運営 NPOと連携して演習に社会活動を取込むことによって
体験と理論の結合を図った。具体的には地球温暖化に
ついて輪読形式で学ぶとともに、温暖化防止活動をし
ているNPOが奈良各地で行っているイベントにスタッ
フとして参加し、啓蒙活動をしたり、奈良産業大学地
域連携推進委員会と共催で地球温暖化に関するシンポ
ジウムを開催したりした。

９)学外企業とのコラボレーションによる演習運営 学生食堂を運営企業(株式会社ダイショク)に協力して
運営することによって、コミュニケーション能力を中
心に、経営に必要な力を身につける演習をおこなっ
た。具体的には学生食堂改善のためのプランを練り、
ダイショクに対してプレゼンテーションを行い、ひと
つひとつ問題点を解消していきながら、改善プランを
実施していった。交渉力・プレゼン能力などが身につ
いた。

１０)講義における双方向授業の実施 共通教育の「日本人の労働を考える」の講義を通じて
アンケートを複数回とって、学生の労働意識を確認し
ながら、働くということの意味を対話形式で講義し
た。主体的な参加意欲を引き出した。

＜龍谷大学経済学部において＞

１２)パワーポイントを利用した授業教材作成とその配布 経済学概論の講義においてパワーポイントで教材を作
成し、学生の理解を助けた。またパワーポイント資料
は印刷して配布し、復習に用いるよう指示した。

２　作成した教科書，教材

４)「日本史概説」
　　　（「日本の歴史」用教科書）

共通教育の「日本の歴史」のためのテキストを作成し
講義で用いる。講義では十分に説明しきれない点など
についても予習復習のさいに活用することが期待され
る。

１）「日本経済史」小テスト 日本経済史の講義の内容を２０問程度にまとめて毎回
ネット上で受験させた。学内ネットワークの問題など
で利用できないときは印刷した小テストを用いた。

２）「日本の歴史」プリント 共通教育の「日本の歴史」の講義で毎回講義内容をま
とめたプリントを作成し、講義の概要や全体における
位置づけなどを明確化することに努めた。

３）「日本の歴史」小テスト 共通教育の「日本の歴史」の講義を通じて4回程度の
小テストを行い、知識の定着を図った。小テストとは
いえ選択問題と論述形式を組み合わせたもので、授業
の復習とテストの予習を兼ねて自宅学習への動機づけ
になるなどの効果が大きかった。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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年月日

平成 6年

平成15年 3月

昭和00年　0月

昭和00年　0月

平成16年12月

平成17年 6月～
平成17年 8月

平成17年 8月～
平成17年10月

平成17年12月～
平成18年 3月

平成17年 6月～
平成18年 3月

平成23年 4月～
現在に至る

平成23年 5月～
平成23年12月

平成24年 4月～
平成25年 9月

５　その他

２　特許等

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）行政書士

２）博士(経済学) 大阪市立大学第４２３９号
「博士論文題名：近世下級建築職人の組織と労働」

１）学長選考規定原案作成ワーキンググループメンバー 本学で初めて学長を公選する為の規定の原案を作成し
た。本ワーキンググループ作成の原案が評議会での修
正を経て現在の学長選挙規定となった。

１）

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）

４　その他

(主な学内委員等)

７）奈良産業大学高等教育検討ワーキンググループメンバー 奈良学園の新大学設置に関する奈良産業大学における
検討ワーキンググループのメンバーとして社会科学系
学部の検討に加わった。

２）学長諮問委員会改組転換ワーキンググループメンバー 奈良産業大学学長招集の改組転換ワーキンググループ
において報告をまとめ、学長に対して提言を行った。
経済・経営・法・情報の４学部を２学部２学科に改組
する方向での議論であり、その後改組の基本的枠組み
となった。

３）改組転換委員 奈良学園理事長の招集により、改組転換委員会が設置
され、奈良産業大学の経済学部、経営学部、法学部改
組について案を練ることになった。前身である学長招
集のワーキンググループから引続き理事会設置委員会
においても検討を続ける唯一のメンバーとなった。

４）新学部申請作業部会メンバー 新学部設置申請のためにカリキュラムの詳細を詰める
作業を行った。

５）ビジネス学部新設にあたってのカリキュラムの構築 ビジネス学部新設にあたって学部構想を含めカリキュ
ラムの作成に従事した。現代社会において求められる
能力と、国際的な基準を視野に入れた学士力の構築を
目指して、体験と理論を結合させることをねらいとし
た演習中心型のカリキュラムを作成した。

６）経済経営学会運営委員 奈良産業大学経済経営学会の運営委員として学会運営
の実務を担った。

８）高等教育改革推進社会科学関係系部会メンバー 奈良産業大学を改組し新大学を設立するにあたって社
会科学系学部の内容を検討する部会のメンバーとなっ
た。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

1．「日本史概説」 単著 平成25年 4月 共生をキーワードとして日本近世近代史を概
説した。大学における共通教育のテキストと
しても利用できるよう基礎的な事実を通史的
に概略すると共に、いくつかのトピックスに
ついてやや詳しく解説した。土地所有の変
遷、働き方の変化などを縦軸として設定し、
各時代における社会集団のあり方からそれぞ
れの時代の共生様式を論じた。A5版　245頁

（学術論文）

１.「中米ホンジュラスにお
ける国連ボランティアの活
動」

単著 平成17年 3月 2004年9月の現地視察をもとに国連ボランティ
アの活動を中心に、中米ホンジュラスにおけ
る情報教育の現状を分析した｡インターネット
の普及状況や、ITスキルの修得状況などを報
告した｡取り組みの地域差、特に民間情報産業
との競合について問題点を指摘した｡また現地
IT技術者の養成とメンテナンス体制の確立に
ついても論じた。

２.「日本人の労働観　勤勉
の始原と終焉（上）」

単著 平成19年 8月 科研費助成によって得た成果をもとに、日本
人の労働観について、始原としての勤勉革命
論を検討している。また勤勉革命に見られた
歴史的条件がどのように再生産され、どのよ
うに失われてきたかを論じている。勤勉革命
論が取りこぼしている都市労働者についても
議論している。

３.「日本人の労働観　勤勉
の始原と終焉」（下）

単著 平成20年 1月 上記の前編に引き続き近代以降の労働観につ
いて述べた。いわゆる勤勉革命の歴史的意義
をおさえたうえで、現在の成熟した社会にあ
る日本においてその勤勉がどのように受け継
がれてきたか、また失われつつあるかについ
て論じた。今後の日本人の労働観は、競争や
生産性のみを意識した価値観から別の価値観
に変化しつつあることが示唆された。

４. 「加賀藩「割場御改法掟
帳」について」

単著 平成21年 9月 科研費の助成を受けて翻刻した加越能文庫の
史料を用いて近世期の武家奉公人の雇用形態
について分析した。また「割場御改法掟帳」
については全文を翻刻し掲載した。特に加賀
藩割場が日用についても統括していたことに
注目し、その労務管理のあり方を論じた。

５."Construction
workers’ guilds in early
modern Osaka "
（査読付き）

単著 平成24年 3月 英語圏の読者を前提に前近代の都市労働者の
同業者集団について主に建築職人を事例に紹
介した。この際、日本の前近代の特徴につい
て理解を助けるよう解説すると共に、同業者
集団が持つ機能、特に相互扶助や、競争ルー
ルの設定などについて普遍的に理解できるよ
う努めた。ここでは閉鎖経済である一方で相
当程度に市場が発達している前近代日本社会
の中で、職人同士の過当な競争を防ぎ、他の
職人や取引先との利害を調整する役割を同業
者集団が担ったことを論じた。

６. 「労働者の組織的連帯に
おける意識の前近代と現代の
歴史的比較分析
－共生システムとしての労働
者組織の可能性－」

単著 平成24年11月 これまで研究してきた1800年代後半から1900
年代前半の労働者の組織と意識を前提とし
て、現代の労働組合において活動している労
働者の意識を歴史的に位置づけることを試み
た。実際の労働組合で活動している労働者の
意識としては単に労働者の権利の実現という
ことだけではなく、労働者間の利害調整や、
経営的な視点からの活動を担うなど広い視野
を持っていることが明らかとなった。その結
果労働組合に代表される労働者組織が労使間
の利害対立にいたる前の調整弁としての役割
を担っていることが明らかとなった。

『産業と経済』
第23巻第2号
（奈良産業大学）
21頁～40頁

"City, Culture and
Society"Elsevier
Ltd,Volume 3, Issue 1,
March 2012
Pages 43-49

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

開成出版

『産業と経済』
第20巻第1号
（奈良産業大学）
31頁～47頁

『産業と経済』
第22巻第2号
（奈良産業大学）
111頁～124頁

『産業と経済』
第22巻第５号
（奈良産業大学）
241頁～250頁

『社会科学雑誌』
第5号
（奈良産業大学）
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７. 「共生社会経済史試論
－共生をキーワードとした日
本史再構築の試み－」

単著 平成24年12月 利害の異なる主体間の調整様式を共生様式と
捉え、共生様式の変化が社会の変動をもたら
すという視点から、日本史を再構築すること
でこれまで日本史の中心的課題としては十分
に扱われてこなかった周縁的な事象を位置づ
けるための枠組みを提示した。現代の共生社
会論の問題点を指摘し、歴史的に考える必要
を主張している。またその場合に利害調整の
役割を担った中間団体が共生様式の安定に果
たした役割を指摘し、またその限界も考察し
た。

(その他)

（書評）

１.「秋山哲著『本と新聞の
情報革命…文字メディアの限
界と未来…』」

単著 平成16年 9月 秋山哲による新聞という紙媒体によるメディ
アに対する悲観的な見通しに対して、別の視
点から批判を行った。紙媒体の可能性、新聞
の可能性について論じた。この書評に対して
秋山哲より「情報の質的分類は文字メディア
の展望に影響を与えるか-武谷嘉之氏の書評に
答えて-」が出され、建設的な議論がなされ
た。

２.「藪内吉彦・田原啓祐著
『近代日本郵便史　－創設か
ら確立へ－』」

単著 平成24年 1月 当該書について詳細な内容紹介を行うととも
に、郵便の海外展開における評価について疑
問を呈した。

（学会発表）

１."Modernization, the
experience of Japan"

単独 平成16年 9月 ホンジュラスの研究者及び大学院生を対象
に、日本の近代化の経験を近世からの蓄積に
焦点を当て､概説した｡日本の近世における農
業蓄積に焦点を当て、近代化の前提条件につ
いて述べた。また近代化は必然ではなくいく
つかの選択の結果であることを話し、例とし
て明治期の外資導入のあり方について紹介し
た。

２.「近世の都市における労
働のあり方---大坂を中心に-
--」

単独 平成22年 1月 近世都市における労働の在り方について建築
職人を中心に紹介した。特に使用者と職人の
関係、また使用者に対抗し、その生活を安定
させるための仲間の役割について報告した。
労働市場における中間団体の重要性を議論し
た。

３.「近代日本郵便史に寄せ
て」

単独 平成23年 4月 藪内吉彦・田原啓祐著『近代日本郵便史』に
ついての書評報告である。

４.「共生社会史の視角」 単独 平成25年 12月 共生社会史を構築するための視角について、
主に経済史的観点から報告した｡共生様式の3
様態について概略を述べ、その変化の要因に
ついて、現在の時点での見込みを述べた｡

［注］

奈良産業大学経済経営学
会定例研究会
（於　奈良産業大学）

『産業と経済』
第25号第1号
（奈良産業大学）

『産業と経済』
第19巻第3号
（奈良産業大学）
227頁～231頁

『経済史研究』
第15号
（大阪経済大学）
235頁～245頁

在ホンジュラス日本大使
館主催講座・中央アメリ
カ工科大学特別研究会
(於　テグシガルパ中央
アメリカ工科大学)

大阪経済史研究会
（於　大阪市立大学）

第62回経済史研究会
（於　大阪経済大学）

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
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年月日

平成24年4月1日

平成24年9月1日

平成00年0月0日

平成00年0月0日

平成00年0月0日

平成00年0月0日

年月日

昭和00年0月

昭和00年0月

昭和00年0月

氏名　棚橋　豪

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

商学 マーケティング・消費文化・流通・ソーシャルネットワーク

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）本学のプレ・プロジェクト演習において、商店街の
フィールドワークを企画

座学型の講義ではなく、学生自身に問題設定やフィール
ドワーク先を主体的に考えさせ、その上で現場（商店
街）で問題を発見して、考察していく方法を考案した。

２）本学のゼミにおいて商店街の取材を企画 単なるインタビュー型のフィールドワークからカメラ機
材や動画編集までを含めた、フィールドワーク＋コンテ
ンツ作成の講義スタイルを考案した。

１）

２　作成した教科書，教材

１）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）

５　その他

１）

１）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

２　特許等

１）

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）
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昭和00年0月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
仮想経験のデザイン 共 平成18年7月 全体概要：インターネット時代における各サイ

トとマーケティングマネジメントの特徴を議論
している。
B6判　全434頁
編者：石井淳蔵・水越康介
共著者：石井淳蔵他
本人担当部分：「2章　メタ・コミュニケーショ
ンの秩序」73-95項

我が国のインターネットの巨大掲示板２ちゃん
ねる内のコミュニケーション様式を分析した。
本論はソーシャルネットワークの台頭により、
匿名掲示板の存在意義が過小評価されているこ
とを批判する。両者のサイトにおける人と人の
つながり方は独立であり、それぞれは排他的な
ものではなく共存しうることを指摘した。

（学術論文）
信頼と機会主義 単 平成16年7月 本論は、オリバーウィリアムソンの取引費用経

済学に注目し、この枠組みでは企業関係が「裏
切りと統治」という二分法に陥っており、より
社会関係に根ざした「信頼」関係を扱えないこ
とを指摘した。1-34頁

風呂チャンネルの再検討：二
つの商人像とその混同
（産業と経済　第22巻2号）

単 平成19年8月 本論は、商業経済論で議論される商人像には、
全く異なる性質・機能を持ったに２タイプが存
在することを指摘した。一つはある関係を前提
としたうえで、その関係の効率性向上に役立つ
商人であり、他方は関係そのものを発見する商
人である。既存の理論では両者が明確に区別さ
れないまま議論が展開されてきたことを批判
し、商人像の再定義の必要性を説いた。1-19頁

イマジナリー・コミュニケー
ションⅠ：顧客インタラク
ションと２ちゃんねる
（産業と経済　第22巻3号）

単 平成19年12月 本論は、多くの企業が、インターネット・サイ
トの構築においてノイズを廃した戦略を採用し
がちななか、実際にはサイトの盛り上がりはそ
のようなノイズなしには成立しないことを主張
した。本論はその代表例として「２ちゃんね
る」を取り上げて、ノイズの重要性を確認し
た。1-20頁

現代ファッションにおける
「いき」試論：〈風合い〉の
ロバストネスⅠ
（奈良産業大学紀要　第23
集）

単 平成19年12月 本論は、現代の製品開発において、日本製ジー
ンズの持つ意義と歴史的背景を取り上げた。岡
山県倉敷市のジーンズは、近代的な生産様式を
採用せずに、あえて非効率的な設備に留まって
いる。それは生産の合理性ではなく、ジーンズ
の持つ色落ちや伸縮具合などの「風合い」を重
要視しているためである。本論は、その背景に
は、職人や消費者双方にかつてのアメリカ文化
への憧憬が存在したことを指摘した。19-27頁

風呂理論の再検討：商人の位
相
（神戸大学　博士課程モノグ
ラフシリーズ No.0835）

単 平成20年9月 本論は、取引費用経済学（主に企業間関係にけ
る「市場と組織」に二分法の論理）が、流通局
面に適用することは無理があることを論じた。
その際に、風呂のチャネル・システム論が再評
価され、取引費用を計算することが新たな取引
費用を生み出す問題の重要性を指摘した。1-22
頁

４　その他

神戸大学大学院経営学研
究科第二論文

神戸大学大学院

１）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良産業大学

奈良産業大学

奈良産業大学

有斐閣
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取引費用概念の再検討
（神戸大学　博士課程モノグ
ラフシリーズ No.0836）

単 平成20年9月 本論は、新制度派経済学のフレームワークのひ
とつである取引費用経済学を取り上げ、「取引
費用」概念成立の背景を次の二観点からレ
ビューした。一つは、コース、ウィリアムソ
ン、ノースの各取引費用論者たちの間の概念定
義の差異について。もう一つは、取引費用が機
会主義と表裏一体の関係であり、信頼関係に基
づいた社会的な関係は最初から射程外であるこ
とを指摘した。1-28頁

ノスタルジアと消費社会：そ
の類型と動的側面について
（奈良産業大学紀要　第24
集）

単 平成20年12月 本論は、レトロ・マーケティングに関連して、
消費者のノスタルジア性向における基礎概念を
再検討した。その趣旨はノスタルジアにはさら
に4種類に類型化できること、さらにその類型間
のダイナミクスの解明が今後のこの分野の研究
課題であることを指摘した。15-27頁

二つのクラウドと取引費用
（日本情報経営学会誌
Vol.30, No.4）

単 平成22年4月 本論は、ビジネスとインターネットの関係を
「クラウド」に焦点をあてて議論した。ここ
で、サーバーを自前で用意するのか、それとも
アウトソースしてクラウドを利用するのかとい
う問題は、取引費用論のフレームワークとして
考えることができる。本論はこの取引費用の中
身をITの分野に引き寄せて具体化を図った。81-
90頁

マルチエージェント・シミュ
レーションと動的ネットワー
ク：共同体と共同体のあいだ
をめぐって
（奈良産業大学紀要　第26
集）

単 平成22年12月 本論は、柄谷がマルクスを評価する際に用いた
哲学的モチーフ「共同体と共同体のあいだ」を
マルチエージェント・シミュレーションにより
再現した。ネットワークの中心が空間的にも核
となり、一定のクラスターを形成する。その
際、クラスターとクラスターをブリッジする
エージェントが媒介中心性最大となり、大きく
クラスターを変化させる挙動をartisoc上で描く
ことに成功した。21-34頁

商人資本の形式化：エージェ
ントベースモデリングとソー
シャルネットワーク・アナリ
シス
（第11回　MASコンペティ
ション論文集）

単 平成23年5月 本論は、商人資本の形式化に伴う、方法論上の
議論を充実させた論考である。一般的に、エー
ジェントベースモデルと社会ネットワーク論は
それぞれ独立した枠組であるが、本論は双方の
フレームワークを取り入れた方法を提案した。
37-60頁

ネットワーク・システムと遊
牧商人
（第12回 MASコンペティショ
ン論文集）

単 平成24年5月 本論は、都市のネットワークシステム・ダイナ
ミクスを、ネットワーク内を循環する商人と
ネットワークを形成する商人の二種類のエー
ジェントによって描出した。前回のartisocのモ
デルの発展バージョンである。58-74頁

マーケティング・コミュニ
ケーションの諸相：破壊的イ
ノベーションと不可知論的
マーケティング
（社会科学雑誌　第5巻）

単 平成24年11月 本論は、従来のマーケティング理論や方法論が
劇的な市場構造の変化に対応できないことを指
摘した。また、本来独立的に考えられてきた破
壊的イノベーションとキャズムの関係性を見
た。その際に、両者の解決策となるのが「不可
知論的マーケティング」であることを主張し、
その内容を論じた。233-267頁

マーケティング・コミュニ
ケーションとネットワーク・
フロー：「流通」概念を問い
直す
（奈良産業大学紀要　第28
集）

単 平成24年12月 本論は、従来の商業経済論やマーケティング論
が扱ってきた「流通」概念を再考した。そし
て、既存理論が事例研究に集中し、この概念に
対する数理的なアプローチを失っていることが
明らかにされる。そこで、これの代替案とし
て、商業資本の生成を「ネットワーク上の流通
の集中度」とみなすことによって説明できるこ
とを示した。具体的には、動的なマルチエー
ジェントのネットワークを媒介中心性で計測す
る方法を試みた。91-111頁

構造計画研究所

奈良産業大学

神戸大学大学院

奈良産業大学

日本情報経営学会

奈良産業大学

構造計画研究所

奈良産業大学
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準最短経路と媒介中心性
（産業と経済　第25巻　第1
号）

単 平成24年12月 本論は、従来の社会ネットワーク論の中心性指
標の一つである「媒介中心性」が最短経路問題
に依存していることを取り上げる。人間行動を
扱う社会科学において、ネットワーク上の移動
は最短経路だけが採用されるわけでない。そこ
で本論は、最短経路でもランダムウォークでも
ない、「準最短経路」を踏まえた媒介中心性の
必要性を説いた。53-62頁

「ちょっと、よりみち」を科
学する（第13回 MASコンペ
ティション論文集）

単 平成25年5月 本論は、従来の媒介中心性が最短経路のみに依
拠した「よりみち無き」中心性概念であること
を指摘する。その上で、artisoc上において、や
や冗長な経路選択をも許容した中心性を求める
アルゴリズムを考案した。

商店街とパタン・ランゲー
ジ：奈良県奈良市もちいどの
センター街を手がかりにして
（社会科学雑誌　第9巻）

単 平成26年3月 本論は、クリストファー・アレグザンダーの
「パタン・ランゲージ」を、商店街の問題に特
化して展開した。その際、奈良県のもちいどの
センター街を手がかりにして、パタン・ラン
ゲージの有効性と限界を明らかにする。ここで
明らかにされた論点は、アレグザンダーが議論
する「街」は地元民のためのものであるという
ことである。しかし、観光地の商店街ではその
街の地理に疎い者を相手にする必要があり、こ
れを加味した商店街の環境設計が必要であるこ
とを指摘した。

artisocによる二次元可視領
域の構築：エージェントベー
スド・イソビスタ

単 平成26年6月
（予定）

本論は、ベネディクトが提案した「イソビス
タ」を、マルチエージェント・シミュレーショ
ン用のソフトウェア、artisoc上に実装した。こ
れにより、静物である構造物だけでない、他者
の動きから由来する死角をも考慮に入れたイソ
ビスタを定量化することを可能にした。

（その他）

［注］

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

奈良産業大学

構造計画研究所

奈良産業大学

奈良産業大学

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
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年月日

平成12年4月1日
～現在に至る

平成15年4月1日
～同22年9月30日

平成12年4月1日
～現在に至る

平成12年4月1日
～現在に至る

氏名　　豊田　正明

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

３）レポートを活用する 東洋大学文学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科
目「法学B」・「法学」・「日本国憲法」、東京経営短期
大学ビジネスマネジメント学科「民法」、東京都立短期
大学経営情報学科「民法総論」・「民法各論」、ノース
アジア大学法学部「生活と物権」・「民法の入門」・
「家族法の基礎」・「民法Ⅰ」「民法Ⅱ」、東洋大学文
学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科目「民法
A」・「民法B」、東京経営短期大学経営総合学科「法学
入門」にて、意欲的な学生の能力をさらに高めるため、
任意でレポート課題を課し、成績評価に努力点を加味し
て評価するようにし、よりよい成績を取るための動機付
けを行っている。レポートを添削することにより学生の
文章作成能力も向上している。

　民　法 不法行為、過失相殺割合

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）講義案を簡略化したレジュメを使用 東洋大学文学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科
目「法学B」・「法学」・「日本国憲法」、東京経営短期
大学ビジネスマネジメント学科「民法」、東京都立短期
大学経営情報学科「民法総論」・「民法各論」、ノース
アジア大学法学部「生活と物権」・「民法の入門」・
「家族法の基礎」・「民法Ⅰ」「民法Ⅱ」、東洋大学文
学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科目「民法
A」・「民法B」、東京経営短期大学経営総合学科「法学
入門」にて、学生の理解を深めるため、問題点に関する
レジュメを配布したり、半期科目のように講義時間が少
ない場合には、要点をレジュメにまとめそれに記入した
りする方法でノートが作成できるようにしている。
学生がレジュメに板書の内容を記入したりコメントを記
入するなどして、ノートを取らない学生が減少してい
る。

２）ゼミ合宿を行う 東洋大学法学部法律学科「法学演習（ゼミナール）」、
ノースアジア大学法学部法律学科「ゼミナール」にて、
ゼミ合宿を年に1～3回程度行った。
ゼミ合宿で発表させることでより深く調べ物をしたり、
ゼミ生同士の親睦を図ることができた。
現在はゼミナールを担当していないが、今日においても
なお当時のゼミ生たちとの交流が継続している。

４）法律の条文を配布したり、プリントに記載する 東洋大学文学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科
目「法学B」・「法学」・「日本国憲法」、東京経営短期
大学ビジネスマネジメント学科「民法」、東京都立短期
大学経営情報学科「民法総論」・「民法各論」、ノース
アジア大学法学部「生活と物権」・「民法の入門」・
「家族法の基礎」・「民法Ⅰ」「民法Ⅱ」、東洋大学文
学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科目「民法
A」・「民法B」、東京経営短期大学経営総合学科「法学
入門」にて、講義で参照する条文を別紙で配布したり、
プリントに条文を記載することでより予習復習しやすい
ようにしている。
また、一々六法を引く手間が省け、その時間を説明に割
けるため、講義で話す内容が増え、より深い知識を講義
することができる。
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平成19年10月1日
～同22年9月30日

平成12年4月1日
～現在に至る

平成16年5月10日

平成18年4月25日

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成00年0月0日

１）はじめての法学 東洋大学文学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科
目「法学」にて教科書の一つとして、同大学通信教育部
「法学概論」にて教科書として使用。教科書の内容に
沿って講義を行い、さらに踏み込んだ内容を講義したた
め、学生の理解度が深まった。

５）事実関係図を書かせるようにする ノースアジア大学法学部「生活と物権」・「民法の入
門」・「家族法の基礎」にて、事案の関係図を学生に作
成させることにより、より具体的に法律関係を想像し易
くし、法律問題の整理能力をつけさせることを目指し
た。
学生から、法律問題を考える糸口がわかるようになり、
理解しやすくためになったとのコメントが寄せられた。
また、教員による講義参観では、同僚の教員からこのよ
うなやり方もあるのか、参考にしたいとの意見をもらっ
た。

６）講義中、学生に質問を投げかけ、対話型の講義を取
り入れる

東洋大学文学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科
目「法学B」・「法学」・「日本国憲法」、東京経営短期
大学ビジネスマネジメント学科「民法」、東京都立短期
大学経営情報学科「民法総論」・「民法各論」、ノース
アジア大学法学部「生活と物権」・「民法の入門」・
「家族法の基礎」・「民法Ⅰ」「民法Ⅱ」、東洋大学文
学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科目「民法
A」・「民法B」、東京経営短期大学経営総合学科「法学
入門」にて、学生に積極的に講義に参加してもらい、集
中力を切らさないように、さらには積極的に講義の内容
に興味を持てるように、講義中、学生に質問を投げか
け、対話型の講義を取り入れている。同僚の話による
と、学生から講義がおもしろかったと好意的な意見が
あったとのことであった。
また、教員による講義参観では、同僚の教員からこのよ
うなやり方もあるのか、参考にしたいとの意見をもらっ
た。

２　作成した教科書，教材

3）学生アンケート 東洋大学にて学生アンケートを行った結果、概ね高い評
価を得た。

２）法学への一歩 東洋大学文学部・経済学部・経営学部・社会学部共通科
目「法学」にて教科書の一つとして、同大学通信教育部
「法学概論」にて教科書として使用。教科書の内容に
沿って講義を行い、さらに踏み込んだ内容を講義したた
め、学生の理解度が深まった。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）学生アンケート ノースアジア大学にて学生アンケートを行った結果、授
業時間を守る、騒がしい学生に注意するの項目で、概ね
高い評価を得た。

2）学生アンケート 東洋大学にて学生アンケートを行った結果、概ね高い評
価を得た。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）なし
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平成22年8月31日

年月日

平成3年3月

平成5年3月

平成2年8月

昭和00年0月

昭和00年0月

平成20年 4月

平成20年 4月

平成21年 2月

平成21年 4月

平成21年 4月

平成21年 4月

平成21年 4月

平成22年 4月

平成24年4月

平成24年4月

１）「民法基礎　～行政に必要な民法の基礎知識を学ぶ
～」

秋田県自治研修所主催の講座で、不法行為の分野、特に
国家賠償法2条1項の責任について過去の裁判例を元にし
た事例問題を作成し、プリント形式で配布して、講義・
討論を行った。
講義後、受講者から質問を受けたり、後日、自治研修所
の職員からは、好評であった、是非来年もお願いしたい
とのメールをもらった。

５　その他

３）調理師免許 埼玉県

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）法学士 法政大学

２）修士（法学） 明治大学

１）なし

２　特許等

１）なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４）教務委員会委員長 ノースアジア大学法学部法律学科（平成22年10月まで）

４　その他

１）教務委員会副委員長 ノースアジア大学法学部法律学科（平成21年 3月まで）

２）合同学生委員会副委員長 ノースアジア大学（平成21年 3月まで）

３）学生募集対策チーム長 ノースアジア大学法学部法律学科（平成22年 3月まで）

１０）プロジェクト演習委員 奈良産業大学（平成26年 3月まで）

５）ファカルティ・ディベロップメント委員会委員 ノースアジア大学（平成22年 9月まで）

６）第三者評価委員会自己評価報告書作成部会委員 ノースアジア大学（平成22年 3月まで）

７）法学研究所運営委員 ノースアジア大学（平成22年 9月まで）

８）入試委員会委員 ノースアジア大学（平成22年 9月まで）

９）学生委員会委員 奈良産業大学（平成25年 3月まで）
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平成24年4月

平成24年4月

平成25年4月

平成26年4月

平成26年4月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
はじめての法学（再掲） 共 平成16年5月 河原 格, 足立 文美恵, 豊田 正明, 金津 謙,

窪 幸治, 高沢 弘明, 池田 栄共著
担当部分：第3章「家族生活と法」・第9章「交
通事故と法」
初学者にも理解しやすい内容になるように配慮
し、第3章では、家族法一般の知識に加え、浮気
と慰謝料などの身近な問題を取り上げ、第9章で
は、主に交通事故損害賠償実務における、具体
的な基準額などを説明した。
（「A5版　全267頁」）

法学への一歩（再掲） 共 平成18年4月 河原 格、高澤弘明、今出和利、足立文美恵、豊
田 正明、金津 謙、関口晃治、佐々木 彩、池谷
和子共著
担当部分：第3章「家族生活と法」・第6章「交
通事故と法」
上記「はじめての法学」の内容を簡潔・充実さ
せ、さらに初学者にも理解しやすい内容になる
ように配慮した。
（「A5版　全204頁」）

（学術論文）
既存障害がある場合の労働能
力喪失率の認定方法と逸失利
益の算定方法

単 平成16年9月 交通事故損害賠償算定に際し、被害者に後遺障
害が残存した場合には、得べかりし利益として
後遺障害逸失利益が認められている。この後遺
障害逸失利益算定に際しては、今回の事故のみ
の後遺障害について損害賠償が算定されるので
あり、今回の事故に遭う以前から被害者に既存
の障害がある場合にはどのように逸失利益を算
定すべきかが問題となる。そこで既存障害があ
る場合の検討し、その算定方法を提示した。と
りわけ、裁判例においてどのように後遺障害逸
失利益が算定されているかを分析し、統一的な
方法により算定すべきであると述べた。

推定の及ばない子に関する近
時の状況と家庭破綻説

単 平成17年3月 嫡出推定・嫡出否認制度において、嫡出否認の
出訴期間が原則1年と短期間であることから、血
縁のない父子関係が法律上確定してしまい、こ
の不都合を解釈により解消することができない
かという問題が議論されてきた。このいわゆる
「推定の及ばない子」に関しては、裁判例や学
説により嫡出推定を及ばないとすることでこの
不都合を解決しようとしてきており、具体的な
議論が煮詰められてきた。そこで、近時の判例
及び学説を再検討し、現代においても家庭破綻
説の立場が支持されるべきであるとの論証をし
た。

１１）厚生会委員 奈良産業大学（平成25年 3月まで）

１２）作業部会委員 奈良産業大学（平成25年 3月まで）

１３）地域連携委員会委員長 奈良産業大学（平成26年 3月まで）

１４）教務委員 奈良産業大学（現在に至る）

１５）学会運営委員 奈良産業大学（現在に至る）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

八千代出版39～62頁、
157～ 180頁

八千代出版39～56頁、97
～ 114頁

『交通事故損害賠償の新
潮流』交通事故紛争処理
センター三十周年記念論
文集(ぎょうせい)252～
263頁

東京経営短期大学紀要第
13巻83～94頁
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ヘルメット着用の有無による
過失相殺

単 平成18年3月 交通事故において、とりわけ自動二輪車の事故
においては、ヘルメットの着用の有無が運転者
ないしは同乗者の生死の境目になることが多
い。このことは、交通事故により二輪車の運転
者ないしは同乗者が負傷もしくは死亡した場合
において、その損害がヘルメット不着用により
拡大したときには、損害賠償を算定するに際し
過失相殺ないしは過失相殺を類推して損害賠償
額を減額できるとするのが実務の取り扱いであ
る。そこで、ヘルメット不着用の場合において
どの程度減額されるべきかを検討した。

道交法上の規定と過失相殺に
おける過失の評価（査読付）

単 平成20年3月 交通事故においては、示談で解決される場合が
多い。その際、最終的に損害賠償額を調整する
のは過失相殺である。そこで被害者にとっても
過失相殺割合に関心が集まることになる。実務
においては、いわゆる赤本・青本などに記載さ
れている過失相殺基準が参考にされているが、
これらもすべての事故類型が網羅されているわ
けではない。そこで、路外右折進出四輪車と追
越し二輪車との事故類型を検討し、上記基準に
記載されていない例を取り上げ、どのように考
えるべきかを考察した。

チャイルドシート不装着によ
る過失相殺再論

単 平成20年9月 前稿に引き続き、交通事故に遭った場合におい
てチャイルドシートを装着していなかったため
損害が拡大した場合において、チャイルドシー
トを装着していなかったことでどの程度斟酌さ
れるべきか、そして、その後の裁判例からみえ
てきた、チャイルドシートを装着していなかっ
た場合でも、次善の手段がある場合はどうなる
のかなど、より踏み込んでこの問題点に対する
検討を行った。

ヘルメット不着用による過失
相殺再論

単 平成23年3月 前稿において、とりわけ自動二輪車の事故にお
けるヘルメットの不着用びよる過失相殺を検討
した。その後この問題について判例や実務はど
のように変化してきているのか、そして昨今注
目されている自転車のヘルメット装着義務化
と、過失相殺について論じた。自転車用ヘル
メット不着用の場合において、過失相殺されう
るのか、されるとするならばどの程度減額され
るべきかを検討した。

高速道路への動物侵入と設
置・管理上の瑕疵について
（査読付）

単 平成24年3月 昨年、高速道路へ動物が侵入した事故につき、
最高裁で道路の設置・管理上の瑕疵に関する判
例が出された。裁判で扱われ公刊されたこのよ
うな事故事例は、他に1件しかない。そこで、ま
ずは国家賠償法2条1項、土地工作物責任、契約
責任等の法理論的な面の考察を行い、次にこれ
らの事例を様々な項目に分けて比較・検討し、
これまで判例評釈等でも指摘されてきている最
高裁判例の問題点を踏まえたうえでより事例に
ついて踏み込んだ検討を行い、契約責任等の法
理論的にこれから問題となるであろう点を指
摘・検討した。

自賠責後遺障害等級表におけ
る外貌醜状障害男女格差の改
正-交通事故損害賠償実務へ
の影響-

単 平成24年9月 交通事故損害賠償算定に際し、とりわけ外貌醜
状障害が残存した場合において、これまで自賠
責保険金の給付に当たっては、著しい外貌醜状
および通常の外貌醜状につき男女間で認定され
る等級に格差があり、これを踏まえて給付額も
当然異なっていた。この認定基準である自賠責
後遺障害等級表は、昨今、労災等級表における
外貌醜状障害男女格差が憲法違反である旨の判
決が下されたことから厚労省が当該部分を改
正、これに伴って国交省も自賠責等級表の当該
部分を改正した。これが交通事故損害賠償実務
にどのような影響を与えるのかを考察し、後遺
障害慰謝料算定には影響を与えるのではないか
と主張した。

奈良産業大学法学会雑誌
第22巻1・2号113～142頁

東京経営短期大学紀要第
14巻111～122頁

東京経営短期大学紀要第
16巻33～45頁

奈良産業大学法学会雑誌
第23巻125～157頁

東京経営短期大学紀要第
20巻

奈良産業大学社会科学雑
誌第5巻
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（その他）
交通事故裁定例集第21号 共 平成16年7月 森嶌昭夫、野村好弘、西幹忠宏、本田純一、藤

村和夫、豊田正明共著
編集委員として裁定要旨並びに要旨索引部分を
作成
交通事故紛争処理センターにて平成14年度に出
された裁定書を網羅的に収録し、要旨を付して
体系的に整理し、要旨を表形式とし、事故略図
を取り入れ、要旨の各項目ごとに一覧性をもた
せた。
（「A5版　537頁」）

交通事故裁定例集第22号 共 平成17年4月 森嶌昭夫、野村好弘、西幹忠宏、本田純一、藤
村和夫、豊田正明共著
編集委員として裁定要旨並びに要旨索引部分を
作成
交通事故紛争処理センターにて平成15年度に出
された裁定書を網羅的に収録し、要旨を付して
体系的に整理し、要旨を表形式とし、事故略図
を取り入れ、要旨の各項目ごとに一覧性をもた
せた。
（「A5版　526」）

交通事故裁定例集第23号 共 平成18年8月 森嶌昭夫、野村好弘、西幹忠宏、本田純一、藤
村和夫、豊田正明共著
編集委員として裁定要旨並びに要旨索引部分を
作成
交通事故紛争処理センターにて平成16年度に出
された裁定書を網羅的に収録し、要旨を付して
体系的に整理し、要旨を表形式とし、事故略図
を取り入れ、要旨の各項目ごとに一覧性をもた
せた。
（「A5版　582頁」）

交通事故裁定例集第24号 共 平成19年3月 森嶌昭夫、野村好弘、西幹忠宏、本田純一、藤
村和夫、豊田正明共著
編集委員として裁定要旨並びに要旨索引部分を
作成
交通事故紛争処理センターにて平成17年度に出
された裁定書を網羅的に収録し、要旨を付して
体系的に整理し、要旨を表形式とし、事故略図
を取り入れ、要旨の各項目ごとに一覧性をもた
せた。
（「A5版　539頁」）

交通事故裁定例集第25号 共 平成20年3月 森嶌昭夫、野村好弘、西幹忠宏、本田純一、藤
村和夫、豊田正明共著
編集委員として裁定要旨並びに要旨索引部分を
作成
交通事故紛争処理センターにて平成18年度に出
された裁定書を網羅的に収録し、要旨を付して
体系的に整理し、要旨を表形式とし、事故略図
を取り入れ、要旨の各項目ごとに一覧性をもた
せた。
（「A5版　519頁」）

物権法概説 共 平成22年4月 小泉健著「物権法概説」の改訂作業を行った。
主な内容は、平成16年の民法改正及びそれに伴
う民事執行法等の改正により、教科書の内容の
うち改正された箇所を修正する必要が生じたこ
とから、条文等の修正・一部内容の改変を行っ
た。

(財)交通事故紛争処理セ
ンター（ぎょうせい）1
～519頁

春風社

(財)交通事故紛争処理セ
ンター（ぎょうせい）1
～537頁

(財)交通事故紛争処理セ
ンター（ぎょうせい）1
～526頁

(財)交通事故紛争処理セ
ンター（ぎょうせい）1
～582頁

(財)交通事故紛争処理セ
ンター（ぎょうせい）1
～539頁
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（発表）
「自賠責後遺障害等級表にお
ける外貌醜状障害男女格差の
改正～交通事故損害賠償実務
への影響～」

単 平成24年5月 交通事故損害賠償算定に際し、とりわけ外貌醜
状障害が残存した場合において、これまで自賠
責保険金給付では、外貌醜状につき男女間で認
定される等級に格差があり、給付額も当然異
なっていた。自賠責後遺障害等級表は、元々労
災等級表を元にしており、昨今、労災等級表に
おける外貌醜状障害男女格差が憲法違反である
旨の判決が下されたことから厚労省が当該部分
を改正、これに伴って国交省も自賠責等級表の
当該部分を改正した。これが交通事故損害賠償
実務にどのような影響を与えるのか、与えると
したらどの損害費目なのか、とりわけ後遺障害
慰謝料算定には影響を与えるのではないかと主
張した。
P.39～P.62、P.157～P. 180
担当部分：第3章「家族生活と法」・第9章「交
通事故と法」
初学者にも理解しやすい内容になるように配慮
し、第3章では、家族法一般の知識に加え、浮気
と慰謝料などの身近な問題を取り上げ、第9章で
は、主に交通事故損害賠償実務における、具体
的な基準額などを説明した。
（「A5版　全267頁」）

（その他）
奈良産業大学公開シンポジウ
ム「共生社会を考える」

平成25年11月 地域連携推進委員会委員長として、シンポジウ
ムの企画、基調講演者・パネリストの手配、総
合司会などを行った。

［注］

　　　　⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      　　　　特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　   　　　　 る場合もこれに含めてもよい。

奈良産業大学経済経営学
会研究会

奈良産業大学地域連携委
員会主催

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

　　　　①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

　　　　②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　　　③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

　　　　④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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年月日

平成19年4月～
現在に至る

平成20年9月～
平成25年3月

平成20年12月～
現在に至る

平成22年4月～
現在に至る

２　作成した教科書，教材

１）講義用補助教材 近畿大学農学部の授業として担当する「国際経済入門」
（教養教育科目、１年次配当、半期２単位）」におい
て、講義用補助教材として作成したスライドや資料を
ウェブ上で供覧できるようにした。これにより学生は、
講義中にとったノートと合わせて、自宅での効果的な復
習が可能となった。

３）就業体験型学習の導入 奈良産業大学ビジネス学部の授業として担当する「プ
レ・プロジェクト演習（演習科目、2年次配当、半期２単
位）」において、県内農業法人の協力の下で、就業体験
を行っている。企業の企画する体験教室へのボランティ
ア参加や、農場における就業体験は、学生による農業へ
のイメージを変え、中には就職を希望する業種として農
業を考える学生も現れた。国民経済の上では縮小傾向に
あり、特にビジネス学部では触れる機会も少ない産業・
業種に対する学生の固定的なイメージを変えることに成
功した。

１）e-learningシステムを活用した授業実践 奈良産業大学ビジネス学部の授業として担当する「計量
経済学（専門科目、３年次配当、半期、選択４単
位）」、「ITリテラシー（共通教育科目、１年次配当、
半期１単位）」において、学生の習熟度把握、およびテ
キスト、問題集、資料の作成と配布のために、e-
learningシステムを活用したところ、学期途中で単位修
得を諦める学生数を減少させることができた。

２）体験型学習の導入 奈良産業大学ビジネス学部の授業として担当する「プロ
ジェクト演習（演習科目、２年次配当、通年４単位）」
において、奈良県天理市の休耕地を利用して菜の花を栽
培し、収穫したナタネを菜の花プロジェクトに取り組む
県内のNPOや市民団体とともに搾油し（滋賀県ECHI OILに
委託）、収穫量に応じて割り当てられたナタネ油を「大
和菜花油」と名付けて大学祭等の機会を利用して販売す
る取り組みを行った。これは、原料の生産から加工、販
売に至る流れを一貫して体験することによって、企業等
における生産活動への理解を深めることを目的としてい
る。
また、ナタネの収穫から次の植え付けまでの間の圃場を
有効に活用するための取り組みを学生たちに考えさせ、
初年度は蕎麦の栽培とそば打ち体験教室の開催、翌年度
はひまわりの栽培とひまわり油の搾油（天候不順により
失敗）、続いて景観形成を目的としたコスモスの栽培を
行った。また、ナタネ油の販売や蕎麦打ち体験教室など
では企画、収益性の検討、販促物の制作、広報（ホーム
ページの制作（ http://www.nara-su.ac.jp/koken_pj/
）やチラシ等の作成）など、実際のビジネスにおける
様々な活動を行う機会を学生たちに与えることができ
た。また栽培管理においては、受講生同士でシフトを組
むなど疑似労働管理の体験が可能となった。また周辺地
域の人々との交流が生まれ、さまざまな知識と経験を培
う場となった。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

                                                                             氏名　 加藤（藤井）　路子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経済学 計量経済学、経済統計、社会調査

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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平成19年4月～
平成23年3月

平成21年度～
現在に至る

平成20年4月～平
成21年3月

平成14年4月～
現在に至る

平成24年4月～
現在に至る

平成12年４月～
現在に至る

年月日

平成8年3月

平成15年3月

平成 6年12月3. 日本商業簿記検定１級 日本商工会議所　証80の1第1418号

1. 修士（経済学） 大阪市立大学第２９７号
論文題目「企業の多国籍化」

2. 博士（経済学） 大阪市立大学　第４２４２号
論文題目「日本企業の直接投資、および投資受入国によ
る外資誘致効果の測定」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

4. 奈良産業大学経済学部およびビジネス学部における教
育実践

奈良産業大学経済学部、およびビジネス学部の専任教員
（平成12年4月から平成15年3月まで専任講師、平成15年4
月から現在に至るまで准教授）として以下の科目を担当
した。
「計量経済学」（平成12年4月～現在に至る）
「経済情報論」（平成15年4月～平成21年3月）
「ＩＴリテラシー」（平成19年4月～平成23年3月）
「プロジェクト演習」（平成20年9月～現在に至る）

2. 近畿大学農学部における教育実践 近畿大学農学部の非常勤講師として、以下の科目を担当
している。「国際経済入門」（平成１４年４月～現在に
至る。なお着任当初は「国際経済概論」であったが、カ
リキュラム変更によって現在は「国際経済入門」を担当
している。）平成22年から、大学が提供するウェブ上の
学習管理システムを利用して、教材配布等を試みてい
る。学外からアクセスできないなど、e-learningシステ
ムとしては問題があるものの、予習、復習、試験対策で
アクセスする学生が多数あった。

3. 近畿大学通信教育学部における教育実践 近畿大学通信教育学部の非常勤講師として、以下の科目
を担当している。
「国際経済論」（平成24年～現在に至る）
学部の特性上、受講生の年齢、目的も幅広く、焦点を絞
りにくい講座であるが、実務経験のある受講生が多数を
占めることから、国際マクロ経済学をベースとしながら
も、為替や金利の動向など、実務に反映しやすい話題を
中心に講義を組み立てている。

５　その他

1. 天理大学における教育実践 天理大学の非常勤講師として以下の科目を担当した。
「経済概論」（平成２０年４月～平成２０年３月）
一般教育科目のひとつとして、基本的なマクロ経済政策
分析を理解できることを目標とする講義を行った。

なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）学生からの評価 奈良産業大学FD委員会が実施した授業評価アンケートに
よると、授業の難易度は高いと感じるという回答がやや
多いものの、説明のわかりやすさや講義資料、授業の進
行スピードなどに対する評価は良好であり、授業満足度
も概ね高い。

２）講義用補助教材 奈良産業大学ビジネス学部の授業として担当する「計量
経済学（専門科目、３年次配当、半期、選択４単位）」
で、講義用補助教材として使用するスライドをウェブ上
で供覧できるようにするとともに、自動採点型の問題集
を作成し、取り組ませることによって、学生の習熟度を
確認しながら授業を進めることができるようにした。

6
  94 



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）
1. 農業の縮小要因と耕地の
現状

単著 平成23年3月 国民経済における農業縮小の現状を確認すると
ともに、需要の所得弾力性の定義式から、農業
縮小の原因が農産物の需要の所得弾力性の低さ
にあると考えられることを導出した。生産物需
要の所得弾力性を直接的に示すデータは存在し
ないが、家計調査年報に掲載されている支出弾
力性を代替的データとみなし、農産物が所得弾
力性の低い生活必需品に分類されることを統計
的に確認し、導出された仮説が否定されるもの
でないことを示した。また農業センサスのデー
タを中心に、農地の運営状況を確認した上で、
農地の流動化が進んでいる地域において耕作放
棄地率が低くなる傾向は見受けられるものの、
流動化の促進だけではこの問題が解決されない
可能性について指摘した。

2. 農業縮小要因としての農
産物需要の所得弾力性の推計

単著 平成24年12月 経済発展に伴う農業部門の割合の低下は、どの
国においてもみられる普遍的傾向として「ペ
ティ＝クラークの法則」の名で知られる。その
原因が農産物の需要の所得弾力性にあることを
示すとともに、マクロデータを用いて農産物に
対する需要の所得弾力性を推計している。

3. 農家数、および、経営耕
地減少の要因分析

単著 平成24年12月 農家戸数の減少、経営耕地の減少についてその
要因を明らかにするとともに、特に経営耕地の
減少に対してより大きな影響を与えるものを探
るため、みかん（果樹）に関するデータを使用
した推計と分析を行っている。

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第１集
pp.73-80
奈良産業大学地域公共学
研究所

社会科学雑誌第5巻
pp.395-405
奈良産業大学社会科学学
会

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第3集
pp.69-76
奈良産業大学地域公共学
研究所

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

４　その他

なし

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

なし
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4. 農地規模が与える農地価
格への影響分析

単著 平成25年2月 耕作放棄地の問題が深刻化する一方、農地法の
改革などで農地の流動性は高まっている。農地
を農業経営体の本体とみなし、農業経営の販売
額から土地を除く生産要素費用を差し引いた残
余、すなわち土地純収益を帰属させ、これを農
地が賃貸借される場合の正当な地代を示すとす
る土地純収益の理論に立つならば、農地の収益
構造が同質化するにつれて農地の価格差は縮小
すると考えられる。しかしながらモノや情報の
流通の発展によって農業技術や生産物価格、生
産要素価格の差異が縮小し、経営的な意味にお
ける農地の差異が縮小したと考えられる現代に
おいても、地域による農地価格差は小さなもの
ではない。本稿では農業生産過程をBC過程とＭ
過程に分けた上で、この農地価格差がＭ過程の
コストによって引き起こされていると仮定した
上で、実証分析を行っている。

5. 作物の品目別価格弾力性
と所得弾力性の比較と経営耕
地面積に及ぼす影響の分析
（査読付）

単著 平成25年3月 農業の産業比率や農業就業人口の低下、ひいて
は経営耕地面積減少の主因は、農業の主要産物
である「食料」の需要の所得弾力性の低さにあ
ると考えられる。本稿では、ベルヌイ＝ラプラ
ス型効用関数を仮定した需要関数を用いて、青
果物と果樹の価格弾力性、および所得弾力性の
差異を比較し、それらが耕地面積に及ぼす影響
について実証分析を行った上で、転作や貸借、
売買の容易さといった耕地の弾力的運用の可否
が、両者の耕作放棄地面積差に影響を及ぼして
いることを導く。

6. 家族のモデル 単著 平成26年3月 A.シグノーの世代間扶養モデルをベースに、少
子高齢化対策について考察したものである。本
稿で導かれた結論は、、高齢者や現役世代の負
担を増やし、子ども世代にかけるコスト（社会
的補助）を増やす政策は、社会全体の厚生を引
き下げるのみならず、少子化に拍車をかける可
能性があることを示している。

（その他）

1. 社会をモデルでみる（講
演）

－ 平成21年10月 さまざまな社会的事象をモデルを使って読み解
く方法を紹介したもの。特に「人はなぜポイ捨
てをするのか」という事例を取り上げて、社会
的ジレンマの発生ポイントと、人の道徳規範が
与える影響の大きさについて、費用便益分析と
いう経済モデル枠組みを使って読み解くことを
試みた。

2. 奈良産業大学ビジネス学
部シンポジウム「奈良の将
来」を考える（報告）

－ 平成23年3月 平成20年秋から「プロジェクト演習（演習科
目、4単位）」の一環として取り組む体験型学習
「菜の花プロジェクト」を通して見えてきた、
NPOや市民団体活動相互の連携の必要性などにつ
いて、パネリストとして報告を行った。また、
こうした地域活動を県全体の振興へ繋げるに
は、総合プロデュースのような役割を果たす存
在が重要であることも指摘した。

社会科学雑誌第2巻
pp.43-115
奈良産業大学社会科学学
会

奈良産業大学紀要第29集
pp.115-128

社会科学雑誌第9巻
pp.49-56
奈良産業大学社会科学学
会

王寺町りーべるカレッジ

社会科学雑誌第7巻
pp.73-82
奈良産業大学社会科学学
会
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3. ＜シンポジウム＞「道の
駅」を考える（編集）

－ 平成23年3月 平成２１年に行った奈良産業大学ビジネス学部
主催のシンポジウム『「道の駅」を考える』の
コーディネータとして、講師およびパネリスト
による講演・発表をまとめたもの。道の駅の機
能や、地域活性化・防災などの観点から期待さ
れる役割などを行政、民間、そして道の駅駅長
の立場から論じている。

4. 新聞購読に関する意識調
査 （研究ノート）

共著 平成23年12月 メディア、特に新聞に対する学生の意識につい
て、アンケートデータから読み解くことを試み
た研究である。この中ではアンケートデータの
分析を担当している。４つの大学で学部、学
年、性別、国籍に制限を設けることなく収集し
たデータから、一般的な大学生の傾向に関する
推計を試みた結果、ニュースメディアとしての
新聞の衰退、そしてそれに代わるインターネッ
トの重要性が浮き彫りになる一方、インター
ネットに対する学生の信頼は決して高いとはい
えないこともわかった。ニュースメディアとし
てどのような優位性をインターネットに対して
認めているのかという点の解明は、今後の課題
である。 著者：藤井，亘，渡辺　本人担当部
分：pp.113-119, 121-125。調査票の作成、デー
タ分析、執筆といった本稿の主要部分を担当し
た。

5.社会をモデルで見る（講
演）

－ 平成25年6月 A.シグノーの世代間扶養モデルを、市民向けに
わかりやすく紹介したもの。世代間扶養を、ミ
クロ経済学の費用と便益、効用最大化の考え方
を応用して考察する手法について解説した。

［注］

　　　　③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

　　　　④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　　　⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      　　　　特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　   　　　　 る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

　　　　①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

　　　　②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

社会科学雑誌第2巻
pp.117-146
奈良産業大学社会科学学
会

奈良産業大学紀要第27集
pp.113-125
奈良産業大学

王寺町りーべるカレッジ
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年月日

平成00年0月0日

平成19年3月

平成00年0月0日

平成00年0月0日

平成00年0月0日

年月日

平成10年3月

昭和00年0月

昭和00年0月

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　三浦    晴彦

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

財政学、地方財政論 土地税制、ライフタイムの税負担、都市経済

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）

１）

２　作成した教科書，教材

１）『共通基礎科目』－日本語コミュニケーションⅡ 必修科目の教科書として、１教科分を２名で分担して執
筆（平成22年度まで使用）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）

５　その他

１）

１）修士号（経済学）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

２　特許等

１）

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）
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昭和00年0月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（学術論文）
「大阪都市圏における地域特
性の変遷と人口動態との関係
について－人口減少社会を見
据えてー」

単 平成23年11月 大阪都市圏（大阪府下の区･市と兵庫県の一部）
における住環境の歴史的変遷を分析する為に、
主成分分析を行った。その結果、1970年以降、
各年代において同種の地域特性が表れ、各年代
でその順位を変えていることがわかった。その
地域特性を用いて、人口変動との関係を考察
し、近年、インナーシティー要素の上昇と人口
が減少が結びついており、人口減少に歯止めを
かける為にも、重要な示唆を与えている。

「大阪府における地価と居住
環境の関係について－地方分
権下での自立できる地域の姿
をさぐる－」

単 平成24年11月 近年の地価下落状況を概観するとともに、その
要因として居住環境との関係を考察した。変数
間の多重共線関係を解消する為に主成分分析を
行い地域特性の特定化を行った。居住環境と住
宅地地価の関係として、理論と整合的な結果が
得られ、特に地価下落には、旧来型住環境とい
う停滞的要素が効いていることが実証された。

（その他）
単 平成00年00月

［注］

１）

４　その他

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

『社会科学雑誌』第3巻
P.83～P.110

『社会科学雑誌』第5巻
P.479～P.502

　　　　④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　　　⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      　　　　特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　   　　　　 る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

　　　　①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

　　　　②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　　　③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
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年月日

平成16年4月～
平成21年7月

平成19年4月～
平成22年7月

平成18年11月6日

年月日

平成19年7月3日
平成19年9月4日
平成19年10月27

日
平成19年12月1日
平成20年2月6日
平成20年3月4日

平成20年6月14日
平成20年8月23日
平成20年11月1日

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　山下　雅弘

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経済学 理論経済学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）授業内容の要約や質問等の受け付け 奈良産業大学経済学部経済学科の専任講師、ビジネス学部
ビジネス学科の専任講師、准教授として担当の「ミクロ経
済学」（専門科目、2年次配当、半期、4単位）において、
理解促進のため、講義終了後、内容の要約や質問等を書い
てもらい、それらに対して、次回の講義開始後最初の10分
程度で紹介と返答をし、学生に好評であった。

２　作成した教科書，教材

１）奈良産業大学　ビジネス学部　専門基礎科目Ⅰ　現代
社会入門（経済分析入門）

奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科の専任講師、准教
授として担当（複数教員担当）の「現代社会入門」（専門
基礎科目Ⅰ、１年次配当、半期、必修2単位）の授業のた
めに作成し理解を促進した。

５　その他

１）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）

２）Microsoft Office Specialist Excel 2003 Expert
Microsoft Office Specialist PowerPoint 2003
Microsoft Office Specialist Access 2003

１）公務員試験対策指導（経済） 正規の授業とは別に、公務員志望者に試験対策としての経
済の勉強会を行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）Microsoft Office Specialist Word 2003 Microsoft
Office Specialist Excel 2003   Microsoft Office
Specialist Word 2003 Expert

３）Microsoft Certified Application Specialist
Word2007, Excel2007, PowerPoint2007

２　特許等

１）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
１．進化ゲームにおける動学
的均衡Ⅲ

単 平成18年10月 不確実性と情報の経済学、経済学に期待効用と自
然淘汰と突然変異の考え方を導入した戦略的不確
実性編の続々編。本文中の利得行列のような集団
的な戦いが生じる状況に、第3の戦略として考えら
れうる様々な戦略を加えた場合の進化的均衡の特
徴について考察し、協力的で高い利得の社会を創
発させる戦略を見つけている。その場合、前論文
と同様の構成を行い各命題を得ている。基本的
に、経済学的観点から世界平和へ導く政策を導出
することを目指しているが他にも適応範囲が広い
可能性がある。

2.社会的選択関数に関する覚
書

単 平成24年12月 先行研究における、アローの不可能性定理とその
証明および社会的選択関数に関する命題とその証
明を解説し、それらを基盤とし本文とは異なる系
を導いている。情報の非対称性が存在する2つの社
会の構成員が協力し新たな1つの組織として社会的
選択をするとき、新たな組織において独裁的な者
が存在してしまうこと、その状況がパレート効率
的であるとは言えず、任意の個人の効用はただち
に上昇するとは限らないことを示している。

［注］

３　実務の経験を有する者についての特記事項

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

１）

４　その他

１）

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

奈良産業大学産業と経済
第21巻 第3・4号

社会科学雑誌 第6巻　奈
良産業大学社会科学学会

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。
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年月日

平成19年4月
～現在に至る

平成18年4月
～平成25年9月

平成19年4月
～平成25年9月

平成20年4月
～平成25年9月

４）交換日記の活用 　「大福帳」や「何でも帳」といった他大学における実
践を参考に、奈良産業大学経済学部及びビジネス学部の
「環境経済学」（2年次半期週2回4単位）において、平成
20年度より、質問・感想・意見を毎回の授業の終了時に
求め、コメントを記入して次回の授業の開始時に返却し
ている。また、カード形式ではなく1枚の大きな用紙に継
ぎ足しながら記入していっており、各学生について通覧
性が高くなっている。
　これにより学生とのコミュニケーションを図るととも
に、実質的な出欠管理にも活用した。

１）アドバイザリーゼミにおける「週間ポートフォリ
オ」及び「学修ポートフォリオ」の活用

　初年次教育で有名な金沢工業大学の「修学基礎ⅠⅡ
Ⅲ」における「修学ポートフォリオ」を参考に、アドバ
イザーとして担当する演習科目（担当科目は年度により
異なる）において、履修登録している全ての授業科目に
ついての出席状況・自学自習時間・学習内容及び1週間の
反省点等を「週間ポートフォリオ」として毎週報告させ
た。また、出席授業回数及びその理由・授業外学修時間
及びその理由・到達目標達成度及び達成事項を「学修
ポートフォリオ」として学期末に報告させた。
　これらにより、学生に自律を促すとともに、教員との
コミュニケーションを図った。

２）通常講義科目におけるレポート作成指導 　奈良産業大学経済学部及びビジネス学部の「環境経済
学」（2年次半期週2回4単位）において毎年レポートを課
しているが、単にレポートを提出させるだけだといわゆ
るコピペが横行し、ほとんどの学生が失格または書き直
しとなってしまうところ、本来は初年次ゼミで教えられ
るべきであり、現に教えられてもいるが、「レポートの
書き方」を授業時間を使って基礎から教えている。ま
た、目標規定文・参考文献一覧・アウトライン等を事前
に提出させて添削指導を行い、許可を得た学生のみレ
ポート本文を提出させている。
　これらの指導により、平成22年度には、この授業に優
秀なレポートを提出した学生に奈良産業大学ビジネス学
部生を対象とする学生懸賞論文への応募を促したとこ
ろ、2年次生ながら佳作を受賞するなどの成果を得た。ま
た、平成23年6月には大学教育学会第33回大会に実践報告
を行い、司会の橋本勝・富山大学教授から高い評価を得
た。
　「難しすぎる」などと学生からは大変不評であり、授
業評価アンケートの自由記述欄では毎年のように抗議の
声が寄せられているが、このような状況こそ「通常講義
科目におけるレポート作成指導」の必要性を実証するも
のと認識し、毅然とした対応を貫いている。

３）小テストの活用 　奈良産業大学経済学部及びビジネス学部において「環
境経済学」（2年次半期週2回4単位）を平成18年度より担
当しているが、当初はレポート及び期末試験で成績評価
を実施していたところ、満足な答案が書けず不可となる
学生が続出した。
　そこで平成19年度より頻繁に小テストを実施すること
としたところ、学期途中における復習の機会が増え、期
末試験対策の手掛かりともなったことから、不合格者が
激減した。

経済学、教育学 経済学説、経済思想、経済理論、経済政策、初年次教育

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

                                                                                      氏名　 山本　英司

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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平成17年9月

平成18年4月

平成19年4月

平成20年4月

平成21年3月

平成21年4月

平成22年4月

平成23年3月

平成23年4月

平成24年4月10）『導入演習・基礎演習（2012年度版）』（共著）及
び補助教材ワークシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習
（2012年度版）』（共著）及び補助教材ワークシートと
して、前年度の授業実践及び教材で言及する外部データ
ベースの変化等を踏まえ、改訂版を作成した。

７）『導入演習・基礎演習（2010年度版）』（共著）及
び補助教材ワークシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習
（2010年度版）』（共著）及び補助教材ワークシートと
して、改訂版の作成にあたり、共著者の転出等に伴い、
上記に加え「導入演習」のうち「８．辞書・事典等の種
類と使い方」を担当した。

８）『現代経済思想―サムエルソンからクルーグマンま
で―』（共著）（再掲）

　教科書『現代経済思想―サムエルソンからクルーグマ
ンまで―』（共著）として、全国の大学で「現代経済
学」「現代経済思想」等の教科書として使用すべく出版
された本のうち「第6章　ミハウ・カレツキ―ポスト・ケ
インズ派経済学の源泉―」を担当した。

９）『導入演習・基礎演習（2011年度版）』（共著）及
び補助教材ワークシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習
（2011年度版）』（共著）及び補助教材ワークシートと
して、改訂版の作成にあたり、共著者の転出等に伴い、
上記７）に加え「導入演習」のうち「６．図書館とその
利用」を新規に担当するとともに、「基礎演習」を全面
改訂した（小幅な改訂は毎年全項目にわたって行ってい
る）。

４）『導入演習・基礎演習（2008年度版）』（共著）及
び補助教材ワークシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習
（2008年度版）』（共著）及び補助教材ワークシートと
して、改訂版の作成にあたり、共著者の転出等に伴い、
上記に加え「導入演習」のうち「１．高校と大学の違
い」「３．大学生としての生活」「４．カリキュラムと
履修登録」及び「５．授業の受け方・ノートの取り方」
を新規に担当した。

５）『カレツキの政治経済学』（再掲） 　奈良産業大学経済学部「現代経済学」（専門教育科
目、3年次配当、後期、選択4単位）教科書『カレツキの
政治経済学』として、これまで市販の書籍を教科書とし
て用いていたところ、自著の出版に伴い、同年9月からの
授業において教科書として使用した。

６）『導入演習・基礎演習（2009年度版）』（共著）及
び補助教材ワークシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習
（2009年度版）』（共著）及び補助教材ワークシートと
して、改訂版の作成にあたり、共著者の転出等に伴い、
上記４）に加え「導入演習」のうち「７．新聞に接す
る・新聞記事を読む」「９．学外見学」及び「10．試験
の受け方」を新規に担当した。

１）「現代経済学」補助教材 　奈良産業大学経済学部「現代経済学」（専門教育科
目、3年次配当、後期、選択4単位）補助教材として、授
業内容に関する予備知識等について、指定した市販の教
科書を補足する教材を作成し、本学ホームページに掲載
した。

２）『キャンパス・ガイド―導入演習教材―』（共著）
及び同指導用資料

　奈良産業大学経済学部・経営学部・法学部「導入演
習」（専門教育科目、1年次配当、集中及び前期、選択2
単位）共通教材『キャンパス・ガイド―導入演習教材
―』（共著）及び同指導用資料として、ビジネス学部設
置に向け、「１．オリエンテーション」「３．奈良産業
大学を知ろう」「４．大学とは」「５．カリキュラムに
ついて」「６．大学生のタイム・マネジメント」及び
「７．時間割を作ってみよう」を担当した。

３)『導入演習・基礎演習』（共著）及び補助教材ワー
クシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習』
（共著）及び補助教材ワークシートとして、平成19年4月
のビジネス学部設置にあたり、大学の方針として初年次
教育を本格的に行うこととなり、共通教科書を作成する
こととなった。その一環として、レポートの書き方を学
ぶ「基礎演習」を担当した。

２　作成した教科書，教材
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平成25年4月

平成18年11月26日

平成19年2月9日

平成19年8月7日

平成20年3月3日

平成20年8月25日

平成21年1月29日

平成21年9月11日

平成22年11月9日

平成23年3月22日

平成23年10月6日

平成24年9月18日

平成25年3月15日

平成25年9月27日

平成26年3月14日

平成17年4月
～平成18年3月

平成17年8月8日

平成18年10月25日

平成19年5月12日

平成19年7月8日５）経済教育ネットワーク第1回大阪部会報告 　経済教育ネットワーク第1回大阪部会（於阪急ターミナ
ルスクエア17）において、「「中等教育における経済教
育に関する若干の覚書」について」と題して報告を行っ
た。

２）奈良産業大学オープンキャンパス模擬講義 　奈良産業大学オープンキャンパスにおいて、「バブル
崩壊と「失われた10年」」と題して模擬講義を行った。

３）奈良産業大学出前講義 　三重県立名張西高等学校において、「株式投資に必勝
法はあるか？」と題して出前講義を行った。

４）奈良産業大学公開講座王寺町リーベルカレッジ 　奈良産業大学公開講座王寺町リーベルカレッジ（於
リーベル王寺）において、「株式投資に必勝法はあるか
だまされないための経済理論」と題して講演を行った。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良学園中学校高等学校における教育実績 　中学3年生を対象に「公民」の経済的内容を担当した。

12）奈良産業大学平成24年度後期授業アンケート 「ITリテラシーⅡ」及び「基礎数学Ⅱ」について、授業
評価アンケートを受けて、大学ホームページ掲載用に改
善策等を回答。

13）奈良産業大学平成25年度前期授業アンケート 「基礎数学Ⅱ」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

14）奈良産業大学平成25年度後期授業アンケート 「日本語コミュニケーションⅡ」「基礎数学Ⅰ」及び
「インターンシップⅠ」について、授業評価アンケート
を受けて、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

９）奈良産業大学平成22年度後期授業アンケート 「ITリテラシーⅡ」について、授業評価アンケートを受
けて、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

10）奈良産業大学平成23年度前期授業アンケート 「基礎数学Ⅰ」及び「環境経済学」について、授業評価
アンケートを受けて、大学ホームページ掲載用に改善策
等を回答。

11）奈良産業大学平成24年度前期授業アンケート 「ITリテラシーⅠ」「基礎数学Ⅱ」及び「環境経済学」
について、授業評価アンケートを受けて、大学ホーム
ページ掲載用に改善策等を回答。

６）奈良産業大学平成20年度後期授業アンケート 「現代経済学」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

７）奈良産業大学平成21年度前期授業アンケート 「環境経済学」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

８）奈良産業大学平成22年度前期授業アンケート 「環境経済学」及び「ITリテラシーⅠ」について、授業
評価アンケートを受けて、大学ホームページ掲載用に改
善策等を回答。

３）奈良産業大学平成19年度前期授業アンケート 「環境経済学」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

４）奈良産業大学平成19年度後期授業アンケート 「現代経済学」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

５）奈良産業大学平成20年度前期授業アンケート 「ITリテラシーⅠ」及び「環境経済学」について、授業
評価アンケートを受けて、大学ホームページ掲載用に改
善策等を回答。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）奈良産業大学平成18年度前期授業アンケート 「環境経済学」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

２）奈良産業大学平成18年度後期授業アンケート 「現代経済学」について、授業評価アンケートを受け
て、大学ホームページ掲載用に改善策等を回答。

11）『導入演習・基礎演習（2013年度版）』（共著）及
び補助教材ワークシート

　奈良産業大学ビジネス学部「導入演習」（専門教育科
目、1年次配当、集中及び前期、選択2単位）及び「基礎
演習」（同、後期）共通教科書『導入演習・基礎演習
（2013年度版）』（共著）及び補助教材ワークシートと
して、前年度の授業実践等を踏まえ、改訂版を作成し
た。
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平成21年8月3日

平成22年6月29日

平成22年7月5日

平成22年7月27日

平成23年1月18日

平成24年2月18日

平成24年2月25日

平成16年4月
～平成17年3月

平成17年4月
～平成24年3月

平成19年4月
～現在に至る

平成19年6月15日

平成19年8月3日

平成19年12月21日

平成20年8月4日

平成20年11月21日

４）奈良産業大学ビジネス学部一年次教育中間報告会 　「導入演習」及び「現代社会トピックスⅤ（日本経済
の光と影）」について報告を行った。

５）第1回　奈良産業大学　公開授業参観交流会 　奈良産業大学FD委員会・学修支援センター運営委員会
共催の「第1回　奈良産業大学　公開授業参観交流会」に
おいて、ビジネス学部一年次教育・テキスト作成委員会
実施の「第1セメスターにおける導入教育の自己評価に関
する調査結果」について報告を行った。

１）奈良産業大学ビジネス学部一年次・テキスト作成委
員会第1回公開学習会

　文部科学省『特色ある大学教育支援プログラム』採択
記念シンポジウム「初年次教育とポートフォリオ評価」
及び大学教育学会第29回大会より自由研究Ⅰ「初年次教
育」について報告を行った。

２）奈良産業大学ビジネス学部一年次教育中間報告会 　「現代社会トピックスⅤ（日本経済の光と影）」につ
いて報告を行った。

３）奈良産業大学ビジネス学部一年次・テキスト作成委
員会第2回公開学習会

　大学教育学会2007年度課題研究集会について報告を
行った。

２）奈良産業大学経済学部における教育実績 「基礎経済学」「基礎経済学Ⅲ・Ⅳ」「現代経済学」
「環境経済学」「基礎演習（4単位）」「導入演習」「基
礎演習（2単位）」「専門演習Ⅰ・Ⅱ」「卒業論文」「総
合演習Ｅ」（年度によって担当授業科目は異なる）

３）奈良産業大学ビジネス学部における教育実績 「日本語コミュニケーションⅡ」「ＩＴリテラシーⅠ・
Ⅱ」「基礎数学（ベーシック数理）Ⅰ・Ⅱ」「インター
ンシップⅠ」「現代社会トピックスⅤ」「環境経済学」
「導入演習」「基礎演習」「総合演習（4単位）」「総合
演習（2単位）」「専門演習Ⅰ・Ⅱ」「短期プロジェクト
演習」（年度によって担当授業科目は異なる）

「教育方法・教育実践に関する発表等」

５　その他

「教育実績」

１）龍谷大学経済学部における教育実績 「日本経済論Ⅰ・Ⅱ」

11）文楽応援団平成24年第1回研修会 　文楽応援団平成24年第1回研修会（於国立文楽劇場会議
室）において、「パロディーとしての文楽―平家物語と
しての文楽―」と題して学習会の講師を務めた。

12）奈良産業大学学術講演会 　奈良産業大学学術講演会「金融の技術革新とサブプラ
イム金融危機」（服部茂幸・福井県立大学教授）に先立
ち、「ミンスキーサイクルと服部説―「金融の技術革新
とサブプライム金融危機」に寄せて―」と題して講演を
行った。

８）高等学校進路相談会模擬講義 　高等学校進路相談会（於難波御堂筋ホール）におい
て、「「心掛け」で環境は守れる？―環境経済学入門
―」と題して模擬講義を行った。

９）日本語研修講座 　中華民国国立屏東科技大学から奈良産業大学への短期
留学生を対象に実施された日本語研修講座において、
「日本の伝統芸能」の講義を行った。

10）名古屋大学大学院経済学研究科課題設定型ワーク
ショップ「社会経済研究」

　名古屋大学大学院経済学研究科における大学院学生対
象の課題設定型ワークショップ「社会経済研究」におい
て、「カレツキの政治経済学」と題して報告及び質疑応
答を行った。

６）日本語研修講座 　中華民国国立屏東科技大学から奈良産業大学への短期
留学生を対象に実施された日本語研修講座において、
「日本の伝統芸能」及び「現代日本の短編アニメーショ
ン」の講義を行った。

７）奈良産業大学公開講座奈良駅前大学 　奈良産業大学公開講座奈良駅前大学（於社団法人奈良
県経済倶楽部ビル）において、「地球温暖化対策と経済
学―環境税・排出量取引・公共財―」と題して講演を
行った。
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平成21年2月12日

平成21年8月7日

平成21年9月19日

平成22年2月5日

平成22年8月6日

平成23年2月4日

平成23年6月5日

平成23年8月31日

平成23年12月9日

年月日

平成4年3月31日

平成4年3月31日

平成6年3月23日

平成9年3月31日

平成11年12月1日

平成15年9月24日

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

５）司書教諭講習修了 第205551号

６）博士（経済学） 京都大学経博第一七四号
博士論文題名：カレツキの政治経済学

２）高等学校教諭一種免許状（社会） 平三高一め第三四七八号（京都府教育委員会）

３）修士（経済学） 京都大学経修第五一六号
修士論文題名：カレツキの開発経済学

４）高等学校教諭専修免許状（公民） 平八高専め第一八四号（京都府教育委員会）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）中学校教諭一種免許状（社会） 平三中一め第三一二七号（京都府教育委員会）

13）初年次教育学会第4回大会（再掲） 　「奈良産業大学ビジネス学部における留学生の特徴―
―「第1セメスターにおける導入教育の自己評価に関する
調査」に見る――」と題して学会発表を行った。

14）奈良産業大学授業研究会 　奈良産業大学FD委員会主催の授業研究会の第4分科会
「スタディスキルを考える」において、座長を務めると
もに話題提供を行った。

10）奈良産業大学ビジネス学部平成22（2010）年度前期
一年次教育報告会

　「導入演習」基調報告及び5組Cについて報告を行っ
た。

11）奈良産業大学ビジネス学部平成22（2010）年度後期
一年次教育報告会

　「基礎演習」5組Cについて報告を行った。

12）大学教育学会第33回大会（再掲） 　「通常講義科目におけるレポート作成指導――「環境
経済学」における試み――」と題して学会発表を行っ
た。

７）平成21（2009）年度前期一年次教育報告会 　「導入演習」基調報告及び5組Bについて報告を行っ
た。

８）初年次教育学会第2回大会 　「奈良産業大学ビジネス学部における初年次教育――
「導入演習」「基礎演習」を軸とする複数科目による総
合型初年次教育――」と題して学会発表を行った。

９）奈良産業大学ビジネス学部平成21（2009）年度後期
一年次教育報告会

　「基礎演習」基調報告及び5組Bについて報告を行っ
た。

６）奈良産業大学ビジネス学部一年次教育年度末報告会 　「基礎演習」及び他大学における初年次教育について
報告を行った。
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平成17年4月
～平成21年3月

平成18年4月
～平成19年3月

平成18年7月
～平成19年3月

平成18年7月
～平成19年3月

平成19年4月
～平成25年3月

平成19年4月
～平成23年3月

平成19年4月
～平成19年9月

平成19年9月
～平成21年3月

平成20年4月
～平成21年3月

平成20年4月
～現在に至る

平成20年4月
～平成24年3月

平成21年4月
～平成23年3月

平成21年11月
～平成22年3月

平成21年12月
～平成25年3月

平成22年4月
～平成25年3月

平成22年9月
～平成22年11月

平成23年4月
～平成25年3月

15）奈良産業大学全学共通・教養教育推進委員会委員 　奈良産業大学における共通教育科目に関する委員会の
一員として従事。

16）奈良産業大学学内評価員 　奈良産業大学が平成22年度に日本高等教育評価機構に
おける認証評価を受審するに先立ち、リハーサル等にお
いて評価員の役割に従事。

17）奈良産業大学入学試験委員会委員 　奈良産業大学における入学試験に関する委員会の一員
として従事。なお、平成24年度の10月から11月にかけ
て、委員長の入院に伴い委員長代行に就任。

12）奈良産業大学学生支援センター運営委員会委員 　奈良産業大学における学生支援に関する委員会の一員
として従事。

13）奈良産業大学全学共通・教養科目調整会議構成員 　臨時に設置された奈良産業大学全学共通・教養科目調
整会議の構成員として、全学共通・教養教育推進委員会
と合同で平成22年度からの共通教育の検討に従事。

14）奈良産業大学ビジネス学部年間行事検討委員会委員 　奈良産業大学ビジネス学部における諸行事の予定及び
進捗状況を管理するとともに、どの委員会にも属さない
行事の取りまとめ等に従事。なお、平成22年度からは委
員会の取りまとめに就任。

９）奈良産業大学FD委員会委員 　奈良産業大学におけるファカルティ・ディベロップメ
ントに関する委員会の一員として従事。

10）奈良産業大学ビジネス学部一年次アドバイザー取り
まとめ担当

　奈良産業大学ビジネス学部における一年次生対象の演
習科目である「導入演習」及び「基礎演習」の担当者間
における取りまとめ担当に従事。

11）奈良産業大学経済学部教務委員 　奈良産業大学経済学部における教務事項を担当すると
ともに、全学委員会である教務委員会に陪席。

６）奈良産業大学経済学部執行部会構成員 　奈良産業大学において平成19年4月に経済学部等を改組
してビジネス学部が発足したことに伴い、なお在籍する
経済学部生に関わる諸問題の検討等に従事。

７）奈良産業大学新学会設立準備委員会委員 　平成19年4月に発足した奈良産業大学ビジネス学部にお
ける学内学会の設立準備に従事。

８）奈良産業大学社会科学学会運営委員会委員 　奈良産業大学ビジネス学部を母体とする学内学会「奈
良産業大学社会科学学会」の運営委員会の一員として、
『奈良産業大学社会科学学会NEWSLETTER』の編集作業等
に従事。

３）奈良産業大学NSU-NET運営委員会委員 　奈良産業大学の情報ネットワークであるNSU-NETの運営
に関する委員会の一員として従事。

４）奈良産業大学ビジネス学部教授会準備会教務関連部
会構成員

　平成19年4月に発足を予定された奈良産業大学ビジネス
学部の教務関連事項の原案の検討等に従事。

５）奈良産業大学ビジネス学部一年次教育・テキスト作
成委員会委員

　奈良産業大学ビジネス学部における一年次（初年次）
教育の充実及びテキスト編集作業等に従事。なお、平成
23年度からは委員会の取りまとめに就任。

４　その他

１）奈良産業大学経営経営学会運営委員会委員 　奈良産業大学経済学部及び経営学部を母体とする学内
学会「奈良産業大学経済経営学会」の運営委員会の一員
として、『産業と経済』『奈良産業大学経済経営学会
NEWSLETTER』の編集作業等に従事。

２）奈良産業大学大学要覧検討委員会委員 　奈良産業大学の大学要覧（大学案内）の検討等に従
事。
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平成23年4月
～平成24年3月

平成23年4月
～平成24年3月

平成24年4月
～平成25年3月

平成25年4月
～平成26年3月

平成25年4月
～平成26年3月

平成25年4月
～平成26年3月

平成25年4月
～平成26年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1．『カレツキの政治経済
学』
（奈良産業大学経済・経営
研究叢書5）

単著 平成21年3月 　博士論文『カレツキの政治経済学』を元に第1
章「カレツキ入門」及び第3章「カレツキ資本主
義経済論体系の形成と展開」を書き下ろし、そ
の他全体的に加筆したもの。
A5判　全224頁

2．『現代経済思想――サム
エルソンからクルーグマン
まで――』

共著 平成23年3月 　サムエルソンからクルーグマンに至る、現代
経済学の発展に大きく寄与した16名の経済学者
の生涯と思想を幅広く紹介した啓蒙書。
A5判　全296頁
編著者：根井雅弘
共著者：◎根井雅弘、楠美佐子、廣瀬弘毅、神
野照敏、藤田菜々子、山本英司、寺尾建、横田
宏治、江頭進、荒川章義、中村隆之、服部茂幸
本人担当部分：第6章「ミハウ・カレツキ――ポ
スト・ケインズ派経済学の源泉――」（95-109
頁）を単著。
　カレツキの生涯に簡潔に触れつつ、「ケイン
ズ革命」の先行者として特に『景気循環理論』
の内容を紹介するとともに、価格二分法と独占
度、分配要因を考慮した投資乗数、危険逓増の
原理、政治的景気循環等に関してカレツキの資
本主義経済論の現代的意義を論じ、カレツキが
源泉の一つであるところのポスト・ケインズ派
経済学について簡潔に紹介を行った。

（学術論文）
１）「「マルクス主義者」
としてのカレツキ」

単著 平成17年9月 　カレツキとマルクスとの比較研究の一環とし
て、学説史におけるカレツキの位置を検討した
上で、カレツキの経歴をマルクス主義との関係
から振り返った。ここで問題となるのがそもそ
もマルクス主義とは何かであるが、むしろ戦後
のポーランドの教条主義的な「マルクス主義
者」から批判されたことこそが、批判的精神の
持ち主という意味においてカレツキをマルクス
主義者たらしめるものであることを指摘した。

千倉書房

ミネルヴァ書房

『産業と経済』
（奈良産業大学経済経営
学会）
第20巻第3号
123-146頁

24）奈良産業大学ビジネス学部教務委員 　奈良産業大学教務委員会委員を補佐し、ビジネス学部
固有の教務事項を担当する一員として従事。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

21）奈良産業大学広報委員会委員 　奈良産業大学における広報に関する委員会の委員長と
して従事。

22）奈良産業大学ホームページ企画小委員会委員 　奈良産業大学広報委員会の下部組織として、ホーム
ページに関する小委員会の一員として従事。

23）奈良産業大学就職委員会委員 　奈良産業大学における就職に関する委員会の一員とし
て従事。

18）奈良産業大学AO入試実施小委員会委員 　奈良産業大学入学試験委員会の下に設けられたAO入試
の実施に関する小委員会の一員として従事。

19）奈良産業大学編入学試験実施小委員会委員 　奈良産業大学入学試験委員会の下に設けられた編入学
試験の実施に関する小委員会の一員として従事。

20）奈良産業大学国際交流センター運営委員会委員 　奈良産業大学における国際交流に関する委員会の一員
として従事。
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２）「カレツキの資本主義
経済研究における『景気循
環理論』の位置」

単著 平成18年3月 　カレツキがケインズと独立にまたは先行して
「有効需要の原理」に到達していたとして知ら
れる1933年の『景気循環理論』について、その
他の文献やカレツキの資本主義経済論の全体に
注意を払いながら詳細に検討を行った。その結
果、『景気循環理論』は確かに「有効需要の原
理」に到達していたものの、説明の一部に不十
分な点があり、それらは後の著作において訂正
されていったことを明らかにした。

３）「奈良産業大学におけ
る初年次教育―ビジネス学
部を中心に―」

単著 平成20年12月 　奈良産業大学における初年次教育について、
初年次教育に関する概念の整理を踏まえつつ諸
資料を用いて検討を行った。その結果、奈良産
業大学における初年次教育は4段階に時期区分で
きることが明らかにされ、ビジネス学部におけ
る初年次教育の全体像及び成果・課題が他大学
等との比較の中で明らかにされた。

４）「『カレツキの政治経
済学』再論」

単著 平成23年1月 　著書『カレツキの政治経済学』に対し、学会
において合評会が2回行われ、また書評が2本寄
せられたことを受けて、それらへのリプライを
兼ねつつ、同著の要点を敷衍するとともに必要
に応じて訂正を行った。訂正は主に伝記的事項
についてである。「体系」としてのカレツキ資
本主義経済論、『景気循環理論』は自由競争の
仮定か、方法論としての「マルクス主義者」等
についていっそう詳しい説明を行った。

５）「カレツキと階級闘
争」

単著 平成24年11月 　理論経済学の範疇たる所得分配理論及び政治
経済学の範疇たる階級闘争についてのカレツキ
の見解の検討を行った。その結果、カレツキの
階級闘争観が所得分配理論の基礎に裏付けられ
ていること、並びにカレツキの階級闘争観及び
所得分配理論は1933年の『景気循環理論』にお
いて基本的に完成を見ていたことを明らかにし
た。

６）「2012年度台湾林業調
査報告」

共著 平成24年12月 　平成24年度奈良産業大学地域公共学総合研究
所研究プロジェクト「吉野林業振興に関する研
究」の一環として、国際比較のため、文献調査
及び2012年9月における台湾現地調査に基づき、
台湾における林業の現状と課題を調査した。
本人担当部分：全6節中、第2節「台湾林業に関
する先行文献」、第3節「國立屏東科技大學森林
系へのインタビュー調査」、及び第4節「三地門
におけるエコツーリズムの現地調査」を単著。
共著者：◎渡辺邦博、山本英司

（その他）

「研究ノート・啓蒙論文等」
１）「中等教育における経
済教育に関する若干の覚
書」

単著 平成18年6月 　中高一貫校における「公民」経済分野の非常
勤講師としての経験に基づき、経済学の専門家
の観点から、中等教育における経済教育につい
て、現場で用いられている教科書・資料集の内
容の検討を行った。

２）「奈良産業大学ビジネ
ス学部における留学生の特
徴」

単著 平成22年12月 　平成21年度より奈良産業大学が留学生の本格
的受け入れを開始したことを受け、平成19年度
の同大学ビジネス学部設置時より実施されてい
る「第1セメスターにおける導入教育の自己評価
に関する調査」の結果を用いて、同学部の留学
生について、日本人学生と対比させつつ特徴を
浮き彫りにしようとした。その結果、留学生は
日本人学生と比較して向学心が高く、日本人学
生の自己評価が際立って低いのは「わからない
ことを辞書・事典で調べる」であることなどを
明らかにした。

『産業と経済』
（奈良産業大学経済経営
学会）
第21巻第2号
153-213頁

『奈良産業大学紀要』
（奈良産業大学）
第26集
89-101頁

『産業と経済』
（奈良産業大学経済経営
学会）
第21巻第1号
15-32頁

『奈良産業大学紀要』
（奈良産業大学）
第24集
29-64頁

『季刊経済理論』
（経済理論学会）
第47巻第4号
42-52頁

『社会科学雑誌』
（奈良産業大学社会科学
学会）
第5巻
575-602頁

『奈良産業大学地域公共
学総合研究所年報』
（奈良産業大学）
第3集
119－136頁
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３）「地球温暖化対策と経
済学―環境税・排出量取
引・公共財―」

単著 平成23年11月 　平成22年6月29日に開催された奈良産業大学公
開講座「奈良駅前大学」の同名の講演の内容に
基づく。地球温暖化の実態及び地球温暖化対策
の動向について説明した後、経済学で言う公共
財という概念について説明し、最後に、環境税
と排出量取引について説明した。総じて標準的
な考え方をなるべく平易に解説したものである
が、環境税の税率は環境省案よりさらに引き上
げるべきであり、環境税の税収は法人税の減税
と失業手当・職業訓練等に充てられるべきであ
るとの私見を盛り込んだ。

４）「ミハウ・カレツキ
Michał Kalecki　1899-1970
ケインズに先んじて論じた
有効需要原理」
（温経知世　経済学者の思
想と理論vol.17）

単著 平成24年1月 　経済学史・経済思想史研究者によるリレー連
載「温経知世　経済学者の思想と理論」の「ミ
ハウ・カレツキ」の回への原稿を依頼されたも
のである。ケインズの有効需要の原理をケイン
ズに先立ち、かつ、いっそう発展した形で展開
したことに触れつつ、いたずらに理想を振りか
ざすことなく、かつ、体制に屈しないカレツキ
の生涯を紹介した。

５）「パロディーとしての
時代物―平家物語と文楽
―」

単著 平成24年12月 　文楽の時代物の現代人にとっての分かりにく
さの一因が「時代物はパロディーであるが、現
代人は元ネタを知らない」ことにあるとの仮説
に基づき、事例研究として平家物語を元ネタと
する時代物文楽作品を取り上げた。エピソード
の対応関係を年表形式で整理するとともに、平
家物語のパロディーとしての時代物文楽作品の
見どころの解説を行った。

６）「ミンスキーサイクル
と服部説―「金融の技術革
新とサブプライム危機」に
寄せて―」

単著 平成25年2月 　平成24年2月25日に開催された奈良産業大学学
術講演会「金融の技術革新とサブプライム金融
危機」（服部茂幸・福井県立大学教授）に先
立って行った同名の講演の内容に基づく。服部
教授とハイマン・ミンスキーの経歴と業績を紹
介し、経済学説史における位置付けを明らかに
した。

７）「台湾林業の現状―台
湾南部の現地調査より―」

共著 平成25年3月 　平成24年12月26日に開催された龍谷大学里山
学研究センター2012年度第5回研究会における同
名の報告の要約を行った。
本人担当部分：全6節中、第2節「台湾林業に関
する先行文献」、第3節「國立屏東科技大學森林
系へのインタビュー調査」、及び第4節「三地門
におけるエコツーリズムの現地調査」を単著。
共著者：◎渡辺邦博、山本英司

８）「通常講義科目におけ
るレポート作成指導―「環
境経済学」を事例として
―」

単著 平成25年12月 　カリキュラム改革に伴い2013年度をもって
「環境経済学」の開講を終えるにあたり、2006
年度から8年間にわたるレポート作成指導の歩み
を振り返るとともに、通常講義科目におけるレ
ポート作成指導について考察した。

「書評」
１）Aslanbeigui, Nahid
and Guy Oakes: The
Provocative Joan
Robinson: The Making of a
Cambridge Economist
(Durham and London: Duke
University Press, 2009,
x+302pp.)

単著 平成23年1月 　『不完全競争の経済学』等で知られるジョー
ン・ロビンソンの1930年代のケンブリッジにお
けるキャリア形成過程を扱った著書（英語）に
対する書評を行った。

「学会発表」
１）「カレツキ資本主義経
済論体系の形成と展開」

単独 平成16年5月 　カレツキの資本主義経済論について、「体
系」の観点から1933年の『景気循環理論』、
1939年の『経済変動理論論文集』、1943年の
『経済動学研究』、1954年の『経済動学理
論』、そして死後の1971年の『資本主義経済動
学論文選集』の5冊の著書を比較検討することに
よってその本質と可能性を探ろうとした。その
結果、基本型としての「1933年体系」の精緻化
としてカレツキ資本主義経済論の展開が把握さ
れることとなった。

２）「合評会：山本英司著
『カレツキの政治経済学』
（千倉書房）」

共同 平成21年7月 　著書『カレツキの政治経済学』について、元
木久・関西大学教授の合評に答えてリプライ報
告を行った。特に「「マルクス主義者」として
のカレツキ」の部分に議論が集中した。
本人担当部分：リプライ
共同発表者：元木久、山本英司

経済学史学会第68回大会
（於北星学園大学）

経済思想史研究会・近代
経済学史研究会合同研究
会
（於大阪府立大学中之島
サテライト教室）

『社会科学雑誌』
（奈良産業大学社会科学
学会）
第7巻
391-399頁

『龍谷大学里山学研究セ
ンター2012年度年次報告
書』
（龍谷大学里山学研究セ
ンター）
87-88頁

『奈良産業大学紀要』
（奈良産業大学）
第30集
139-170頁

『経済学史研究』
（経済学史学会）
52巻2号
141-142頁

『社会科学雑誌』
（奈良産業大学社会科学
学会）
第3巻
191-208頁

『エコノミスト』（毎日
新聞社）第90巻第4号通
巻4212号
54-55頁

『奈良産業大学紀要』
（奈良産業大学）
第28集
(1)-(42)頁
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３）「奈良産業大学ビジネ
ス学部における初年次教育
―「導入演習」「基礎演
習」を軸とする複数科目に
よる総合型初年次教育―」

単独 平成21年9月 　奈良産業大学における初年次教育について、
初年次教育に関する概念の整理を踏まえつつ諸
資料を用いて検討を行った。その結果、奈良産
業大学における初年次教育は4段階に時期区分で
きることが明らかにされ、ビジネス学部におけ
る初年次教育の全体像及び成果・課題が他大学
等との比較の中で明らかにされた。

４）「カレツキの社会主義
革命観」

単独 平成21年10月 　カレツキの社会主義革命観について、資本主
義観を踏まえた上で歴史的変遷を明らかにし
た。その結果、資本主義を根本的に批判しつつ
もあくまでも資本主義の枠内での改革を理論的
に提言し、しかしてそれが政治経済学的に受け
入れられないであろうことから社会主義革命が
必然化されるとのカレツキの論理構造が明らか
になった。

５）「合評会：山本英司会
員新著『カレツキの政治経
済学』」

共同 平成21年11月 　著書『カレツキの政治経済学』について、鍋
島直樹・名古屋大学教授の発題に答えてリプラ
イ報告を行った。
本人担当部分：リプライ
共同発表者：鍋島直樹、山本英司

６）「『季刊経済理論』第
47巻第4号特集「カレツキ経
済学の現代的評価」合評
会：『カレツキの政治経済
学』再論」

共同 平成23年3月 　学術論文「『カレツキの政治経済学』再論」
について、池田毅・立教大学准教授のコメント
に応えつつ、報告を行った。
本人担当部分：リプライ
共同発表者：池田毅、山本英司

７）「通常講義科目におけ
るレポート作成指導――
「環境経済学」における試
み――」

単独 平成23年6月 　大学におけるいわゆるコピペレポートの横行
を踏まえ、初年次ゼミ等とは異なる通常講義科
目である「環境経済学」におけるレポート作成
指導の試みについて紹介を行った。初年次ゼミ
におけるレポート作成指導との連続性に学生の
注意を促しつつ、ワークシートを活用して中間
レポートを提出させ、かつ、レポート評価基準
をルーブリックの形で事前に明示することによ
り、採点の手間を省くとともに「採点に値する
レポート」のみが提出されるよう工夫を行っ
た。

８）「奈良産業大学ビジネ
ス学部における留学生の特
徴――「第1セメスターにお
ける導入教育の自己評価に
関する調査」に見る――」

単独 平成23年8月 　平成21年度より奈良産業大学が留学生の本格
的受け入れを開始したことを受け、平成19年度
の同大学ビジネス学部設置時より実施されてい
る「第1セメスターにおける導入教育の自己評価
に関する調査」の結果を用いて、同学部の留学
生について、日本人学生と対比させつつ特徴を
浮き彫りにしようとした。その結果、留学生は
日本人学生と比較して向学心が高く、日本人学
生の自己評価が際立って低いのは「わからない
ことを辞書・事典で調べる」であることなどを
明らかにした。

９）台湾林業の現状―台湾
南部の現地調査より―

共同 平成24年3月 　研究ノート・啓蒙論文等「2012年度台湾林業
調査報告」に基づく内容を、カラー写真のスラ
イドを交えつつ報告した。
本人担当部分：全6節中、第2節「台湾林業に関
する先行文献」、第3節「國立屏東科技大學森林
系へのインタビュー調査」、及び第4節「三地門
におけるエコツーリズムの現地調査」
共同発表者：渡辺邦博、山本英司

［注］

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

大学教育学会第33回大会
（於桜美林大学町田キャ
ンパス）

初年次教育学会第4回大
会
（於久留米大学御井キャ
ンパス）

龍谷大学里山学研究セン
ター2012年度第5回研究
会
（於龍谷大学深草学舎）

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

初年次教育学会第2回全
国大会
（於関西国際大学尼崎
キャンパス）

比較経済体制学会第8回
2009秋期大会
（於立命館大学BKC）

経済学史学会関西部会第
157回例会
（於兵庫県立大学神戸
キャンパス）

経済理論学会関西部会
（於京都大学）
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年月日

平成17年度より
適宜

平成21年4月1日

平成18年7月より

年月日

平成7年3月21日

平成10年3月24日

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

１）特記事項なし

２　特許等

１）学士（商学） 同志社大学

２）修士（経済学） 大阪市立大学大学院

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）特記事項なし

５　その他

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

１）平成18年7月より、ほぼ半期に1度のペースで授業評
価アンケートを実施（結果および結果へのコメントは学
内ウェブページに掲載）

学内のFD活動の一環として実施している。学生の学習意
欲の喚起と年々の授業内容・授業方法の見直しに役立て
ている。なお全学的に実施されている授業改善シートも
中間点検として利用している。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）「ベーシック数理Ⅰ」第12章、第13章；「ベーシッ
ク数理Ⅱ」第6章、第7章、第8章、第9章（『ベーシック
数理Ⅰ・Ⅱ』奈良産業大学ビジネス学部発行、所収）

ビジネス学部共通基礎科目「ベーシック数理Ⅰ」、
「ベーシック数理Ⅱ」の教材である。小学の算数・中学
の数学での学習内容の計算技術の習得・確認だけでなく
実社会での応用という観点から作成した。

１）配布資料の作成
２）課題作成の作成

授業では、教科書を用いていないので、標準的なテキス
ト・ブックを参照しながら、配布資料と学生が受講到達
度を実感できるような課題の作成を試みている。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　西川　弘展

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

ケインズを基準とした、マクロ経済学に関する経
済学史的研究（経済学史・経済理論）

ケインズ、マクロ経済学（含、貨幣理論・貨幣政策）の歴史

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
特記事項なし

（学術論文）
１．ケインズ『貨幣論』の銀
行貨幣分割の含意：貨幣数量
説からの離脱過程の一局面

単 平成26年3月 代表的基本モデルを取り上げつつも、『貨幣
論』に内在しながら『貨幣論』における金融的
流通に関連する貨幣量（M3）の把握が貨幣数量
説から派生する、頑強な命題、全貨幣数量（M1
＋M2＋M3）の変化率＝物価の変化率を頑強に否
定することを確認し、これまであまり具体化さ
れてこなかったケインズ理論の貨幣数量説から
の離脱過程の様相の一齣を明らかにした。

２.『貨幣改革論』の内生的
貨幣供給の着想－E.キャナン
とJ.M.ケインズの論争

単 平成24年12月 ケインズにおける内生的貨幣供給の着想は『貨
幣論』において本格化していることは周知され
ているが『貨幣改革論』においてもその着想の
一端が示され、この論点をめぐりE.キャナンと
論争されていることはあまり知られていない。
本論では、キャナンをリカード的系譜に、ケイ
ンズをソーントン的系譜に位置付ける試みをし
ながら、『貨幣改革論』における内生的貨幣供
給の着想を紹介し、ケインズの経済学を再解釈
する際の視点を示した。

（その他）
（翻訳）
1.Roger Backhouse「なぜケ
インズが重要なのか、イギリ
スの政策形成の視点からの検
討」（所収書籍の第2部の担
当者として）

共 平成26年2月 経済理論史の世界的研究者のRoger Backhouseが
所収書籍のために書き下ろされた論文の翻訳の
担当。世界的に政府赤字の累積と財政規律の引
締めの実行が前面に取りざたされる中において
も、従来のケインズ的財政拡張政策の有効性が
失われていないことを示唆することが当該論文
の主要な論点である。

（学会討論者）

１．セッション：ピグー厚生
経済学の再検討（『富と厚
生』出版百周年）山本崇史氏
（北海道大学）「関税改革論
争におけるピグーの外国貿易
論：「貿易論への「厚生」概
念の本格的な適用に関して」
へのコメント

単 平成24年5月26
日（於小樽商

科大学）

山本報告の前提となった論文を参考に、山本報
告の意義と位置づけを確認し、いくつかの疑問
点を提起した。学会セッション終了後直ちに山
本氏により拙疑問への返答をいただいている。

（研究ノート）
１．ケインズ『貨幣改革論』
の基本視角に関する覚書
（上）

単 平成21年9月 ケインズ革命を引き起こした『雇用、利子およ
び貨幣の一般理論』については同著の重要性か
ら論点を明確化し先行研究の不備を補う形で組
織的・体系的に研究がなされ、研究が蓄積され
ている。その一方で『貨幣改革論』については
世界的に見ても国内的に見ても、それを主題と
する研究もわずかであり、組織的・体系的に研
究されていない。そこで日本国内の諸研究の特
徴を年代順に整理し、その上で独自の解釈を打
ち出そうとしている。（平成24年4月6日時点で
未完）

『ケインズは、《今》、
なぜ必要か？：グローバ
ルな視点からの現在的意
義』ケインズ学会編集、
平井俊顕監修、作品社、
2014年2月15日。（第Ⅰ
部グローバルな視点か
ら、ケインズの現代的意
義を考える、第3章とし
て所収（42－52頁）。

経済学史学会第76回全国
大会

『産業と経済』第24巻第
1・2号、奈良産業大学経
済・経営学会、B5版、
41-68頁

『社会科学雑誌』奈良産
業大学社会科学学会、A5
版、165-194頁

『奈良産業大学地域公共
学総合研究所年報』、A4
版、57-68頁

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

１）特記事項なし

４　その他
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２．石橋湛山の言論思想につ
いての覚書ー東洋経済新報社
運営の側面からー

単 平成21年12月 明治創刊の『東京経済雑誌』についてはその先
駆的性格、古典的な経済自由主義という原理的
性格から研究が積み重ねられてきている。一方
で明治期に創刊され現代まで引き継がれている
『東洋経済新報』についてはその全貌が明らか
でない。また『東洋経済新報』の中興の祖とも
いうべき石橋湛山についてもその全集が古くか
ら完結しているにもかかわらず、政治思想的研
究に比べ経済学的研究は比較的手薄である。こ
こでは、『東洋経済新報社　百年史』を手がか
りに『石橋湛山 全集』にもあたり、東洋経済新
報社の創設からの歴史的流れを追うことで、同
社の経営方針にあらわれる石橋湛山の経済思想
を、ジャーナリズムの持続性重視の姿勢、特定
の理論命題に過度に依拠した原理というよりは
柔軟で折衷的なプラグマティズムの姿勢、専門
的経済学重視というよりは教養的色彩の強い経
済学重視の姿勢などとしてあきらかにした。

［注］

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

『奈良産業大学紀要』第
25集、奈良産業大学、A4
版、79-106頁

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。
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年月日

平成18年度、
平成19年度、
平成20年度

平成18年度、
平成19年度、
平成20年度、
平成21年度

平成18年度、
平成19年度、
平成20年度、
平成21年度

平成22年度、
平成23年度

平成24年度

平成24年度

平成24年度

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　水野 清文

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経　　営　　学 経営管理、経営戦略、企業文化

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

1) 小論文指導・面接指導・時事問題に関する問題提起と
議論、ビジネスマナー指導。

　東邦高等学校の科目「課題研究」にて、個別小論文指
導、面接模擬演習、時事問題を取り上げて問題点や対策
を生徒とともに議論、ビジネスマナーの指導などを行っ
た。これらはプレゼンテーション能力、思考力、文章
力、問題解決能力、社会人に必要となるマナーの習得な
どを目的としたものである。

2) 会社設立の手続きについての指導。 　東邦高等学校の科目「総合実践」にて、会社法に基づ
き、会社設立（個人企業）の手続きについて学習させ
た。必要な書式については教材用見本を使用し、生徒各
自が手続きを行うことができるように工夫をした。ま
た、チェックライタ（電動式・手動式）やナンバリング
といった事務用機器も利用した。商法、簿記などと相互
関連させることで企業活動を幅広く実践的に学ぶことを
目的としたものである。

3) Power Pointやラベルマイティを用いた授業。 　東邦高等学校の科目「総合実践」にて、生徒各自が架
空の会社を設立。その会社に関する社是・社訓、経営理
念や基本方針などを作成し、Power Pointを使用して発表
させた。また、ラベルマイティを使って各自の名刺を作
成させた。これらはコンピュータ機器の幅広い利用とプ
レゼンテーション能力を高めることを目的としたもので
ある。

4) 北九州観光事業についてのインタビュー調査の実施。 　東筑紫短期大学の科目「ゼミナール」にて、地域観光
事業について調査・研究を行った。「到津の森公園」
（動物園）、「スペースワールド」（遊園地）、「門司
港レトロ」などに学生とともに出向き、インタビュー調
査を行った。これらは、学生の自主に学ぶ能力育成や問
題意識の向上を図ることを目的としたものである。

5) 大阪駅ビルについての実態調査の実施。 　奈良産業大学の科目「プレ・プロジェクト演習」に
て、大阪駅商業ビルについて調査・研究を行った。これ
らは、学生の自主に学ぶ能力育成や問題意識の向上を図
ることを目的としたものである。

6) 奈良観光事業についてのインタビュー調査の実施。 　奈良産業大学の科目「プレ・プロジェクト演習」に
て、奈良駅商店街について調査・研究を行った。これら
は、学生の自主に学ぶ能力育成や問題意識の向上を図る
ことを目的としたものである。

7) 奈良観光事業についてのインタビュー調査の実施。 　奈良産業大学にて、短期留学生に対する「課題研究」
の指導を行った。論文作成にあたり、和服関連企業への
インタビュー調査を行った。（学生と同伴）
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平成19年度11月
～平成20年2月

平成15年度～平
成21年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度、
平成23年度

平成24年度

平成24年度

平成24年度

平成24年度

平成21年12月

平成22～24年度

２　作成した教科書，教材

1) 愛知東邦大学にて、「資格講座・簿記」のプリントの
作成。

　日商簿記検定合格に向け、簿記入門レベル～日商３級
レベルに至る解説ならびに問題プリント約100枚を作成し
た。

2) 東邦高等学校にて、「簿記」・「会計」のプリントの
作成。

　簿記の入門レベルから日商簿記検定２級レベルに至る
（会計分野を含む）までの解説ならびに問題プリント
1,000枚以上を作成した。

3) 東筑紫短期大学にて、「経営実務Ⅰ」・「経営実務
Ⅱ」のプリントの作成。

　簿記会計の基礎を中心にプリント63枚を作成した。

4) 東筑紫短期大学にて、「流通論」のプリントの作成。 　流通・商業の概念、生産側・消費側の変化や流通の中
心をなす小売業・卸売業について、その役割や活動内
容、具体例などをまとめたプリント12枚を作成した。

5) 東筑紫短期大学にて、「現代企業論」のプリントの作
成。

　企業の構造、その諸活動、現代企業が抱える諸問題に
ついてまとめたプリント10枚を作成した。

6) 東筑紫短期大学にて、「経済学」のプリントの作成。 　ミクロ経済学を中心として経済学を幅広い観点から捉
えた内容についてまとめたプリント12枚を作成した。

7) 東筑紫短期大学にて、「プレゼミナール（企業研
究）」・「ゼミナール（企業研究）」のプレゼンテー
ション資料の作成。

　産業別・企業別資料の収集、ならびにプレゼンテー
ションの模範実演資料を作成した。

8) 東筑紫短期大学にて、「ビジネス実務総論」のプリン
トの作成。

　ビジネスの基本、セルフマネジメントやキャリアデザ
インなどをまとめたプリント14枚を作成した。

9) 東筑紫短期大学にて、「ビジネス実務演習」のプリン
トの作成。

　職場常識や秘書検定に関するプリント24枚を作成し
た。

10) 奈良産業大学にて、「現代社会入門」のプリントの
作成。

　経済グローバル化、高度情報化、地球環境問題、少子
高齢化という4つのテーマに焦点をあてて、その現状と問
題に関するプリントを作成した。

11) 奈良産業大学にて、「現代社会トピックスⅢ」のプ
リントの作成。

　労働の意味、労働環境の変化などに関するプリント9枚
を作成した。

12) 奈良産業大学にて、「リーダーシップ論」のプリン
トの作成。

　組織の中のリーダーの在り方やリーダーシップ理論に
関するプリント31枚を作成した。

13) 奈良産業大学にて、「企業論」のプリントの作成。 　企業の構造や諸活動などに関するプリント23枚を作成
した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1) 東筑紫短期大学採用決定の際の評価。 　12年間に渡って高等学校教員を勤めたことによって、
短期大学入学前となる高校生の資質に対する理解と教育
経験（生活指導面を含む）があること、さらには、建学
の精神への理解が高く評価された。

2) 「平成22年度（前期・後期）　授業評価アンケート」
　「平成23年度（前期・後期）　授業評価アンケート」
　「平成24年度（前期・後期）　授業評価アンケート」

　「説明の仕方がわかりやすかった」、「教員に対する
熱意を感じた」、「授業がよく準備・計画されていた」
などの項目がすべての担当科目で80％程度の評価を得
た。
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平成15年度
～平成21年度

平成22年度、
平成23年度

平成22年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

年月日

平成7年3月

平成9年3月

平成9年3月

平成23年度

平成22年9月～平
成24年2月

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

1) 東邦高等学校にて高等学校教育実習生に対する指導。 　東邦高等学校にて、毎年6月に2週間実施される「教育
実習」の実習生に対する指導。

2) 東筑紫短期大学にて担任業務。 　美容ファッションビジネス学科・ビジネスコースの担
任業務（平成22年度2年生、平成23年度1年生）。生活演
習（HR）では東筑紫学園の建学の精神にもとづいて学校
行事の意義と内容を説明、社会活動、履修登録・検定試
験の管理、出席管理、教科担当学生・掃除当番学生に対
する指導・指示などを行った。

3) 東筑紫短期大学にて学生委員担当。 　入学式、レクリエーション・スポーツ大会（体育大
会）、大学祭、卒業式などの学校行事の計画と反省、学
生指導（身だしなみ・マナー教育など）を行った。

4) 東筑紫短期大学にて就職指導。 　担任として、クラス内の学生に対する就職指導を行っ
た。（就職内定率：就職希望者の100％が内定）

5) 東筑紫短期大学にて「初年次教育」の主担当。 　初年次教育の主担当。学生のコミュニケーション能
力、創造力の向上を目的とする内容である。

6) 奈良産業大学にて「新入生プレ・レクチャー」の授業
担当。

　平成25年度入学生に対して、大学の授業体験として演
習授業の内容の一部を紹介。大学が自主的に学ぶ教育機
関であることを認識させながら、自らが問題を見つけ出
し、それを解決していこうとすることの面白さを少しで
も理解させることを目的としたものである。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

学士号（経営学）取得 機関名：朝日大学、経第1669号

修士号（経営学）取得 機関名：愛知学院大学大学院、第61号
論    題：「経営戦略に関する一考察」

　な　し

高等学校教諭専修免許状取得 愛知県教育委員会、平8高専302号、商業

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項
　な　し

４　その他

1)東筑紫短期大学にて教務委員担当。 　編入に関わる科目の読み換え、休・退学手続き、カリ
キュラムや履修科目に関わる手続き等の業務を行った。

2)東筑紫短期大学にて新カリキュラムの考案。 　所属する美容ファッションビジネス学科の平成23年度
男女共学化に伴うカリキュラムの追加・変更の考案。
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平成24年度、
平成25年度

平成24年度、
平成25年度

平成24年度

平成24年度

平成24年度、
平成25年度

平成24年度

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
1) 「強力な企業文化の形成
と管理体制」

単著 平成17年3月発
行

本論文は、強力な企業文化の形成と、それが環
境に適応するものであるために必要となる管理体
制構築のアプローチに関する研究である。主な内
容としては、自社の企業文化を類型化し、それぞ
れの企業文化を診断する方法を論述している。ま
た、企業経営の適切かつ効果的な遂行を目指すた
めにも企業文化を活力ある状態に維持していく必
要があることから、その管理体制の根幹なるもの
を明示した。

2) 「総合スーパー業界の拡
大化と今後の展望 ―株式会
社ダイエーの事例を中心とし
て― 」

単著 平成21年3月発
行

本論文は、総合スーパー大手である株式会社ダ
イエーの事例を中心として、これまでの拡大戦
略・提携戦略の展開と限界ついて論述するととも
に、今後の展望について考察した。まずは、ダイ
エーの戦略的経緯を明示し、その後、他社との戦
略の相違点を考察・検討した。また、総合スー
パー大手各社に対して行ったインタビュー調査か
ら、PB商品開発と不採算店舗の閉鎖に重点がおか
れているという現状を明らかにした。

3) 「総合スーパー業界の企
業文化に関する一考察 ―ダ
イエー、イオン、イトーヨー
カ堂の企業文化とその特徴―
」（査読論文）

単著 平成22年3月発
行

本論文は、総合スーパー業界大手4社（ダイ
エー、イオン、イトーヨーカ堂）の各社に対して
行ったインタビュー調査をもとに、各社の企業文
化の構成要素の特徴と企業文化のタイプ、さらに
は企業が現在置かれている立場との関係づけを考
察した。その結果、各社がおかれている経営環境
にとって望ましい企業文化の在り方と課題が明ら
かになった。

3)奈良産業大学にてFD委員担当。

4)奈良産業大学にてビジネス学部教務委員担当。

5)奈良産業大学にてオープンキャンパス実行小委員担
当。

6)奈良産業大学にて情報センター運営委員担当。

7)奈良産業大学にて専門職養成支援委員担当。

8)奈良産業大学にて社会科学学会運営委員担当。

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第７巻
pp.81～94

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第11巻
pp.9～19

日本産業経済学会機関誌
投稿論文「産業経済研
究」第10号pp.123～133
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4) 「製造企業と小売企業の
双方からみるプライベート・
ブランド商品戦略の効果と課
題 ― 食品関連企業に対す
るアンケート調査結果からみ
る共通見解と相違点 ― 」

単著 平成22年12月
発行

本論文は、製造企業側と小売企業側のそれぞれ
の立場でのPB商品戦略に対する見解を明らかにす
ることを目的とした研究である。

筆者は2010年8月に食品関連の製造企業と小売
企業の合わせて942社に対してPB商品戦略に関す
るアンケート調査を実施した。この集計結果から
PB商品戦略の見解を整理し、検討・考察をするこ
とで双方の見解の共通点と相違点を明らかにする
ことができた。

5) 「GMSにおける顧客吸引戦
略 ―コスト･パフォーマンス
追求とその限界― 」

単著 平成23年3月発
行

本論文は、GMSに着目し、従来の顧客吸引戦略
と今後のその在り方について検討・考察すること
で、GMSの戦略の本質を見出すことをねらいとし
たものである。

もはやコスト・パフォーマンス追求は限界に近
い。どれだけ消費者の視点で物事を考えられるか
が重要である。結論として商品カテゴリーを拡張
するというMDではなく、各カテゴリーのスペシャ
リティ化にもとづいた総合性を追求していかなけ
ればならないという見解を示した。

6) 「食品関連企業の戦略的
展望 ―プライベート・ブラ
ンド商品戦略の課題克服と新
たな企業形態の拡がり― 」
（査読論文）

単著 平成23年3月発
行

本論文は、食品関連企業のPB商品戦略の効果と
今後の展望について検討・考察したものである。
これは、食品関連企業が将来進むべき方向性を定
める手掛かりを得ることを目的としたものであ
る。

今後は低価格PB商品だけでなく、地域限定的な
PB商品の開発や特色ある企業との連携によって商
品の差別化を図るなどといったことも求められ
る。また、SPAや製販同盟のような企業形態が数
多く見受けられるようになるという見解を示し
た。

7) 「グループ化戦略による
企業競争力強化の実現と限界
―スーパーマーケット業界の
ケースを中心に― 」

単著 平成23年12月
発行

本論文は、スーパーマーケット業界のグループ
化戦略について、その目的と成果・限界について
検討・考察したものである。これにより、グルー
プ化戦略の在り方やこれまでの成果、ならびに
スーパーマーケットの今後の方向性を決定する手
掛かりを得ることを研究の目的としたものであ
る。

研究の結果、グループ化戦略の効果が明確に
なった。
また、グループ化戦略の限界と、高付加価値商品
の開発・販売の必要性についての見解を述べた。

8)「グループ内企業の企業文
化の融合と経営成果との関連
性 」

単著 平成24年3月発
行

　本論文は、グループ化戦略の効果と企業文化の
融合に関する研究である。それはグループ化にお
ける企業文化の在り方を究明する手掛かりを得る
ことを目的としている。　結果、グループ化の
際、その中心的企業の存在がグループ内の整合性
を乱すきっかけになることがわかった。そのた
め、グループ化に至る際、企業文化の変革につい
て関係するすべて人物からの賛同を得たうえで、
その分析と変革を迅速に進める必要があることを
述べた。

9)「企業における経営理念の
役割と経営理念の形骸化 」

単著 平成24年3月発
行

本論文は、組織の生成から発展の過程おける経
営理念の役割と在り方を理論的に検討・考察する
ことで、その存在意義と重要性を明らかにするこ
とを目的としている。その結果、経営理念は企業
文化の構成要素として唯一明文化され、意図して
浸透させることが可能であることが明らかになっ
た。また、戦略的意思決定の根幹に位置すること
を図示した。経営理念は日常活動では数値化され
ないが、企業業績と深く結び付いていると結論付
けた。

東筑紫短期大学「研究紀
要」第41号pp.149～167

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第13巻
pp.59～70

日本産業経済学会機関誌
投稿論文「産業経済研
究」第11号、pp.125～138

東筑紫短期大学「研究紀
要」第42号pp.61～69

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第14巻
pp.11～22

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第14巻
pp.23～33
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10)「食品関連企業における
PB商品導入とランチェスター
戦略への効果」（査読付）

単著 平成24年3月発
行

　本論文は、ランチェスター戦略の考え方にもと
づき、PB商品の差別化としての効果を検討・考察
することで、新たな生き残りの指針を見出す手掛
かりを得ることを目的としている。その結果、PB
商品が差別化をもたらす理由が明らかになった。
顧客満足は他社との比較によって決まることが多
い。そのため弱者は、強者が参入しにくい隙間を
見つけ出し、独自性あるPB商品の開発・提供に向
けて、経営資源を投入すれば勝算があると結論づ
けた。

11)「PB商品の需要拡大が製
造企業に与える影響―食品製
造企業からみたPB商品の戦略
的効果とNB商品の需要回復に
向けた取り組み―」

単著 平成24年12月
発行

　本論文は、研究対象を食品業界の製造企業に絞
り、PB商品の需要の現状を掴むとともにNB商品の
需要回復に向けた取り組みの実態と経営努力につ
いて検討・考察したものである。そして、製造企
業の今後のPB生産の効率化に向けての手掛かりな
るものを得ることを目的としている。この考察の
結果、近年のPB商品の傾向として、価格追求型に
留まらず、多様化する消費者の嗜好に合わせて
様々な商品が開発・生産・販売すべきであると述
べた。また、製造企業は、PB商品のメリットとデ
メリットについて自社だけでなく小売企業や消費
者の立場も考慮に入れながら、SCM、LMSなどと
いったシステムを構築・実行していけば、十分に
業績回復に向けた活路は見出せると述べた。

12)「食品関連企業の製販連
携による競争優位確立と全体
最適」

単著 平成25年2月発
行

　本論文は、製造企業と小売企業での提携に焦点
を当てて、その効果と課題について整理・検討・
考察したものである。その目的は、食品関連企業
を研究対象としたものであり、流通過程上の各企
業がより良い関係を構築するための手掛かりを得
ることである。
　検討・考察の結果、製販連携はグループ化が困
難な中小企業にとっても競争力の強化になるし、
差別化を図るという意味でも非常に効果的な戦略
であることがわかった。ただし、グループ化では
みられない製造企業と小売企業という異なる立場
ゆえの見解の相違や、当該企業の企業文化の相違
などが課題となる。こうした障壁を乗り越えるた
めにも、組織間コミュニケーションによって双方
のメリットを十分に理解しながら、互いに必要な
知識、技術などを提供・共有していくべきである
と結論付けた。

13)「食品関連企業にみる商
品差別化戦略―低価格PBの限
界と今後の商品展開―」

単著 平成25年3月発
行

　本論文では研究対象を私たちの生活に最も関連
する食品企業に限定し、効果的な商品差別化戦略
がどうあるべきかについて明らかにすることを目
的として検討・考察した。
　そして、価格戦略ではなく商品差別化戦略とし
て効果が期待できる商品についてプレミアムPBと
は別の例を挙げながら4タイプを紹介した。ま
た、インタビュー調査をもとにそれらの商品と企
業規模との関係を整理した。その結果、規模が小
さくなるほど地域範囲を限定し、仲介業者を介さ
ない形で強固な製販関係を構築することが効果的
であることがわかった。

14)「株式会社ダイエーの事
業再建計画とその実行―再建
活動にみる企業文化の変革
―」

単著 平成25年3月発
行

　本論文は、2004年には産業再生法の適用、およ
び産業再生機構から支援を受けた株式会社ダイ
エーの事業再建に向けた経営計画とその活動内容
について検討・考察したものである。また、創業
者の強力なリーダーシップに代表される企業文化
の変化についても検討・考察した。その目的は再
建計画とその活動の要点究明の手掛かりを掴むこ
とである。
　その結果、創業者の信念に基づいた企業理念を
時代に適合するものへ変えたものの、実際は企業
理念が企業内部に浸透しているとは言い難いこと
がわかった。企業理念は組織に浸透したとき、組
織の求心力ともなり、時代に適合したものかどう
かも気付くし、結果として、消費者のみならず社
会貢献に寄与する企業として認められ、業績にも
反映されると結論付けた。

日本産業経済学会機関誌
投稿論文「産業経済研
究」第11号pp.90～102

奈良産業大学「奈良産業
大学紀要」第28集pp.113
～125

「社会科学雑誌」第7巻、
pp.311～325

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第15巻
pp.1～12

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第15巻
pp.13～27
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15) 「株式会社ダイエーの再
建に向けたグループ化と異文
化融合」

単著 平成25年12月
発行

本論文は、大手スーパーマーケットはグループ
化に着目し、そのグループメリットによる競争力
の強化の在り方に関する研究を論述したものであ
る。まずは、グループ化戦略の浸透とその効果を
整理し、そのうえで、当該企業の企業文化融合の
問題について論述した。その目的は、グループ化
戦略の効果と問題を明らかにするとともに当該企
業間が異なる企業文化をいかにして融合させてい
くかを究明する手掛かりを得ることである。な
お、本論文では株式会社ダイエーを中心に例にあ
げながら論じた。その結果、業績の回復に向けた
結合に限らず、企業が提携・結合する場合、主体
となる企業の企業文化を浸透させるにせよ、新た
な企業文化の構築を目指すにせよ、中核企業の
リーダーが強力なリーダーシップを執ってその礎
を築きあげることが重要となると結論付けた。

16) 「食品関連企業にみる製
販連携の拡がり」

単著 平成26年3月発
行

本論文は、食品関連企業の製販連携の在り方と
将来性について検討・考察したものである。その
目的は、製販関係の強化と商品差別化を実現する
ための手掛かりを得ることである。本論文では食
品小売企業の中心的戦略が拡大化からグループ化
への移行したことや製販連携の効果について整理
した。製販連携をより効果的にするためには仲介
業者を介さない形をとることで小売企業が主体と
なって商品開発に取り組むことや製販双方の企業
規模の問題をクリアすること、販売地域を限定す
ることなどに留意することが重要となる。製販連
携は、商品差別化と製販関係の強化につながる効
果的な戦略であり、こうした課題を乗り越えれば
ますます広がりをみせていくと結論付けた。

17) 「セブン＆アイHLDGS.に
みる価値訴求商品の追求」

単著 平成26年3月発
行

本研究は、セブン＆アイHLDGS.の経営者意識と
それに基づく企業活動に着目し、商品開発につい
て考察した。その目的は消費者意識の変化を読み
取ることの重要性を明らかにしたうえで、今日の
商品開発の在り方についての手掛かりを得ること
である。セブン＆アイは低価格PBに関しては一部
商品についてSPAにより景気の波の影響をさほど
受けない形態をとっている。こうした景気対策は
もちろん必要であるが、価格の追求と同時に価値
を追求することは重要であることがわかった。価
値訴求商品の開発と普及させるにあたり、売り手
側はビジョンの明確化とそれに伴う迅速な経営活
動が求められると結論付けた。

（その他）

■研究ノート

1) 「地域密着企業の経営努
力 ー奈良県のマスコット
キャラクターを用いた商品戦
略―」

単著 平成26年3月発
行

　本研究では地域限定商品による商品差別化戦略
をについて事例を取り上げながら考察をした。そ
の狙いは、取引の地域範囲が比較的狭い中小企業
の活路を見出す手掛かりを得ることにある。本研
究では、考えられる様々な戦略の中から、地域の
マスコットキャラクターを用いた地域限定の商品
戦略についてみてきた。この戦略は取引範囲を限
定するという局地戦の展開である。実際、マス
コットキャラクターを利用した商品差別化戦略を
行っているのは中小企業が多い。それは、資金力
がさほどない中小企業が競争を生き抜く術と判断
できるものであった。

奈良産業大学「奈良産業
大学紀要」第30集pp.89～
97

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第16巻
pp.13～21

「愛知学院大学大学院経
営学研究会紀要」第16巻
pp.23～29

愛知学泉大学「地域社会
デザイン研究」第2集
pp.39～43
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■学会発表

1)「食品関連企業におけるPB
商品戦略の効果と消費者満足
－製造企業・小売企業・消費
者の視点から－」

単独発表 平成23年5月14
日発表

本研究は、生活に最も関連する食品関連企業に
焦点を当てて、業績回復に効果が期待できるPB商
品戦略について製造企業・小売企業・消費者の立
場から検討・考察したものである。これは、それ
ぞれの観点からPB商品の在り方を明確にすること
を目的としている。研究の結果、PB商品の分類と
定義、急速な普及の原因ならびに結果、さらには
その戦略的効果・課題を明らかになった。また、
PB商品に関わる消費者心理について言及した。

2)「食品関連企業にみる商品
差別化戦略ー地域特性を活か
したPB商品と製販連携ー」

単独発表 平成24年11月
24日発表

本研究は、食品関連企業に焦点を当てて、地域
特性を活かしたPB商品の例を挙げながら、その特
性について検討・考察した。その結果、差別化戦
略としての期待度は非常に大きいものの、地域範
囲選定の難しさや製販関係の問題などが浮き彫り
となった。

3)「食品業界にみる製販間の
企業連携の現状と在り方」

単独発表 平成25年5月11
日発表

本研究は、食品関連業界の展望として製販連携
による戦略的効果と課題を究明することを目的と
したものである。その結果、製販連携をする商品
タイプを①NB商品の地域限定版、②地域のキャラ
クター関連商品、③地域特性を取り入れた商品
（PB商品）、の3つのタイプを例に挙げて、それ
らについてインタビュー調査の結果を踏まえなが
ら、それぞれの特性を明らかにすることができ
た。

4)「食品関連企業にみる商品
差別化戦略－地域特性を活か
したPB商品と製販連携－」

単独発表 平成25年6月9
日発表

本研究は、食品関連企業に焦点を当てて、地域
特性を活かした商品特性について検討・考察した
ものである。
近年の小売企業には地域特性を活かした商品開発
を行い製販連携により差別化を図る企業も見受け
られるようになった。このような商品について、
企業へのインタビュー調査を踏まえながら、その
商品タイプを①地域特性を取り入れた商品（ＮＢ
商品）、②地域のキャラクターを取り入れた商品
（ＮＢ商品）、③地域特性を取り入れた商品（Ｐ
Ｂ商品）、④オリジナル・キャラクターに関連す
る商品（ＰＢ商品）に分類し、その特徴を整理
し、戦略的効果について検討した。その結果、③
や④のような商品であれば、小規模企業であって
も局地戦の強みを発揮しながら製販連携を執るこ
とで十分成果が期待できることがわかった。

5)「オリジナル・キャラク
ターを用いた地域限定商品に
よる戦略的効果」

単独発表 平成25年12月
21日発表

近年急速に普及したPB商品だが、その狙いは低
価格に限らず、独自性や製販関係の強化などもあ
げられる。本研究では地域特性を活かした商品と
してオリジナル・キャラクターを用いた商品に着
目し、その戦略的効果を探ることで特定地域での
競争力強化や製販間の強固な関係の構築に向けた
手がかりを得ることを目的とした。その結果、仲
介業者を介さない形で強固な製販関係を構築する
ことができれば効果的な戦略であることがわかっ
た。同時に、いかにして販売地域を限定するか、
いかにして価格を抑えるか、などといった課題も
浮き彫りになった。

日本産業経済学会第58回
研究部会（長崎県立大
学）

日本マネジメント学会第
46回研究部会（中京大
学）

日本企業経営学会第43回
研究部会（大阪商業大
学）

日本マネジメント学会第
67回全国大会（和光大
学）
※平成24年11月の学会発
表の内容から中部部会の
推薦を受けての発表。

日本商業学会12月研究部
会（名古屋外国語大学）
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6)「食品小売企業のグループ
化とその効果－商品差別化に
よる競争力強化の可能性－」

単独発表 平成26年2月15
日発表

本研究は、わが国の食品小売企業のグループ化
の結果、共同仕入・共同広告・共同開発などシナ
ジー効果がどの程度結果につながったのかを検
討・考察したものである。その目的は、これから
のグループ化への期待度をはかる上での手掛かり
を得ることである。研究の結果、グループ化は商
品の開発・販売に関してはPB商品導入や拡大にお
いて大いに実現可能性を高める戦略であることが
わかった。しかし、その半面でこれまでの独自商
品や独自技術の提供への抵抗がある。また、企業
文化の相違やその変革など対する抵抗があるた
め、その浸透に時間を要するなどといった問題が
浮き彫りになった。

■司会・コメンテーター

2)発表者：宮下雄治先生（城
西国際大学）テーマ：「PBの
製品評価に関する実証研究」

平成24年9月15
日ｺﾒﾝﾄ

　宮下雄治先生の紹介、発表内容について総評と
質問、進行。

［注］

日本企業経営学会第7回国
際学術研究会（日本、韓
国、台湾による国際大
会。第7回開催国：日本、
大阪商業大学）

1)発表者：日野隆生先生（大
阪国際大学）テーマ：「マー
ケティング・コンセプトとイ
ノベーション」

平成23年7月9
日ｺﾒﾝﾄ

日本産業経済学会第8回全
国大会（東海学園大学）

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

日野隆生先生の紹介、発表内容について総評と
質問、進行。

日本産業経済学会第9回全
国大会（立教大学）

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
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年月日

平成22年４月～
平成24年３月

平成22年４月～
現在に至る

平成24年４月～
現在に至る

平成24年４月～
現在に至る

平成24年４月～
平成24年７月

平成24年4月～現
在に至る

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　岡田(森元) 伸枝

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経営組織論　経営戦略論 人材育成　事業システム　地域産業

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

５）モチベーションを高めるためのミニレポートの個別
フィードバック

奈良産業大学ビジネス学部の専門科目「経営組織論」な
らびに「組織管理論」において、授業における知識定着
のためにミニレポートを課し、学生の理解度や問題意識
などを指摘し、個別にチェックし、翌週各自にフィード
バックを行った。このフィードバックにより、授業への
取組にモチベーションを高めた学生もおり、学力にも流
効果を持つ可能性が示唆される。

１）キャリアに関心をもたせるために映像資料や事例の
活用

大手前大学現代社会学部キャリア･マネジメント学科「は
たらくことを考える」を担当した際、１回生という早い
段階で職業観や自身のキャリアに関心を持たせるため
に、様々な働き方や生き方を実際の映像資料や事例を用
いることでリアルに感じてもらう。毎回学生自らの意見
をレポート提出させることで、学生一人一人の考える力
ならびに表現する力を伸ばす教育方法を実践した。

２）授業後のミニレポートの活用 京都女子大学現代社会学部「組織マネジメント論」を担
当の際、組織内部で働く個人と組織の運営や事業の仕組
みに関して学生の興味を高め、深い考察を導くために、
企業経営の事例を取り上げ、映像資料やケース教材を用
いながら、毎回ミニレポートを課すことで知識の定着を
確認するといった教育方法を実践している。ミニレポー
トでの内容は、翌週、授業の最初に復習を兼ねてフィー
ドバックすることで、当日の授業の流れを理解させるこ
とができている。

３）映画のストーリーにおける仮想体験の実践 大手前大学現代社会学部「経営組織論」担当において、
組織論は外からその構造や機能を観察する学問である
が、そこに自分自身の視点を持つことで組織の論理と個
人の論理という両者の間に生まれるジレンマを知る。そ
うしたジレンマ（意思決定やコンフリクトを含めたも
の）をどのように乗り越え、解決していくかといのを理
論だけでなく、例えば「12人の優しい日本人」などの映
像を用いながら、自分ならどの登場人物に似ており、ど
ういう解決をしていたかなどをレポートにさせ、テク
ニックやノウハウを理解させると同時に独創的な解決策
を導くという教育方法を実践している。

４）知識の理解を深めるグループ討論 姫路獨協大学経済情報学部「組織管理論」「ビジネスマ
ネジメント論」を担当する。企業の存続・成長のために
は、どのようにヒトやモノをマネジメントすれば効率
的・効果的成果を得られるかを経営者や事業責任者なら
びに組織内で働く個人の視点から考察できるよう、企業
経営の事例を取り上げたり、映像資料やケース教材を用
いる。そして、習得した知識を利用しながら経営者側の
立ち場、働く人の立場でグループ討論することで理解を
深めるという教育方法を実践している。

６）作成した講義用補助教材の活用 奈良産業大学ビジネス学部の専門科目「経営組織論」な
らびに「組織管理論」「組織戦略論」において、毎回、
講義用補助教材を配布している。板書のノート取りに集
中するのではなく、講義の要点を理解できるよう配慮し
たものである。授業に積極的に参加でき、知識の定着が
なされるよう、空欄をつくり各自が記入するような形に
した。
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平成22年４月～
現在に至る

平成24年4月～現
在に至る

平成22年４月～
平成23年３月

平成22年４月～
現在に至る

平成20年１月

平成21年12月

平成22年１月

平成22年６月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）「洋菓子の経営学」（再掲） 京都女子大学現代社会学部「組織マネジメント論」にお
いてテキストして用いる、組織内部で働く職人が長期に
わたりどのように技能伝承を行うのか、その仕組みを個
人のキャリパスの事例として、また、地域産業が長期に
わたり発展する鍵となる事業システム論の理解のために
テキストとして用いている。確認のために、課題レポー
トを課すが、内容理解ならびに知識定着が見受けられ
る。

２）講義用パワーポイント 奈良産業大学ビジネス学部の専門科目「経営組織論」な
らびに「組織管理論」「組織戦略論」において、講義用
としてパワーポイントを作成した。授業に積極的に参加
でき、知識の定着がなされるよう、ケースの図表やデー
タを取り入れた。また、記入すべき言葉は赤、線を引い
て覚えてもらうものを青にするなどし、作成した補助教
材に対応できるようにした。

２）JMAマネジメント・インスティチュート　組織･人材
マネジメントコースでの講演

JMAマネジメント・インスティチュート　組織･人材マネ
ジメントコース（於神戸ポートピアホテル）にて、「神
戸洋菓子産業にみられる人材育成－モチベーションを高
める仕組み－」について以下のような講義を行った。競
争の激しい地域産業において、業界で生き残るために
は、モチベーションを高めておく必要がある。高品質の
維持と時代に即したイノベーションを行うことで、モチ
ベーションを高めているが、そうした「わざ」を身につ
けさせるためにどのような人材育成を行っているか神戸
の洋菓子職人たちの事例を用いて行った。

１）大手前大学における学生の評価 担当講義課目の学生アンケートにおける「評価アンケー
ト」では、すべての項目において全体平均を上回ってお
り、特に全体として講義に満足できたという平均が高
く、学生たちが積極的に授業に臨み、学習していること
を確認した。

２）京都女子大学における学生の評価 担当講義課目の学生アンケートで、講義について、すべ
ての項目において平均以上の評価を受けた。約9割の学生
から教員のこの講義に対する熱意を感じたという回答を
得ることができた。また、授業をきっかけにこの分野に
興味や関心を持った学生の数値が多かったので、授業で
PCやプレゼン資料や映像教材を用いたことが学生の理解
や関心を高めたと考えられる。今後の儒y号計画の一つの
指針となった。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）若手経営者のためのMBA講座での講演 神戸市商工会議所主催（於神戸ポートピアホテル）の若
手経営者のためのMBA講座にて、「神戸の地場産業におけ
る人材育成と事業システムについて－神戸洋菓子業界の
事例－」を講演。地域産業を活性化するためには、地域
に根付いてる文化を知り、その文化を継承しさらににつ
くりあげている人々の中にヒントが隠されているの地域
政策はそれに配慮すること、ならびに、地域産業に関わ
る複数の事業者の連携の必要性について講演した。

３）神戸生産技術研究会での講演 神戸生産技術研究会（於神戸市産業振興センター）に
て、「地域と産業－神戸洋菓子産業の事例より」を講演
した。日本の事業システムについて、神戸の洋菓子産業
の事例をもとに、事業システムが取引制度・人材育成制
度・評価制度など、複数の事業間の連携によって支えら
れているが、特に、その顧客情報が継続的に蓄積される
ことが、地域産業の継続的な発展につながることを言及
した。

４）神戸商業を考える会での講演 神戸商業を考える会（於神戸市産業振興センター）に
て、「地場産業成長における戦略－神戸の洋菓子産業か
ら何を学ぶか－」を講演した。　ブランドによる地域活
性化の仕組みを、全国に「神戸スウィーツ」として知名
度を維持している神戸の洋菓子産業を事例とし考察し
た。優れた職人の再生産するための人材育成と評価、増
殖する職人たちが過度の競争しながらも過度の競争相手
にならないような仕組みといった制度的基盤が環境変化
に適応するダイナミズムを有していることを言及した。
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平成22年12月

平成23年３月

平成23年12月

平成24年７月

平成24年８月

平成25年１月

平成21年２月

平成21年６月

平成21年６月

平成21年７月

平成21年９月

８）アシニアン２１での講演 中高年の生きがい創造を目指す芦屋市の社会教育関係団
体「アシニアン21」にて地元になじみのある洋菓子につ
いて講演を行う。神戸の歴史について周知なので、職人
の育成と阪神間の富裕層による文化が今日の洋菓子を生
み出している話を中心に行った。

５）神戸外国人居留地研究会での講演 神戸外国人居留地研究会（於神戸学院大学）にて、「神
戸の洋菓子－その歴史と経営学－」を講演した。神戸と
いう地理的側面ならびに歴史的側面から、神戸の洋菓子
産業の事例を用いることで、産業が発展する要因には、
人材育成が深く関わっていることを明らかにした。

６）公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構での
講演

公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構学術交流
センター主催（於御影高杉）にて、「神戸の地域産業の
復興と発展－神戸洋菓子業界の事例－」を講演した。神
戸洋菓子産業が阪神淡路大震災から復興した背景には、
人材育成と地域産業における複数事業者の連携といった
事業システムの綿密な関係があることを言及し、地域政
策がこれに配慮することの重要性について言及した。

７）神戸凌霜御餐会での講演 神戸凌霜御餐会（於楠公会館）にて、「神戸スウィーツ
に学ぶ地場産業活性化の秘訣」について講演を行った。
地場産業活性化の秘訣を神戸の洋菓子産業ケースを用
い、職人再生産の人材育成ならびに不文律の存在、不文
律を守らせる取引ネットワークの重要性について言及し
た。

３）（テレビ番組出演）　朝日放送「NEWSゆう＋」 活気ある地場産業のひとつである神戸の洋菓子産業の仕
組みを紹介し、産業としての競争優位性について、人材
育成やマーケティング視点から、特に、業界にかかわる
「人」のつながり（人脈）焦点を当て、わかりやすく解
明した。

９）そごう神戸店での講演 神戸スイーツ学会とそごう神戸店がコラボレーションす
るイベント「神戸スイーツサマーフェスタ」にてサマー
スクールというものを企画し、「神戸スイーツ入門」講
義を行う。なぜ神戸にこれほどまでの洋菓子文化が根付
いたのか、歴史や文化を含め長期にわたる職人育成や職
人たちの関係性などについて話を行った。企業の人から
夏休みの宿題のための小学生も来ていたので、お菓子の
薀蓄を交え、幅広い話題提供も行った。

10）不二製油（株）役員研修会にて講演 不二製油の役員研修会にて講演を行う。不二製油は洋菓
子業界における供給業者であり、神戸の洋菓子企業であ
るため、街の小さな洋菓子店舗における職人のネット
ワークやネットワークを利用した供給業者との関係を中
心に言及することで、今後の供給業者の在り方、大手企
業としての在り方を示唆する。

５　その他

１）（ラジオ番組出演）ラジオ関西「三上公也の情報ア
サイチ！」

ラジオ関西「三上公也の情報アサイチ！」に出演し、神
戸は観光都市として集客するが、近年、洋菓子がその中
心的役割を担っている。洋菓子の原材料業者だけで無
く、スイーツタクシーやサロン風の喫茶店など他の業種
にも影響を与えることで地域産業の活性化を行っている
ことを言及した。

２）桃山学院大学経営学部「経営管理論」のゲスト講師 神戸の洋菓子業界の事例を用いて、職人というプロ
フェッショナルな人々のキャリア形成における、評価や
能力形成の過程について講義した。

４）広島大学経営情報学科「経営戦略」のゲスト講師 地域における産業集積の経営戦略について、神戸の洋菓
子産業を事例を用いて考察した。中小企業がある地域に
集積することで、個人の利益追求をしながらもしすぎる
ことのないほうが過度の競争にならず生き残りやすい。
そのためには、多数の関連事業者と連携しながら、業界
に存在する不文律や規範が重要な役割を果たしているこ
とを講義した。

５）久留米大学　宮本琢也学部ゼミのゲスト講師 中小企業におけるネットワーク戦略について神戸の洋菓
子産業の事例を用い、オーナーパティシエならびに複数
の関連事業者、顧客という人の関わりから不文律を遵守
するしくみを考察した。
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平成21年11月

平成21年12月

平成22年７月

平成24年５月

年月日

昭和63年４月

昭和00年0月

昭和00年0月

昭和24年６月

昭和24年９月

９）大手前大学現代社会学部「働くことを考える」のゲ
スト講師

キャリアについて学び始めたばかりの大学１回生が対象
なので、経営者の視点からどのように人材育成がなされ
ているのか、組織の中で働く人はどういう意識を持って
いるか、組織の外との関わりはどういうものなのかを神
戸の洋菓子産業を事例に講義を行った。

６）京都女子大学現代社会学部「組織論」のゲスト講師 ものづくりのプロフェッショナルでありながら、事業主
でもある神戸の洋菓子職人の事例を用い、企業や店舗を
組織として彼らの修行中におけるモチベーションを高め
方、ならびに組織としてどのようなるためにはどのよう
な人材育成がおこなわれているのか講義した。

７）京都女子大学現代社会学部「マーケティング論」の
ゲスト講師

全国に「神戸スウィーツ」として知名度を維持している
神戸の洋菓子産業を事例を用い、消費者視点のマーケ
ティングや商品開発、サービス評価、人材育成について
考察した。。特に、顧客は何を求めているのか、求めら
れたものに対してどのように応えるのかを中心に講義を
行った。

８）広島大学社会人大学院「イノベーション・マネジメ
ント」のゲスト講師

地域における産業集積の経営戦略について、神戸の洋菓
子産業を事例を用いて考察した。中小企業がある地域に
集積することで、個人の利益追求をしながらもしすぎる
ことのないほうが過度の競争にならず生き残りやすい。
そのためには、多数の関連事業者と連携しながら、業界
に存在する不文律や規範が重要な役割を果たしているこ
とを講義した。

２　特許等

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）中学校教諭一級　高等学校教諭二級 中学校教諭一級普通免許（外国語　英語）昭六二中一普
第二三五号（兵庫県教育委員会）
高等学校教諭二級普通免許（外国語　英語）昭六二高二
普第二二八号（兵庫県教育委員会）

４　その他

１）なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）なし

１）甲南大学における加護野研究会にて発表 加護野研究会（甲南大学特別客員教授加護野忠男教授の
門下生が全国に約50名が大学教員となっており、関西在
住の大学教員の研究会として月1回開催している研究会）
において、「神戸洋菓子業界における戦略と変遷」につ
いて発表。神戸の洋菓子業界は規模で分けると「街の洋
菓子店」と「全国ブランドとしての洋菓子企業」がある
が、この２つの規模の違いが存在することを発表した。

２）大手前大学にて「地域産業のビジネスシステム
 　　　　～『連携』をキーワードにして」の研究会で
発表

「地域基幹産業における人材育成と事業システムに関す
る研究」
 （科研費助成研究：代表；西尾久美子先生）の一環とし
ての研究会にて「徒弟的パティシエ・ネットワークによ
るビジネスシステムと人材育成」について発表。神戸の
洋菓子業界に２つのグループ企業群の存在を明らかに
し、それぞれの人材育成の違いから地域産業発展の貢献
を示唆した。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
洋菓子の経営学 単 平成21年２月 神戸の洋菓子産業が地場産業として定着してき

た要因を神戸洋菓子職人や関連業者へのインタ
ビュー調査を中心に明らかにした。地域産業に
おいて技術の後継者や産業の新しい担い手とし
て育成された職人の独立を認めつつ、事業者間
の過度の競争を制御し、地域産業の裾野を広げ
ることにつながる不文律が地域で共有される文
化として醸成されていることを論じた

（学術論文）
人材育成と競争の制御－京都
花街の神戸スウィーツの事例
－

共 平成20年４月 長期に継続し活力を有している京都花街と神戸
洋菓子を比較研究し、将来の独立を視野に入れ
た人材育成には、高い品質を保つ育成を行うと
同時に、業界に明文化されていない重要なルー
ルが顧客ならびに業界に関わる事業者間によっ
て育成される重要性を論じた。（共著者　西尾
久美子）

神戸洋菓子産業の創造性を発
揮する人材育成の仕組み

単 平成21年９月 今日神戸は「神戸スウィーツ」というブランド
イメージによって観光スポットして全国に知ら
れるようになったが、その要因は、高品質の維
持と独創性による商品のイノベーションによ
る。そうした商品づくりを可能にしているの
は、職人が独立を前提とした職人を育成する仕
組みに、職人同士競争しながらも過度な競争に
ならないよう制御する仕組みが存在しているこ
とを考察した。

神戸洋菓子産業の事業システ
ム－人材育成を中心として

共 平成21年11月 地場産業が発達するためには、高い品質を維持
しながらも、時代の変化に合わせて商品のイノ
ベーションを行わなければならない。同時に高
品質をつくることができる職人を再生産する必
要があるが、そうした職人再生産には、職人だ
けでなく、食材業者をはじめ周辺企業が大きな
役割を果たしていることを考察した。(共著者
加護野忠男）

地域産業を活性化させる人材
育成－神戸洋菓子産業の事例
より

単 平成22年４月 地域産業を発展させるための競争力を継続する
には、人材育成と事業システムに緊密な関係が
あり、その競争力を適度なものに保つために
は、職人だけでなく地域での協力が重要である
ことを神戸の洋菓子産業の事例を用いれ明らか
にした。

技術伝承のための人材育成－
神戸洋菓子業界の人材育成シ
ステムの事例

単 平成22年12月 長期にわたる技能伝承の仕組みは、技能を継承
できると見極めた人材にのみ伝承し、そうした
人材を継続的に輩出するためには、地域産業に
おける複数の事業者の連携が必要であることを
神戸の洋菓子業界の事例を用いて論じた。

地域産業におけるイノベー
ションのダイナミクス
－神戸洋菓子産業の事例より

単 平成24年11月 地域経済を活性化するためには、地域産業がも
つ専門性や多様性に深くかかわる。神戸の洋菓
子産業の事例を用い、地域の人々がどのように
してその地域の特性・資源を活かし、高い付加
価値を提供してきたのか、また、地域産業の裾
野を広げてきたのかを明らかにした。

（その他）
（科学研究費）
科研科研基盤研究（C)課題番
号25380493「洋菓子産業にお
ける戦略と進化についての研
究」（480万）

代表 平成23～25年 神戸の洋菓子企業の事例を通じて、地域産業に
おける長期継続的成長を構築させる協働のビジ
ネス・システムについて明らかにすることを目
的とする。
神戸の洋菓子業界には、全国ブランド化した企
業群と地域に密着した企業群であるが、そうし
た差異が生じる要因について、理論研究および
フィールドワークを通じながら追究していく。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

プレジデント社

国民経済雑誌　第197巻
第4号（pp.85-102）（神
戸大学経済経営学会）

日本政策金融公庫調査月
報　No.12（pp.34-39）
（日本政策金融公庫）

神戸大学大学院経営学研
究所　Discussion Paper
2009 no.44

中小商工業研究　第103
号（pp.35-40）（中小商
工業研究所）

京都女子大学現代社会研
究　Vol.13（pp.109-124

奈良産業大学社会科学雑
誌　第5巻
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（調査報告書）
１）神戸のケーキはなぜおい
しい－小さな贅沢･･･洋菓子
産業はどのように発展したか

単 平成19年12月 神戸の洋菓子はなぜおいしいのかという理由
を、阪神間に住む評価の厳しい顧客、職人の周
辺に在住することで彼らを支える食材業者、優
秀な職人という３つの要素を分析した。また、
職人育成リスクを回避する不文律の存在を明ら
かにした。

２）神戸の洋菓子が｢おいし
い｣しくみ

単 平成21年11月 神戸の洋菓子が「おいしい」理由は、独創性を
発揮する職人を育成するしくみ、書かれざる
ルールの存在と顧客や食材業者による監視によ
り、神戸の洋菓子産業は裾野を広げ、ブランド
イメージの向上につながっていることを考察し
た。

（学会発表）
１）競争を抑制する人材育成
の仕組み

単 平成20年５月 神戸の洋菓子産業が発展してきた要因のひとつ
には、職人たちが自分の育成し、独立された職
人と競争相手にならないように育成し、優れた
職人の再生産がおこなわれていることを発表し
た。

２）神戸洋菓子産業の人材育
成と事業システム

共 平成20年６月 神戸洋菓子産業名なぜ発展したのか、なぜ神戸
スウィーツというブランド力を持つようになっ
たのか、阪神淡路大震災という未曾有の被害を
受けたにもかかわらず、どのようにして短期で
復活することができたのかという問題意識を事
業システムと人材育成の観点から発表した。
（共著者：小野善生　西尾久美子）

３）洋菓子産業における 戦
略と進化についての研究

単 平成25年5月 神戸の洋菓子業界を見ると、創業期は家業的に
始まっている。ある時期まで（1970年代）は、
洋菓子店舗は全国展開（百貨店出店によるブラ
ンド化）をめざしていたが、ある時期から
（1980年代）は、地域密着化した戦略をとって
いる。この戦略の境界線の原因が労働契約の問
題が挙げらえることについて発表した。

４）神戸の洋菓子産業におけ
る顧客の変遷

単 平成25年11月 神戸洋菓子産業が発達した要因のひとつは、顧
客の要望に応じてである。顧客は時代とともに
洋菓子に求めるものが変化していったが、それ
とともに洋菓子職人の技術は発展し、規模も変
わっていった。顧客の変遷が業界の生産様式に
工業製品、稀少価値、ハイブリッドのバリエー
ションを生み出したことについて述べた。

［注］

凌霜　Vol.383（神戸大
学凌霜会）

ナレッジ･マネジメント
学会組織認識論関西部会
於神戸大学

CREO（神戸製鋼ヒューマ
ン･クリエイト)　Vol.1

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

組織学会2008年度研究発
表会　於神戸大学

奈良産業大学経済経営学
会

日本マーケティング学会
ポスターセッション　於
早稲田大学

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
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年月日

平成23年4月～平
成25年3月

平成23年4月～現
在に至る

平成23年4月～現
在に至る

平成25年4月～現
在に至る

平成26年4月～現
在に至る

平成23年4月～現
在に至る

平成22年9月～現
在に至る

年月日

平成21年11月

平成25年3月

                                                                                氏名　    松本　尚哲

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

経営学 財務諸表監査、内部統制、包括利益

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）1年次生の導入・基礎演習（ゼミ指導）におけるレ
ポート作成の指導

大学での授業を受講するに際し必要となるレポート作成
の基本事項を教えるとともに、演習として実際にレポー
トを作成させつつ必要に応じて適時指導を行い、レポー
ト作成の要領を体得させる。

２）様々な授業スタイルにおける受講方法と対応能力の
育成

各科目で用いる教材の形式を変え、異なる教材に応じた
授業の進め方を色分けしておき、それぞれ用いる教材が
異なる授業における受講の仕方を、各人の工夫によって
習得させる。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）財務諸表論の授業用レジュメ 財務諸表論の授業において主要教材となるレジュメを作
成。

２）経営財務論の授業用PPT資料 経営財務論の授業において使用するPowerPoint用のスラ
イドを作成。

３）経営分析論の授業用レジュメ及び資料 経営分析論の授業において教材として使用するレジュメ
と、分析の演習に用いる各企業の財務資料等を作成。

５　その他

１）授業評価アンケートによる評価 本学において前期と後期の授業終了時に実施される学生
の授業評価アンケートにて、概ね良好とされる一定水準
以上の評価を得ている。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

２）修士（商学） 関西大学　商学研究科　商学専攻　研究者コース
博士課程前期課程修了
商学修士 第685号

１）専門職養成支援プログラム税理士コースの学生の指
導

奈良産業大学にて、専門職養成支援プログラムの税理士
コースに所属する学生を担当。税理士資格の取得に向け
た勉強等の指導・フォローアップなどを行う。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）公認会計士試験合格者 公認会計士試験　二次試験　2009年度合格者

２　特許等
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平成24年8月～現
在に至る

平成25年7月～現
在に至る

平成25年7月～現
在に至る

平成23年4月～平
成24年3月まで

平成25年4月～平
成26年3月まで

平成23年4月～平
成24年3月まで

平成25年4月～平
成26年3月まで

平成24年4月～平
成25年3月まで

平成24年4月～平
成25年3月まで

平成24年4月～平
成25年3月まで

平成22年9月～現
在に至る

平成24年11月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
監査制度における内部統制報
告制度の位置づけとこれから
の展望について

単 平成24年12月 我が国の監査制度に影響を与えたアメリカの監査
制度における、制度の変遷とその中で生まれた内
部統制の重要性について言及するとともに、J-
SOX法とも呼ばれる内部統制報告制度の必要性に
ついて触れている。そのうえで、我が国の内部統
制の基準における内部統制報告制度の扱いと、内
部統制報告制度についてまわる内部統制の固有の
限界の影響について述べている。

包括利益の表示に関する一考
察

単 平成25年 3月 財務報告の目的と2つの会計観について言及する
とともに、これにより新たに必要とされた包括利
益について述べている。その上で、包括利益の必
要性について言及し、その構成要素に則した我が
国の会計基準における表示方法について述べると
ともに、今後の表示方法のあり方について触れて
いる。

１）日本公認会計士協会・近畿会、税制・税務委員会委
員

日本公認会計士協会・近畿会における税制・税務委員会
の委員として、税制・税務に関する研究を行っている

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良産業大学　学生委員会 学生委員会の一員として、主に三室祭の実行に際して学
友会が抱える難問の手助け等を行う。また、在学学生の
生活調査を数年に一度行っている。学生の素行不良など
による罰則規定の適用も当委員会で行った。

２）日本公認会計士協会・近畿会、経営委員会 公認会計士協会・近畿会における経営委員会の委員とし
て、経営、特に事業譲渡やバイオ・ベンチャーに関する
研究を行っている

３）組織再編研究会 公認会計士協会・近畿会と大阪弁護士会との共同研究会
であり、その一員として組織再編の事例等に基づいて研
究を行っている

４　その他

７）奈良産業大学実施の講座である奈良駅前大学にて講
座実施

本学実施の講座である奈良駅前大学にて、「わが国の会
計制度」というテーマで講義を行った。

２）同上　学生支援センター運営委員会 学生支援センター運営委員の一員として、大学のリメ
ディアル教育における学生の習熟度に対応したフォロー
アップの方策を考え、必要に応じて学生の面倒も見てき
た。

３）同上　広報委員会 大学の広報活動の方向性などを検討した。また、下記小
委員会の報告を受け、広報として行う方策を検討した。

４）同上　ホームページ作成小委員会 大学のホームページのあり方について検討するととも
に、可能な範囲でデザインのリファイン等も検討した。

５）同上　オープンキャンパス実行小委員会 大学のオープンキャンパスを実行するための準備や打ち
合わせ、学生スタッフとの協議などを行った。オープン
キャンパス当日にはスタッフとして東奔西走した。

６）同上　専門職養成支援委員会 前身である専門職養成支援プログラムの頃から継続して
一員である。税理士プログラム担当として、担当学生の
教育、管理等を行っている。また、関連資格の受験に際
しては渉外交渉なども担当して、資格講座の管理・運営
も行っている。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第5
巻、pp.461-478

奈良産業大学ビジネス学
部『社会科学雑誌』第7
巻、pp.287-309
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包括利益の表示の有用性と会
計責任

単 平成26年 1月 わが国の会計に対して大きな影響を与えている2
つの利益観について述べると共に、包括利益とい
う新しい利益概念が必要となった経緯と包括利益
の特性について述べている。その上で、包括利益
の業績指標としての有用性を検討しつつ、経営者
の責任を判断するための考察を行っている。最後
に、包括利益の拡張によって、より有用な情報提
供が行える可能性について言及している。

［注］

関西大学大学院商学研究
科『千里山商学』第69
号、pp.31-68

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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年月日

平成２３年９月

平成２１年４月

平成00年0月0日

平成00年0月0日

平成00年0月0日

年月日

昭和５０年３月

昭和５３年９月

昭和00年0月

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　大原　荘司

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

宇宙線物理学 非線形現象、カオス

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）組込みシステム 組込みシステム構築の実践教育のために、ルネサスマイ
コンＨ３０69を搭載する回路基盤をキットを購入して１
０式作成し、開発用パソコンに接続して組込み用プログ
ラムの作成演習に適用した。

１）共通教育科目「実験で学ぶ科学」の立ち上げ 実験で体験しながら科学の基礎知識を得て、データの取
得や解析の基本が理解できることを目指した。

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）

１）高等学校理科教員１級免許

５　その他

１）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

２）X線取り扱い作業主任者免許

２　特許等

１）
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平成00年0月0日

平成00年0月0日

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
The Cosmic Ray Anisotropy
Observed By the Large Area
Air Shower Experiments

共 平成１７年 大広域エアーシャワー観測グループの５つのス
テーションから得られる宇宙線の到来方向と頻度
に関するデータを調和解析し、宇宙線の到来方向
の異方性について一定の知見を得た。共同研究者
（A.Iyono,T.Konishi,T.Morita,T.Nakatsuka,C.N
oda,N.Ochi,S.Ohara,M.Okita,J.Rou,J.Tada,N.Ta
hahashi,M.Tokiwa,S.Tsuji,T.Wada,I.Yamamoto
and Y.Yamashita 本人担当部分　データ測定

情報学への導入教育としての
演習科目設計

共 平成１７年 様々な情報機器やソフトウェアの操作方法をひと
通りケンケン氏、基本的技術を習得するための情
報学導入教育として演習科目を創設し導入前後で
の学生の習熟度を求め一応の成果が得られたこと
を確認した。共著者　中尾泰士、向井厚志、大原
荘司、福井徹　本人の担当部分　コンピュータ
ミュージックとCADシステムの導入教育を担当し
た。

全体性と科学 単 平成１８年１
２月

マックス・ウェーバーの全体知批判と科学の価値
自由という考えに基づき、従来科学の対象とされ
なかった全体性が、環境科学、情報科学、システ
ム科学、カオス科学の出現によって無関係ではな
くなったことに焦点をあて、東洋を含めた科学の
歴史の中の全体性の扱いと、ネットワークの集合
知に見られる全体性を論じた。

リアルタイムOS演習システム
の開発

共 平成１８年３
月

コンピュータシステムの効果的学習を考えると、
組込み用オペレーティングシステムの学習が最も
有効であるという考えに基づき、日本初の組込み
OSであるITRON上で制御動作をするモータシステ
ムを作成して、ITRONの命令語を使用することに
寄ってコンピュータOSの実体を学習できるシステ
ムを開発した。共同研究者　大原荘司、大崎幹雄
本人担当部分　内容の大部分を担当した。

Zenith Angle Distribution
and Atmospheric Effect for
EAS with LAAS experiments

共 平成２０年７
月

到来宇宙線の天頂角分布を、大広域宇宙線観測グ
ループの各ステーションのデータに対して求め、
いずれも指数関数によく一致することがわかっ
た。また大気の及ぼす影響についても、シミュ
レーションの結果とよく一致した。共同研究者
A.Iyono,C.Noda,H.Matusmoto,M.Masuda,T.WadamK
.Okei,S.Tsuji,S.Ohara,N.Ochi,T.Konishi,N.Tak
ahashi,I.Yamamoto and T.Nakatsuka　本人担当
部分　奈良産業大データ測定とまとめ

３　実務の経験を有する者についての特記事項

29th International
Cosmic Ray Conference
Pune(2005)6,181-184

平成１７年度情報処理教
育研究集会論文集４１１
－４１４

１）

４　その他

１）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良産業大学紀要第２１
集、９５－１００（２０
０５）

奈良産業大学、情報学
フォーラム、On-Line
Journal、Vol.5

Proc.of 30th
International Cosmic
Ray
Conference,(2007)Vol.4
,47-50
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LAAS宇宙線観測データとGPS
遅延データの相関

共 平成２１年 宇宙線到来方向の異方性と大気変動についての
データ解析から宇宙線強度を用いた対流圏トモグ
ラフィーについて可能性を調べた。共同研究者
伊代野淳、松本宏樹、山本勲、小西健陽、大原荘
司、高橋伸介、越智伸彰、辻修平、桶井一秀、中
塚隆郎　本人担当部分　奈良産業大データ観測と
まとめ

宇宙線エネルギー時系列のカ
オスとその異方性

共 平成２１年８
月

西村・蒲田の式を宇宙線観測データに適用して、
５万イベントについての１次宇宙線エネルギーの
時系列データを得た。これに、従来のカオス解析
を適用し、時系列のカオス性の出現に異方性があ
ることを見出した。共同研究者　大原荘司、小西
健陽、向井厚志　本人担当部分　奈良産業大での
宇宙線測定とカオス解析考察の大部分

Parallel and Simultaneous
EAS Events due to
Gerasimova-Zatsepin
effects observed by LAAS
experiments

共 平成２１年７
月

宇宙線と太陽光子との反応で新たに宇宙線の秩序
が形成されるというGerasimova-Zatsepin効果を
大広域観測宇宙線データに適用した。共同研究者
A.Iyono,H.Matsumoto,K.Okei,S.Tshuji, S.Ohara,
N.Ochi,T.Konishi,N.Takahashi,I.Yamamoto,T.Na
katsuka,T.Nakamura,N.Ohmori and K.Saitoh
本人担当部分　奈良産大データの観測とまとめ

カオスで探る宇宙線源 共 平成２２年１
２月

宇宙線空気シャワーサイズデータ１１０万イベン
トについてフラクタル次元を求めるカオス解析を
おこない、赤径６ｈ，１２ｈ，２２ｈ付近に異方
性を発見した。高エネルギーγ線源あるいはダー
クマターのような天体の介在が推定される。共同
研究者　大原荘司、小西健陽、向井厚志　本人担
当部分　奈良産業大での宇宙線測定およびカオス
解析とその考察

奈良周辺の二酸化炭素濃度 共 平成２３年３
月

奈良周辺の二酸化炭素濃度の測定をVaisala製測
定機器GMP３４３で行い、世界平均や日本の南鳥
島の平均値などとの比較を行った。共同研究者
藤原昇、大原荘司　本人担当部分　二酸化炭素測
定条件の検討と測定

The Anisotropy of Cosmic
Ray Pursued with Chaos
Analysis

共 平成２３年８
月

エアーシャワーサイズ時系列のカオス解析で、カ
オス性に寄与する宇宙線を選別しその到来方向分
布を求めると、Crab、Mrk421、Cyg-Xなど特定の
活動銀河などに高エネルギーガンマ線宇宙線源を
求めることが可能であることを見出した。　共同
研究者
S.Ohara,T.Konishi,A.Mukai,M.Shimada,A.Iyono,
H.Matsumoto,I.Yamamoto,N.Takahashi,T.Nakatsu
ka,K.Okei,S.Tsuji,N.Ochi　本人の担当部分　奈
良産業大での宇宙線測定とカオス解析および考察
の大部分

Searching for cosmic ray
nuclei above the KNEE
energies through the
Gerasimova-Zatsepin effect
with the LAAS experiments

共 平成２３年８
月

大広域エアーシャワーデータの解析に、
Gerasimova-Zatsepin効果による、原子核宇宙線
の崩壊家庭も考慮に入れて、いわゆるKnee領域以
上の宇宙線を対象に考察した。共同研究者
A.Iyono,H,Matsumoto,K.Okei,S.Tsuji,S.Ohara,N
.Ochi,T.Konishi,N.Takahashi,I.Yamamoto,T.Nak
atsuka,A.Mukai,M.Shimada 本人の担当部分　奈
良産業大データの観測まとめ

二酸化炭素濃度の時間変動 共 平成２４年３
月

二酸化炭素濃度の連続測定を、２００ｍと４ｋｍ
離れた２地点で同時に行い、二酸化炭素濃度の変
動を確認し考察した。２００ｍ程度の距離では周
辺の構造物に大きな差異があってもCO2濃度の変
動に大差はなく、光合成の効果が大気中を迅速に
伝搬することがわかり、４ｋｍはなれた奈良、大
阪間では、大きな差異がみられた。共同研究者
大原荘司　藤原昇　本人の担当部分　測定と解析
の大部分を担当した

奈良産業大学情報学部創
設１０周年記念号,２０
１０

奈良産業大学地域公共学
研究所年報第１集、２０
１１

「地文台によるサイエン
ス」Universal Academy
Press

奈良産業大学情報学
フォーラム、Online
Jounal,Vol.7

Proc.of 30th
International Cosmic
Ray Conference,2009

Proceeding of
International Cosmic
Ray Conference,
Beijing,2011

Proceeding of
International Cosmic
Ray Conference,
Beijing,2011

奈良産業大学地域公共学
研究所年報第２集、２０
１２

3
  135 



福島原発放射能拡散状況調査 共 平成２４年３
月

原発事故に伴うセシウムの飛散状況を関西中心に
空間線量計によって確認した。また、CdZnTe半導
体検出器のCs放射能検出特性を検討し、市民レベ
ルで情報を共有するための放射能測定の要求性能
を満たす有望な放射能検出器であることを展望し
た。共同研究者　大原荘司　藤原昇　本人の担当
部分　CdZnTe検出器の導入検討など

絶対主体性 単 平成２４年１２ 「仏の現在性」が意味する絶対主体性は、「具体
的なことを通じて絶対性を覚する主体」と規定す
ることができる。絶対主体性の確立が大乗仏教の
本旨であることを間主観性に関する緒論や久松真
一の諸論文を参考に論じた。

CdZnTe検出器による原発放射
能分析

共 平成２４年１２ 原発事故により汚染された福島県飯舘村の表層土
壌の放射能をCdZnTe放射能分析器で分析し、Cs-
134とCs-137を有限時間で分離検出するための実
用的なその場分析も可能なことを実証した。

道理 単 平成２５年１２ 道理というものがいかなる意義を持った概念であ
るかについて、武門の道理、イギリス法の精神、
仏教の四種道理などを参考にして論じた。

飯舘村原発放射能汚染 共 平成２６年３月 福島原発事故放射能の被曝を受けた飯舘村で採取
した１００点近い土壌、植物、水などの試料につ
いて放射能測定を行い、セシウム-137の移行状況
について論じた。

（その他）
特記事項なし

［注］

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

奈良産業大学地域公共学
研究所年報第２集、２０
１２

奈良産業大学紀要第２８
集、３５－４８（２０１
２）

奈良産業大学地域公共学
研究所年報第３集、１－
７(2012)

奈良産業大学紀要第３０
集、（１）-（１
２）,2013

奈良産業大学地域公共学
研究所年報第４集、125-
136、２０１４

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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年月日

平成11年4月～
平成20年3月

平成11年～
現在

平成11年～
現在

平成20年4月～
現在

２）学内LANを利用した「教材フォルダ」「提出箱フォ
ルダ」を使った課題の出題、課題提出

奈良産業大学経営学部経営学科、情報学部情報学科で担
当する講義において、基本的に毎回または半期に数回の
課題問題を出して学生の理解度を高める努力をしてい
る。授業中に課題用紙を配布するだけでは、当日欠席し
た学生に対して十分な対応が出来ない場合が出て、時に
は学生が授業に出てこなくなるケースも少なからずあ
る。そこで、学生が欠席した場合でも課題問題を学内LAN
からいつでも入手でき、また、提出も随時行えるように
している。なお、電子媒体での提出が不適切な課題に関
しては出題課題のみの利用。

３）e-mailを利用した卒業論文制作指導 奈良産業大学経営学部経営学科で担当する専門演習Ⅱお
よび情報学部情報学科で担当する情報学演習Ⅲでは、卒
業論文の指導にあたり、e-mailを利用して授業時間以外
でも指導を行っている。
具体的には、学生は制作途中の論文を添付してe-mailに
添付してメールに進捗や制作上の問題点、質問箇所、相
談などを書いて送ってくる。それに対して、論文制作上
の留意点、アドバイス等を書いて送って指導している。
これにより、就職活動等により学生が授業（ゼミ）に出
席できない場合や、卒業研究の山場となる冬期休業期間
中でも迅速な対応、指導が効率よくできるようになっ
た。

４）講義用補助教材の配布と小テスト実施 奈良産業大学情報学部情報学科において各講義科目で授
業を実施するごとに課題プリントを配布して次回までに
課題を行わせ、また、次回にその問題から小テストを行
わせるようにして、理解度を深める工夫をしている。な
お、これらの教材については、毎年見直しを行い、常に
内容が情報技術上古くなっていないか、学生の能力に
あっているかという観点からチェックして修正を加えて
いる。
科目名「経営情報システム論Ⅰ」「経営情報システム論
Ⅱ」「情報システム開発論」
効果：まじめに課題をやってくる学生においては、理解
度も高まり成績を上げている。

１）メーリングリストを活用した授業のサポート 奈良産業大学経営学部経営学科の専門科目「基礎演習
（パソコンの活用）」「総合演習（パソコンの活用）」
「専門演習Ⅰ（経営情報システムの研究）」「専門演習
Ⅱ（経営情報システムの研究）」において、それぞれの
受講生（ゼミ生）のメーリングリストを作り、教員と受
講者全員（ゼミ生）を登録し、これを用いて情報提供、
質問、回答、その他で交流を深めた。また、このために
休みがちであった学生もゼミに参加するようになるなど
の効果があった。

人文社会情報学、基礎生物学（生態・環境） 経営情報、テレワーク、情報システム学、数理生物

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　杵崎　のり子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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平成13年4月～
平成17年3月

平成20年4月～
現在

平成20年度～
現在に至る

平成24年度

平成18年12月1日
平成20年11月

28日
平成22年10月

25日

平成19年8月
27･28日

１）奈良商業高等学校 高大連携情報実習「Visual
Basic　プログラミングしよう」

奈良商業高校１・２年生を対象とした大学体験授業の一
つとして企画された。Visual Basicを使って簡単なプロ
グラムを体験してもらう授業で、コマンドボタンをク
リックすると自己紹介のメッセージが表示されるプログ
ラムや占いのプログラムを作成する内容とした。

２）奈良県職員研修　平成19年度能力開発研修
「統計データ活用講座」

奈良県自治能力開発センターが実施する奈良県職員研修
「統計データ活用講座」の演習補助の講師を担当した。
講師山田伊知郎氏の講義、統計の基礎、統計データの見
方、データを比較する方法、検定の考え方などの後にお
こなわれるExcelを使った統計演習（具体的には、統計基
礎、平均値とばらつきの検定、相関分析、回帰分析の演
習）において、受講者の演習補助をおこない、受講者か
らの質問に対応することにより演習が円滑に進み、ま
た、研修の理解を深めてもらうことができた。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良産業大学学生による授業評価アンケートにおけ
る評価

奈良産業大学では平成20年度より、担当科目の一部で学
生による授業評価アンケートを毎年実施しており、集計
結果および教員の自己評価を大学のホームページで公表
している。
　奈良産業大学の情報学部情報学科の教授として担当し
た２年次配当の「経営情報システム論Ⅰ」や「経営情報
システム論Ⅱ」においては、情報学部の学生にとって経
営学的要素の強い当科目は、開講初年度の平成20年度に
は難しく分かりにくいという評価が過半数を占めていた
が、配布資料の充実、課題問題の配布、小テストの実施
等の改善を加えていくことによって、徐々に評価があが
り、平成24年度にはやや難しいが、分かりやすいという
回答が75%を占めるようになり、満足度においては「満
足」と「やや満足」をあわせて100%を得た。

２）学長からの評価（奈良産業大学） 講義・演習を堅実にこなし、授業内容や授業の運営に対
する学生からの評価も高く、教育能力は十分にあると考
える。課外においても学生指導に熱心に取り組み、多く
のゼミ生を育てている点も評価できる。また、学生支援
センター長として、全学的なリメディアル教育に取り組
み、課外活動としての体制作りや運営、問題点の改善に
多大な貢献を果たしている。

２）講義用補助教材の作成 奈良産業大学情報学部情報学科において担当する各講義
科目で理解度を深めるための課題プリントおよび小テス
ト問題を補助教材として作成した。なお、これらの教材
については、毎年見直しを行い、常に内容が情報技術上
古くなっていないか、学生の能力にあっているかという
観点からチェックして修正を加えている。
科目名：「経営情報システム論Ⅰ」「経営情報システム
論Ⅱ」「情報システム開発論」
効果：まじめに課題をやってくる学生においては、理解
度も高まり成績を上げている。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）「経営学部へのファースト・ガイド　－基礎演習共
通教材－」の作成と利用

奈良産業大学経営学部において毎年新入学生に対して必
修科目として課する「基礎演習」において、初年次教育
を行うにあたって、クラスによる内容のばらつきが無い
ように経営学部独自の教材を10人の専任教員で分担して
作成し、利用した。
分担執筆：山上達人、冨増和彦、本多毅、杵崎のり子、
藤本哲、守屋貴司、村上幸二、武居奈緒子、岡本昇、中
尾泰士
本人担当部分：３章レポートの書き方
概要：大学におけるレポートの種類と概要や、書く前の
準備からレポート構成、表現方法などについて簡潔にま
とめる。
効果：当時、初年次教育に対する関心が高まりつつある
ころであったが、まだ実践しているところは少なく、奈
良産業大学では経営学部が他学部に先駆けて取り組み、
現在の本学の初年次教育の先がけとなるものとなった。
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平成20年8月1日

平成20年8月4日

平成20年10月
25日

平成21年3月10日

平成22年1月27日

平成22年8月2日

平成23年6月24日

平成11年4月～
平成20年3月

１）奈良産業大学経営学部経営学科における教育実績 奈良産業大学経営学部経営学科の専任教員および兼担教
員（平成11年４月から平成18年３月まで助教授、平成18
年４月から平成19年３月まで教授、平成19年４月から平
成21年３月まで兼担）として、以下の科目を担当した。

「コンピュータ演習Ⅰ」半期２単位（平成11年度）
「コンピュータ演習Ⅱ」半期２単位（平成11年度）
それぞれ１年次配当科目であり、コンピュータの基礎的
な操作に始まり、ブラインドタッチ、Word、Excel、電子
メール、インターネット検索、ホームページ作成を内容
とした。

９）奈良文化高等学校への出張講義
　　　　「Excel VBAでゲームを作ろう」

奈良文化高校からの出張講義の依頼があり、講師を担当
した。ゲームについての演習形式の授業を希望とのこと
から、テーマを「Excel VBAでゲームを作ろう」とし、コ
マンドボタンを押すと「大吉」や「吉」などが出るおみ
くじゲームを作る演習形式の内容とした。熱心に取り組
んでもらうことができ、ゲームを作ることに深く興味を
持たせる効果があった。

５　その他

６）日本ドリコム主催　進路発見フェスタ体験講義
「気になるケータイ選び
　　　　　　　～機能＆料金体系の決まり方」

日本ドリコム主催の「進路発見フェスタ体験講義」にお
いて講師を担当した。テーマは「気になるケータイ選び
～機能＆料金体系の決まり方」として、ケータイ白書
2009の高校生や中学生のケータイ電話の利用動向など、
関心の高いデータを出して実態を明らかにするととも
に、ケータイの使い方によるデータ送受信量の違いや料
金体系などからどういう利用の仕方をすれば、利用料金
を抑えることができるかという内容とした。高校生に
とって関心の高いテーマでもあり、ブースがあふれるほ
どの参加者が来た。

７）天理高等学校の校内ガイダンスへの出張講義
　　「大学入試の面接について
　　　　　（情報・コンピュータ分野）」

株式会社さんぽうが主催する天理高等学校向けの校内ガ
イダンスにおいて、大学入試の面接についての講師を担
当した。テーマを「大学入試の面接試験（情報・コン
ピュータ）」とし、試験の種類と面接試験の重みについ
ての講義のあと、面接試験のよく出る質問内容を実際に
面接練習を織り込んで対策をおこなった。

８）三郷北小学校教職員研修
「ホームページ作成講座」

三郷北小学校の教職員向けの研修会の講師を担当した。
テーマは「ホームページ作成講座」とし、HTMLのタグを
知らなくてもMS Wordなどで簡単に作る演習形式の内容で
演習形式でおこない、受講者対してHTMLのタグを憶えな
くても普段使い慣れたWordでホームページが簡単に作れ
ることを理解させる効果があった。

３）奈良県職員研修　平成20年度能力開発研修
「統計データ入門講座」

奈良県自治能力開発センターが実施する奈良県職員研修
「統計データ入門講座」の演習補助の講師を担当した。
講師山田伊知郎氏の講義の後におこなわれるExcelを使っ
た統計演習（正規分布表の見方、一つの母平均の違いの
検定など）において、受講者の演習補助をおこない、受
講者からの質問に対応することにより演習が円滑に進
み、また、研修の理解を深めてもらう上で効果があっ
た。

４）奈良県職員研修　平成20年度能力開発研修
「統計データ活用講座」

奈良県自治能力開発センターが実施する奈良県職員研修
「統計データ活用講座」の演習補助の講師を担当した。
講師山田伊知郎氏の講義の後におこなわれるExcelを使っ
た統計演習、具体的には、二つの母平均の違いの検定、
母分散の違いの検定、一様性の検定、相関分析の演習に
おいて、受講者の演習補助をおこない、受講者からの質
問に対応することにより演習が円滑に進み、また、研修
の理解を深めてもらう上で効果があった。

５）王寺町りーべるカレッジ
「少子高齢化時代の柔軟な働き方
　　－在宅勤務・SOHO・在宅ワークを考える」

王寺町りーべるカレッジの講師を担当した。テーマは
「少子高齢化時代の柔軟な働き方　ー在宅勤務・SOHO・
在宅ワークを考える」とし、今日の少子高齢化時代にテ
レワークという新しい働き方に注目し、社会面、就業者
の視点から、経営者の視点からみた効果について検討す
るという内容とした。
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平成11年4月～
平成20年3月

「基礎演習」　通年４単位（平成12年度）
１年次配当の専門教育科目であり、前期には初年次教育
として、電子メールの使い方、ノートの取り方やレポー
トの書き方、プレゼンテーションの仕方などを演習形式
でおこなう内容とした。後期には、WordやExcelなどを使
いこなせるように適宜課題を与えて演習形式でおこなう
内容とした。

「応用演習」　通年４単位（平成15､17年度）
２年次配当の専門教育科目であり、パソコンを活用する
というテーマのもとで、WordやExcelを中心とした演習を
おこない、Microsoft Officeスペシャリスト等の資格取
得をめざす内容とした。

「専門演習Ⅰ」通年４単位（平成12～18年度）
３年次配当の専門教育科目であり、企業における情報シ
ステムの研究をテーマとし、携帯電話やワンセグなどの
新しい情報技術や、企業で使われている各種情報システ
ムなどを調査してまとめ、発表するなど、卒業研究を見
据えた演習をおこなう内容とした。

「専門演習Ⅱ」通年４単位（平成13～19年度）
４年次配当の専門教育科目であり、各自で卒業論文の
テーマを決めて、テーマに沿った内容の研究をおこな
い、卒業論文にまとめ発表をおこなうという内容で演習
形式でおこなう内容とした。

１）奈良産業大学経営学部経営学科における教育実績
（続き）

「プログラミング論」通年４単位（平成12～16年度）
「プログラミング論」半期２単位（平成17～20年度）
「プログラム設計論」半期２単位（平成17～20年度）
それぞれ２年次配当の専門教育科目であり、通年４単位
の「プログラミング論」は平成17年度から半期２単位の
２科目「プログラミング論」と「プログラム設計論」と
に分割されたが、内容については、前期にはVisual
Basicによるプログラミングの修得を中心とし、後期には
Visual Basicを前提としたプログラム設計を行って
Visual Basicのプログラミングを行う内容とした。

「データベース構築論」通年４単位（平成12～16年度）
「データベース概論」　半期２単位（平成17～20年度）
「データベース構築論」半期２単位（平成17～20年度）
それぞれ２年次配当の専門教育科目であり、通年４単位
の「データベース構築論」は平成17年度から半期２単位
の２科目「データベース概論」と「データベース構築
論」とに分割され、内容については本質的には変えず
に、前期にデータベースの概要を中心として簡単なデー
タベース作成をAccessを使って演習形式でおこない、後
期に本格的にデータベースの構築をAccessを使って演習
形式でおこなう内容とした。

「人的資源管理論」　　半期２単位（平成18～19年度）
２年次配当科目の専門教育科目であり、日本における人
的資源管理の概要や特徴などについて講義形式でおこな
う内容とした。

「国際人的資源管理論」半期２単位（平成18～19年度）
２年次配当科目の専門教育科目であり、海外の代表的な
国（アメリカ、イギリス、ドイツ、スウェーデン、中国
など）の人的資源管理の枠組みや特徴などについて講義
形式でおこなう内容とした。
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平成18年4月～
現在に至る

平成19年4月～
現在に至る

３）奈良産業大学情報学部情報学科における教育実績 奈良産業大学情報学部情報学科の専任教員（平成19年４
月から現在まで教授）として以下の科目を担当した。

「経営情報システム論Ⅰ」（平成20～24年度）
「経営情報システム論Ⅱ」（平成20～24年度）
それぞれ２年次配当の専門教育科目（半期２単位）であ
り、企業における情報システムの役割、種類、経営情報
システム、意思決定支援システム、戦略的情報システ
ム、最近の新技術を利用したシステムなどを内容とする
講義形式の授業である。

「ＧＵＩプログラミング」（平成21～23，25年度）
２年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、
Visual Basicによるプログラミングを行う内容とし、演
習形式の授業である。

「情報システム開発論」（平成21～現在に至る）
３年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、情報
システム開発の基本的な流れ、開発方法の種類、各工程
の詳細などを内容とする講義形式の授業である。平成25
年度より「ソフトウェア工学」に改名された。

「情報学演習IA」（平成20年度）
１年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、初年
次教育としての位置づけになっており、大学での基本的
な学び方（各施設の利用の仕方、講義の受け方、レポー
トの書き方など）や、情報学部の各分野の内容の理解な
どを内容とした。１年次のアドバイザーとしての役割も
あり、学生の生活全般に対する見守りや支援も行った。

「情報学演習ⅠB」（平成21年度）
２年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、情報
学部の複数の教員が情報学の様々な分野を半期ごとに２
回リピートする演習形式で体験する内容の授業である。
テーマを「インターネット関連ビジネスの将来展望を考
える」とし、ネットビジネスの現状調査、分析、レポー
ト、発表の仕方を体験的に学ぶ内容とした。

「情報学演習Ⅱ」（平成21～現在に至る）
３年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、卒業
研究を意識した課題に取り組む演習形式の授業である。
テーマを「企業における情報活用と経営情報システムの
研究」とし、企業におけるMS Officeなどのアプリケー
ションプログラムの利用方法、経営情報システムの研
究、Excel VBAを使ったプログラムの制作などを学生が主
体となる演習形式の内容とした。平成25年度より「情報
学ゼミⅢ」に改名された。

「情報学演習Ⅲ」（平成22～現在に至る）
４年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、各自
でテーマを設定し、調査、分析、まとめと評価を行う流
れで卒業研究に取組み、卒業論文や卒業制作をおこなう
ための授業である。

２）大阪産業大学経済学部国際経済学科における教育実
績

大阪産業大学経済学部国際経済学科の非常勤講師（平成
18年４月から現在まで）として以下の科目を担当した。

「コンピュータ・グラフィックス」（平成18年度）
３年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、前後
期で２クラス展開する。OpenGLを使って３次元の簡単な
グラフィックスを描く内容とする演習形式の授業であ
る。

「ネットワーク論」（平成18～24年度）
３年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、平成
18年度には半期につき２クラス展開で、前後期合わせて
４クラス展開する。平成19年度以降は半期に３クラス展
開で、前後期合わせて年間６クラス展開する。Perl言語
を使ったCGIプログラミングを行い、占い、アンケート、
掲示板などのWebページを作成する内容とし演習形式の授
業である。
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平成19年4月～
現在に至る

年月日

昭和57年3月

昭和57年3月

昭和57年3月

昭和57年3月

昭和58年2月

昭和59年2月

昭和60年6月

昭和62年2月

平成元年1月

平成 4年1月

平成13年3月

平成16年3月

平成16年11月

12）博士（理学） 奈良女子大学　博課第２４１号
博士論文題名：「侵入生物の侵入と空間伝播に関する数
理的研究」

13）初級システムアドミニストレータ試験　合格

９）情報処理システム監査技術者試験　合格

10）オンライン情報処理技術者試験　合格

11）修士（理学） 奈良女子大学　修第２８２号
修士論文題名：「帯状分断環境における侵入生物の伝播
パターンと拡大速度に関する数理的研究」

６）第一種情報処理技術者試験　合格

７）商工会議所簿記検定２級　合格

８）特種情報処理技術者試験　合格

３）高等学校教諭二級普通免許（数学） 昭５６高二普第１２４６号（奈良県教育委員会）

４）高等学校教諭二級普通免許（理科） 昭５６高二普第１１８０号（奈良県教育委員会）

５）第二種情報処理技術者試験　合格

１　資格，免許

１）中学校教諭一級普通免許（数学） 昭５６中一普第１１２９号（奈良県教育委員会）

２）中学校教諭一級普通免許（理科） 昭５６中一普第１１４３号（奈良県教育委員会）

３）奈良産業大学情報学部情報学科における教育実績
（続き）

「プロジェクト演習Ⅰ」（平成19～22年度）
１年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、実践
的な課題に少人数で取り組む課外活動的な授業である。
テーマを「資格挑戦講座」とし、ITパスポート試験や基
本情報処理技術者試験の勉強方法をグループで考え、取
組み、まとめ、発表させるという演習形式で行った。

「プロジェクト演習Ⅱ」(平成20～22､24～現在に至る)
「プロジェクト演習Ⅲ」(平成21～22､24～現在に至る)
「プロジェクト演習Ⅳ」(平成22､24～現在に至る)
それぞれ２，３，４年次配当の専門教育科目（通年４単
位）であり、「プロジェクト演習Ⅰ」を含め、同時間に
開講する授業である。テーマは「資格挑戦講座」とし、
「プロジェクト演習Ⅰ」と同じ内容ではあるが、各学年
や学生の個性に応じてグループ内でのそれぞれの役割を
持ち、協力して積極的に課題に取り組んでいく姿勢を養
う効果や、実際に情報処理技術者試験を受験して合格す
る実績があった。なお、平成24年度より「プロジェクト
演習Ⅱ」は「プロジェクト演習Ⅰ」に改名、平成25年度
より「プロジェクト演習Ⅲ」は「プロジェクト演習Ⅱ」
に改名された。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要
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平成21年 5月

平成21年11月

平成21年４月～
平成23年３月

平成23年４月～
平成26年３月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．少子化時代の多様で柔
軟な働き方の創出－ワーク
ライフバランス実現のテレ
ワーク

共著 平成19年 9月 　テレワークの効率性重視のモバイル型に対し
て、職住接近の在宅勤務・SOHOを再評価したう
えで、少子高齢化社会において、子育てや介護
と仕事の両立を可能とする豊かな働き方を追求
する。
A5版　全232頁
編著：下崎千代子、小島敏宏
分担執筆：下崎千代子、杵崎のり子、加納郁
也、小島敏宏、小嶌典明、脇夕希子、柳原佐智
子、古賀広志、宮崎泰夫、田澤由利、佐藤彰
男、川村晶子

本人担当部分：第１章「第３次テレワークブー
ムの到来」（p.12-p.23)の単著
概要：21世紀に入ってからの国家戦略であるe-
Japan戦略をきっかけとするテレワークへの注目
を第３次テレワークブームと称し、その背景、
取り組み内容を取り上げ、さらにテレワークの
分類とその実態をまとめる。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

学文社

４　その他

１）奈良産業大学　広報委員長 大学広報の委員長として、広報活動の円滑な運営に責任
を持ち、大学のホームページやオープンキャンパスなど
の小委員会活動、大学要覧の大幅な見直し、学園広報誌
と連携をとった大学の広報活動などに取り組んだ。

２）奈良産業大学　学生支援センター長 学生支援センター長として、学生の学び、こころ、身体
の円滑なサポートに取り組んだ。特に、学生の学びの支
援として、学習室を設置し高校までの教育の専門家とし
ての外部講師や教材を配置し、アドバイザーの協力の元
でリメディアルやその他の学修支援を行う体制を整え
た。また、学生相談や特別な学生支援を必要とする学生
が増加していることから、教職員向けの学生相談研修会
を定例的に行い、アドバイザーを中心として教職員全員
による学生の見守り、支援体制を整えることに取り組ん
でいる。

　　　特になし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

15）基本情報技術者試験　合格

２　特許等

14）ITパスポート試験　合格
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２．「空間」の数理生物学
（シリーズ数理生物学要論
巻２）

共著 平成21年 5月 　「空間」次元に関わる生命現象の数理モデル
研究に関するモノグラフを編集したものであ
り、生物個体群ダイナミクスにおける空間的非
一様性の数理モデル研究、細胞集団が織りなす
空間パターンに関する数理モデル研究などを収
める。
B5版　全222頁
編集：日本数理生物学会　責任編集：瀬野裕美
分担執筆者：重定南奈子、川崎廣吉、杵崎のり
子、難波利幸、佐藤一憲、泰中啓一、高須夫
悟、関村利朗、巌佐庸、望月敦史、本多久夫、
小林亮
　
本人担当部分：第１章「不均一環境下における
生物集団の分布拡大パターン」（p.1-p.10）を
共著。
　2次元空間上に広がる周期的分断環境の典型と
して帯状環境、島状環境、コリドー環境の３つ
の環境を取り上げ、そこに侵入する生物の分布
拡大過程について反応拡散モデルを用いて、分
断構造の違いや分断スケールが伝播速度に及ぼ
す効果を明らかにする。
（共同研究につき本人担当部分抽出不可能。全
体の立案や評価、分析については共著者全員が
担当し、本研究のためのシミュレーションプロ
グラム作成、シミュレーションの実施、データ
作成については本人が主に担当。）
共著者：重定南奈子、川崎廣吉、杵崎のり子

（学術論文）
１．Spatial dynamics of
invasion in sinusoidally
varying environments
（査読付）

共著 平成18年 4月 １次元の周期的に変化する環境（パッチ状環境
とSin状環境）とランダムに変化する環境での侵
入生物の伝播速度において、内的自然増加率と
拡散係数の各パラメタが分布拡大に与える影響
について考察する。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分抽
出不可能。主に本研究のためのシミュレーショ
ンプログラム作成、シミュレーションの実施、
データ作成、図表作成、論文執筆を担当。全体
の立案や評価、分析については共著者全員で担
当。
共著者：杵崎のり子、川崎廣吉、重定南奈子

２．The effect of the
spatial configuration of
habitat fragmentation on
invasive spread
（査読付）

共著 平成22年 9月 　空間の分断化が生物の侵入に及ぼす影響につ
いて、帯状、島状、コリドー状の３つの環境に
反応拡散モデルを用いて数値計算をして分析す
ることによって次の３点が明らかになった。
１）分断のスケールが十分に大きい場合には、
生物が生き残るための好適環境の最小面積は島
状、帯状、コリドーの順に広く必要となる。
２）好適パッチが十分に広いときの拡散スピー
ドはコリドーが一番速く、帯状、島状の順に遅
くなる。３）３種の環境の好適パッチと不適
パッチとの間の境界線をランダムにシフトさせ
た場合、シフト幅を広くしていくと拡散速度が
上がる傾向がある。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分抽
出不可能。主に本研究のためのシミュレーショ
ンプログラム作成、シミュレーションの実施、
データ作成、図表作成、論文執筆を担当。全体
の立案や評価、分析については共著者全員で担
当。
共著者：杵崎のり子、川崎廣吉、重定南奈子

共立出版

Population Ecology
48:263-270

Theoretical Population
Biology78(2010)298-308
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３．時間変動を伴うパッチ
環境における侵入生物の数
理モデル

単著 平成24年12月 　不均質環境における生物の存続や侵入問題に
おいて、従来のモデルでは固定された分断環境
を考えて来たが、本研究では季節変化や気候変
動によってパッチ状環境のパッチサイズが時間
的に変化するケースを考えた。１次元のFisher
モデルを元に新たなモデルを作り、時間変動が
伝播速度に及ぼす影響を数値計算によって計算
し、その結果を分析し、その特性とみられる傾
向を見つけた。

４．侵入生物の増殖率の空
間変動が伝播速度に与える
影響

単著 平成25年 2月 　周期的に変化する環境における生物の侵入問
題において、sin関数で増殖率や拡散係数が変化
する環境での研究はされてきた。そこで本研究
では、パッチ状環境における増殖率の違いによ
る伝播速度の違いを数学的解の公式から求め、
生物の増殖率のどのような要因が伝播速度に大
きな影響を与えるか、その傾向を分析した。

５．空間の分断化が侵入生
物の伝播に与える影響

単著 平成25年 3月 　周期的に変化する環境における生物の侵入問
題において、侵入生物の伝播速度に大きく影響
する要因が増殖率か、拡散係数か、好適パッチ
と不適パッチの幅なのか、その要因を探るため
に、シンプルなモデルとして代表的な一次元
パッチモデルを使って、伝播速度を求めて、分
析を行った。このとき、各変数を環境全体の基
準値からの変動幅という概念で捉えた上で変数
の値を設定し、伝播速度を数学的解の公式から
求めた。よく使われ、多くの研究がなされてき
たパッチモデルではあるが、変数の捉え方を変
えることによって、これまでに予測しなかった
ような関係が見えてきて、増殖率や拡散係数の
はたらきも、条件によっては全く逆の方向には
たらくなど、興味深い結果が得られた。

６．不均質環境における侵
入生物の進行波: 拡散, 走
性, 個体群圧力の効果

共著 平成25年10月 共著者：重定南奈子，川崎廣吉，杵崎のり子，
飯沼万美子

（その他）

「学会発表」
１．Why isn't it
Teleworking? A case of
Flexible Work

共同 平成16年 9月 　オフィス出勤を前提とするがテレワーク企業
と同様に自己裁量による労働時間により情報機
器を利用した労働形態をとる企業の事例をもと
に、テレワークに必要な人事システムが何かを
考察する。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分抽
出不可能。主に資料やデータのまとめ、図表の
作成、プレゼンテーション資料の原案作成を担
当。
共同発表者：下崎千代子、杵崎のり子、渡辺邦
博、松尾純

２．周期的および非周期的
変動環境における侵入生物
の伝播速度

共同 平成16年 9月 　１次元の周期的に変化する環境（パッチ状環
境とSin状環境）とランダムに変化する環境での
侵入生物の伝播速度において、内的自然増加率
と拡散係数の各パラメタが伝播速度に与える影
響について考察する。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分抽
出不可能。主に本研究のためのシミュレーショ
ンプログラム作成、シミュレーションの実施、
データや図表の作成、プレゼンテーション資料
作成、発表を担当。
共同発表者：杵崎のり子、川崎廣吉、高須夫
悟、重定南奈子

The 9th International
Telework Workshop
(Heraclion, Crete
Greece)

第14回数理生物学シンポ
ジウム（広島大学、広
島）

奈良産業大学「産業と経
済」第25巻第1号（奈良
産業大学経済学会）,
31-51

情報学フォーラム紀要第
８巻、奈良産業大学情報
学部,67-82

奈良産業大学紀要第29
集, 53-68

 数理解析研究所講究録
1853,150-157
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３．周期的および非周期的
変動環境における侵入生物
の分布拡大に与える影響

共同 平成17年 3月 　１次元の周期的に変化する環境（パッチ状環
境とSin状環境）とランダムに変化する環境での
侵入生物の伝播速度において、内的自然増加率
と拡散係数の各パラメタが分布拡大に与える影
響について考察する。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分抽
出不可能。主に本研究のためのシミュレーショ
ンプログラム作成、シミュレーションの実施、
データや図表の作成、プレゼンテーション資料
作成、発表を担当。
共同発表者：杵崎のり子、川崎廣吉、高須夫
悟、重定南奈子

４．製造業におけるナレッ
ジマネジメント導入による
テレワークの可能性

単 平成17年 7月 概要：一般にテレワークの導入が困難であると
いわれている製造業、特に熟練工を必要とする
製造現場において、熟練工のノウハウをデータ
ベース化しナレッジマネジメントを構築したY社
の事例研究をもとにテレワークの可能性につい
て考察する。概要：一般にテレワークの導入が
困難であるといわれている製造業、特に熟練工
を必要とする製造現場において、熟練工のノウ
ハウをデータベース化しナレッジマネジメント
を構築したY社の事例研究をもとにテレワークの
可能性について考察する。

５．A Case of Knowledge
Workers in a Small
Japanese Manufacturer

共同 平成17年 8月 　一般にテレワークの導入が困難であるといわ
れている製造業、特に熟練工を必要とする製造
現場においてテレワークを可能とする要因につ
いて分析する。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分抽
出不可能。主にデータのまとめ、図表の作成、
プレゼンテーション資料作成、発表を担当。全
体の立案や現場のインタビュー、資料やデータ
の収集、考察については共同発表者全員で担
当。
共同発表者：杵崎のり子、下崎千代子

６．高付加価値製造業への
自己変革プロセス～ある中
小製造業の事例から～

単 平成17年11月 概要：大企業の下請け工場から脱却した中小製
造業の事例をもとに、変革を成功に導いたプロ
セスを戦略的意思決定プロセスの観点から分析
し、中小製造業が高付加価値製造業へと変革す
るための要因について考察する。

［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

第52回日本生態学会大会
（大阪国際会議場、大阪

第7回日本テレワーク学
会研究発表大会（三鷹産
業プラザ、三鷹）

The 10th International
Telework Workshop
(Liverpool, UK)

第51回オフィス･オート
メーション学会全国大会
（大阪成蹊大学、大阪）
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年月日

平成8年4月～
現在に至る

平成8年4月～
現在に至る

毎年更新

昭和54年～

年月日

昭和55年10月

昭和58年10月

なし

２）特種情報処理技術者 通産省が実施する情報処理に関する資格試験

２　特許等

１　資格，免許

１）第一種情報処理技術者 通産省が実施する情報処理に関する資格試験

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

５　その他

奈良産業大学の情報教育環境、インターネット環境の基
礎を固めた

大学着任時に、民間のIT企業と比べて、その情報教育環
境が非常に遅れていたため、情報センター委員、委員長
として、その整備に尽力した。またインターネットにつ
いては全くの0からの整備を担当した。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

毎年、教科書・教材を自作し、学内LANを通じて、デジタ
ルコンテンツとして学生に提供している。平成26年度に
は「ネットワーク基礎」「Web System」「情報セキュリ
ティ」の3科目を提供。

情報化の技術革新のスピードは著しく速いため、本を出
版していると、出版時にはすでに古い情報となってしま
うことがある。それを避けるため、毎年、教科書はその
直前までの情報を盛り込んだデジタルデータとして配信
している。

２　作成した教科書，教材

１）DVDの視聴、Webサイトのリアルタイム提示
PowerPointの積極的活用
奈良産業大学、大阪市立大学、尾道市立大学で実践

奈良産業大学に着任した時から、当時としては珍しかっ
たPowerPointによるプレゼンテーション、インターネッ
トによる最新の情報提供、DVD等の視聴覚教材を講義に取
り入れ、情報化の現場の実態を学生に伝えられるよう、
取り組んできた。

２）講義終了時に、学生からメールや紙媒体で意見を吸
い上げ、それを次週にフィードバックする
奈良産業大学、大阪市立大学、尾道市立大学で実践

講義終了時に、その日の感想や質問等をメールあるいは
メモ用紙に書いて提出してもらい、疑問点については次
回に答える。この方法により、自分の講義の不備を見つ
けることができる。出席管理の補助手段にもなる。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　西岡　茂樹

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

経営情報学 経営情報システム、e-ビジネス、情報産業、ソフトウェア

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
企業合併に伴う情報システム
統合のリスクに関する考察～
みずほ銀行の事例分析に基づ
く～

単 平成24年12月 企業合併においては情報システムの統合が不可
欠であるが、通常のシステム開発と異なり、合
併する企業がこれまで開発・運用してきた既存
システムをいかに安全・低コストで迅速に統合
するかが重要課題となる。みずほ銀行は経営統
合後、2度に亘る大きなシステム障害を起こして
おり、その要因と企業合併プロセスの相関につ
いて考察した。

非接触型ICカード「Felica」
の現状とプロジェクト演習の
成果

単 平成25年2月 非接触型ICカード「Felica」を「RFID」と「接
触型ICカード」の二つの流れの融合として捉
え、その位置づけを明確にすると共に、Felica
の技術要素を分析した後、Feliacアプリケー
ション開発に取り組み、その成果を報告した。

企業合併に伴う情報システム
統合のリスクに関する考察 :
三銀行の事例分析に基づく
(特集 リスクマネジメント)

単 平成25年9月 情報化が進展した企業どうしの合併において
は、それらの情報システムの統合が、合併の成
否を左右する。先の論文においては、みずほ銀
行の合併に伴う情報システム統合の問題を扱っ
たが、本論では、それをさらに深化させるとと
もに、システム統合に成功した北洋銀行および
三菱東京UFJ銀行の事例研究を加え、みずほ銀行
のシステム統合がなぜ大きなトラブルを引き起
こしたかを、成功事例との比較から論じてい
る。

商品コードの標準化とその後
の動態に関する考察 : UPC、
EAN、JAN、GTINを巡って

単 平成25年12月 今日の流通業界を支える情報システムのインフ
ラは「共通商品コード」と「バーコードシンボ
ル」である。これらの標準化の流れが、アメリ
カに始まり、それがヨーロッパ、日本、世界へ
と広がりを見せるなか、生じた問題点を整理
し、今後の大きな潮流であるGTINの普及に際し
て考慮すべき注意点を述べている。

［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

日本情報経営学会誌
34(1), 52-63

奈良産業大学紀要第30集

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

「産業と経済」25巻1号
奈良産業大学経済経営学
会

奈良産業大学「情報学
フォーラム紀要」第8巻

４　その他

なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

３　実務の経験を有する者についての特記事項

なし
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年月日

平成15年４月～
平成18年３月

平成19年９月～
現在に至る

平成20年４月～
平成22年３月

平成22年４月～
平成23年３月

平成23年４月～
現在に至る

平成24年４月～
現在に至る

５）「基礎数学」の科目設置 奈良産業大学の全学共通の導入基礎科目「基礎数学I」
「基礎数学II」を設置し、4月入学時に全学的に数学につ
いてのプレースメントテストを行い「基礎数学I」から履
修、「基礎数学II」から履修、「履修免除」にわけ、そ
れぞれの科目を各学部で複数クラス開講して少人数教育
にした。それによって、大部分の学生は数学力の向上が
見られるなど教育効果があった。

６）講義科目「情報数学I」と演習科目「情報数学演習
I」の同時受講

奈良産業大学情報学部の平成23年度のカリキュラム改革
で、主要科目において講義科目と演習科目を併設して同
時受講させるようにした。平成24年度から2年次配当科目
として「情報数学Ｉ」と「情報数学演習Ｉ」を同時受講
させ、両科目を連携させることによって数学的内容の理
解とともに計算力をつけさせるように工夫した。

３）達成度別課題演習システムの構築 奈良産業大学情報学部の専門科目「情報数学I」におい
て、授業内容を課題として設定し、一つの課題に複数の
同種の問題を用意して課題内容未達の学生は、繰り返し
課題を行うようなシステムを構築した。学生は学内LANか
ら自分の達成状況が分かる。また、成績評価も絡めるこ
とによって課題達成への意欲を持たせるようにした。

４）能力別クラス編成の実践 奈良産業大学情報学部１年次生に対し４月当初に数学に
ついてのプレースメントテストを行い、日本人学生に関
しては、多喜正城教授とクラス分けをして専門科目「情
報数学I」を行った。それによって、学生の状況に応じた
授業がしやすくなり、学生のやる気を高める教育効果が
あった。

１）小テストの実施とＬＡＮによる問題、解答の配布 奈良産業大学経済学部の専門科目「経済数学演習」で、
小テストを毎回実施し、解答の配布を学内ＬＡＮを通じ
て行った。これによって、部活などで公欠した学生が、
当日の授業内容を把握しやすくなり、また、課題を提出
することによって休んだ回の授業内容にもついていきや
すいようになった。

２）数学用ソフトウェアを用いた数学教育 奈良産業大学情報学部の専門科目「情報数学II」におい
て、KNOPPIX/MathのCDを配布し、フリーの数式処理ソフ
トウェアMaximaを用いた数学の学習活動を行った。これ
によって、関数のグラフをパラメータを使って動的に動
かしたりが容易になり、関数の係数の意味を把握した理
が容易になるなどの教育効果があった。
平成22年度からは、学内のパソコンがCDから起動できな
くなり、Windows版のwxMaximaを利用するように変更し
た。
平成25年度は新規科目「ゲーム数理」においても、3次元
曲線のパラメータ表示などの視覚化に役立てた。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　根岸　　章

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

数学、情報学、経済学 作用素論、量子ウォーク、グラフ理論、ジニ係数

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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平成16年４月～
平成18年３月

平成18年４月～
現在に至る

平成19年４月～
平成24年３月

平成19年４月～
平成24年３月

平成22年４月～
平成24年３月

平成23年９月～
現在に至る

平成23年９月～
現在に至る

７）「生活の中の数学」 奈良産業大学共通教育科目の平成23年度からの新カリ
キュラムの「生活の中の数学」（共通教育科目、１年次
配当、半期、２単位）で配布したプリントや毎回行った
小テストとその解答。内容は線形代数学であるが、本学
の学生の学力や専門科目とのつながりを意識したものと
している。毎回小テストを実施し、その解答を学内LANで
配布することにより、復習しやすい環境を作った。
全109シート。

５）「情報数学Ｉ」 奈良産業大学情報学部の専任教員として担当の「情報数
学I」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）で使用し
たテキスト。数学の初歩事項の復習から、２進法、ベク
トルや行列の計算など情報で必要とする数学的内容を扱
う。高校数学の単なる復習ではなく、学生が躓きやすい
個所を強調するなどして、それによって、学生が理解し
やすくする教育効果があった。
A4全50ページ。

６）「数学２」 同志社大学の非常勤嘱託として担当の「数学２」（共通
基礎科目、２年次配当、半期、２単位）で配布したプリ
ント。１階常微分方程式の初等解法から演算子を用いた
連立線形微分方程式の解法までを扱っている。
微積分のみならず、線形代数学との関係も重視し、数学
の分野間の関連を意識させ、学生に数学についての認識
を深めさせる教育効果があった。
A4全40ページ。

３）「統計学入門」 奈良産業大学ビジネス学部で兼坦した「統計学入門」
（学部共通基礎科目、１年次配当、半期２単位）で使用
したテキスト。
記述統計について平均や分散、相関係数などまでを扱
う。平成20年度からは留学生対応としてルビをふるよう
にした。なるべく数式を使わずに統計学の概念の理解を
させるように工夫し、それによって、数学が苦手な学生
でも統計の基礎的な概念が理解できる教育効果があっ
た。
A4全29ページ。

４）「経済統計入門」 奈良産業大学ビジネス学部で兼坦した「経済統計入門」
（学部共通基礎科目、１年次配当、半期２単位）で使用
したテキスト。
インターネットで入手できる経済統計のデータについ
て、マクロ経済学の諸概念との関連を強調しながら入手
方法や意味を扱う。実際のデータを入手したり、それを
加工さるような課題を課すことによって、経済データの
分析手法を学ばせる教育効果があった。経済統計のデー
タの更新や統計調査の名称変更などはプリントで補っ
た。

１）「経済数学入門」 奈良産業大学経済学部の専任講師として担当の「経済数
学演習」（専門科目、１年次配当、通年、４単位）で使
用した上記テキストを産業図書出版社にて製本したも
の。
経済学の専門科目で必要とする数学の基礎的な内容を
扱っている。高校数学の単なる復習ではなく、他の授業
で必要な経済用語なども盛り込み、それによって、学生
に興味を持たせる教育効果があった。

２）「数学入門」 同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当の「数
学入門」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）で使
用中の教科書。１変数関数の初歩的事項から、微積分、
テーラー展開や数値積分までを扱っている。第２版では
集合や命題と論理を付録として追加した。
自然数から有理数を導出する考え方と、指数が自然数の
ベキから小数のベキへの導出を対比させるなどして、い
ろいろな事項をなるべく関連させながら学習していくよ
うに工夫し、それによって、学生に１変数の解析を学習
しやすくする教育効果があった。
第2版はA5全146ページ。

２　作成した教科書，教材
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平成24年４月～
現在に至る

平成12年４月～
平成19年３月

１）奈良産業大学経済学部における教育実績 奈良産業大学経済学部の専任教員（平成12年４月から平
成19年３月まで専任講師）として、以下のような科目を
担当した。

「統計学」（平成12年４月～平成19年３月）
奈良産業大学経済学部の専任講師として担当の「統計
学」（専門科目、１年次配当、通年、４単位）におい
て、記述統計と推測統計の内容の授業を行い、それに
よって、学生にデータの整理の仕方や分析方法を理解さ
せる教育効果があった。
同科目は平成15年度からは大学でのセメスタ制導入に伴
い、半期科目の「統計学I」と「統計学II」に分かれた。

「専門演習I」（平成12年４月～平成19年３月）
奈良産業大学経済学部の専任講師として担当の「専門演
習I」（専門科目、3年次配当、通年、４単位）におい
て、経済数学と関連した内容の学習とコンピュータの演
習を行い、それによって、学生に経済数学の内容と、コ
ンピュータの利用法を理解させる教育効果があった。

「専門演習II」（平成13年４月～平成20年３月）
奈良産業大学経済学部の専任講師として担当の「専門演
習II」（専門科目、4年次配当、通年、４単位）におい
て、コンピュータを利用した経済数学の学習用教材の開
発を行い、それによって、学生に自ら学んだことの理解
を深めるとともに、他者へ教える視点を持たせる教育効
果があった。
平成19年度は情報学部所属の専任講師として兼坦した。

「経済数学演習」（平成13年４月～平成18年３月）
奈良産業大学経済学部の専任講師として担当の「経済数
学演習」（専門科目、4年次配当、通年、４単位）におい
て、経済学を学習していく上で必要となる基礎的な数学
の授業を行った。それによって、学生に経済学の他の専
門科目で必要な数学的な基礎知識をつけさせる教育効果
があった。

５　その他

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

８）「情報数学Ｉ」 奈良産業大学情報学部の専任教員として、平成23年度か
ら改革されたカリキュラムの「情報数学」（専門科目、2
年次配当、半期、2単位）で配布したプリント。平成23年
度のカリキュラム改革で設置された「基礎数学II」を修
得した学生を対象とした科目内容に改めた。授業中のプ
レゼンテーションではカラー化したものを用意し、より
興味をひきやすいようにするとともに、配布プリントは
モノ黒を基調として読みやすい物にしている。
全95シート。
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平成19年４月～
現在に至る

平成13年４月～
平成17年３月

３）同志社大学工学部における教育実績 同志社大学工学部の非常勤嘱託として、以下のような科
目を担当した。

「線形代数学I」（平成13年４月～平成17年3月）
同志社大学工学部の非常勤嘱託として担当の「線形代数
学I」（専門科目、1年次配当、半期、２単位）におい
て、行列の演算や連立1次方程式の解法、逆行列や行列式
の計算などの授業を行い、それによって、学生に行列に
ついての基礎知識を習得させる教育効果があった。

「線形代数学II」（平成13年４月～平成17年3月）
同志社大学工学部の非常勤嘱託として担当の「線形代数
学II」（専門科目、1年次配当、半期、２単位）におい
て、線形空間や線形写像とその固有値・固有ベクトルの
授業を行い、それによって、学生に固有値・固有ベクト
ルの理解と使い方を習得させる教育効果があった。

２）奈良産業大学情報学部における教育実績 奈良産業大学情報学部の専任教員（平成19年４月から平
成20年３月まで専任講師、平成20年４月から平成24年３
月まで准教授、平成24年４月から現在に至るまで教授）
として、以下のような科目を担当した。
「情報数学演習I」（平成25年４月～現在に至る）
奈良産業大学情報学部の専任教員として担当の「情報数
学演習I」（専門科目、２年次配当、半期、１単位）にお
いて、数式処理ソフトウェアを使いながら情報数学につ
いての授業を行い、それによって、学生に数式処理ソフ
トウェアの使い方を学ばせ、さらに数学について自ら学
んでいく態度を養う教育効果があった。
「情報数学II」（平成25年４月～現在に至る）
奈良産業大学情報学部の専任教員として担当の「情報数
学IＩ」（専門科目、２年次配当、半期、２単位）におい
て、数式処理ソフトウェアを使いながら、多変数関数の
微積分とその計算についての授業を行った。2変数関数の
グラフを視覚的に確認できることで偏微分などの知識を
より理解しやすくする効果があった。
「ゲーム数理」（平成25年4月～現在に至る）
3DCGの数理的基礎知識の習得を目的として、2次元および
3次元における図形の表現方法として、陰関数表示やパラ
メータ表示、また、座標変換や射影などの授業を行っ
た。
「情報学ゼミIIA」（平成24年４月～現在に至る）
奈良産業大学情報学部の専任教員として担当の「情報学
ゼミＩＩA」（専門科目、２年次配当、半期、２単位）に
おいて、グラフの読み取りや記述統計、推測統計への理
解と、表計算ソフトの習熟を目的とした課題演習を中心
としたゼミを行った。それによって、学生に統計学の基
礎知識とExcelの様々な関数の利用の知識を習得させる教
育効果があった。
「情報学演習III」（平成23年４月～現在に至る）
奈良産業大学情報学部の専任教員として担当の「情報学
演習III」（専門科目、４年次配当、通年、４単位）にお
いて、Pythonを用いたWindows用GUIアプリケーションの
開発を行った。学生にGUIアプリのプログラミングの知識
を習得させる教育効果があった。
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平成17年４月～
現在に至る

年月日

平成2年3月

平成4年3月

１）特記事項なし

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

１）特記事項なし

２　特許等

１）高等学校教諭第一種免許（数学） 平成高一め第四三六三号（京都府教育委員会）

２）修士（理学） 理修第４０３５号（京都大学大学院）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

４）同志社大学文化情報学部における教育実績 同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として、以下のよ
うな科目を担当した。

「数学入門」（平成17年４月～現在に至る）
同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当の「数
学入門」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）にお
いて、１変数関数の解析を初歩からテーラー展開までを
扱う授業を行い、それによって、学生に解析的な手法に
ついての基礎知識を習得させる教育効果があった。
「数学基礎I」（平成17年４月～現在に至る）
同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当の「数
学基礎I」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）にお
いて、行列の演算から固有値・固有べとるの計算までを
扱う授業を行い、それによって、学生に行列の基礎事項
を習得させる教育効果があった。
「数学基礎II」（平成17年４月～平成23年３月）
同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当の「数
学基礎II」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）に
おいて、2変数関数の解析を扱う授業を行い、それによっ
て、学生に2変数関数の解析手法を理解させる教育効果が
あった。
同科目は平成21年度からのカリキュラム改革で2年次配当
科目になった。
「教科教育法Ｂ（数学）」（平成23年４月～現在に至
る）
同志社大学の非常勤嘱託として担当の「教科教育法Ｂ
（数学）」（共通基礎科目、３年次配当、半期、２単
位）において、中学・高等学校の教員免許を取得する学
生のための数学教育の指導を行った。学生に模擬授業を
させそれをお互いに評価しあうことにより良い授業とは
何かを考えさせる教育効果があった。
「数学２」（平成23年９月～現在に至る）
同志社大学の非常勤嘱託として担当の「数学２」（共通
基礎科目、２年次配当、半期、２単位）において、常微
分方程式の解法についての授業を行った。それによっ
て、学生に数学的なモデルを用いて問題を解決するとい
う考え方を習得させる教育効果があった。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1. 数学入門
（再掲）

単 平成18年4月
（第1版）
平成22年3月
（第2版）

1変数の解析学を第1章の数と式から始め、初等
関数の導入、これらの関数の微積分やテーラー
展開、数値積分までを記述。第2版では付録とし
て集合、命題と論理を付け加えた。
A5判　全104頁（第1版）、全146頁（第2版）

（学術論文）
1. ジニ係数の数理的性質と
実証研究例
（査読付）

単 平成23年12月 ある集団内の格差を表す指標の一つであるジニ
係数について、複数の集団のそれぞれのジニ係
数と、それを合わせた全体の集団のジニ係数の
関係を考察した。必要となる性質を得るため、
ジニ係数の定義を拡張し、新たな定義に対し必
要となる性質を定理として得た。この結果、ジ
ニ係数の高い集団が全体の集団での比率を増し
ても必ずしも全体のジニ係数は増大しないこと
を一般的に示した。また、「国民生活基礎調
査」の公開データをもとに、日本の高齢化がジ
ニ係数の増加に与える要因分析を行った。

2. 有限グラフ上の量子
ウォークについてⅠ：定義と
条件

単 平成25年2月 有限グラフ上の量子ウォークについて、正準基
底の存在を仮定せずに一般的な形式での定義を
行った。

3. 有限グラフ上の量子
ウォークについてII：例と性
質

単 平成25年12月 有限グラフ上の量子ウォークについて、2部グラ
フでの解析において、半分の次数の行列を用い
れば十分であることを示した。

（その他）
「その他：研究会発表10」

［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

「奈良産業大学紀要」
第30集
p.57-63

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

「奈良産業大学紀要」
第27集
P.79～P.94

「奈良産業大学情報学
フォーラム紀要」
第8集
p.99-108

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

学術図書出版社
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年月日

平成7年から現在
に至る

平成25年4月から
現在に至る

平成２5年4月か
ら現在に至る

                                                                                   氏名　　福西　三千春

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

3）クロッキーの実践 奈良産業大学情報学部情報学科メディアコースの教授とし
ての担当の「基礎デッサン」（専門科目、２年次配当、半
期、２単位、演習）授業で絵画的線描を引けない学生がい
る。いわゆる全身運動で、呼吸が伴った線のことである。
具体的には最初は５分１人、４分３分と１分と時間を短縮
して描いてていく。また一人から二人、三人とモデルを増
やしていく。最初は学生は困惑するが徐々に描けるように
なる。デッサンを描くモードにしていく。絵コンテ、イ
メージ記録をマッスとしてとらえられる効果がある。効果
としては、絵コンテ、イメージ記録等が簡単に描けるよう
になる効果がある。学生アンケートの結果からも、学生の
満足どが高い。
線描を引くための練習。モチーフは室内の学生。
5分で1枚のペースで枚数を増やしていく。そして
だんだんと時間を短くしていく。3分、1分と。学生
は徐々に集中し、デッサンモードになっていく。そこ
で、デッサンの授業に入っていく。いわば、導入
部分ではあるが、呼吸の伴った線が引けるようになる効果
がある。学生アンケートの結果からも、学生の満足度も高
い。

芸術分野　絵画分野　油画系 油画　テンペラ　デッサン

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

1）グランデッサンの二等分法の実践 奈良芸術短期大学美術科洋画コースの非常勤講師の担当の
等身大デッサン（専門科目、２年次配当、通年３単位、実
技）の授業で実践。大石膏を90ｃｍＸ180ｃｍの紙にデッ
サンをする。まず横対縦の比率を求め、枠を描く。次に見
えるものの中心を求め、二等分されたグリッドを描く。形
の端部と中心を2等分していき、グリッドと重なる部分を
紙に記録する。グリッド全体に形の端部が記録されたら
ハッチングをしていく。形態が見え始めたら、ネガのス
ペースに墨を入れる。墨を入れることでハッチングが浮上
することが理想。このグランデッサンをすることで全紙以
下の大きさのデッサンは、簡単に短時間でデッサンがで
き、デッサン力が飛躍的に伸びた。また、画家のあらゆる
問題を学生に提示できた。又、難易度の高い授業だが、学
生アンケートの結果からも、学生の満足度も高い。

2）彩色デッサンの実践 奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当した「色
彩演習」（専門科目、４年生配当、半期、2単位、演習）
において色のサン属性（明度、彩度、色相）を理解するた
め、彩色デッサ（具体的には紙パック、空き缶、透明な
ペットボトルの彩色デッサン）、の教育方法を実施したと
ころバルール（色価）、バリューパターン（光と個有色、
明度・彩度・色相の相関関係を理解できるようになった。
また、学生の能力差があり、学生とディスカションをする
ことにより学生の問題意識を見つけアドバイスすること
（個人指導）をすることにより、授業に対する興味が増
し、飛躍的に伸びた学生がいた。学生アンケートの満足度
も高かった。
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平成１０年４月
～現在に至る

平成26年2月

平成00年0月0日

年月日

昭和５３年３月

昭和５３年３月

昭和５３年３月

1）授業評価アンケートでの評価

２　作成した教科書，教材

1）ダビンチのデッサン装置 奈良芸術短期大学美術科洋画コースの非常勤講師として担
当の(デッサン、通年、２年生、実技）にて製作した教
材。主としてデッサンの遠近法、形態の把握、見ることの
メカニズムを理解することを目的とし、フォルムを描けな
い学生も、フォルムが描けるという効果、あるいはマッ
ス、立体の構造（プロポーション、ムーブマン、面、ボ
リューム）をよく理解できたと考える。具体的には適当な
大きさ、40ｃｍＸ50ｃｍ位のパネルにのぞき穴（1ｃｍ）
をあけ、次に30ｃｍほどのの間隔を置き、アクリル板に十
字線を引き、対象の中心を決め、合わせ、ダーマクラフト
で対象物を写し取っていく装置。いわば、１本線のデッサ
ン。今日の、ドローイングにも通ずる。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1)特になし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1）特になし

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1）芸術学士 東京芸術大学美術学部絵画科油画専攻卒業

２）中学校教諭一級普通免許（美術）昭五三中一普通第
二四三一０号（東京都教育委員会）

３）高等学校教諭二級普通免許（美術・工芸）昭五三高
二普第二五０三二号（東京都教育委員会）

２　特許等

1）特になし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1）特になし

４　その他
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1）奈良芸術短期大学研究紀
要

共 平成１８年８月 「練り込みテンペラの可能性について」の概説。
練り込みテンペラの紹介と処方箋を記載。練り込
みテンペラの呼び名のルーツについても記してい
る。また練り込みテンペラがこれからどのように
日本の風土に定着するかが問題である。湿度の高
い日本の風土ではカビが発生する。防カビ剤の開
発が必要である。現在、ＴＢＺを使用している
が、初期の全容量の3％の氷酢酸も使用している。
今後の練り込みテンペラの問題点と可能性につい
ての考察である。OGテンペラの処方箋にも言及し
ている。

（その他）

1）個展ー福西三千春展 単 平成18年7月 画廊企画。162ｃｍｘ390．3ｃｍの大作からＦ0号
の小品まで12点の展示。材料はテンペラミス
ター、自製キャンバス。テーマは前回と同様に
ブッダの言葉を視覚化を試みた。ブッダの言葉を
テーマに描き続けたいと考えがまとまってきた。
特に初期仏教に興味があった。様々な経典を勉強
する。いかに芸術に心が重要かを感じた作品で
あった。しかし、所詮、芸術は感情的なものなの
か、考えさせられた個展であった。絵画とは６感
で知覚したものの再現かということであった。見
えないもの、非言語、見ずらさが重要と考えた作
品である。

2）個展ー福西三千春展 単 平成19年2月 月素画廊企画のＷｅｂ上での個展形式の発表。
BUDDHAシリーズ作品の中から自選した作品。すべ
て画廊任せの個展である。

3）個展ー福西三千春展 単 平成19年8月 月素画廊企画の上記Ｗｅｂ上の作品を実際に柳屋
（和歌山・白浜）のロビーにて個展形式で展示。
ホテルのロビーに展示するもので年間、何千人も
来客する。月素画廊のオーナーがすべてのことを
企画する。まだ、歴史の浅い企画画廊である。作
品は旧作と新作の展示で搬入は自分で行ったの
み。

4）個展ー福西三千春展 単 平成21年8月 画廊企画。162ｃｍｘ390.3ｃｍの大作を中心に12
点の展示。材料は練り込みテンペラ。防カビ剤は
ＴＢＺ5％である。5％では奈良県天川あたりの湿
度の高いところでも、異常に湿度が上がらない限
りカビが発生されないことが分かった。しかし、
年数がたてばどのような状態になるか予想がつか
ない。今後の研究に期待したい。テーマはブッダ
の言葉、慈経の視覚化を試みた作品である。技法
研究、表現研究、造形研究が絡み始めた個展で
あった。

5）個展ー福西三千春展 単 平成24年8月 画廊企画。162ｃｍｘ390.3ｃｍの大作を中心に12
点の展示。前回と同じブッダシリーズ。材料は練
り込みテンペラ、自製キャンバス（今回は膠下地
を試みた）、アクリル、コットンキャンバスを使
用。やはり大作がメインである。ブッダシリーズ
とあるが、ブッダのことばを視覚化しながら描き
続けていこうと決心した個展でもある。技法研究
ではテンペラミスターと油彩の混合技法、アクリ
ル絵の具、クレヨン、油彩、水彩など描画材料の
幅を広げようと試みている。また支持体の幅も広
げてはと思った。東京芸術大学准教授、Ｏ　ＪＵ
Ｎが絶賛した。

奈良芸術短期大学

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

福西三千春展-ＢＵＤＤＨ
Ａ-銀座スルガ台画廊（東

京）

福西三千春展月祖素画廊
（東京）

福西三千春展　月素画廊
（東京）

福西三千春展-生きとし生
きるものが幸せでありま
すようにー銀座スルガ台

画廊（東京）

福西三千春展　銀座スル
ガ台画廊（東京）

7
  157 



＜グループ展発表＞

1）飛鳥展 共 平成１８年８月 画廊飛鳥企画の選抜展。自選した「ブッダ」シ
リーズ３点を出展。比留間良介、三瀬夏ノ助、森
川孝浩、福西三千春、赤井正人、北村繁（漆）、
岸映子（陶）など様々なジャンルの作家の出品。
奈良県の南部に画廊が少なく、なら輪展のメン
バーが出品。多くの来客あり。奈良県の南部の
アートの活性化に期待したいが、オーナーの喜多
龍ノ助氏の話では経営的に大変厳しいものがある
とのことである。奈良県の多くの作家は大阪、京
都に発表をする現状がある。今後の様子を見たい
し、期待したい。

2）「新しい人」２００７
ピースアンデパンダン展ＩＮ
浜松２００７ピースアンデパ
ンダン展ＩＮ浜松

共 平成１９年８月 ギャラリーケイブ企画のグループ展。Ｆ10号
BUDDHA050806 を１点出展。静岡県を中心に活躍す
る中村昌司の呼びかけで集まった現代美術家、平
面、インスタレーション、立体が展示されまし
た。「新しい人」をテーマに現代美術家の展示で
したが、初めての参加で、遠方ということもあり
小品、Ｆ10の出展。出品作家、池谷豊、伊藤怜
子、乾久子、今井宏、奥中章人、掛川市内高校
生、高木健、多々良栄里、竹内康人、中野球一、
ナカムラマサシ、丹羽勝次、福西三千春、松浦澄
江、森妙子、安井寛一。公募団体、年齢は様々で
ある。次回機会があればぜひ参加したいと思う。

3）奈良芸術短期大学研究紀
要

共 平成２０年８月 作品掲載発表。ブッダシリーズからＦ１50号をを
発表。材料は、テンペラミスター、石膏下地、
キャンバス、防かび剤はＴBＺ。この作品は特にテ
ンペラミスターの防カビ剤、ＴＢＺの容量の実験
である。卵黄、リンシードオイル、膠等の全容量
の3％を入れていたが、赤井正人（奈良芸術短期大
学卒業生）の報告では、湿度の高い（奈良県・天
川）ではカビがはえるとの報告があった。ＴＢＺ
5％，初期の氷酢酸3％を防腐剤として入れた。一
年間、観察するがカビがわずかに入る。やはり卵
黄、膠のタンパク質が問題である。ワニスを塗る
ことで対応する。またできる限り、タンパク質、
具体的には卵黄を抜いた、ものに改良が求められ
る。ＯＧテンペラ（カゼインテンペラの応用）も
視野に入れ実験を続けたい。初期のテンペラミス
ターよりカビがはえにくくなっている。また実験
結果は、数年後の様子を観察しなければならない
赤井氏の協力で、湿度の高い天川でも観察してし
ている。

4）世界遺産姫路城現代美術
ビエンナーレ展2010

共 平成２２年８月 国内外の現代美術作家、立体、平面作家50人の作
家作品の展示。2000名以上の来客あり。F100号、
２点出品。（立体）・生島豊昭、井上京太、加藤
昭男、小島弘、栄利秋、鹿間厚次郎、など１３名
（平面）濱田頴、岡芙美子、コウノ真理、福西三
千春、橋本清、ナガイマモル、元木昭治など、ロ
シア、アメリカ、メキシコの作家３７名の平面作
家による２年に１回のビエンナーレ展覧会。会期
中、兵庫県立美術館　館長　蓑豊　の講演が開か
れた。図録あり。

5）Who's Who ART VIVI展 共 平成２３年２月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」井上祥子、奥村安尚、日和佐治雄、
福西三千春、松本順子、よろずふきこ、竹村京
子、元木昭治など２２名の現代美術家の展示。グ
ループてんを行うと必ずというほどトラブルが出
てくる。その問題を解決できるかを確かめる実験
展でもある。年齢、公募団体は様々である。

茶屋町画廊（大阪）

画廊飛鳥（奈良県）

ギャラリーケイブ（静
岡・浜松）

奈良芸術短期大学

主催：姫路市市民プラ
ザ、姫路城現代美術ビエ
ンナーレ委員会。後援兵
庫県　姫路市　姫路市教
育委員会、財団法人：姫
路市文化交流財団助成事

業
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6）Who's Who ART VIVI展 共 平成２３年３月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」井上祥子、奥村安尚、日和佐治雄、
福西三千春、松本順子、よろずふきこ、竹村京
子、元木昭治など２２名の現代美術家の展示。
ギャラリー菊で開催したものを別空間に展示する
ことにより問題を別角度から検証する実験展。年
齢、公募団体は様々である。

7）Corega関西展 共 平成２３年４月 関西の現代作家の企画展。Ｆ５０号を出展。（立
体）・生島豊昭、栄利秋、鹿間厚次郎、山田幸
作、山本哲三,（平面）・奈須豊、夏目陽子、橋本
清、初田寿、よろずふきこ、松下元夫、吉田哲
夫、吉見敏治、よろずひきこ、米田整弘など１０
人の展示。年齢、公募団体、様々である。ギャラ
リーモダンは、企画のみのセカンダリーギャラ
リーである。具象中心の画廊であるが、以上のメ
ンバーを扱うのは、初めてであるとのことであ
る。クオリティの高い展覧会であった。

8）Who's Who ART VIVI展 共 平成２４年２月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」井上祥子、奥村安尚、日和佐治雄、
福西三千春、松本順子、よろずふきこ、初田寿、
中道紀子、夏目陽子、浜田夏子、内木孝志、中西
節子、上田康宣、勝谷龍亮、竹村京子、元木昭治
など２２名の現代美術家の展示。グループてんを
行うと必ずというほどトラブルが出てくる。その
問題を解決できるかを確かめる実験展でもある。

9）Who's Who ART VIVI展 共 平成２４年３月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」安尚、日和佐治雄、福西三千春、松
本順子、よろずふきこ、初田寿、中道紀子、夏目
陽子、浜田夏子、内木孝志、中西節子、上田康
宣、勝谷龍亮、竹村京子、元木昭治など２２名の
現代美術家の展示。ギャラリー菊で開催したもの
を別空間に展示することにより問題を別角度から
検証することができた。画廊が変わると、それぞ
れの作品の見え方が変わるところに興味を持っ
た。知らない作家とグループ展をするのは大変、
参考になる。

10）世界遺産姫路城現代美術
ビエンナーレ展2012

共 平成２４年７月 国内外の現代美術作家、立体、平面作家50人の作
家作品の展示。2000名以上の来客あり。F100号、
２点出品。今回は、優秀賞にあたる、白鷺賞を受
賞。（立体）・生島豊昭、井上京太、加藤昭男、
小島弘、栄利秋、鹿間厚次郎、など１３名　（平
面）生駒泰充、岡芙美子、コウノ真理、福西三千
春、橋本清、ナガイマモル、元木昭治など、ロシ
ア、アメリカ、メキシコの作家３７名の平面作家
による２年に１回のビエンナーレ展覧会。会期
中、美術評論家、吉村良夫の講演が開かれた。年
齢、公募団体、年齢は様々である。今回は、最優
秀賞の白鷺賞を受賞する。

11)スルガ台画廊開廊５０周
年記念小品展

共 平成24年10月 画廊ゆかりの、現在活躍中、画壇を牽引してい
る、若手の俊英作家の選抜企画展。小品展。Ｆ0号
を出展。坂田哲也、野見山暁治、佐藤一郎、佐野
ぬい、石井勢津子、小木曽誠、福西三千春、山村
博男、諏訪敦、島田鮎子、木津文哉、木村克郎、
寺田栄次郎,、開光一、など４２名の小品展。４２
名と多いのでｆ３号までを各作家が持ち寄り画廊
が展示する。画廊企画である。以上は洋画であ
る。その2では日本画の展示がある。銀座スルガ台
画廊から多くの作家が育った。最近では、松井冬
子、村上隆もそうである。年齢、公募団体、ジャ
ンルは様々である。

ギャラリー石彫（兵庫）

ギャラリーモダン（神
戸）

ギャラリー菊（大阪）

ギャラリー石彫（兵庫）

主催：姫路市市民プラ
ザ、姫路城現代美術ビエ
ンナーレ委員会。後援兵
庫県　姫路市　姫路市教
育委員会、財団法人：姫
路市文化交流財団助成事

業

銀座スルガ台画廊（東
京）
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12)Who's Who ART VIVI展 共 平成２５年２月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」上　順子、コウノ真理、佐藤廣子、
中西節子、浜田夏子、福本美智子、堀江忠史、井
上祥子、奥村安尚、日和佐治雄、福西三千春、松
本順子、よろずふきこ、竹村京子、元木昭治など
２２名の現代美術家の展示。グループてんを行う
と必ずというほどトラブルが出てくる。その問題
を解決できるかを確かめる実験展でもある。公募
団体、ジャンル、年齢は様々である。

13)Who's Who ART vivi展 共 平成２５年３月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」上　順子、コウノ真理、佐藤廣子、
中西節子、浜田夏子、福本美智子、堀江忠史、井
上祥子、奥村安尚、日和佐治雄、福西三千春、松
本順子、よろずふきこ、竹村京子、元木昭治など
２２名の現代美術家の展示。ギャラリー菊で開催
したものを別空間に展示することにより問題を別
角度から検証する実験展。

14)播磨文化賞美術展 共 平成２５年５月 受賞者６名の平面作品のの展示。元木昭治（文化
大賞）、福西三千春（文化大賞）、熊野融（美術
賞）、苧玉紀夫（奨励賞）、鈴木孝典（功労賞）
の作家が３点以上の作品を展示した。ノータイト
ルの平面作品から絵画までの内容である。ブッダ
シリーズ、Ｆ３０号を三点出品。年齢、ジャンル
は様々である。

15)日本美術家連盟全近畿地
区会員展「きのうとあすの対
話Ⅱ」

共 平成25年5月か
ら6月

日本美術家連盟全近畿地区会員展。約350名の洋
画、彫刻、版画の作家達の第2回目の展覧会。各公
募団体、無所属、ジャンル、年齢を超えてがコン
セプトである。しかし、会場（展示室）を仕切り
壁があり、見にくかった。期間中、講演会、懇親
会等のイベントも開催され盛況だったが、問題も
多いように思った。ジャンルを超えてとあるが、
展示空間をうまく活用できず、見やすくは展示で
きていたが、少々、見づらくても、カテゴリーを
作らづ展示をしたほうがいいのではないかと思っ
た。色々の問題を含んだ展覧会であった。反省会
でも取りざたされるであろう。しかし関西の画壇
の全貌がみれたことは参考になった。

16)明日への視点 共 平成25年７月 ギャラリー菊の企画６人のグループ展。Ｆ100号
、Ｆ30号、Ｆ10号の3点（ブッダシリーズである）
を出展。出品作家は掛井五郎、古川昭芳、岡田信
美、野田龍二、原田、明、福西三千春である。こ
の画廊企画は、画廊が「明日への視点」というタ
イトルで６人限定の個展感覚ののグループ展とい
う形をとっている。新鮮さと交流を目的としてい
る。公募団体の出品者以外にもっと見てもらえる
機会が欲しいという言う作家の要望に応えるとい
う企画に賛同する作家たち６人が参加した。それ
ぞれの作家は、面識がなく。展示に関しては６人
の作家が相談して展示することになっている。一
名は立体で、その他の作家は平面である。具象、
抽象絵画、と問わず、公募団体の枠を超え、様々
な視点を持つ作品であった。交流によって啓発が
はかれ、アートの輪が広がり大変好評であった。

ギャラリー菊（大阪）

ギャラリー石彫（兵庫
県・高砂市）

主催：、播磨文化大賞選
考委員会、播州美術賞運
営委員会、ギャラリー、

石彫（高砂市）

兵庫県立美術館王子分
館、原田の森ギャラ

リー、主催日本美術家連
盟近畿地区、後援、大阪
府、奈良県、和歌山県、
京都府、滋賀県、神戸
市、兵庫県教育委員会、
神戸市教育委員会（公
財）兵庫県芸術文化協会

ギャラリー菊（大阪）
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17）Who's Who ART VIVI展 共 平成26年2月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」安尚、日和佐治雄、福西三千春、松
本順子、よろずふきこ、初田寿、中道紀子、夏目
陽子、浜田夏子、内木孝志、中西節子、上田康
宣、勝谷龍亮、竹村京子、元木昭治など２２名の
現代美術家の展示。ギャラリー菊で開催したもの
を別空間に展示することにより問題を別角度から
検証することができた。画廊が変わると、それぞ
れの作品の見え方が変わるところに興味を持っ
た。知らない作家とグループ展をするのは大変、
参考になる。

18）Who's Who ART VIVI展 共 平成26年3月 画廊企画。関西の現代作家、立体、平面作品の展
示。Ｆ３０号を出品。「立体」・生島豊昭、鹿間
厚次郎、橋本清、笹川まさ子,水嶋康宣など１０
名、「平面」安尚、日和佐治雄、福西三千春、松
本順子、よろずふきこ、初田寿、中道紀子、夏目
陽子、浜田夏子、内木孝志、中西節子、上田康
宣、勝谷龍亮、竹村京子、元木昭治など２２名の
現代美術家の展示。ギャラリー菊で開催したもの
を別空間に展示することにより問題を別角度から
検証することができた。画廊が変わると、それぞ
れの作品の見え方が変わるところに興味を持っ
た。知らない作家とグループ展をするのは大変、
参考になる。

［注］

　　　　⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      　　　　特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　   　　　　 る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

　　　　①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

　　　　②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　　　③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

　　　　④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

ギャラリー石彫（高砂
市）

ギャラリー菊（大阪）

11
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年月日

平成21年9月～
平成22年1月

平成21年4月～
現在に至る

平成22年9月～
平成23年1月

平成17年4月

平成19年4月～
現在に至る

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

                                                                                   氏名　向井 厚志

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

地球惑星科学 固体地球惑星物理学、地殻変動

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）授業時の配布資料及び学生作品のインターネット上
での公開

奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当した３
年次配当の専門教育科目「マルチメディア制作」（半期
４単位）において、授業中の配布資料とともに同時間内
に課題として制作したFlashコンテンツのサンプルをイン
ターネット上に公開した。これによって、授業時間外に
おいてもWeb上で授業内容を再確認でき、受講生が復習及
び自主課題制作の参考にすることができた。授業期間内
に作成した学生作品についても、受講生の了承の上でイ
ンターネット上で公開することで、他者の多様な作品に
触れることが可能となり、次年度に同科目を受講する学
生が自主作品を制作する際の重要な指針となった。
公開：http://www.nara-su.ac.jp/~mukai/
（左欄メニュー「マルチメディア制作」）

２）レポートの提出及び返却を通した受講生との交流 奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当した１
年次配当の共通教育科目「地球科学Ⅰ」「地球科学Ⅱ」
「地球と環境」（いずれも半期２単位）において、授業
時間の末尾10分間を用いて、当該授業で取り上げた事項
についてまとめさせるとともに、授業内容で理解できな
かった点及び疑問点を書かせ、毎回、レポートとして提
出させた。これは、学生評価アンケートにおいて３割程
度の受講生が「難易度が高い」と答えたことへの対応で
あり、授業ごとに学生の理解度を確認し、話し方や図表
の用い方を修正する際の材料とした。また、提出された
レポートは添削するとともに、疑問点等に対して個々に
返答を記述し、次回の授業時に返却することで、学生の
理解度向上及び興味・関心の引き出しを図った。

３）ワークシートによる手作業を通した授業内容の理解
度向上

奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当した１
年次配当の共通教育科目「現代社会と地理」（半期２単
位）において、毎回の授業でワークシートを配布し、聴
講と並行して作図等の課題に取り組ませた。白地図に資
源分布を描いたり、エラトステネスによる地球半径の計
測の再現や東海道五十三次の旅行日程の作成など、ワー
クシート上で作図や計算を行なうことで、積極的に授業
に取り組む姿勢を引き出すとともに、授業内容の理解度
を向上させることができた。

２　作成した教科書，教材

１）テキスト情報基礎演習（再掲） 全体の概要：
奈良産業大学の情報系教育のために作成された教科書で
あり、ワープロ、表計算、HTMLによる文書構造化などの
ITリテラシーが学べる内容となっている。
総頁数：147頁
共著者：中尾泰士・嶋田理博・向井厚志
本人担当部分：
第３章「Office表計算演習」(pp.107-147)の執筆を担当
し、表計算ソフトExcelの利用方法を解説した。Officeの
バージョンアップに伴い、上記テキスト「情報基礎演
習」を改訂した教科書である。

２）講義用補助教材「地球科学Ⅰ」「地球科学Ⅱ」「地
球の科学」「地球と環境」「環境を考える」

奈良産業大学情報学部情報学科の准教授又は教授として
担当した１年次配当の共通教育科目「地球科学Ⅰ」「地
球科学Ⅱ」「地球の科学」「地球と環境」「環境を考え
る」（いずれも半期２単位）において、授業時間内に使
用する図表を掲載したプリントを作成し、毎回の授業で
配布している。同じ図表は教室前面のスクリーンにも投
影しており、受講生は手元の配布資料で詳細を確認でき
る。授業中、図表から読み取れる事柄について考えさせ
るようにしている。
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平成17年4月～
平成18年3月

平成20年4月～
平成21年7月

平成21年4月

平成22年9月～
平成23年1月

平成20年度～
平成25年度

平成16年11月25日
平成17年11月17日
平成18年12月 1日
平成19年11月30日

平成16年8月4日

３）講義用補助教材「データ解析」 奈良産業大学情報学部情報学科の助教授として担当した
３年次配当の専門教育科目「データ解析」（通年４単
位）において、授業時間内で取り上げる項目の概要を記
したプリントを作成し、毎回の授業で配布した。プリン
トには練習問題の他、例題とその解法も記載すること
で、聴講しながら計算式の取り扱い方を確認することが
でき、授業内容の理解度向上を図ることができた。

４）講義用補助教材「プログラミング基礎」 奈良産業大学情報学部情報学科の准教授又は教授として
担当した１年次配当の専門教育科目「プログラミング基
礎」（半期２単位）において、授業時間内で扱う命令文
や関数等の概要を記したプリントを作成し、毎回の授業
で配布した。関数の解説時には、必要なパラメータの種
類及び意味を明示し、設定可能な値の例とその効果を記
すようにした。配布資料はインターネット上に公開し、
自宅からでも参照できるようにした。
公開：http://www.nara-su.ac.jp/~mukai/
（左欄メニュー「プログラミング基礎」）

５）講義用補助教材「集中導入演習」 奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当した新
入生対象の「集中導入演習」（平成21年4月9日～11日の
集中講義）で配布するテキストの作成及び編集を担当し
た。本人が執筆した項目は、同テキストの「教員紹介」
「各種ガイダンス」「履修登録」「履修確認」「e-
learning」「学内施設ガイダンス」「PC教室の利用」で
ある。その日を振り返りながら授業内容を記したり、感
想や質問を書き込んだりする欄を設け、毎日、担当教員
にテキストを提出させた。こうした作業を通して大学生
活のリズムに馴染ませるとともに、テキストを交換日記
風に活用することで担当教員との交流を深めていくきっ
かけとなった。

６）講義用補助教材「現代社会と地理」 奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当した１
年次配当の共通教育科目「現代社会と地理」（半期２単
位）において、授業時間内に使用する図表を掲載したプ
リントを作成し、毎回の授業で配布した。同時にワーク
シートも配布し、プリントの図表を参照しながらワーク
シート上で作図や計算を行なうことで、授業に積極的に
取り組む姿勢を引き出すとともに、授業内容の理解度向
上を図った。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）学生からの評価（奈良産業大学における授業評価ア
ンケート）

奈良産業大学では、担当科目の一部で学生による授業評
価アンケートを毎年実施している。過去６年間のアン
ケート結果によると、受講生の満足度は次の通りとなっ
た。なお、満足度の点数は、「満足」を100点、「やや満
足」を66点、「やや不満」を33点、「不満」を0点とした
100点満点の重み付き平均として求めた。
①「地球科学」77点（平成20，22～25年度の平均）
②「地球と環境」76点（平成22～25年度の平均）
③「現代社会と地理」78点（平成22年度）
④「プログラミング基礎」59点（平成20～21年度の平
均）
⑤「マルチメディア制作」74点（平成21～22年度の平
均）
以上のように「プログラミング基礎」を除き、比較的高
く評価されている。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良商業高校情報教育実習「Adobe Illustratorで
年賀状を描こう」

奈良商業高校２年生を対象とした大学体験授業のひとつ
として企画され、イラスト制作の授業（90分間）を担当
した。Illustratorの基本操作として、基本図形やベジエ
曲線の作成、変形や配色の方法等を学んだ後、来年度の
干支をモチーフとしてイラストを作成してもらった。完
成したイラストは年賀状に印刷し、デジタル・ファイル
とともに学習成果として持ち帰ってもらった。

２）情報教育基礎研修会「HTML言語によるウェブページ
の制作」

幼小中高の教職員向けの夏季講習会のひとつとして企画
され、ウェブページの作成方法を学ぶ授業（午前150分
間、午後150分間）を大西菊太郎教授（退職）とともに担
当した。本人は午後の授業を担当し、リンクの設定やフ
リーウェア素材の活用、Javascriptの使い方等を教授し
た。課題として学校紹介のWebページを取り上げること
で、受講者が自身の学校のWebサイト構築に役立てること
ができるようにした。
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平成16年10月16日

平成17年 7月29日
平成17年12月26日
平成18年 8月 4日
平成18年12月25日
平成21年 8月 5日
平成22年 8月 4日

平成19年8月 7日
平成20年8月 5日
平成23年8月10日

平成19年8月8日
平成21年8月7日

平成19年8月18日

平成20年8月 2日
平成21年8月 9日
平成22年8月28日
平成23年8月 7日
平成24年8月 4日
平成25年8月10日

３）第11回奈良産業大学情報学部公開講座「移動する大
陸」

奈良産業大学情報学部が主催する市民向けの公開講座と
して開催され、大陸移動仮説の提唱からプレート・テク
トニクス理論の確立に至るまでの地球科学分野における
研究の流れを約90分間で紹介する内容とした。地元三郷
町の市民を中心に約20名が集まり、大陸移動仮説が受け
入れられていく過程や大陸が移動するメカニズムなどに
ついて、図表を交えながら解説した。

４）教職員のための公開講座「プレゼンテーション教材
の作成」

幼小中高の教職員向けの夏季又は冬季講習会のひとつと
して企画され、PowerPointによるプレゼンテーション資
料の作成方法を学ぶ講座（午前150分間、午後150分間）
を担当した。文字の入力や表・グラフの作成、動画の取
り扱い、アニメーション効果の適用などの基本操作を学
ぶ内容であり、学校現場で取り扱われる可能性のある具
体的な課題（運動会の記録など）を設定することで、本
講座で学んだ技術をすぐに活用できるようにした。

５）教職員のための公開講座「Flashを用いたインタラ
クティブな教材の作成」

幼小中高の教職員向けの夏季講習会のひとつとして企画
され、Webコンテンツ作成ソフトFlashによる教材の作成
方法を学ぶ講座（午前150分間、午後150分間）を担当し
た。Flashの基本操作として、文字や図形の作成、アニ
メーションの設定、プログラミング等を学んだ後、地図
パズルや英語クイズのような生徒が能動的に働きかける
ことのできる教材を作成した。具体的な教材の作成に取
り組むことで、Flashコンテンツを自作する手順や基本的
な制作技能を修得させることができた。

６）筒井小学校・夏季研修会「プレゼンテーション資料
の作成」

大和郡山市立筒井小学校の夏季研修会として企画され、
PowerPointによるプレゼンテーション資料の作成方法を
学ぶ演習（150分間）を担当した。ムービーメーカーによ
る動画の編集も含め、動画の取り扱い及びスライド
ショーの活用方法を中心に演習内容を組み立てた。動画
としては、様々な教科で活用できるフリーウェアの教材
を紹介した。また、スライドショーでは、実際に教卓に
立ち、各自が作成したスライドを用いたプレゼンテー
ションを行なってもらった。

７）夏休みの宿題 大学でやっちゃおう「ぐらぐら地震
はどこで起こる」

地元小学生を対象とした奈良産業大学主催の夏休み教室
のひとつとして企画され、震源分布の特徴から地震の発
生メカニズムを考える内容とした（約60分間）。特に日
本周辺に着目し、震源分布に偏りがあることに気付かせ
た後、OHPシートとフロッピーディスクの透明ケースを組
み合わせて震源分布の立体模型を作成した。震源が日本
列島に対して斜めに潜り込んでいる様子を確認し、プ
レートの沈み込みに伴う地震発生のメカニズムについて
解説した。

８）少年宇宙教室 奈良産業大学情報学部の地学系教員を主体として企画さ
れた地元小学生対象の科学教室であり、夏休み期間を中
心に年数回開催してきた。本教室の目的は、子供たちが
もつ地球科学及び宇宙科学への興味・関心を引き出すこ
とにあり、本人は年数回のうち１回の教室を担当してい
る。これまで本人が実施した教室は次の通りである。
平成20年度「ペットボトルロケットを飛ばそう」
　　ペットボトルロケットを組み立てた後、最も遠く
　　まで飛ばせる打上角度を調べる。
平成21年度「月の地形をしらべる『かぐや』のしくみ」
　　月探査衛星「かぐや」の概要を紹介し、月面地図の
　　模型を作りながら、月の特徴を調べる。
平成22年度「探査機『はやぶさ』で探る小惑星」
　　小惑星探査機「はやぶさ」の概要を紹介し、「いと
　　かわ」の立体模型を作りながら、特徴を調べる。
平成23年度「太陽系の惑星をさぐる」
　　地球や土星、天王星の模型を粘土で作りながら、惑
　　星の大きさと重さを比較し、惑星の組成を考える。
平成24年度「惑星はなぜ迷う？」
　　地球と火星の太陽系儀を組み立て、地球と火星の
　　公転運動を再現しながら、火星が逆行して見える
　　理由を実験的に確かめる。
平成25年度「探査車を作ろう」
　　月と火星を調べる探査車の特徴について解説すると
　　ともに、ゴムを動力とする車を厚紙で作成し、ゴム
　　の伸びと移動距離の関係を調べた。
なお、平成20、21、23、25年度にはJSTの地域活動支援に
採択された。平成21年度には、向井は実施主担当として
教室の運営に当たった。
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平成20年8月7日

平成20年11月28日
平成21年11月27日

平成21年6月13日

平成21年8月3日
平成23年8月9日
平成24年8月9日
平成25年8月8日

平成21年9月10日
～9月12日

平成22年9月8日
～9月11日

平成23年10月7日

平成23年12月26日

９）三郷北小学校・夏季講習会「Flashを用いたインタ
ラクティブな教材の作成」

三郷町立三郷北小学校の夏季講習会として企画され、Web
コンテンツ作成ソフトFlashによる教材の作成方法を学ぶ
演習（午前120分間、午後150分間）を担当した。Flashの
基本操作として、文字や図形の作成、アニメーションの
設定、プログラミング等を学んだ後、生徒が能動的に働
きかけることができる教材の例として「英語クイズ」の
制作に取り組んだ。本講習会を通して、教材として利用
可能なFlashコンテンツを自作することができる技能を修
得させることができた。

10）奈良商業高校情報教育実習「Adobe Illustratorで
キャラクタを描こう～イラストによる集合写真の作成
～」

奈良商業高校２年生を対象とした大学体験授業のひとつ
として企画され、イラスト制作の授業（90分間）を担当
した。Illustratorの基本操作として、基本図形やベジエ
曲線の作成、変形や配色の方法等を学んだ後、自分の似
顔絵を作成してもらった。完成した似顔絵はgifファイル
で保存して提出してもらい、あらかじめ用意しておいた
HTMLファイルに読み込ませることによって、「集合写
真」のようにブラウザ上で全員の似顔絵を並べて表示で
きるようにした。

11）奈良産業大学公開講座・王寺町リーベルカレッジ
「地球の揺らぎを捉える」

奈良産業大学が主催する市民向けの公開講座として開催
され、古代における地球半径の測定から現代の衛星測地
に至る測地学の歴史を約90分間で紹介した。特に現代で
は、VLBIやGPSなどの宇宙測地技術を使って大陸の動きを
直接測り、地震による地面のゆがみまで瞬時に視覚化で
きるようになった。こうした現代の様々な測地技術を紹
介し、測定原理の解説を行なった。地震に伴う日本列島
の変形はニュース等で取り上げられることがある。本講
座を通して測定手法への理解を深め、地表変形の図表を
正しく読み取る方法を周知することができた。

12）教員免許更新のための講習会「プレゼンテーション
資料の作成」

教員免許更新のための講習会のひとつとして企画され、
PowerPointによるプレゼンテーション資料の作成方法を
学ぶ講習（午前90分間、午後180分間）を担当した。文字
の入力や表・グラフの作成、動画の取り扱い、アニメー
ション効果の適用など、プレゼンテーション資料を作成
する上で必要な基本操作を修得する内容とした。その
際、図表のもととなるデータは統計局のWebサイトからダ
ウンロードするなど、実践的な資料作成に取り組んだ。
講習会の最後には課題を提示し、学習内容の修得状況の
確認を行なった。

13）日本測地学会サマースクール2009 講演「坑内地殻
変動観測」及び水準測量実習

日本測地学会が主催する平成21年度サマースクール（阿
蘇・火山研究センター）に講師として参加し、9月10日に
「坑内地殻変動観測」という題目で約60分間の講演を行
なった。サマースクールには測地学の研究者を志す学部
学生及び院生が参加することから、多様な坑内観測方法
やその研究成果について紹介し、坑内観測の魅力を伝え
るようにした。また、9月11日及び12日の水準測量実習で
は、実習指導及び解析指導を行ない、測地学における研
究活動の基本となる測定、解析、考察、発表の流れを体
験してもらった。

14）日本測地学会サマースクール2010 水準測量実習 日本測地学会が主催する平成22年度サマースクール（木
津川市・国際高等研究所）の実施主担当として参加し、
サマースクールの企画・運営を担当した。サマースクー
ルには測地学の研究者を志す学部学生及び院生が参加す
ることから、様々な測地学分野で最先端の研究を行なっ
ている講師を集め、講演会を設定するとともに、GPSや水
準、重力といった基本的な測定手法を体験してもらう内
容とした。講演時間がやや長くなったものの、従来より
期間が１日多く、余裕をもって実習に取り組むことがで
き、参加者との交流を深めることができた。

15）御所市立葛上中学校・大学体験学習「Visual
StudioによるＣ言語プログラミング～ちょっと変わった
ウィンドウ・アプリケーション～」

御所市立葛上中学校３年生を対象とした大学体験授業の
ひとつとして企画され、プログラミングを体験する授業
（90分間）を担当した。プログラミングの結果が視覚的
に確認しやすいウィンドウ・アプリケーションを題材に
選び、マウス・イベントを利用した作図やウィンドウを
丸く切り取るプログラムの作成に取り組んだ。ウィンド
ウの切り取りやデスクトップ上への描画等、少し変わっ
たアプリケーションを題材に選ぶことで、プログラミン
グの可能性の広がりを感じ取ってもらった。

16）教職員のための公開講座「Flashによる絵本の作
成」

幼小中高の教職員向けの冬季講習会のひとつとして企画
され、Webコンテンツ作成ソフトFlashを用いて絵本を作
成する演習（午前150分間、午後150分間）を担当した。
図形の作成方法を学んだ後、絵本「三匹のこぶた」の素
材を自作し、アニメーションやシーンの切り替えを設定
した。プログラミングを少なくすることで、より幅広い
教職員の方々が受講しやすい内容とした。本講習会を通
して、生徒向けの絵本を自作できる技能を身に付けるこ
とができた。
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平成24年8月7日

平成24年10月6日

平成24年10月20日

平成25年3月1日

平成25年7月27日

平成15年4月～
現在に至る

17）教職員のための公開講座「Phunを用いた物理シミュ
レーション」

幼小中高の教職員向けの夏季講習会のひとつとして企画
され、フリーウェアの物理シミュレーションソフトPhun
を用いてPC上で物理実験を体験する方法を学ぶ講座（午
前150分間、午後150分間）を担当した。Phunの基本操作
として、物体の作成、密度の設定、物体の移動・変形等
を学んだ後、落体の実験、振子やバネによる振動の実験
のような授業で取り上げられる物理実験を再現した。具
体的な実験素材の作成に取り組むことで、マウスを通し
て生徒が能動的に働きかけ、自ら繰り返し実験を行なう
ことのできるコンテンツを自作する手順や基本的な制作
技能を修得させることができた。

18）奈良産業大学公開講座・王寺町リーベルカレッジ
「大地の動きと地球環境」

奈良産業大学が主催する市民向けの公開講座として開催
され、大陸移動仮説の提唱から海洋底拡大の発見、プ
レートテクトニクス理論の確立までの経緯を紹介した。
特にウェゲナーが提示した大陸移動仮説の証拠を検証す
るため、厚紙で作成した各大陸のパズルを用意し、大陸
の配置を変えることで海岸線（大陸棚）の形状が一致す
ること、古生物の分布や氷河の分布がうまく説明できる
ことを作業を通して確認できるようにした。

19）奈良産業大学公開講座・王寺町リーベルカレッジ
「大地の歪みを測定する」

奈良産業大学が主催する市民向けの公開講座として開催
され、日本列島の変位を連続観測している国土地理院の
GEONETを紹介し、その成果として2011年東北地方太平洋
沖地震に伴う地表変位や通常時の地表変位速度について
解説した。これら地表変位の原因として、プレートテク
トニクス理論に基づく海洋プレートの沈み込みと大陸プ
レートの弾性的な応答について説明した。この際、OHP
シートで作成した地表変位ベクトルの分布図やプレート
構造、震源分布図などを用意し、複数の情報を重ね合わ
せることで、互いの関係性が確認できるようにした。

20）三郷町 奈良産業大学公開講座「地震活動期の日
本」

三郷町が主催する市民向けの公開講座として開催され、
プレート境界型の巨大地震が繰り返し発生するメカニズ
ムや1995年兵庫県南部地震以降の地震活動状況について
解説した。海洋プレートの沈み込みに伴って大陸プレー
トが弾性的に歪むことをアニメーションを使って紹介
し、その際に発生する大陸プレート内の破壊が内陸地震
であることを説明した。このとき、大陸プレートに見立
てた発泡スチロール棒を各聴講者に曲げてもらい、スチ
ロール内部で発生する弾ける音が「内陸地震」に相当す
ることを理解させた。最後に、公的機関が公開している
震度予測図や地盤情報をインターネットから取得する方
法を紹介した。

21） 奈良産業大学公開講座・王寺町リーベルカレッジ
「地面の微細な変形を測る」

奈良産業大学が主催する市民向けの公開講座として開催
され、京都帝国大学の志田順教授にスポットを当て、明
治時代に始まった日本の地殻変動研究の歴史を紹介する
とともに、当時の研究対象のひとつである地球潮汐につ
いて解説した。また、地殻変動の測定装置として水平振
子傾斜計とレーザー伸縮計を紹介し、その仕組みについ
て説明した。特に水平振子傾斜計に関しては、各聴講者
に厚紙で作った模型を組み立ててもらい、わずかな支柱
の傾きによって水平振子が大きく方向を変えることを確
かめてもらった。

５　その他

１）奈良産業大学情報学部情報学科における教育実績 奈良産業大学情報学部情報学科の専任教員（平成15年4月
から平成19年3月まで助教授、平成19年4月から平成21年3
月まで准教授、平成21年4月から現在に至るまで教授）と
して、以下の科目を担当した。

「地球科学Ⅰ」(平成15～17，19年度～現在に至る)
「地球科学Ⅱ」(平成15～17，19～21年度)
いずれも１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であ
り、「地球科学Ⅰ」は太陽系の形成から現在までの地球
の歴史、「地球科学Ⅱ」は大気循環や地震などの様々な
自然現象について解説する講義形式の授業とした。本講
義を通して、自然現象に関する報道内容を正しく理解す
る能力が修得できた。なお、「地球科学Ⅰ」は平成21年
度より「地球科学」、平成23年度より「地球の科学」と
改名された。また、平成13～14年度には、両科目を合わ
せた１年次配当の共通教育科目「地球科学」（通年４単
位）を担当した。
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「地球と環境」(平成22年度～現在に至る)
１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であり、地震
や台風などの自然災害について解説する講義形式の授業
とした。自然災害を理解し、防災意識を育て、ハザード
マップの活用等、防災能力を養うことができた。なお、
平成23年度より「環境を考える」に改名された。さらに
平成26年度より「生活と環境」に改名され、オムニバス
形式となり、計15回の内８回の講義を担当した。

「現代社会と地理」(平成22年度)
１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であり、産業
や資源の地域分布、古代から現代に至る文明と地理的な
関係、交通網の発展などを学ぶ講義形式の授業とした。
作図等、ワークシートによる手作業を組み込むことで、
能動的に授業に参加させ、理解度向上を図った。社会人
として必須の一般常識を身に付けることができた。

「実験で学ぶ科学」(平成23～25年度)
１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であり、光の
屈折や磁力の測定、対流と熱伝導の差異などを実験を通
して学ぶ授業とした。物理実験を中心に13種類のテーマ
を設定し、実験を通して科学への興味を引き出すように
した。毎回の授業で、実験器具の取り扱いから測定値の
記録、解析、考察までを指導し、レポートを提出させる
ことで、科学的な取り組み姿勢を養うことができた。

「実験と科学」(平成26年度)
１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であり、ガリ
レオによる落体実験、地球質量を測定したキャヴェン
ディッシュの実験、地球の自転を視覚化したフーコーの
実験等、歴史的な実験を取り上げ、その目的や実験方法
について解説する。科学実験を疑似体験させながら、科
学的な発想や思考方法を身に付けさせる。

「物理と地学の基礎」(平成26年度)
１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であり、物理
学に関する基本的な用語や法則、科学的な考え方を学ん
だ上で、気象現象や地震活動、天体の運行など、地球及
びその周辺で発生する自然現象についての理解を深め、
そのメカニズムを解明する。本講義を通して、身近な自
然現象を正しく理解し、科学的に説明することができる
能力を身に付ける。

「シミュレーションの世界」(平成26年度)
１年次配当の共通教育科目（半期２単位）であり、自然
科学の諸問題を解決する際に活用されているシミュレー
ションの考え方やその実施方法について学ぶ。その上で
数値解法による近似解の導出、近接する時空間領域にお
ける情報の推定、数値計算の誤差評価等に関する具体的
な課題への取り組みを通して、シミュレーション技術を
扱う能力を身に付ける。

「キャリアゼミⅠ」(平成19～20年度)
３年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、就職
活動に臨むにあたって自己分析を行ない、体験談や自分
の考えを明確に述べる練習を講義形式で実施する内容と
した。グループワークを体験したり、エントリーシート
の作成や模擬面接を繰り返す中で自分の長所や欠点を認
識し、就職活動に取り組む積極的な姿勢を養うことがで
きた。

「データ解析Ⅰ」(平成19～20年度)
「データ解析Ⅱ」(平成19～20年度)
いずれも２年次配当の専門教育科目（半期２単位）であ
り、「データ解析Ⅰ」は平均や標準偏差などの統計量、
正規分布や最小二乗法、「データ解析Ⅱ」は三角関数、
フーリエ展開、FFTによる計算方法を講義形式で学ぶ内容
とした。解析手法の基礎を身に付け、卒業研究や実社会
の中で必要となる実践的なデータ処理能力を修得させる
ことができた。なお、平成15～17年度には、両科目を合
わせた３年次配当の専門教育科目「データ解析」（通年
４単位）を担当した。

「情報検索論演習」(平成18～20年度)
３年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、SQLを
用いてデータベースを操作する方法について演習形式で
学ぶ内容とした。受講生各自のノートPCにMySQLを実装
し、データベースの作成、データの追加・削除、検索な
ど、入力したコマンドに対する応答結果を確認するとと
もに、簡単な課題演習を繰り返すことによって、データ
ベースの操作手順を修得させることができた。
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「情報物理」(平成23年度)
１年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、ゲー
ムの中で使われる物理を理解し、ゲームに適用する方法
を学ぶ内容とした。速度や加速度などの運動の基礎から
始め、空気抵抗を考慮した弾道計算など、ゲームのよう
な仮想空間で現実を再現する方法について解説し、各自
のノートPCでシミュレーションを行なった。力学を中心
に基本的な物理現象をソフトウェアで再現する方法を身
に付けさせることができた。

「プログラミング基礎」(平成20～21年度)
１年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、ウィ
ンドウ・アプリケーションの開発手順について演習形式
で学ぶ内容とした。プログラミング初心者を対象とした
科目であり、命令文の結果が視覚的に確認しやすいよう
に描画処理を中心に、コードの記述からデバッグまでを
体験する学習内容とした。プログラミングの基本的な手
順を身に付けさせることができた。

「マルチメディア制作」(平成21～22年度)
３年次配当の専門教育科目（半期４単位）であり、ブラ
ウザ上で動作するFlashコンテンツを制作する演習科目と
した。Flashによる開発手順を復習した後、童話アニメー
ションやゲーム・プログラミングの制作に取り組んだ。
個々の受講生が企画書を作成し、計画に従って制作作業
を進めていった。こうした過程で、主体的に活動する態
度と能力を修得させることができた。

「情報学実験応用Ⅰ」(平成24～25年度)
２年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、お辞
儀や起立・着席などの動作をWebカメラで撮影し、その映
像から関節の位置を読み取り、体の各パーツの傾きを調
べることで、人らしい動きの特徴を理解する内容とし
た。また、本実験では、実験結果をもとに、紙で作った
人形を用いてコマ撮りアニメを作成した。データの取
得・整理から解析、レポート作成までの一連の実験手順
の基礎を身に付けさせることができた。

「情報学実験応用Ⅱ」(平成25年度)
２年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、
OpenCVによる画像処理の手順やソフトウェアの開発方法
について学ぶ内容である。パラメータや処理手順によっ
て結果が異なることを実験を通して体験できるようにし
た。

「情報学演習Ⅰ」(平成13～17年度)
１年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、情報
学部の教育を担う複数の教員が情報学の様々な分野を演
習形式で体験させる授業とした。本人は、測定と解析、
3DCGの作成、画像処理、プログラミングを題材として取
り上げた。情報学部の専門課程で学ぶ内容に触れること
で、将来の学習進路を考えさせる機会となった。なお、
平成17年度に同科目は「情報学演習ⅠＡ」と改名した。

「情報学演習ⅡＡ」(平成24～25年度)
２年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、
Visual C++によるウィンドウ・アプリケーションの開発
に取り組む演習形式の授業とした。１年次で学んだプロ
グラミング技術を再確認するとともに、ボタンの配置や
画像表示、イベント処理、アナログ時計の作成など、実
用的な機能を実現するためのコード作成方法について学
び、各々が工夫しながらアプリケーション開発に取り組
むことができる能力を修得させることができた。

「情報学演習Ⅱ」(平成15～20，22～23，25年度～現在に
至る)
３年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、卒業
研究を意識した課題に取り組む演習形式の授業である。
年度によってテーマは異なるが、主に位置測定やアプリ
ケーション開発を題材に選んだ。前半は受講生全員が共
通の課題に取り組み、研究方法を学んだ。その後、受講
生が個々に研究テーマを設定し、研究活動を開始する。
主体的に計画、調査、測定、開発に取り組むことができ
る姿勢と能力を修得させることができた。なお、平成25
年度より「情報学ゼミⅢ」に改名された。
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平成18年4月～
現在に至る

年月日

平成3年3月

平成5年3月

平成8年3月

平成21年4月～
平成25年3月

平成24年4月～
平成25年3月

「情報学演習Ⅲ」(平成16～21，23年度～現在に至る)
４年次配当の専門教育科目（通年４単位）であり、上記
の「情報学演習Ⅱ」を受けて卒業研究に取り組み、卒業
論文又は卒業制作を完成させる授業である。これまでの
研究テーマには、「カメラ画像を用いた位置決定」，
「3DCGを用いたゲーム・プログラミング」，「ピンホー
ルカメラの開発と撮影」などがある。受講生は課外時間
も含め調査および制作活動に取り組んでおり、適宜、そ
の支援を行なった。なお、平成26年度より「情報学ゼミ
Ⅳ」に改名された。

「プロジェクト演習Ⅰ」(平成19～22，24年度)
１年次配当の専門教育科目（半期２単位）であり、実践
的な課題に少人数で取り組む課外活動的な授業である。
主にゲーム制作をテーマとしてきたが、具体的な題材は
受講生達自身が決定する。受講生達が協力して作業を進
めていくことで、主体性や協調性を養うことができた。
なお、平成24年度は配当年次が２年次に変更された。

「プロジェクト演習Ⅱ」(平成20～22,25年度)
「プロジェクト演習Ⅲ」(平成21～22年度)
「プロジェクト演習Ⅳ」(平成22年度)
それぞれ２、３、４年次生配当の専門教育科目（通年４
単位）であり、「プロジェクト演習Ⅰ」を含め、全学年
が同じ時間帯に受講する。学年の垣根を越えた交流を実
現し、協力して課題に取り組む姿勢を養っている。

２）京都大学高等教育研究開発推進機構における教育実
績

京都大学高等教育研究開発推進機構の非常勤講師（平成
18年4月から現在に至るまで）として、以下の科目を担当
した。

「地球科学実験Ａ」(平成18～25年度)
１年次配当の一般教育科目（半期２単位）であり、地球
科学に関する様々なテーマを複数の教員で担当する演習
形式の授業である。本人は重力加速度の精密測定を担当
し、可逆振子の測定原理を理解した上で重力加速度の測
定に取り組ませた。測定機器の取り扱いや測定値の解
析、図示、考察、レポート作成に至る実験の流れを学
び、今後の学習活動及び研究活動に必要な基礎能力を修
得させることができた。

「地球科学実験Ｂ」(平成22年度～現在に至る)
１年次配当の一般教育科目（半期２単位）であり、地球
科学に関する様々なテーマを複数の教員で担当する演習
形式の授業である。本人は重力測定による地下構造の推
定を担当し、可搬型重力計を用いて近隣の吉田山の密度
構造の推定に取り組ませている。専門分野に進んだ後の
研究活動を意識した内容であり、主体的に研究に取り組
むことができる能力を身に付けさせることができた。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）高等学校教諭一種  理科 高等学校教諭一種  理科
平２高１め第４２２１号（京都府教育委員会）

２）修士（理学） 京都大学　第４２７１号
論文題目「１～８時間周期帯における重力スペクトルの
特徴」

３）博士（理学） 京都大学　第１７０６号
論文題目「重力観測に及ぼす大気変動の影響の精密な推
定」

２　特許等

なし なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）日本測地学会評議員 日本測地学会の評議員として、年３回開催される日本測

地学会評議会に参加し、測地学会の運営に関する議論に
加わった。特に平成22年に実施された測地学会サマース
クールにおいて、準備・運営に関わる様々な事務処理を
担当した。

２）日本測地学会庶務委員 日本測地学会の庶務委員として、測地学会のWebサイトお
よびメーリングリスト等、サーバー管理を担当し、適
宜、更新作業を行なった。
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平成25年4月～
現在に至る

平成16年4月～
現在に至る

平成17年4月～
平成19年3月

平成19年4月～
平成21年3月

平成21年4月～
平成23年3月

平成21年4月～
平成23年3月

平成23年4月～
平成26年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１）テキスト情報基礎演習 共著 平成17年4月 全体の概要：

奈良産業大学の情報系教育のために作成された
教科書であり、ワープロ、表計算、HTMLによる
文書構造化などのITリテラシーが学べる内容と
なっている。
総頁数：147頁
共著者：中尾泰士・嶋田理博・向井厚志
本人担当部分：
第３章「Office表計算演習」(pp.107-147)の執
筆を担当し、表計算ソフトExcelの利用方法を解
説した。Officeのバージョンアップに伴う上記
テキスト「情報基礎演習」の改訂版である。

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（学術論文）
１）ひずみ観測値に含まれ
る3.5年周期の地殻変動

共著 平成16年12月 淡路島800m孔で観測された歪変化から指数関数
型のトレンドを取り除くと、約3.5年周期の成分
が残される。国土地理院のGEONETで得られた地
表変位を用いて日本全域の歪分布を計算したと
き、その歪変化にも同様な3.5年周期成分が見ら
れた。800m孔の3.5年周期の歪変化が、広域の地
殻変動を表すことを示した。
共著者：向井厚志・藤森邦夫
本人担当部分：歪観測値および地表変位測定値
の解析作業の大部分を担当したとともに、論文
執筆を行なった。

３）日本測地学会広報委員 日本測地学会の広報委員として、学会の広報情報の整理
及び広報活動の調整等を担当した。特に測地学会ロゴ
マークを制定するにあたって、学会員、評議会、デザイ
ン会社との間で調整を行ないながら、ロゴの制作作業を
進めた。

４）東濃地科学センター客員研究員 東濃地震科学センターの客員研究員として、年２回の地
殻活動研究委員会に出席し、神戸を中心とした関西地域
の地殻変動に関する研究成果または研究状況を報告して
いる。また、平成19年度には、東濃地科学センターの東
濃地震科学研究所研究員と共同で研究活動を行なった。

４　その他

１）教務委員 教務委員として、情報学部の講義・演習を円滑に運営す
るための環境整備に取り組み、科目間の調整や科目担当
者の選定にあたった。また、学生に対する履修指導、ゼ
ミの事前登録、カリキュラムの改訂等、履修に関連する
様々な作業を担当した。

２）ＦＤ委員 ＦＤ委員として、講義・演習の改善に学生の意見を取り
入れるための授業評価アンケートを導入するとともに、
優れた授業運営を視察する公開授業を設定するなど、全
学的な授業改善の取り組みに参加し、授業評価アンケー
トの作成や情報学部との意見調整を担当した。

３）入学試験実施委員長 入学試験実施委員長として、入試の円滑な運営に責任を
もつとともに、入試方法の改善に取り組んだ。特に平成
21年度から、広く日本在住の留学生を対象とした留学生
試験が開始されたことから、同試験の具体的な実施方法
及び評価方法の策定に取り組んだ。

４）評議員 評議員として、奈良産業大学の運営方針等の決定に関わ
り、学長を中心とする執行部の活動を支援した。また、
学部の現状分析を行なったり、広報用資料を作成するな
ど、学部長による学部運営を支援した。

５）情報学部長 情報学部長として情報学部の運営に取り組み、学生に関
する問題、教務上の問題、他学部や大学当局との折衝な
どの諸問題に対して、評議員を中心とした教職員と協力
しながら、調整及び解決に向けて活動を行なった。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

久美株式会社

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

東濃地震科学研究所報
告，14，pp.19-24
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２）地磁気擾乱を用いた淡
路島800m孔歪計の測定方向
の検定
（査読付）

共著 平成17年12月 淡路島800m孔に埋設された歪計の設置方向を、
地磁気擾乱に対する応答を用いて再決定した。
歪計は磁気センサーによって孔径変化を測定す
る。そのため、地磁気変化は見かけの歪変化を
引き起こす。この特徴を利用して、地磁気擾乱
時の歪観測値から、歪計の設置方向を正確に決
定しなおした。
共著者：向井厚志・藤森邦夫
本人担当部分：歪観測値および地磁気観測値を
解析し、両者を比較して歪計の設置方向を推定
するとともに、論文執筆を行なった。

３）歪潮汐を用いた淡路島
800m孔周辺の弾性定数の推
定

共著 平成17年12月 淡路島800m孔で観測された潮汐歪の振幅および
位相は経年的な変化を示す。これらが地質構造
の変化に起因すると仮定して、応力-歪関係式の
一般的な弾性定数を推定した。推定されたポア
ソン比は、2000年にステップ状の増大を示し
た。これは、800m孔の孔口密封による間隙水圧
の増大によって説明できる。
共著者：向井厚志・藤森邦夫
本人担当部分：歪観測値の潮汐解析および潮汐
振幅を用いて弾性定数を推定する作業を担当し
たとともに、論文執筆を行なった。

４）台湾・竹崎観測室で観
測された非等方性潮汐歪
（査読付）

共著 平成18年6月 台湾・竹崎観測点で観測された潮汐歪から、周
辺岩盤の弾性定数を推定した。竹崎観測点は北
東－南西に走向をもつ複数の断層に囲まれてお
り、同方向に形成された破砕帯内部に位置す
る。推定された弾性定数に見られる異方性が、
その破砕帯の走向に関係していることを示し
た。
共著者：向井厚志・竹本修三・李 民・陳 致
言・高 銘健・井川 猛・黒田 徹・阿部泰介・東
敏博
本人担当部分：歪観測値の前処理および潮汐解
析、その結果から弾性定数を推定する作業を担
当するとともに、論文執筆を行なった。

５）Tidal strain
observations in Chu-Chie,
Taiwan
（査読付）

共著 平成18年7月 台湾・竹崎観測点で観測された歪変化を解析
し、同観測点における潮汐歪の特徴を調べた。
観測された潮汐歪と理論潮汐を比較したとこ
ろ、両者の間には観測誤差を上回る明確な差異
がみられた。観測点は山岳地帯に位置し、近傍
には断層が存在することから、その差異は観測
点周辺の地形や地質構造に起因している可能性
が考えられた。
共著者：S.Takemoto, M.Lee, C.Chen, M.Kao,
A.Mukai, T.Ikawa, T.Kuroda, T.Abe
本人担当部分：歪観測値の前処理および潮汐解
析、理論潮汐の計算を担当した。

６）地磁気擾乱を利用した
淡路島800m孔歪計の設置方
向の決定

共著 平成18年12月 淡路島800m孔に埋設された歪計の設置方向を、
地磁気擾乱に対する応答を用いて再決定した。
歪計は磁気センサーによって孔径変化を測定す
る。そのため、地磁気変化は見かけの歪変化を
引き起こす。この特徴を利用して、地磁気擾乱
時の歪観測値から、歪計の設置方向を正確に決
定しなおした。
共著者：向井厚志・藤森邦夫
本人担当部分：歪観測値および地磁気観測値を
解析し、両者を比較して歪計の設置方向を推定
するとともに、論文執筆を行なった。

７）淡路島800m孔の長周期
地殻変動に対する海水位変
化の影響

共著 平成18年12月 淡路島800m孔の地殻変動観測に対する長期的な
海水位変化の影響について調べた。海水位変化
のデータとしてTOPEXの衛星データを利用し、日
本近海の海洋荷重効果を計算した後、地殻変動
観測値と比較することによって、長期的な地殻
変動の一部が広域の海水位変化によって生じて
いることを示した。
共著者：向井厚志・藤森邦夫
本人担当部分：地殻変動観測値の解析、海水位
データを用いた荷重効果の計算を担当するとと
もに、論文執筆を行なった。

地震２，第58巻，第３
号，pp.225-228

東濃地震科学研究所報
告，16，pp.77-80

測地学会誌，第52巻，第
2号，pp.103-113

Journal of
Geodynamics, 41,
pp.198-204

東濃地震科学研究所報
告，20，pp.29-34

東濃地震科学研究所報
告，20，pp.73-76
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８）淡路島800m孔における
歪観測に対する孔口の開放
および密封の影響

共著 平成18年12月 淡路島800m孔の孔口を開放または密封すること
によって生じた歪観測値の特徴の変化について
まとめた。800ｍ孔では自然湧水が生じており、
孔口を密封することによって周辺岩盤の間隙水
圧が上昇する。密封前後で潮汐歪の振幅に顕著
な変化が現れたが、これは間隙水圧変化に伴う
ポアソン比の変化によって説明することができ
る。
共著者：向井厚志・藤森邦夫
本人担当部分：歪観測値を解析し、潮汐歪から
弾性定数を求める計算を担当するとともに、論
文執筆を行なった。

９）In situ stress
measurement by the stress
relief technique with a
multi-component borehole
instrument
（査読付）

共著 平成19年3月 地殻応力の測定方法のひとつである応力解放法
は、ボアホールに埋設した歪計を周辺岩盤ごと
切り離し、それに伴う歪変化から応力を推定す
る方法である。本稿では、岩盤、モルタル、金
属の３層からなるコアをモデル化し、コアの変
形を求める計算方法を開発した。この計算方法
を用いて様々な応力によるコアの変形を予測
し、地殻応力を推定することができた。
共著者：A.Mukai, T.Yamauchi, H.Ishii,
S.Matsumoto
本人担当部分：応力解放法による歪変化を計算
するための２次元３層モデルを構築し、様々な
地殻応力下でのコアの変形を予測するシミュ
レーションを実施した。また、実際の測定結果
と比較する作業を担当したとともに、論文執筆
を行なった。

10）Secular Change of
Permeability in Fracture
Zone nearby the Nojima
Fault Estimated Using
Strain Changes due to
Water Injection
Experiments
（査読付）

共著 平成19年10月 1997年以降、淡路島1800m孔において繰り返し注
水実験が実施された。注水によって周辺岩盤の
間隙水圧が上昇し、歪変化が生ずる。本稿で
は、拡散方程式を用いて地下水流動による間隙
水圧分布の変動をモデル化し、様々な透水係数
を用いて注水に伴う歪変化を予測した。この予
測値と歪観測値の比較から推定された透水係数
は、経年的な低下を示した。これは、野島断層
の回復過程の進行を反映している。
共著者：A.Mukai, K.Fujimori
本人担当部分：注水に伴う地下水流動をモデル
化し、間隙水圧分布の時間変動及びそれに伴う
歪変化を予測するシミュレーションを実施し
た。その予測結果と歪観測値を比較して透水係
数の最適値を推定する作業を担当したととも
に、論文執筆を行なった。

11）応力解放法に基づく３
次元的な初期応力の解析解
の導出について

単著 平成19年12月 地殻応力の測定方法のひとつである応力解放法
では、歪計をボアホール底部に埋設した後、そ
の周囲を岩盤から切り離し、それに伴う歪変化
から応力を推定する。このとき切り出されるコ
アは円筒形であり、３次元の地殻応力に伴って
軸対称成分から外れた変形も生ずる。岩盤、モ
ルタル、金属の３層コア・モデルを用いて、非
軸対称な地殻応力によるコア内部の変形を求め
る計算方法を開発した。この計算方法によっ
て、様々な地殻応力のもとで切り離されたコア
の変形を予測するシミュレーションを実施し、
計算方法の有効性について示した。

12）水圧感度検定による弾
性定数の検証

単著 平成19年12月 応力解放法によって切り出されたコアの弾性定
数を推定する際に、水圧感度検定を実施する。
この検定では、密封容器に入れたコアに水圧を
加え、水圧に対するコアの変形量を測定するこ
とで、コアの弾性定数を測定する。このとき、
正確な弾性定数を求めるためには、コアの多層
構造（岩盤、モルタル、金属）を考慮する必要
がある。岩盤、モルタル、金属の３層コア・モ
デルを用いて、水平方向及び鉛直方向に一様に
作用する水圧の変化に応じたコア内部の変形を
予測するシミュレーションを実施した。その予
測結果に基づいて、３層コア・モデルを用いた
感度決定の有効性を示した。

東濃地震科学研究所報
告，20，pp.173-178

Earth, Planets and
Space, Vol.59, No.3,
pp.133-139

Techtonophysics, 443,
pp.193-199

東濃地震科学研究所報
告，21, pp.33-38

東濃地震科学研究所報
告，21, pp.151-156
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13）測地観測における環境
影響の解明とその活用
（査読付）

単著 平成20年3月 地表付近で行なわれる測地観測では、大気変動
や地下水移動、海水位変動などの環境変動によ
る影響が大きい。特に寄与が大きく、広範囲の
周期帯にわたる大気変動の影響について概観
し、重力観測及び地殻変動観測からその影響を
除去する方法について解説した。また、地下水
移動の影響をノイズとしてではなく、シグナル
としてとらえることで、透水係数など、周辺岩
盤の物理的な特性を調べる方法についてもまと
めた。

14）六甲高雄・六甲再度観
測室における地殻変動観測
について

共著 平成21年3月 神戸市の新神戸トンネル避難路に開設された六
甲高雄観測室及び六甲再度観測室では、1990年
頃から伸縮計及び水管傾斜計を用いて、地殻変
動の連続観測が続けられている。両観測室の観
測環境を紹介し、地殻変動観測データに見られ
る長期変動の特徴についてまとめた。
共著者：向井厚志・大塚成昭
本人担当部分：歪観測値および傾斜観測値の前
処理等、解析作業の大部分を担当したととも
に、論文執筆を行なった。

15）淡路島と六甲における
歪観測値から得られた潮汐
振幅の経年変化の比較

共著 平成21年3月 淡路島の800ｍ孔と神戸市の六甲高雄観測室で観
測された潮汐歪を解析したところ、潮汐振幅が
経年的に変化していることが示された。両観測
室は断層破砕帯の近傍に位置しており、潮汐振
幅の変化の原因として、周辺岩盤の弾性定数の
変化が考えられる。弾性定数の推定結果から、
両観測室において周辺岩盤の破砕の固着が進行
しつつあることが示された。
共著者：向井厚志・大塚成昭
本人担当部分：歪観測値の潮汐解析および潮汐
振幅を用いて弾性定数を推定する作業を担当し
たとともに、論文執筆を行なった。

16）近海の潮位観測値を用
いた六甲高雄観測室におけ
る潮汐歪の理論値の補正

共著 平成21年3月 六甲高雄観測室における潮汐歪の観測値と理論
値を比較したとき、主要分潮の振幅で数10％、
位相で数10°の差異が認められた。同観測室は
複雑な海流が生ずる瀬戸内海の近傍に位置する
ことから、その原因として、理論潮汐に用いる
海洋潮汐モデルの不正確さが考えられた。実際
の潮位観測値を用いて理論潮汐を修正したとこ
ろ、観測された潮汐歪にやや近づいたが、完全
とは言えず、他の原因の存在が示唆された。
共著者：向井厚志・大塚成昭
本人担当部分：歪観測値の潮汐解析および潮位
観測値を用いた海洋荷重潮汐の計算を行ない、
両者を比較する作業を担当したとともに、論文
執筆を行なった。

17）宇宙線エネルギー時系
列のカオスとその異方性

共著 平成21年8月 西村・蒲田の式を宇宙線観測データに適用し、5
万イベントのエアシャワーサイズについての時
系列データを得た。これにカオス解析を適用
し、時系列のカオス性の出現に異方性があるこ
とを見出した。
共著者：大原荘司・小西健陽・向井厚志
本人担当部分：カオス解析結果に対する考察に
参加するとともに、解析結果の作図作業の一部
を担当した。

18）モノアイに基づく空間
座標の推定

単著 平成21年12月 写真測量は、離れた２地点で撮影した写真を比
較することで、被写体の空間座標を推定する方
法である。本論文では、一端に回転軸を取り付
けたアームの他端にWebカメラを設置し、そのカ
メラで撮影した写真を用いて測量を行なう方法
を論じた。アームを回転させることでカメラの
位置とともに視線方向も変化するため、両者を
考慮した計算式を用いる必要がある。

19）モノアイカメラを用い
た被写体の空間座標の推定

単著 平成22年11月 アームの一端に回転軸、他端にWebカメラを取り
付けたモノアイカメラによる写真測量システム
に、ステッピングモータを用いた回転角の制御
を取り入れ、半自動的に被写体の位置を計測す
るシステムを開発した。アームの数倍程度の距
離内であれば、10cm程度の誤差で位置を測定す
ることができる。

測地学会誌，第54巻，第
１号，pp.1-13

東濃地震科学研究所報
告，23，pp.133-138

東濃地震科学研究所報
告，23，pp.139-144

東濃地震科学研究所報
告，23，pp.145-150

情報学フォーラム紀要
Online Journal，Vol.6,
http://www.nara-
su.ac.jp/ioforum/paper
/ohara2009.pdf

奈良産業大学紀要，25，
pp.31-38

情報学フォーラム紀要，
Vol.7，奈良産業大学情
報学部創設10周年記念，
pp.37-45
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20）カオスで探る宇宙線源 共著 平成22年11月 宇宙線空気シャワーサイズ時系列について、フ
ラクタル次元を求めるカオス解析を行なったと
ころ、赤経6時，12時，22時付近に異方性を発見
した。高エネルギーガンマ線源あるいはダーク
マターのような天体の介在が推定される。
共著者：大原荘司・小西健陽・向井厚志
本人担当部分：宇宙線観測に参加するととも
に、カオス解析結果に対する考察作業に加わ
り、解析結果の作図の一部を担当した。

21）私立大学における地学
教育の試み ～ 奈良産業大
学の場合 ～

単著 平成23年3月 奈良産業大学における地学教育の経緯と現状に
ついてまとめた。同大学は社会科学系を主体と
する文系大学であり、地学教育は教養科目とし
て実施されてきた。現在、地学系科目は半期２
科目が存在し、いずれも多くの受講生を集めて
いる。地学分野に対する文系学生の興味・関心
は高く、積極的に教育活動を進めていくこと
で、地学関連分野の研究活動に好意的な市民を
増やしていくことができるものと考える。

22）The Anisotropy of
Cosmic Ray Pursued with
Chaos Analysis

共著 平成23年8月 奈良において宇宙線の連続観測を実施し、大気
中への宇宙線の入射によって生ずる空気シャ
ワーの大きさを測定している。空気シャワー・
サイズの時系列データを解析し、カオス性をも
つ宇宙線を抽出し、その到来方向の分布を調べ
た。抽出された宇宙線は、Crab、Mrk421、Cyg-X
等の活動銀河から到来しており、それらの銀河
が高エネルギーの宇宙線の発生源であることが
示された。
共著者：S.Ohara, T.Konishi, A.Mukai,
M.Shimada, A.Iyono, H.Matsumoto,
I.Yamamoto, N.Takahashi, T.Nakatsuka,
K.Okei, S.Tsuji, N.Ochi
本人担当部分：宇宙線観測に参加するととも
に、カオス解析結果に対する考察作業に加わ
り、解析結果の作図の一部を担当した。

23）Searching for cosmic
ray nuclei above the KNEE
energies through the
Gerasimova-Zatsepin
effect with the LAAS
experiments

共著 平成23年8月 岡山と奈良において宇宙線の連続観測を実施
し、大気中への宇宙線の入射によって生ずる空
気シャワーの大きさと到来方向を測定してい
る。超高エネルギーの宇宙線の原子核と太陽光
子の衝突による光分解によって生じる宇宙線を
Gerasimova-Zatsepin効果を考慮して選択し、超
高エネルギー領域における宇宙線の強度や到来
方向などの特徴について考察した。
共著者：A.Iyono, H.Matsumoto, K.Okei,
S.Tsuji, S.Ohara, N.Ochi, T.Konishi,
N.Takahashi, I.Yamamoto, T.Nakatsuka,
A.Mukai, M.Shimada
本人担当部分：奈良産業大学での宇宙線観測に
参加し、観測装置の管理を共同で担当した。

24）淡路島800ｍ孔における
地下水流動による地殻変動
について

単著 平成23年12月 淡路島の800ｍ孔では、1996年以降、埋設型の歪
計及び傾斜計を用いた地殻変動の連続観測が続
けられている。800ｍ孔では、繰り返し注水実験
に伴う歪変化の他、孔口の開放・密封に伴う歪
変化も観測された。これらの観測結果から、地
下水の流動に伴う歪変化の特徴を示し、周辺岩
盤の透水係数の変化について考察した。

25）奈良産業大学構内で測
定された二酸化炭素濃度変
化の特徴

共著 平成24年12月 奈良産業大学構内の２点で観測された二酸化炭
素濃度変化を解析し、その周波数特性について
明らかにした。２時間以上の長周期帯では、両
観測点とも同じシグナルを検出しているが、周
囲を壁で囲まれている観測点では、応答の遅れ
がみられる。また、東風によって東部の森林地
域から低CO2濃度の空気が送られてくる場合、夜
間のCO2濃度の上昇が抑えられることを示した。
共著者：向井厚志・大原荘司・藤原昇
本人担当部分：二酸化炭素濃度の前処理および
スペクトル解析や気象観測値との比較等、解析
作業を担当するとともに、論文執筆を行なっ
た。

情報学フォーラム紀要，
Vol.7，奈良産業大学情
報学部創設10周年記念，
pp.23-36

地学教育の現状とその改
革ー防災知識の普及に向
けてー，pp.42-45

Proceeding of
International Cosmic
Ray Conference,
Beijing, 2011

Proceeding of
International Cosmic
Ray Conference,
Beijing, 2011

奈良産業大学紀要，27，
pp.95-102

奈良産業大学紀要，28，
pp.141-150
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26）二酸化炭素濃度の日変
化の風向および風速依存性

共著 平成25年2月 奈良産業大学における二酸化炭素濃度の日変化
は風向及び風速に依存しており、東風で風速が
大きいほど、日変化の振幅が小さくなる傾向が
見られた。一般に光合成活動が停止する夜間に
おいては二酸化炭素濃度が上昇する。この夜間
において観測地点上空で東風が吹くと、大気の
流れが生駒山系に阻まれ、二酸化炭素濃度の低
い上層大気が地表へ流れ込む。その結果、夜間
においても二酸化炭素濃度が上昇しにくくなっ
ていると考えられる。
共著者：向井厚志・大原荘司・藤原昇
本人担当部分：二酸化炭素濃度の前処理および
風向・風速観測値と比較する解析作業を担当す
るとともに、論文執筆を行なった。

27）地域における地学教育
の実践と課題

共著 平成25年3月 現在、地域に根差した理科教育として、サイエ
ンスカフェや実験教室が各地で実施されてい
る。本学でも地元住民向けの公開講座や小学生
を対象とした科学教室を実施し、学外において
も積極的に理科教育の振興に取り組んできた。
こうした取り組みへの参加者は常に一定数を見
込むことができるが、その多くはもともと科学
に興味・関心を抱いていたリピーターであり、
理科に関心をもたない住民の目を向けさせる工
夫が必要である。
共著者：向井厚志・嶋田理博
本人担当部分：データの分析のほか、小学生向
けの科学教室に関する記述の一部以外の論文執
筆を行なった。

28）東北地方太平洋沖地震
前後の六甲の地殻変動

共著 平成25年3月 神戸市の六甲高雄観測室において観測された東
北地方太平洋沖地震時の歪変化および地下水位
変化の特徴を概観した。地震時に観測された歪
ステップは、地震断層モデルから計算される理
論値と比べて、主歪の方向が10度以上ずれてい
る。また、地震後の数ヶ月以上にわたって縮み
の歪変化が現れたが、同時期に一般には歪の伸
長を引き起こす間隙水圧の低下が観測された。
こうした矛盾する観測結果を説明するため、断
層破砕帯における地下水流動に関するモデルを
構築した。
共著者：向井厚志・大塚成昭
本人担当部分：歪観測値の前処理および歪ス
テップの推定、地震後の地下水流動に伴う歪変
化のモデル計算など、解析作業の大部分を担当
するとともに、論文執筆を行なった。

29）水管式簡易比高計の開
発について

単著 平成25年12月 水準義と標尺を用いた一般的な水準測量のよう
な高精度の標高測定を必要としない場合に、簡
易に測定することができる水管式比高計を製作
し、その性能評価を行なった。水管式比高計
は、鉛直に立てた２つの円筒容器内の水位差を
圧力センサで測定することにより、２点間の比
高を求める。製作した水管式比高計の測定精度
は数mmであり、その大部分は計器の傾斜に起因
する。圧力センサを可能な限り地面に近い位置
に配置することによって、計器の傾斜の影響を
抑えることができ、非熟練者でも容易に測定す
ることが可能となる。

30）飯館村原発放射能汚染 共著 平成26年3月 2011年東日本大震災に伴う福島第一原子力発電
所事故では、東日本の広範囲にわたって放射能
汚染が生じた。放射能汚染の程度は局所的な地
形や植生に強く依存している。福島県飯館村お
よびその周辺で土壌および植物を採取し、その
放射線強度を測定したところ、表層の有機物に
セシウムが捕捉されていること、植物の中では
コケ類がセシウムを強く吸着する性質をもつこ
とが明らかにされた。これらの測定事実は、有
効な除染作業方法への示唆を与える。
共著者：大原荘司・向井厚志・藤原昇
本人担当部分：放射線強度の移動観測や土壌サ
ンプルの採取に協力するとともに、測定結果の
作図に一部携わり、考察に参加した。

情報学フォーラム紀要
（奈良産業大学），
Vol.8，pp.109-116

奈良産業大学紀要，29，
pp.183-189

東濃地震科学研究所報
告，31，pp.27-33

奈良産業大学紀要，30，
pp.119-126.

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報，4，
pp.125-136
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（その他）

「学会発表」
１）歪潮汐を用いて推定さ
れた弾性定数の経年変化
（口頭発表）

共同 平成17年5月 淡路島北西部の 800ｍ孔で観測された歪潮汐を
解析したとき、各分潮の振幅および位相は経年
的な変化を示した。潮汐定数の時間変化は、破
砕の固着や間隙水の分布の変化など、周辺岩盤
の物理的な特性の変化に起因する。歪潮汐の観
測値と理論値を用いて弾性定数を推定したとこ
ろ、2000年にポアソン比が急激に上昇したこと
が明らかとなった。800ｍ孔では、2000年８月に
孔口が密封され、強制的に湧水が抑えられた。
その結果、周辺岩盤の間隙水圧が上昇し、破砕
内部は間隙水で満たされ、ポアソン比が増大し
たと考えられる。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成17年5月26日
担当部分：歪観測値の解析および弾性定数の推
定を担当したとともに、学会発表を行なった。

２）注水実験に伴う歪変化
を用いて推定された水理特
性の経年変化
（ポスター発表）

共同 平成17年5月 淡路島北西部の 1800ｍ孔において、1997、
2000、2003および2004年に注水実験が実施され
た。注水実験では、野島断層の固着過程を明ら
かにすることを目的として、注水に伴う歪変化
の観測値を用いて周辺岩盤の透水係数の経年変
化が推定された。透水係数は経年的な低下がみ
られ、1995年兵庫県南部地震後、野島断層近傍
の破砕帯において破砕の固着が進行しつつある
ことが示された。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成17年5月24日
担当部分：歪変化の解析および注水に伴う歪変
化のモデル計算、透水係数の推定を担当したと
ともに、ポスター制作および学会会場での説明
を行なった。

３）地磁気擾乱を用いた淡
路島800m孔歪計の測定方向
の検定
（口頭発表）

共同 平成17年10月 800ｍ孔に埋設された歪計は地磁気変化の影響を
受けるため、地磁気擾乱に伴う見かけの歪変化
が生ずる。地磁気擾乱に伴う見かけの歪変化を
計算したところ、歪観測値との差異が認められ
た。その原因として、歪計の設置方位のずれが
考えられたため、計算値と観測値が一致するよ
うな歪計の設置方位を推定した。
共同：向井厚志・藤森邦夫・石井紘
発表：平成17年10月26日
担当部分：歪観測値および地磁気観測値を解析
し、両者を比較して歪計の設置方向を推定する
とともに、学会発表を行なった。

４）台湾竹崎で観測された
歪変化に対する地形影響の
推定
（口頭発表）

共同 平成17年10月 台湾・竹崎のボアホールでは、埋設型歪計によ
る地殻変動の連続観測が続けられている。同観
測点は山間部に位置することから、潮汐歪等を
解析する際に地形の凹凸による非一様な歪変化
を考慮する必要がある。本発表では、有限要素
法を用いて起潮力に対する地形の変形を計算
し、理論的な潮汐歪をより正確に推定した。
共同：向井厚志・竹本修三・李民・陳致言・高
銘健・井川猛・黒田徹・阿部泰介・東敏博
発表：平成17年10月26日
担当部分：歪観測値の前処理および潮汐解析、
有限要素法による数値計算を行なうとともに、
学会発表を担当した。

５）淡路島800ｍ孔で観測さ
れた歪および傾斜変化に対
する海洋荷重の影響
（口頭発表）

共同 平成18年5月 淡路島800ｍ孔において1996～2004年に観測され
た歪および傾斜変化には、約3.5年周期の成分が
含まれている。また、国土地理院のGPS観測網か
ら得られた面積歪および西日本の地震発生数の
時間変化にもまた3.5年付近に卓越した周期成分
が見られる。これらの歪変化の長周期成分の原
因として、海洋荷重の時間的変化が考えられ
る。TOPEX/Poseidonの海面高データを用いて海
洋荷重を計算したところ、800ｍ孔の地殻変動に
含まれる約3.5年周期成分の一部を説明すること
ができた。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成18年5月17日
担当部分：歪観測値の解析および海面高データ
に基づく海洋荷重の計算を担当したとともに、
学会発表を行なった。

日本地球惑星科学連合
2005年大会，D007-003
（幕張メッセ国際会議
場）

日本地球惑星科学連合
2005年大会，D007-P001
（幕張メッセ国際会議
場）

日本測地学会第104回講
演会（京都大学時計台記
念館）

日本測地学会第104回講
演会（京都大学時計台記
念館）

日本地球惑星科学連合
2006年大会，D124-014
（幕張メッセ国際会議
場）
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６）インテリジェント型歪
計を用いた神岡鉱山におけ
る応力測定
（ポスター発表）

共同 平成18年5月 直径22mmの小口径埋設型であるインテリジェン
ト型歪計を用いた応力解放法による初期応力測
定が神岡鉱山において実施された。この初期応
力測定の概要をまとめるとともに、オーバーコ
アリングに伴う歪変化を用いて決定された初期
応力について報告した。神岡鉱山において実施
された初期応力測定において得られた水平歪計
４成分の歪測定値に対し、歪計、膨張セメント
および岩盤からなる３層構造モデルを適用し、
平面上の初期応力を決定したところ、水圧破砕
法など、他の初期応力測定の方法と比べても概
ね妥当な初期応力を推定することができた。
共同：向井厚志・小村健太朗・山内常生・石井
紘・松本滋夫
発表：平成18年5月15日
担当部分：歪変化の解析および初期応力の推定
を担当したとともに、ポスター制作および学会
会場での説明を行なった。

７）定常的な地殻変動観測
に基づく透水性構造の推定
（ポスター発表）

共同 平成18年10月 観測される地殻変動は、弾性定数など、周辺岩
盤の物理学的な特性に依存する。例えば、地震
断層の近傍では、断層の回復過程に伴う破砕の
固着や地震前後の破砕形成によって透水性構造
が変化し、空隙率や含水量が変わるため、地殻
変動シグナルに対する応答特性も変化する。観
測現場で透水係数を定常的に測定する方法とし
て、地球潮汐や気圧応答などのシグナルを用い
て周辺岩盤の透水性構造を推定する方法を提案
した。淡路島800ｍ孔の地殻変動観測値に同方法
を適用した結果、間隙水圧の低下および上昇に
伴うポアソン比の時間的変化が検出された。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成18年10月31日
担当部分：歪観測値の解析および弾性定数の推
定作業を担当したとともに、ポスター制作およ
び学会会場での説明を行なった。

８）2006年注水実験に伴う
歪変化を用いて推定された
野島断層近傍の破砕帯の透
水係数
（ポスター発表）

共同 平成19年5月 1997、2000、2003、2004および2006年に1800ｍ
孔において注水実験が実施された。注入水は周
辺岩盤の間隙水圧を上昇させ、歪変化を引き起
こす。注水に伴う歪変化は、隣接する800ｍ孔の
底部に設置された３成分の石井式歪計を用いて
観測された。注入水が３次元的に一様に拡散す
ると仮定して、間隙水圧分布の変化による歪変
化を計算し、歪観測値と比較して周辺岩盤の透
水係数を推定した。透水係数は経年的に低下傾
向を示しており、野島断層の固着過程の進行と
矛盾しない。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成19年5月22日
担当部分：歪観測値の解析および注水に伴う歪
変化のモデル計算を担当したとともに、ポス
ター制作および学会会場での説明を行なった。

９）インテリジェント型歪
計を用いた応力解放法によ
る応力測定の三次元解析
（ポスター発表）

共同 平成19年5月 インテリジェント型歪計を用いた応力解放法に
よる初期応力測定では、まず、歪計をボアホー
ル底部に埋設し、膨張セメントによって周辺岩
盤に密着させる。次に、オーバーコアリングに
よって応力を解放し、その際に得られる歪変化
を用いて初期応力を推定する。オーバーコアリ
ングによって得られるコアを、歪計、膨張セメ
ントおよび岩盤からなる３層構造で近似し、三
次元的な初期応力を決定する解析方法を開発し
た。岐阜県神岡鉱山および静岡県菊川で実施さ
れた初期応力測定において同解析方法を適用し
た結果、概ね適切な初期応力が推定された。
共同：向井厚志・山内常生・石井紘・松本滋
夫・浅井康広
発表：平成19年5月22日
担当部分：初期応力の解析方法の開発および歪
変化の解析を担当したとともに、ポスター制作
および学会会場での説明を行なった。

日本地球惑星科学連合
2006年大会，S117-P006
（幕張メッセ国際会議
場）

日本地震学会2006年秋季
大会（名古屋国際会議
場）

日本地球惑星科学連合
2007年大会，D107-P006
（幕張メッセ国際会議
場）

日本地球惑星科学連合
2007年大会，D107-P005
（幕張メッセ国際会議
場）
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10）水圧感度検定に基づく
コアの弾性定数の決定によ
る応力推定の改善
（口頭発表）

共同 平成19年11月 地殻応力の測定方法のひとつである応力解放法
では、歪計をボアホールに埋設した後、その周
囲を岩盤から切り離し、それに伴う歪変化から
応力を推定する。従来の応力解析では、コアが
岩盤のみからなると仮定していたが、より正確
な解析を行なうには、切り出したコアが岩盤、
モルタル、金属（歪計）の３層構造からなるこ
とを考慮する必要がある。本発表では、コアの
３層モデルに基づく解析方法を提案した。
共同：向井厚志・山内常生・石井紘・松本滋
夫・浅井康広
発表：平成19年11月7日
担当部分：応力解放法による歪変化を計算する
ための２次元３層モデルを構築し、実際の測定
結果と比較する作業を担当したとともに、学会
発表を行なった。

11）六甲再度および六甲高
雄観測室で観測された潮汐
歪に基づく弾性定数の経年
変化
（ポスター発表）

共同 平成20年5月 六甲高雄観測室における潮汐歪では、北北西方
向の潮汐振幅の時間的低下が顕著に現れた。こ
れは、1995年兵庫県南部地震時に生じた万福寺
断層内の亀裂が、地震後の数年以上にわたって
緩やかに閉口してきたことで説明できる。実
際、潮汐歪の観測値と理論値を比較することに
よって周辺岩盤のヤング率を推定したところ、
ヤング率は経年的に上昇しており、亀裂の閉口
に伴う周辺岩盤の硬化を裏付けている。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成20年5月29日
担当部分：歪観測値の潮汐解析および潮汐振幅
を用いて弾性定数を推定する作業を担当したと
ともに、ポスター制作および学会会場での説明
を行なった。

12）六甲高雄・再度観測室
で観測された潮汐歪の振幅
の変化に及ぼす周辺岩盤の
弾性変化の影響
（ポスター発表）

共同 平成20年10月 六甲高雄および六甲再度観測室で1993～2007年
に観測された潮汐歪を解析した結果、主要分潮
であるM2分潮の潮汐振幅が30％以下の範囲内で
経年変化していたことが判明した。潮汐歪の観
測値と理論値を用いて周辺岩盤の弾性定数を推
定したところ、1999年頃にポアソン比の上昇が
認められた。同時期に降水量が増大しており、
それに伴う周辺岩盤の間隙水の増大によってポ
アソン比が上昇したと考えられる。潮汐歪から
推定されたヤング率は、1995年以降に長期的な
増大傾向を示しており、1995年兵庫県南部地震
に関連して生じた破砕が固着しつつあることを
反映している可能性がある。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成20年10月22日
担当部分：観測値の潮汐解析および潮汐振幅を
用いて弾性定数を推定する計算処理、歪変化に
対する降水量変化の影響についてモデル化し、
学会発表を行なった。

13）六甲高雄観測室におけ
る海洋荷重潮汐の理論値の
補正
（ポスター発表）

共同 平成21年5月 神戸市の六甲高雄観測室で観測された潮汐歪と
理論潮汐を比較したとき、顕著な差異が見られ
た。この差異が理論潮汐の計算に用いた海洋潮
汐モデルの不正確さに起因する可能性を検証す
るため、検潮所の潮位観測値を用いて正確な海
洋荷重潮汐を計算し、補正を施した。この補正
によって一部改善が見られた。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成21年5月18日
担当部分：歪観測値の潮汐解析および潮位観測
値を用いた海洋荷重潮汐の計算を行ない、両者
を比較する作業を担当したとともに、ポスター
制作および学会会場での説明を行なった。

14）六甲高雄観測室におけ
る湧水量変化の潮汐成分か
ら推定された岩盤特性
（口頭発表）

共同 平成21年11月 神戸市の六甲高雄観測室では、伸縮計などによ
る地殻変動観測とともに、湧水量計による湧水
量変化の連続観測も実施されている。湧水量変
化に含まれる潮汐成分を解析したところ、潮汐
振幅が経年的に変化していることが示された。
その潮汐振幅の変化から、周辺岩盤の透水係数
の変化を推定したところ、透水性の経年的な低
下が示された。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成21年11月5日
担当部分：湧水量観測値の前処理および潮汐解
析、その結果から透水係数を推定する作業を担
当したとともに、学会発表を行なった。

日本測地学会第108回講
演会（紀伊勝浦ホテル浦
島）

日本地球惑星科学連合
2008年大会（幕張メッセ
国際会議場）

日本測地学会第110回講
演会（函館市民会館小
ホール）

日本地球惑星科学連合
2009年大会，D108-P002
（幕張メッセ国際会議
場）

日本測地学会第112回講
演会（産業技術総合研究
所共用講堂）
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15）六甲高雄観測室におけ
る長期的な歪変化に対する
地下水の影響
（ポスター発表）

共同 平成22年5月 六甲高雄観測室で得られた歪観測値には，湧水
量および降水量の変化に応じた数ヶ月周期の歪
変化が含まれている。湧水量および降水量の増
大に伴う歪の収縮は、観測室近傍の万福寺断層
にほぼ直交しており、地下水による荷重の増大
や間隙水圧の増大に伴う断層破砕帯の膨張に
よってほぼ説明することができる。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成22年5月27日
担当部分：歪および湧水量観測値の解析、地下
水荷重および間隙水圧変化による歪変化のモデ
ル計算を担当するとともに、ポスター制作およ
び学会会場での説明を行なった。

16）六甲高雄および六甲再
度観測室における湧水量観
測
（ポスター発表）

共同 平成22年11月 六甲高雄観測室に水位計を設置し、湧水量変化
とともに地下水位変化の連続観測を開始した。
水位変化と湧水量変化は高い相関を示してお
り、水位の上昇に伴って歪の収縮、すなわち万
福寺断層近傍の膨張が認められる。水位変化の
気圧応答成分は、１日以下の短周期側で気圧そ
のものに応答し、長周期側では気圧の変化速度
に応答する。後者は、岩盤の弾性によって気圧
荷重を支持することによって説明できる。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成22年11月8日
担当部分：歪、水位および湧水量観測値を解析
し、気圧応答のモデル構築および計算を行なう
とともに、ポスター制作および学会会場での説
明を担当した。

17）六甲高雄および六甲再
度観測室における長期的な
傾斜変化
（ポスター発表）

共同 平成23年5月 六甲高雄観測室で観測された傾斜変化には、湧
水量変化と高い相関をもつ季節的な変化成分が
含まれている。六甲高雄観測室の傾斜変化は，
湧水量変化に対して約１ヵ月先行している。雨
期の降水はまず表層に貯留して傾斜変化を引き
起こし、その後、地下へ浸透して湧水量の増大
をもたらすと推察される。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成23年5月24日
担当部分：傾斜および湧水量観測値を解析し、
降水による地殻変動のモデル計算を担当すると
ともに、ポスター制作および学会会場での説明
を行なった。

18）六甲高雄観測室および
淡路島800ｍ孔で観測された
地震に伴う歪変化
（口頭発表）

共同 平成23年10月 神戸市の六甲高雄観測室において、2011年東北
地方太平洋沖地震に伴う歪変化が観測された。
同地震の断層モデルから推定される歪変化と観
測結果を比較したところ、両者に推定誤差を上
回る差異が認められた。この差異は観測室の周
辺岩盤がもつ力学的な異方性によって説明でき
ることを示した。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成23年10月27日
担当部分：地震断層モデルに基づく歪変化を計
算し、歪観測値と比較する解析作業の大部分を
担当するとともに、学会発表を行なった。

19）六甲高雄観測室で観測
された東北地方太平洋沖地
震後の短期的な透水係数の
変化
（ポスター発表）

共同 平成24年5月 神戸市の六甲高雄観測室において、2011年東北
地方太平洋沖地震時およびその後の数ヵ月間に
わたって、顕著な地下水位および湧水量変化が
観測された。両観測データを組み合わせて解析
することによって、水源の水圧変化ならびに周
辺岩盤の透水係数の時間変化を求めた。その結
果、地震に伴って一時的に透水性の上昇が見ら
れたが、数ヶ月後には元の透水性に戻ったこと
が確認できた。これは空隙に粘土質が再度つま
るなどしたためと考えられる。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成24年5月20日
担当部分：水位および湧水量観測値の前処理、
透水係数の計算など、解析の大部分を担当する
とともに、ポスター制作および学会会場での説
明を行なった。

日本地球惑星科学連合
2010年大会，SSS014-P05
（幕張メッセ国際会議
場）

日本測地学会第114回講
演会，P-20（京都大学宇
治キャンパス おうばく
プラザ）

日本地球惑星科学連合
2011年大会，SS030-P07
（幕張メッセ国際会議
場）

日本測地学会第116回講
演会（高山市民文化会
館）

日本地球惑星科学連合
2012年大会，SSS32-P03
（幕張メッセ国際会議
場）
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20）六甲高雄観測室で観測
された東北地方太平洋沖地
震に伴う歪変化および地下
水流動
（口頭発表）

共同 平成24年11月 神戸市の六甲高雄観測室において、2011年東北
地方太平洋沖地震時およびその後の数ヵ月間、
地震に伴う歪変化および間隙水圧変化が観測さ
れた。同観測室周辺の地質構造と地下水流動を
表す単純なモデルを用いて、これらの観測結果
をほぼ説明できることを確かめた。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成24年11月1日
担当部分：歪、水位および湧水量観測値の前処
理、間隙水圧分布の時間変動モデルの構築と計
算など、解析の大部分を担当するとともに、学
会発表を行なった。

21）六甲高雄観測室で観測
された地震後の地下水流動
に伴う歪変化
（ポスター発表）

共同 平成25年5月 神戸市の六甲高雄観測室では、2011年東北地方
太平洋沖地震を始め、2000年鳥取県西部地震、
2001年芸予地震、2004年紀伊半島南東沖地震な
どの大地震時に明瞭な歪ステップが観測され
た。これらの歪ステップは、いずれの地震にお
いても北北東の伸びと西北西の縮みを示してお
り、地震断層モデルから計算される歪ステップ
の大きさ、方向ともに異なっている。この原因
は同観測室近傍に位置する断層破砕帯の影響で
あり、地震動によって破砕帯が収縮するととも
に周辺岩盤の間隙水圧が上昇するモデルによっ
て説明できることを示した。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成25年5月23日
担当部分：歪観測値の前処理および歪ステップ
の推定、モデルの構築と計算を担当するととも
に、ポスター制作および学会会場での説明を行
なった。

22）断層近傍における歪変
化の応答特性の局所的な分
布
（口頭発表）

共同 平成25年10月 六甲高雄観測室の伸縮計３成分は、万福寺断層
からの距離を変えて同一方向に設置されてい
る。2011年東北地方太平洋沖地震時に伸縮計で
観測された歪ステップは、断層に近いほど、大
きな歪変化を示した。伸縮計の気圧応答におい
ても、断層に近い成分が大きな気圧応答係数を
もつ。これらのことは、断層近傍の破砕帯が
100m程度の広がりをもっており、数倍程度のヤ
ング率の差異が空間的に存在することを示唆し
ている。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成25年10月29日
担当部分：歪観測値の前処理および歪ステップ
の推定等の解析、学会発表を行なった。

（その他）

「研究会発表」
１）Secular Change of
Permeability near the
Nojima Fault Estimated
Using Strain Changes due
to Water Injection
Experiments
（口頭発表）

共同 平成20年3月 淡路島の1800m孔で実施された繰り返し注水実験
では、800ｍ孔において注水に伴う歪変化が観測
された。周辺岩盤の透水係数をパラメータにも
つ拡散方程式を用いて間隙水圧分布の変動を計
算し、注水に伴う歪変化を予測した。その予測
値と歪観測値を比較することによって求めた最
適な透水係数は、経年的に低下していることが
示された。これは、野島断層の固着が進行しつ
つあることを示す。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成20年3月13日
担当部分：注水に伴う歪変化のモデル計算を行
ない、歪観測値と比較して透水係数を推定する
解析の大部分を担当するとともに、研究会での
発表を行なった。

２）ボアホール歪記録から
見た断層強度回復過程
（口頭発表）

共同 平成20年12月 1995年兵庫県南部地震の震源断層のひとつであ
る野島断層の近傍に位置する富島ボアホール群
において、1997年以降、繰り返し注水実験が実
施された。ボアホール群のひとつである800ｍ孔
において観測された注水に伴う歪変化から周辺
岩盤の透水係数を推定したところ、透水性の経
年的な低下が検出された。また、潮汐歪の振幅
の経年的な変化からも、周辺岩盤の強度上昇が
認められ、野島断層の回復過程が進行しつつあ
ることが示された。
共同：向井厚志・藤森邦夫
発表：平成20年12月24日
担当部分：注水に伴う歪変化のモデル計算およ
び透水係数の推定、歪観測値の潮汐解析と弾性
定数の推定など、解析作業の大部分を担当する
とともに、研究会での発表を行なった。

日本測地学会第118回講
演会（仙台市福祉プラザ
ふれあいホール）

日本地球惑星科学連合
2013年大会，SSS34-P13
（幕張メッセ国際会議
場）

日本測地学会第120回講
演会（国立極地研究所）

野島断層・車籠埔断層注
水実験ワークショップ
（京都大学防災研究所）

島崎シンポジウム in 京
都（京都大学防災研究
所）
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３）地殻変動観測値を用い
た周辺岩盤の力学特性の推
定
（口頭発表）

共同 平成21年12月 神戸市の六甲高雄観測室及び淡路島の800ｍ孔に
おける潮汐歪を解析したところ、潮汐振幅の経
年的な変化が観測された。これは周辺岩盤の弾
性定数の変化によって説明することができる。
潮汐歪の観測値から推定されたヤング率は経年
的な上昇を示しており、1995年兵庫県南部地震
以降、いずれの観測点においても近傍に位置す
る断層強度が回復しつつあることを示す。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成21年12月3日
担当部分：歪観測値の前処理および潮汐解析、
その結果に基づく弾性定数の推定など、解析作
業の大部分を担当するとともに、研究会での発
表を行なった。

４）私立大学における地学
教育の試み－奈良産業大学
の場合－
（口頭発表）

単独 平成22年9月 奈良産業大学における地学教育の経緯と現状に
ついて報告した。同大学は社会科学系を主体と
する文系大学であり、地学教育は教養科目とし
て実施されてきた。現在、地学系科目は半期２
科目が存在し、いずれも多くの受講生を集めて
いる。地学分野に対する文系学生の興味・関心
は高く、積極的に教育活動を進めていくことに
よって、地学関連分野の研究活動に好意的な市
民を増やしていくことができるものと考える。
発表：平成22年9月1日

５）地元小学生対象に実施
している奈良産大の地学教
育
（口頭発表）

単独 平成23年10月 奈良産業大学情報学部の地学系教員を中心に実
施している科学教室の取り組みについて報告し
た。平成20年度以降、「少年宇宙教室」として
地元小学生を対象に年数回の科学教室を実施し
ている。同教室における取り組み内容や参加者
の反応などを紹介した。地学分野への興味・関
心をもつ子供たちを増やしていく上で、「少年
宇宙教室」のような科学教室が有効であると考
えられる。
発表：平成23年10月2日

６）東北地方太平洋沖地震
前後の六甲の地殻変動
（口頭発表）

共同 平成24年8月 神戸市の六甲高雄観測室において観測された東
北地方太平洋沖地震時の歪変化および地下水位
変化の特徴を概観した。地震時の歪ステップが
理論値と明瞭に異なることや、地震後に縮みの
歪変化と地下水位低下という一見矛盾する変化
が現れており、それらを説明するモデル候補に
ついて説明した。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成24年8月6日
担当部分：歪観測値の前処理および歪ステップ
の推定、地震後の地下水流動に伴う歪変化のモ
デル計算など、解析作業の大部分を担当すると
ともに、研究会での発表を行なった。

７）六甲高雄観測室の伸縮
計で得られた歪変化の応答
特性
（口頭発表）

共同 平成25年9月 神戸市の六甲高雄観測室において観測された東
北地方太平洋沖地震時の伸縮計記録を用いて、
断層近傍の力学的な特性の空間分布について概
観した。同じ方向に並んだ伸縮計による地震時
の歪変化は、断層に近づくほど、大きな振幅を
もつ。これは断層に近いほど破砕が発達してお
り、ヤング率が小さくなっていることを反映し
ている。
共同：向井厚志・大塚成昭
発表：平成25年9月21日
担当部分：伸縮計の歪観測値の前処理および歪
ステップの推定、潮汐解析など、解析作業の大
部分を担当するとともに、研究会での発表を行
なった。

［注］

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

地殻変動連続観測研究集
会（京都大学防災研究
所）

地学教育の現状とその改
革－防災知識の普及に向
けて－（京都大学防災研
究所）

地学教育の現状とその改
革（東京大学地震研究
所）

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

地殻活動研究委員会（東
濃地震科学研究所）

地殻活動研究委員会（東
濃地震科学研究所）

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
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年月日

平成19年4月～
平成26年2月

平成19年4月～
平成24年2月

平成19年4月～
平成26年2月

平成19年4月～
平成26年2月

平成19年6月
平成19年7月
平成19年9月

平成19年～23年
平成23年

平成23年9月～平
成２６年２月

                                                                                    氏名　　門垣　一敏

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

３）大学内にあるテレビスタジオ設備を利用した映像制作 　「プロジェクト演習（ビデオ作品の制作と研究）」（２・３・４年次、通
期、４単位）、「情報学演習Ⅱ・Ⅲ」（３･４年次、通期、情報学ゼ
ミⅡ・Ⅲ、４単位）においては、テレビスタジオ設備を利用した映
像作品の制作を行っている。このスタジオは複数のカメラを
使った映像スイッチングシステムや照明機器、音声ミキサーを
備えた本格的なもので、リアルタイム制作の実技トレーニングが
できる。これらをベースに単体のビデオカメラと編集ソフトを使
用したポストプロダクション技術を習得し、映像情報を制作して
発信する能力を高め、卒業制作などのより高度な作品づくりが
できる。

メディア情報学 マルチメディア情報処理、コンテンツ、芸術情報

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）映像技術の講義に際して
　　・大学のネットワークサーバーを利用した教材の配布
　　・ビデオ教材や映像作品を利用した視聴覚教育
　　・授業の最後には「まとめ」として小テストを行い、
　　　次回に返却して理解度を再確認する。

　　・ビデオカメラと編集パソコンで映像作品の制作

奈良産業大学情報学部情報学科の教授として担当してきた専
門科目「映像技術Ⅰ」（２年次配当、半期、２単位）において、
理系でない履修者も多く、机上だけではわかりにくい専門用語
や映像技術・音声技術の教材や資料をサーバーに置くことで
いつでもどこでも予習・復習を可能にする。またビデオ教材や
映像作品を見せることによって視聴覚的に理解しやすい指導
をしている。
　授業の最後に「まとめ」として小テストを行い、次回に返却する
ことで反復して専門用語の再確認ができるようにしている。これ
は、出席確認も確実にできて出席率も上がる。

　「映像技術Ⅱ」（２年次配当、半期、２単位）では「映像技術
Ⅰ」の知識をもとに、ビデオカメラと編集パソコンを使用して簡
単な映像作品の制作を課題にしている。映像制作を楽しんで
制作する動機づけになっている。

２）２コマを連続して、２人の教員が共同で各専門の講義や指
導を行うオムニバス授業。

「映像制作Ⅰ（映像制作演習）」(３年次配当、半期×2、４単位)
においては、ビデオカメラで撮影して映像作品を制作する科目
であるが、企画や撮影・編集など９０分では不十分な時間を２コ
マ連続して３時間の授業をする。このことでじっくり考えて作業
をしたり、学外に出ての調査やロケ撮影も可能にする。
　映像制作では企画や演出を専門とする教員とカメラなどの技
術を専門とする教員が共同して、また分担して授業を行ことで、
複数のグループに分かれて作業する時にはより適切な指導の
できる体制がとれる。

２　作成した教科書，教材

１）教材
　・音声技術概要
　・アナログ放送からデジタル放送へ
　・Premiere Proを起動する
　・編集するとは・・・編集のためのカメラワーク
　・映像制作の道
　・３Ｄ立体視映像の作成と実験

音声技術の概要とインピーダンス・デシベルについて
地上デジタル放送の概要
Adobe Premiere Pro  1.5～CS5.0 を使う手順書
編集ソフトの概念と編集のためのカメラワーク
映像制作の企画から編集までの手順書
３Ｄ立体視映像の制作実験をする教科の手順書

３　教育上の能力に関する大学等の評価
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昭和45年4月～
平成16年6月

年月日

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）

［注］

４　実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）株式会社毎日放送　技術局等に勤務 主な勤務としてラジオのミキサー7年、テレビのカメラマンやテク
ニカルディレクターとして18年、社内で制作するラジオやテレビ
の番組を制作する。以後平成16年6月まで技術局の管理職とし
て勤務。

５　その他

１　資格，免許

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

４　その他

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。
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年月日

平成19年4月～

平成19年4月～

平成19年4月～

年月日

２　特許等

１）

１）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

１）

１）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）

２　作成した教科書，教材

1）独自の教材、資料の作成 映像作品論、コンテンツ構成論、メディアを考えるの科
目では、毎回の授業で独自の教材を作成、映像素材の視
聴や関連資もに配布。社会の動きや最新の話題等も組み
込んでいる。

１）映像素材の活用 映像メディア論、映像作品論では、各回のテーマに合わ
せ、必要に応じ映像（作品）を視聴。比較分析及び発見
というキーワードから考察する。また、そこから描かれ
た時代や社会背景にも敷衍し、学生に映像＋社会と人間
についても理解を促す。

２）時代や社会（世界）への学生の関心の涵養 映像に関するメディアや作品の分析、解釈に加え、それ
に関連した、大学生なら知っておくべき事象へも展開さ
せる。それは、学生により社会への知識や関心を高め社
会性を涵養することも目的の一つ。

映像メディア、　映画・映像論 メディアの展開と映像の役割、映画、映像と社会の関係

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

　山田　　尚

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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昭和43年～
～平成17年

平成17年～

平成19，20年度
平成21，22年度

平成23年度
平成24年度
平成25年度

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
単

（学術論文）
単

（その他）
研究ノート
「映像と人間の認識」～人間
はどのように映像をみている
のか～

単 平成22年11月 映像は限られた枠の中の平面に描き出され、その
中に時間と空間を持つという特質がある。描き出
される多様な世界を、人間は生理的、心理的な働
きと自らの経験により、解釈と理解が異なること
を、映像の効果と演出の面から分析。

［注］

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

奈良産業大学
情報学フォーラム紀要
情報学部創設10周年記念
P47～P57

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

１）　放送人の会・幹事
一般社団法人放送人の会・理事

任意団体放送人の会の幹事として「日韓中テレビ制作者
フォーラム」日本組織委員会を担当、毎年3か国で持ち回
る大会の企画、運営に携わる。なお、平成25年4月から、
放送人の会は一般社団法人となり理事となる。

２）学内役職・委員 広報委員　図書館運営委員：評議員、教養教育推進委員
学生支援センター長、国際交流センター委員、
評議員、国際交流センター委員、地域連携推進委員、
自己点検委員長　国際交流センター委員
国際交流センター長　評議員

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1）テレビ番組の制作 ワイドショー：八木治郎ショー
ドラマ：東芝日曜劇場「君に捧げる歌（民間放送連盟
賞）」「伝言（JNN協議会賞）」　他39作品
連像ドラマ「生きて行く私（ｷﾞｬﾗｸｼｰ賞、ATP賞）」
他　6シリーズ
帯ドラマ「ピュア・ラブ　Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」　他6シリーズ
単発ドラマ「開局記念・ちいさな橋を架ける（ｱｼﾞｱﾃﾚﾋﾞ
賞、民間放送連盟賞）」　他３作品
情報エンタテイメント番組：「世界まるごとHOWﾏｯﾁ」
「世界ウルルン滞在記（橋田賞）」
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年月日

平成18年4月
平成22年4月
（改訂版）

年月日

昭和39年3月

昭和39年3月

１）特記事項なし

４　その他

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

１）特記事項なし

中学校教諭一級普通免許状(社会)

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

高等学校教諭二級普通免許状(社会)

５　その他

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）教育実習の手引 教育実習に必要な事柄について、実際に即して詳細にしたも
のである。（廣田英樹と共著、奈良産業大学発行、３０Ｐ）
第１章教育実習の意義と目的、第２章教育実習の準備と心
得、第５章教育実習を終えて担当。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　吉村　文男

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教育哲学・教育人間学 人間、子ども、文化、人間形成、社会化

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
人間であること 編 平成18年1月

(2007)
人間であることの根底を問う論考を中心にして、人間であ
ることの諸相の探求とそれの教育学的展開に関する論文
からなる論文集。
（監修：上田閑照、編集：吉村文男ほか3名、執筆者11
名）
第一部「人間であることーその根底と諸相」、第二部「人
間であることーその教育学的展開」で構成。第一部に掲
載された「読むことについてー人間学的な一つの省察」
において、読解力の低下が言われる現在の状況を踏ま
え、読むことを人間であることの基本現象の一つとしてそ
の意味を探った。（pp.101～122）

学び住むものとしての人間 単 平成18年7月
(2007)

「学ぶ」ということを、人間存在の根本である「住む」ことか
ら根本的に捉えようとした。特に「ニヒリズム」が深く根をは
る現代社会において、住むことを見失った人間が「学び
のニヒリズム」へと陥っている状況を解明し、そこからの脱
出の道としての「学び」について考察した。

ヤスパース　人間存在の哲学 単 平成23年3月
(2011)

教育は「人間が人間になる（人間生成）」に関わる営みで
あるとするなら、「人間であること（人間存在）は人間にな
ること（人間生成）である」というヤスパースの哲学を人間
存在の哲学と捉えて、それを解明することは教育理解の
基礎を明らかにしてゆくことになる。そうした観点から、ヤ
スパース哲学における人間存在の全体構造を解明した。
その核心は、人間は意識の変革により「包越者」になり、
さらに限界状況に直面することにおける「決断」を通じて
超越的に根拠づけられた自己の自覚を通じて「実存」と
なる、という「二重の転換」により本来の人間になるという
点にあり、このことなしには人間は対象的な存在へと陥ら
ざるをえない。

ランゲフェルト教育学との対話
―「子どもの人間学」への応答

共 平成23年6月
(2011)

20世紀の代表的な教育学者の一人ランゲフェルトの没後
20年を記念した、２回の来日などによって彼に直接接し
影響を受けた日本の教育学者による論文集である。
（和田修二、皇紀夫、矢野智司編、執筆者１９名）
５部から構成されるが、そのうちの第３部『「人間学」との対
話』に掲載された「教育における畏敬について」におい
て、ランゲフェルトは教育がそれとして成立するためには
「権威」が不可欠であるというが、そもそも権威がほとんど
崩壊したに等しい現代においてそれが妥当性をもつのか
を検討した。子どもを含む人間の「存在」への「畏敬」、真
理への「畏敬」に見られる「権威」なしには教育は単なる
「知識伝達」、特定目的のための「人材づくり」になること
を明らかにすることを通じて、若干の変容を必要とするに
してもランゲフェルトの主張を妥当性は現代においても変
わりのないことを解明した。

（学術論文）
循環型社会における知と学び 単 平成16年12月

(2004)
これからの社会としてあるべき「循環型社会」の在
り様を根本から問い、そこにおける「知」とそれの
「学び」の特徴を解明しようとした。近代の自然科
学的知とそれの学びに対する、「もう一つの（オル
タナナティブな）知」とその非対象的な学びのあり
方を追求する（PP.８１～８８）

（その他）

教育用語辞典 共 平成15年7月
（2003）

「教育の目的・目標」「教員」の大項目、「ウィネ
トカ・プラン」「シークエンス」「スコープ」「論
理的思考」など小項目１７担当。（山崎英則、片山
宗二、編集代表）

［注］

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

春風社
２６５p.

春風社
５０５p.

玉川大学出版部
３８７p.

『奈良産業大学紀要』第20集

ミネルヴァ書房
５４７p.

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

燈影舎
３１１p.
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年月日

平成19年4月1日

平成19年4月1日

平成19年4月1日

平成19年4月1日

平成23年6月1日

平成21年4月1日

平成19年9月25日１）「教育学概論」の授業に対する学生の評価 高等学校の現場教育に携わる傍ら、兵庫教育大学大学院
修士課程へ内地留学し「学校教育学」の修士学位を取得
した。現場復帰後、奈良県、東大阪市を中心に高校生、
保護者、教員を対象に教育相談活動を展開している。京
都造形芸術大学では、学芸員課程の「教育学概論」を担
当し、青年期の課題・生徒指導・や教育改革・を講じて
いる。学生の授業評価では、身近に感じる生きた授業を
受け、非常に興味深く理解しやすいと信頼も厚い。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）奈良産業大学
　教育実習の手引き

担当した内容は、第３章、３の教科外教育の指導
（６）教育相談　P２６～２９　教育相談の定義。生徒と
担任教師の関係性。学年や学校全体の有機的連携組織の
構築及び活性化などについて記した。また、生徒との個
別相談の三類型を示した。すなわち、「相談室登校」で
のカウンセリング実践について述べたものである。その
ルートは、Aルート　養護教諭から教育相談係、Bルート
担任・部顧問から教育相談係、教育相談係による生徒へ
の直接的なアプローチである。

５）奈良産業大学
(教職資格取得課程：「教育相談の理論と方法」)

授業内容として、事例研究法として「インシデント・プ
ロセス法」を取り上げた。筆者が過去の行った面接事例
の概略を５分ほど述べる。次に、内容について、自由に
学生から質問を受ける。ねらいは、事例に対する学生の
イメージを膨らませることにある。これによって、自分
だったら、どのような対応をするだろうかと考えさせる
ことができる。よって、他人の事例ではなく身近に感じ
ることができる。

３）京都造形芸術大学
(教職資格取得課程：「教育相談の理論と方法」)

上記、「構成的グループエンカウンター」を使用して実
習をするために、進め方のテキストを作成し、このテキ
ストに即して、８０分の授業を構成した。また、２コマ
連続でカウンセリングの基礎とそれに基づいたロールプ
レーを実施した。次いで、自己主張訓練（アサーション
トレーニング）を実施して、自己理解、他者理解、相互
理解の過程をロールプレーによって、訓練した。

４）京都造形芸術大学
(教職資格取得課程：「教育心理学」)

Ｍ・セリグマン博士の「楽観度テスト」を実施し、「う
つ病」への対策として、論理療法のロールプレーを実施
した。

１）京都造形芸術大学
(博物館学芸員資格取得課程「教育学概論」「生涯学習
概論」)(教職資格取得課程「教育相談）」

「構成的グループエンカウンター」の手法を使って、年
度当初の堅い雰囲気の教室を変化させるため、初めての
出会いを演出した。これは学生および、授業担当者とし
ての私の自己開示をすることによって、対人コミュニ
ケーションのあり方を体験させる実習プログラムであ
る。

２）京都造形芸術大学
(博物館学芸員資格取得課程：「教育学概論」「生涯学
習概論」)

毎回、授業終了後に学生にコメントを書いてもらい、次
回授業の冒頭に疑問点に答え、各種、要望を取り入れる
ようにしている。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　菅　　 徹

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

カウンセリング方法論　　　学生相談 解決志向アプローチ　　学生相談における「チーム支援」のありかた

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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平成21年4月1日

平成21年4月1日

平成24年3月1日

平成21年5月

平成22年5月

平成23年2月

平成23年3月12日

平成23年5月10日

平成23年5月～平
成24年2月

平成24年3月24日

平成２４年
１０月

奈良県立西和清陵高等学校の「総合的な学習の時間」一
環として、１・２年生３００名の生徒対象に、 「仲間づ
くり」の実習を行った。筆者は構成的グループエンカウ
ンターの手法を使って、二人組でまず、①「出会いのあ
いさつ」をおこなった。次に、②好きな季節は（春夏秋
冬）？　　③クラス別ごとに誕生日順に並ぶ。④「二人
一組で，お互いに知りたいことを聞く」⑤「四人組で、
他者紹介」 ⑥「振り返り用紙の記入」 をおこなった。
このことを通して、　「自己理解」と「他者理解」を促
進するすることを目指している。今後、担任の先生方
が、どのように自分のクラスを作られるかが楽しみであ
る。

５　その他

１）特記事項なし

８）奈良産業大学入試課主催
高等学校対象出張講座

３）平成23年度奈良産業大学（学生支援センター主催）
第３回学生相談研修会　「学生と向き合うこと」と「自
分自身を知ること」

４） 新入生への入学前教育
構成的グループエンカウンター　「～友だちづきあいと
自己発見～」

奈良産業大学の新入学生約100名に対して、構成的グルー
プエンカウンターの手法で、出会いの演出を行った。百
人規模の仲間作り実習は工夫を必要とするが、新入生か
らは、「入学前に、この容易な体験ができてよかった」
等、好評であった。

５）奈良産業大学　 高等学校対象出張講座

６) 平成23年度奈良産業大学「学生相談定期研修会」
（学生支援センター主催）

学内の教職員に対して、連続９回の定期研修会を実施し
た。その内容や参加者の感想等を、学生相談だより、
「三室山」に掲載した。第１回～9回の研修内容は、毎回
テーマを設定し、大学臨床で必要な基礎的な内容を講義
すると共に､グループワークやロールプレイを取り入れ
た。
　

７） 新入生への入学前教育　構成的グループエンカウ
ンター　「～友だちづきあいと自己発見～」

奈良産業大学の新入学生約100名に対して、構成的グルー
プエンカウンターの手法で、出会いの演出を行った。百
人規模の仲間作り実習は工夫を必要である。今回は構成
員の関係もあって、筆者が意図していたような結果には
ならなかった。今後の課題である。

奈良県立王寺工業高等学校は人権教育の一環として、
「仲間づくり」の人権学習教育を目指している。全学６
００名を対象に、カウンセリングの手法を使って、「自
分のことが好きですか」という切り口で講演と実習を
行った。体育館に座っている生徒の間に入り、「自分の
どんなところが好きですか？」と、自己開示を迫った。
これ以後、担任教師がどのようにクラスで展開される
か、楽しみである。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）平成21年度奈良産業大学（学生支援センター主催）
第１回学生相談研修会「学生に対応するには」

「多様な問題を抱える本学の学生に対する接し方」につ
いて、教育相談の初歩的な内容を講義した。学内の全教
職員に参加を呼びかけた結果、約40名が参加した。

２）平成23年度奈良産業大学（学生支援センター主催）
第２回学生相談研修会「学生に向き合うとは」

『学生の声をこころで聴く』実際的方法論として、参加
した教職員が、学生役、生徒役になって、ロールプレイ
することによって、分かってくれない、対話や、分かる
対話の違いを体験してもらった。

３）教員免許状課程認定申請：「教育相談の理論と方
法」

奈良産業大学教職課程において、教員免許状課程認定申
請を文部科学省の認定委員会に提出した。教科：「教育
相談」

４）教員免許状課程認定申請：「教育心理学」 奈良産業大学教職課程において、教員免許状課程認定申
請を文部科学省の認定委員会に提出した。教科：「教育
心理学」

２）教員免許状課程認定申請：「教育心理学」 京都造形芸術大学　新学科（こども芸術学科・キャラク
ターデザイン学科）において、教員免許状課程認定申請
を文部科学省の認定委員会に提出し、通過した。教科：
「教育心理学」
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年月日

平成８年 ５月

平成８年 ５月

平成８年 ５月

平成11年 ４月

平成17年 ４月

平成23年5月（現
在に至る）

平成23年5月～平
成24年２月

平成23年11月

平成24年5月

平成24年４・10･
12月

平成25年5月～

平成25年6月

奈良県立郡山高等学校教職員教育相談研修会 平成25年11月

平成25年12月

総合的な学習の時間　「仲間作りの“演習” 」
講義・実習
　

「学校教育相談の枠組み」講演

奈良産業大学出張授業　奈良県立西和清陵高等学校

平成24年度奈良産業大学
「学生相談定期研修会」

①学生相談室３年間(2009～2011）の歩みと本年の取り組
み
③「全国の大学における障害学生に対する支援と本学の
現状」
④障害学生支援についての教職員プログラムについて

奈良県立郡山高等学校スクールカウンセラー 月2回、毎回13:00～18:00（現在に至る）

奈良県立郡山高等学校保護者向き教育相談研修会 『青年期の高校生と親の関係性について』

「インシデント・プロセス法」を用いた事例研究会

第2回奈良県北部高等学校教頭会

平成23年度奈良産業大学
「学生相談定期研修会　①～⑨」

①「学生相談とは？（大学での教育相談活動）」
②「事例研究（学生援助シートの活用）]講義・実習
③「発達障がい（学生の困りごとの実態）」
④「発達障がい（就労・学業・生活等具体的支援等）」
⑤「解決のための面接技法Ⅰ」講義・実習
⑥「解決志向ブリーフセラピー」によるカウンセリング
⑦　ｱｻｰｼｮﾝ（自己主張）のわーくⅠ」
⑧　ｱｻｰｼｮﾝ（自己主張）のわーくⅡ」
⑨『学生が思わず本音を語る、学生相談を目指して』

独立行政法人日本学生支援機構　平成2３年度近畿地区
メンタルヘルス研究協議会

第３分科会「『 チーム援助』による学生相談のすすめ
方」助言者（司会）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１） 平成23年度奈良産業大学
「学生相談だより　三室山」定期発行

学内の教職員に対して、連続９回の定期研修会を実施し
た。その内容や参加者の感想等を、学生相談だより、
「三室山」に掲載した。他には、その時々の学生相談に
関するトピックを広報した。対象は、学内で学生に関わ
る全教職員に対してである。平成23年度は11回発行し
た。

１）特記事項なし

２　特許等

４）認定学校カウンセラー　「平成22年３月まで」 日本学校教育相談学会

５）臨床心理士資格認定（12955号）「現在に至る」 （財）日本臨床心理士資格認定協会

２）高等学校教諭　専修免許状　公民 （奈良県教育委員会）

３）中学校教諭　　専修免許状　社会 （奈良県教育委員会）

１　資格，免許

１）高等学校教諭　専修免許状　地理歴史 （奈良県教育委員会）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要
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平成25年5月～平
成26年２月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
1) 「教育相談体制の整備と
相談室登校生への支援」－高
等学校における６年間の試み
－

単 平成20年11月 高等学校での教育相談活動について、①教職
員・保護者・生徒に対する予防的・開発的教育
相談の実際が述べられた。②「相談室登校」の
運営について、実践内容を検証した。今後の課
題として、「教師カウンセラー」の力量形成と
後継者の育成を図るための方策を追求していく
ことが必要であることが述べられた。

2) 独立行政法人日本学生支
援機構　平成2１年度近畿地
区メンタルヘルス研究協議会
報告書

共 平成22年3月 ＜1日目＞助言者（菅）より発達障害を疑われる
学生について、事例を提示した。質疑応答を
行ったあと、各大学の取り組みについて、自由
な発言を促された。
＜2日目＞助言者（多喜）から、障害学生に対し
ての具体的な支援と就労支援について、絞った
論議をするように指示された。そこで、各大学
から、取り組み内容と課題が述べられた。

3) 小規模な大学における学
生支援の試み
-奈良産業大学学生相談室の
活動から-

単 平成22年12月 平成２１年度の学生相談活動を総括した。「学
生支援の３階層モデル」を元に本学の学生相談
の在り方について考察した。初めに本学の活動
内容について述べた。次に、教職課程の教員と
専任カウンセラー（臨床心理士）を兼務してい
る。その活動の様子を述べた。課題は、「発達
障がいのある」学生に対する支援の在り方とし
た。

4) 独立行政法人日本学生支
援機構　平成22年度近畿地区
メンタルヘルス研究協議会報
告書

共 平成23年3月 ＜1日目＞助言者（中村）より、プール学院大学
における学生支援ＧＰ「発達障害を有する学生
に対する支援活動」の取り組みの概要が示され
た。
＜２日目＞「チーム援助」での実践上で起こっ
た事態の対応が語られた。発達障害のある学生
への支援については、協力者を見つけて、関わ
り合う地道な実践によって乗り越えていくしか
ない。と結ばれた。

５) 小規模な大学における学
生支援の試み（２）
-奈良産業大学学生相談室の
活動から-

単 平成23年12月 平成２２年度の学生相談活動における、個別学
生相談件数について概略を述べた。学生の相談
内容で「発達障害のある学生」からの相談件数
が３６回で、総相談件数の約３８％を占めてい
ることが特徴的であった。学生相談活動の推進
活動として、教職員に対する、「相談研修会」
を２回開催した。

奈良産業大学紀要
第２７集

京都造形芸術大学紀要
２００７

第４分科会「発達障害学
生への支援」

奈良産業大学紀要
第２６集

第４分科会「発達障害学
生への支援」

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成25年度奈良産業大学
「学生相談定期研修会　①～⑤」

４　その他

１）特記事項なし

①学生相談室４年間(2009～2012）の歩みと本年の取り組
み
②『学生が思わず本音を語る、学生相談方法論』講義・
実習
③“解決志向ブリーフセラピー”によるカウンセリング
方法論”
④「大人の発達障害」
⑤「学生の心理的問題」　統合失調症とうつ病　講義・
実習
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６) 奈良産業大学学生相談だ
より「三室山」№1-11

単 平成23年5月～
平成24年2月

毎月の教育相談研修会の案内と前回参加者の
メッセージ、感想等を広報して次につなげるた
めに、毎月１回発行した。（Ａ４版２頁）

７) 独立行政法人日本学生支
援機構　平成23年度近畿地区
メンタルヘルス研究協議会報
告書

共 平成24年3月 ＜１日目＞　昨年に引き続き、学生相談の
「チーム援助」に焦点が絞られた。「学生支
援」の目指すべき方向は、「すべての学生に対
する支援」という観点であり、「授業のユニ
バーサルデザイン」を確立することが出発点で
ある事を確認した。
＜２日目＞奈良産業大学の取り組み内容を発表
した。本人の可能性を発見し、誉めて情報を引
き出す努力が必要であることを確認した。

奈良産業大学
学生相談だより
「三室山」№1-11

単  著 平成２３年５
月１４日～２

月１０日

学生相談定期研修会の内容、学生相談に関する、ト
ピック。外部での研修会のお知らせ等、多彩な内容
で、大学における学生相談の啓蒙を行っている。

小規模な大学における
学生支援の試み（３）
-奈良産業大学学生相談室（平
成23年）の活動から-

単  著 平成２３年1２
月

小規模大学における
学生支援の試み
-奈良産業大学学生相談室3年
間（2009～2011）の活動から-

単  著 平成２４年２
月

小規模な大学における
学生支援の試み（４）
-奈良産業大学学生相談室（平
成24年）の活動から-

単  著 平成２４年1２
月

困りごとはありませんか？ 単  著 平成２２年３月

（その他）
１)「王寺町りーべるカレッ
ジ」
当講座の対象は奈良県生駒郡
王寺町の町民である。

単 平成22年7月 Ｅ･Ｈ  エリクソンの『ライフサイクル論に基づ
く発達論』は人生を八段階に分けて、発達の特
徴を説明している。人は死ぬまで発達していく
とするものであるとしている。例えば、第一段
階の乳児期では「基本的信頼」を得られるか、
「不信」に陥るかの“対”よって、その後の生
き方に影響を与えるとしている。

［注］

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

奈良産業大学紀要　　第３
０集

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

奈良産業大学学生支援セ
ンター学生相談室

発行「三室山」№1-
11(現在に至る)

第３分科会「『チーム援
助』による学生相談のす
すめ方」

奈良産業大学学生支援セ
ンター　学生相談室
「三室山」№1-11(現在に至
る)

奈良産業大学紀要　　第２
８集

NEWSLETTER　№８

青年期のこころと家庭教
育 －青年期とは？－

奈良産業大学情報学
フォーラム紀要　　第８巻
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年月日

平成7年
～平成22年

平成22年11月

平成22年～24年

平成22年～24年

平成18年1月

平成24年度

1）学生による評価 　奈良女子大学における「評価アンケート」では「授業
の目的の明確さと纏まり・説明の適切さ」の項目につい
て、4.7・4.5（5段階評価）の評価を得た。「学生の理解
度の認知とその対応」では、4.5の評価であった。学生か
らの多くの意見として、「模擬授業によって授業の成果
が形になったことに充実感を感じた」とあった。実践的
内容は学生に様々な実感を与えることが明確となり、今
後の授業計画の一つの指針となった。

2）奈良産業大学学生による授業評価アンケートにおけ
る評価

奈良産業大学では、毎年学生による授業アンケートを実
施している。平成24年度のアンケート結果によると、受
講生の満足度に関して、「かなり満足」「やや満足」と
答えた学生は、「日本語コミュニケーション」は68％・
「日本の文学」は89％、「日本語（上級作文）は93％で
あり、比較的高い評価を得たものと認識している。

２　作成した教科書，教材

1）講義用教材「奈良の文学と風土」 奈良産業大学准教授として担当した一般教養科目「奈良
の文学と風土」において、授業時間内に使用する文学作
品・文字資料などを毎回授業で配布している。できる限
り、当時の文字の姿や文章の書き方が視覚的に捉えられ
るように、原本・写本の写真を掲載するように努めてい
る。また、パワーポイントを使用して、古代の文物をで
きるだけ閲覧できるようにしている。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）日本語の文法研究の成果を生かした実践的授業 　摂南大学非常勤講師として担当の留学生の「日本語上
級作文」の授業。中国語圏の留学生にとって習得の難し
い助詞の機能について、文法研究における構文論の研究
成果を取り入れ、日本語文の構造には様々な層があるこ
とを解説し、身近な文を分析しながら実践的教育を行っ
た。また、日本語の歴史的変化を具体的に示しながら、
現代の日本語の実態を分析することも試みた。その結
果、日本語の作文能力の向上が見られた。

2）実地見学を取り入れた授業 　奈良産業大学准教授として担当した「詩歌の発生と展
開」の授業に於いて、万葉集・正倉院を中心に授業を
行った。そこで、東大寺の奈良時代の遺構の実地見学及
び正倉院外構の見学を行った。写真では実感できない構
造物の大きさや、機構の規模などが実感でき、概ね良好
な反応が得られた。

3）所見カードによる問題意識の啓発 奈良産業大学准教授として担当した「奈良の文学と風
土」（平成22年～24年）、「日本の文学」（平成24年）
では、毎回の授業で２～３の問を提示し、これに答える
形で講義をすすめている。授業の最後の10分間で、所見
カードに、この問に対する答えを記入させ、疑問や質問
も主体的に記入させている。これによって、受講生の理
解の度合いが認識でき、また受講生理解向上が図れ、問
題意識の啓発に資することができた、と認識される。記
入された質問・疑問については、翌週の講義で取り上げ
て解説を加えている。

言語学 日本語学　日本文学　正倉院文書

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　　桑原　祐子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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　平成19年11月

平成21年7月

平成21年8月

平成22年3月

平成22年9月

平成23年11月

平成23年11月

平成24年12月

平成25年11月

平成24年10 月～
12月

５　その他

1）学位（博士）論文指導実績 愛知県立大学大学院国際文化研究科日本文化専攻に所属
する大学院生の博士論文について3人の審査員のうちの副
査として審査を担当。指導テーマは「古代東アジアにお
ける漢字文化の研究」である。その内容は、中国・韓国
日本の第一次資料を用いて、古代東アジア諸国の異体字
研究を通して、漢字がどのように受容・定着したかとい
うことを明らかにする研究である。

7）帝塚山大学公開講座「奈良学への招待」講師
「正倉院文書と古代日本語」

奈良の正倉院には華麗な宝物とともに一万数千点の文書
が残されている。これらは、8世紀の日本語を知るための
極めて重要な言語資料である。『万葉集』や『古事記』
とは異なった、古代の生の言語生活を知ることができ
る。古代の官人たちが書いた休暇届や欠勤届を分析しな
がら、病気の治療・回復をどのように表現していたのか
ということを講義した。また、彼らが母語である和語と
外国語である漢語をどのように意識して使い分けていた
のかということも、具体的に紹介した。

8) 奈良県大学連合主催「なら講座」講師
「正倉院と正倉院文書」

古都奈良の秋に開催される正倉院展には、1250年の時を
越えて伝えられた聖武天皇遺愛の宝物や東大寺ゆかりの
品々が展示される。これらの特色を解説すると共に、そ
れなの中にあって、思いがけない情報を我々に語ってく
れる一大文書群、正倉院文書を紹介し、当時の役人が、
どのような場合にどのような言葉を生み出していったか
ということを、解説した。

9)三郷町文化振興財団主催『カルチャーサロンさんご
う』文学・歴史・経済セミナー講師　　　　　　　「正
倉院文書と木簡の世界」

正倉院正倉（奈良市、国宝）が南倉、中倉、北倉と三室
に分かれていること、「東大寺献物帳」（目録）が添え
られていたため北倉の品々は、史料的価値が高いことな
ど、正倉院に関する基礎知識を説明し、東大寺写経所が
残した正倉院文書（給料の請求書、欠勤届他）や平城宮
跡出土木簡などに書かれた漢文を現代語訳しながら、当
時の役人や写経生の仕事内容や仕事ぶりを解説。また、
漢字の「怠（おこたる）」を取り上げて当時の人々の生
きた言語生活を紹介した。

4）京都府立国語科研究会（山城支部）研修会　講師
「正倉院文書にみる下級官人の国語―石山寺造営関係資
料―」

現代の日本語の中には和製漢語が数多くある。その中に
「早速」という言葉がある。この言葉は正倉院文書の中
にしばしば見られる。特に、下級官人達がある特定の場
面で専ら使用している。そのことから、新しい言葉が誕
生する背景や使用者の言語に対する意識について講義を
行った。

5）朝日カルチャーセンター芦屋教室公開講座「東アジ
アと萬葉集」講師
「正倉院と正倉院文書」

朝日カルチャーセンター芦屋教室公開講座「東アジアと
万葉集」の第4回目の講座の講師として講義を行った。奈
良正倉院と正倉院文書の紹介を行い、正倉院文書の分析
を通して古代の下級官人の勤務の実態について講義を
行った。

6）奈良産業大学公開講座・王寺町りーべるカレッジ講
師　「正倉院文書の世界―古代官人の世界―」

正倉院に残された古代官人たちの書いた文書の分析を通
して、役所で彼らがどのような仕事をしていたのか、給
料はどのくらいだったのか、出勤状況はどのようにして
把握されていたのか、ということを解説した。また、謝
金の証文から役人たちの住居の場所が明らかになること
や、下級官人たちの書いた文書がなぜ正倉院に残ったの
かということについて解説を行った。

1）放送大学面接授業　奈良学習センター　講師
「古代日本の文字資料を読む」

日本古代の文字資料として、正倉院文書と木簡資料を訓
読し、そこからどのような日本語の世界が浮かび上がっ
てくるのかということを講義した。また、原本の写真を
観察することによって、確かな古代の漢字の字形が復原
できることも講義した。

2）ひょうご震災記念研究機構学術交流センター　ひょ
うご講座2009「古代史最前線」　講師　「正倉院文書か
らみる下級官人の言語生活」

ひょうご講座2009「古代史最前線」での講座を担当し
た。奈良時代の紙の利用の仕方から意外な文書の事実が
分かること、古代の下級官人の人間関係がどのように言
葉遣いに反映するかということを講義した。

3）2009年若手支援プログラム「正倉院文書を考える」
の特別講師「正倉院文書の国語学的アプローチ」

奈良女子大学古代学学術研究センターと万葉文化館主催
による、2009年若手研究者支援プログラム「正倉院文書
を考える」での特別講義。正倉院文書を国語資料として
使うときの工具類及び工具の使い方を紹介すると共に、
正倉院文書を奈良時代の姿に復原する手続きを講義し
た。

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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昭和61年4月～平
成22年3月

「日本語」の担当につては、平成4年8月に摂南大学経営
情報学部経営環境情報学科兼任講師として、大学設置審
議会教員資格審査判定に合格。

「日本語上級作文Ⅰ」（平成14年～平成21年度）
「日本語上級作文Ⅱ」（平成14年～平成21年度）
いずれも留学生対象の科目（半期2単位）である。主に2
回生以上の学生を対象とした科目である。
「日本語上級作文Ⅰ」では、語彙・文法の知識を深める
ため、単文の作成を中心に実践練習を行った。
「日本語上級作文Ⅱ」では、専門的な文章の読解を中心
に据え、文章構成の型・レポート作成の基本的技術を学
び、与えられたテーマにそった文章作成を行った。この
実践練習によって、大学における専門科目の講義を聴く
能力・レポートの作成能力を習得させることができた。

「日本語上級会話Ⅰ」（平成14年～平成21年度）
「日本語上級会話Ⅰ」（平成14年～平成21年度）
いずれも留学生対象の科目（半期2単位）である。主に2
回生以上の学生を対象とした科目である。
「日本語上級会話Ⅰ」では、日常生活の様々な場面を設
定し、複数の学生に実践練習をさせ、口頭言語の背後に
なる日本特有の文化や具体的な表現の諸相を習得させ
た。
「日本語上級会話Ⅱ」では、先ず日本語特有の敬語表現
を大系的に学び、次に実際に様々な場面を想定し、具体
的な敬語表現の実践練習を行った。合わせて、敬語表現
を生み出した日本語話者の感性・思想・人間関係のとら
え方なども学ばせた。本授業によって、基本的な日本語
の運用能力の向上をはかることができた。

「国語学」の担当については、昭和62年8月に摂南大学法
学部法律学科　兼任講師として、大学設置審議会教員資
格審査判定に合格。
同じく平成4年8月に摂南大学経営情報学部経営環境情報
学科兼任講師として、大学設置審議会教員資格審査判定
に合格。

「文学」（平成8年～平成10年度）
通年の一般教養科目（通年4単位）である。　　　　　日
本の古典文学の根幹を成す和歌について講義した。前期
は古代から近現代に亘る恋の歌を取り上げ、恋愛観がど
のように変わっていくのかということを学んだ。後期は
『万葉集』『古事記』平安朝文学に表れる日本人の自然
観・死生観を解説し、言語に託された人間の思想・心情
を学んだ。本講義によって、文学への理解を深めること
ができた。

「日本語表現Ⅰ」（平成14年～平成21年度）
「日本語表現Ⅱ」（平成14年～平成21年度）
いずれも半期の一般教養科目（半期2単位）である。
音声言語と文字言語による日本語表現を分析的に学び、
実践を通して日本語の運用能力を伸ばすことを目指す授
業を行った。「日本語表現Ⅰ」では、音声言語による表
現、特に敬語表現を中心に実践演習をさせた。この実践
演習を通して、正しい敬語表現の運用と敬語表現の背後
にある日本の文化的背景の理解が可能となった。

「日本語」（平成1年～13年度）　　　　　　　　　　留
学生対象の科目（通年4単位）である。主に2回生以上の
学生を対象とした科目である。前期は日本語の基礎的な
語彙・文法の能力の向上を目指して自薦演習を行った。
後期は、様々な分野の専門的な文章の読解を行い、課題
の設定・文章の構成・レポート作成を行った。以上の実
践演習によって、大学における専門科目の講義を聴く能
力・レポートの作成能力を習得させることができた。

2）摂南大学における教育実績 摂南大学の非常勤講師（昭和61年4月から平成22年3月ま
で）として以下の科目を担当した。
「国語学」（昭和61年～平成13年度）
通年の一般教養科目（通年4単位）である。　　　　　日
本語の歴史を中心に講義し、音韻と文字がどのように関
わるのか、語彙は古代語から近代語にどのように変化す
るのかということを実例に則して解説した。本講義に
よって、言語に関する知識を習得させることができた。
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平成4年4月～平
成24年3月

平成17年4月～平
成20年3月

平成22年4月～現
在に至る

4）奈良女子大学における教育実績 奈良女子大学の非常勤講師（平成17年4月から平成20年3
月まで）として以下の授業を担当した。
「中等教科教育法　国語Ⅰ」（平成17年4月～19年度）
「中等教科教育法　国語Ⅱ」（平成17年4月～19年度）
教員免許取得のための教職科目（半期2単位）である。
「中等教科教育法　国語Ⅰ」では、国文学研究・国語学
研究の成果に基づく教材分析を行い、国語という教科で
は、何をどのように分析して教授するのかということを
実際の教材を使って講義した。
「中等教科教育法　国語Ⅱ」では、受講生による模擬授
業を通して、授業の組み立て方、発問の仕方、情報機器
の使い方、教材開発の仕方等を学ばせた。以上の実践を
通して国語科の教師としての知識と技術を養うことがで
きた。

5）奈良産業大学における教育実績 奈良産業大学の専任教員（平成22年から現在に至るまで
准教授）として、以下の科目を担当した。
「日本語コミュニケーションⅠ」（平成22年～24年度）
「日本語コミュニケーションⅡ」（平成22年～24年度）
１年次配当の共通教育基礎科目（半期2単位）である。
「日本語コミュニケーション」Ⅰでは、話し言葉を中心
に実践的な日本語の運用能力を習得させることができ
た。時に敬語の背景にある日本語話者の文化的背景につ
いても蘆花医を深めることができた。
「日本語コミュニケーション」Ⅱでは、書き言葉を中心
に学習し、レポート作成・小論文作成のための実践的能
力を養うことができた。

「奈良の文学と風土」（平成22年～24年度）
共通教育科目（半期2単位）である。万葉集の歌と正倉院
文書から明らかになる古代の人々の生きた姿を講義形式
で紹介した。できるかぎり現存する文書の写真や木簡の
写真を使って、古代言語生活を具体的に学んだ。加えて
正倉院に伝世した宝物を通して東西文化の交流を学ん
だ。本講義を通して、奈良という地域の特性を正しく具
体的に理解することができた。

3）京都光華女子大学における教育実績 京都光華女子大学の非常勤講師（平成4年4月から平成24
年3月まで）として以下の科目を担当した。
「国語表現」（平成4年～平成17年度）
「言葉の理解」（平成18年～平成22年度）
「言葉と表現」（平成18年～平成23年度）
いずれも1回生対象の一般教養科目（半期2単位）であ
る。「国語表現」は、平成18度から名称変更によって、
「言葉の理解」（前期2単位）・「言葉と表現」（後期2
単位）となった。

「言葉の理解」（平成18年～平成22年度）
日本語の特徴を学び、日本語話者の文化的背景を学ぶと
共に、実践的な日本語の運用能力を養うことを目指し、
基本的な語彙の習得をさせた。更に、正しい敬語表現を
身につけるための実践練習を行った。これらの実践練習
によって、社会人として適切な日本語の運用能力を習得
させることができた。

「言葉と表現」（平成18年～平成23年度）
日本語の表現のうち、書き言葉の表現技術の向上を目指
して実践練習を行った。様々な文章を書く練習を行い、
大学におけるレポート作成・小論文作成の能力を身につ
けることができた。

「文学と人生」（平成13年～平成14年度）
『万葉集』の中から、特に古代史を彩った様々な人物の
歌を取り上げ、歌の背後にある古代史の出来事を解説
し、古代の人々の人生を考える授業を行った。言語芸術
である文学作品から何が読み取れるのかということを考
えさせた。本講義によって、文学を鑑賞する力をつける
ことができた。

「コミュニケーション論」（平成18年～21年度）
薬学部の学生を対象にした一般教養科目。特に薬学専門
家として患者や地域社会の人たちと円滑にコミュニケー
ションを図るための具体的な知識や技術を身につけさせ
ることができた。
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年月日

昭和54年3月

昭和56年3月

昭和56年3月

平成16年12月

平成16年10月～
平成19年3月

平成16年10月～
18年3月

３　実務の経験を有する者についての特記事項
1）奈良女子大学21世紀ＣＯＥプログラム「古代日本形
成の特質解明の研究教育拠点」研究員

奈良女子大学21世紀ＣＯＥプログラム「古代日本形成の
特質解明の研究教育拠点」は、6つの研究グループを組織
し考古学・歴史学・国語学・国文学・地理学・建築史
学・生活文化史学などの諸学を統合し、奈良という地理
的条件を生かして古代日本の形成過程とその特質を解明
し、古代学を体系化しようとするプログラムである。こ
の中の「古代日本の言語文化」グループの研究員とし
て、研究活動を行った。

・21世紀ＣＯＥプログラム関連授業「日本アジア文献資
料論」（博士後期課程）の受講生に対して、正倉院文書
の基本的な取り扱い方についての事前指導。

21世紀ＣＯＥプログラム関連授業「日本アジア文献資料
論」（博士後期課程）は、正倉院文書を中心資料とする
授業であるが、正倉院文書はその扱い方が極めて複雑で
ある。ばらばらになってしまった古文書の断簡を奈良時
代の姿に復原するための工具類の使い方や技術的指導は
不可欠である。受講生の中には、古代史を専攻する学生
のみならず、国語国文学専攻の学生や留学生もいたの
で、正倉院文書の断簡の基本的な考え方と奈良時代の姿
に復原する方法について、事前指導を行った。

4）博士（文学） 奈良女子大学第124号
論文題目「正倉院文書の国語学的研究」

２　特許等

特記事項なし

1）中学校教諭一種免許状 中学校教諭一種免許　国語
昭和53中一種第880号（奈良県教育委員会）

2）高等学校教諭専修免許状 高等学校教諭専修免許　国語
昭和55高専修56号（奈良県教育委員会）

3）修士（文学） 奈良女子大学204号
論文題目「正倉院文書に於ける上代特殊仮名遣」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

「詩歌の発生と展開」（平成22年～23年度）
共通教育科目（半期2単位）である。日本文学の中で重要
な位置を占める詩歌について、万葉集・記紀歌謡・古今
和歌集の歌を講義形式で解説した。特に、万葉集では漢
字だけで以下に日本語を表現する工夫をしたのかという
ことも学んだ。本講義を通して、平仮名の発生や詩歌に
対する知識を養うことができた。

「日本の文学」（平成24年度）
共通教育科目（半期2単位）である。古事記・万葉集の韻
文を中心に講義形式で行った。古事記を題材として、神
話に語られた自然現象、韻文の始まりを語った物語など
を紹介し、また、万葉集の歌を通して、人間の心のあり
方を、喜びや悲しみをいかにして表現したのかというこ
とを学んだ。本講義を通して文学先品を鑑賞する能力を
養うことができた。

「日本語　上級作文Ⅰ」（平成22年～平成24年度）
「日本語　上級作文Ⅱ」（平成22年～平成24年度）平成
22年度は「日本語　文章表現」の名称での講義であった
が、23年度から「日本語　上級作文」に名称変更され
た。留学生の2年次生を対象にした共通教育科目（半期2
単位）である。「日本語上級作文Ⅰ」では、基礎段階と
して、単文の作成を中心に実践的授業を行い、基本的な
日本語文の作成能力を習得することができた。「日本語
上級作文Ⅱ」では、応用のレベルとして専門的な内容を
含む長文の読解を行い、加えてテーマを設定してレポー
ト作成を行った。この実践的授業を通して、レポート作
成の知識と技術を身につけることができた。
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平成16年11月

平成17年3月19日
～同17年3月20日

平成17年3月4日
～同17年3月6日

平成17年3月

平成17年8月20日
～同17年8月21日

平成17年8月22日
～24日

平成17年9月

平成17年12月

平成18年3月

・季刊ニューズレター「奈良と古代」4号（奈良女子大
学21世紀ＣＯＥプログラム発行）編集委員。

国際シンポジウム「古代日本の言語文化」・若手支援プ
ログラム「古代日本の言語文化」の開催報告記事の執筆
と編集を行った。平成17年6月～9月の研究活動報告及び
今後の活動予定を掲載した。

・『正倉院文書の訓読と注釈―請暇不参解編（一）―』
（ＣＯＥ報告集vol,４）の執筆と編集。

ＣＯＥ研究員として発足当初より蓄積してきた、正倉院
文書読解のための基礎研究を刊行したものである。企
画・執筆・編集を行った。日本古代都市の政治・経済・
国家機構の運営を支える情報伝達の「言葉」の解明をそ
の目的として、正倉院文書に残っている下級官人の休暇
願・欠勤届238通について、写真・釈文を提示し、それに
訓読文と注釈を施した。更に、国語学的観点から問題と
なる事項については補注において分析を行った。（一）
では、120通を収録。『史学雑誌』（東京大学　史学会）
の回顧と展望において取り上げられた。

・季刊ニューズレター「奈良と古代」６号（奈良女子大
学21世紀ＣＯＥプログラム発行）編集委員。

古代学学術研究センター発足の記事、シンポジウム「古
代遺跡の復元と整備」の報告記事を編集した。報告集
vol.４～６の紹介記事を執筆し、平成18年1月～3月の研
究活動報告及び今後の活動報告を掲載した。

・季刊ニューズレター「奈良と古代」２号（奈良女子大
学21世紀ＣＯＥプログラム発行）の編集委員。

平成16年度のＣＯＥプログラムの活動の内、17年3月開催
の国際シンポジウム・国際後援会の報告記事の編集、現
地調査（太宰府条坊・柿本人麻呂伝承調査）のレポート
の編集を行った。平成17年1月～3月の活動報告及び今後
の活動予定を掲載した。

・国際シンポジウム「古代日本の言語文化」の運営委
員。

『万葉集』成立1200年記念のシンポジウムとして「日本
古代の言語文化」のメンバーを中心に、アメリカ・カナ
ダ・韓国・台湾の日本古代文学研究者を招き、『万葉
集』の成立、古代日本語の表記の問題、海外における日
本古代文学の受容の実態について議論を行った。開催に
あたり、事前準備、外部機関との交渉、報告書作成ため
の資料作成・記録等を行った。

・若手研究者支援プログラム「古代日本の言語文化」の
運営委員。

若手研究者の支援事業として、日本古代文学・言語にか
関する特別講義及び正倉院、藤原宮跡において実地講義
を開催した。開催にあたり、事前準備、外部機関との交
渉、実地講義のための引率、報告書作成ための資料作
成・記録等を行った。

・学術振興会科学研究費補助金（研究成果促進費）を申
請。課題は「正倉院文書における国語学的研究」。

平成17年4月に採択され、平成17年12月に『正倉院文書に
おける国語学的研究』を思文閣出版より出版。内容は以
下の通り。正倉院文書は、従来日本古代史の史料として
のみ扱われてきた、と言っても過言ではない。まだ仮名
が用いられず、全て漢字のみで表記されてきた史料であ
ることが、正倉院文書を古代日本語研究の素材として用
いることを困難にしてきた。本書「正倉院文書の国語学
的研究」は、国語学的研究の可能性を手探りから始め、
徐々にその方法論を確立し、正倉院文書が古代日本語・
奈良時代の日本語を研究する上での重要な資料であるこ
とを論証していく過程を示しており、この分野での初め
てのまとまった著作である。また、これは奈良女子大学
への学位請求論文である。本書の書評は、平成19年3月
『日本歴史』及び同6月『萬葉』に掲載。日本語学会の学
術雑誌『日本語の研究』通巻226号（平成18年6月）の日
本語学界の展望で評価された。

・国際シンポジウム「東アジアにおける古代都市・宮殿
―その形態と機能―」・国際講演会「東アジアの古代都
市」の運営委員

ＣＯＥのプログラムとして、東アジア各国の古代都城や
宮殿の形態と機能の比較検討のため、中語・韓国・ベト
ナムから発掘調査・歴史研究の第一線の研究者を招き、
日本の歴史研究者を加えての国際シンポジウムである。
更にその成果を広く一般公開すべく、国際講演会を一般
市民の方を対象に開催した。開催にあたり、シンポジウ
ムの諸準備・外部機関との交渉・通訳の充当・資料の準
備・報告書作成のための記録等々の仕事を行う事務局を
担当した。

・柿本人麻呂伝承調査の調査研究委員。 柿本人麻呂伝承を現代まで語り継ぐ島根県益田市高津に
ある戸田柿本神社と高津柿本神社において、伝承調査を
行った。「語（かたらい）家」と称する宮司の方からの
聞き取り調査及び古文書の調査、所蔵資料の写真撮影を
行った。特に、人麻呂千年忌の前後に奉納された江戸時
代の和歌等の資料調査・写真撮影を行った。ＣＯＥの
「古代日本の言語文化」グループによる調査である。
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平成18年6月24日

平成18年8月26日
～8月28日

平成18年9月

平成18年11月

平成18年11月11
日～11月12日

平成19年3月

平成19年～21年

平成19年6月23日

2）奈良女子大学古代学学術研究センター協力研究員 奈良女子大学古代学学術研究センターは、古代日本の中
心であった奈良に立地する奈良女子大学の特色を生か
し、東アジアという広い視野の中で日本古代の歴史・文
学・言語を学際的に研究する拠点として平成17年に設置
された。このセンターにおいて、平成19年～21年までの
間、科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「正倉院文書訓読
による古代言語生活の解明」（研究課題番号19020396）
の研究代表として、研究活動を行った。合わせて、前年
度までのＣＯＥ研究員として企画を行った報告集の作成
も行った。ＣＯＥ関連授業における博士課程の受講生に
対する事前指導を引き続き行った。

・『正倉院文書にみる古代日本語』（ＣＯＥ報告集
vol,11）に論文「請暇解の表現をめぐって―桑内真公と
丸部大人―」を執筆。

企画と編集を担当し、同報告書に論文「請暇解の表現を
めぐって―桑内真公と丸部大人―」を執筆した。論文の
概要は以下の通り。正倉院文書には、奈良時代の下級官
人等の休暇願や欠勤届が238通余り残っている。この請暇
不参解（休暇願・欠勤届）の中のどのような表現に着目
すれば、仮名を持たなかった奈良時代の日本語を明らか
にするための資料として、正倉院文書が位置づけられる
のかということを、具体的に指摘し分析を試みた研究で
ある。文字の形・人称代名詞の有無・親族名の諸相・前
置詞の用法を手掛かりにして分析を行い、上代の文学資
料では得られない生きた日常言語の実態を明らかにする
ことができた。

・日本学術振興会　科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）
「正倉院文書訓読による古代言語生活の解明」を申請。

従来国語資料としては、評価されていなかった正倉院文
書の訓読を通して、古代日本語の実用世界における言語
生活を解明することを目的として、申請を行い、平成19
年4月に採択された（研究課題番号19520396）。研究代表
者である。

・国際シンポジウム「古代都市の空間構造と思想―その
現代的展開を目指して―」の運営委員。

「古代的景観」について、その思想と形成、現代におけ
るその継承をテーマに、イタリア・中国・韓国の研究者
を招いて、古代遺跡の復原、復原整備事業の位置づけな
どについて、討論を行った。開催にあたり、事前準備、
外部機関との交渉、通訳の充当、報告書作成ための資料
作成・記録等を行った。

・『正倉院文書の訓読と注釈―請暇不参解編（二）―』
（ＣＯＥ報告集vol,9）の執筆と編集。

企画・執筆・編集を行った。「正倉院文書の訓読と注釈
－請暇不参解編（一）」の続編。（一）の残り118通の写
真・釈文・訓読・注釈を提示した。加えて、正倉院文書
に関わる7編のコラムを掲載した。(一)・(二)ともに、国
語史の資料として極めて高い価値を持ち、古代日本語の
解明に貢献するところは大きいとの評価を得ている。
『古典語研究の焦点』（武蔵野書院　平成22年）の中の
「奈良時代の下層識字層のことばと平安時代語」（長沼
英二）は、全面的に本報告書の成果を生かした論考とし
て刊行されている。さらに、乾善彦氏は、「正倉院文書
請暇解の訓読語と字音語」（『国語語彙史の研究』30
平成23年）、「文字をめぐる思弁から－文章と文字との
対応関係についての覚え書き－」（関西大学『国文学』
93　平成21年）の2本の論考を、本報告書の成果によって
発表している。

・シンポジウム「正倉院文書にみる古代日本語」運営委
員とパネリスト。

『正倉院文書の訓読と注釈―請暇不参解編（一）―』
（ＣＯＥ報告集vol,４）の刊行を受け、古代学における
正倉院文書研究についてのシンポジウムを開催した。こ
のシンポジウムの企画・準備及びパネリストとして、
「請暇解の表現をめぐって―桑内真公と丸部大人―」と
題して研究報告を行った。

・若手研究者支援プログラム「古代日本の散文をめぐっ
て」の運営委員。

若手研究者の支援事業として、『日本霊異記』『日本書
紀』『古事記』に関する講義・公開講演会、飛鳥・葛
城・吉野を実地踏査する臨地講義を開催。開催にあたっ
て、事前準備、外部機関との交渉、実地講義のための引
率、報告書作成ための資料作成・記録等を行った。

・季刊ニューズレタ―「奈良と古代」８号（奈良女子大
学21世紀ＣＯＥプログラム発行）編集委員。

若手研究者支援プログラム「古代日本の散文をめぐっ
て」の開催記事の編集を行った。報告集vol.７の紹介記
事、奈良国立博物館共催行事夏季講座「聖武天皇と奈
良」の報告記事の編集をした。平成18年7月～9月の活動
報告及び今後の活動予定を掲載した。
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平成19年9月

平成19年10月21
日

平成20年3月6日

平成21年3月26日

平成21年3月30日

平成21年4月

平成21年8月5日

平成21年11月

平成22年3月

・学術振興会　科学研究費補助金（基盤研究（ｃ））を
申請。課題は「正倉院文書訓読における日本語表記成立
過程の研究」。

平成22年4月に採択された（研究課題番号22520467）。研
究代表者。本研究の目的は、正倉院文書に代表される実
用の言語生活の中に、後世の日本語表記システム(漢字仮
名交じり文)が成立していく契機があることを、具体的な
事例に基づいて実証的に解明することである。そのた
め、正倉院文書の中に散見する下級官人や在野の技術
者・非官人に光を当て、彼らの言語生活を明らかにする
ことである。

・科研基盤研究（ｃ）「正倉院文書訓読による古代言語
生活の解明」（研究課題番号1920396）の報告書3冊を刊
行。

3冊は以下の通り。報告書Ⅰ『正倉院文書の訓読と注釈―
造石山所寺解移牒符案（一）―』（研究代表者桑原祐子
執筆）・報告書Ⅱ『正倉院文書の訓読と注釈―啓・書状
―』（研究分担者黒田洋子執筆）・報告書Ⅲ『正倉院文
書からたどる言葉の世界（一）』（連携研究者中川ゆか
り執筆）。以上の報告書の企画・編集を行い、報告書Ⅰ
の執筆を行った。

・奈良女子大学古代学学術研究センター発行の学術雑誌
『古代学』第1号に論文「古代官人の言語生活―病気回
復を表す表現―」を執筆。

正倉院文書に多く現れる病気回復表現に着目し、正倉院
文書を中心にして、日本律令・日本書紀・続日本紀など
の上代文献の病気回復表現を調査した。その調査によっ
て、奈良時代の病気回復表現を分類すると共に、その用
法の分析をおこない、日本語を漢字で書き表す場合の創
意工夫の実態と病気回復表現の位相を明らかにした。ま
た、平安朝以降にしか見られないといわれていた「おこ
たる」について、奈良時代の確例を指摘した。

・奈良女子大学研究推進プロジェクト「正倉院文書から
みた日本語表記の成立過程に関する研究」の研究分担
者。

上代の文献（万葉集・古事記など）・木簡・正倉院文書
を用いて、日本語表記成立過程を明らかにする事を目指
した研究プロジェクトである。研究代表は奈良女子大学
の奥村悦三教授である。このプロジェクトの主に木簡と
正倉院文書を研究分担した。

・奈良女子大学古代学学術研究センター主催の若手支援
プログラム「正倉院文書を考える」の特別講師。

特別講義「正倉院文書の国語学的アプローチ」を行っ
た。正倉院文書中の写経生の書状を取り上げ、文書の断
簡をどのようにして復原するのかという方法と研究工具
の使い方を講義した。合わせて、年紀の記されない書状
の年代を明らかにし、書状の書かれた背景を、様々な帳
簿類を検討することで明らかにしていく手法を示した。

・第60回萬葉学会全国大会で研究発表。タイトルは「正
倉院文書にみる古代言語生活―「回復」と「治療」を表
す表現―」。

ＣＯＥの報告集として刊行した『正倉院文書の訓読と注
釈―請暇不参解編（一）―』『同（二）』の成果に基づ
いて、万葉学会で研究発表を行った。概要は以下の通
り。　正倉院文書及び奈良時代の文献資料（文学資料・
歴史資料）中の病気の回復・治療を示す言葉をすべて調
査し、その具体的な音形式を提示した。さらにそこに見
られる表現の位相差を指摘した。この調査によって、新
たに奈良時代まで遡らせることのできる語を提示し、合
わせて正倉院文書の国語資料としての可能性を実証し
た。

・ＣＯＥと協同で平成19年度より企画を進めていた『正
倉院文書の訓読と注釈―啓・書状編（一）―』の編集委
員。

古代における啓・書状は、古代の都市が、人間の集積地
として機能していくうえで、情報伝達のツールとして重
要な役割を果たした。この啓・書状を分析することで古
代の人々がどのようにして、自らの思いを紙の上に載せ
て運ぶことを可能にしたかを探るための基礎作業として
行った訓読と注釈である。

・釜山大学主催の日本学講演会の招聘を受け講演。
タイトルは「正倉院文書と墨―韓国と日本の交流―」。

正倉院文書から明らかにされる日本古代官人の言語生活
に関する講演を行った。正倉院宝物中の新羅関連宝物の
紹介と、それにまつわる文字資料の紹介を行い、特に新
羅墨の形状にも関わる墨の助数詞「船」と「挺」の実態
の調査についての報告を行った。墨の形状を反映してい
ると考えられていた助数詞「船」は、ある特定の人物が
使用していた助数詞であったことを報告した。合わせ
て、物を通じて日韓の交流についても言及した。

・ＣＯＥ発行の論文集『古代文化とその諸相』に論文
「請暇不参解の表現―桑内真公の請暇解と不参解―」を
執筆

正倉院文書には238通の古代下級官人たちの休暇願と欠勤
届が残されており、同一人物が書いた休暇願と欠勤届も
多数存在する。休暇願と欠勤届は文書としての機能は共
通している。しかし、同一人物が書いた両者の文書に
は、書き手の状況・心理に明らかな相違が見られる。そ
の状況の相違・心理の相違が、それぞれの文書の表現の
特色として現れていること、また、そこに日本語特有の
敬意表現や曖昧表現が顕現することを明らかにした。
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平成16年11月

平成17年10月

平成18年3月

平成18年10月

平成18年10月

平成23年5月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１ 正倉院文書の国語学的研
究
（博士論文）

単著 平成17年12月 　正倉院文書は、従来日本古代史の史料として
のみ扱われてきた、と言っても過言ではない。
まだ仮名が用いられず、全て漢字のみで表記さ
れてきた史料であることが、正倉院文書を古代
日本語研究の素材として用いることを困難にし
てきた。本書「正倉院文書の国語学的研究」
は、国語学的研究の可能性を手探りから始め、
徐々にその方法論を確立し、正倉院文書が古代
日本語・奈良時代の日本語を研究する上での重
要な資料であることを論証していく過程を示し
ており、この分野での初めてのまとまった著作
である。また、これは奈良女子大学への学位請
求論文である。A4判　全298頁

（学術論文）
1） 文字の形と語の識別―
「参」の二つの字形―
（査読付）

単 平成16年11月   奈良時代の第一等の国語資料である正倉院文
書・木簡を資料として、現在「参」の形で定着
している文字について、その字形と表記する語
との関連を調査した。その結果、現在の「参」

の形は無く、使用される形は、「叅」と「叁」
とであること、これらの間には語に対応する明
確な使い分けが存在することを明らかにした。
さらに、その使い分けが、天平六年を境により
徹底したものになること、その背景に文字の形
に対する人為的操作が加えられたことを明らか
にした。

2） 請暇解の表現をめぐっ
て―桑内真公と丸部大人―

単 平成19年3月 　正倉院文書には、奈良時代の下級官人等の休
暇願や欠勤届が238通余り残っている。この請暇
不参解（休暇願・欠勤届）の中のどのような表
現に着目すれば、仮名を持たなかった奈良時代
の日本語を明らかにするための資料として、正
倉院文書が位置づけられるのかということを、
具体的に指摘し分析を試みた研究である。文字
の形・人称代名詞の有無・親族名の諸相・前置
詞の用法を手掛かりにして分析を行い、上代の
文学資料では得られない生きた日常言語の実態
を明らかにすることができた。

木簡学会誌
「木簡研究」第26号
P.295～P.319

奈良女子大学21世紀ＣＯ
Ｅプログラム報告集
Vol.11「正倉院文書にみ
る古代日本語」
P.2～P.39

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

思文閣出版

４）奈良女子大学国語国文学会報第10号
「書いた本」執筆「再掲」

奈良女子大学国語国文学会が発行する「国語国文学会
報」に、会員の出版物を紹介するコーナー「書いた本」
があるので、ここに著書『正倉院文書の国語学的研究』
（思文閣出版　平成17年）の概要を紹介した。

５）思文閣出版『鴨東通信』№63
「人文科学の最前線」執筆「再掲」

21世紀ＣＯＥ研究員として、思文閣出版社からの依頼を
受け思文閣出版の四季報『鴨東通信』の「人文科学の最
前線」第1回において、奈良女子大学21世紀プログラム
「古代日本形成の特質解明の研究教育拠点」の概要及び
成果などについて紹介を行った。

６）大阪市立大学日本史学会『市大日本史』第14号
　「栄原ゼミと私」執筆「再掲」

日本古代史学界の中で正倉院文書研究を牽引してきた栄
原永遠男先生の退任を記念して特集が組まれた。その中
の一編として、最新の正倉院文書研究の場である「栄原
ゼミ」の存在意義について国語学の立場から述べたもの
である。栄原ゼミで10年間研究をしてきた経験に基づ
き、ゼミが有意義な存在であることを述べた。

１）奈良女子大学国語国文学会報第8号
「正倉院文書こぼれ話」執筆「再掲」

奈良女子大学国語国文学会が発行する「国語国文学会
報」に、21世紀ＣＯＥ研究員として、正倉院文書研究の
一端を紹介した。下級官人の仕事を細かく再現し、彼ら
の言語生活を具体的事実に基づき紹介した。

２）読売新聞社『知ってる？正倉院』　取材協力 読売新聞社が子ども向けに刊行している楽しくわかるガ
イドブック「知ってる？」シリーズの第１回目の編集に
際し、21世紀ＣＯＥ研究員として、担当記者の取材を受
けた。正倉院の宝物と文書についての関係等について話
をした。

３）表現学会『表現研究』83号
「長田久男氏追悼」執筆「再掲」

表現学会理事であった長田久男氏の追悼にあたって、身
近に接した者の一人として、氏の研究に対する姿勢、そ
の研究が他に及ぼしたエピソードなどを紹介した。

４　その他
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3） 請暇不参解の表現―桑
内真公の請暇解と不参解―
（査読付）

単 平成19年8月 　正倉院文書には238通の古代下級官人たちの休
暇願と欠勤届が残されており、同一人物が書い
た休暇願と欠勤届も多数存在する。休暇願と欠
勤届は文書としての機能は共通している。しか
し、同一人物が書いた両者の文書には、書き手
の状況・心理に明らかな相違が見られる。その
状況の相違・心理の相違が、それぞれの文書の
表現の特色として現れていること、また、そこ
に日本語特有の敬意表現や曖昧表現が顕現する
ことを明らかにした。

4） 古代官人の言語生活―
病気回復を表す言葉―
（査読付）

単 平成21年3月   正倉院文書に多く現れる病気回復表現に着目
し、正倉院文書を中心にして、日本律令・日本
書紀・続日本紀などの上代文献の病気回復表現
を調査した。その調査によって、奈良時代の病
気回復表現を分類すると共に、その用法の分析
をおこない、日本語を漢字で書き表す場合の創
意工夫の実態と病気回復表現の位相を明らかに
した。また、平安朝以降にしか見られないとい
われていた「おこたる」について、奈良時代の
確例を指摘した。

5）上代写経識語注釈（その
一）大般若経（長屋王願
経・和銅経）
(査読付）

単 平成22年4月 　日本には、飛鳥・奈良時代（７世紀～８世
紀）に書き写された経典が現存している。これ
らの経典には経典を写した人物・年月日・写経
に込めた願いを書き込んだ写経識語がある。こ
の制作動機などを記している識語を手がかりに
して、当時の人々の思考や社会背景、仏教語の
受容の実態、仏教思想や仏教語の文学に与えた
影響などを目指す研究である。特に本稿で取り
上げた識語は現存する識語の中で、奈良時代の
ごく初期の写経経典でありながら、各地に点在
する、極めて貴重なものである。

6）写経生の書状―正倉院文
書にみる古代官人の実態―

単 平成22年11月 　いつ何のために何を書いたか不明であった写
経生の書状について、その紙背文書の分析から
書かれた年代を特定し、その時の写経所の状
況、写経生等の勤務状況を明らかにし、仕事を
依頼するための書状であったことを指摘した。
そこには、漢字漢文では表現できない日本語特
有の敬意を含んだ言葉が表出することをも合わ
せて指摘した。

7） 正倉院文書の「笶」と
「箟」

単 平成23年6月 　正倉院文書の造営資料や木簡等の一次資料、
律令公文・延喜式などの歴史史料、万葉集など
の文学資料、及び古辞書に見える「笶」と
「箟」の使用実態を調査し、「笶」を、ヤダケ
を意味する和語「の」とよませる漢字用法は、
漢字本来の意義から逸脱する日本的用法（国
訓）であることを明らかにし、日本的漢字用法
が、どのような人々によってどのような理由で
生じるのか、その要因をさぐった。

8） 上代写経識語注釈（そ
の九）十輪経（五月一日
経）
(査読付）

単 平成23年8月 　日本には、飛鳥・奈良時代（７世紀～８世
紀）に書き写された経典が現存している。これ
らの経典には経典を写した人物・年月日・写経
に込めた願いを書き込んだ写経識語がある。こ
の制作動機などを記している識語を手がかりに
して、当時の人々の思考や社会背景、仏教語の
受容の実態、仏教思想や仏教語の文学に与えた
影響などを目指す研究シリーズの第9である。特
に本稿で取り上げた五月一日経（一切経）は、
その写経の過程を知る文書・帳簿が正倉院文書
に多量に残存し、経典そのものも大量に残存す
る世界的にも希有な資料群である。

続日本紀研究会誌
「続日本紀研究」
第385号
P.26～P.44

奈良産業大学除法学部
「情報学フォーラム紀
要」
P.1～P.8

釜山大学校日本研究所
「日本研究」12輯
P.7～P.31

続日本紀研究会誌
「続日本紀研究」
第394号
P.33～P.44

奈良女子大学21世紀ＣＯ
Ｅプログラム報告集
Vol.15「古代文化とその
諸相」
P.1～P.26

奈良女子大学古代学学術
研究センター・奈良女子
大学21世紀ＣＯＥプログ
ラム
「古代学」第１号
P.1～P.12
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9） 上代写経識語注釈（そ
の十）千手千眼陀羅尼経
（玄昉願経）
(査読付）

単 平成23年8月 　日本には、飛鳥・奈良時代（７世紀～８世
紀）に書き写された経典が現存している。これ
らの経典には経典を写した人物・年月日・写経
に込めた願いを書き込んだ写経識語がある。こ
の制作動機などを記している識語を手がかりに
して、当時の人々の思考や社会背景、仏教語の
受容の実態、仏教思想や仏教語の文学に与えた
影響などを目指す研究シリーズの第10である。
本稿で取り上げた玄昉願経は、正倉院文書に
よってその写経の過程を知ることのできる写経
経典の一つであり、この識語の分析によって、
東大寺創建・国分寺建立にも深く関わる内容で
あることを指摘した。

10）　正倉院文書の「堪」
と「勘」―古代下級官人 爪
工家麻呂の学習―
（査読付）

単著 平成24年9月 8世紀の原本が残る正倉院文書の分析を通じて、
当時の下級官人の言語生活を記述した研究であ
る。同一人物の作成した文書・帳簿を写経事業
毎に選別し、特定の人物の置かれた状況・仕事
内容を明らかにして上で、役人としての基本的
な語彙をどのようにして習得したのかというこ
とを明らかにした。つまり、外国語である漢
字・漢文を、日本語を母語とする人々がいかに
して習得したかということを明らかにすること
は、異文化を享受しながら独自の文字システム
を構築してきた日本語のあり方を知ることに繋
がる。

11）　正倉院文書の「早
速」―和製漢語のうまれる
場面―　（査読付）

単著 平成25年3月 漢籍に例を見ない「早速」が和製漢語であるこ
とを正倉院文書・木簡の悉皆調査によって明ら
かにした。類義の副詞「早・速・急・火急」と
比較対照させることによって、奈良時代の人々
が、どのような場面で、誰に対して、どのよう
な事情がある時に「早速」を使用するのかとい
うことを分析した。合わせて文学資料における
使用実態も調査し、和製漢語がどのような場面
で生まれるのかという、言葉の発生のプロセス
を明らかにした。

12) 道豊足の人事―あいま
いな表現の背景―

単著 平成25年10月 石山寺造営関係資料の中には、人員の派遣に関
する様々な文書や、勤務実態を明らかにする文
書・帳簿が多く残存している。本稿では、道豊
足の派遣を要請する文書の日付や要請理由、派
遣を許諾した文書のあいまいな表現に注目し、
文書間の整合性を保つために周到な準備をして
いたことを確認した。さらに、道豊足の勤務実
態と要請理由との間に生じた矛盾が、許諾文書
のあいまいな表現の要因になったということを
明らかにした。

（その他）
「研究報告書」

1）正倉院文書の訓読と注釈
－請暇不参解編（一）

単著 平成17年12月 日本古代都市の政治・経済・国家機構の運営を
支える情報伝達の「言葉」の解明をその目的と
して、正倉院文書に残っている下級官人の休暇
願・欠勤届238通について、写真・釈文を提示
し、それに訓読文と注釈を施した。更に、国語
学的観点から問題となる事項については補注に
おいて分析を行った。（一）では、120通を収
録。『史学雑誌』（東京大学　史学会）の回顧
と展望において取り上げられた。
Ａ4版163頁

奈良女子大学文学部国文
学会誌「叙説」第40号
p.33～p.57

正倉院文書研究会会誌
『正倉院文書研究』13

奈良女子大学21世紀ＣＯ
Ｅプログラム報告集
Vol.4

続日本紀研究会誌
「続日本紀研究」
第393号
P.36～P.49

萬葉語文研究会
『萬葉語文研究』第８集
和泉書院
p.121～p.147
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2）正倉院文書の訓読と注釈
－請暇不参解編（二）

単著 平成19年3月 「正倉院文書の訓読と注釈－請暇不参解編
（一）」の続編。（一）の残り118通の写真・釈
文・訓読・注釈を提示した。加えて、正倉院文
書に関わる7編のコラムを掲載した。(一)・(二)
ともに、国語史の資料として極めて高い価値を
持ち、古代日本語の解明に貢献するところは大
きいとの評価を得ている。『古典語研究の焦
点』（武蔵野書院　平成22年）の中の「奈良時
代の下層識字層のことばと平安時代語」（長沼
英二）は、全面的に本報告書の成果を生かした
論考として刊行されている。さらに、乾善彦氏
は、「正倉院文書請暇解の訓読語と字音語」
（『国語語彙史の研究』30　平成23年）、「文
字をめぐる思弁から－文章と文字との対応関係
についての覚え書き－」（関西大学『国文学』
93　平成21年）の2本の論考を、本報告書の成果
によって発表している。
Ａ4版161頁

3）正倉院文書訓読による古
代言語生活の解明

共著 平成22年3月 平成19年度科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）
（課題番号1920396）の3カ年の研究報告書であ
る。以下の3冊からなる。
Ⅰ　正倉院文書の訓読と注釈―造石山寺所解移
牒符案（一）―
日本最古の寺院造営資料のうち、造石山寺所と
他機関との文書のやり取りを記録した解移牒符
案の写真・釈文を提示し、訓読文と注釈を施し
た。一部補説も加えた。正倉院文書を国語国文
研究の研究資料として用いるときの基礎的研究
となるものである。
（執筆　桑原祐子）Ａ4版161頁
Ⅱ　正倉院文書の訓読と注釈―啓・書状―
正倉院文書中の啓・書状をすべて収録し、写
真・釈文を提示し、訓読文と注釈を施した。
啓・書状を内容によって分類し、関連資料の解
説も合わせて行った。日本の書状の歴史研究、
書道史の研究のための基礎研究となるものであ
る。
（執筆　黒田洋子）Ａ4版360頁
Ⅲ　正倉院文書からたどる言葉の世界
正倉院文書の中から、国語国文学研究の観点か
ら重要である語彙を取り上げ、その語を含む文
書の訓読と注釈を行い、注目すべき語の考察を
行った。文書の写真・釈文を提示している。更
に、正倉院文書と日本古代の文献との比較研究
に関わる論考2編を収録した。
（執筆　中川ゆかり）Ａ4版95頁
以上の研究は、『日本語の研究』（日本語学
会）第8巻3号の日本語学界の展望において注目
された。

4）正倉院文書による日本語
表記成立過程の解明

共著 平成26年3月 平成22年～25年度科学研究費補助金　基盤研究
（Ｃ）（課題番号22520467）の4カ年の研究報告
書である。以下の２冊からなる。
Ⅰ　正倉院文書の訓読と注釈―造石山寺所解移
牒符案（二）―
注釈篇は、日本最古の寺院造営資料のうち、造
石山寺所と他機関との文書のやり取りを記録し
た解移牒符案の写真・釈文を提示し、訓読文・
現代語訳と注釈を施した。一部補注も加え、注
目すべき語法について考察を行った。正倉院文
書を国語国文研究の研究資料として用いるとき
の基礎的研究となるものである。論考篇には、
これらの資料に関わる４編の論考を収録した。
（執筆　桑原祐子）Ａ4版179頁
Ⅱ　正倉院文書からたどる言葉の世界（二）
正倉院文書の中から、5通の文書を取りあげ、写
真・釈文・訓読文・現代語訳を施し、その文書
の背景を解説し、国語国文学研究の観点から注
目すべき語の考察を行った。更に、正倉院文書
と日本古代の文献や漢籍との比較研究に関わる
論考2編を収録した。
（執筆　中川ゆかり）Ａ4版142頁

平成22年度～25年度科学
研究費補助金基盤研究
（Ｃ）（課題番号
22520467）研究成果報告
書　　　　　　研究代
表：桑原祐子

奈良女子大学21世紀ＣＯ
Ｅプログラム報告集
Vol.9

平成19年度科学研究費補
助金基盤研究（Ｃ）（課
題番号1920396）研究成
果報告書　（平成19年～
21年）　　研究代表：桑
原祐子

12
  204 



「依頼原稿」
1）正倉院文書こぼれ話 単著 平成16年11月 奈良女子大学国語国文学会が発行する「国語国

文学会報」に、21世紀ＣＯＥ研究員として、正
倉院文書研究の一端を紹介した。下級官人の仕
事を細かく再現し、彼らの言語生活を具体的事
実に基づき紹介した。

2）長田久男氏追悼 単著 平成18年3月 表現学会理事であった長田久男氏の追悼にあ
たって、身近に接した者の一人として、氏の研
究に対する姿勢、その研究が他に及ぼしたエピ
ソードなどを紹介した。

3）書いた本 単著 平成18年10月 奈良女子大学国語国文学会が発行する「国語国
文学会報」に、会員の出版物を紹介するコー
ナー「書いた本」があるので、ここに著書『正
倉院文書の国語学的研究』（思文閣出版　平成
17年）の概要を紹介した。

4）人文科学の最前線 単著 平成18年10月 21世紀ＣＯＥ研究員として、思文閣出版社から
の依頼を受け思文閣出版の四季報『鴨東通信』
の「人文科学の最前線」第1回において、奈良女
子大学21世紀プログラム「古代日本形成の特質
解明の研究教育拠点」の概要及び成果などにつ
いて紹介を行った。

5）栄原ゼミと私 単著 平成23年5月 日本古代史学界の中で正倉院文書研究を牽引し
てきた栄原永遠男先生の退任を記念して特集が
組まれた。その中の一編として、最新の正倉院
文書研究の場である「栄原ゼミ」の存在意義に
ついて国語学の立場から述べたものである。栄
原ゼミで10年間研究をしてきた経験に基づき、
ゼミが有意義な存在であることを述べた。

「学会発表」

1）正倉院文書にみる古代言
語生活－「回復」と「治
療」を表す表現－

単独 平成19年10月 正倉院文書及び奈良時代の文献資料（文学資
料・歴史資料）中の病気の回復・治療を示す言
葉をすべて調査し、その具体的な音形式を提示
した。さらにそこに見られる表現の位相差を指
摘した。この調査によって、新たに奈良時代ま
で遡らせることのできる語を提示し、合わせて
正倉院文書の国語資料としての可能性を実証し
た。

2）道豊足の人事―「正倉院
文書の訓読と注釈」の作業
から

単独 平成22年10月 近江石山寺造営資料における文書・帳簿の分析
を通して、古代の下級官人の人事システムと人
事の実態のずれを明らかにし、その背景には、
律令文書主義の中で文書の整合性を保つための
様々な調整が行われたことをも、文書の訂正状
況や表現の差異から分析検討を行った

3）正倉院文書の「早速」―
和製漢語の生まれる場面―

単独 平成23年12月 漢籍に例を見ない「早速」が和製漢語であるこ
とを正倉院文書・木簡の悉皆調査によって明ら
かにした。類義の副詞「早・速・急・火急」と
比較対象させることによって、奈良時代の人々
が、どのような場面で、誰に対して、どのよう
な事情がある時に「早速」を使用するのかとい
うことを分析した。合わせて文学資料における
使用実態も調査し、和製漢語がどのような場面
で生まれるのかという、言葉の発生のプロセス
を明らかにした。

「シンポジウム」
1）請暇解の表現をめぐって
－桑内真公と丸部大人－

単独 平成18年6月 平成17年12 月のＣＯＥ報告集Vol.４「正倉院文
書の訓読と注釈－請暇不参解編（一）」の刊行
をうけ、請暇不参解の訓読を通じて、これまで
注目されなかった実用文書の世界から、古代日
本語の新たな実態が明らかにされる可能性を指
摘した。

第60回萬葉学会全国大会
（於大阪市立大学）

正倉院文書研究会
第29会大会
（大阪市立大学）

国語語彙史研究会
第99回大会
（大阪大学）

奈良女子大学ＣＯＥシン
ポジウム「正倉院文書に
みる古代日本語」
（於奈良女子大学）

奈良女子大学国語国文学
会報第8号

表現学会
『表現研究』83号

奈良女子大学国語国文学
会報第10号

思文閣出版
『鴨東通信』№63

大阪市立大学日本史学会
『市大日本史』第14号
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2）正倉院文書と墨―韓国と
日本の交流―

単独 平成21年３月 正倉院宝物中の新羅関蓮宝物の紹介と、それに
まつわる文字資料の紹介を行い、特に新羅墨の
形状にも関わる墨の助数詞「船」と「挺」の実
態の調査についての報告を行った。墨の形状を
反映していると考えられていた助数詞「船」
は、ある特定の人物が使用していた助数詞で
あったことを報告した。合わせて、物を通じて
日韓の交流についても言及した。

「招待講演」
1）古代言語資料としての正
倉院文書

単独 平成23年3月 漢籍に例を見ない漢字熟語が正倉院文書の中に
は、しばしば見られる。このような漢字熟語に
ついて、誰がどのような場面で、誰に向かって
使用したかということを分析していくと、使用
者の心情や心理が明らかになり、和製漢語が生
じる背景を考察することが可能になるというこ
とについて報告を行った。

「科研費申請」
韓国研究財団　土台基礎研
究「日本正倉院文書と韓国
文字資料の物品名の研究―
物品の用度、単位、書体の
ＤＢ構築」

　
  共同 平成23年8月 釜山大学日本研究所の研究チームが中心になっ

て申請した研究プログラムである。日本の正倉
院文書と韓国古代文字資料に見える物品名の用
例を分析し、物品の用度・単位・書体をＤＢに
構築し、古代日韓両国の文字文化と言語生活及
び生活様式を再解釈できる基礎をつくり、後続
研究の土台の提供を目的とする。日本側の一般
協同研究員として参加した。

［注］

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

釜山大学日本研究所主催
（於釜山大学）

韓国研究財団
土台基礎研究

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

正倉院文書の文字と文化
（於釜山大学）
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  206 



年月日

平成17年4月

平成19年9月29日

平成20年8月23日

平成20年9月
～現在

３）奈良県公共図書館・大学図書館 横断検索システム
の制作と管理・運営

　本学情報学部 中尾准教授（当時）とともに、ゼミ学生
を指導し、奈良県内の公共図書館・大学図書館を串刺し
にして検索するシステムを開発・公開した。当時、公共
図書館だけの横断検索や大学図書館だけの横断検索は例
があったが、両方を横断する検索はほとんど例がなく、
先駆的であった。また、GoogleMapsと連携し、図書館の
所在が地図上に示されるのも特徴である。
http://www.nara-su.ac.jp/~rihaku/library/search.html

１）王寺町りーべるカレッジ「さよなら冥王星、ようこ
そエリス～天文学の進歩と広がる太陽系～」講演

主催：王寺町、共催：奈良産業大学
　2006年に国際天文連合が、冥王星を「準惑星」と定義
したのを受け、18世紀末の天王星の発見から現在に至る
までの人類の太陽系観の変遷を振り返った。観測技術の
進歩が太陽系を拡大してきたこと、地球から遠く離れた
太陽系外縁の天体を知ることが人類にどのように関わっ
てくるか、という観点から現在の太陽系天文学を解説し
た。

２）少年宇宙教室「太陽をさぐる」講師 独立行政法人 科学技術振興機構 地域科学技術理解増進
活動推進事業
平成20年度 地域活動支援企画No.20183
後援：三郷町教育委員会
　地域の小学生とその保護者を対象とした科学教室を開
催した。過去の太陽黒点数の変化から、太陽黒点が11年
周期で変化していることを紹介し、現在、そして参加者
の誕生年には太陽がどのような状態にあったかを考察し
てもらった。また、過去の太陽表面のスケッチや撮像写
真を公開データベースから取得し、参加者や家族の生ま
れた頃の太陽がどのような状況であったかを印刷した簡
単な冊子を制作してもらった。

５　その他

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）

１）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）テキスト情報基礎演習 奈良産業大学 情報学部 専門科目
「HTML演習」「文書構造化演習」教科書

１）

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　　嶋田　理博

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

天文学、科学教育
光学赤外線天文学、恒星物理学、自然科学教育（理科、地学、情

報）

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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平成20年10月18日

平成20年12月25日

平成20年12月
～現在

平成21年8月5日

平成21年10月24日

平成21年11月28日９）少年宇宙教室「手作り望遠鏡で観測する夜空の
星々」講師

独立行政法人 科学技術振興機構 地域の科学舎推進事業
平成21年度 地域活動支援企画No.21120
世界天文年2009公認イベント No. 2900602
後援：三郷町教育委員会
　「世界天文年2009」の公認イベントの1つとして、10月
に開催した「少年宇宙教室」に引き続き、参加者が製作
した望遠鏡を用いて、月、木星とその衛星の観測を行っ
た。あわせて、望遠鏡の結像の仕組みを数十cmサイズの
フレネルレンズを使った模型を使って解説した。また、
星座早見盤も製作した。

７）教職員のための公開講座2009「パーソナルコン
ピュータの製作」講師

主催：奈良産業大学
後援：大阪府教育委員会、奈良県教育委員会
　幼稚園、小・中・高等学校、支援学校の教職員研修の
ための公開講座を開催した。市販のパーツを組み合わせ
て、コンピュータを製作するとともに、各パーツの働
き、コンピュータの動作原理を解説した。組み立てたパ
ソコンにはLinuxをインストールし、ネットワーク接続の
設定や、各種ユーティリティーソフトの使い方を解説
し、ウェブサーバソフトをセットアップするまでを実習
した。

８）少年宇宙教室「手作り望遠鏡で観測する木星とその
衛星」講師

独立行政法人 科学技術振興機構 地域の科学舎推進事業
平成21年度 地域活動支援企画No.21120
世界天文年2009公認イベント No. 2900601
後援：三郷町教育委員会
　地域の小学生（主に低学年）とその保護者を対象とし
た科学教室を開催した。「世界天文年2009」の公認イベ
ントの1つとして、400年前にガリレオ・ガリレイが天体
観測に用いたのと同口径の口径4cmの望遠鏡の製作を指導
した。あいにく曇天だったため、天体は観測できず、ポ
インティング、ピント合わせなど望遠鏡の操作法を練習
した。あわせて、ガリレオが発見した木星の４大衛星の
運行について、模型を用いて解説した。

５）教職員のための公開講座2008「パーソナルコン
ピュータの製作」講師

主催：奈良産業大学
後援：大阪府教育委員会、奈良県教育委員会
　幼稚園、小・中・高等学校、支援学校の教職員研修の
ための公開講座を開催した。市販のパーツを組み合わせ
て、コンピュータを製作するとともに、各パーツの働
き、コンピュータの動作原理を解説した。組み立てたパ
ソコンにはLinuxをインストールし、ネットワーク接続の
設定や、各種ユーティリティーソフトの使い方を解説
し、ウェブサーバソフトをセットアップするまでを実習
した。

６）奈良県高等学校体育連盟テニス専門部ウェブサイト
の制作と管理・運用

平成21年に奈良県で高校総体（「近畿まほろば総体」、
テニス競技開催地は奈良県）が開催されるにあたり、奈
良県高体連テニス部から、テニス競技のウェブサイトを
開設したいとの要請を受けた。ゼミ学生を指導し、サー
バレンタル契約やドメイン名取得から始め、ウェブサイ
トをゼロから構築した。現在も更新業務を行い、維持・
管理中である。
http://hsaf.nara-tennis.org/

４）少年宇宙教室「星の光のふしぎ」講師 独立行政法人 科学技術振興機構 地域科学技術理解増進
活動推進事業
平成20年度 地域活動支援企画 No.20183
後援：三郷町教育委員会
　地域の小学生とその保護者を対象とした科学教室を開
催した。レプリカグレーティングと紙箱を使い、簡易分
光器の製作を指導した。製作した分光器を通して、身近
にある様々な光源を観察し、光源によってスペクトルが
違うこと、太陽（青空）のスペクトルには吸収線が見え
ることに気づいてもらい、分光観測によって、対象の物
理状態を知ることが出来ることを解説した。
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平成21年12月25日

平成22年8月4日

平成22年8月21日

平成22年12月27日

平成23年3月12日

平成23年8月7日
平成23年8月20日
平成23年10月16日

１５）少年宇宙教室「太陽を回る星々」全３回 実施主
担当者

独立行政法人 科学技術振興機構 科学コミュニケーショ
ン連携推進事業
平成23年度　機関活動支援 企画No.2300217
後援：三郷町教育委員会
　地域の小学生とその保護者を対象とした科学教室を開
催した。「太陽を回る星々」をテーマに、
　・太陽系の８惑星
　・海王星以遠の小天体
　・太陽系外の惑星
のそれぞれを実験や体験を通じて学ぶ全３回の科学教室
を実施責任者として企画・実施した。

１３）教職員のための公開講座2010「パーソナルコン
ピュータの製作」講師

主催：奈良産業大学
後援：大阪府教育委員会、奈良県教育委員会
　幼稚園、小・中・高等学校、支援学校の教職員研修の
ための公開講座を開催した。市販のパーツを組み合わせ
て、コンピュータを製作するとともに、各パーツの働
き、コンピュータの動作原理を解説した。組み立てたパ
ソコンにはLinuxをインストールし、ネットワーク接続の
設定や、各種ユーティリティーソフトの使い方を解説
し、ウェブサーバソフトをセットアップするまでを実習
した。

１４）奈良学園登美ヶ丘小中高　天体観望会　講師、
　講演「星の一生と星雲・星団」

主催：奈良学園登美ヶ丘小中高
　奈良市、生駒市、木津川市、精華町在住の小学生と保
護者対象の公開講座において、天体観望会に先立って講
演を行った。当日参加者が望遠鏡で観望する星雲・星団
は星の生死と関係があり、それらを観測することによっ
て星が誕生してから最期を迎えるまでの物理が分かるこ
とを紹介した。

１１）教職員のための公開講座2010「パーソナルコン
ピュータの製作」講師

主催：奈良産業大学
後援：大阪府教育委員会、奈良県教育委員会
　幼稚園、小・中・高等学校、支援学校の教職員研修の
ための公開講座を開催した。市販のパーツを組み合わせ
て、コンピュータを製作するとともに、各パーツの働
き、コンピュータの動作原理を解説した。組み立てたパ
ソコンにはLinuxをインストールし、ネットワーク接続の
設定や、各種ユーティリティーソフトの使い方を解説
し、ウェブサーバソフトをセットアップするまでを実習
した。

１２）少年宇宙教室「探査機『あかつき』でさぐる宇
宙」講師

主催：奈良産業大学、後援：三郷町教育委員会
　地域の小学生（主に低学年）とその保護者を対象とし
た科学教室を開催した。金星探査機「あかつき」の打ち
上げに関連し、地球とは全く異なる金星の物理状態・気
象状態、そして金星探査機「あかつき」のミッションと
期待される観測成果について紹介した。また、金星がな
ぜ満ち欠けして見えるかを理解するために、太陽・地
球・金星とそれらの位置関係を再現する模型の製作を指
導し、地球の位置から見た金星が満ち欠けし、大きさも
変化することを解説した。

１０）教職員のための公開講座2009「パーソナルコン
ピュータの製作」講師

主催：奈良産業大学
後援：大阪府教育委員会、奈良県教育委員会
　幼稚園、小・中・高等学校、支援学校の教職員研修の
ための公開講座を開催した。市販のパーツを組み合わせ
て、コンピュータを製作するとともに、各パーツの働
き、コンピュータの動作原理を解説した。組み立てたパ
ソコンにはLinuxをインストールし、ネットワーク接続の
設定や、各種ユーティリティーソフトの使い方を解説
し、ウェブサーバソフトをセットアップするまでを実習
した。
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平成24年5月19日

平成24年9月1日

平成24年9月15日

平成24年12月25日

平成25年8月10日
平成25年8月31日
平成25年10月12日

年月日

１）

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）

１）

２　特許等

１　資格，免許

１）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１９）教職員のための公開講座2010「プレゼンテーショ
ンツールPrezi講座」講師

主催：奈良産業大学、後援：奈良県教育委員会
　PowerPointのような紙芝居的なプレゼンではなく、
キャンバス上に二次元的に配置された素材の間を移動・
ズーミングしてプレゼンするツールとして脚光を浴びて
いるPreziの講習を行った。Preziのアカウント取得方法
を始め、基本的な活用から、グループワークへの応用ま
でを実習を交えて解説した。

２０）少年宇宙教室「宇宙を調べるモノづくり」実施主
担当者および講師

主催：奈良産業大学 情報学部
後援：三郷町教育委員会
助成：独立行政法人 科学技術振興機構（平成25年度 科
学技術コミュニケーション推進事業：企画No.250068）
　地域の小学生とその保護者を対象とした科学教室を開
催した。「宇宙を調べるモノづくり」をテーマに、
　・惑星探査車
　・ロケット
　・天体望遠鏡
のそれぞれを実験や体験を通じて学ぶ全３回の科学教室
を実施責任者として企画・実施した。また第３回の望遠
鏡をテーマに取り上げた回では、講師を務めた。

１７）王寺町りーべるカレッジ「宇宙の誕生と加速膨
張」講演

主催：王寺町、共催：奈良産業大学
　人類が歴史上どのように星や銀河までの距離を測り、
宇宙の大きさを測ってきたのか、について紹介し、宇宙
膨張が発見された経緯や当時の宇宙観への影響について
解説した。また、2011年にノーベル物理学賞を受賞した
宇宙の加速膨張の発見とその意義について論じた。

１８）王寺町りーべるカレッジ「もう一つの地球を探
す」講演

主催：王寺町、共催：奈良産業大学
　1995年に初めて発見されて以降、現在、700個以上の太
陽系外惑星が発見されている。これら太陽系外惑星を発
見する観測手段を解説するとともに、見つかった太陽系
外惑星の特徴や、地球に似た惑星が存在する可能性につ
いて論じた。

１６）少年宇宙教室「300年ぶりの天文ショー 金環日食
を見よう」講師

主催：奈良産業大学
後援：三郷町教育委員会
　地域の小学生とその保護者を対象とした科学教室を開
催した。奈良県下では282年ぶりに見られる平成24年5月
21日の金環日食について、日食の起こる原理や観測方法
を解説し、日食観測用のサングラスを製作した。あわせ
て、近年活発になりつつある太陽活動のダイナミズム
を、太陽観測衛星「ひので」や「SDO」の画像を交えて紹
介した。当日の活動は奈良新聞5月20日版にて取り上げら
れた。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１）テキスト情報基礎演習
（再掲）

共著 平成17年4月 奈良産業大学 情報学部 専門科目
「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「HTML演習」
「文書構造化演習」教科書
B5版、全147頁
共著者：中尾 泰士、向井 厚志
本人担当部分：「第２章 文書構造化演習」
（pp.63-106）を単著
　当時W3Cにより標準化されていたHTML4.01およ
びCSS2を用い、W3Cの仕様に厳密に従い、非推奨
の属性を用いず、論理構造とデザインを分離し
てウェブページを制作する作法を詳説した。

（学術論文）
１）The Anisotropy of
Cosmic Ray Pursued with
Chaos Analysis

共著 平成23年8月 エアシャワーサイズ時系列のカオス解析におい
て、カオス性に寄与する宇宙線を選別し、その
到来方向の分布を求めた。その結果、Crab，
Mrk421，Cyg-Xなど、特定の活動銀河が高エネル
ギーガンマ線宇宙線源である可能性を示すこと
ができた。
共著：S.Ohara, T.Konishi, A.Mukai,
M.Shimada, A.Iyono, H.Matsumoto,
I.Yamamoto, N.Takahashi, T.Nakatsuka,
K.Okei, S.Tsuji, N.Ochi

２）Searching for cosmic
ray nuclei above the KNEE
energies through the
Gerasimova-Zatsepin effect
with the LAAS experiments

共著 平成23年8月 Gerasimova-Zatsepin効果による原子核宇宙線の
崩壊過程を考慮して、大広域エアシャワーデー
タを解析し、Knee領域以上の宇宙線について考
察した。
共著：A.Iyono, H.Matsumoto, K.Okei,
S.Tsuji, S.Ohara, N.Ochi, T.Konishi,
N.Takahashi, I.Yamamoto, T.Nakatsuka,
A.Mukai, M.Shimada

３）情報学部プロジェクト演
習における「フィジカルコン
ピューティング」教育の実践

単著 平成25年2月 2009年度から2012年度の４年間、情報学部「ラ
ジコン製作プロジェクト」において、「フィジ
カルコンピューティング」教育を実践した。教
材としてSun SPOTまたはArduinoを主に用い、合
計７つのシステムを製作し、各年度の学園祭に
出展した。自らハードウェアとソフトウェアの
設計を行い、部品の選定・購入から始めてシス
テムを完成させる体験は、学生にとって有意義
な学修であったと考える。

４）太陽系外惑星発見と情報
学

単著 平成25年2月 1995年に初めて発見されて以降、700個以上発見
されている太陽系外の惑星について、それらを
発見する観測手段や、見つかった惑星の特徴、
地球に似た星が存在する可能性について論じ
た。これらの成果には、ＣＣＤなどの受光素子
の技術革新による性能向上や、コンピュータに
よる自動観測、画像の自動解析など、情報技術
の進展による寄与が大きい。

５）奈良県 公共図書館・大
学図書館横断検索システムの
構築

共著 平成25年3月 平成20年度、奈良県図書館協会大学・専門図書
館部会の依頼を受け、奈良県内の公共図書館お
よび大学・研究所図書館の蔵書を検索できるシ
ステムを開発し、インターネット上に公開し
た。従来の検索システムと異なり、地図上で図
書館の位置が確認できることと、専門図書館を
含めた大学図書館と公共図書館を一括して検索
できるのが特徴である。
共著：嶋田理博、中尾泰士

情報学フォーラム紀要
（奈良産業大学），8，
131-140.

情報学フォーラム紀要
（奈良産業大学），8，
159-164.

奈良産業大学紀要，29，
69-75.

Proceeding of
International Cosmic
Ray Conference,
Beijing, 2011, Vol.1,
70.

Proceeding of
International Cosmic
Ray Conference,
Beijing, 2011, Vol.1,
170.

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

久美出版
（ISBN:9784907757946）
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６）地域における地学教育の
実践と課題

共著 平成25年3月 現在、地域に根差した理科教育として、サイエ
ンスカフェや実験教室が各地で実施されてい
る。本学でも地元住民向けの公開講座や小学生
を対象とした科学教室を実施し、学外において
も積極的に理科教育の振興に取り組んできた。
こうした取り組みへの参加者は常に一定数を見
込むことができるが、その多くはもともと科学
に興味・関心を抱いていたリピーターであり、
理科に関心をもたない住民の目を向けさせる工
夫が必要である。
共著：向井厚志・嶋田理博

（その他）

「学会発表」
１）プロジェクト型演習を通
じたアプリケーション開発の
学習

共同 平成20年12月 共同発表者：嶋田理博、中尾泰士、向井厚志
　情報学部のプロジェクト型演習「ITシステム
構築プロジェクト」において、平成19年度に
行った、ウェブサーバとRDBMSの構築、それらを
連携させた掲示板、ストリートビューシステ
ム、教室使用状況表示システムの制作について
報告した。

２）小学生を対象とした天文
教育活動「少年宇宙教室」の
報告

共同 平成21年9月 共同発表者：中尾泰士、嶋田理博、向井厚志
　地域の小学生を主たる対象とした地球・宇宙
分野の体験型講座「少年宇宙教室 ～ロケット・
太陽・スペクトル～」を企画し、科学技術振興
機構の「平成20年度　地域科学技術理解増進活
動推進事業　地域活動支援」の支援活動の1つと
して採択された。参加した子供達とその保護者
に対して行ったアンケートなどをもとに、われ
われの活動について報告した。

３）小学生向け体験型天文教
室「少年宇宙教室」の報告
２：「宇宙を調べる」

共同 平成22年9月 共同発表者：嶋田理博、向井厚志、中尾泰士
　2009 年度には科学技術振興機構の支援を得て
開催した体験型講座「少年宇宙教室」について
報告した。「宇宙を調べる」をテーマとした全
４回の講座は、望遠鏡の製作とそれを使っての
月・木星の観測を行い、観測の楽しさや宇宙に
対する興味を感じてもらえるなど、参加者の満
足度の高いものだったと考える

４）小学生向け科学教室『少
年宇宙教室』の活動

共同 平成22年11月 共同発表者：嶋田理博、向井厚志、中尾泰士
　2008年度から地域の小学生を対象として開催
している科学教室「少年宇宙教室」について報
告した。子ども達が楽しみながら学べるよう、
講義ではなく、工作や実験などの体験を中心と
した内容は、科学や宇宙に関心のある参加者に
対してはもちろん、初参加の子供や、関心のな
かった保護者に対しても興味を引き出すことに
成功していると言える。

５）The Anisotropy of
Cosmic Ray Pursued with
Chaos Analysis

共同 平成23年8月 共同発表者：大原荘司、小西健陽、向井厚志、
嶋田理博、伊代野淳、松本宏樹、山本勲、
高橋信介、中塚隆郎、桶井一秀、辻修平
越智信彰
　宇宙線時系列データについて、観測粒子密度
分布より一次宇宙線エネルギーを算出し、エネ
ルギー時系列データ約５万イベントのカオス解
析を行った。エネルギー範囲に対応するカオス
の出現頻度の解析から、5.0×10^15～7.5×
10^15eVの範囲のエネルギーをもった一次宇宙線
が、300イベント連続する時系列データのカオス
性の出現にもっとも寄与していることが見出さ
れた。

［注］

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

日本天文学会 2009年秋季
年会
（於山口大学）

日本天文学会 2010年秋季
年会
（於金沢大学）

第54回 宇宙科学技術連合
講演会
（於静岡県静岡市）

Proceedings of 32nd
International Cosmic
Ray Conference, Vol.1
,70-71.
（at Beijing, China）

平成20年度　情報教育研
究集会
（於福岡県北九州市）

奈良産業大学紀要，29，
185-191.

  212 



⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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年月日

平成17年４月～
平成21年3月

平成18年9月～21
年3月

平成21年4月～平
成25年

平成21年4月～平
成22年3月

平成21年4月～平
成24年3月

平成21年4月～平
成25年

平成23年4月～24
年3月

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　宮崎（竹田）治美

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

近代語彙史　日中比較言語学　異文化教育 中国語語彙史・文法史　宋代語録

2）中国語科目における実用性を高めるための取り組み 天理大学中国語学科非常勤講師として担当した「中国語
表現」「中国文学概論」「異文化コミュニケーションと
情報」「中国語（文法・読解）において、イラスト、歌
謡、漫画、文学作品、映画、料理などの補助教材を用い
て目や肌で感じさせた。また、留学生との「ジャーナル
指導法」（学生との交換日記）、Ｘチェンジ学習方法な
どを行った。その他、日本と中国の大学の間で知名度の
高い歌コンテストに学生を指導・派遣し、優秀な成績を
獲得した。また、学生の中国語の演劇の指導などにも携
わり、7年連続台湾で上演し、斯界から好評を受けた。

3）留学生日本語科目の取り組み
　（語彙・読解）（作文）（日本語表現）
　

奈良産業大学両学部の共通教育科目としての留学生の日
本語科目において、自ら学生時代日本語能力試験400満点
に近い点数を突破したことや平成１１年のJ・testには９
５０点（1000点満点）をとり、当時の最高点数であった
などの経験を生かして、漢字圏の学生にとって最も間違
いやすい語彙を解説し、効率的な学習方法を指導した。
その結果、良好な成績が見られた。また、より効果的な
学習ができるよう四段階レベルに分けて、目標を決めて
確実に進めた。留学生専用教材と中学生の教科書を用い
て、日本の言語・社会・生活と文化について幅広く学べ
るように工夫した。また、異文化の角度から日本語を分
析、理解しやすく指導した。

4）遠隔技術の利用 授業以外、学外の語学学習にも重視し、インターネット
のチャット利用を試み、週三回3時間ほどの体勢で質問を
受け、日本語の指導、作文や小論文の添削など行い、ま
た、生活、進路などにも相談にも応じた。現在、日本語
学習指導以外に関する相談は継続している。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

1）日中通訳・翻訳の科目における効果的な活用と教材
の開発

駿台観光・外国語学校の非常勤としての授業。具体的な
実用性を考え、場面を想定して基本から旅行・商談・学
習・生活などのニーズを応じる。また、間違いやすい文
法と言葉をはじめ、基礎編と応用編に分けて、徹底的に
役に立つ指導することを工夫した。単に言葉を直訳する
ではなく、言語の背後にある生活習慣、地域性、国民性
と言語の関連性とつなぎ、価値観の違いを理解するうえ
で、授業内容や教材などを考えた。
留学生の日本語科目（語彙・文法）において、かつて自
らの学習経験を生かし、生活言語と学習言語を平行線形
式で考え、独自に教材を開発した。その結果、日本語能
力試験の合格率が向上し、大きな成果がみられたといえ
る。

5）ITリテラシーにおける活用の取り組み 奈良産業大学情報学部の基礎科目ITリテラシー（留学
生）において、最も理解しにくい外来語などを動画やイ
ラストと用いて分かりやすく解説し、留学生にとって不
利なところを有利になるよう実用性を考え、内容を工夫
した。その結果、カリキュラムより大幅に進み、全学の
行事ポスター、『国際交流センター記録文集』の表紙な
どすべて留学生が作成し、学習の活用につながってい
る。

6）情報学ゼミ演習 奈良産業大学情報学部の専任講師及び准教授として、４
年間連続1年次のアドバイザーを担当した。１年次生が大
学生活がスムーズに進めるよう学外オリエンテーション
や学習指導、研究発表、生活、履修指導、家庭訪問など
を行った。

7）中国語科目における効果的な学習方法及び海外語学
研修

奈良産業大学専任講師及び准教授として共通教育科目
「中国語会話Ⅰ・Ⅱ」を担当した。受講生が数名しかい
ない中国語科目を復活させた。興趣性などを重視し、常
に就職進路や国際的意識を強めさせ、物事を多方面から
考える柔軟性を重視した。その結果、短期語学研修など
を希望する学生も増えつつ、夏季短期語学研修が認定科
目として認定された。
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平成18年4月～平
成21年3月

平成20年3月

平成２１年４月
～現在に至る。

平成22年4月～平
成23年3月

平成22年4月～現
在に至る。

平成21年～現在
に至る

平成15年4月～現
在に至る

平成16年7月

平成17年1月

平成17年4月

平成22年5月

平成25年6月

２　作成した教科書，教材

1）「日本語表現―文法編」
（駿台観光・外語専門学校応用語学専科　専用）

学習者のニーズに応じて、日本語能力試験N2、N１を目指
す学習者が効率よく自習できるよう工夫した。機能語を
意味によって分類して構成を考え、できるだけ簡単明瞭
に文法的性格を解説しようと試みた。

2）『会話と文法を学ぶ初級中国語』
（再掲）

古都奈良などを題材に、日本の生活に密着し、日本の地
名や観光地などを中国語で話せるように工夫した。学習
効果を考慮して語彙・表現・文法など最も使用頻度の高
いものを用いるようにした。また、中国語の全体像を掴
むために、文法の知識を増やすと同時に、実際の使用頻
度が高い表現を集中的に、対話文形式で覚えこむことを
第一義としている。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）奈良産業大学情報学部　学生による評価 高い出席率を維持していて、大半の学生の受講意欲が高
く、「理解しやす、大変熱意を感じる」と学生から評価
を受けた。課外活動やクラブ活動、ボランティア活動、
地域活動など学生と共に参加した。学習のみならず生活
指導なども行い、学生から高い評価を受けた。特に留学
生に対して、携帯電話の番号、メールアドレス、チャッ
トIDを公開し、学習のみならず、生活、進路、自宅訪問
などの相談を２４時間体制で受ける。大学を断念した留
学生を大学に戻るように説得し、現在全員優秀な成績を
修得している。留学生から多大な信頼を得ている。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

3）『漢字ドリル３０００』
（奈良産業大学日本語科目専用）

生活言語、学習言語の習得及び日本語能力試験N1を目指
す留学生のために「読む力」「書く力」を確実に身につ
けられるよう工夫した。漢字を音読みと訓読みや字形、
部首、意味などグループ別に構成し、効率的に習得でき
ることを目指した。また過去数年間の能力試験１級に出
題された漢字、語彙問題を徹底的に分析し、画数順に単
元を配列して、日常学習の段階から最適な試験勉強がで
きるよう工夫した。その他、漢字圏の留学生にとって落
とし穴である同形語をの用例を加えた。

4）「日本語表現―-作文・小論文編」
（奈良産業大学日本語科目専用）

新しい作文の練習法で文章の構築力をつける練習帳であ
る。留学生不得意な受け身、副助詞、接続詞で表現力を
アップする練習帳である。

5）「コンピューター用語辞典（留学生用）」
情報学部向井教授と共同作成

留学生が最も理解しにくい情報学に関する専門用語を中
国語に翻訳し、専門科目の授業内容の理解度を向上させ
ることができた。（簡体字と繁体字二種類を作成）

「中国現代情報について‐レシートからのビジネス」講
演）

専門の調査機関が実施した調査の結果から、中国市場お
よび中国社会の最新動向・トレンドを探る。

「長安の日本人－阿倍仲麻呂と漢詩－」　講演
日本の歴史上、アジアとの関係構築に一生を捧げたわが
国最古の留学生として、奈良から中国・長安に旅立った
ことで遣唐使阿倍仲麻呂の異郷での生涯を紹介した。

「中国の子どもたちと家庭教育―異文化の視点から」 中国の幼・小・中・高・大の教育の全体像を紹介した
上、現在中国の家庭教育や地域教育の差を紹介した。ま
た、中国人と日本人の価値観や文化の差異の視点から現
在の日本の学校教育における外国人児童・生徒に対する
対応を考察する。

1）地域市民講座
　（財）奈良県経済クラブ　中国語講座

地域の経済連合会主催の語学講座の講師を務めた。ま
た、本学と社会人向けの「奈良駅前大学」という地域連
携事業にの協力のかけ橋を務めた。コンサートや料理教
室などを主催し、本学の学生、留学生との交流を活発に
させた。本講座は、2013年に10周年を迎える。毎年、語
学研修、コンサート、特色のあるイベントなど開催し、
地域から「民間大使」と言われ、多大な評価を受け、中
国大阪総領事館からも賞状を授与された。

2）講演など
「大地の子どもたち―何故中国残留孤児が生まれたの
か」講演

中国残留孤児の歴史背景や、来日後の位置付け、国家の
行政などについて分析し講演した。

「中国現代情報について‐スローガンから見る中国」講
演

中国のスローガンから中国の行政、政治、地域特徴など
から中国を見る。
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平成21年～現在
に至る

平成21年～現在
に至る

平成23年～現在
に至る

年月日

平成４年9月

平成20年12月

平成15年3月

平成20年9月

平成15年3月～
平成16年8月

平成17年4月～
平成18年3月

平成21年度～
現在に至る

平成22年度～
平成23年度

平成23年度～
平成24年度

平成22年度～
平成23年度

平成25年度～26
年度

3）日本人学生の語学研修 平成23年度から中国青島理工大学琴島学院へ夏季短期語
学研修に引率した。その結果、学生たち自ら積極的に国
際交流活動を行い、異なった文化に興味を持つように
なった。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

1）学内業務
　国際交流委員として

国際交流委員として本学の海外協定校国立台湾屏東科技
大学、蘇州科技大学、青島理工大学、東方学院、南京郵
電大学の協定の実現に努め、夏季短期留学生、特別聴講
生の受け入れを提案し、実行を推した。協定校にて説明
会などを行い、日本への留学の意欲を増進させた。

2）留学生のイベント指導 ４年間連続留学生の日本語スピーチコンテストの担当と
して、作文・演説の指導を行った。また、『国際交流セ
ンター記録文集』を企画・提案し、４年編集を務めた。

4）博士（文学） 奈良女子大学大学院　（奈良女子大学博課第393号）
博士論文題目　宋代語録における副詞研究

２　特許等

なし

1）高等学校教諭一級普通免許（音楽）（中国で取得） 　内920068号　（内モンゴル自治区教育庁）

2）NAFL日本語教師養成プログラムLD 株式会社アルクの主催する通信講座にて、420時間相当す
る日本語教師養成講座を受け、最終試験を受けて終了。

3）修士（教育学） 奈良教育大学大学院　（奈良教育大学第957号）
論文題目　中国帰国児童･生徒の内部葛藤とアイデンティ
ティの模索―ライフ･ヒストリ―からの考察―

2）天理大学　広報・国際交流部　職員 留学生に関する業務全般、日本人学生の海外渡航、留
学、海外協定校などの業務を担当した。

４　その他

奈良産業大学　学内委員会
1）国際交流センター運営委員

留学生の生活、学習の支援・指導、留学生の引率、留学
生行事、特別聴講生、短期留学生の指導、日本人学生の
語学研修、海外協定校に関する業務全般を担当した。ま
た、国際交流事業の企画、提案など、「国際交流セン
ター記録」の編集などを担当留学生科目の担当の提案な
ど。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1）NOVAグループ　株式会社　講師　 インストラクターの指導、研修などに携わり、教材開
発・編集を担当した。

6）入学試験委員会・編入学実施小委員 大学の入学試験に関する業務全般。

2）全学共通・教養教育推進会委員 留学生及び特別聴講生の日本語科目、中国語科目などを
適切に履修することができるよう提案する。またクラス
編成、協定校との調整などの全般業務に携わる。

3）学生支援センター運営委員
4）学生委員会委員

学生の生活、学習の支援、指導、大学行事の協力及び企
画、実施を行う。

5）紀要編集委員など 奈良産業大学紀要第27号の編集など。
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平成25年度～26
年度

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
（1）『会話と文法を学ぶ初
級中国語』

共著 平成20年3月 古都奈良などを題材に、日本の生活に密着し、
日本の地名や観光地などを中国語で話せるよう
に工夫し、学習効果を考慮して語彙・表現・文
法など最も使用頻度の高いものを用いるように
した。
B5判（全72頁）
共著：羅東耀・張敏・劉慶・何穎・郭斐映・竹
田治美 （原稿の一部を執筆のほか全体の編集な
どを行ったため分割不可能）

（2）『宋代語録における副
詞研究』

単著 平成24年12月 本書は、著者のこれまでの中古・近古副詞や文
法についての研究と、博士論文「宋代語録にお
ける副詞研究」をまとめたものである。
近年、中古・近古の文法や語彙、音韻の研究に
おいて個別の語彙について分析及び考察する研
究があるものの、史的研究はきわめて少ない。
著者は、古代言語及び歴史的考察を中心とした
研究に取り組んできた。本書は、史的な角度か
ら宋代の言語状況を概観し、宋代語録の定義、
起源、形成について論じ、総計436副詞の個々の
使用状況、特徴、性質について考察を加え、宋
代語録における副詞の特徴を明らかにした。
宋学語録における副詞の研究は、これまでの宋
学語録研究が閑却してきた部分に着目し、近古
語彙史の基礎研究を補完するものとして、学術
的な意義は大きい。
A6判（全298頁）

（１）「日中同形類義語」
について（査読付）

単著 平成17年3月 日中の漢字の表現が同じことであることよっ
て、日中言語の学習者は容易であるという先入
観が生じやすい、それによって時にはコミュニ
ケーションギャップを生じる要因にもつなが
り、大きな誤解を生じる場合もしばしばある。
本論はその要因について、比較的な角度から用
例を分析し、その意味、用法、さらに言葉の背
後にある文化的な背景や生活習慣、社会体制な
どと関わらせながら、考察した。

（２）『捜神記』における
程度副詞について

単著 平成19年3月 晋末宋初に著された志怪小説『捜神記』におけ
る程度副詞に焦点を合わせて、分析した。程度
副詞体系の構築、機能を検討し、言語学的な側
面に重点をおいて考察し、その文体的特徴を明
らかにした。

（３）『朱子語類輯略』に
おける「得」について

単著 平成20年3月 「得」の形態構造を取り上げ、機能と特徴を考
察し、述語と補語の関係を結ぶ機能を持ち、動
作性の強いものから感受性の強い動詞へ変遷し
た。「得」の働きによって、補語になる他の品
詞が使用範囲も拡大した。さらに複句・複文の
発展にも影響を与えた。

（４）『朱子語類輯略』に
おける程度副詞について

（査読あり）

単著 平成20年3月 南宋は多くの優れた口語的な通俗文学作品が誕
生し、言語も著しく変化した。特に副詞を含め
て虚詞の機能の変化が顕著に見られる。その比
較を示す程度副詞を取り上げ、その機能を考察
し、さらに歴史的に構築を論じた。

（５）宋代語録における副
詞の研究（博士学位論文）

単著 平成20年8月 宋代における五つの宋学語録175巻を対象とし
て、副詞を６つに分類し、435種類副詞の特徴や
諸性格について考察を行った。更に、音節構造
からみた宋代副詞を検証し、その変遷と諸性格
を明らかにした。
（400字詰原稿用紙　1020頁）

7)地域連携推進委員 大学が持っている物的・人的資源を社会に提供する企
画・実施などを行う業務全般。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

天理大学中国文化研究第
24号
pp.35-56

奈良女子大学人間文化研
究年報
第23号pp.25-37

奈良女子大学大学院

白帝社

白帝社

（学術論文）

奈良女子大学人間文化研
究年報
第20号pp.335-342

天理大学中国文化研究
第23号
pp.43-60
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（６）宋学語録についての
一考察

単著 平成21年3月 宋学の代表的な語録を中心に、宋学語録の定
義、起源、形成及び盛行の原因、さらに現存版
本などについて考察するものである。

（７）音節構造からみた宋
代副詞（査読あり）

単著 平成21年3月 大部の書である宋学の五つの語録をテキストと
して、副詞を中心にその特徴や諸性格に着目し
音節について考察した。
テキストとして宋学の語録合計175巻、総文字数
は約2,720,000字であり、副詞は述べ435種類に
のぼる。
2010年　NO.62日本中国学会報「歴史的文法分
野」に取り上げられ、高く評価を受けた。

（８） 日本語学習における
諸問題

単著 平成22年9月 留学生の日本語学習の習得課程における諸問題
を分析し、その結果にも基づき、中級レベル学
習者に日本語を習得させるための方法を探るこ
とである。中級レベルの学習者においては、共
通の問題として、文法・助詞・動詞などの混
同、誤用などの問題点を考察し、教室における
日本語指導を通して、講義中や作文、レポート
などの誤用例を収集し、これらの問題に焦点を
絞って、分析・考察を行う。

（９）宋代語録における語
気副詞について

単著 平成23年9月 宋学語録を焦点に合わせ、語気副詞を考察し
た。語気副詞は数が多く、複音節化が顕著さ
れ、宋代の語気副詞は既に副詞の機能のみを担
うものが多いということが分かる。一部の語気
副詞は宋代以後も強い生命力を持って、現代漢
語に定着し、口語表現として頻用されている。

（10）日本語コースカリ
キュラムと指導について

共著 平成24年9月 近年、短期留学生が急速に増加している中、日
本語短期研修を実施する際、教材の選択・使
用、クラス編成、プログラム計画、教員配置な
どのあり方について、本学の夏季短期を事例と
して考察し、オムニバスで一つの講座を担当す
る際も、担当者間で目標についての共通理解、
指導項目の意見交流や指導方法、指導内容のあ
り方を考える。また、研修生の教育効果を高め
るために、学生の日本語レベルを含めた事前調
査や全体像の構成から部分内容の調整までの確
認など、望ましいコースカリキュラムの作成と
指導のあり方について模索する。
（原稿の構成や問題意識の提起、講義の担当な
ど全体にかかわったため分割不可能）
共著者：竹田治美・廣田直俊・加納巧

（11）外国人児童･生徒の内
部葛藤とアイデンティティ
の模索
―学校の多文化教育に向け
て―

単著 平成24年9月 本論は、2003年から10年間にわたり、外国人児
童・生徒の日本語学習や母語環境、学校生活な
どについて調査した。国別では中国、ブラジ
ル、フィリピン、ベトナム、韓国、台湾にな
る。子どもたちの学校生活と家庭環境に焦点を
あて、その背景､実態から見えてくるものを考察
する。学校における日本語学習と日本語カリ
キュラムの位置付けを指摘する。また、来日時
間の浅い児童と日本で生まれた子どもの違いを
分析する。さらに、子どもたちをめぐる諸問題
を明確にするためには、その問題の所在につい
て日本の学校や社会を中心に徹底的な個別調査
を行うことが必要である。そして、問題解決の
ために日本の学校、地域、社会が改善すべき点
を具体的に提言する。

（12）第二言語としての日
本語習得について
―人称代名詞の認識と運用
をめぐって―

単著 平成25年2月 第二言語習得（second language
acquisition/SLA）研究に基づきながら、留学生
の日本語習得における人称代名詞の認識と運用
について検討したものである。第二言語として
の日本語の人称代名詞を通して第二言語習得研
究の中、特に教室における指導がどのように学
習者に影響を与えるかについて考察し、より効
果的な指導方法を探っていく。
日本語学習者が「人称代名詞」を習得する過程
において抱える課題について分析し、日本語習
得においての課題を明らにすることを目指す。

天理大学中国文化研究第
25号　pp.47-76

白帝社
中国語研究第51号
pp.76-91

奈良産業大学紀要
25集
pp．73－77

奈良産業大学紀要26集
pp.35-43

奈良産業大学紀要28集
pp．161-166

奈良産業大学紀要28集
pp．129-139

奈良産業大学情報フォー
ラム第８集
pp.89-98
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（13）日本語短期研修のカ
リキュラムとその周辺につ
いて

単著 平成25年3月 日本語短期研修における留学制度の現状とその
課題について考察する。また、学習者の多様性
と多面性にこたえる日本語教育の有り方につい
て検証する。さらに、短期研修プログラムの実
施やカリキュラムの編成には、より多様な内容
で対応する必要があることと、多様なニーズに
対応できる受け入れシステムの構築と今後の発
展性について述べる。

（その他）

「研究報告書」
（1）日本の大学における職
業教育と大学生の職業意識
（査読あり）

単著 平成23年8月 中国教育部職業技術教育センター研究所からの
要請で日本の大学におけるキャリア教育及び大
学生の就職意識について考察、具体的なデータ
を挙げ分析した。また、その背景にある歴史的
な原因、社会要素などについて明らかにした。
海外から投稿論文の中、唯一入選されたもので
ある。

「翻訳」
（1）『台風雑記』 共著 平成22年3月

百年前、台湾植民統治時代に当時の官僚である
佐倉孫三氏が漢文で記録した『台風雑記』を翻
訳した。また、『台風雑記』と著者について紹
介し、被植民者の思いと本書の意義についての
論文の翻訳を担当した。担当部分「植民者によ
る植民地の風俗記録」
A6判（全220頁）（12頁-30頁を担当）、その
他、原稿全体の編集など。
三尾裕子監修　台湾の自然と文化研究会　編訳
木村自、李春子、山田仁史、王厳隈、福浦厚
子、林美杏　竹田治美

「口頭発表」
（１）日本の大学における
職業教育と大学生の職業意
識

　　　　 平成23年8月 日本の大学におけるキャリヤ教育及び大学生の
就職意識について考察、具体的なデータを挙げ
分析した。また、その背景にある歴史的な原
因、社会要素などについて分析した。さらにイ
ンターンシップ制度と実施及び現状と課題を考
察した。

（２）近世漢語における副
詞の音節変遷について

単 平成24年9月 副詞は、最も複雑の品詞であり、数が多く、多
様性を持っているのが特徴である。本発表は音
節の角度から、中古・近世漢語の音節変遷につ
いて考察し、その機能と性質及び個々の使用状
態を分析した。副詞の分節化の多重性からその
意味と統語的な機能と構造と関連させ、系統性
を試みる。

（３）『祖堂集』における
程度副詞について

単 平成25年10月 現存の最古の禅宗史総集『祖堂集』の程度副詞
の機能、用法、特徴などを考察し、中古から近
古にわたって程度副詞の体系そのものがそのよ
うに変遷したのか、また歴史的にどのように構
築されていったかに考察する。

［注］

中国教育科学「十一五」
計画　教育部重点研究課
題
職業教育と企業文化との
結合研究と実験（研究課
題番号：GJA104009）
中期研究成果論文集
中華職業教育出版社
pp．367‐372

東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所
出版

中国キャリア教育国際シ
ンポジウム（青島）

北京大学　古代漢語研究
会

日本中国学会第65回大会

奈良産業大学紀要28集
（続編）pp．77-82

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
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年月日

平成17年9月～
平成24年3月

平成20年4月～
現在

平成20年4月～
現在

平成20年4月～
現在

平成20年4月～
現在

平成20年4月～
現在

２）講義用教材「デジタルアーカイブ」 奈良産業大学　情報学部　情報学科の助教として担当の
「デジタルアーカイブ」（専門科目、2年次配当、半
期、選択2単位）において使用している。内容は、「デ
ジタルアーカイブとは何か」「情報管理と著作権」
「アーカイブの計画」「撮影技術」「データベースの構
築」など、デジタルアーカイブの知識と技術がバランス
よく学べるような教材である。教材は、電子ネットワー
ク上にある「教材箱」に回ごとにデジタルデータで提供
するが、プリントアウトしてファイルに綴じる事も可
能。

4）電子ネットワーク上にある「教材箱」と「提出箱」
の活用

担当科目全般で、電子ネットワーク上にある「教材箱」
と「提出箱」の活用をした。このことにより、授業終了
後の教室や自宅からの教材の閲覧、課題の提出にも役立
ち、教材を予習や復習にも活用できるようにした。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】

２　作成した教科書，教材

１）講義用教材「３次元CG」 奈良産業大学　情報学部　情報学科の助教として担当の
「３次元CG」（専門科目、2年次配当、通年、選択4単
位）において使用している。内容は、3次元のＣＧで作
成する基本的なテーマ「工業製品」「建築」「キャラク
ター」「ロボット」を作る方法から始め、最後には自分
のオリジナル作品が作れるような流れになっている。教
材は電子ネットワーク上にある「教材箱」に回ごとにデ
ジタルデータで提供するが、プリントアウトしてファイ
ルに綴じる事も可能。

１）プロジェクト演習 「高取城」「藤原京」「郡山城」の3つのCG再現プロ
ジェクトを通して、関わった学生達は、通常の一方向的
な授業では学ぶ事のできなかった、技術の向上や知識の
習得に並ぶ大切な、信頼関係を築くことの大切さ、得意
分野を持つことで存在意義が確立される重要さ、期限を
決めてそれを確実に達成する計画の大切さ、全員で作り
上げたものが実際の地域現場で活用され喜ばれているの
を見ての達成感を得ることにつながった。結果、学生達
に社会性を基礎にした向上心が芽生えた。

２）コンピュータ操作教育における学習の確実性を高め
る工夫「3回操作」

コンピュータの操作教育の確実な学習成果を得る為に、
目的の操作を行わせる際、「3回操作」を行っている。
これは、一度その操作を見ただけではわからない学生が
いるなかで、まず一回目はその操作を見るだけ、2回目
は一緒にやってみる、3回目は2回目ででもついてこられ
なかった者に対してもう一度その操作を見せるといった
もので、これにより授業についてこられなかった学生も
確実に操作を覚えることになり、授業がスムーズに進め
らることと、アンケート結果からも学生の授業に対する
満足度が上がった。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】

3）ティーチング・アシスタントの活用 授業のなかで、ティーチング・アシスタントを配置する
ことにより、わからない学生に対するサポートの迅速性
が上がった。またこのアシスタントの人選も、前年度に
その授業で頑張っていたり、他の学生のサポートを積極
的にする学生を優先的に採用するよう手配した。

デジタル・アーカイブ デジタル・アーカイブ

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　片岡　英己

研究分野 研究内容のキーワード
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平成20年4月～
現在

平成22年4月～
現在

平成22年4月～
現在

平成17年4月1日

平成17年4月1日

平成17年8月1日

平成19年8月16日

平成18年11月26日

平成20年3月3日

平成20年9月17日

２）藤原京ＣＧ再現プロジェクト中間発表
　　講演

奈良県橿原市のかしはら万葉ホールにて、一般の方約
800人に対しCG完成中間発表会を行った

３）「デジタル・アーキビストについて」講演 奈良産業大学図書館にて、奈良県内の大学・専門図書館
関係者に向けてデジタル・アーキビストについての講演
を行った

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）高取城CG再現プロジェクト完成発表会
　　講演

奈良県高市郡高取町のリベルテホールにて、一般の方約
300名に対しCG完成発表会を行った

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）

８）「画像処理とデジタルアルバム作成」
　　　（プリント冊子）

・奈良産業大学　夏休みの短期特別講座に使用
・POAYパソコン教室（高齢者のパソコン教室）に使用す
る為のテキスト
・高齢者向けに、文字や画像をかなり大きめに作成した
こともあり、高齢者には好評であった
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】

９）「準デジタル・アーキビスト養成講座テキスト」
　　　（プリント冊子）

・年２回行われる資格試験「準デジタル・アーキビス
ト」養成の為の教材

５）講義用教材「基本パソコン演習Ⅱ」 大阪学院大学　非常勤講師として担当の「基本パソコン
演習Ⅱ」（必修科目、１年次配当、半期ごと、選択2単
位）において使用している。内容は、マイクロソフトの
「Excel」の基本や応用など。教材は電子ネットワーク
上にある「教材箱」に回ごとにデジタルデータで提供す
るが、プリントアウトしてファイルに綴じる事も可能。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】

６）「使って覚える基本Photoshop」
　　　（プリント冊子）

・奈良産業大学　情報学部　情報学科　平成１７年度の
科目「情報学演習ⅠA」に使用
・パソコンソフト「Photoshop」初心者の為の画像処理
基礎教育のテキスト
・初心者でもわかりやすい様に基本操作に特化して作成
したこともあり、学生には達成感が得られた。

７）「使って覚える基本Illustrator」
　　　（プリント冊子）

・奈良産業大学　情報学部　情報学科　平成１７年度の
科目「情報学演習ⅠA」に使用
・パソコンソフト「Illustrator」初心者の為の画像処
理基礎教育のテキスト
・初心者でもわかりやすい様に基本操作に特化して作成
したこともあり、学生には達成感が得られた。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】

３）講義用教材「コンピュータグラフィック
　　ス」

奈良産業大学　情報学部　情報学科の助教として担当の
「コンピュータグラフィックス」（専門科目、2年次配
当、半期、選択2単位）において使用している。内容
は、実際に世の中で使用されている商業デザインを教材
に、その技術的な工夫や制作意図を考える教材にしてい
る。教材は、電子ネットワーク上にある「教材箱」に回
ごとにデジタルデータで提供するが、プリントアウトし
てファイルに綴じる事も可能。

４）講義用教材「基本パソコン演習Ⅰ」 大阪学院大学　非常勤講師として担当の「基本パソコン
演習Ⅰ」（必修科目、１年次配当、半期ごと、選択2単
位）において使用している。内容は、マイクロソフトの
「word」「PowerPoint」の基本や電子メールの使い方や
原理、情報倫理など。教材は電子ネットワーク上にある
「教材箱」に回ごとにデジタルデータで提供するが、プ
リントアウトしてファイルに綴じる事も可能。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】
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平成20年12月25日

平成21年3月15日

平成21年11月7日

平成21年11月19日

平成21年11月23日

平成22年2月28日

平成22年6月11日

平成22年10月23日

平成23年9月14日

平成24年3月17日
～20日

年月日

平成20年　3月

４　その他

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）上級デジタル・アーキビスト 文化の基礎、文化情報の収集、管理・流通・利用の処理
および、知的財産権・プライバシーなどを理解し、実践
できるものに与えられる資格

５　その他

１）特記事項なし

１１）王寺町りーべるカレッジ　講演
　演題「文化遺産ＣＧ再現によって見えてくる
　　　　世界」

奈良産業大学の地域貢献として地元地域の方々に対して
行う公開講座で講演を行った

１２）　奈良県立高田高等学校
　演題「文化遺産ＣＧ再現によって見えてくる
　　世界」

高田高等学校にて、歴史を学ぶ生徒達に対しＣＧ再現プ
ロジェクトについて講演を行った

１３）　　奈良産業大学
　　　　　　　「大和郡山城CG発表展示会」

大和郡山市から依頼があり始まった郡山城CGプロジェク
トの完成したCGの発表展示会を行った

８）平城遷都1300年記念講座　講演 「コンピュータグラフィックスでよみがえる藤原京」と
題し、東京奈良まほろば館で講演を行った

９）藤原京ＣＧ再現プロジェクト完成発表
　　講演
　　　「藤原京再現CG完成記念シンポジウム」

イオンモール橿原アルルにて、プロジェクトメンバーと
共に一般の方対象に藤原京CGの完成発表を行った

１０）近畿工業高等学校科長連絡協議会総会で
　　の講演
　　演題：「藤原京CG再現プロジェクトと学
　　　生達」

奈良文化財研究所　平城京跡資料館　大講堂にて藤原京
CG再現プロジェクトの取組みについて講演を行った

５）「超時空フォーラム　シルクロードから藤
　　　原・平城京へ」講演

帝塚山大学にてＮＰＯ法人ユニバーサロン主催のフォー
ラムで、藤原京ＣＧ再現の取り組みについて講演を行っ
た

６）「コンピュータグラフィックスでよみがえ
　　　る藤原京」講演

　奈良産業大学主催「2009なら講座」で、奈良学園登
美ヶ丘キャンパスで講演を行った

７）「遺構で残る歴史遺産の観光への活かし
　　　方」
　　講演

「地域紹介・観光ボランティアガイド全国大会」の第４
分科会「遺構で残る歴史遺産の観光への活かし方」での
藤原京の例の発表とアドバイザーとして参加

４）教職員のための公開講座　講師 大阪、奈良の小学、中学、高校の教員向けに３ＤＣＧの
講座を行った
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中等）】

5
  222 



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
特記事項なし

（学術論文）
1.「藤原京の３ＤＣＧ再現に
よる万葉歌の視覚再現とその
教育的利用方法について」
（修士論文）

単著 平成20年3月 万葉集は日本最古の歌集で、多くの歌人により
数々の傑作が生み出された。この研究では実際に
歌が詠まれたであろう風景をＣＧ（コンピュータ
グラフィックス）で再現し、万葉歌がどのような
状況で詠われたものかを映像として検証し、その
成果によって、万葉集を学ぶ為の教材としての活
用方法を提示する。
ここでは研究の対象を「藤原京」に関する歌２首
を例に研究を行ったA4判　全47頁

2.「文化遺産のCG再現とそれ
を活用した地域振興につい
て」
（査読付）

共著 平成22年3月 歴史的建造物等の文化遺産の中には、現在では損
壊や消失の結果、当時の様子がわからない状態に
ある物が多く存在する。本研究論文は、これらを
史実や調査に基づいて3次元ＣＧのプログラムを
用いたデジタル・アーカイブとして再現すること
で、当時の様子を甦らせ、地域振興や観光促進に
活用することで、現地を訪れた訪問者に、より一
層の文化遺産の価値を感じてもらい、交流人口の
増加に繋げていく事の可能性について検討した。

3.「藤原京CG再現プロジェク
ト」

単著 平成22年10月 藤原京CG再現プロジェクトについて、学生の制作
活動を中心にまとめた活動記録。

4.「郡山城CG再現プロジェク
トの活動記録」

単著 平成25年2月 郡山城CG再現プロジェクトについて、学生の制作
活動を中心にまとめた活動記録。

（その他）
「学会発表」
1.「デジタル・アーキビスト
養成コースの設置について」

単独 平成19年8月20 「デジタル・アーキビスト養成コースの設置につ
いて」と題して本学での取り組みの学会発表を
行った。

「学会発表」
2.「文化遺産のCG再現とそれ
を活用した地域振興につい
て」

単独 平成20年8月 現存しない歴史遺産をCGで復元することにより、
観光資源として地域の観光促進に繋げていけるこ
との可能性を追求した

「情報教材作成」
1.講義用教材「３次元CG」

単独 平成20年4月～
現在

奈良産業大学　情報学部　情報学科の助教として
担当の「３次元CG」（専門科目、2年次配当、通
年、選択4単位）において使用している。内容
は、3次元のＣＧで作成する基本的なテーマ「工
業製品」「建築」「キャラクター」「ロボット」
を作る方法から始め、最後には自分のオリジナル
作品が作れるような流れになっている。教材は電
子ネットワーク上にある「教材箱」に回ごとにデ
ジタルデータで提供するが、プリントアウトして
ファイルに綴じる事も可能。

「情報教材作成」
2.講義用教材「デジタルアー
カイブ」

単独 平成20年4月～
現在

奈良産業大学　情報学部　情報学科の助教として
担当の「デジタルアーカイブ」（専門科目、2年
次配当、半期、選択2単位）において使用してい
る。内容は、「デジタルアーカイブとは何か」
「情報管理と著作権」「アーカイブの計画」「撮
影技術」「データベースの構築」など、デジタル
アーカイブの知識と技術がバランスよく学べるよ
うな教材である。教材は、電子ネットワーク上に
ある「教材箱」に回ごとにデジタルデータで提供
するが、プリントアウトしてファイルに綴じる事
も可能。

日本教育情報学会
2007年次大会
（於　常磐大学）

文化経済学会<日本>
2008年次大会
（於　北海道大学）

岐阜女子大学

文化経済学　第7巻1号
（通算28号）
P.33～P.40

奈良産業大学　情報学
フォーラム10周年記念誌
P.65～P.73

奈良産業大学　情報学
フォーラム紀要P.33～
P.39

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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「情報教材作成」
3.講義用教材「コンピュータ
グラフィックス」

単独 平成20年4月～
現在

奈良産業大学　情報学部　情報学科の助教として
担当の「コンピュータグラフィックス」（専門科
目、2年次配当、半期、選択2単位）において使用
している。内容は、実際に世の中で使用されてい
る商業デザインを教材に、その技術的な工夫や制
作意図を考える教材にしている。教材は、電子
ネットワーク上にある「教材箱」に回ごとにデジ
タルデータで提供するが、プリントアウトして
ファイルに綴じる事も可能。

「情報教材作成」
4.講義用教材「基本パソコン
演習Ⅰ」

単独 平成22年4月～
現在

大阪学院大学　非常勤講師として担当の「基本パ
ソコン演習Ⅰ」（必修科目、１年次配当、半期ご
と、選択2単位）において使用している。内容
は、マイクロソフトの「word」「PowerPoint」の
基本や電子メールの使い方や原理、情報倫理な
ど。教材は電子ネットワーク上にある「教材箱」
に回ごとにデジタルデータで提供するが、プリン
トアウトしてファイルに綴じる事も可能。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中
等）】

「情報教材作成」
5.講義用教材「基本パソコン
演習Ⅱ」

単独 平成22年4月～
現在

大阪学院大学　非常勤講師として担当の「基本パ
ソコン演習Ⅱ」（必修科目、１年次配当、半期ご
と、選択2単位）において使用している。内容
は、マイクロソフトの「Excel」の基本や応用な
ど。教材は電子ネットワーク上にある「教材箱」
に回ごとにデジタルデータで提供するが、プリン
トアウトしてファイルに綴じる事も可能。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中
等）】

「情報教材作成」
6.「使って覚える基本
Photoshop」
　　　（プリント冊子）

単独 平成17年4月～
現在

・奈良産業大学　情報学部　情報学科　平成１７
年度の科目「情報学演習ⅠA」に使用
・パソコンソフト「Photoshop」初心者の為の画
像処理基礎教育のテキスト
・初心者でもわかりやすい様に基本操作に特化し
て作成したこともあり、学生には達成感が得られ
た。

「情報教材作成」
7.「使って覚える基本
Illustrator」
　　　（プリント冊子）

単独 平成17年4月～
現在

・奈良産業大学　情報学部　情報学科　平成１７
年度の科目「情報学演習ⅠA」に使用
・パソコンソフト「Illustrator」初心者の為の
画像処理基礎教育のテキスト
・初心者でもわかりやすい様に基本操作に特化し
て作成したこともあり、学生には達成感が得られ
た。
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中
等）】

「情報教材作成」
8.「画像処理とデジタルアル
バム作成」
　　　（プリント冊子）

単独 平成17年8月～
現在

・奈良産業大学　夏休みの短期特別講座に使用
・POAYパソコン教室（高齢者のパソコン教室）に
使用する為のテキスト
・高齢者向けに、文字や画像をかなり大きめに作
成したこともあり、高齢者には好評であった
【関連授業科目：教育方法技術論（初等）（中
等）】

「情報教材作成」
9.「準デジタル・アーキビス
ト養成講座テキスト」
　　　（プリント冊子）

単独 平成19年8月～
現在

・年２回行われる資格試験「準デジタル・アーキ
ビスト」養成の為の教材

「情報教材作成」
10.「図書館十進分類法に基
づく図書検索のホームページ
作成方法」

単独 平成20年4月～
現在

奈良産業大学　情報学部　情報学科の担当の「デ
ジタルアーカイブ」（専門科目、2年次配当、半
期、選択2単位）において使用している。
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［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
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年月日

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

研 究 分 野

Visual Communication Design

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　玉野　哲也

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

Art Direction, Creative Direction, Planning Direction,
Graphic　Design, C.I Planning, Editorial Design, Web Design,
Graphical User Interface Design,Infographic, Design
Consulting, Design Education, Design Research, Workshop, 医
療, 国際支援,危機管理, NPO/NGO, 地場産業, 商品開発.

武蔵野美術大学 通信教育学部 デザイン情報学科 コミュ
ニケーションデザインコースの非常勤講師として担当の
「グラフィックデザイン基礎1」（専門科目/1年次配当/
夏秋期添削課題/必修１単位）におけるスクーリングの実
践例は以下の通りである。　　　スクーリング初日午前
に前提講義を行い、課題説明、過去の参考作品の紹介、
参考資料による「情報の線分編集」の説明を行う。ま
た、前提講義に於いて、以下の事を学生に伝える。
　１.スタートラインに於いてアイデアが悪いものに対し
ては決して制作許可を出さない。
　２.作品提出に於いてクオリティーの低いものには決し
て提出許可を出さない。
　３.提出時間は厳守しなくてはならない。
　４.課題参加者全員による自由投票で評価が決まる。
課題制作の進行過程に於いて「アイデア出し」「提出」
の２ヶ所に、非常に厳しいチェックポイントを設けた。
スクーリング初日午後より学生をグループに分け、アイ
デア出しを開始する。初日のアイデアにOKが出ない場
合、通称「１００出し」と呼ばれるアイデア出しのト
レーニング（学生の状況に応じて、アイデアを最大で１
００案考えさせる宿題）を行う。翌日に宿題のチェック
を行うが、指定されたアイデアの数が揃っていない場
合、揃うまでアイデアチェックを行わない。
最終日に講師による最終チェックを経て、提出にOKが出
た学生から順次提出。午後２時を作品提出時間とする
が、提出時間に間に合わぬ学生には、10分遅れるごとに
マイナス1点のペナルティーが科せられる。午後４時まで
に必ず提出出来るようにきめ細かく指導を行う。
講評は、まず、課題参加者全員に付箋３枚（３票）を渡
し、「自分が好きな作品３つ」に無記名での投票を行な
わせる。得票数1位の学生には時間無制限、投票数上位
（５名程度）の学生には３分、その他の学生には１分の
時間を与え、課題参加者全員にプレゼンテーションを行
わせる。プレゼンテーションの内容も点数の評価対象と
する。　　　　　　　　　　　　　　　以上の教育実践
を行う事は、学生の「限界の壁」を短期間で突破させる
事に役立ち、またクリエイティブに対する学生自らの適
性を知る事に役立っている。

平成14年7月から
現在に至る

１）スクーリング授業における指導の実践
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平成14年9月から
現在に至る

平成23年4月から
現在に至る

平成23年4月から
現在に至る

平成23年4月から
現在に至る

奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「ウェブデザイン基礎／HTML演習」（専門科目/1年次配
当/半期/2単位）、「ウェブデザイン／Webサイト開発演
習」（専門科目/2年次配当/通年授業/2単位）において、
教科書を使用せずに、直接的にウェブサイトデザインを
行いながら、「オンデマンド教科書」を制作させる課題
を実践している。これは、各学生の理解度やスキルの差
により教科書選定が困難な事が理由に挙げられる。そこ
で、各学生にとって最も適切な教科書は授業内で自ら制
作したものであるという実務経験上の判断に基づき、学
生自らの教科書を授業内で制作する演習形態を採ってい
る。結果として、学生の理解度やスキルに応じた適切な
教材を、授業内で効率良く制作する事が出来ている。

２）添削課題における指導の実践 武蔵野美術大学 通信教育学部 デザイン情報学科 コミュ
ニケーションデザインコースの非常勤講師として担当の
「グラフィックデザイン基礎2」（専門科目/２年次配当/
冬期添削課題/必修１単位）における添削の実践例は以下
の通りである。　　　　　　　　　　　　　　添削１回
目に於いては、学生にビジュアルのアイデアスケッチ３
点、及び、そのアイデア（テーマ）に対する簡単な文章
説明を別紙にて提出させる。
　提出されたビジュアルのアイデアスケッチ（文章説明
は伏せる）を、３名の講師（原則誰でも良い）に見せ、
以下の２点を記してもらう。
　１,「画面から視覚的に何を認知・認識する事が出来る
か」を即物的に抽出。
　２,「その認知・認識出来る情報から、何についての
テーマを表現しているか」を推測。
添削1回目に於いて重要な事は、「あなたの表現は他者に
伝わっていない」「見る側が制作意図と全く違う捉え方
をしている」という状況を、まず、学生に理解させる事
にあり、返却時に添付される別紙指導書、及び、提出
テーマに関する様々な資料をもとに、他者に的確に視覚
伝達するために必要な物事の考え方、また、アイデア出
しのヒント（ヴィジュアル・グラマー／添削課題用補助
教材／別紙指導書／平成18年より配布）などを学ぶ。
添削1回目は殆どの場合、再提出とし、添削２回目以降に
於いては、前回提出のアイデアや表現との比較により、
表現に進歩性が見受けられた時点で最終提出指示を出
す。　　　　　　　　　　　　以上の教育実践を行う事
により、最終提出物のクオリティーの向上、並びに、学
生の課題理解に繋がっている。

３）各学生に適切な教科書を授業内で制作させる実践

４）自分自身を加工していく楽しさの中で画像処理技術
を身に付ける課題の実践

奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「デジタル表現入門／画像処理入門」（専門科目/1年次
配当/半期/2単位）において「デジタル・デッサン」と題
する、自分の顔写真（セルフポートレイト）を用いた画
像加工演習を行っている。１年次の最初の授業にてスタ
ジオ撮影した自分自身の顔写真が、授業で毎回、Adbe
Photoshopによって加工されていく事により、学生は授業
を楽しみながら画像処理の基本的なスキルを身につける
事が出来ている。

奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学演習Ⅰb／情報学ゼミⅡA」（専門科目/2年次配
当/半期/2単位）において「マインド・パンフ」と題する
自らの紹介を兼ねた、文字組が縦組横組双方向のパンフ
レット制作を行っている。自らを構成する人や物、子供
の頃の思い出、将来の夢などをディスカッション形式で
グループ発表し、それらの情報を編集した上で一つの表
現物として制作する課題である。制作の過程で、自らの
過去と今と将来の追求して行く事により、エディトリア
ルデザインのスキルを習得するだけでなく、学生の自分
自身の再発見に繋がっている。

５）自分自身を再発見していく過程の中でエディトリア
ルデザインを身に付ける課題の実践
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平成18年9月から
現在に至る

平成18年9月から
現在に至る

年月日

平成21年5月

概 要

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１　資格，免許

事項

１）スクーリング課題用補助教材 武蔵野美術大学 通信教育学部 デザイン情報学科 コミュ
ニケーションデザインコースの非常勤講師として担当の
「グラフィックデザイン基礎1」（専門科目/1年次配当/
夏秋期添削課題/必修１単位）に於いて使用している。ま
た、奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担
当の「情報学演習Ⅱ（グラフィックデザイン）」（専門
科目/3年次配当/通年授業/必修４単位）にて使用してい
る。内容は以下の通り。
「情報の線分編集」
情報の線的編集、情報の面的編集、情報の立体編集、線
分要素の性質について。

５　その他

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　特許等

１）医療具用容器及び医療キット
PCT/JP2009/058679
特願2011-512285

発明者及び出願人：玉野哲也
外科手術、分娩、その他の医療処置に用いられる医療具
を収容する医療具用容器及び医療処置に用いられる医療
キットに関する発明。震災などの緊急時に医療対処法を
熟知しない者でも、清潔かつ安全に、複数の医療器具を
用いて複雑な医療対処を行う事が出来る医療キットを提
供する事を目的とした発明。主に緊急時に於ける出産、
分娩時の使用を想定。また、清潔な出産、分娩が困難な
発展途上国への支援物資としての機能も兼ねる。

１）特記事項なし

１）特記事項なし

１）特記事項なし

武蔵野美術大学通信教育学部デザイン情報学科コミュニ
ケーションデザインコースの非常勤講師として担当の
「グラフィックデザイン基礎2」（専門科目/２年次配当/
冬期添削課題/必修1単位）に於いて使用している。ま
た、奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担
当の「情報学演習Ⅱ（グラフィックデザイン）」（専門
科目/3年次配当/通年授業/必修４単位）にて使用してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６項目
から構成される教材であり、項目は以下の通り。
1, 共通の認識は何かを探る
2, 視覚表現に用いる要素の多面的な意味を探る
3, 発信側から受信側への表現伝達と理解のプロセスを探
る
4, なぜ伝わる？なぜ伝わらない？を探る
5, 視覚表現の文法的構造を探る（ヴィジュアルグラ
マー）
6, 参考作品からヒントを得る
付録として国語辞書8万語から選び出したアイデア出しに
役に立つ3000語のリストを添付。

２）添削課題用補助教材

２　作成した教科書，教材

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１）特記事項なし
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平成18年4月から
平成20年3月まで

平成12年10月か
ら現在に至る

平成19年9月から
現在に至る

平成21年5月から
現在に至る

３）ことのはこプロジェクト 独立行政法人中小企業基盤整備機構、越中越後越前の地
場産業「越の国倶楽部」、弁護士チームとの連携による
玉野哲也の発案企画である「遺言書保存箱〜ことのはこ
プロジェクト」。地場産業の製造販売流通スキーム、及
び遺言書に於けるデータ管理サービスシステムの構築。
（商標に於ける役務の区分（第16類）内での指定役務、
新定義の確立「遺言書保管箱・遺言書管理箱」登録
5271038号）

１）「夾竹桃物語─わすれていてごめんね」読書感想絵
画・感想文コンクール

全国の小中学生を対象とした毎年夏に開催される読書感
想絵画・感想文コンクール。広島の原爆で亡くなった動
植物の命の大切さを再考し、地球環境と平和を考える。
コンクールの立ち上げには女優の吉永小百合さんも参加
協力。受賞作品は毎年8月6日に広島平和記念資料館にて
展示、その後、全国巡回展を行う。平成16年から最優秀
賞には文部科学大臣奨励賞を与えている。広報、展示、
作品集制作、受賞者と保護者を平和記念式典に招いての
ワークショップ、作品審査などの全体的な運営に関わ
る。事務局代表者：福田昇二（会社社長）。

２）HBP（Hope for Birth Project） 地場産業と国連との産業/支援スキーム構築。７ヶ月妊産
婦への配布を想定した震災等の緊急時に於ける安全で清
潔な出産キット（医療キット）の開発と、未使用キット
回収及び発展途上国に於けるキット支援プロジェクト。
国連によるMDGs（国連ミレニアム開発目標）が目標達成
期限の中間にあたる平成19年の段階で、期限内での達成
が困難である事が報告された。そこでこの個人研究企画
が「市民から国連への提案」としてNPOを通じて国連に提
案され（平成20年12月に早稲田大学にて『デザイン現場
からの提案』として発表）、それに伴い、企画全体が発
展した経緯がある。現在は国連機関、NGO、NPO、地方自
治体、企業や個人の協力によって進行しているプロジェ
クトであり、また、Oliviero Toscani氏も呼びかけに呼
応している。
プロジェクトは、NGO、NPO及び日本ユニセフを通じて行
われる。プロジェクト内容は、平成21年に、UN:国連
/TICAD本部（NewYork）TICAD代表 池亀美枝子氏、国連開
発計画：UNDP（Geneva）MDGs担当局長 Adam Rogers 氏に
よって一定の評価を受け、現在、国連児童基金：UNICEF
（NewYork）に、プロジェクトに対する非公式担当者が存
在している。　　　　　　　　　平成23年2月に第2衆議
院議員会館にて代議士（前・首相補佐官）に企画プレゼ
ンテーションを行い、現時点でプロジェクトへの協力を
取り付けている。 制作した支援キットは特許出願中。
(商標登録5169915号,意匠登録134803号6,特願2011-
512285,PCT/JP2009/058679)

平成18年より、東京大学の大野秀敏研究室（工学部建築
科、大学院新領域創成科学研究科）の研究テーマである
「fibercity」（縮小する都市に於ける都市計画研究）
に、アートディレクターとして参加。
主に院生の研究課題や、研究成果を出版物や展示パネル
などとして発表する際に、グラフィックデザインに於け
る基礎を指導、また、デザイン上でのテクニカルアドバ
イスを行う。また、大学院新領域創成科学研究科の必修
科目である「サバイバルシェルター」の課題講評時には
講師（オブザーバー）として参加。
制作を行った主な出版物は,「JA63／fibercity」（新建
築社）、「シュリンキング・ニッポン」（鹿島出版）。
主な展覧会は、
Shrinking Cities×fibercity @ akihabara(2006/UDX),
Hong Kong & Shenzhen Bi-City Biennale Festival of
Urbanism Architecture(2007/Hong Kong).

１）fibercity／アートディレクター

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
特記事項なし

（学術論文）
特記事項なし

（その他）
特記事項なし

［注］

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
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年月日

平成24年8月

平成24年6月
平成24年8月

平成23年4月～
現在

１）国際映画祭への学生参加による教育実践 奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当し
ている「情報学演習Ⅲ」において、自身がプロジェクト
実行委員として活動している広島国際アニメーション
フェスティバルに学生を参加させた。国内外の一流の作
家や作品に触れる機会となり、国際コンペティションと
いう場の雰囲気を実際に肌で感じることができた。学生
は自らの視野を広げることができ、目標となる将来の希
望や意欲の増進を得ることができた。自身が運営するプ
ログラムにおいて、ウォルト・ディズニー社のアニメー
ターMATSUNE SUZUKIさんと人材開発のディレクターDawn
Rivera-Ernsterさんを招き開催したワークショップで
は、ウォルトディズニーの現場での制作ノウハウを学ぶ
貴重な機会となり学生にも大変好評であった。また、制
作会社や配給会社などの業界関係者が集まる場でもある
ので、作品を持参した学生が企業の方と交流すること
で、その後の就職活動につながる出会いもあった。

２）プレゼンテーションと作品発表の実践教育 奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当し
ている「情報学演習Ⅲ」において制作した学生作品を、
公開の場で学生自身がプレゼンテーションするよう指導
を行った。広島国際アニメーションフェスティバルにお
いて、「プロを目指す若者のための、持ち込み作品上映
と情報交換の場」で、作品の上映とプレゼンテーション
を行った。また、奈良県立図書情報館で行われた「佐保
川の春 音楽の日・アートの日」におけるプログラム、
奈良の表現者たちによるプレゼンテーション大会
「omote-butai」において、作品の上映とプレゼンテー
ションを行った。社会経験の乏しい学生が人前で発表す
る機会を増やすことで、その技術の向上を支援する。ま
た、アニメーション制作の専門家やプロのデザイナーか
らの助言や指導は貴重であり、本人の意欲や反省など作
品の客観的な評価につながった。

３）SNSを利用した学生指導 奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当し
ている「情報学演習Ⅱ」「情報学演習Ⅲ」において、
Facebookのグループ機能を利用して学生指導を行った。
授業の諸連絡をはじめ、コンテスト情報や見ておくべき
企画展の情報、関連技術のニュースなど、最新の動向を
リアルタイムで、その都度もれなく発信することができ
た。今や学生は皆スマートフォンなどの情報端末を所持
しており、校内の掲示板に貼り出すよりもアクセスの利
便性が高い。また、学生との間で直接コミュニーケー
ションすることで、個々の学生へのきめ細かい対応を行
うことができた。

メディア芸術
コンピュータグラフィックス、インタラクティヴアート、アニメーショ

ン、地域アートプロジェクト

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　　羽太　広海

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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平成24年6月～
現在

平成23年4月～
現在

平成15年4月〜
平成21年3月

平成15年4月〜
平成21年3月

平成23年4月〜
現在

３）講義用補助教材「情報学演習Ⅱ」（CG制作技術） 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した３年次
配当の専門教育科目「情報学演習Ⅱ」（3年次ゼミ）に
おいて、CGモデリングを行う際に有効なメルスクリプト
のConnect Poly Shapeを用いたモデリングの資料、なら
びに、高度なレンダリングを行う為のマテリアル設定及
びライティング設定に関する資料を配布した。モデリン
グの技術レベルを向上させるために活用し、短期間にモ
デリングできる能力の習得を意図した。CG制作技術を学
び始めたばかりの学生でも、動植物などの有機的なモデ
リングを効率よく行い、きめ細かいレンダリングによっ
て作品の完成度を上げる技術が習得できるようにした。

２　作成した教科書，教材

１）講義用補助教材「CG概論」 学校法人東京工学院専門学校の専任講師として担当した
１年次配当の専門科目「CG概論」において、CGアニメー
ションにおける映像表現の方法論のプリントを作成し配
布した。CG、映像表現を初めて学ぶ学生に対して、画面
構成をする上での基本事項を盛り込み、黄金比による画
面構成から、CGの歴史、重要先行作品の解説、絵画、美
術、現代アートからの影響、ミニマルアートからの影
響、国際映画祭、コンペティションの入賞作品を解説す
る内容とした。アイデア、企画、絵コンテを作成する上
で重要な内容を盛り込み、加えて国内の学生コンテスト
の近況を紹介し、コンテストへのチャレンジを促す内容
とした。

２）講義用補助教材「CG実習Ⅰ」「CG実習Ⅱ」 学校法人東京工学院専門学校の専任講師として１年次配
当の専門科目「CG実習Ⅰ」において、CG制作アプリケー
ションMAYAを活用し、CG制作の初心者がモデリングを行
う際に手際よく作業を進めることができる手順を簡潔に
示した補助教材を作成した。通常モデリングの習熟には
半年ほど掛かるが、三ヶ月ほどでモデリング技術を習得
できるよう工夫した。「CG実習Ⅱ」の補助教材はマテリ
アル設定及び、ライティング設定に関する作業手順の習
熟を図る内容とし、美しいレンダリングを効率よく行い
仕上げる能力を習得できるようにした。

４）向上心の高い学生に対しての特別授業の開設 奈良産業大学情報学部情報学科においては、ほとんどが
美術教育を受けたことのない学生である。コンピュータ
グラフィックでの作品制作においてアイデアと技術があ
るものの、デッサン力がないために作品の質が向上しな
い例が多々あった。そこで、全体の底上げのため、新た
に石膏像やイーゼルを配置した自由に利用可能なデッサ
ン教室を構築し、技術的な指導と共に意欲ある学生が学
べる環境を提供した。

５）プロジェクト室によるCG制作環境の整備と指導 奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当し
ている「情報学演習Ⅱ」「情報学演習Ⅲ」において、授
業とは別に学生が自由に利用できるプロジェクト室の整
備を行った。プロジェクト室には、MAYAやPremier、
Photoshopなどの制作に必要なソフトと、３次元コン
ピュータグラフィックスには不可欠なレンダリングを高
速に行えるコンピュータを配備し、学生が思う存分制作
に没頭できる環境を提供した。自身の研究室のすぐ隣に
置くことで、制作中に生じた学生の質問や意見は積極的
に聞きにくるよう指導し、進捗の確認とともにきめ細か
い指導を行うことができた。学生も意欲的に利用し、授
業がない日にも登校し、作品の制作に勤しむ姿が見ら
れ、結果、海外のコンテストに入賞した作品や、就職活
動でCGプロダクションの就職につながる作品を制作する
ことができた。
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平成23年4月〜
現在

平成24年4月〜
現在

平成23年4月〜
現在

平成24年4月〜
現在

平成24年4月〜
平成25年3月

平成24年9月〜
現在

平成24年度１）奈良産業大学生による授業評価アンケートにおける
評価

奈良産業大学では、担当科目の一部で学生による授業評
価アンケートを実施している。アンケート結果による
と、受講生の満足度は「マルチメディア表現」で64点、
「映像制作演習」で70点と、比較的高く評価されてい
る。（「満足」を100点、「やや満足」を66点、「やや
不満」を33点、「不満」を０点とした100点満点の重み
付き平均）

９）講義用補助教材「情報学実験応用Ⅱ」 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した２年次
配当の専門教育科目「情報学実験応用Ⅱ」において、
モーションキャプチャの資料を作成し、毎回の授業で配
布した。Kinectセンサーによる被験者運動情報の取得方
法と、取得したモーションデータの活用事例を示した。
授業内で取得したモーションデータを人体のCGアニメー
ションとして再構築する方法を解説し、学生自ら活用方
法を考えさせるヒントを示すことで、授業に積極的に取
り組める内容とした。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

６）講義用補助教材「マルチメディア演習」 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した２年次
配当「マルチメィア演習」において、Flashアニメー
ション制作の基礎技術として、ドローツールを利用した
描画方法に関する資料を作成した。加えて、スケルトン
ツールを利用したキャラクターアニメーションの制作技
術に関する資料も作成し、キャラクターの動きを追求す
るアニメーション制作に取り組めるよう意図した。さら
に最終的なアニメーションシーンの構築を行う為の手順
を記した。レイヤー構造とオブジェクトの配置、３D回
転アニメーション、サウンドの配置等について解説し、
アニメーションを完成させることを目指した。

７）講義用補助教材「マルチメディア表現」 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した２年次
配当の専門教育科目「マルチメディア表現」において、
Flashアニメーションの制作方法に加えて、映像編集ア
プリケーション「iMovie」及びサウンド制作アプリケー
ション「GarageBand」を取り扱うための資料を作成し
た。「GarageBand」の簡易作曲機能を利用することに
よって、Flashアニメーションにオリジナルのサウンド
を加える事が可能となる。既成曲を利用するのではな
く、サウンドに対してもオリジナリティーを意識して作
品制作に臨むことを意図した。

８）講義用補助教材「映像制作演習」 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した3年次
配当の専門教育科目「映像制作演習」において、ストッ
プモーションアニメーションを撮影する為の方法を記し
た資料を作成し配布した。デジタル一眼カメラの絞り、
感度、シャッタースピードの管理、フルHDフォーマット
での撮影等を解説し、初心者の学生でも、PCからのリ
モート撮影によるコマ撮り撮影を効率よく進めていける
よう意図した。

４）講義用補助教材「情報学演習Ⅱ」（映像表現） 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した３年次
配当の専門教育科目「情報学演習Ⅱ」（3年次ゼミ）に
おいて、CGアニメーションにおける映像表現の方法論に
関する資料を作成し、配布した。黄金比による画面構
成、CGの歴史、重要先行作品の解説、ミニマルアートか
らの影響、国際映画祭・コンペティションの入賞作品の
解説などを含む内容とした。アイデアから企画を練り上
げ、絵コンテを作成する上で重要なポイントを盛り込
み、加えて国内の学生CGコンテストの近況を紹介し、コ
ンテストへのチャレンジを促す内容とした。

５）講義用補助教材「情報学演習Ⅲ」 奈良産業大学情報学部の専任講師として担当した4年次
配当の専門教育科目「情報学演習Ⅲ」（4年次ゼミ）に
おいて、植物の成長を表現するようなCGアニメーション
の制作に関する資料を配布した。卒業制作作品に高度な
アニメーション技術を盛り込む為、植物や雲などの生成
シーケンスを活用できるように工夫をこらした。学生が
卒業制作にこの生成シーケンスを活用し、作品の充実を
図れるよう配慮した。
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平成22年8月7日
〜

平成22年8月11日

平成23年8月8日

平成23年8月12日

平成23年8月8日

平成23年9月13日

平成24年3月6日

４）準デジタル・アーキビスト資格取得講座「巻物画像
の接続」講師「再掲」

画像編集ソフトのPhotoshopを使って文化財をデジタル
情報化する方法を実習形式で展開した。長い巻物を数回
に分けてスキャンした画像をコンピューター上で繋ぎあ
わせ、実際の巻物と見間違えるようになるまで加工を繰
り返しす行程を行った。受講者は自然に繋ぎあわせる方
法を工夫しながら作業を進める受講内容とした。

５）高大連携教育会・奈良県立奈良朱雀高等学校「ス
トップモーションアニメーションの制作」講師「再掲」

奈良県立奈良朱雀高等学校情報ビジネス科の生徒37名に
対し、高大連携教育として「ストップモーションアニ
メーションの制作」を実施した。ビデオカメラをPCから
操作し、一コマづつ撮影する「コマ撮り」の手法を用
い、人形アニメーションとピクシレーションの技法を実
習形式で体験できるプログラムとした。撮影台を利用し
た人形アニメーションを制作する３グループと、スタジ
オで人物の撮影をするピクシレーションの３グループに
別れ、各々のグループが短編アニメーションを完成させ
た。

６）和歌山県立日高高等学校「コンピュータグラフィッ
クス講座」講師「再掲」

和歌山県立日高高等学校の2年生を対象とした大学授業
体験の出張講義として企画され、コンピュータグラ
フィックスを紹介する講義を行うとともに、モーション
キャプチャを体験する授業を担当した。「Kinectセン
サー」を利用した簡易モーションキャプチャーシステム
を教室に設置し、受講者に被験者となってもらい、被験
者運動情報の取得と3DCGアニメーションへの応用過程を
解説した。加えて、CGアニメーションの制作過程を紹介
し、人の動きを活用して3DCGのスケルトン（骨格）を制
御する方法について解説した。

１）第13回広島国際アニメーションフェスティバル・ア
ニメーションクリエイター支援事業　ワークショップ
「コンピュータ・アニメーション・メーキングワールド
」講師
（支援：文化庁メディア芸術人材育成支援事業）

第13回広島国際アニメーションフェスティバルのワーク
ショップ「コンピュータ・アニメーション・メーキング
ワールド」（文化庁メディア芸術人材育成支援事業）に
て、アニメーション制作アプリケーション「PICMO」を
利用したコンピュータアニメーション制作のワーク
ショップを企画し開催した。広く一般の来場者や親子連
れ、地域住民など、普段アニメーション制作に触れる機
会のない人でも制作できるよう工夫し、ドローツールで
描画した絵に動きを付けアニメーションさせる楽しみを
味わえる内容とした。制作したアニメーションは広島国
際アニメーションフェスティバル関連のWebに掲載し、
本ワークショップの制作作品として広く発表し、多くの
人々が鑑賞できる場をつくり出して提供した。

２）三郷町立三郷北小学校教員研修会「パソコンを活用
した映像編集」講師「再掲」

三郷町立三郷北小学校の教員に対し、教員研修会を実施
した。「パソコンを活用した映像編集」を担当し、
Windowsの基本アプリケーションを利用した映像編集の
方法を中心に演習形式で展開した。家庭用DVカメラでの
撮影を想定し、iLinkを用いて映像をパソコンへキャプ
チャーする方法、Windowsムービーメーカーによるカッ
ト割り編集、タイトル、エンドーロールの作成等、小学
校教員が学校行事を記録する際に活用できる内容とし
た。デジタルビデオカメラを用いて実際に撮影を行い、
DVDへ記録する作業を体験させることで、実践的な映像
制作技術を習得させる研修とした。

３）大和郡山市立筒井小学校教員研修会「初心者向けパ
ソコン入門」講師「再掲」

大和郡山市立筒井小学校の教員に対し、教員研修会を実
施した。「初心者向けパソコン入門」として、Windows7
の基本操作を扱った。テキストエディターの使い方、
ファイル形式、ファイルのコピー、圧縮・解凍、画像
ファイルの観覧等について演習形式で展開した。加え
て、Googleを活用したインターネット検索についても触
れ、テキスト検索、画像検索、ルート検索、ストリート
ビューの使い方を学び、小学校教員にとって必要なITス
キルを学べる受講内容とした。

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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平成24年8月9日

平成24年9月11日

平成24年11月9日

平成25年3月10日

平成25年2月13日
〜

平成25年2月25日

１０）京都造形芸術大学通信教育部 特別公開講義「映
像とインタラクション」講師

京都造形芸術大学通信教育部主催の特別公開講義の講師
として「映像とインタラクション」の題目で講義を行っ
た。「Kinectセンサー」「プロジェクションマッピン
グ」を利用したインタラクティヴアートの制作方法を解
説した。その具体的な作品例として、「奈良町家の芸術
祭HANARART2013」で展示した作品「波紋の蚊帳」「光の
染め物」２点を紹介した。奈良の地場産業である「奈良
晒」を用いた「蚊帳」をスクリーンにみたて「プロジェ
クションマッピング」を用いたインタラクティヴインス
タレーション作品の解説を行った。また、キュレーター
として、地域NPO団体とどのような関わり方で地域アー
トプロジェクトや展覧会を作り上げたかを紹介した。指
定文化財である町家の会場は釘等の使用が不可能で、歴
史的建造物を破損することができない。このような難し
い状況で町家と現代アート作品をどのように調和させた
かという具体的な事例を紹介した。

１１）カンボジア・香港短期研修　担当教員 カンボジア・メコン大学と香港・城市大学専上学院への
短期研修において引率教員として関わった。研修前に
は、現地の風土・食・思想・歴史などを学ぶ事前指導を
行い、研修中は現地の学生とともにフィールドワークを
行った。帰国後は研修内容のレポート冊子作成、国際交
流の経験と成果をまとめる指導と研修報告会を行った。
本研修は国際交流、人材育成の面で、学生たちにとって
大変有意義なものであった。

７）大和郡山市立筒井小学校教員研修会「Windows7環境
でのファイル操作・基礎実習」講師

大和郡山市立筒井小学校教員に対し、教員研修会を実施
した。「Windows7環境でのファイル操作・基礎実習」と
して、Windows7の基本操作を扱った。テキストエディ
ターの使い方、ファイル形式、ファイルのコピー、圧
縮・解凍、画像ファイルの観覧等について演習形式で展
開した。また、Mac等、異なったOS上でファイルを開く
ための保存形式などについても解説した。更にGoogleを
活用したインターネット検索についても触れ、テキスト
検索、画像検索、ルート検索、ストリートビューの使い
方を解説した。

８）高大連携教育会・奈良県立奈良朱雀高等学校
「Flashアニメーションの制作」講師

奈良県立奈良朱雀高等学校情報ビジネス科の生徒40名に
対し、高大連携教育としてWebコンテンツやアニメー
ション制作に活用されるAdobe Flashを用いた「Flashア
ニメーションの制作」を実施した。ペンツールを利用し
た独特のドロー描画方法を紹介した。オニキススキンや
モーショントゥイーンなどによって、描画した絵をアニ
メーションさせる技法を用い、絵に動きを付けた。加え
てスケルトン（骨格）によるキャラクターアニメーショ
ンも紹介し、オブジェクトを変形させる方法を習得させ
た。最終的に短編アニメーションを完成させた。

９）第一学院高等学校奈良校教育実習「モーションキャ
プチャを使ってボーカロイドを動かしてみよう」講師

第一学院高等学校奈良校の３年生を対象とした大学授業
体験の出張講義として企画され、モーションキャプチャ
を体験する授業を担当した。「Kinectセンサー」を利用
した簡易モーションキャプチャーシステムを教室に設置
し、受講者に被験者となってもらい、被験者運動情報の
取得と3DCGアニメーションへの応用過程を解説した。加
えて、CGアニメーションの制作過程を紹介し、人の動き
を活用して3DCGのスケルトン（骨格）を制御する方法に
ついて解説した。
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平成15年4月〜
平成21年3月

平成15年4月〜
平成21年3月

５　その他

１）学校法人東京工学院専門学校の専任講師としての教
育実績

「ＣＧ実習１」「ＣＧ実習２」において、AliasMayaを
活用したアニメーション制作指導を行った。作品のテー
マと芸術性を重視した指導方針を実践し、コンテストへ
の積極的な応募を奨励した。自身の担当授業だけでな
く、他の授業との連携をコーディネートし、チーム
ティーチングの体制を整えた。その結果、学生の作品の
完成度が向上し、コンスタントに様々なコンテストで受
賞する状況となった。

以下、指導の結果として担当学生のコンテスト受賞実績
を列記する。

＜平成15年度＞
(1) 文化庁メディア芸術祭学生CGコンテスト 最終選考
ノミネート
「Solid Puzzle」土屋裕志

(2) 東レ・デジタル クリエイション アワーズ（DCA）
入選
「深海の晩餐」溝口圭太

(3) サーティファイグランプリ2004　デジタルアート部
門 優秀賞
「深海の晩餐」溝口圭太

(4) ひょうご“IT＆A"学生グランプリ2003　シニア・動
画部門 優秀賞
「Cube」大坐畠和己、溝口圭太

(5) ひょうご“IT＆A"学生グランプリ2003　シニア・静
止画部門 優秀賞
「深海の晩餐」溝口圭太

(6) デジタルコンテンツグランプリ東北2004 部門賞
「Order」溝口圭太

２）学校法人東京工学院専門学校の専任講師としての教
育実績（続き）

＜平成16年度＞
(7) JGASCG-ART展 動画部門 佳作
「OASIS」山原康寛

(8) JGASCG-ART展 静止画部門 佳作
「Tokyo Color」榎本江里

(9) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 優秀賞
「organic」川島ゆかり

(10) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 優秀賞
「針鏡世界」久保田淳

(11) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 動画部門
佳作
「命、張ってます」中野悠

(12) 学生デジタルコンテスト 大学部門 最優秀賞
「MOB RULE」溝口圭太、山原康寛

(13) 学生デジタルコンテスト 大学部門 推薦賞
「Absolute Regel」大坐畠和己・塩沢昌也
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＜平成20年度＞
(20) 文化庁メディア芸術祭 CG-ARTS協会主催 第14回学
生CGコンテスト 静止画部 最終選考ノミネート
「透明人間」鈴木麻里乃

(21) アジアデジタルアート大賞　カテゴリーB　静止画
部門 入賞
「無題」横塚啓太

(22) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 入賞
「chaos～顔す～」松本 昂

(23) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 入賞
「4色の湖」唐澤祐人

＜平成17年度＞
(14) ユナイテッドシネマ CGアニメーションフィルム
フェステイバル 最終選考ノミネート
榎本江里・篠原敦子

(15) 文化庁メディア芸術祭 CG-ARTS協会主催 第11回学
生CGコンテスト 最終選考ノミネート
「moment-life-air-move」川島ゆかり

＜平成18年度＞
(16) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 入賞「GOSHIKI」黒崎恭平

＜平成19年度＞
(17) 文化庁メディア芸術祭 CG-ARTS協会主催 第13回学
生CGコンテスト 静止画部門 佳作入賞
「井戸」古谷理沙

(18) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 入賞
「井戸」古谷理沙

(19) アジアデジタルアート大賞 カテゴリーB 静止画部
門 入賞
「1から10の階段」淡路遼介
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平成23年4月〜
現在に至る

年月日

平成8年3月

平成8年3月

１）中学校教諭一種免許状（美術） 平８中１第１２２３３号 (東京都教育委員会)

２）高等学校教諭一種免許状（美術） 平８高１第１２２３５号 (東京都教育委員会)

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

３）奈良産業大学情報学部の専任講師としての教育実績 奈良産業大学情報学部の専任講師として、以下の科目を
担当した。

「映像制作演習」
コマ撮りアニメーションの制作演習を行った。撮影には
デジタル一眼カメラを活用し、PCでのリモート撮影を行
い、画像精度を上げる制作指導を行った。学生は、何枚
もの絵が連続して動く絵になるという、アニメーション
の基本的な仕組みを理解することができ、次年度の３次
元コンピューターアニメーションへの取り組みへの足が
かりにもなった。受講した学生には、最終的に各自オリ
ジナルの作品を提出することを求めたので、受け身では
なく、自ら作業を楽しみながら意欲的に取り組む姿勢が
みられるようになった。

「マルチメディア演習」
Webコンテンツ作成ソフト、AdobeFlashを活用した制作
演習を行った。オニキススキン、モーショントゥィー
ン、スケルトン等の技法を活用し、アニメーション制作
指導を行った。Webコンテンツのアニメーションを作成
する業界標準のソフトウエアの基本的な技能と、スケッ
チからコンテンツを書き出し公開する形にするまでの手
順を習得させることができた。本科目は、平成24年度よ
り「マルチメディア表現」に改名された。

「情報学実験応用Ⅱ」
Kinectセンサーによる被験者運動情報の取得と、取得
データによるモーションキャプチャデータの人体モデル
への適用を演習形式で行った。人体モデルには学生がよ
く知るアニメのキャラクターを採用し、センサーによる
情報取得という無味乾燥な内容を、学生が興味を持ち感
覚的に入り込みやすいよう工夫した。センサーを使用し
たコンピュータグラフィックスの応用方法や活用方法を
習得することができた。市販の情報機器を組み合わせる
ことで多様な表現ができることを知り、受け身ではなく
何かを生み出したいという欲求と創造力を培うことがで
きた。

「情報学演習Ⅱ」
３年次配当の専門教育科目であり、卒業制作を意識した
課題に取り組む演習形式の授業である。前半は
AliasMayaの基本操作を学び、後半は各自作品のテーマ
を決め、制作に入る。作品のテーマと芸術性を重視した
指導方針を実践し、コンテストへの積極的な応募を奨励
した。就職活動を意識したポートフォリオ作成の指導も
合わせて行った。平成25年度より「情報学ゼミⅢ」に改
名された。

「情報学演習Ⅲ」
４年次配当の専門教育科目であり、上記の「情報学演習
Ⅱ」をうけて卒業制作に取り組み、完成させる授業であ
る。

以下、「情報学演習Ⅱ」及び「情報学演習Ⅲ」の指導の
結果として担当学生のコンテスト受賞実績を明記する。

＜平成24年度＞
（英国）EAST-WEST ART AWARD COMPETITION 2012
Video/Animation部門
ファイナリスト展参加
ベストスチューデント賞「Soul of Gray」楊暁東
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平成23年4月～平
成24年３月

平成23年4月～平
成24年３月

平成23年4月～平
成24年３月

平成24年4月～平
成25年３月

平成25年４月〜
現在

４）情報センター運営委員 奈良産業大学の情報機器やネットワークの管理・運用に
関する問題を検討し、情報センターの職員とともに解決
に向けて取り組んだ。

５）ホームページ企画実行委員長 ホームページ企画実行委員長として奈良産業大学公式サ
イトのリニューアルに取り組んだ。サイトトップの
Flashアニーションの刷新によるクオリティーアップを
計った。トップページのデザイン変更（学生の顔が見
え、ホスピタリティーのある公式サイトへ）、サイト階
層の見直しによる重要情報へのアクセス、クリックを減
らす改善をした。オープンキャンパス情報への動線の変
更、アクセス解析による来訪者の動的な来訪動向の確
認。新規セッション（来訪者）のUPに向けた対策に取り
組んだ。前年度と比較し、一年を通じて一割り程の来訪
者の増加が確認された。

６）学生委員会・学生支援センター委員 三室祭におけるイベント等における、各団体の出演者手
配の紹介、企画等のサポートを行った。

４　その他

１）図書館運営委員 図書館運営委員として学生用推薦図書の選書を行った。
また、県立奈良図書情報館より依頼のあった選書協力、
情報学部における取りまとめを行った。

２）オープンキャンパス実行委員 オープンキャンパス実行委員として学部紹介、模擬授
業、キャンパスツアーの円滑な進行に取り組んだ。また
「モーションキャプチャとCGアニメーション」と題した
模擬授業を担当した。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

なし
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）
１）CGとセンサー、奈良
晒、蚊帳生地を用いたイン
タラクティブアート

単著 平成25年2月 「奈良町屋の芸術祭HANARART2012」で発表した
インタラクティブアート作品、「Dye in the
particle 光の染物」「Mosquito net Ripples
波紋の蚊帳」の紹介を通して、テクノロジーと
アートの新しい表現方法を提示し、CGとKinect
センサー、サウンドと地域の伝統産業の「奈良
晒」を組み合わせた作品事例と方法について述
べた。加えて「プロジェクションマッピング」
を活用した蚊帳への映像投影方法を解説した。
また、キュレーターとして、地域NPO団体とどの
ような関わり方で地域アートプロジェクトや展
覧会を作り上げたかを紹介した。指定文化財で
ある町家の会場は釘等の使用が不可能で、歴史
的建造物を破損することができない。このよう
な難しい状況で町家と現代アート作品をどのよ
うに調和させたかという具体的な事例を取り上
げ論じた。

２）問題解決型の地域アー
トプロジェクト、文化・コ
ミュニケーションの現状と
課題「広島国際アニメー
ションフェスティバルと奈
良町家の芸術祭HANARARTか
ら」

単著 平成25年2月 広島国際アニメーションフェスティバル、奈良
町家の芸術祭HANARART、国際映画祭、地域アー
トプロジェクト等を企画運営し、また自らの
アート作品を提供してきた。その経験にもとづ
き、アートを活用した地域振興、地域活性化の
難しさと問題点を、作家の立場と運営企画の立
場という二つの視点から、それぞれ対比させ比
較検討を行った。観光資源、ツーリズムとして
付加価値を持たせ相乗効果を狙った地域アート
プロジェクトが数多く開催されているが、価値
観、期待値の異なる関係者には文化的な共通理
解を見いだす困難が存在することを明らかにし
た。加えて、アートプロジェクトを介したコ
ミュニケーションの限界性を述べた。

３）メディアアートにおけ
るコンピュータグラフィッ
クスとサウンドの設計、ミ
ニマリズムを中心として

単著 平成25年4月 メディアアートにおけるコンピュータグラ
フィックスとサウンドについての関係性を、ミ
ニマルアート、ミニマルミュージックとの対比
を交え、創作の可能性について論じた。メディ
アアート作品を制作するうえで、コンピュータ
グラフィックスとサウンド、インタラクション
を統合的に設計することは作品の総合性を高め
るうえで、とても有効な手段である。五感に訴
えかけることがメディアアートの趨勢となって
きており、統合された制作環境の構築、重要性
について解説した。加えてKinecセンサー、
Quartz Conposer、DTMアプリケーション等を用
いたシステムの構築と、総合的にメディアアー
ト作品を組み上げる方法を論じた。

（その他）

「受賞作品」
１）神戸ビエンナーレ2013
「アート イン コンテナ」
国際コンペティション

共同 平成25年10月 神戸ビエンナーレ2013「アート イン コンテ
ナ」国際コンペティション　奨励賞
輸送用コンテナの特性を活かし、平面・立体・
映像・インスタレーション、さらには伝統芸術
やインタラクティブ・アートなど、自由な発想
と方法でアートの力と可能性を追求する現代
アートの国際コンペティションにおいて、CGと
センサーを用いたインタラクティヴアートで入
選となった。
羽太広海　羽太祐子

神戸市メリケンパーク
（神戸市中央区）

奈良産業大学情報学部
「情報学フォーラム紀
要」第８巻，5-14

奈良産業大学情報学部
「情報学フォーラム紀
要」第８巻，15-32

「奈良産業大学紀要」第
29集, 77-87

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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（その他）

「展覧会・発表作品」
１）３ＤＣＧアニメーショ
ン「Distortion」
第１０回広島国際アニメー
ションフェスティバル・現
代日本のアニメーション

共同 平成16年8月 第１０回広島国際アニメーションフェスティバ
ルの、今日の日本のアニメーション制作者によ
る優秀作品を特集して上映するプログラム「現
代日本のアニメーション」において、自身の作
品である３ＤＣＧアニメーション
「Distortion」が上映された。

２）インタラクティヴアー
ト「Draw a Firefly 蛍」
奈良産業大学　情報学部若
手研究者の会

単独 平成23年9月 奈良産業大学　情報学部若手研究者の会におい
てProcessingよるCGとクラフト素材、作曲した
サウンドを複合的に組み合わせたインタラク
ティヴアート「Draw a Firefly 蛍」を展示発表
した。

３）インタラクティヴアー
ト「Dye in The particle・
光の染物」
第１４回広島国際アニメー
ションフェスティバル・
ASIFA-Japan３０周年記念展
示

単独 平成24年9月 1981年に設立した国際アニメーションフィルム
協会日本支部（ASIFA-JAPAN）の、３０周年記念
イベントとして開催されたＡＳＩＦＡ－ＪＡＰ
ＡＮ会員の活動を紹介する展覧会において、自
身の作品であるKinectセンサー、Quartz
ComposerによるCG、サウンドを用いた体験型イ
ンタラクティヴアート「Dye in The particle・
光の染物」の展示を行った。

４）奈良・町屋の芸術
HANARART2012

共同 平成24年11月 奈良の町家を現代アートで彩るという、地域型
アートプロジュエクト「奈良・町屋の芸術祭
HANARART2012」において、五條新町まちや館会
場のキュレーター兼出展作家として参加。キュ
レーターとして歴史的な町家建築や開催地域の
サイトスペシフィックを意識した展示の企画立
案を行う。また、作家としてKinectセンサーと
Quartz ComposerによるCG、サウンドを使用した
体験型インタラクティブアート「Dye in The
particle・光の染物」「Mosquito net Ripples
波紋の蚊帳」「Swimming Words 泳ぐ言葉」の３
作品を展示した。
（主催：奈良・町屋の芸術祭HANARART2012実行
委員会、共催：奈良県）
羽太広海　羽太祐子

５）Art Space 金魚空間 単独 平成25年1月 台湾台北市大同區承德路にある企画画廊「Art
Space 金魚空間」において、Kinectセンサー、
Quartz ComposerよるCG、サウンドを作曲し複合
的に用いた体験型インタラクティヴアート
「Mosquito net Ripples 波紋の蚊帳」の展示を
行った。

６）奈良・町屋の芸術
HANARART2013

共同 平成24年9月 奈良の町家を現代アートで彩るという、地域型
アートプロジュエクト「奈良・町屋の芸術祭
HANARART2013」において、奈良町物語館におけ
るプレイベント企画展としてインタラクティヴ
映像展を開催した。歴史的な町家建築や開催地
域のサイトスペシフィックを意識した展示の企
画立案を行う。また、作家としてKinectセン
サー、LaepMotionセンサー、Quartz Composer、
ProcessingによるCG、サウンドを使用した体験
型インタラクティブアート「Dye in The
particle・光の染物」「Mosquito net Ripples
波紋の蚊帳」「Swimming Words 泳ぐ言葉」「触
覚の可能性」の4作品を展示した。
（主催：奈良・町屋の芸術祭HANARART2013実行
委員会、共催：奈良県）
羽太広海　羽太祐子

奈良産業大学スタジオ
（奈良県生駒郡）

アステールプラザ（広島
県広島市）

まちや館（奈良県五條
市）

Art Space 金魚空間（台
湾台北市）

奈良町物語館（奈良県奈
良市）

アステールプラザ（広島
県広島市）
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７）神戸ビエンナーレ2013
「アート イン コンテナ」
国際コンペティション

共同 平成25年10月 神戸ビエンナーレ2013「アート イン コンテ
ナ」国際コンペティション
輸送用コンテナの特性を活かし、平面・立体・
映像・インスタレーション、さらには伝統芸術
やインタラクティブ・アートなど、自由な発想
と方法でアートの力と可能性を追求する現代
アートの国際コンペティションにおいて、CGと
センサー、サウンドを用いたインタラクティヴ
アートでと奨励賞なった。
羽太広海　羽太祐子

「CD発表」
１）didgeridoo roccai
「Breath Language
Communication」

共同 平成23年3月 ディジュリドゥ奏者roccaiによるCDアルバムに
楽曲を提供した。作曲、編曲、演奏を担当し
た。オーストラリアの民族楽器にDTMよる作曲を
を組み合わせたポピュラーミュージックであ
る。作曲を担当するとともに民族楽器以外の全
ての楽器を演奏し、DTMアプリケーションを活用
し制作した。

（その他）

「国際映画祭の委員」
１）第１２回広島国際アニ
メーションフェスティバル
プロジェクト委員

共同 平成20年8月 第１２回広島国際アニメーションフェスティバ
ル
（主催：広島市、共催：国際アニメーション
フィルム協会日本支部、公認：国際アニメー
ションフィルム協会）
アヌシー、オタワ、ザグレブと並ぶ世界4大アニ
メーションフェスティバルの一つである国際的
映画祭において、プロジェクト委員として携わ
る。映画祭における企画のなかでパネルディス
カッションの司会（羽太広海）も務めた。
パネラー：ラオ・ヘイドメッツ（エストニアア
ニメーション監督、タトゥル美術大学）、相原
信弘：アニメーション作家（京都造形大学教
授）、西本企良（アニメーション作家、武蔵野
美術大学教授）

２）第１３回広島国際アニ
メーションフェスティバル
プロジェクト委員

共同 平成22年8月 第１３回広島国際アニメーションフェスティバ
ル
（主催：広島市、共催：国際アニメーション
フィルム協会日本支部、公認：国際アニメー
ションフィルム協会）
アヌシー、オタワ、ザグレブと並ぶ世界4大アニ
メーションフェスティバルの一つである国際的
映画祭において、プロジェクト委員として携わ
る。

３）第１３回広島国際アニ
メーションフェスティバル
文化庁メディア芸術人材育
成支援事業　「コンピュー
タ・アニメーション・メイ
キングワールド」の企画、
運営

共同 平成22年8月 第１３回広島国際アニメーションフェスティバ
ル期間中、文化庁メディア芸術人材育成支援事
業「コンピュータ・アニメーション・メイキン
グワールド」の企画、運営を行う。アニメー
ションソフト「PICMO」等を利用したアニメー
ション制作体験を企画し、実施した。

４）第１４回広島国際アニ
メーションフェスティバル
プロジェクト委員

共同 平成24年8月 第１４回広島国際アニメーションフェスティバ
ル
（主催：広島市、共催：国際アニメーション
フィルム協会日本支部、公：認国際アニメー
ションフィルム協会）
アヌシー、オタワ、ザグレブと並ぶ世界4大アニ
メーションフェスティバルの一つである国際的
映画祭において、プロジェクト委員として携わ
る。

アステールプラザ（広島
県広島市）

アステールプラザ（広島
県広島市）

jomon setp recordings

アステールプラザ（広島
県広島市）

アステールプラザ（広島
県広島市）

神戸市メリケンパーク
（神戸市中央区）
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５）第１４回広島国際アニ
メーションフェスティバル
ASIFA-Japan３０周年記念展
示委員

共同 平成24年8月 第１４回広島国際アニメーションフェスティバ
ルおいて、１９８１年に設立した国際アニメー
ションフィルム協会ASIFA-Japanの３０周年記念
展示が企画され、委員として展覧会に携わっ
た。ASIFA-Japan日本を代表するアニメーション
監督や作家等を中心に、プロデューサー、撮
影、編集、評論などアニメーション関係者に
よって構成されている。会員一人一人の優れた
仕事や活動を一挙に紹介した。

（その他）

「講演・シンポジウム」
１）ＣＧアニメーションの
世界

単独 平成24年6月 奈良産業大学が主催する市民向け公開講座とし
てCGアニメーションの歴史について講演を行っ
た。コンピュータグラフフィックスの発展の歴
史を技術と作品の両面から９０分で紹介した。
コンピュータグラフフィックスにおける表現の
発展をエポックメイキングとなった作品から紹
介し、モデリング、アニメーション、レンダリ
ング技術の変遷を解説した。また、「Kinectセ
ンサー」とノートPCを利用した簡易モーション
キャプチャーシステムを会場に設置し、聴講者
にも被験者となってもらい被験者運動情報の取
得と、3DCGへの応用過程を解説した。

２）奈良町家の芸術祭ＨＡ
ＮＡＲＡＲＴ、シンポジウ
ム　「ＨＡＮＡＲＡＲＴ こ
あ キュレーターからの提
言」

共同 平成24年11月 HANARART2012の振り返りから、地域型アートイ
ベントの未来予想図、サイトスペシフィックと
キュレーター制度について、日本の現代美術界
への提言などを、キュレーターや出展作家など
により公開ディスカッションを行った。約７０
名が傍聴するなか、それぞれの立場から活発な
意見が出された。キュレーターと作家を兼任し
た立場からの指摘や、展示のサイトスペシ
フィックについての考えを提示した。

出演者：加藤孝朗　谷川恵子　谷口和正　千葉
淳一　西田隆彦　羽太広海　林和音　伴野久美
子　平田剛志　山中俊広（以上、HANARART　こ
あ キュレーター）中島麦（HANARARART こあ 出
展作家代表）奥中章人（HANARARART もあ 出展
作家代表）増井正哉（奈良女子大学教授）三瀬
夏之介（東北芸術工科大学准教授）小吹隆文
（美術ライター）野村ヨシノリ（HANARART実行
委員 アートコーディネーター）

３）奈良町家の芸術祭ＨＡ
ＮＡＲＡＲＴ、アーティス
トトーク　「町家回想ー五
條新町にて」

共同 平成24年11月 出展作家とキュレーター、地域の受け入れ団体
であるNPO法人大和社中の方により、町家でアー
トを展示する意義や、苦労した点などをディス
カッションした。歴史的な町並みに現代アート
という異質なものが入ることにより、従来とは
違う価値観が生まれ、地域コミュニティやまち
づくりに新たな可能性を広げるということを確
認した。また、アートをギャラリーではなく町
家という日本の生活空間で展示する時の「もて
なす」「しつらえる」という様式について説明
した。

出演者：羽太広海（キュレーター、出展作家）
大西宏志（出展作家、京都造形芸術大学准教
授）菅原布寿史（出展作家）花岡伸宏（出展作
家）平田剛志（キュレーター、京都国立博物館
研究補佐員）米田征司（NPO法人大和社中）

旧川本邸（奈良県郡山
市）

まちや館（奈良県五條
市）

アステールプラザ（広島
県広島市）

リーベルカレッジ（奈良
県王寺町）
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（その他）

「報告書」
1）平成23年度情報学部活動
報告書

①三郷町立三郷北小学校教
員研修会「パソコンを活用
した映像編集」

単著

平成25年3月

三郷町立三郷北小学校の教員を対象に情報研修
を行った。「パソコンを活用した映像編集」を
担当し、Windows に標準搭載されているWindows
ムービーメーカーを利用し、学校行事等の記録
映像を編集作成することを想定した演習形式で
の講座とした。編集に利用する映像を撮影する
為、スタジオにおいてハンディーカメラを利用
し、映像を二人一組となりビデオ撮影を行っ
た。この際、特段の映像の制限は設けず、編集
作業の中で必要な素材を各自撮影する形式の演
習として実施した。

②大和郡山市立筒井小学校
教員研修会「初心者向けパ
ソコン入門」

単著 大和郡山市立筒井小学校の教員を対象に情報研
修を行った。「初心者向けパソコン入門」を担
当し、「Windows7環境でのファイル操作　基礎
実習」としての講座とした。OSの基本操作から
確認することをスタートとし、過去のWindowsと
Windows7の仕様の違いや、異なったパソコン間
でファイルを開くための保存形式などの説明、
OSの基本操作を解説した。加えて、インター
ネット検索の有効的な利用も内容として盛り込
み、Google検索の目的に応じた検索の方法を解
説した。

③準デジタル・アーキビス
ト資格取得講座「巻物画像
の接続」

単著 画像編集ソフトのPhotoshopを使って文化財をデ
ジタル情報化する方法を実習形式で展開した。
長い巻物を数回に分けてスキャンした画像をコ
ンピューター上で繋ぎあわせ、実際の巻物と見
間違えるようになるまで加工を繰り返しす行程
を行った。受講者は自然に繋ぎあわせる方法を
工夫しながら作業を進める受講内容とした。

④高大連携教育会・奈良県
立奈良朱雀高等学校「ス
トップモーションアニメー
ションの制作」

単著 奈良県立奈良朱雀高等学校情報ビジネス科の生
徒37名に対し、高大連携教育として「ストップ
モーションアニメーションの制作」を実施し
た。ビデオカメラをPCから操作し、一コマづつ
撮影する「コマ撮り」の手法を用い、人形アニ
メーションとピクシレーションの技法を実習形
式で体験できるプログラムとした。撮影台を利
用した人形アニメーションを制作する３グルー
プと、スタジオで人物の撮影をするピクシレー
ションの３グループに別れ、各々のグループが
短編アニメーションを完成させた。

⑤和歌山県立日高高等学校
「コンピュータグラフィッ
クス講座」

単著 和歌山県立日高高等学校の2年生を対象とした大
学授業体験の出張講義として企画され、コン
ピュータグラフィックスを紹介する講義を行う
とともに、モーションキャプチャを体験する授
業を担当した。「Kinectセンサー」を利用した
簡易モーションキャプチャーシステムを教室に
設置し、受講者に被験者となってもらい、被験
者運動情報の取得と3DCGアニメーションへの応
用過程を解説した。加えて、CGアニメーション
の制作過程を紹介し、人の動きを活用して3DCG
のスケルトン（骨格）を制御する方法について
解説した。

（その他）

「書籍掲載」
１）奈良・町家の芸術祭
HANARART2012 GUIDE BOOK

共著 平成24年10月 HANARARTこあ・もあの作品紹介と、キュレー
ター紹介、自身が担当した五條新町のキュレー
ション内容と作家として展示した作品が掲載さ
れた。

実習「巻物画像の接続」
（準デジタル・アーキビ
スト資格取得講座）
pp.11-12

実習「ストップモーショ
ン・アニメーションの制
作」（奈良朱雀高校）
pp.21-22

講義「コンピュータグラ
フィックス」（出張：日
高高校） pp.18-19

奈良県土木部まちづくり
推進局地域デザイン推進
課　発行／奈良・町家の
芸術祭HANARART　実行委
員会　編集

平成23年度情報学部活動
報告書

実習「パソコンを活用し
た映像編集」（教員研
修： 三郷北小学校）
pp.32-33

実習「初心者向けパソコ
ン入門」（教員研修：大
和郡山市立筒井小学校）
p.35
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２）奈良・町家の芸術祭
HANARART2012図録

共著 平成25年3月 HANARARTこあ・もあの作品紹介と、特にキュ
レーターに焦点を当てたアート図録において、
自身が担当した五條新町のキュレーション内容
と作家として展示した作品が掲載された。

３）神戸ビエンナーレ2013
「公式ガイドブック」

共著 平成25年９月 アートインコンテナ国際展の項目に自身が制作
した「波紋の蚊帳」がが掲載された。

４）奈良・町家の芸術祭
HANARART2013図録

共著 平成26年2月 奈良の町家を現代アートで彩るという、地域型
アートプロジュエクト「奈良・町屋の芸術祭
HANARART2013」の図録に、奈良町物語館におけ
るプレイベント企画展として開催されたインタ
ラクティヴ映像展の作品が掲載された。

［注］

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

奈良県土木部まちづくり
推進局地域デザイン推進
課　発行／奈良・町家の
芸術祭HANARART　実行委
員会　編集

株式会社美術出版社

奈良県土木部まちづくり
推進局地域デザイン推進
課　発行／奈良・町家の
芸術祭HANARART　実行委
員会　編集

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
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年月日

平成22年4月～
平成26年3月

平成23年4月～
平成26年3月

平成23年4月～
平成26年3月

２）学生の授業外勉強促進の取り組み 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「プ
ログラミング基礎」（専門科目、１年次配当、半期、選
択２単位）「プログラミング入門」（専門科目、１年次
配当、半期、選択２単位）「オペレーティングシステム
基礎」（専門科目、２年次配当、半期、選択２単位）
「ネットワーク基礎」（専門科目、２年次配当、半期、
選択２単位）「情報ネットワーク概論」（専門科目、２
年次配当、半期、選択２単位）「UNIX入門」（専門科
目、２年次配当、半期、選択２単位）において、学生が
授業外での勉強を行わなくてはいけない状況を作るため
に、授業時に１週前の授業で学んだことについて小テス
トを実施した。これにより、家庭での復讐を徹底するこ
とができたために、実施前と後では期末テストの平均点
が向上した。

３）マルチメディア機器を活用した授業時間外のフォ
ロー

奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「プ
ログラミング入門」（専門科目、１年次配当、半期、選
択２単位）「オペレーティングシステム基礎」（専門科
目、２年次配当、半期、選択２単位）「ネットワーク基
礎」（専門科目、２年次配当、半期、選択２単位）
「ネットワーク基礎演習」（専門科目、２年次配当、半
期、選択２単位）「情報ネットワーク概論」（専門科
目、２年次配当、半期、選択２単位）「UNIX入門」（専
門科目、２年次配当、半期、選択２単位）において、学
生にはiPodtachが配布されているため、時間外でも気軽
に勉強に触れることができ、疑問点はみんなで解決させ
るようにしむけるためにツイッターを利用した。頻繁に
利用する学生ほど成績が向上した。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事　　項 概 要

１　教育方法の実践例

１）授業利用教材のインターネット上での公開 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「プ
ログラミング基礎」（専門科目、１年次配当、半期、選
択２単位）「HTML演習」（専門科目、１年次配当、半
期、選択２単位）「オブジェクト指向言語」（専門科
目、３年次配当、半期、選択２単位）「ネットワークプ
ログラミング」（専門科目、２年次配当、半期、選択２
単位）「ヒューマンインタフェース」（専門科目、２年
次配当、半期、選択２単位）「キャリアゼミ」（専門科
目、３年次配当、半期、選択２単位）「プログラミング
入門」（専門科目、１年次配当、半期、選択２単位）
「日本事情Ⅱ」（専門科目、１年次配当、半期、選択２
単位）「オペレーティングシステム基礎」（専門科目、
２年次配当、半期、選択２単位）「ネットワーク基礎」
（専門科目、２年次配当、半期、選択２単位）「ネット
ワーク基礎演習」（専門科目、２年次配当、半期、選択
２単位）「情報ネットワーク概論」（専門科目、２年次
配当、半期、選択２単位）「UNIX入門」（専門科目、２
年次配当、半期、選択２単位）において、学生が家庭で
も授業の復讐を行えるように授業で利用したパワーポイ
ント資料をネット上に公開したところ、授業で学んでも
らいたいポイントを確実に理解するようになった。

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏　名　米川　雅士

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

情報学、社会・安全システム科学、制御工学
ソフトウェア、社会システム工学・安全システム、航空宇宙工学、

森林情報システム工学、衛星測位工学
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平成23年11月～
平成26年3月

平成23年4月～
平成26年3月

平成23年4月～
平成26年3月

平成22年4月～
平成25年3月

７）短期プロジェクトの導入 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として、学生にシ
ステムへの興味と理解を深めてもらうため、学外から依
頼のあったシステム構築を実践してもらう実学を導入し
た。学生には短期目標を設定する事により、勉強時間が
数倍に増えた事、最終的に自分が作ったシステムが運用
されている時の喜びを得る事が体験でき、参加学生の授
業への取り組み方が向上する。また、学生自身に社会に
出ても誇れる事を学生の間に実現をしたというプライド
を持ってもらう事として、積極的に学会で発表を進め、
平成23年11月開催の第6回パーソナルコンピュータ利用技
術全国大会において、新人奨励賞を受賞した。
立ち上げた5つの短期プロジェクトを以下に記述する。
・バスロケーションシステムの構築（依頼主：奈良文化
女子短期大学付属幼稚園、期間：平成22年度）：幼稚園
バスの位置をパソコンから確認ができるシステムの構築
・情報学部HP作成（依頼主：奈良産業大学情報学部、期
間：平成22年度）：情報学部のHPを見やすく且つわかり
やすいものを作成する。
・バスロケーションシステムの拡張（依頼主：奈良文化
女子短期大学付属幼稚園、期間：平成23年度）：2つの機
能について拡張した。1つめは、バスの位置情報取得送信
装置として携帯電話を利用していた事から測位精度が悪
かったため新アルゴリズムを実装した。2つめは、携帯電
話からもバスの位置を確認できるようにした。
・GISの設計書おこし（依頼主：奈良県、期間：平成23年
度）：奈良県から県有林を借用し、新しいGISについて研
究を進めている。基幹となるフリーGISのプログラムから
設計書をおこした。なお、利用するフリーGISはGRASSで
あり、約55万ステップのプログラムである。
・ビジュアル型SNSシステムの構築（依頼主：奈良産業大
学国際交流センター、期間：平成24年度）：学生が交流
する場としてSNSが重要なシステムとなってきた昨今、文
字のみでのコミニュケーションに限界が言われるように
なってきた。よって、写真などの画像データを基に学生
間のコミュニケーションを促進する新しいシステムの構
築する。

４）向上心の高い学生に対しての特別カリキュラムシス
テムの構築

奈良産業大学情報学部情報学科の授業では満足できない
学生の学力向上を考え、授業外のカリキュラムを１年生
から４年生までで実施することで、幅広い知識と高度な
専門性を学ばせるシステムを構築した。学生のヤル気を
維持させる仕組みとして短期と長期の目標を設定する。
短期目標として、数学検定、TOEIC、日本語検定、学会発
表、コンテスト出品を設置し、長期目標として各学生の
将来像を明確に定めさせ、学生が抱いている将来像に一
番専門性が近い教員が専任となり教育を実施する。これ
により、短期目標である各試験で受験者の平均よりも大
幅に高い合格率を実現している。また、参加した学生も
満足度が高く１年間のカリキュラムを終えた学生は翌年
も参加を希望する。

５）プレゼンテーションの導入 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「情
報学演習１B」（専門科目、2年次配当、半期、選択2単
位）「情報学演習Ⅱ」（専門科目、3年次配当、通年、選
択4単位）「情報学演習Ⅲ」（専門科目、4年次配当、通
年、選択4単位）「情報学ゼミⅡB」（専門科目、2年次配
当、半期、選択2単位）「情報学ゼミⅢ」（専門科目、3
年次配当、通年、選択4単位）において、学生が自己の考
えを第3者に説明できるように資料を可視化させること
で、資料作成の難しさや大変さを理解することで授業中
の私語が激減した。

６）手書き課題の導入 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「情
報学実験基礎Ⅰ」（専門科目、１年次配当、半期、選択
２単位）において、実施した実験のレポートを手書きに
した。これにより、実験関連知識への理解度向上と家庭
学習の定着化を目指した。これは、親御さんの報告によ
り家庭学習を行なっていることが複数人の学生について
確認ができたため成果があったといえる。
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平成22年4月～
平成26年3月

平成23年4月～
平成26年3月

平成23年4月～
平成25年3月

平成26年3月

平成25年3月

１）学生の授業評価アンケート結果 専門教科にも関わらず、全授業の評定平均3.40と高ポイ
ントであり、多くの学生においては満足のいく授業を実
施している。また、質問の各項目においてもほぼ全項目
で平均以上の評価を学生から受けている。

２）学長評価 高大連携や地域協力の講演などに積極的に講師として参
加し、学内外で大きく大学に貢献している。また、研究
においても外部の様々な機関と共同研究を積極的に行
い。コンスタントに外部で発表を行っている。

３）実験・実習用指導マニュアル 奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学実験基礎Ⅰ」（専門科目、1年次配当、半期、選
択2単位）において、実験後に提出するレポートの書き方
と実験マニュアルを作成した。レポートの書き方につい
ては章構成と記述内容から、図表の書き方、記述例、参
考文献の調べ方（HPによる関連論文の検索方法、図書館
の利用方法）までを記述し4年生に作成する卒業論文を見
据えた記述マニュアルにしてある。実験マニュアルにつ
いては、通信の歴史と技術について学んでもらいたいと
考え、手旗信号の形と文字を関連づける実験から、有線
通信でより遠くに早く通信ができるようになったことの
実感、無線通信で通信の自由度が高くなった事に触れさ
せ、最後に宇宙通信になっても通信の基幹技術は変わら
ない事を学べるようなマニュアルを作成した。また、理
解度を深めてもらうために必ず各実験の最後に課題と考
察する項目をもうけて、授業外での勉強時間を増やす工
夫をした。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）授業での学習教材作成 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「プ
ログラミング基礎」（専門科目、1年次配当、半期、選択
2単位）「HTML演習」（専門科目、1年次配当、半期、選
択2単位）「オブジェクト指向言語」（専門科目、3年次
配当、半期、選択2単位）「ネットワークプログラミン
グ」（専門科目、2年次配当、半期、選択2単位）
「ヒューマンコンピュータインタラクション」（専門科
目、2年次配当、半期、選択2単位）「キャリアゼミ」
（専門科目、3年次配当、半期、選択2単位）「プログラ
ミング入門」（専門科目、1年次配当、半期、選択2単
位）「日本事情Ⅱ」（専門科目、1年次配当、半期、選択
2単位）「オペレーティング基礎」（専門科目、2年次配
当、半期、選択2単位）「ネットワーク基礎」（専門科
目、2年次配当、半期、選択2単位）「ネットワーク基礎
演習」（専門科目、2年次配当、半期、選択2単位）「情
報ネットワーク概論」（専門科目、2年次配当、半期、選
択2単位）「UNIX入門」（専門科目、2年次配当、半期、
選択2単位）「アルゴリズムとデータ構造」（専門科目、
2年次配当、半期、選択2単位）「アルゴリズムとデータ
構造演習」（専門科目、2年次配当、半期、選択2単位）
の授業を進める上で、教科書のみでは知識が不足してい
る学生の理解力が向上しないため、教科書以外の必要な
知識を記述したパワーポイントを作成した。教材を電子
データ化することで、学生が自宅で効率的な復讐を実施
できる。

２）理解度確認小テスト 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として担当の「プ
ログラミング基礎」（専門科目、1年次配当、半期、選択
2単位）「プログラミング入門」（専門科目、1年次配
当、半期、選択2単位）「オペレーティング基礎」（専門
科目、2年次配当、半期、選択2単位）「ネットワーク基
礎」（専門科目、2年次配当、半期、選択2単位）「情報
ネットワーク概論」（専門科目、2年次配当、半期、選択
2単位）「UNIX入門」（専門科目、2年次配当、半期、選
択2単位）「アルゴリズムとデータ構造」（専門科目、2
年次配当、半期、選択2単位）「ヒューマンコンピュータ
インタラクション」（専門科目、2年次配当、半期、選択
2単位）において、理解度確認用の小テストを各講義14回
分を作成した。これにより、学生の理解が薄いところを
確認することができ、授業中にフォローが可能となる。
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平成22年8月2日

平成22年8月5日

平成23年2月16日

平成23年6月19日

平成23年7月2日

平成23年8月9日
平成23年8月11日

５）地域貢献市民講座王寺町り～べるカレッジ
　　講演講師

王寺町地域交流センターにおいて、王寺町が進める「出
会いとにぎわいの街づくり」構想の一環として生活を科
学するシリーズにおいて「宇宙を利用する生活」と題
し、一般聴講者65人に対し、宇宙で開発された技術につ
いて講演を行った。一般の方々が聴講者のメインとなる
ことから、宇宙に親しんでもらうことを主題において講
演を行った。
最初は日本の宇宙開発について歴史を追って説明を行
い、国の宇宙開発機関の統合、各部門での開発の枠組み
と研究の方向性について説明を行った。続いて、日本の
宇宙開発の流れを理解してもらい、宇宙で開発された技
術が普段の生活用品にどのように利用されているのか、
実例を挙げ説明を行った。実例としてはリニアモーター
カーの開発期間短縮の裏話、家に利用されるペンキ、
カーナビゲーションシステムなど最新のテクノロジーを
感じさせる技術から、枕や布団に利用されている素材、
消臭下着まで普段の生活では近すぎて宇宙のイメージが
持てない物まであることを話した。

６）高大連携教育会 講義講師 奈良県立奈良情報商業高等学校総合情報科の学生約30名
に対し、高大連携教育としてパーソナルコンピューター
の制作実習を実施し、その実習の講師を務めた。実習内
容はパーソナルコンピューターの制作、オペレーティン
グシステムのインストール、ネットワークの設定、各種
ソフトウェアーのバージョンアップ、セキュリティソフ
トのインストール、webサーバーの設定、ホームページ作
成と公開までを実施した。オペレーティングシステムに
はLinuxのディストリビューションであるUbuntuを利用し
たことにより、初めて体験した学生も多く全てがフリー
ソフトで実装できることを体験してもらった。

２）筒井小学校教員研修会 研修会講師 大和郡山市立筒井小学校の教員に対し、教員研修会を実
施した。研修会は午前と午後の2部構成で開催し、午前中
はWindows7のAeroプレビュー、Aeroシェイク、スナッ
プ、ライブタスクバープレビューなどの新機能を実際に
触れながら体験し、ネットワークとセキュリティの設定
まで学んだ、午後はExcel2010を利用して実際に使える出
席簿と成績表を作成した。研修会開催時間として午前の
部10：00〜12：00、午後の部13：00〜15：00で開催し、
参加数は約20名だった。

３）高校キャリアガイダンス 講師 奈良産業大学情報学部情報学科の教員として奈良県立高
円高等学校の2年生対象に情報学部を卒業した際の就職先
について講演を行った。講演内容は情報学部で学ぶ分野
の説明から将来の就職が可能な職種を説明し、現在、各
業種には何人の業務従事者がいるのか、それぞれの分野
の給料はどれくらいなのかなどを踏まえて説明をした。
講演時間は13：30～16：30で開催し、参加者は約20名程
度だった。

４）教育講演会 講演講師 奈良文化女子短期大学付属幼稚園の保護者向け日曜参観
において、特別講演講師として「幼少期の夢が将来の仕
事に繋がる」と題して、保護者160名に対して講演を行っ
た。講演内容としては、子育てには多くの時間をかける
こと、子供を萎縮させてしまう怒り方はしてはいけない
こと、褒めるときは大げさに褒めてあげる事などいくつ
かの実例を踏まえて説明をした。また、自分自身の体験
も踏まえて小さい頃に持った将来の夢が今の職業につな
がっていることを話した。講演時間は10：00～11：20で
開催した。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）三郷北小学校教員研修会 研修会講師 三郷町立三郷小学校の教員に対し、教員研修会を実施し
た。研修会は午前と午後の2部構成で開催し、午前中はイ
ンターネットが取り巻く世界と最新情報を踏まえて危険
な世界である事、携帯電話を小学生に持たせない方がよ
いという内容を技術的な観点から講演した。午後は
Windows7の新機能とExcel初級と定義して簡単な関数の利
用方法について実習を行なった。研修会開催時間として
午前10：00〜12：00、午後13：00〜15：00で開催し、参
加数は約20名だった。
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平成23年8月10日

平成22年8月12日

平成22年10月14
日

平成24年2月15日

平成24年4月13日

平成24年8月25日

１０）高大連携教育会 講義講師 奈良県立朱雀高等学校情報工学科の学生約20名に対し、
高大連携教育としてパーソナルコンピューターの制作実
習を実施し、その実習の講師を務めた。実習内容はパー
ソナルコンピューターの制作、オペレーティングシステ
ムのインストール、ネットワークの設定、各種ソフト
ウェアーのバージョンアップ、セキュリティソフトのイ
ンストール、webサーバーの設定、ホームページ作成と公
開までを実施した。オペレーティングシステムにはLinux
のディストリビューションであるUbuntuを利用したこと
により、初めて体験した学生も多く全てがフリーソフト
で実装できることを体験してもらった。

１１）高大連携教育会　講義講師 奈良県立朱雀高校情報工学科2年生を対象に講義を実施し
た。携帯電話やカーナビゲーションなどで注目を浴びて
いる衛星を使った位置情報サービスにおいて、実際の受
信機を使って、受信実験を行い。自分の歩いた経路を
ホームページ上に公開するページを作成させた。これに
より衛星を利用した位置情報に関連する技術とホーム
ページの知識を学ぶことができる。

１２）オープンキャンパス模擬講義講師 奈良産業大学オープンキャンパスにおいて、高校生に対
し「情報学≠パソコン」ではない事を説明し、情報学で
学ぶ事の幅広さの説明と実例としてGISの入力データとし
て利用できる空中写真撮影用の自動航法ラジコンヘリコ
プターの実物を見せ情報学の広さを実体験させた。

７）教職員のための公開講座 講義講師 奈良県立の教職員約30名に対し、教職員のための公開講
座としてパーソナルコンピューターの制作実習を実施
し、その実習の講師を務めた。実習内容はパーソナルコ
ンピューターの制作、オペレーティングシステムのイン
ストール、ネットワークの設定、各種ソフトウェアーの
バージョンアップ、セキュリティソフトのインストー
ル、webサーバーの設定、ホームページ作成と公開までを
実施した。オペレーティングシステムにはLinuxのディス
トリビューションであるUbuntuを利用したことにより、
初めて体験した受講者も多く全てがフリーソフトで実装
できることを体験してもらった。

８）筒井小学校教員研修会 研修会講師 大和郡山市立筒井小学校の教員に対し、教員研修会を実
施した。研修会は午前と午後の2部構成で開催し、午前中
はExcel2010を利用して実際に使える出席簿と成績表を作
成した。午後はPowerPoin2010を利用してアニメーション
の組み込み方、画像と動画の取り込み方を学んだ後に
「自分」と題して5分程度の発表資料を作成した。研修会
開催時間として午前の部10：00〜12：00、午後の部13：
00〜15：00で開催し、参加数は約10名だった。

９）大学体験授業　講義講師 奈良県立朱雀高校情報工学科2年生を対象に「携帯電話は
便利だが危険」と題して講義を行った。最初に携帯電話
とスマートフォンをどれくらいの学生が保有しているか
確認から始めた。情報工学科の学生らしく、携帯電話・
スマートフォンの保有者数は高校生の全国平均を上回る
結果となった。ここから、携帯電話・スマートフォンの
利用状況について話を進め、ほぼ全員が携帯電話・ス
マートフォンからHPの閲覧やゲーム、音楽などのデータ
をダウンロードして利用していることを確認した。殆ど
の学生がパソコンと同じような利用方法で携帯電話・ス
マートフォンを利用しているにもかかわらず、パソコン
ではOSのセキュリティーパッチを更新したり、セキュリ
ティソフトをインストールしている学生が多く見られた
が、携帯電話・スマートフォンでは全くセキュリティ対
策が実施されていないことを学生たちに認識させた。こ
の状況を元に現在スマートフォンの普及状況とウィルス
の確認状況を学生たちに話し、スマートフォンもパソコ
ンと変わらないこと、情報の重要性から言えばスマート
フォンのほうがより強固なセキュリティ対策が必要なこ
とを説明した。最後に一般的に知っている人が少ないの
だが、普通のHPを閲覧する場合は個人情報を提供してい
ることについて話した。HPから情報を貰うのはただでは
ないことを理解しておくこと、使いやすく便利なHPほど
これら個人情報が悪用される可能性が高いことについて
も話した。
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平成25年2月5日

平成25年7月13日

平成25年11月11
日

平成22年4月～
平成26年3月

１）奈良産業大学情報学部情報学科における教育実績 奈良産業大学情報学部情報学科の教員（平成22年4月から
現在にいたるまで専任講師）として以下のような科目を
担当した。

「プログラミング基礎」（平成22年4月〜平成23年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「プログラミング基礎」（専門科目、１年次配当、半
期、選択２単位）において、情報学部の学生として、必
要な基礎知識について学び、最も実社会で利用されてい
るVC++、HTML、JAVAのプログラミングに触れる内容の授
業を行い、それによって、学生にプログラミングの種類
がなぜ沢山あるのか、自分の将来に必要な知識、学ばな
くては行けない知識を理解させる教育効果があった。

「オブジェクト指向言語」（平成22年4月〜平成24年3
月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「オブジェクト指向言語」（専門科目、３年次配当、半
期、選択２単位）において、オブジェクト指向言語とし
てJAVAによるシステム開発の内容で授業を行い、それに
よって、学生にオブジェクト指向とは何か、オブジェク
ト指向が考えられた理由を理解させる教育効果があっ
た。

「HTML演習」（平成22年4月〜平成23年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「HTML演習」（専門科目、１年次配当、半期、選択２単
位）において、最新のHTMLバージョン5、スタイルシー
ト、JavaScriptでの実社会での制作に近い内容の授業を
行い、それによって、学生にホームページ作成方法を理
解させる教育効果があった。

１５）奈良県立郡山高等学校 キャリア教育　講義講師 奈良県立郡山高等学校の学生に対し、実際に仕事をして
いる人から仕事内容と仕事に必要な知識は何か公演する
ことで、学生の勉強意欲と将来就きたい職業への知識を
高める講演会の講師として公演を行った。
公演内容としては、大学の情報学部で学ぶ学生が多く就
職する情報サービス業界での仕事内容と大学でどのよう
なことを学ぶのか研究成果から公演を行った。また、SE
にはコミュニケーション能力が重要な要素だとわかって
もらうために簡単な体験課題の実施も併せて行った。

５　その他

１３）高大連携教育会　講義講師 奈良県立奈良情報商業高等学校総合情報科の学生約30名
に対し、高大連携教育としてパーソナルコンピューター
の制作実習を実施し、その実習の講師を務めた。実習内
容はパーソナルコンピューターの制作、オペレーティン
グシステムのインストール、ネットワークの設定、各種
ソフトウェアーのバージョンアップ、セキュリティソフ
トのインストール、webサーバーの設定、ホームページ作
成と公開までを実施した。オペレーティングシステムに
はLinuxのディストリビューションであるUbuntuを利用し
たことにより、初めて体験した学生も多く全てがフリー
ソフトで実装できることを体験してもらった。

１４）地域貢献市民講座王寺町り～べるカレッジ
　　講演講師

王寺町地域交流センターにおいて、王寺町が進める「出
会いとにぎわいの街づくり」構想の一環として生活を科
学するシリーズにおいて「宇宙から自分の位置を知る」
と題し、一般聴講者65人に対し、人間は大航海時代から
宇宙の星を見て自分の位置を導き出しています。何世紀
も経ち技術が進化した現在でも自分の位置を導き出すの
に宇宙からの情報を使っている。本講座では昔の測位方
法から最新の測位方法を学び、知っていれば得をする位
置情報を利用した最新技術について講演を行った。
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「基礎数学Ⅱ」（平成23年4月〜平成24年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「基礎数学Ⅱ」（共通科目、１年次配当、半期、選択1単
位）において、数学検定3級〜5級の内容の授業を行い、
それによって、学生に前期中等教育までの必要最低限の
知識を理解させる教育効果があった。

「情報学実験基礎Ⅰ」（平成23年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学実験基礎Ⅰ」（専門科目、１年次配当、半期、
選択２単位）において、実際の実験機材を使い通信の歴
史を確認させる内容の授業を行い、それによって、学生
に通信とはどのような意図で考えられ、技術的にどのよ
うな内容になっているのかを理解させる教育効果があっ
た。

「プログラミング入門」（平成23年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「プログラミング入門」専門科目、１年次配当、半期、
選択２単位）において、情報学部の学生として、必要な
基礎知識について学び、最も実社会で利用されている
VC++、HTML、JAVAのプログラミングに触れる内容の授業
を行い、それによって、学生にプログラミングの種類が
なぜ沢山あるのか、自分の将来に必要な知識、学ばなく
ては行けない知識を理解させる教育効果があった。

１）奈良産業大学情報学部情報学科における教育実績の
続き

「ネットワークプログラミング」（平成22年4月〜平成26
年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「ネットワークプログラミング」（専門科目、２年次配
当、半期、選択２単位）において、ソケット、パケット
通信、TCP/IPを理解させるためにチャットシステム、掲
示板をPHPで作成させる内容で授業を行い、それによっ
て、学生にネットワークを利用するプログラミング作成
時に必要な知識を理解させる教育効果があった。

「ヒューマンコンピュータインタラクション」（平成22
年4月〜平成26年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「ヒューマンコンピュータインタラクション」（専門科
目、２年次配当、半期、選択２単位）において、システ
ム設計の際に今後重要となるヒューマンインタフェース
を考えた設計方法とIT技術がどのように進化しているの
か理解させるように授業を行い、それによって、学生に
ヒューマンインタフェースを意識した設計方法について
理解させる教育効果があった。

「キャリアゼミ」（平成22年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「キャリアゼミ」（専門科目、３年次配当、半期、選択
２単位）において、就職に向けての情報と自己に足りな
い物を認識させる内容の授業を行い、それによって、学
生に就職活動への不安軽減と強い意気込み持たせる事を
実現させ、就職活動へ必要な知識を身につけさせる教育
効果があった。
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「オペレーティングシステム基礎」（平成24年4月〜平成
26年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「オペレーティングシステム基礎」（専門科目、２年次
配当、半期、選択２単位）において、世の中にあるオペ
レーティングシステムの特徴と役割についてシステム的
な観点で理解させる内容の授業を行い、それによって、
学生にオペレーティングシステムについて理解させる教
育効果があった。

「ネットワーク基礎」（平成24年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「ネットワーク基礎」（専門科目、２年次配当、半期、
選択２単位）において、ネットワークを利用するのに必
要な最低限の知識を学ばせる内容の授業を行い、それに
よって、学生にネットワークの基礎知識を理解させる教
育効果があった。

「ネットワーク基礎演習」（平成24年4月〜平成26年3
月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「ネットワーク基礎演習」（専門科目、２年次配当、半
期、選択２単位）において、ネットワーク環境を利用す
るプログラミングを作成させ理解度を深める内容の授業
を行い、それによって、学生にネットワーク環境を利用
したプログラミング方法を理解させる教育効果があっ
た。

「情報ネットワーク概論」（平成24年4月〜平成25年3
月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「ネットワーク基礎」（専門科目、２年次配当、半期、
選択２単位）において、ネットワークを利用するのに必
要な最低限の知識を学ばせる内容の授業を行い、それに
よって、学生にネットワークの基礎知識を理解させる教
育効果があった。

「UNIX入門」（平成24年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「オペレーティングシステム基礎」（専門科目、２年次
配当、半期、選択２単位）において、世の中にあるオペ
レーティングシステムの特徴と役割についてシステム的
な観点で理解させる内容の授業を行い、それによって、
学生にオペレーティングシステムについて理解させる教
育効果があった。

「情報学演習Ⅲ」（平成24年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学演習Ⅲ」（専門科目、4年次配当、通年、選択4
単位）において、自分で考えた研究を進める内容の授業
を行い、それによって、学生が研究というものについて
理解させる教育効果があった。

１）奈良産業大学情報学部情報学科における教育
実績の続き

「日本事情Ⅱ」（平成23年4月〜平成24年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「日本事情Ⅱ」（専門科目、１年次配当、半期、選択２
単位）において、留学生に日本の携帯電話技術と事情に
ついて理解させる内容の授業を行い、それによって、学
生に日本の事を理解させる教育効果があった。

「情報学演習ⅠB」（平成23年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学演習ⅠB」（専門科目、２年次配当、通年、選択
4単位）において、測位衛星のシステム構成を理解し、自
分の考えたシステムが実現できるかためす内容の授業を
行い、それによって、学生に新しい分野への探究心と学
び方を理解させる教育効果があった。

「情報学演習Ⅱ」（平成23年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学演習Ⅱ」（専門科目、3年次配当、通年、選択4
単位）において、測位衛星の情報から自分の位置を求め
るプログラム作成の内容の授業を行い、それによって、
学生にC言語の実践的なプログラムと測位衛星に関わる基
本的知識を理解させる教育効果があった。
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平成23年4月〜
平成26年3月

年月日

平成12年 3月

平成17年 3月

平成12年4月〜
平成18年3月

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１）キーウェアソリューションズ株式会社 社員 6年間にわたり宇宙関連のソフトウェア設計・開発とシス
テムの運用に従事した。
平成12年6月から平成14年3月まではスタッフとして、4機
の衛星について地上局の各装置、宇宙機シミュレーショ
ン装置、衛星情報公開用HP、各地上局とアンテナ局の
ネットワーク制御関連装置の開発と運用リーダーを務め
た。開発利用言語としてはC++、Perl、JavaScript、HTML
を利用した。平成14年4月から平成18年3月まではシニア
スタッフとしてプロジェクトリーダーを勤めシステムの
開発だけではなく、部下の配置とスケジュール管理、お
客様との開発費用調整も実施し、6機の衛星について上記
同様の業務と仕様検討、宇宙機取得データ（放射線関
連、μG関連）の解析・評価を産学連携で実施した。

２　特許等

１）GPSによる自律測位方法、自立航法装置及びコン
ピュータプログラム
登録番号　特許第3651678号

公開種別：公開特許公報
公開番号：2004077228
出願番号：2002236137
出願日：平成12年8月13日
出願人：キーウェアソリューションズ株式会社
出願人識別番号：598109095
発明者：米川雅士
要約：GPSを利用した測位結果には誤差が含まれる。この
誤差を最小に抑える事ができる方法として搬送波の利用
がある。しかし、搬送波を利用する測位には多くの制約
があり、一般的にはリアルタイム性を重要視していない
測量の分野でしか利用されていない。本特許はこの搬送
波を利用した新しい測位方法についての特許である。搬
送波測位の制約事項として、正確に位置のわかっている
地上局から補正データを取得する必要がある。地上局と
離れての測位はできない。同一衛星を連続補足しないと
測位ができなくなる等、多くの制約事項がある。この制
約事項をなくすために、仮想地上局をソフトウェア上で
再現することによって1回搬送波測位をおこなってしまえ
ば、制約なく高精度な搬送波測位を継続可能な手法であ
る。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事　　項 概 要

１　資格，免許

1）修士（工学） 学位番号：第0093号
論文題名：衛星システムによる測位方式のデータ選択方
法

１）奈良産業大学情報学部情報学科における教育実績の
続き

「情報学ゼミⅡB」（平成24年4月〜平成25年3月）
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学ゼミⅡB」（専門科目、2年次配当、半期、選択2
単位）において、ゼミ室紹介の側面があり宇宙工学の関
連技術を理解する内容の授業を行い、それによって、学
生に宇宙工学を理解させる教育効果があった。

[情報学ゼミⅢ」（平成25年4月～平成26年3月
奈良産業大学情報学部情報学科の専任講師として担当の
「情報学ゼミⅢ」（専門科目、3年次配当、通年、選択4
単位）において、卒業研究に必要な知識を身に着ける。
宇宙工学の関連技術を理解する内容の授業を行い、それ
によって、学生が4年生になった時に自分自身で卒業研究
を決めれる知識を身に着けた。

２）奈良工業高等専門学校電子制御工学科における教育
実績

「電子回路」（平成23年4月〜平成24年3月、平成25年4月
〜平成26年3月）
奈良工業高等専門学校電子制御工学科の非常勤講師とし
て担当の「電子回路」（必修科目、4年次配当、半期、選
択2単位）において、様々な電子回路とオペアンプで作成
できる回路について理解する内容の授業を行い、それに
よって、学生に電子回路への理解を深めさせる教育効果
があった。
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平成19年4月〜
平成20年3月

平成20年4月〜
平成22年3月

平成22年11月

平成22年4月〜
平成23年3月

平成22年4月〜
平成23年3月

平成23年4月〜
平成24年3月

平成23年10月〜
現在に至る

平成24年4月〜
現在に至る

４）情報学部ダブルスクール取りまとめ 勉強をやる気のある学生を対象に講義以外で週12コマの
授業を実施して、4年間で外部で研究発表を行えるレベル
に教育するシステムを提案し、全運用と管理を行なって
いる。

５）就職委員会委員 学生の就職支援として各種セミナーを計画・実施してい
る。また、学生が就職活動のモチベーションを維持でき
るように情報提供と活動支援を行なっている。また、就
職活動への不安を取り除くために外部講師を招聘し、就
職活動模擬体験を多く実施できるように計画し実行し
た。

１）広報委員会委員 広報委員として大学の広報活動全般について業務を行っ
た。特に学校パンフレットの作成についてはデザインの
コンペを実施することを提案し、全教員参加型の学校パ
ンフレット選定システムの構築に貢献した。

２）オープンキャンパス実行小委員会委員 オープンキャンパスに参加した高校生に大学で実施して
いる研究活動をわかりやすく説明するために全教員にポ
スター作製を提案し、高校生への研究説明をスムーズに
行えるようにした。

３）入学試験委員会委員 各種入学試験の運営と管理業務を実施した。また、新し
い環境になれることが難しい学生も多くいることから、
入学前教育を月に一回実施し、参加者には学内のシステ
ムを学ばせることでリメディアル教育と友達作りを同時
に実施することができるシステムを提案し実施した。ま
た、自分で調べる課題を毎月出題することで大学で勉強
するモチベーションを高めることも合わせて実施した。

４）平成23年度JR西日本あんしん社会財団研究助成金
「災害時の状況把握用空中写真取得のための安価な自動
航法ラジコンヘリコプター開発と実現」

研究種目：研究助成金
申請期間：1年
申請金額：1,300,000円
申請結果：採用
申請内容：災害時に一番注意を払わないといけない事は2
次災害である。これを防ぐために重要な情報は現場の正
確な状況である。そのために誰もが安価でスピーディー
に空中写真を取得する事は重要である。よって、本研究
助成金の申請は誰もが安価でスピーディーに空中写真を
取得できる方法として、自動航法ラジコンヘリコプター
を制作する研究を実施した。
研究し作成した自動航法ラジコンヘリコプターは
googleMAPを利用し感覚的に人が飛行経路を設定し、最も
難しい姿勢制御と離着陸も含めて自動で行なう事を目的
としている。

４　その他

２）慶應義塾大学２１世紀ＣＯＥプログラム「知能化か
ら生命へのシステムデザイン」研究員

現代社会のシステムとしてバランスを確保し、人間や環
境との共生のメカニズムを裏付け、全く新しいプロダク
トイノベーションに結びつくようなシステム化技術の構
築を目指して研究を進めていた。衛星を利用した測位技
術は平成5年に一般利用が認められてから20年が立つが、
カーナビゲーション、携帯電話、測量の分野以外の利用
例は殆どない、これはいくつか利用制約があり使い勝手
の悪さから一般的なシステムとして利用が広がらない。
私の研究としてこれら制約の中で、使い勝手の良い高精
度衛星測位を確立する事を目指して研究を実施し、各シ
ステムの情報インフラストラクチャーとなる事を目指し
て研究を進めていた。

３）慶應義塾大学グローバルCOEプログラム「環境共生・
安全システムデザインの先導拠点」研究員

戦後から日本は大きな発展を遂げたが、これは従来の工
学が要素還元論的な発送の基で構築されてきたが、現代
社会に置いてシステムの大規模化、複雑化が進み適切且
つ安全なシステムデザインが困難になってきている。
よって、人工物システムから社会システムまで、構築し
てきたあらゆるシステムの綻びを自ら解決するととも
に、同種の問題解決ができる研究者・技術者の育成につ
いて研究を進めていた。私はシステムデザイン学の方法
論を学び、衛星を利用した測位システムの構築を目指し
て研究を進めた。衛星を利用した測位が一般のシステム
に普及するために必要な理由として重要な事柄を「リア
ルタイム性」「軽量化」「高精度測位」の3つと定義し、
今まで利用されていた測位アルゴリズムとは異なる新し
いアルゴリズムについて研究を進めていた。
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平成24年4月〜
現在に至る

平成24年4月〜
現在に至る

平成24年4月〜
平成25年3月

平成25年4月〜
現在に至る

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
特記事項なし

（学術論文）
1.RATIONS BETWEEN
POSITIONING RESULT AND
EACH ERROR FACTOR IN GPS
（査読付き）

共著 平成18年10月 GPSを利用した測位には衛星から受信機までの擬
似距離と衛星の座標が必要である。そのため測位
精度を改善するために、擬似距離に含まれている
誤差を補正するのが一般的に行われている。しか
し、測位環境と衛星の見え方によっても擬似距離
へ悪影響を及ぼしている。つまり地平線上の衛星
と天頂方向の衛星では擬似距離の長さが変わるこ
とで付加される誤差の量が変わる。そこで著者が
提案した方法は衛星座標の移動方向によって補正
を行う事と擬似距離の長さによって補正を同時に
行うことで新しい測位精度改善方法についての提
案を行った。
本人担当分：システム提案・構築から実験結果の
論理的に評価し、論文のとりまとめを行なった。
共著者：米川雅士，田中敏幸

2.Improvement of GPS
positioning accuracy by
ionospheric delay
correction
（査読付き）

共著 平成19年 9月 GPSを利用した測位を行った際に付加される誤差
原因はいくつかあるが、最大の誤差要因は電離層
における信号の遅延が上げられる。GPSの衛星は
異なる周波数を同一電波源から送信しているた
め、その2周波を受信できる受信機を使って電離
層遅延量について測定し、さまざまな角度から検
討し、電離層の補正方法として利用されているク
ロブッチャモデル、コサインモデル、2周波受信
などの補正を行った結果について比較し報告して
いる。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：秋山奈緒，米川雅士，田中敏幸

SICE-ICASE
International Joint
Conference 2006,
pp.1361-1365

SICE Annual Conference
2007, pp.1766-1769

９）学校法人奈良学園(仮称）奈良学園大学設置準備委員
会現代社会学部会会員

奈良産業大学を改組し新大学を設立するにあたって社会
科学系学部の内容を検討する部会のメンバーとなった。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

６）スポーツ振興委員会副委員長 各種スポーツクラブの奨学金運営・推薦入学者協議な
ど、各クラブが必要なバックアップを実施している。本
委員会の副委員長という立場から委員長の補佐役を実施
している。

７）教務支援検討グループ委員 情報学部では、出口の明確に向けてシステムコースとメ
ディアコースに2年生から分かれるが、学生が両コースの
ビジョンが明確になっていないため、各コースの教員に
より講義以外で、様々な体験学習を実施する事を計画す
る。例えば、外部の企業の人を呼んできて仕事へのイ
メージを付ける事や、各コースに必要な技術の短期集中
講義を実施したりしている。この検討グループの発起人
である。

８）学校法人奈良学園高等教育改革推進委員会社会科学
関係部会会員

奈良産業大学において新学部設置に関する検討ワーキン
ググループのメンバーとして社会科学系学部の検討を
行った。
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3.GPS Orbit Determination
using Several Reference
（査読付き）

共著 平成19年 9月 GPSを利用した測位精度はさまざまな要因によっ
て、精度の劣化を招く。ここでは、衛星に起因す
る誤差の軽減を目指し研究を進めた。レンジアン
ドレンジレートで求めた真のGPS軌道と衛星から
送信されたデータに含まれている軌道情報の誤差
に注目して、衛星に起因する誤差の精度改善を試
みた。一般的なレンジアンドレンジレートでは衛
星の軌道を求めるのに時間がかかるため、複数基
準局を用いて、GPS衛星軌道の補正をする方法に
ついて提案をおこなった。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：野村昌史，米川雅士，田中敏幸

4.GPS Positioning Method
under Condition of Only
Three Acquired Satellites
（査読付き）

共著 平成20年 8月 GPSを用いた測位には最低でも4衛星からの直接信
号を同時に受信する必要がある。しかし、一般的
に利用される街中では建物や道幅の狭さから4機
の衛星情報を同時に受信する事は難しい。そこ
で、著者らは新たな計算アルゴリズムの開発に
よって，3衛星を用いた測位アルゴリズムについ
て提案した。本手法は3機の衛星情報を連続した
時間で取得し、6機の衛星が見えていると仮定し
測位に利用したアルゴリズムである。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：野村昌史，米川雅士，田中敏幸

5.The Possibility and
Practicality of A High
Precision Positioning
System using The Carrier
（査読付き）

共著 平成20年 8月 世界中で自分の位置がわかるという事から、信頼
性と利便性が高いとされている衛星を利用した測
位技術が注目を集めている。しかし，測位方法に
は「空が見えていないと行けない」「同時に4機
以上の衛星を補足しなくてはならない」「測位結
果には誤差が含まれる」など様々な制約があるた
め一般的な利用があまり普及していない。そこで
著者らは，制約事項の少ない測位方法を目指し
て、搬送波による高精度測位法の実現に向けたア
ルゴリズムの提案を行っている。
本人担当分：システム提案・構築から実験結果の
論理的に評価し、論文のとりまとめを行なった。
共著者：米川雅士，田中敏幸

6.Recovery Method from
Cycle Slip in GPS
Positioning
（査読付き）

共著 平成20年 8月 市街地でGPSを利用した場合，高層建築物にさえ
ぎられて，一時的にGPS衛星からの直接信号が受
信できなくなることがある。これをサイクルス
リップという。本論文では，サイクルスリップか
ら測位計算を復帰させるアルゴリズムに関する報
告を行っている。サイクルスリップが起きる前の
測位状況からサイクルスリップ発生時の測位結果
予測と、他衛星の擬似距離の変化による測位点の
補正をすることで、サイクルスリップ復旧後に即
座に高精度な測位が開始できる。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：秋山奈緒，米川雅士，田中敏幸

7.High Accuracy
Positioning of Two-Wheeled
Vehicle at High Speed
teraveling using GPS
（査読付き）

共著 平成20年 8月 衛星を利用してリアルタイムに自分の位置を求め
ようとすると測位結果には大きな誤差が付加され
る。本研究では高速走行中の二輪車の位置をGPS
で計測する新しい手法について提案している。高
速走行中の二輪車は，カーブを曲がる際に車体を
大きく傾けるためアンテナの指向方向が変わるた
め補足できる衛星の状態が時々刻々変化する。そ
のために測位結果が悪くなってしまう。測位結果
から二輪車の挙動をモデル化し事後処理で測位結
果を改善するアルゴリズムの提案を行なった。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：林昌輝，米川雅士，田中敏幸

SICE Annual Conference
2008, pp.3491-3495

SICE Annual Conference
2008, pp.3496-3499

SICE Annual Conference
2008, pp.3500-3503

SICE Annual Conference
2007, pp.1770-1773

SICE Annual Conference
2008, pp.3487-3490
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8.Improvement accuracy in
measurement of long
baseline DGPS
（査読付き）

共著 平成20年 8月 正確な位置がわかっている基準局から補正情報を
受け取り測位精度向上を目指した方法であるDGPS
は基準局と受信機の距離が長が長くなるほど同一
誤差成分が違ってくるために精度が悪くなるとい
う問題を持っている。DGPSにおける同一誤差成分
は殆どが疑似距離に含まれる誤差なので衛星仰角
に対する重み付け最小二乗法を用いて、受信機位
置からの水平方向におけるバイアスを設定する事
で誤差補正を行ない，長基線DGPSの測位精度向上
を行った。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：松下孝，米川雅士，田中敏幸

9.A Study of The
Possibility of Positioning
Using Small Number of
Satellite
（査読付き）

共著 平成21年 8月 衛星を利用した測位を行う場合は最低4機の衛星
が同時に見えなければ測位を行うことはできな
い。しかし、日本の街中での特徴として建物が高
い、道が狭いということが上げられるため、一般
的な街中で測位衛星を4機以上補足できる割合は
全国の土地面積から考えると約60％しかない。そ
のため著者は測位衛星が補足できる機数が4機以
下でも測位が可能なアルゴリズムについて提案を
行った。通常測位は3次元の空間において測位ア
ルゴリズムを解くが、一般的に利用される情報は
緯度経度である。よって、著者らは２次元の平面
を求める新しい測位アルゴリズムの提案を行なっ
た。
本人担当分：
共著者：米川雅士，田中敏幸

10.Method for accuracy
improvement of GPS
measurement in the city
（査読付き）

共著 平成21年 8月 衛星を利用した測位を行った場合、衛星からの電
波を直接受信するのではなく、ビルなどからの反
射波を受診してしまい。測位結果に大きな誤差が
含まれる場合がある。これをマルチパスというが
衛星を利用した測位を最も多く利用する街中では
このマルチパスが大きな問題となっている。その
ため著者らは衛星からの電波を連続受信する事で
マルチパスか直接波かを判断し、マルチパスの場
合は連続受信電波に付加される同一誤差を補正す
る事で、マルチパスを軽減する新しい方法を提案
した。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：松下孝，米川雅士，田中敏幸

11.Implementation of an
Efficient High-Accuracy
Model for Personal GPS
Receivers
（査読付き）

共著 平成22年 5月 衛星を利用した測位結果には誤差が含まれる。こ
の誤差の原因は様々ある。この誤差を軽減もしく
は取り除くための研究が世界中で行なわれている
が、測位環境についての測位誤差の研究を行って
いる研究者は殆どいない。本研究では、受信機か
ら衛星の見え方についての補正モデルを提案し
た。補正モデルとしては衛星の仰角と太陽風の影
響を加味したモデルである。これにより、通常の
単独測位で利用できる補正方法より高精度な測位
結果を得る事ができる。
本人担当分：システム提案・構築から実験結果の
論理的に評価し、論文のとりまとめを行なった。
共著者：米川雅士，田中敏幸

12.簡易型バスロケーション
システムへの取り組み

単著 平成22年 11月 位置情報を提供するサービスはネットワークの普
及と共に注目をあびている。しかし、システムを
組むとなると大変なコストがかかる。本研究は幼
稚園バスの位置情報を保護者に通知するシステム
を低コストで作成した。サーバーシステムにはフ
リーソフトとPC、位置情報通知装置には携帯電話
を利用した。刻一刻と変わる位置情報を自動で取
得するために携帯電話でHPにアクセスする事で問
題を解決した。

SICE Journal of
Control, Measurement,
and System Integration,
Vol.3, No.3, pp.206-212

情報学フォーラム紀要,
奈良産業大学情報学部創
設10周年記念, pp.59-63

SICE Annual Conference
2008, pp.3504-3508

ICCAS-SICE 2009,
pp.1785-1789

ICCAS-SICE 2009,
pp.3966-3969
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13.衛星を利用した測位を林
業へ応用する場合の課題

単著 平成23年 3月 日本は世界最先端のIT国家を目指して制定された
e-Japan戦略に基づき「超高速ネットワークイン
フラ整備及び競争政策」を実施している。この中
に国民へGISを利用した情報共有と提供が記述さ
れている。しかし、GISには300以上の機能があ
り、様々な事ができるため専門家しかシステムを
操作する事ができなくなったという問題点があ
る。著者は奈良県から県有林を借用しGISの問題
点を解決しGISを中心とした産業の確立を行なう
システムを提案した。GISを誰でも利用できるた
めに情報収集からGISと考えた。この情報収集に
衛星を利用した位置情報をキーとして複数の情報
を自動で関連づける方法を提案した。

14.山林における衛星を利用
した高精度測位手法の提案

単著 平成24年 3月 GISを林業に利用する場合、作業場所は山岳地帯
である。山岳地帯は山の傾斜、周りにある他の
山、木々によって衛星からの受信状況が悪い環境
である。そのため林業ではなかなか衛星を利用し
た位置情報は利用されてこなかった。著者は人間
の徒歩速度から移動共分散をモデル化し最適な測
位アルゴリズムを提案した。これにより、他の測
位アルゴリズムと比べも安定した測位結果を得る
事ができる。

15.新しいGISの提案と林業へ
の応用

単著 平成24年12月 GISは地理情報をベースに様々な分野の情報を統
合管理でき、それら情報を使って評価・解析など
様々な機能を有している。しかし、様々な機能を
有しているがため専門家でなければ利用すること
が困難なシステムになっている。この問題に対
し、私は一般的な人が利用するためにGPSの位置
情報を軸に自動的に全てのデータを統合するGIS
を提案した。その提案したGISの基本となる地理
情報（地図と空中写真）の自動統合について研究
を行った。

16.新しい出欠管理システム
に向けた提案

単著 平成25年2月 文部科学省による大学設置基準と通達により、授
業時間についての厳格化が求められるようになっ
た。これにより授業への参加が殆どの大学で義務
化されている。しかし、出欠確認には時間がかか
るためシステムを利用する動きが加速する中、
様々な問題も生まれてきている。そこで測位技術
を利用した出欠管理システムについて提案する。
本論文には室内での携帯電話、スマートフォンの
衛星受信状況から、携帯電話、スマートフォンが
利用している独自の測位アルゴリズムの評価を行
い、提案システムに利用できるか検討し、緯度経
度の情報を複数人数集めることで統計的に処理す
ることにより高精度な測位結果を得ることが出来
た。

17.携帯端末によるシステム
構築

単著 平成25年3月 平成24年にはスマートフォンの普及率が39.8％に
なり前年比で普及率は倍増している。また、近年
はタブレット端末なども急速に普及していること
から、システム構築を考える上で携帯端末の利用
は必要不可欠な状態となってきている。しかし、
携帯端末は今までのコンピュータと違い、利用者
のネットワーク環境が整っていればどこからでも
アクセスができ、またGPS受信機、加速度セン
サー、タッチパネルなど様々なセンサー類も装備
していることから、構築できるシステムの幅が大
きく広がったことは言うまでもない。この携帯端
末を使ってシステムを構築する場合にどのような
システムが構築可能か検証するため、各種セン
サー類の精度、ネットワーク環境におけるデータ
通信量と安定度について評価し、システム構築の
可能性について論じた。

奈良産業大学紀要 第29
集，pp.199-206

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報, 第1集,
pp.59-72

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報, 第2集,
pp.39-52

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報 第3集,
pp.17-33

奈良産業大学情報学
フォーラム紀要 第8巻，
pp.141-157
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（その他）

「口頭発表」

1.地域公共交通におけるＬＢ
Ｓ

― 平成18年11月 福島県いわき市、常磐交通と共に産学連携で地方
公共交通のあり方について研究を行った結果を発
表した。地方の公共交通機関は国から地方への交
付金削減、若い世代の都会への流出、一般企業の
サービス向上などにより公共交通機関が利用され
なくなってきた。利用されないため本数の削減、
より一層の利用率低下と地方交通は負のスパイラ
ルに陥り倒産が相次いでいる。よって、バスを路
線と考えず路面と考えて運行する事を試験的に実
施した。バスの位置はネット環境から確認がで
き、利用者がいるバス停のみを結ぶような路線を
システムで毎回決定するようなフレキシブル路線
システムを導入したバス運行を実現した。これに
より、駅前の商店街でバスが車での間飲食をする
人が増え、町の活性化に繋がった。
本人担当分：本運用システムの開発責任者とシス
テムによる評価担当
共著者：浅井義彦，米川雅士，高橋輝，星野宇
宙，西村敏充

2.電離層遅延補正によるGPS
測位精度の向上

― 平成18年11月 GPSを利用した測位には誤差が必ず付加される。
様々な要因があるが、最も大きな要因は電離層で
ある。そのため世界中で多く研究されている分野
の1つである。最も一般的な補正方法はクロブッ
チャーモデルの利用である。これは、GPS衛星か
ら送信されてくるデータに補正に必要な情報が格
納されているからである。このクロブッチャーモ
デルは日照時間による影響で電離層の誤差料を計
算し補正する方法である。本発表ではクロブッ
チャーモデルに衛星の仰角を加味した新しいモデ
ルの提案について発表した。これは、仰角が低け
れば電波が電離層を通過する距離が長くなる事を
差している。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：秋山菜穂，米川雅士，田中敏幸

3.複数基準局を用いたＧＰＳ
衛星の軌道誤差低減

― 平成18年11月 通常の軌道決定は長時間衛星と地上局の距離を観
測して予測する。しかし、GPSにおいては日本国
内に国土地理院管轄の地上局が1500カ所以上設置
してある。また、測位位置精度2mm程度なら５時
間程度の連続受信で求める事ができるため、正確
な座標の地上局は簡単に定義する事ができる。こ
の地上局を複数利用する事でGPS衛星の軌道と位
置を正確に求めるためのアルゴリズムについて発
表した。本方法で正確なGPS衛星の軌道と位置を
求める事ができれば、そのデータから別の受信機
の測位精度向上も望める。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：野村昌史，米川雅士，田中敏幸

4.測位衛星システム複数併用
による測位精度の向上

― 平成18年11月 電離層の補正には経度緯度方向を5°毎の格子点
に分けて広域の補正値を求めるIGPという手法が
あるが、これは複数の地上局とその補正値を送信
するための設備が必要となる。本発表は２周波受
信である程度の予測値を立て、そこから単独地上
局で正確なIGPを導きだす方法について発表し
た。また、キーポイントして同一方向の衛星を利
用するとIGPの精度が上がる事から、ロシアの測
位衛星システムGLONASSを併用している。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：清水聡，米川雅士，田中敏幸

第23回誘導制御シンポジ
ウム，pp. 81-84
（於宇宙航空研究開発機
構 航空宇宙技術センター
飛行場分室）

GPS／GNSSシンポジウム
2006, p.214

（於東京海洋大学）

GPS／GNSSシンポジウム
2006, p.217

（於東京海洋大学）

GPS／GNSSシンポジウム
2006, p.220

（於東京海洋大学）
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5.搬送波を利用した高精度衛
星測位方法の可能性と実現

― 平成19年10月 搬送波を使った測位は擬似距離を伝送路時間から
計算するのではなく搬送波の波の数をカウントす
ることでより正確な擬似距離を求めるられるため
正確な測位結果を得ることができる。しかし、こ
の正確な波の数を求めるために様々な制約があ
る。受信機とは別に正確な位置がわかっている地
上局が必要である。地上局の側でないと高精度な
測位はできない。受信開始に時間がかかる。受信
を開始しだしたら同一衛星を測位に利用し続けな
くてはならないなどあるが、本発表では通常の単
独測位で利用されている各誤差軽減手法と受信状
況を加味したモデルによる補正によって高精度に
擬似距離を求めることが可能となった。これによ
り短時間で擬似距離の波の数を求めることができ
るか可能性について発表した。
本人担当分：システム提案・構築から実験結果の
論理的に評価し、論文のとりまとめを行なった。
共著者：米川雅士，田中敏幸

6.少衛星数下における測位方
法の提案

― 平成19年11月 衛星を利用した測位は同時に4機以上の衛星から
受信して測位を行なっている。しかし、一般的な
街中で宇宙を飛行している衛星を4機以上補足で
きないことが多い。そのため
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：野村昌史，米川雅士，田中敏幸

7.単一基準局を用いた長基線
DGPSの測位精度向上

― 平成19年11月 正確な位置がわかっている基準局から補正情報を
受け取り測位精度向上を目指した方法であるDGPS
は基準局と受信機の距離が長くなるほど同一誤差
成分が違ってくるために精度が悪くなるという問
題を持っている。DGPSにおける同一誤差成分は殆
どが疑似距離に含まれる誤差なのか検討を行い、
長基線DGPSの測位精度向上の可能性について発表
した。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：松下孝，米川雅士，田中敏幸

8.GPSを用いた二輪車走行時
の測位計算法

― 平成19年11月 高速走行中の二輪車にGPS受信機を設置した際、
測位精度が大きく悪くなる事がわかった。そのた
めどのような場合に測位精度が悪くなるのか検証
を行った。悪くなる点としては、カーブを曲がる
ときであり、アンテナの指向方向が変わるため補
足できる衛星の状態が時々刻々変化する。そのた
めに測位結果が悪くなってしまう事がわかり、こ
れについて発表を行った
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：林昌輝，米川雅士，田中敏幸

9.サイクルスリップ時におけ
る最適な測位復元手法

― 平成19年11月 搬送波を利用した衛星測位において1つの制約事
項であった「測位が開始された場合、同一衛星を
利用し続けなければならない」について、この事
象をサイクルスリップというが、これは波の数を
求めた衛星と受信機の間に建物などが入り受信が
途切れてしまうことを言う。通常はサイクルス
リップが起きた場合は、波の数を最初から求め直
さなくてはならないが、本発表で提案したサイク
ルスリップ復元方法を利用すれば、ある程度おサ
イクルスリップが起きても高精度な測位が復旧で
きる、これは実測値と予測値の開き方に規則性が
あったため、式による補正で実現させた。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：秋山菜穂，米川雅士，田中敏幸

GPS／GNSSシンポジウム
2007, p.286

（於東京海洋大学）

GPS／GNSSシンポジウム
2007, p.287

（於東京海洋大学）

GPS／GNSSシンポジウム
2007, p.288

（於東京海洋大学）

第24回センシングフォー
ラム資料，1A2-3，pp.37-

41
（於東北文化学園大学）

GPS／GNSSシンポジウム
2007, p.283

（於東京海洋大学）
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10.GPSを用いた３衛星下にお
ける測位アルゴリズム

― 平成20年 9月 GPSを用いた測位には最低でも4衛星からの直接信
号を同時に受信する必要がある。しかし、一般的
に利用される街中では建物や道幅の狭さから4機
の衛星情報を同時に受信する事は難しい。そこ
で、著者らは新たな計算アルゴリズムの開発に
よって，3衛星を用いた測位アルゴリズムについ
て提案した。本手法は3機の衛星情報を連続した
時間で取得し、6機の衛星が見えていると仮定し
測位に利用したアルゴリズムである。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：野村昌史，米川雅士，田中敏幸

11.搬送波を利用した新測位
方法の提案

― 平成20年 9月 搬送波を使った測位は擬似距離を伝送路時間から
計算するのではなく搬送波の波の数をカウントす
ることでより正確な擬似距離を求めるられるため
正確な測位結果を得ることができる。しかし、こ
の正確な波の数を求めるために様々な制約があ
る。受信機とは別に正確な位置がわかっている地
上局が必要である。地上局の側でないと高精度な
測位はできない。受信開始に時間がかかる。受信
を開始しだしたら同一衛星を測位に利用し続けな
くてはならないなどあるが、本発表ではこの波の
数を受信機単独でカウントするアルゴリズムにつ
いて発表を行った。波の数を数える前に高精度な
モデルによる擬似距離の補正を行い。その議事距
離を元に波の数を予測し、正確な波の数に高速で
絞り込む手法を提案した。
本人担当分：システム提案・構築から実験結果の
論理的に評価し、論文のとりまとめを行なった。
共著者：米川雅士，田中敏幸

12.街中でのＧＰＳ搬送波測
位アルゴリズム

― 平成20年 9月 衛星を利用した測位の中で、最も高精度な測位は
搬送波を利用した測位である。しかし、搬送波を
利用した測位はなかなか利用されない。それは市
街地で利用した場合，高層建築物にさえぎられ
て，一時的にGPS衛星からの直接信号が受信でき
なくなることがある。これをサイクルスリップと
いう。街中ではこのサイクルスリップが多発する
ため利用が困難になっている。よって本発表はサ
イクルスリップから高速で復旧する方法について
発表している。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：秋山菜穂，米川雅士，田中敏幸

13.街中でのGPS単独測位の精
度改善法

― 平成21年 9月 衛星を利用した測位を行った場合、衛星からの電
波を直接受信するのではなく、ビルなどからの反
射波を受診してしまい。測位結果に大きな誤差が
含まれる場合がある。これをマルチパスというが
衛星を利用した測位を最も多く利用する街中では
このマルチパスが大きな問題となっている。その
ため著者らは衛星からの電波を連続受信する事で
マルチパスか直接波かを判断し、マルチパスの場
合は連続受信電波に付加される同一誤差を補正す
る事で、マルチパスを軽減する新しい方法を提案
した。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：松下孝，米川雅士，田中敏幸

第26回センシングフォー
ラム資料, 2C1-3,

pp.289-293
（於東京工業大学）

第25回センシングフォー
ラム資料, 2C1-1,

pp.263-267
（於佐賀大学）

第25回センシングフォー
ラム資料, 2C1-3,

pp.272-277
（於佐賀大学）

第25回センシングフォー
ラム資料, 2C1-5,

pp.283-287
（於佐賀大学）
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14.少衛星による測位実現の
可能性について

― 平成21年 9月 衛星を利用した測位を行う場合は最低4機の衛星
が同時に見えなければ測位を行うことはできな
い。しかし、日本の街中での特徴として建物が高
い、道が狭いということが上げられるため、一般
的な街中で測位衛星を4機以上補足できる割合は
全国の土地面積から考えると約60％しかない。そ
のため著者は測位衛星が補足できる機数が4機以
下でも測位が可能なアルゴリズムについて提案を
行った。通常測位は3次元の空間において測位ア
ルゴリズムを解くが、一般的に利用される情報は
緯度経度である。よって、著者らは２次元の平面
を求める新しい測位アルゴリズムの提案を行なっ
た。
本人担当分：システム提案・構築から実験結果の
論理的に評価し、論文のとりまとめを行なった。
共著者：米川雅士，田中敏幸

15.衛星による奈良県林業モ
ニターに関する研究

― 平成23年 3月 奈良県の歳入は下がり続けており雇用も減少して
いる。このような状況で全国7位の森林保有率を
誇る奈良県として林業を1つの産業として確立す
る事は、産業の確立、環境問題、資源問題にもよ
い結果をもたらす事について発表した。その方法
として感覚と経験で運用している林業を情報統合
しハウスメーカーまで共有の情報を知る事ができ
るシステムであるGISを利用する方法を提案し
た。また、GISには問題点がありその問題点を解
決する方法についても話した。

16.抵コスト位置測位システ
ム構築とソフトウェアによる
補正方法の提案

― 平成23年11月 位置情報を提供するサービスはネットワークの普
及と共に注目をあびている。しかし、システムを
組むとなると大変なコストがかかる。本研究は幼
稚園バスの位置情報を保護者に通知するシステム
を低コストで作成した。しかし、低コストで仕上
げたために測位精度の悪さ、補正情報の取得の難
しさから、簡易受信機による補正を提案した。
本人担当分：解決方法の提案と宇宙工学的な見地
から評価し、研究指導を行なった。
共著者：斎藤悟志，米川雅士

17.山林における作業状況情
報収集について

― 平成24年 3月 提案する森林データ統合利用型GISは今までのGIS
と違い、利用しやすさと運用のしやすさを追求す
るために入力データ取得から1つのシステムとし
て考える考え方を提案している。よって、私は地
上と空中のデータ取得方法について提案手法と結
果を発表した。地上のデータ取得は林業に利用す
る場合、作業場所は山岳地帯である。山岳地帯は
山の傾斜、周りにある他の山、木々によって衛星
からの受信状況が悪い環境である。そのため林業
ではなかなか衛星を利用した位置情報は利用され
てこなかった。そのため最適な作業場所を見つけ
出す方法として最適フィルタの設計を行ない、一
般的に利用されている最小二乗法と比較した。空
中のデータ取得は誰でも簡単にが重要であるた
め、人間が直接操縦しなくてもよいように自動航
法ラジコンヘリコプターの制作を進めている事を
発表した。想定している機材は全てそろった事も
合わせて報告した。

18.自動オルソ化に向けた空
中写真の新しい高精度測位ア
ルゴリズムの提案

― 平成24年10月 GISで基本となる地理情報（空中写真と地図情
報）の取得には大変な労力とお金がかかる。その
ためGISの地理情報は古いままで利用している事
が多々ある。私は空中写真を自律航法ができるラ
ジコンヘリコプターを安価で作成し、手軽に空中
写真を取得する方法とその空中写真の連続性から
空中写真の取得位置を高制度化させる新しい測位
アルゴリズムを提案し、様々な速度と高度におい
て新しいアルゴリズムが正しく測位ができるのか
報告した。
また、本大会では司会者を努め発表者の審査委員
の一人としても参加した。

第26回センシングフォー
ラム資料, 2C1-5,

pp.300-304
（於東京工業大学）

平成22年度研究所経過報
告会

（於奈良産業大学）

第6回パーソナルコン
ピュータ利用技術学会全

国大会
（於大東文化大学）

平成23年度研究所経過報
告会

（於奈良産業大学）

地理情報システム学会 第
21回研究発表大会
（於広島修道大学）
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19.自動航法ラジコンヘリコ
プターによる空中写真取得と
高精度位置情報取得方法の提
案

― 平成25年 3月 近年GISを使った情報共有が急速に進んでいる
が、GISには多くの評価、解析、情報統合など約
300種類以上の機能が備わっているため、専門家
以外には利用が難しいシステムとなっている。そ
こでGISを誰でも利用できるシステムとするため
に研究を進めている。本発表では2種類の成果を
発表した。1点目はGISの基本データの1つとなる
空中写真を安価で取得するために自動航法ラジコ
ンヘリコプターを制作した事。2点目は自動航法
ラジコンヘリコプターが取得した空中写真の自動
オルソ化に向けて写真に付加する位置情報を高精
度化するために新しい測位アルゴリズムを構築し
た事を報告した。

20.スマートフォンを用いた
星座鑑賞用ARアプリケーショ
ン

― 平成25年 12月 スマートフォンには各種センサが標準装備されて
おり、スマートフォンによる様々な新しい利用用
途が日々発表されている。そこでスマートフォン
の各種センサとカメラを並列で利用することによ
り、カメラに仮想の星空を映し出すことで、都市
部などでもきれいな星空を観測できる事を目的と
して発表した。
この研究は、朝や夜も関係なく、天気に左右され
ることもなく、また街の明かりなども気にするこ
となく、身近に星空を感じることができ教育など
利用することが期待できる。

［注］

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

平成24年度研究所経過報
告会

（於奈良産業大学）

第8回パーソナルコン
ピュータ利用技術学会全

国大会
（於大阪国際大学）

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
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教育・研究業績書 
 

地域公共学総合研究所 
 



年月日

平成12年 4月～
現在

平成12年～現在

年月日

昭和48年3月

平成17年3月

社会学(Sociology)
子ども虐待, child abuse, 心神喪失者等医療観察法, 人工授精・体
外受精, artifificial insemination, in vitro fertilization, 企
業犯罪とその統制, corporate crime and regulation of it

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏　名　 　井上　眞理子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1) 臨床社会学的観点から、理論の応用・実践の現場を学
生が知る機会を設けている。

＊京都家庭裁判所の見学と家庭裁判所調査官の講演（毎年
実施している）。 ＊京都府子ども家庭総合センターの見
学。 ＊少年院法務教官や障害児教育専門家等を招き、講
演会の実施。

２　作成した教科書，教材

４　実務の経験を有する者についての特記事項

特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1) 前任校である京都女子大学における「学生による授業
評価」の結果は良好であった。また非常勤校における
「学生による授業評価」の結果は良好であった。

一例をあげると平成24年度後期現代社会学部専門科目「臨
床社会学」において、「全体としてこの授業に満足でき
た」という設問に対して学生の評価の平均は4.5であり、
これに対して大学平均は4.2であった。また「教員の授業
に対する熱意を感じた」では4.6であり、大学平均は4.3で
あった。非常勤では平成25年度後期大谷大学文学部・大学
院対象科目「現代家族論」において総合評価4.6であった
が、これに対して全授業平均総合評価は4.2であった。」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

修士（文学） 京都大学　文修第１２８０号

５　その他

特記事項なし

特記事項なし

博士（文学） 京都大学
論文博第４８３号 論文題目：「ファミリー・バイオレン
スの臨床社会学的アプローチ：子ども虐待問題を具体的論
題として」

２　特許等

1  265 



平成14年4月
～現在

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1．現代家族のアジェンダ－
親子関係を考える－

共著 平成16年10月 現代の親子関係に関するいくつかのアジェンダ
（少子化、生殖補助医療、子ども虐待等）を取り
上げ学際的かつ総合的な把握を試みた。担当部分
pp.1-27「現代の親子関係を考える」，pp.91-119
「生殖補助医療における親子関係」。井上眞理子
編、共同執筆者：井上眞理子、中川淳他7名

2．社会的コントロールの現
在－新たな社会的世界の構築
を目指して－

共著 平成17年3月 精神障害者の「犯罪」の処遇について、「リスク
社会における社会統制」という観点からの分析を
行った。担当部分pp.263-280「社会的コントロー
ルとしての保安処分」。宝月誠・進藤雄三編。共
同執筆者：宝月誠、進藤雄三他25名。

3.現代生殖医療－社会科学か
らのアプローチ－

共著 平成17年4月 生殖補助医療技術の進歩によって発生した「生殖
の家族からの分離」現象を取り上げ、社会的・法
的対応について論じた。
担当部分pp.78-99「生殖の家族からの分離」。上
杉富之編。共同執筆者：上杉富之、出口顕他９
名。

4．ファミリー・バイオレン
ス―子ども虐待発生のメカニ
ズム―

単著 平成17年5月 子ども虐待の発生のメカニズムおよび有効な対
応・防止について論じた。2005年3月に京都大学に
提出した博士論文を刊行したものである。A5版、
総頁数202．

5．学問の小径 共著 平成18年5月 臨床社会学の方法論における問題点とその改善に
ついて論じた。担当部分pp.123-137「臨床社会学
について考える」。大橋良介、高橋三郎、高橋由
典編。共同執筆者：阿部哲三、井上俊他20名

6．医療化のポリティクス－
近代医療の地平を問う

共著 平成18年9月 2003年に成立した「心神喪失者等医療観察法」を
保安処分との関連で論じた。担当部分pp.97-112
「制裁としての医療―心神喪失者等医療観察法と
保安処分」。森田洋司・進藤雄三編、共同執筆
者：市野川容孝、斉藤環他16名。

7．子ども虐待への臨床社会
学的介入

単著 平成19年5月 全国の都道府県における、地域社会に基盤をおい
た子ども虐待への対応・防止の取組みに対してア
ンケート調査を実施し、その結果を分析したもの
である。A4版、総頁数44．

8．リスク・ファミリー－家
事調停の現場から見た現代家
族－

単著 平成19年7月 家庭裁判所家事調停委員としての経験に基き、現
代家族の諸問題と家庭裁判所、家事調停のあり方
について論じた。四六版、総頁数188．

9．子ども虐待への対応にお
ける家族介入的方法の有効性
と問題点

単著 平成21年3月 全国の児童養護施設のうちから系統抽出法で抽出
した100施設に対して行った質問紙調査「虐待を受
けた子どもと児童養護施設」の結果を分析し、家
族介入的方法の有効性と問題点を論じた。A4判、
40頁。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

特記事項なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

京都家庭裁判所家事調停委員 平成14年4月より現在に至るまで京都家庭裁判所家事調停
委員を務め、様々な家事事件（夫婦関係調整・離婚・離婚
に伴う親権者の指定・養子縁組・遺産相続等）の調停を
行った。社会学的な理論・概念を活用して多くの家事事件
を成功裡に調停して当事者から感謝されている。

４　その他

世界思想社

晃洋書房

世界思想社

学文社

平成16年度～17年度科学
研究費補助金（基盤研究
C）研究成果報告書

晃洋書房

世界思想社

世界思想社

平成18年度～19年度科学
研究費補助金（基盤研究
C）研究成果報告書

2
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10．家族社会学を学ぶ人のた
めに

共著 平成22年2月 変化し多様化する家族を「病理的形態」ではな
く、問題解決に取組む「開かれたシステム」と位
置づけ分析した。総頁数３０８．担当部分pp.1-27
「1、はじめに―家族は～であるなんてきめつけら
れない―」、pp.176-201「ファミリー・バイオレ
ンス」。井上眞理子編、共同執筆者・西川祐子、
岩井八郎他9名。

11．社会学事典（日本社会学
会社会学事典刊行委員会編）

共著 平成22年6月 「ファミリー・バイオレンス」について解説し
た。担当頁pp.680-681

12．家庭内暴力発生のダイナ
ミックスと有効な対応：平成
20～平成22年度科学研究費補
助金（基盤研究（C)）研究成
果報告書

単著 平成23年5月 全国の都道府県警少年課及び少年による家庭内暴
力問題に取り組んでいる65の民間団体に対して
「少年による家庭内暴力」についての質問紙調査
を実施し、調査結果に基づいて家庭内暴力発生の
ダイナミックスと有効な対応について検討した。

13．命題コレクション社会学
（文庫版）

共著 平成23年12月 本書は社会学を代表する50の命題についてその面
白さを解説したものである。井上はそのうち「文
化としての性差（M.ミード）」と「アイデンティ
ティとモラトリアム（E.H.エリクソン）」につい
て説明を行った。

14.家族社会学を学ぶ人のた
めに（第2刷）

共編著 平成25年4月 世界思想社 第1刷の内容に修正・加筆した。

15.社会調査事典 共著 平成26年1月 丸善出版 「家族病理」について解説した。担当pp.410-411

16.共生社会を考える：奈良
産業大学公開シンポジウム
2013

共著 平成26年3月 奈良産業大学 「現代家族の脆弱さと共生社会」について問題提
起を行い、またパネルディスカッションに参加し
た。

（学術論文）
1．リスク社会における「犯
罪」の創出

単著 平成16年5月 U.ベックの「リスク」概念に依拠しながら、現代
社会におけるリスクの「個人化」また「危険化」
現象を批判した。pp.3-8

2．「心身喪失者等医療観察
法」をめぐる問題

単著 平成16年12月 「心神喪失者等医療観察法」について「リスク社
会論」的観点から批判的に分析した。Pp.21-25.

3．防犯のまちづくりと人権 単著 平成17年2月 性犯罪歴に関する情報公開の問題を人権の観点か
ら論じた。

4．ファミリーバイオレンス
への臨床社会学的アプローチ
－子ども虐待問題を具体的課
題として－（博士論文）

単著 平成17年3月 臨床社会学の方法論的特性を明らかにした上で、
子ども虐待の発生メカニズムの解明およびその防
止と対応への臨床社会学の適用を試みた。本論文
により、2005年3月23日京都大学博士（文学）の学
位を授与された。A4版、総頁数128.

5．愛と暴力の迷路として家
族

単著 平成18年1月 子ども虐待への家族介入的対応の必要性と問題点
を論じた。

6．子ども虐待と人権 単著 平成18年2月 子どもの権利条約によりつつ「子どもの人権」の
侵害という観点から子ども虐待について論じた。

7．書評に応えて－『ファミ
リー・バイオレンス－子ども
虐待発生のメカニズム』

単著 平成18年10月 拙著『ファミリー・バイオレンス』への書評に対
して応えたものであり，拙著における理論的立場
と主張をさらに明確にしたものである。Pp.164-
165．

8．書評に応えて－『ファミ
リー・バイオレンス－子ども
虐待発生のメカニズム』

単著 平成19年2月 拙著『ファミリー・バイオレンス』への書評に対
して応えたものであり、拙著における理論的立場
と主張をさらに明確にしたものである。Pp.173-
177．

『フォーラム現代社会
学』第3号（関西社会学
会）

『日本犯罪社会学会第31
回大会報告集』

『広報みき』第671号（兵
庫県三木市）

博士論文として京都大学
文学部に提出。

『分陀利華』第280号（京
都女子大学宗教部）

世界思想社

丸善株式会社

京都女子大学

筑摩書房

『広報みき』第686号（兵
庫県三木市）

『犯罪社会学研究』第31
号

『ソシオロジ』第51巻3号

3
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9．現代日本の家族と人権－
家事調停の現場から－

単著 平成20年1月 家事調停委員としての経験から、現代日本の家族
における女性と子どもの人権について論じた。

10．書評に応えて『リスク・
ファミリー－家事調停の現場
から見た現代家族』

単著 平成20年5月 拙著『リスク・ファミリー』への書評に対して応
えたものであり、拙著における理論的立場と主張
をさらに明確にした。
Pp.171-175

11．子ども虐待発生のメカニ
ズム

単著 平成20年8月 子ども虐待発生を説明するさまざまな理論的アプ
ローチについて紹介した。

12．少年非行と「広汎性発達
障害」

単著 平成21年1月 「広汎性発達障害」の概念を明らかにした後、広
汎性発達障害と犯罪・非行に関する文献レビュー
を行い、それらを踏まえて近年の少年事件を分析
した。pp.34-36

13．現代日本の少年非行 単著 平成21年3月 データに基づきながら少年非行が「激増」も「凶
悪化」もしていないことを論じた。

14．子ども虐待に対して地域
社会は何ができるか？

単著 平成21年8月 子ども虐待や虐待致死の多発という現状に対し
て、学校、市民、民生委員等が子ども虐待の早期
発見と予防について果たす役割について論じた。

15．シンポジウムへのコメン
ト

単著 平成22年12月 「リスク」概念を用いて現代家族論を論じた。6頁
pp.265-270

16．家族と暴力：ファミ
リー・バイオレンスの発生と
それへの対応

単著 平成23年6月 ファミリー・バイオレンス発生を説明する理論と
ファミリー・バイオレンス対応との照応を論じ
た。

（その他）

1．「リスク社会における精
神障害者の『犯罪』と処遇」

ー 平成16年10月 保安処分は行為者の過去の行為に対する責任非難
とは直接関係なく、将来に予測される「危険性」
を根拠としてその除去のために行われる。この観
点から心神喪失者等医療観察法について検討し
た。

2.　「“家族神話”とファミ
リー・バイオレンス」

ー 平成19年5月 子ども虐待の問題を加害者のパーソナリティやト
ラウマに還元せず、家族機能・法・制度等社会学
的観点から考察した。

3. 「家族と暴力：ファミ
リー・バイオレンスの発生と
それへの対応」

ー 平成22年5月 ファミリー・バイオレンスの説明理論の変遷と子
ども虐待への現実の対応の変遷とが対応している
ことについて検討した。

4.「シンポジウム＜リスク・
ファミリーの臨床＞へのコメ
ント」

ー 平成22年6月 「リスク」概念と関連づけてひきこもり・家庭内
暴力等の現代の家族問題を考察した。

5.「ファミリー・バイオレン
ス：適応失敗的暴力か、規範
同調的暴力か」

ー 平成23年10月 ファミリー・バイオレンスを家族システム論に代
表される「適応失敗的暴力」と入れ子型エコロジ
カル理論に代表される「規範同調的暴力」に区別
して検討した。

6.「現代日本の家族の脆弱さ
と共生社会」

ー 平成25年11月 奈良産業大学公
開シンポジウム
2013

家族は「福祉の制度」のひとつと考えられてきた
が、現代日本の家族の脆弱化を踏まえ。家族福祉
と共生社会について論じた。

「新聞記事」
1．60歳の憲法と私 ー

平成19年7月 憲法24条「改正」の動きについて論じた。

「シンポジウム司会・コメン
テーター」
1.「社会病理・社会問題」

ー 平成17年5月 「社会病理・社会問題」部会で司会を務め、報告
に基づく討論を深めた。

2.「性・ジェンダー」 ー 平成18年10月 「性・ジェンダー」の部会で司会を務め、報告に
基づいて議論を深めた。

3.「格差社会と犯罪研究」 ー 平成18年10月 シンポジウム「格差社会と犯罪研究」のコーディ
ネーター・司会を務め、報告に基づいて議論を深
めた。

『日本犯罪社会学会第35
回大会報告要旨集』

『隣保館だより』第333号
（兵庫県三木市）

『第30回堺女性大学講
座』 （堺市教育委員会）

『家族療法研究』27巻3号

『フォーラム現代社会
学』第10号（関西社会学
会）

『広報みき』第732号（兵
庫県三木市）

『ソシオロジ』第53巻第1
号

『第29回堺女性大学講
座』 （堺市教育委員会）

『朝日新聞』2007年7月16
日朝刊

関西社会学会第56回大会

第79回日本社会学会大会

第33回日本犯罪社会学会

日本犯罪社会学会第31回
大会

第6回日本フェミニストカ
ウンセリング学会全国大
会

関西社会学会第61回大会

日本家族研究・家族療法
学会第27回大会

日本社会病理学会第27回
大会
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4.「環境メディアの誕生と社
会」

ー 平成20年5月 シンポジウムのコーディネーターと司会を共同で
務めた。

5.「少年非行と『広汎性発達
障害』」

ー 平成20年10月 シンポジウムの「少年非行と『広汎性発達障
害』」のコーディネーターと司会を務めた。

［注］

関西社会学会第59回大会

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

日本犯罪社会学会第35回
大会

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
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年月日

平成20年頃から

平成20年頃から

平成18年頃から

平成20年頃から

平成18年頃から

平成18年４月
平成21年４月
平成23年11月
平成24年４月
平成26年４月

・パワーポイント教材の作成 授業はパワーポイントと映像、音声資料を併用して行っ
ている。１回90分の授業に対し、平均60枚のスライドを
準備するとともに、著作権のある画像を削除した24枚か
ら48枚のスライドを印刷物として毎回配布している。

・心理学教科書の執筆 授業の資料を生かすかたちで、心理学の概論書、入門書
において感情心理学やコミュニケーションに関する章を
執筆し、本務校に限られない初年時教育、教養教育に貢
献している。

２　作成した教科書，教材

・基礎演習授業における実物教育 本務校は文系の学部であるため、学生は「計る、測る」
ということに対して体験を持たない者が少なくない。そ
こで基礎の演習授業では履修者全員に電気回路計とス
トップウォッチを渡し、「何でもよいからはかって報告
書を書いて来るように」指示している。正面階段を運動
靴で上るときとハイヒールで上るときの所要時間を比べ
た学生、携帯電話を使用する乗客の数を朝と夕方で比較
した学生など、「自分の手で数えたり測ったりするこ
と」に対して動機づけが可能であると考える。

・演習授業における統計学の宿題 演習では心理学の領域で卒業論文を書く準備という目標
を立てているが、心理学で使用する統計学の教育には時
間が足りない。そこでｔ検定、χ２乗検定、ピアソン相
関程度まで、配付資料とエクセルによる計算を義務づけ
て、レポートを提出させている。大学院に進学した学生
からは、学部の演習で配布された資料を頼りに統計処理
をしているというフィードバックをもらったことがあ
る。統計学教育の充実に効果があると考えている。

・コミュニケーション・ペーパーの配布 授業において「コミュニケーション・ペーパー」を配布
し、質問、読書や他の授業等で得ている知識の提示を求
める。翌週以降、そこに書かれた質問等に対する回答を
配布し、学生の授業内容理解を援助している。これに
よって学生は、質問に対する答えを知るだけでなく、他
の学生がどのような疑問をもっているかについて知るこ
とができる。

・映像教材の積極的使用 著名な心理学実験に関する当時の映像記録の提示。例と
して、代理母実験において、F.H.ハーロゥがインタ
ビューに答えて愛とはなにかを説明している画像。ある
いはP.エクマンが作成したアクションユニットのデモ画
像。また社会的参照に関するカンポスが行っている説
明、マシュマロテストのデモ画像、攻撃行動の模倣に関
するバンデューラのデモ画像など、著作権に配慮しなが
ら提示している。本務校における「非言語コミュニケー
ション論」の授業においては、ほとんどの学生は初見で
あり、上記のコミュニケーション・ペーパーによる
フィードバックによって、学生が授業のテーマに興味を
持つことがわかる。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

                                                                         氏名　    宇津木　成介

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

心理学 実験心理学、感情心理学、認知心理学

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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年月日

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
ポジティブ心理学 共著 平成18年4月 本書は近年になって注目を浴びるようになって

きたポジティブ心理学について書かれた本邦で
最初の著作である。
A5版　全278頁
編者：島井哲志。
分担執筆：青木多寿子、浅川希洋志、穴井千
鶴、宇津木成介、大石繁宏、大竹恵子、長田久
雄、木村登紀子、小玉正博、島井哲志、鈴木直
人、M.E.P.セリグマン、園田直子、大坊郁夫、
津田彰、C.ピーターソン、堀毛一也。
担当部分「第2部第7章　ポジティブ感情心理学
と情動知能」（pp.99-113）を単著
　まず幸福感においては、大きな利益を得るこ
とより、大きな損失を回避することが重要であ
るという行動経済学の考え方に触れ、ついで感
情心理学の立場から快感情の維持が効率的な情
報処理の遂行を援助すること、物質的豊かさと
幸福感の関連について、GNPやPPP（購買力平
価）を指標とすると、日本人の幸福感が世界の
標準からは逸脱して低いことを述べたあとで、
P.サロベイらに端を発する「情動知能」の概念
を紹介し、情動知能の高さが適応的行動と関
わっていることについて、医学部の学生と留学
生の情動知能に関する研究を例にとって論じ
た。

ナカニシヤ出版

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価
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心理学・臨床心理学入門ゼミ
ナール

共著 平成18年4月 北大路書房 　本書は心理学の初等教科書であり、一冊で基
礎心理学と臨床心理学の領域をカバーすること
を企図したものである。
 （A5版全286頁）
編者：島井哲志・池見陽
分担執筆：浅野浩子、安住伸子、生野照子、池
上知子、池見陽、石谷真一、井上和臣、宇津木
成介、大竹恵子、川崎弥生、岸本陽一、黒木賢
一、児島達美、齋藤文夫、坂本真佐哉、島井哲
志、高地知子、武知優子、田島孝一、玉木健
弘、冨永良喜、中里浩明、本多雅子、増田千
景、松永理恵、松本剛、三浦欽也、水田一郎、
三井知代、三宅麻希、森永康子、山口素子、山
祐嗣。
担当部分「第8章　感情・情動」（pp.66-74）を
単著。
　感情と情動の心理学について、初等教科書レ
ベルの解説を行った。特徴は、感情の過程をま
ず心の問題よりさきに行動としてとらえ、従っ
て、コミュニケーション行動の一つとして説明
した点である。その後に、感情の認知理論とし
て評価過程について説明し、その後に感情体験
について述べた。また進化論的見地から、感情
反応が適応的である場合について述べた。章末
において、ジェームズ・ランゲ説とキャノン・
バード説について歴史的観点から説明を加え
た。

基礎から学ぶ心理学・臨床心
理学

共著 平成21年4月 北大路書房 　本書は心理学の初等教科書である。
A5版　全268頁
編者：山祐嗣、山口素子、小林知博
分担執筆：山祐嗣、水田一郎、武知優子、松永
理恵、堀下智子、小林知博、川崎弥生、三浦欽
也、宇津木成介、岸本陽一、池上知子、水本誠
一、森永康子、出口宏、小林哲郎、山口素子、
國吉知子、杉原保史、石谷真一、生野照子、三
井知代、高地知子、奥紀子、田島孝一、玉木健
弘、井上和臣、池見陽、坂本真佐哉、大利一
雄、安住伸子、本多雅子、齋藤文夫、黒木賢
一。
担当部分「第8章　動機づけと情動」（pp.62-
74）を単著。
　本章においては、動機づけと情動について概
要を説明した。まず生理的な動因について述
べ、次いで誘因と快不快の判断について説明し
た。またマズローの欲求の階層構造を例にと
り、二次的欲求と社会的欲求について解説し
た。動因や欲求が行動主体の内部における欠如
と関わるのに対し、感情や情動は、外部におけ
る何らかの状況や存在がその行動主体に対して
都合がよい状態であるかどうかによって、それ
に対処するために生じることを説明した。適切
な対処に必要な生理的反応があること、反応の
一部はコミュニケーションとして機能している
ことを述べた。
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わかりやすさとコミュニケー
ションの心理学（朝倉実践心
理学講座５）

共著 平成22年2月 朝倉書店 本書は、「わかりやすいコミュニケーションと
はどのようなものか」をテーマに書かれたもの
である。
A5版　全177頁
編者：海保博之。
分担執筆：宇津木成介、岡本真一郎、海保博
之、加藤隆、向後千春、嶋田英明、冨永敦子、
深田博己、松見法男。
担当部分「第4章　非言語的コミュニケーション
の心理学」（pp. 62-86）を単著。
まずコミュニケーションの基礎となるコード系
について説明した。また、感度・選択度につい
て説明した。次いで心理学の分野で伝統的に非
言語コミュニケーションとして取り扱われてき
た現象について、近年の動物学の知見から、コ
ミュニケーション行動と知覚とを区別して考え
る立場について論じた。また、非言語コミュニ
ケーションにおける「わかりやすさ」として、
メッセージの宛先について論述した。最後に典
型的な非言語コミュニケーションについて例示
しながら説明した。

脳とこころの視点から探る心
理学入門

共著 平成23年11月 培風館 　本書は心理学の初等教科書であるが、脳神経
系の知見を基礎に書かれている点が特徴的であ
る。
A5版　全229頁
編者：松本絵理子
分担執筆：木村貴彦、伊丸岡俊秀、松本絵理
子、内藤智之、十河宏行、森下正修、関口貴
裕、林良子、辻本悟史、石松一真、大坪庸介、
宇津木成介、米谷淳、山田真希子
担当部分「4-2 コミュニケーションの心理学」
（pp. 159-171）を単著
　通信工学的なコミュニケーションについて述
べ、次いで生物学的立場から他個体の行動を制
御するコミュニケーションについて、コード系
を信号検出理論の立場から記述した。最後に社
会において「わかりあう」コミュニケーション
について、言語コミュニケーション、非言語コ
ミュニケーション、説得コミュニケーションに
ついて記述した。またコミュニケーションに
よって成立する他者の利益について述べた。そ
こでは、分業、愛他行動について述べ、最後に
模倣と共感について説明した。

心理学概論−基礎から臨床心
理学まで−

共著 平成24年4月 ふくろう出版 　本書は大学における心理学の概論授業での使
用を念頭において、15回の授業で基礎から臨床
心理学的な話題までをカバーするように編さん
されたものである。A5版　全260頁
編者：宇津木成介、橋本由里。
共著者：宇津木成介、田中裕、橋本由里、飯塚
一浩、川中淳子、飯塚雄一、飯塚由美、他4名
（コラム記事執筆者）。
担当部分「第1章　心理学とは」（pp. 1-9)
「第4章　学習」（pp. 42-61） 「第6章　言語
と思考」（pp. 82-100） 「第7章　動機づけと
感情」 （pp. 101-120）いずれも単著。
　筆者が執筆した各章のうち、「感情心理学」
にかかわる第７章においては、まず動機づけに
ついて概説し、生理学的動因、社会的欲求、マ
ズローの欲求階層モデルに言及した。次いで感
情現象について、歴史的観点からデカルトの感
情理論に、生理的反応の観点からジェームズと
キャノンに、認知心理学的観点からラザルス
に、コミュニケーション論的観点からはエクマ
ンに言及した。また臨床心理学的見地から感情
の異常に言及し、教科書後半の臨床的な諸章へ
の橋渡しを行った。
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心理学概論-基礎から臨床心
理学まで-（第二版）

共著 平成26年4月 平成24年4月に出版した教科書の第二版である。
初版を使用した教員からのフィードバックと、2
年間の間に生じた行政的変化を反映した。図版
を増やし、説明を新しくするなどした。初版は
260頁であったが、第二版は本文が10頁増えたほ
か、索引をつけたことで277頁となった。
A5版　全277頁
編者：宇津木成介、橋本由里。
共著者：宇津木成介、田中裕、橋本由里、飯塚
一浩、川中淳子、飯塚雄一、飯塚由美、他4名
（コラム記事執筆者）。
担当部分「第1章　心理学とは」（pp. 1-9)
「第4章　学習」（pp. 45-65） 「第6章　言語
と思考」（pp. 86-105） 「第7章　動機づけと
感情」 （pp. 106-125）いずれも単著。
　筆者が執筆した各章のうち、特に第6章は図版
を増やし、説明を詳しくして改善を行った。

（学術論文）
日本版主観的幸福感尺度
（Subjective Happiness
Scale: SHS）の信頼性と妥当
性の検討
（査読付）

共著 平成16年10月 島井哲志、大竹恵子、宇津木成介、池見陽、
Sonja Lyubomirsky
どのようなネガティブな状況においても幸福感
を持ち続けることのできる人びとの特性につい
て検討するため、Lyubomirskｙら（1999）に
よって開発された主観的幸福感尺度
「Subjective Happiness Scale (SHS)」の日本
語版を作成した。大学生男女364名を対象に、作
成した日本語版SHSのほか、GHQ,自尊感情尺度等
を同時に実施し、あわせて信頼性、妥当性の検
討を行った。オリジナルの英語版の他、すでに
ロシア後版、スペイン語版が作成されており、
国際的な幸福感比較研究において使用されるこ
とが期待される。第5著者が作成した英語版を日
本語に訳し、調査を実施するなどについて第一
著者から第四著者が均等に関与した。論文作成
は第一著者の島井が担当した。

約束とコミュニケーション 単著 平成17年2月 本論文は、コミュニケーションが成立するため
の前提として、何らかの約束が存在することが
必要であることを述べた上で、コミュニケー
ションにおいては「メッセージの本体（意
味）」と、「本体と約束によって結びついてい
る記号」とが必要であること、また、記号は一
般に本体に比べて軽量であることについて論じ
た。例えば「はしか」においては、発疹が記号
であり、意味は「はしか」という病気それ自体
である。

ヒトの視線と矢印記号による
視覚的注意喚起（査読付）

共著 平成17年12月 人間工学 41巻6
号 pp. 337-344.

橋本由里・宇津木成介
第二著者の指導のもとに第一著者が実験と結果
の整理を行い、両著者が共同で考察を加えたも
のである。本論文は、ヒトの視線刺激が自動的
注意を喚起するというFriesen & Kingstoneの知
見を検証するとともに、彼らが人為的な記号と
見なした矢印についても、視線刺激と同等以上
の注意喚起効果が見られることを示した。これ
らの効果は100msの短いSOA（Stimulus onset
asynchrony) の下でも観察され,矢印視線も自動
的な注意喚起効果を持つことが確かめられた。
第一著者の博士論文の一部を構成する実験の雑
誌掲載論文である。

日本公衆衛生雑誌 51巻
10号 pp.845-853.

近代（神戸大学近代発行
会）94号 pp.21-39.

ふくろう出版
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顔線画の表情と視覚的注意の
定位 −口の形状が視線による
手掛かり一致
効果に及ぼす影響− （査読
付）

共著 平成18年3月 橋本由里・宇津木成介
第二著者の指導のもとに第一著者が実験と結果
の整理を行い、両著者が共同で考察を加えたも
のである。本論文は、ヒトの視線方向が自動的
に観察者の視覚的注意を引くという先行研究に
基づいて、人物の表情（線画）を操作し、ポジ
ティブ感情表現とネガティブ感情表現によって
注意喚起の様態が変化するかどうかを調べた。
表情が怒りである場合には特別な情報処理がな
されるという別の先行研究結果にもかかわら
ず、怒り表情の効果は有意ではなかった。むし
ろポジティブ感情表現の場合に注意喚起の変化
が見られた。第一著者の博士論文の一部を構成
する実験の雑誌掲載論文である。

ジェームズの感情理論：教科
書にあらわれるその根拠と論
理

単著 平成19年2月 多くの心理学の初等教科書の感情に関する章や
節では、「ウィリアム・ジェームズは、それま
での常識に反して、悲しいから泣くのではな
く、泣くから悲しいのだと主張した」と述べた
後、「その後にキャノンらによって批判され
た」と書かれていることが少なくない。しかし
ジェームズの主張については、その根拠が示さ
れていることは少ない。本論考はこの問題に関
して内外の心理学の教科書の記述を比較すると
ともに、ジェームズの心身二元論の考え方につ
いて論じた。

ウェブ上における「ふるさ
と」の所在

単著 平成19年10月 本研究は、ウェブ上に書かれた情報において、
「ふるさと」と年号をキーワードとした検索を
行い、「ふるさと」概念と特に密接に関わる年
号が存在するかどうかについて調べた。そのよ
うな年号は明治の初期とともに、市町村合併が
盛んな時期に多く見られた。一般には検索時期
に近づくにつれて検索された件数は等比級数的
に増加したが、検索の時点を越えた年号と関わ
る「ふるさと」概念はほどんど見られなかっ
た。「ふるさと」は過去と強く関わる概念であ
り、未来との関わりは乏しいことが結論され
た。

基本的情動の数について 単著 平成19年12月 英語のemotionは我が国においては情動あるいは
感情と訳されるが、少し前までは情緒と訳され
ていた。その内容は、喜怒哀楽という４つ、あ
るいは七情という７つのの代表的な情動によっ
て示される。ここでは19世紀末から20世紀中葉
までの心理学者が考えていた「基本的情動」に
ついて、その数を数え、比較することを試み
た。ウィリアム・ジェームズはその複数の著書
の中で「標準的な情動７つ」と「粗大な情動８
つ」について述べているが、単語レベルで見る
と共通するのは２つだけである。プルーチック
は全ての情動を８つの基本的情動の加算によっ
て説明しようとした。最少はワトソンが考えた
３つ、最多はマクドゥーガルの18であった。

女子大生の就職活動における
情動知能の役割（査読付）

共著 平成19年12月 島井哲志・大竹恵子・宇津木成介
　著者らが開発した情動知能尺度（EQS)を用い
て女子大学生104名の情動知能を測定し、その後
の就職内定数との関連を調べた。内定を得た学
生と内定を得なかった学生を比べると、はっき
りとした得点の差がみられた（p<0.002)。さら
に２社以上から内定を得た31名は１社かのみら
内定を得た35名にくらべて情動知能が高い傾向
にあり、このことから、大学における社会的技
能、情動的技能の訓練が大学生の将来設計や自
己実現に資する可能性が示唆された。第一著者
と第二著者の企画により調査が行われた。第三
著者は考察に関与した。

近代 99号 pp.29-55.

国際文化学研究 29号
pp.73-91．

経営行動科学 20巻3号
pp.317-324

感情心理学研究 13巻1
号 pp.13-21.

国際文化学研究 27号
pp.1-27．
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ウィリアム・ジェームズと反
射

単著 平成20年7月 本論文はウィリアム・ジェームズの「What is
an emotion? (1884)」において示唆された「反
射」概念について、論文発表当時の神経学の知
識をもとに検討した。ジェームズは、「一つの
心的状態が直接に他の心的状態を生み出すこと
はない」と述べているのであるが、その説明は
なく、従って当時の人々はある程度まで、その
主張を当然のことと考えていた可能性がある。
ジェームズがこの論文を執筆したころには脳に
おける機能の局在を示す資料が提出されていた
が、ジェームズ自身は脳における機能局在を、
少なくとも大脳のレベルでは信じていなかっ
た。そしてジェームズは、情動の体験が生じる
ためには、反射的な身体の運動が必要であると
考えていた。しかし多くの批判をうけたジェー
ムズは、脳内の信号のみによって感情体験が生
じる可能性を示唆している。本論文ではまた、
ジェームズの考えと条件反射との関連について
も言及した。

中国と日本の大学生における
接触行動の発達的変化-主観
的評定値に基づく比較-（査
読付）

共著 平成20年9月 呉　映妍・宇津木成介
第二著者の指導のもとに第一著者が研究計画を
立案し、両者が調査を行い、次いで第一著者が
結果の整理を行い、両著者が共同で考察を加え
たものである。中国の５カ所、日本の３カ所の
大学において、接触行動の発達に関するアン
ケート調査を行った。両親に対する接触行動に
は国の間で大きな違いがあったが、それぞれの
国の内部における違いは少なかった。一方、恋
人に対する接触行動については、それぞれの国
内において差が認められた。第一著者の博士論
文の一部を構成する研究の雑誌掲載論文であ
る。

行動科学におけるコミュニ
ケーションの機能と定義につ
いて

単著 平成21年12月 社会科学や行動科学においては、コミュニケー
ションの用語が必ずしも明確に定義されること
なしに使用されている。本論文においては、社
会科学の分野においてはハーバーマスの著書を
参考にしつつ、行動科学においては生物学の分
野で用いられているコミュニケーションの定
義、すなわち、メッセージによって受け手の行
動が送り手に利益をもたらす方向に変化する現
象として捉えることが最も適切であると結論し
た。また、ウソによって利益が得られることか
ら、ウソつき行動とコミュニケーションの関連
について言及した。

ディビッド・ヒューム『人性
論』第2分冊に関する読書
ノート（その1）

単著 平成22年7月 ディビッド・ヒュームの人性論（A treatise of
human nature）は今日的な目で眺めると、認知
心理学について書かれた本のように見える。と
りわけ第2分冊では、今日的に情動と呼ばれる心
的現象を取り扱っているので、心理学の立場か
ら読むことには意味があると考えられた。アダ
ム・スミスが感情論を共感性から始めたのに対
し、ヒュームは自尊心から話を始める。ヒュー
ムは特定の刺激が自動的に、つまり反射や本能
によって、特定の情動を生じさせると考えるも
のの、特定の事物が特定の情動を生じさせるこ
とはないと述べる。つまりｎ個の事物が特定の
情動反応を引き起こすとすれば、それはｎ個の
事物に共通な特性Xによるのであって、決してｎ
個の反射が存在するわけではないという。ここ
では第2編第1部第1節から第6節までの読書ノー
トを含めた。

国 際 文 化 学 第 19 号
pp.17-28.

国 際 文 化 学 研 究 33 号
pp.11-37．

近代　103号 pp.71-105.

国際文化学研究 30号
pp.31-57．
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模擬エレベーター内における
音楽と同乗者の存在が女性搭
乗者の不安に与える影響（査
読付）

共著 平成22年9月 鈴木智草・宇津木成介
第二著者の指導のもとに第一著者が実験と結果
の整理を行い、両著者が共同で考察を加えたも
のである。近年の都市の安全性の観点から、女
子が見知らぬ人物と２名、もしくは単独でエレ
ベーターに搭乗するという条件を設定し、模擬
エレベーター内に流される音楽の効果について
検討した。従属変数として、心拍を測定し、ま
た状態不安を質問紙によって測定した。音楽に
よって心拍の増加が抑制される知見を得たほ
か、エレベーター内に閉じこめられるような事
態においては、見知らぬ同乗者の存在が不安の
源泉ではなく、逆に安心感をもたらすという知
見が得られた。第一著者の博士論文の一部を構
成する実験の雑誌掲載論文である。

ディビッド・ヒューム『人性
論』第2分冊に関する読書
ノート（その2）

単著 平成22年12月 前掲のディビッド・ヒュームの人性論に関する
読書ノートの続きである。ここでは第7節から第
12節までの読書ノートを含めた。まずヒューム
は、他者の自尊は不快であり、他者の自卑は快
であると述べる。つまり一般的に自尊心は善で
あるということはなく、自分の自尊心だけが善
であるということである。その後でヒューム
は、「快不快には理由がない」と述べている
が、これは認知心理学者であるザイオンスの主
張を彷彿させる。さらにヒュームは「快の予想
はそれ自体が快である」と述べているが、これ
は現代の神経経済学のテーマであると言ってよ
いであろう。なお第12節では、動物の感情につ
いて述べられている。「無神論者」であった
ヒュームが人と動物の間を区別していなかった
ことが明瞭に示されている。

コミュニケーションと擬態 単著 平成22年12月 上掲25の「行動科学におけるコミュニケーショ
ンの機能と定義について」の中で「ウソ」に
よって発生する利益について触れた。ここで
は、ウソつき行動の起源を動物に求めた。ダー
ウィンは「人の子どもはある程度成長するとウ
ソをつくようになる」と述べている。動物がつ
く最もポピュラーなウソとして「擬態」をテー
マに論考した。人の世界ではウソは、ウソをつ
く者とウソをつかれる者の二者関係であると考
えられているが、動物の世界では真似をして利
益を得る者、真似される者、真似によって損失
を蒙る者の三者関係としてとらえられる。生態
学においては、ベイツ型擬態、ミュラー型擬
態、メルテンス的擬態が区別される。擬態をコ
ミュニケーションとして捉えれば、そこにコー
ド系を見て取ることができる。

From SNARC to SQUARC:
Universal Mental Quantity
Line?（査読付）

共著 平成24年6月 アタナス・キルイヤコフスキ、宇津木成介
(Kirjakovski,A. & Utsuki,N. )
　空間において量的に大きなものは向かって右
側に配置され、小さいものは左側に配置される
傾向がある。また、大きな数字（例えば９）を
正面に提示すると実験参加者の注意は右側に向
き、小さな数字を提示すると注意は左側に向
く。このような傾向が脳内の数量の処理と関
わっているという仮説について検討した。実験
１は主観的等量の水コップのうち右に配置され
たコップのほうが重いという知見であり、実験
２ではグラスの中のワインが多い場合には視覚
的注意が右に向かうという知見である。
　実験１は第二著者の指導のもとに第一著者が
実験を行った結果であり、第２著者の修士論文
の主要部分をまとめたものである。また実験２
については第二著者の助言のもとに第一著者が
実施したものである。内容は認知心理学に属す
るものであるが、実験２は上掲17の視覚的注意
の論文と同様に、Posnerのパラダイムを使用し
ている。

近代　104号 pp. 47-80.

国 際 文 化 学 研 究 35 号
pp.127-155.

International Journal
of Psychological
Studies 4巻2号 pp.217-
227.

行動医学研究 16巻 1号
pp.1-11.
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看護学生の感情知能に関する
縦断的研究（査読付）

共著 平成25年2月 宇津木成介、島井哲志、橋本由里、菅佐和子
看護師には共感性や相他心が求められていると
考えられる。本研究においては、看護師を目指
す看護学生の感情知能の変化について縦断的に
調査を行った結果について報告した。調査参加
者は４年制の看護学科に素属する76名の学生で
あり、４年間を通じて計３回の調査に協力した
女子31名の結果について考察した。４年間の教
育の中葉において愛他心や共感性がいったん低
下する傾向が見られた。この傾向は、先行研究
においても見られるものであり、また、実務に
ついている看護師において、新人に比べて経験
者のほうが愛他心が低下する傾向とも類似して
いる。本研究はこれまで行われてきた横断的研
究の結果をおおむね追認する結果となった。４
名の共同研究であるが、論文の執筆は第一著者
が行った。

人はなぜ集団をつくるのか、
あるいはつくらねばならない
のか

単著 平成26年3月 ヒトが社会集団をつくって生活する動物である
ことは論をまたないが、なぜ集団をつくるのか
を説明する明確な理論はない。本論文において
は、利他心、愛他心といわれる行動傾向が、自
己の利益を増加させようとする傾向（利己心）
のみよって説明できるかどうかを検討した。自
己の利益を増加させようとする傾向によって、
愛他的に見える行動が出現しうることはホッブ
スによって主張された。生物学、ゲーム理論に
おいては、同様に個体の利益だけで愛他的行動
の説明が行われる。一方、ロックやヒューム、
あるいはスミスは、利己心とは別に、当初から
他者に対して配慮する心の働きがあると述べら
れる。近年の脳機能研究においては、後者の立
場を支持するように見える結果も得られてい
る。

「翻訳」

W.ジェームズ
「情動とは何か？」

単著 平成19年4月 原書名：What is an emotion? (W. James, Mind
誌 1884)
本論文については昭和31年に今田恵による訳が
出ているが、現在かんたんに利用できる状況で
はないと判断し、新たな訳を公表することにし
た。また、今田訳にはジェームズが付録として
つけたシュトリンペルによるドイツ語論文の英
語訳の部分が訳出されていないことも理由の一
つである。Emotionを身体の反応として、
feelingをその身体反応の感覚としてとらえると
いう、ジェームズの思想が端的に表れている論
文である。ジェームズが情動を大脳皮質におけ
る反射の結果であると考えていたことが推察で
きる。（神戸大学付属図書館リポジトリから無
償でダウンロード可能）

W.ジェームズ
情動の身体的基礎

単著 平成19年10月 原書名：The physical basis of emotion. (W.
James, Mind 誌 1894)」
本論文はジェームズの1884年の論文に加えられ
た批判に応えて書かれたものである。ヴントの
批判に対してはヴントの統覚論を批判してい
る。また例えばウスター博士は、夕立が来て雨
宿りのために走って逃げる人はなぜ恐怖を感じ
ないのか、と問う。これに対するジェームズの
回答はかなり哲学的であるが、フランスの精神
医学者であるソイエ博士の無感情の患者の症例
を長く引用して、末梢からの感覚的フィード
バックが失われると情動欠如（inemotivity）が
生じると反論している。

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第4集
pp.109-123.

近代　98号 pp.35-68

近代　99号 pp.1-28.

ヒューマン・ケア研究
13巻2号 pp. 89-99.
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ウォルター・B・キャノン
ジェームズ・ランゲの情動理
論：その検証と代替理論

単著 平成20年7月 原書名：The James-Lange Theory of Emotions:
A critial examination and analternative
theory (W.B.Cannon, American Journal of
Psychology誌 1927)」
　キャノンはもっぱら生理学の立場から、
ジェームズ＝ランゲ説のうち、内臓要因につい
て５つの点から批判を加えている。次いで、情
動の中枢があるかないかという問題（ジェーム
ズはそのような中枢の存在を仮定する必要はな
いと述べている）について、視床がその中枢で
あると述べている。もっとも簡明には、中脳レ
ベルで中枢神経を切断しても、視床への刺激に
よってネコに情動反応が生じるという反例であ
る。また、偽性球麻痺の症状と左右差に関する
記述は、今日の視点から見ても非常に興味深
い。

チャールズ・ダーウィン著
『一人の子どもの伝記的素
描』

単著 平成21年12月 原書名：A Biographical Sketch of an Infant
(Darwin,C., 1877）
本論文はダーウィンの長男が生まれたあとにつ
けていた日記を37年後にMind誌に投稿したもの
である。まずダーウィンは新生児がかなり多様
な反射的、本能的な活動を行うことについて述
べている。また生後２週間で、驚がく反射とし
ての瞬目が生じたと述べている。機嫌が悪いと
きに他者にものを投げつけるという動作につい
ては、性差があることを観察している。また、
生後5ヶ月の時点で、「観念の連合」（学習）が
生じたと述べている。

「辞典」

新・心理学の基礎知識 共著 平成17年1月 有斐閣 中島・繁桝・箱田（編）（A5版全546頁）
担当部分：表情のコミュニケーション機能
pp.257-258を単著
（辞典項目につき共著者名と概要を省略）

感情と思考の科学辞典 共著 平成22年4月 竹村・北村・住吉（編）（A5版全472頁）
担当部分：EQ：情動知能　pp. 208-209を単著
（辞典項目につき共著者名と概要を省略）

最新心理学辞典 共著 平成25年12月 藤永保（監修）（B5版全870頁）
担当部分：「意志」 pp.9-pp.10 を単著
　　　　　「感情研究の歴史」　pp.88-pp.89
を単著
（辞典項目につき共著者名と概要を省略）

（その他）

「口頭・ポスター発表」

視線による注意喚起につい
てー他人種効果の検討ー

共著 平成16年9月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
　顔と視線による注意喚起効果に他人種効果が
あるかどうかを検討するため、コーカサス人、
黒人、アジア人の顔刺激を用いて実験を行っ
た。注意喚起効果においては実験参加者の性別
が有意であったが、写真人物の条件について
は、注意喚起効果に違いは認められなかった。
写真人物がアジア人女性の場合に、手がかりと
は無関係に反応時間が早かった。本研究は第一
著者の博士論文の一部を構成するものである。

他者の視線による空間的注意
喚起ーSingle subjectによる
方法論的検討ー

共著 平成16年9月 （ポスター発表）宇津木成介、橋本由里
Posnerのパラダイムを用いて視線刺激の注意喚
起を調べる研究は少なくないが、検討すべき条
件が多数、手つかずに残っている。本研究では
被験者を１名とするかわりに非常に多様な条件
を比較した。検討したのは、Foreperiod effect
の有無、inhibition of retrun の有無、異なっ
たSOA条件を試行ブロック内で混在させることに
よる影響、顔のサイズの影響、注意喚起効果に
及ぼすターゲット位置の効果などである。

日本心理学会第６８回大
会（関西大学・吹田市）

平凡社

日本心理学会第６８回大
会（関西大学・吹田市）

近代 100号　pp.43-70．

近代 102号 pp.15-33．

朝倉書店
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エレベータ・ミュージックと
個人空間

共著 平成17年5月 （ポスター発表）鈴木智草・宇津木成介
音楽の不安軽減効果について、エレベーターか
ら自由に出ることができる条件と、一定時間は
出ることができない条件で、不安の程度を測定
した。音楽の効果は、自由に出ることができな
い場合には有意であったが、自由に出ることが
できる条件では有意ではなかった。

視線による注意喚起ー口と眉
の形状が与える影響ー

共著 平成17年5月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
橋本・宇津木（2004）では顔表情が注意喚起に
影響する結果が得られたが、不快感情表出の強
度が弱い可能性が指摘された。そこで不快表情
の強度を増して実験を行ったが、顔表情が視線
による注意喚起効果に対する影響は認められな
かった。快感情において、注意喚起の立ち上が
りが早い傾向が認められた。

方向指示刺激による空間的注
意喚起ー視線刺激との比較ー

共著 平成17年9月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
Friesen & Kingstone(1998)の実験をもとに、視
線の線画以外に、顔写真、矢印、英文字（RL)、
漢字（左右）、単眼などを用いて視覚的注意喚
起効果を検討した。矢印でも注意喚起効果が得
られること、英文字では効果がないこと、漢字
では若干の効果がみとめられることがわかっ
た。単眼は矢印と同様の強い注意喚起効果が認
められた。

大学生の国内移動と異文化適
応

共著 平成17年10月 （ポスター発表）宇津木成介・鈴木智草
カルチュア・ショックに関する質問紙の中国語
版と韓国語版を作成した。それぞれ中国または
韓国からの留学生の協力を得て作成した。日本
語版において重要な項目であった「地元のテレ
ビが見られない」は、韓国においては不適切項
目となるなど、国際比較を行う場合の特殊性に
ついて報告した。

閉所空間における音楽の効果 共著 平成17年10月 （ポスター発表）鈴木智草・宇津木成介
エレベーター内における音楽の提供が同乗者に
起因する不安感と心拍に影響して不安低減効果
があることを報告した。心拍数（RR間隔）は音
楽がない場合に5分間に4拍低下したが、音楽を
提示した場合には6拍低下した。特性不安
（STAI）の変化が有意であり、エレベーター内
滞留時間の主観評価は音楽ありの場合に200秒で
あったのに対し、音楽なしでは300秒であった。
本研究は第一著者の博士論文の一部を構成する
ものである。

動物の心的機能に関する大学
生の認知（1）

共著 平成18年5月 （ポスター発表）橋本由里・鈴木智草・宇津木
成介
動物にどれほどの心的能力があると人びとが考
えているかという問題についてはRasmussen
（1993）らの研究がある。ここではペット飼育
経験の有無が心性評価に与える影響について検
討した。ペット飼育経験の主効果はみられな
かったが、ペット飼育経験と心的能力の交互作
用が有意であった。ペット飼育経験者は感覚機
能を高く評価する反面、量の保存など高次の心
的機能は低く評価した。

動物の心的機能に関する大学
生の認知（2）

共著 平成18年5月 （ポスター発表）鈴木智草・橋本由里・宇津木
成介
上述の研究に加え、質問紙において調査対象動
物としてイルカを加えた。またイルカの位置を
サルの直後または魚の直前におくことによっ
て、系列位置効果による心性評価の異同につい
て検討を行った。イルカの評価はイヌ、ネコよ
り低かった。イルカの位置が魚の直前にある
と、魚の心的能力が高く評価された。

第２１回日本精神衛生学
会大会（秋田看護福祉大
学・大館市）

第２１回日本精神衛生学
会大会（秋田看護福祉大
学・大館市）

日本感情心理学会第14回
大会（広島修道大学・広
島市）

日本感情心理学会第14回
大会（広島修道大学・広
島市）

日本感情心理学会第13回
大会（名古屋大学・名古
屋市）

日本感情心理学会第13回
大会（名古屋大学・名古
屋市）

日本心理学会第６９会大
会（慶應義塾大学・東
京）
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国内外の移動による異文化適
応のプロセス

共著 平成18年11月 （ポスター発表）宇津木成介・坂本千代・島袋
恒男
大学生活を新たに始める場合には自国内にあっ
てもカルチュアショックに類似した事象が生じ
る。本研究では中国の５都市において大学生活
への適応度に関する調査と情動知能検査（EQS）
の項目を中国語にしたものとを実施した。武漢
では、日本における結果と同様に、実家に戻る
ための時間や費用が大きいほど不適応感が有意
に高かった（r=0.24）が、北京では逆に実家ま
での距離が近いほど不適応感が高かった
（r=0.29）。

視線による注意喚起−口と眉
の形状が与える影響(2)−

共著 平成18年11月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
Friesen & Kingstone(1998)の実験に口の形状を
変えて表情の効果を加えて検討した橋本・宇津
木（2006）に、さらに眉の形状を変えて検討を
加えた。手がかり一致効果と表情の交互作用は
見られなかったが、表情の主効果が有意であっ
た。

非言語コミュニケーション技
能とEQS得点

共著 平成19年5月 （ポスター発表）宇津木成介・橋本由里・鈴木
智草・島井哲志・大竹恵子
情動知能検査（EQS）得点と、非言語コミュニ
ケーションの技能との相関について調べた。エ
クマンの表情写真の正答率（エクマンの基準）
と「愛他心」との間に有意な相関（r=.27）が見
られた。状況対応得点とは無相関（r=0.06)で
あった。対人状況における「好ましくない行
動」を行うものほどEQS得点が低いこと、同一
サークル内で「居心地のよい人」と評価される
者ほどEQS得点が高いことが認められた。

音楽を携帯する−その不安低
減効果と安全性−

共著 平成19年9月 （ポスター発表）鈴木智草・宇津木成介
携帯型音楽再生装置（PMP）の所有頻度と使用目
的、使用上の安全性について大学生を対象に調
査を行った。PMPの使用によって快が得られると
答えた群とそれ以外の群を比較したところ、快
が得られると答えた群では音楽聴取目的が95％
を占めたのに対し、他群では89％に止まった。
これらの結果は第1著者の博士論文において記述
された。

心的機能に関する大学生の認
知−BAQとEQSとの関連−

共著 平成19年9月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
動物の心的機能に関する大学生の認知の仕方に
ついて検討した。攻撃性と情動知能をBAQとEQS
によって検討した。対象となる動物（子どもを
含む）に心性を認める者ほどBAQの言語攻撃傾向
が有意に高かった。また、動物以外の無生物に
心性を認める者ほどBAQの敵意が低かった。例外
はトリであって、トリに心性を認めるものは敵
意得点が高かった。EQSに関しては、状況対応得
点が高いほど動物と無生物の区別が明瞭であっ
た。対人対応得点が高いと植物に心性を認めて
いた。

身体接触行動の中日比較 共著 平成19年9月 （ポスター発表）呉映姸・宇津木成介
中国と日本において、接触行動の違いを比較し
た。中国人は日本人よりも接触行動が多いと想
定して調査を行ったが、結果的に日中の差はご
く小さく、接触が生じる場（公的場面と私的場
面）や性別の要因が大きかった。

日本心理学会第71回大会
（東洋大学・東京）

日本心理学会第71回大会
（東洋大学・東京）

日本心理学会70回大会
（九州大学・福岡市）

日本心理学会70回大会
（九州大学・福岡市）

日本感情心理学会第15回
大会（大阪学院大学・吹
田市）

日本心理学会第71回大会
（東洋大学・東京）

16
  281 



国内外の移動による異文化適
応のプロセス（2）

共著 平成19年9月 （ポスター発表）宇津木成介・島袋恒男・橋本
由里・鈴木智草・呉映姸
中国の５カ所（北京、南京、武漢、厦門、蘭
州）と韓国の２カ所（釜山、蔚山）、日本の２
カ所（那覇、神戸）において調査を行った。大
学生活への一般的満足度（GSF)と個々の生活上
の問題との相関を検討した。親しい友人の存在
や教員とのよい人間関係はGFSと有意な正の相関
があった。GFSとの相関係数を測定箇所間で比較
したところ、釜山、那覇、神戸はよく似た傾向
を示した（r=.76-.85）。中国国内では北京と蘭
州は他の地域とは異なった傾向を示した
(r=0.2)。韓国内の釜山と蔚山の類似度は低かっ
た（r=0.35）。

強制選択法による新しい情動
知能尺度の作成

共著 平成19年9月 （ポスター発表）島井哲志・宇津木成介・内山
喜久雄
著者らが開発した情動知能検査（EQS）では個人
の情動知能の水準を相対的に測定することを主
目的にしている。ここでは特定の状況において
自己対応的、対人対応的、状況対応的な３つの
選択肢を準備し、いずれかを強制的に選択させ
ることによって、個人内の情動知能のストラテ
ジーの特徴を検出することを試みた。

文字による注意喚起-漢字と
英文字の比較-

共著 平成20年9月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
顔視線が視覚的注意を引く現象について、文字
を用いて検討した。SOAが200 msの時点で、顔視
線刺激においては注意喚起効果が認められた
が、文字刺激では注意喚起効果は認められな
かった。

「ふるさと」までの距離」 共著 平成20年9月 （ポスター発表）宇津木成介・橋本由里
大学生に対して「ふるさと」を刺激語として連
想する言葉を記述させた。245の反応語中、
「海」を答えた者は皆無であった。自宅から山
が見えていた学生は30名、海が見えていた学生
は11名いた。それぞれ23名、8名は山や海までの
距離は徒歩30分以内と回答していた。ふるさと
概念と海とは乖離しているようであるが、一
方、google検索においてふるさとと山または海
を検索語とした場合、95万件、86万件と大きな
違いは見られなかった。

対人コミュニケーションにお
ける視線の役割

共著 平成22年5月 （ポスター発表）王翼・宇津木成介
等身大写真の顔面の抽象度を変化させ、また視
線の向きを変化させた。実験参加者はこの写真
の前額部に提示されている英数字を記憶する課
題が与えられた。顔の抽象度が増すほど人物写
真までの距離（対人距離）は短くなった。また
視線に関して、左視線では記憶成績が低下する
現象が観察された。

看護学生のEQS得点の傾向 共著 平成22年9月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
看護専門学校の学生35名の情動知能（EQS得点）
を先行研究の結果と比較した。看護学生では共
感性の得点が一般の大学生に比べて高いことが
再確認された。

新奇視覚刺激に対する瞬目反
応

共著 平成22年9月 （ポスター発表）宇津木成介・山崎明音
2枚の連続するスライドにおいて、両者が同じで
ある場合と異なる場合の瞬目生起について計測
した。同一の場合に比べて異なる場合には２枚
目のスライドに対する瞬目が増加した。同一ス
ライドの場合には、１枚目スライドに対して0.9
秒後に生じる瞬目ピークは２枚目に対しては観
察されなかった。異なったスライドの場合、２
枚目に対して0.5秒後に瞬目のピークが生じた。

看護学生の情動知能（EQS）
に関する縦断的研究(2)

共著 平成23年7月 （ポスター発表）島井哲志・宇津木成介・橋本
由里・菅佐和子
国内の看護学生の情動知能（EQS)について、新
入生から卒業までその変化を縦断的に追跡し
た。

日本心理学会第74回大会
（大阪大学・豊中市）

ヒューマンケア心理学会
大13回大会（大阪市立大
学・大阪市）

日本心理学会第72回大会
（北海道大学・札幌市）

日本心理学会第72回大会
（北海道大学・札幌市）

日本感情心理学会第18回
大会（広島大学・東広島
市）

日本心理学会第74回大会
（大阪大学・豊中市）

日本心理学会第71回大会
（東洋大学・東京）

日本心理学会第71回大会
（東洋大学・東京）
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看護学生の情動知能（EQS）
に関する縦断的研究(3)

共著 平成23年7月 （ポスター発表）宇津木成介・島井哲志・橋本
由里・菅佐和子
上記追跡結果を分析したところ、入学時よりも2
年次において共感性等が低下する傾向が見られ
た。これらの結果については、学術論文によっ
て公表した。

看護学生の情動知能-日米比
較の試み-

共著 平成23年9月 （ポスター発表）橋本由里・平井由佳・宇津木
成介
情動知能検査（EQS)について質問項目を英語化
したものを米国の看護学生等83名に対して実施
した。その結果を日本の看護学生80名と比較し
た。他専攻の学生と比較して、日本の看護学生
は共感性の得点が高いが、米国の看護学生は
「自己決定」「目標追求」などにおいて他専攻
学生より高かった。また得点は一般に米国の学
生が高かったが、これには翻訳の問題、また年
齢の要因がかかわっている。

Spatial Shifts of the
Covert Attention Cued by
Symbols of Nondigital
Nature: Possible SQUARC
Effect

共著 平成23年9月 （ポスター発表）
宇津木成介・キルリヤコフスキ　アタナス
（Narisuke Utsuki & Atanas Kirjakovski）
第2著者の博士論文における第1実験の結果につ
いて発表したものである。

矢印の色が注意喚起に及ぼす
影響

共著 平成24年6月 （ポスター発表）橋本由里・宇津木成介
矢印はヒトの視覚的注意を矢の示す方向に強く
引くが、矢印の色が注意喚起力と関連するかど
うかについては調べられていない。本研究では
赤、青、緑、黒の４色の矢印について、ポス
ナーのパラダイムを用いて注意喚起力を比較し
た。その結果、色の主効果が認められ、緑色は
黒色に比べて注意喚起力（ゲイン）が低いこと
が分かった。しかし赤や青の色彩は黒にくらべ
て注意喚起力に有意な差はなかった。背景が白
色であったことから、コントラストの効果の存
在が推察された。

大学生のソーシャルネット
ワーキングサービスの利用と
EQSの相関

共著 平成25年5月 （繁野茜、松本絵理子と共著）
ソーシャル・ネットワークサービス（SNS)を
行っている大学生を対象に、その感情知能につ
いてEQSを用いて測定した。有効回答者は162
名。EQS対人対応領域の得点が高い群では、他者
の発言（メッセージの書き込み）に対するコメ
ントが多かった。また、友人数が多かった。
メッセージの書き込み頻度とEQS得点との相関は
有意ではなかった。このことは、SNSにおける発
言それ自体は対人的行動ではなく、発言に対す
るコメントが対人行動であると考えられた。

Effects of different
stimulus onset
asynchronies on visual
attention shifts

共著 平成25年8月 （ポスター発表）Hashimoto,Y. & Utsuki, N.
顔線画、矢印、英文字、漢字による方向指示手
がかりについて、空間的注意の自動性を検討し
た。SOA条件は、50ｍsから1000msまでである。
統計的に有意な量の反応時間ゲインが得られた
のは顔線画と矢印であった。矢印のゲインに比
較すると、顔線画のゲインはわずかであった。
これらのゲインは、手がかり一致による反応の
促進によるのではなく、手がかり不一致による
反応の遅延によって生じていた。

心理学学術用語の初期の訳語
について-明治期に試みられ
た英語からの翻訳語-

単著 平成25年9月 （ポスター発表）宇津木成介
明治初期に西周によって、ジョセフ・ヘイヴン
（Joseph Haven）の手になる教科書（Mental
Philosophy）が「心理学」として翻訳された。
翻訳において用いられた語について、原語（英
語）との対応を比較検討した。あわせて、西村
茂樹による心理学用語の訳語についても言及し
た。

日本心理学会第77回大会
（主催：北海道医療大
学）

日本心理学会第75回大会
（日本大学・東京）

日本人間工学会第53回大
会（九州大学・福岡市）

日本感情心理学会第21回
大会（東北大学川内キャ
ンパス）（主催；東北大
学）

第37回ECVP (The 37th
European Conference on
Visual Perception)
(Bremen, Germany)

ヒューマンケア心理学会
大13回大会（大阪市立大
学・大阪市）

日本心理学会第75回大会
（日本大学・東京）
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（国際学会口頭・ポスター発
表）

Handling another culture:
A step-by-step adaptation
model.

共著 平成18年10月 （口頭発表） Utsuki,N., Sakamoto,C., &
Shimabukuro,T.
異文化適応のプロセスは、多文化のコアを了解
することによって進展するのではなく、遭遇す
る一つ一つの問題に対処していくことで徐々に
進むことを日中韓の大学生のデータをもとに論
証。（口頭発表者）

Effects of Native Language
on Visual Attention
Shifts.

共著 平成21年8月 （ポスター発表）Hashimoto,Y. & Utsuki,N.
視線や矢印のみならず、方向を示す文字として
漢字の「右」「左」英文字の「R」「L]の提示後
に、空間的注意が文字の意味する方向に向けら
れるかどうかを検討した。その結果、これらの
文字提示によっても、多少の注意喚起効果があ
ることが示された。ただしその量は矢印と比較
するとわずかであった。

Emotional Intelligence of
Japanese University
Students and Employment
Offers.

共著 平成21年8月 （ポスター発表）Tanaka,J. & Utsuki,N.
感情知能が大学生の就職と強く関連することを
示した。大学生の感情知能をEQSによって測定
し、その後の就職活動の経緯との関連を調べた
ところ、感情知能得点の高い学生ほど、知名度
の高い企業から内定をもらう傾向があることが
示された。

Effects of different
stimulus onset
asynchronies on visual
attention shifts

共著 平成25年8月 （ポスター発表）Hashimoto,Y. & Utsuki, N.
顔線画、矢印、英文字、漢字による方向指示手
がかりについて、空間的注意の自動性を検討し
た。SOA条件は、50ｍsから1000msまでである。
統計的に有意な量の反応時間ゲインが得られた
のは顔線画と矢印であった。矢印のゲインに比
較すると、顔線画のゲインはわずかであった。
これらのゲインは、手がかり一致による反応の
促進によるのではなく、手がかり不一致による
反応の遅延によって生じていた。

（シンポジウム）

平成21年11月 シンポジウム「文化情報リテラシーで読み解く
地域文化−南淡路における民族芸能の展開−」
（パネリスト）

平成24年5月 第20回大会記念シンポジウム「世界の人びとの
感情」（学会大会委員長、企画者）

平成24年11月 宇宙文化学の創造性　（ディスカッション・コ
メンテーター）

　 平成25年5月 シンポジウム「感情概念の領域横断的検討：研
究の歴史と方法の観点から」においてシンポジ
ストをつとめた。「感情の概念を巡って（訳語
の問題）」の題目で、感情にかかわる基本的な
語の使われ方、その日本における訳語の問題に
ついて解説した。

　 平成25年9月 「こころの健康・臨床、健康支援、発達障がい
者支援に役立つまばたき研究」シンポジウムに
おいて指定討論者をつとめた。シンポジストの
発表についてコメントを加えた。

（セミナー）

平成26年3月 「ルール・道徳・感情」において指定討論者を
つとめた。ルールを順守する行動について、心
理学の立場からルール遵守が自動的に利益を生
じることを述べ、他の発表者の発表にコメント
を加えた。

　

日本心理学会研究セミ
ナー（主催：名古屋大
学）

日本感情心理学会第20回
大会（神戸大学・神戸
市）

神戸大学設立110年記
念・国際文化学部設立20
周年記念シンポジウム
（神戸大学統合研究拠点
コンベンションホール・
神戸市）

日本感情心理学会第21回
大会（東北大学川内キャ
ンパス）（主催；東北大
学）

日本心理学会第77回大会
（主催：北海道医療大
学）

117th Annual
Convention of the
American Psychological
Association (Toronto,
Canada)

第37回ECVP (The 37th
European Conference on
Visual Perception)
(Bremen, Germany)

第14回神戸大学国際文化
学研究科国際シンポジウ
ム（南あわじ市）

2nd International
Conference of the
Asian Philosophical
Association，(Busan
National University
Busan,Korea)

The 117th Annual
Convention of the
American Psychological
Association (Toronto,
Ontario, Canada)
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（ワークショップ）

平成17年5月 心理学の国際化に向けて−国際学会発表，英文論
文投稿，海外留学のススメ- （企画・司会・話
題提供）

平成18年11月 視覚ー運動系反応の体系化　まばたきから頭部
運動まで　(指定討論者)

平成19年9月 ポジティブ心理学の最前線（4）（指定討論
者）．

平成20年9月 笑いの心理学（指定討論者）

平成21年8月 まばたきと笑いの進化心理学（指定討論者）

平成21年8月 特殊環境下での心理と生理　（指定討論者）

平成22年9月 瞬目研究のあらたな萌芽（指定討論者）

［注］

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

日本心理学会第73回大会
（立命館大学・京都）

日本心理学会第74回大会
（大阪大学・豊中市）

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

日本感情心理学会第13回
大会（名古屋大学・名古
屋市）

日本心理学会第70回大会
（九州大学・福岡市）

日本心理学会第71回大会
（東洋大学・東京）

日本心理学会第72回大会
（北海道大学・札幌）

日本心理学会第73回大会
（立命館大学・京都）

20
  285 



年月日

平成17年4月
～

平成26年3月

平成19年4月
～

平成26年3月

平成12年4月
～

平成17年3月

平成14年4月
～

平成17年3月

平成20年4月
～

平成22年3月

２　作成した教科書，教材

１）特記事項なし

５）女子に対する基本ボール運動の指導 　奈良文化女子短期大学幼児教育学科の保健体育実技に
おいて、保育士、幼稚園教諭をめざす学生たちが将来幼
児たちとボール遊びを上手く実践できるよう投げる・捕
る・蹴る・打つという基本運動能力習得を目標とし、バ
レーボール、ドッジボール、ソフトテニスボール、イレ
ギュラーバウンドボールなどを用いて基本からキック
ベースやＴ－ボールのゲーム実践まで、ボールに馴染め
るよう指導した。特に女子はボール競技経験の有無によ
り能力差が大きいが、経験無しの学生に顕著な能力向上
がみられた。

３）ソフトボール授業でのボールパークイメージ導入 　奈良産業大学選択スポーツのソフトボール授業におい
て、ホームベースを通常の野球場２塁付近に設定、外野
フェンスを用いた「ボールパークゲーム」のイメージ化
を図った。打球が外野手の間を抜けても、走者との緊迫
したインプレー状況が続き、またオーバーフェンスの
ホームラン感覚を体験させることが可能となり、ゲーム
の面白さが増し、個人通算記録に対する学生のモチベー
ション喚起に成功した。

４）ゴルフ授業での
　　ターゲット意識をメインとした指導法

　奈良産業大学選択スポーツのゴルフ初心者の学生に対
し、パッティング→短いアプローチ→長いアプローチ→
１００ﾔｰﾄﾞショットと段階的に距離を伸ばす指導におい
て、スイング理論よりも目標に対するターゲット感覚を
重視した。その際ターゲットからの距離によるポイント
制を導入、個人およびグループ単位で競うゲーム形式で
上達へのモチベーションを高めた。スイング理論も取り
入れつつターゲット感覚を重視することで、クラブの振
り幅や力の入れ方について常にターゲットを意識した体
の使い方を養うことができる。

１）バレーボール指導における
　　３コンタクトステップアップ習得法の確立

　バレーボールに必要不可欠なボールコントロールとパ
スの能力、およびパス・トス・アタックの３コンタクト
リズムの感覚を習得させる練習法を考案した。３コンタ
クトするパートナーを１人→２人→３人→４人→６人、
コートも６ｍ四方→バドミントンコート→バレーコート
とステップアップさせていく。この練習方法によって学
生のプレーがリズミカルで攻撃的となった。大阪体育大
学、大阪教育大学のバレーボール実技で実施した。

２）バレーボール指導における
　　スカウティング作業の導入

　バレーボールの６チーム、８チームのリーグ戦におい
て、相手チームの戦力分析（スカウティング）を導入。
ローテーションごとのサーブの特徴、サーブレシーブの
弱点、中心的攻撃の種類とボールコース、守備陣形など
についてのデータ収集をさせ、当該チームとの対戦時に
データに基づいた作戦を立てゲームを行わせた。スポー
ツにおけるデータ分析の一端を経験させ、ゲームに対す
るモチベーションも著しくアップした。大阪体育大学、
大阪教育大学のバレーボール実技で実施した。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　岡部　修一

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

バレーボール、現代スポーツ、ゴルフ フェアプレー， スポーツの功罪

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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年月日

平成元年4月
～

平成17年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
特記事項なし

（学術論文）
 1. スポーツに内在する問題
について　ースポーツの功罪
を考えるー

単 平成17年12月 スポーツは努力や忍耐の大切さを教え、人々に
夢や希望、感動を与えるものとして評価されて
いる。親たちは子供がスポーツに取り組むよう
望み、プロになることを期待することも少なく
ない。しかしスポーツとは、それほど賞賛と憧
れに値するものなのであろうか。世の中の人び
とに対し、スポーツへの過度の礼賛と期待を戒
め、スポーツの功罪を問うものである。

 2. スポーツに内在する問題
について（２）　ースポーツ
に期待されるものを考えるー

単 平成18年12月 反社会的な行動や考え方の目立つ現代において
人々はスポーツに、清々しさ、潔さ、ひたむき
さなどを期待している。しかし現代社会同様、
スポーツ界でも選手を取り巻く大人たちの影響
あるいは選手自身の想像力、規範意識の欠如に
よって、反倫理的、反社会的な振る舞いや言動
が頻発している。スポーツの存在意義やよりよ
い発展のためには、指導者、親をはじめとする
スポーツ選手周辺の大人たちの責任は大きい。

奈良文化女子短期大学紀
要 第36号
pp.81～87

奈良文化女子短期大学紀
要 第37号
pp.75～82

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

４　その他

１）特記事項なし

１）バレーボールのチーム指導 奈良産業大学バレーボール部監督
就任時、関西４部リーグのチームを平成３年春季リーグ
３部昇格、平成４年春季リーグ２部昇格させた。
１部昇格をめざしたが最高成績は平成11年度春季・秋季
リーグでの２位（入替戦敗退）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

１）特記事項なし

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）特記事項なし
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 3. スポーツに内在する問題
について（３）

単 平成19年11月 人々に夢を与えるプロスポーツ選手は世の花形
である。野球やサッカー、ゴルフなどのプロス
ポーツにおいては子どもの時代からプロをめざ
した英才教育が行われることも珍しくない。だ
がプロスポーツ選手として活躍し、賞賛され、
自立して生活設計できるのは、ほんの一部に過
ぎないという厳しい現実がある。親がわが子を
プロスポーツ選手にさせたいと安易に考える風
潮には、賛同できない。

 4.スポーツに内在する問題
について（5）
－スポーツ選手の倫理観－

単 平成21年12月 頻発する大学の体育会運動部員の不祥事、刑
事事件によって大学スポーツ界の根幹が揺らい
でいる。スポーツマンシップやフェアプレー精
神に象徴されるルール（法令）遵守や自律、規
範意識はどこにいったのか。いとも簡単に悪事
に手を染めてしまう風潮には、大学スポーツに
特有の理由、要因もある。そこに着目しながら
現在のスポーツ界や日本の社会が抱える問題を
考えていく。

 5.スポーツに内在する問題
について（5）
－キレるスポーツ選手たち－

単 平成22年12月 社会の中で問題化する「キレる」という概念に
よる衝動的な行動が、スポーツ界でも多発して
いる。勝利に執着し過ぎるなどの理由によっ
て、常に冷静であるべきスポーツ選手が、短絡
的あるいは粗暴な行為に走ってしまう。世の
人々に理解され、スポーツを文化として未来に
伝えゆくためにもスポーツ選手の熟成が求めら
れる。

 6. ゴルフは紳士のスポーツ
か

単 平成23年 3月 　紳士のスポーツとされるゴルフは、富裕層や
特権階級の贅沢なお遊び、賭けゴルフ、自然破
壊などネガティブなイメージも強い。しかしゴ
ルフは生涯スポーツや障害者スポーツとしての
存在価値もあり、他人とのコミュニケーション
ツールとしても有効である。紳士のスポーツと
標榜されるゴルフについて、その実像を明らか
にするために、まず現状と問題点をあげる。

 7.現代スポーツを考える
－なでしこＪＡＰＡＮについ
て－

単 平成23年11月 今夏のワールドカップにおいて、代表チーム
「なでしこジャパン」が優勝する偉業を成し遂
げた日本女子サッカー界は、すでに2012ロンド
ン五輪でのメダル獲得をめざしている。なでし
こジャパンを生んだ日本女子サッカー界の歴史
と現状についてまとめ、さらに同じ団体球技で
あるバレーボールの現状をあげて、今後の展望
について考えてみる。

 8.世界バレーボール界トッ
プ４の変遷

単 平成24年 3月 　かつて日本が世界トップの座にあったバレー
ボールについて、世界大会が始まった１９６０
年代から現在までの世界トップ４チームの変遷
と、エポックメーキングとなった革新的技術や
戦術についてまとめた。およそ５０年間にわた
る世界バレーボール界のトップレベルチームに
ついて考察する。

 9.現代スポーツを考える
－スポーツ選手の入れ墨－

単 平成24年11月
昨今、オリンピックやワールドカップなど注

目を集めるスポーツ世界大会で、身体に入れ墨
をした外国人スポーツ選手が顕著である。それ
らはＴＶ映像画面を通して露出し、青少年を含
め多くの人々が目にすることとなる。日本でも
ファッションの一環として気軽に入れ墨をする
風潮が起こっており、外国人スポーツ選手の間
の入れ墨の流行が、日本の社会やスポーツ文化
に与える影響について考える。

　10.フェアプレー精神を考
える

単 平成24年12月 　スポーツの根幹を成すフェアプレーの精神に
ついて、最近起こったいくつかの事象を取り上
げながら、その問題点を考察する。

奈良文化女子短期大学紀
要 第42号
pp.137～146

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報 第２集
pp.89～99

奈良文化女子短期大学紀
要 第43号
pp.175～183

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報 第３集
pp.77～86

奈良文化女子短期大学紀
要 第38号
pp.117～124

奈良文化女子短期大学紀
要 第40号
pp.41～48

奈良文化女子短期大学紀
要 第41号
pp.87～95

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報 第１集
pp.95～104

3
  288 



 11.現代スポーツを考える
－野球のUn Written Rules
について－

単 平成25年11月 野球にはルールに明文化されてはいない暗黙
の了解ともいうべき不文律が存在する。これは
主に相手に対する敬意やプライドの尊重に基づ
くものであるが、あまり固執してしまうとフェ
アプレー精神との矛盾が生じることとなる。野
球独特のUn Written Rules について考察を加え
る。

 12.JVISを用いたバレーボー
ル技術成績の分析について
（１）
－関西、東海、関東学連の男
女１部リーグのデータを対象
として－

共 平成25年12月 日本バレーボール協会制定の技術統計JVIS
（Japan Volleyball Information System ）を
用いたゲーム分析方法についての検討、考察の
第１報である。関西、東海、関東の３学連での
大学男女１部リーグについて、チーム技術成績
からアタック決定率と失点率、サーブの得点率
と失点率および効果率、サーブレシーブ成功率
についてデータ処理し、それぞれのリーグにお
ける傾向や男女による技術差などに関する考察
を行った。

（その他）
 13.現代スポーツを考える
－歓喜の表現や祝福の方法に
ついて－

単 平成22年12月 想像を絶するパフォーマンスで世間を魅了す
る一流プロスポーツ選手は、勝利や得点場面で
は歓喜を表現しチームメイトの祝福を受ける。
それは雰囲気を盛り上げるパフォーマンスや
ファン、サポーターとの歓喜を共感する側面も
あるが、昨今歓喜や祝福が過熱傾向にあり、見
苦しさを感じさせたり負傷するケースもある。
スポーツにおける歓喜の表現や祝福の方法につ
いて考える。

 14.日本バレーボール界の変
遷(１)
－トップレベルリーグ４０年
の変遷について－

単 平成23年12月 　日本のバレーボールは男女共にかつて世界一
となった歴史があり、世界の頂点に立つ国民的
スポーツとして野球に次ぐ人気を誇っていた。
しかし男女とも世界レベルでの弱体化や経済不
況による企業チームの休廃部により、現状の日
本バレーボールは長期低落傾向に陥っている。
栄華を誇った時代から現在までのトップレベル
リーグの歴史的変遷をまとめた。

 15.ＦＩＶＢランキングに関
する一考察

単 平成24年12月

FIVBランキングは、世界バレーボール連盟が
制定する対象大会での成績を一定基準のポイン
トを与えることで評価し、ランキングづけをし
たものである。現状、日本女子は世界３位とい
う上位ポジションを得ているが、公平性などの
点では疑問があるとされている。現状のFIVBラ
ンキングの問題点をあげて考察する。

　16.日本スポーツ考える
～相手に対する敬意について
～

単 平成26年3月 　体罰問題で揺れる日本スポーツ界。勝利追求
が重視されがちではあるが、人間性陶冶という
教育的側面をもつスポーツにおいて指導者たち
は何を教え、何を伝えるべきか。スポーツの場
において重要と思われる対戦相手への敬意（リ
スペクト）に関して考察した。

［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報 第４集
pp.147～154

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

奈良産業大学紀要第27集
pp.157～167

奈良産業大学紀要第28集
pp.161～171

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

奈良文化女子短期大学紀
要 第44号
pp.155～162

奈良産業大学紀要第30集
pp.15～22

奈良産業大学紀要第26集
pp.81～88
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年月日

年月日

平成23年3月

４　その他

１）特記事項なし

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

１）特記事項なし

１）日本語教師資格 専門学校にて、年間420時間の日本語教師養成講座を受け
て日本語教師資格を取得。現在、留学生向けの日本語授
業を担当。

職　　務　　上　　の　　実　　績　　に　　関　　す　　る　　事　　項

事　　　　　　　項 概　　　　　　　　要

１　資格，免許

１）特記事項なし

５　その他

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）特記事項なし

１）特記事項なし

教　育　上　の　能　力　に　関　す　る　事　項

事　　　項 概　　　　要

１　教育方法の実践例

氏名    川本　正知

研　究　分　野 研　究　内　容　の　キ　ー　ワ　ー　ド

西アジア史・中央アジア史
イスラム教、西アジアの国民国家、中央アジアの国民国家、
遊牧民､オアシス都市

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概　　　　　　　要

（著書）
１．マウラーナー・シャイフ
として知られる弟子編著『15
世紀中央アジアの聖者伝 マ
カーマーテ・ホージャ・アフ
ラール』（ペルシア語テキス
ト）

単 平成16年12月
27日発行

15世紀の中央アジアの聖者ホージャ・アフラー
ル（1404-90）についてペルシアで書かれた聖者
伝『マカーマーテ・ホージャ・アフラール』の
現存する５つの写本がウズペキスタン、トル
コ、インドに存在することが知られていた。
1997年以来、各地を訪問し、それら５写本全て
集めて、校合して、ペルシア語の校訂本を作成
し出版した。上記博士論文の第Ⅰ章にあたる。
解題として５写本の現存状況、著作の成立につ
いての研究を付した。

２．マウラーナー・シャイフ
として知られる弟子編著『15
世紀中央アジアの聖者伝
ホージャ・アフラールのマ
カーマート』（訳注）

単 平成17年12月
27日発行

上記ペルシア語聖者伝校訂本をもとにした日本
語訳注。特に、ホージャ・アフラールの政治的
な活動に関して詳細な注を施した。上記博士論
文の第Ⅱ章にあたる。解題として、ホージャ・
アフラールの誕生、修業時代、資産、死につい
て他の聖者伝からの引用によって述べ、当聖者
伝の記述との比較を行った。

3.モンゴル帝国の軍隊と戦争 単 平成25年11月 13世紀に世界を変えたモンゴル帝国。大モンゴ
ル・ウルスという集団とその定住民支配のあり
方から遊牧民の築いた帝国の実像に迫る。

（学術論文）
１.15世紀中央アジアの聖者
伝『ホージャ・アフラールの
マカーマート』の研究（博士
論文）

単 平成17年7月
学位取得

上記著作２冊を第Ⅰ章 「ペルシア語テキストの
校訂」、第Ⅱ章 「日本語訳注」として一書と
し、博士論文として提出した。

２.16世紀中央アジアのソユ
ルガル下賜文書

単 平成18年3月 旧ソ連のチェホビチによって出版されたホー
ジャ・アフラールに関する文書集から、トルコ
語で書かれた文書16を取り上げて、翻訳し解説
を加えた。この文書は、いわゆるソユルガル下
賜文書であり、同時期のイランのサファヴィー
朝における同種の文書との比較を行うことによ
り、チェホビチの翻訳の誤りと分析の不十分さ
を指摘した。

３.ナクシュバンディー教団
の修業法について（２） ---
アブド・アッラフマーン・
ジャーミー『ホージャガーン
の修業法についての論考』よ
り---(査読付）

単 平成20年9月 アブド・アッラフマーン・ジャーミー『ホー
ジャガーンの修業法についての論考』を翻訳
し、それについてコメントを加え、その内容か
ら再度ナクシュバンディー教団の修行法につい
て論じた。

４.モンゴル帝国における戦
争(査読付）

単 平成22年9月 モンゴル帝国の戦争の有り様を、その軍隊の形
成と国家の形成が同じものであったという視点
から､もう一度とらえ直した論文。また、モンゴ
ル帝国における定住民支配も軍隊の形成と全く
同じ過程を経て行われていたことを論証し､遊牧
民の支配の一貫性を論証した。

５.バハー・ウッディーン・
ナクシュバンドの生涯とチャ
ガタイ・ハン国の終焉(査読
付）

単 平成24年3月印
刷中

バハー・ウッディーン・ナクシュバンドの伝記
を紹介した後、彼のトルコ人の師であったハ
リール・アタという人物はハリール・スルタン
と呼ばれる最後のチャガタイ・ハンであったこ
とを、従来あまり使われることのなかったコイ
ン研究を利用しての論証し､併せてなぜ最後の
チャガタイ・ハンの在位年代がティムール朝の
年代記では誤って伝えられていたのかを論証し
た。

６.中央アジアにおける聖者
崇拝の実態

　　単 平成24年9月刊
行予定

西アジアにおけるイスラム教聖者崇拝の拡がり
を論じた後、中央アジアの主な聖者廟(トゥルキ
スタンのアフマド・ヤサヴィー廟、サマルカン
ドのシャーヒー・ジンダ廟、ブハラのバハー・
ウッディーン・ナクシュバンド廟）の謂われ
（「歴史」）を紹介し、それによって中央アジ
アのイスラム教のトレンドの時代的変遷を述べ
た。

山川出版社

『東洋史研究』70-4

帯谷知可・北川誠一・相
馬秀廣編集『朝倉世界地
理講座　第５巻　中央ア
ジア』第４章４.２節

京都大学文学部

堀川徹編『中央アジアに
おけるムスリム・コミュ
ニティーの成立と編成に
関する歴史学的研究　平
成14〜平成17年度科学研
究費補助金（基盤研究
（A）(1) 課題番号
14201037）研究成果報告
書』,pp.63-79.

『西南アジア研究』
69,pp.1-32

『アジア・アフリカ言語
文化研究』80号,pp.113-
51

東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所
イスラム文化研究叢書第
78集, xxx＋157頁
ISBN4-87297-898-6

東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所
イスラム文化研究叢書第
80集, xxiii＋155頁
ISBN4-87297-921-4

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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（その他）

「批評・紹介」
１.赤堀雅幸・東長靖・堀川
徹［編］『イスラーム地域研
究叢書７ イスラームの神秘
主義と聖者信仰』東京大学出
版会、2005年1月

　　単 平成17年10月 同年出版された表題のイスラム神秘主義と聖者
崇拝についての論文集の内容を一つひとつ紹介
して、論評した後、今後の当研究分野の展望を
述べた。

「学会発表」
１．「15世紀中央アジアの聖
者伝『マカーマーテ・ホー
ジャ・アフラール』につい
て」

　　単 平成16年11月
13日

15世紀中央アジアの聖者伝『マカーマーテ・
ホージャ・アフラール』を東京外国語大学から
出版するに先立ち、このテキストの序文の内
容、すなわち報告者がなぜこのテキストを出版
するようになったのか、またどのようにして現
存する5写本を集めたのかを報告した。次に、解
題として、当テキストの1. 著作名 2. 写本 3.
刊本 4. 編著者 5. 構成 6. 成立 について順次
説明した。

２．「「ホージャ・アフラー
ルの資産とワクフ」再考」

　　単 平成17年2月5
日

当研究発表においては、チェホビチが出版した
15世紀のナクシュバンディー教団のシャイフと
して最も有名なホージャ・ナースィル・ウバイ
ド・アッラーフ・アフラール(1404-1490)の資産
とワクフに関する文書集『サマルカンド文書
集』所収の文書から、かつて取り上げることが
できなかった16世紀以降に書かれた６文書のな
かの５文書を取り上げ、その内容を紹介し、そ
れらの歴史的な意味を考察した。この研究発表
の要旨は、『アジア・アフリカ言語文化研究所
通信』114号、2005年, 7月, pp.52-53にある。

［注］

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

『イスラム世界』
65,pp.114-126

第53回羽田記念館講演会
（京都大学）

東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所
「イスラーム写本・文書
資料の総合的研究」平成
16年度第3回研究会（東
京外国語大学）
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年月日

昭和62年4月～平
成19年3月

平成19年4月～現
在まで

昭和62年4月
平成2年4月
平成4年4月
平成5年4月
平成12年4月
平成19年4月
平成21年2月

平成16年10月

平成00年0月0
日

平成20年2月

平成21年2月２）JICAプロジェクト：Rwanda共和国
Tumba Colage of Technology（TCT)の教育プロジェクト
に、教育運営と電子通信情報専門家として参加。
Rwanda国とIndonesia国との南南協力

前回の南南協力実現により、Indonesia教員との電子通信
専門教育の協同指導を行う。また、Rwanda教員を
Indonesiaに派遣するにあたり、電子電機基礎実験項目と
手引書の作成と、Lecture Planの作成を強く勧める。ま
た、講義は、黒板による板書が主体なので、Power Point
を用いることを指導する。

５　その他

１）JICAプロジェクト：Rwanda共和国
Tumba Colage of Technology（TCT)の教育プロジェクト
に、教育運営と電子通信情報専門家として参加。Rwanda
国とIndonesia国との南南協力への橋渡し。

2007年8月に第1セメスターが開始されたので、その第1セ
メスター終了後の電子通信工学科のカリキュラムや、シ
ラバスの進捗状況の調査と、時間割編成の修正等のアド
バイスを行う。また、TCTにIndonesiaのEEPIS教員による
電子通信専門教育指導を要請するため、Indonesia教育省
と交渉し、実現する。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）情報工学科の教員組織、教育改善への取り組み 学位取得評価(自己点検･評価報告書2004年10月(独法)国
立高等専門学校機構奈良工業高等専門学校)

２）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１　教育方法の実践例

１）その他の教材
情報工学実験手引書
データベース教材
情報工学実験手引書
電子情報工学実験手引書
計算機言語概論
オペレーティングシステム教材
Table of Contents of Basic Experiment

電子回路実験、センサー工学実験
Power Pointによる講義用教材
Excelによるシミュレーション実験
心理情報分析プログラムの作成とその活用
Power Pointによる講義用教材
Power Pointによる講義用教材
Rwanda共和国の電子工学実験書

２）奈良産業大学情報学部では、数学を受験しないで入
学してくる学生が多いため、なるべく数式を用いずに、
言葉と文章により理解をさせる工夫をした。教科書を用
いて行うと、読まないで、話も聞かない学生が多くみら
れるため、Power Pointを用い、学生たちに板書をさせ
て、試験には、板書ノートのみの持ち込みを許した。こ
れは、板書時と試験時のノートを読むことにより、少な
くとも2回以上勉強する機会があり、確実に理解をする
ことができる。

プログラミング言語（C言語のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ実習）、データ
ベース概論（Accessによるデータベース作成実習）、オ
ペレーティングシステムⅠ（OSの基礎講座）、オペレー
ティングシステムⅡ（OSの各種管理システム）、情報数
学（論理数学と組み合わせ数学）、情報演習（観光情報
と情報観光）、プロジェクト演習（観光情報のデータ
ベース）

２　作成した教科書，教材

氏名　　多喜　正城

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

１）奈良工業高等専門学校情報工学科での実践教授内容
である。特に、コンピュータリテラシと、プログラミン
グやアルゴリズムの効率化に関する情報数学関連の教育
を実践し、学生たちにわかりやすく教授した。とくに、
各科目とも、小テストを行い、理解を確実なものとする
ことに努めた。

計算機概論(本科1学年)、情報実験(２～５学年)、データ
ベース教育(本科5学年)、グラフ理論教育(本科3学年)、
論理数学教育(本科2学年)、情報処理基礎、離散数学教育
(専攻科1学年)、その他,情報系各教科及び,卒業研究(本
科),特別研究(専攻科),特別実験(専攻科)、電子工学概
論､工業外国語､情報処理､オペレーティングシステム、情
報数学、計算機言語概論等を教授

情報工学、教育学 情報工学、教育情報システム、国際ボランティア

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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平成21年8月

平成22年2月

平成22年8月

年月日

昭和45年4月

昭和60年3月

昭和61年10月

平成3年3月

平成16年3月

昭和00年0月

昭和00年0月

平成16年４月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

１）全国公立大学メンタルヘルス研究協議会運営委員 協議会運営会議と協議分科会での座長

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４）合気道参段 大東流合気柔術琢磨会

5）博士（工学） 奈良先端科学大学院大学:博第99号
論文題目「Algorithms For Independent Set In Some
Kinds Of Graphs And Its Applications 」

２　特許等

なし

２）統計官・統計主事資格 文部省認定現代統計実務講座修了認定

３）C級スポーツ指導員(サッカー) 財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者

１　資格，免許

１）運転免許 普通自動車

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

４）JICAプロジェクト：Rwanda共和国
Tumba Colage of Technology（TCT)の教育プロジェクト
に、教育運営と電子通信情報専門家として参加。
Rwanda国とIndonesia国との南南協力

相変わらず、講義中心の授業が続くので、実験実習を積
極的の行わさせるため、南南協力を確実にする必要があ
り、カウンターパートシステムの導入を行う。そこで、
IndonesiaにTCT校長を伴い、EEPISでの教育方法の打ち合
わせを行った。その他、学校管理の事務方の教育も必要
であるので、日本での研修を勧める。

５）JICAプロジェクト：Rwanda共和国
Tumba Colage of Technology（TCT)の教育プロジェクト
に、教育運営と電子通信情報専門家として参加。
Rwanda国とIndonesia国との南南協力

教員のサボタージュや、授業開始時刻の遅延を防止する
ため、学校全体に、クラス担任と、学生による学級日誌
の導入を実施する。学生や教員の専門知識活用のため、
学校内に、修理専門工場を作ることを提案し、とりあえ
ず、情報処理関連のサテライト分校を作る。卒業研究の
充実のため、EEPIS教員の協力を要請する。

３）JICAプロジェクト：Rwanda共和国
Tumba Colage of Technology（TCT)の教育プロジェクト
に、教育運営と電子通信情報専門家として参加。
Rwanda国とIndonesia国との南南協力

第1、第3セメスターが終了したが、Lecture Planが作成
されていなかったので、講義日誌をつけるように指導す
る。また、代替エネルギー学科、電子通信学科、情報工
学科共通のシラバスの統一作成するための指導を行い、
同時に、3学科共通の電機系基礎実験手引の作成。FDの導
入も指導。
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（学術論文）
1.　Application of
Transitive Graph for
Education Support System

単著 2005.03 入学を頂点ｓ、卒業を頂点ｔとした、st有向グ
ラフとして表し、グラフの推移的性質が、教育
システムに応用できることを、理論的に示し、
卒業単位取得の為の必修科目を決定する為の方
法を提案

2.観光振興に寄与する人材の
育成と大学の使命

単著 2007.05 観光立国推進基本計画(平成19年6月25日閣議決
定)を元に、大学の役割(第2節)を述べ、大学の
使命は、国際観光学科を作り、大学院の設置と
国際交流について述べている(第3節)。

3.産業連携による実践型人材
育成事業---サービス・イノベー
ション人材育成---

単著 2008.12 これは、平成２０年度文部科学省において、ビ
ジネス知識、IT知識、人間系知識等の分野融合
的な知識を兼ね備え、サービスに関して高いレ
ベルの知識と専門性を有するとともに、サービ
スにおいて生産性の向上やイノベーション創出
に寄与しうる資質を持った人材を育成するため
の教育プログラムの開発に委託する「産学連携
による実践型人材育成事業－サービス・イノ
ベーション人材育成－」を実施することの、公
募要領に従い作成したプロジェクト内容であ
る。

4.国際協力への参加：　ルワン
ダの技術教育プロジェクト

単著 2011.03 かつて、インドネシア共和国での技術教育プロ
ジェクト（情報工学教育担当）に携わり、今回
再び国際協力への要請を受け、ルワンダ共和国
での技術教育プロジェクトTumba College of
Technology(TCT)（電子通信教育及び学校運営）
に携わることになった。このプロジェクトも、
５分の３が経過し、完成に近付いてきたので、
これまでの経過等を報告する。初めに、ルワン
ダという国のことと、JICAについて報告し、TCT
の経過報告と、これからの課題等を述べる。

5.大学の国際化とグローバル
人材育成に関する一考察

単著 2012.12 少子高齢化に伴い、大学への全入学時代を迎え
熾烈な学生獲得競争が始まっている。現在、一
部の大学を除き、国公私立を問わず定員割れを
起こしている大学が多くみられる。もはや、国
内の学生獲得のみにこだわっていては、大学の
存続すら危ぶまれる。ここでは、文部科学省高
等教育局「大学の国際化について」の課題につ
いて、本学の可能な改革について、検討提言を
行う。

（その他）

観光学から観光科学への橋渡
し(上)、（下）

単著 2009.04 観光が時代とともに変化し、観光に対する考え
方も変わってきている。観光に関する環境や、
人間行動を社会現象として捉えた社会学として
の観光に、情報技術（IT）の導入を用いて、観
光科学の構築を試みようとするのが、この狙い
でる。では、観光とは何？　科学って何？
ITって何？を簡潔に説明して、それらの関係を
明らかにし、社会学としての従来型観光学に、
ITを導入して観光科学になる意味を追求した、
わかりやすい説明書。

奈良の観光を科学する（上）、
（下）

単著 2010.06 平城京遷都1300年記念行事に関して、奈良で行
われる総合観光学会での「観光を科学する」を
テーマにした研究内容の紹介。

国際協力の重要性を知ってくだ
さい(上)(下)

単著 2011.03 インドネシア共和国での技術教育プロジェク
ト：電気電子ポリテクニック（EEPIS；情報工学
教育担当）に携わり、今回再び国際協力機構
（JICA）への要請を受け、ルワンダ共和国での
技術教育プロジェクト：ツゥムバ高等技術専門
学校（TCT；電子通信教育及び学校運営担当）に
携わることになった。このプロジェクトについ
て報告。

毎日新聞

奈良産業大学
地域公共学総合研究所年
報

毎日新聞

毎日新聞

奈良工業高等専門学校研
究紀要第40号

奈良産業大学紀要

奈良産業大学紀要

奈良産業大学
地域公共学総合研究所年
報
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東日本災害ボランティアへの参
加・奈良県と3大学連携の学生
ボランティア(上)(下)

単著 2011.09 3月11日に起こった、東日本大災害と、7月29日
～30日にかけて福島県会津地方を襲った記録的
豪雨災害への復旧に向けてのボランティア活動
に、学生たちを連れて参加した。その報告と、
感想、今後の取組等について、私見。

大学教育の国際化と学生中心
の国際交流
大学の国際化

単著 2012.11 大学教育の国際化の必要性について、具体的に
述べる。

大学教育の国際化と学生中心
の国際交流
学生中心の国際交流

単著 2012.12 大学の国際化には、学生の国際交流が伴わなけ
ればならないことと、実際に行われた国際交流
について述べる。

「学会発表」

1.奈良県のデジタル遺跡地図
データベース作成に関する研
究

共著 2005.03 第19回学生によるコンピュ－タ利用研究発表
会：細見、多喜；　奈良県にある、万葉集に出
てくる地名のGIS利用法

2.歴史的風土特別保存地区帳
票のインターフェース開発に
関する研究

共著 2005.03 第19回学生によるコンピュ－タ利用研究発表
会：東田、多喜；歴史的風土地域における土地
情報ﾃﾞｰﾀーﾍﾞｰｽ開発3版

3.奈良高専の地理情報システ
ムのデータベースに関する研
究

共著 2005.03 第19回学生によるコンピュ－タ利用研究発表
会：エディソン、多喜；GIS の各種データを
ArcGISに取り込むソフト開発

4.ＧＩＳを用いた地震が奈良
県の歴史的遺産に及ぼす影響
に関する研究

共著 2005.03 第19回学生によるコンピュ－タ利用研究発表
会：坂本、多喜；地震による、奈良県内の活断
層と、寺院建築物との関係

5.ＡｒｃＧＩＳを用いた奈良
県の地理情報システムの開
発，及びそのシステムのＷＥ
Ｂ公開

共著 2005.03 第19回学生によるコンピュ－タ利用研究発表
会：西口、多喜；学校周辺の案内図情報

6.Making your country shoud
be to train your yong people.

単著 2008.02 ルワンダは、日本と同様に、資源の乏しい国で
ある。この国が、発展するには、人間の能力す
なわち、ソフトスキルの向上である。鉱工業的
資源がなくても人的資源がある、そして、TCTが
行おうとしている、エネルギー、通信、情報
は、これから、ますます重要に成ってくる。こ
れを活用する人を育てることは、大変重要なこ
とである。国を築くことは、後に続く青年を育
てることである。

7.Why, From EEPIS to TCT? 単著 2009.09 インドネシアのEEPISは、JICAプロジェクトの中
でも最高に成功した教育プロジェクトであり、
そこの教員には、すでに多くの工学博士が誕生
している。この成功例を、今度は、TCTの教員
に、肌で感じてもらい、EEPIS教員による技術教
育をマスターし、近い将来、発展途上国であり
ながら、世界に貢献していく国つくりをしても
らいたい。

［注］

教育情報システム学会

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

教育情報システム学会

教育情報システム学会

教育情報システム学会

Work Shop : Electronic &
Telecommunications of
TCT. at Hotel Des Mille
Collin, Kigali in  Rwanda

Work Shop : TAG Meeting
of TCT. at Novotel
Umubano Hotel, Kigali in
Rwanda

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

毎日新聞

毎日新聞

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

教育情報システム学会

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

毎日新聞
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年月日

平成１９年10月
～平成23年7月

平成２１年10月
～平成２５年３
月

平成16年4月1日

平成19年4月1日

平成19年4月1日３）ベーシック数理Ⅰ・Ⅱ ビジネス学部共通基礎科目「経済統計入門」（１年次配
当、半期、必修１単位×２）の講義用教科書である。
ベーシック数理Ⅰでは、社会で生じる問題解決において
必要となる判断推理と数的処理の中から、その基礎とな
る方法と論理を解説した。具体的には、条件文の論理関
係、情報をクロス表で整理する手法と対応関係の判断、
数的処理としては整数の約数・倍数と剰余、等差数列と
等比数列を現実問題の解決の利用することを解説した。
ベーシック数理Ⅱでは数量化の方法を中心に据え、割
合、関数、方程式による解法を解説した。（ビジネス学
部「ベーシック数理」）

２　作成した教科書，教材

１）経済数学入門（再掲） 経済学部経済学科専門科目「経済数学」（３年次配当、
通年、４単位）の講義用教科書である。経済学の現場で
数学がどのように使われているかを理解してもらうこと
を目的とした、経済数学の入門書でもある。第１部は
「経済数学への準備」として、「関数とグラフ」「方程
式」「数列」「微分」を取り上げた。第２部は「経済数
学の基礎」として、「行列と行列式」「一変数関数の微
分」「二変数関数の微分」を取り上げた。様々な数学の
道具が経済理論の展開にどのような役割を果たしている
かに焦点を当てて解説した。（経済学部「経済数学入
門」）

２）経済統計入門 ビジネス学部専門基礎科目「経済統計入門」（１年次配
当、半期、２単位）の講義用教科書である。経済統計
データを読み解くために必要なマクロ経済学の基礎事項
を解説しながら、代表的な経済統計を「財・サービスの
消費」「労働と雇用」「財・サービスの生産」「国の財
政」「物価と通貨」という項目に区分して取り上げて、
最後に国民経済計算体系を取り扱った。（ビジネス学部
「経済統計入門」）

１）里山保全短期プロジェクト演習 プロジェクト演習とは明確な目標をもつ社会活動への参
加の機会を学生に提供し、学生は活動を通して社会認識
と自己認識を育て深めることができる課題探究型の教育
である。テーマを里山保全とし、市民の立場から里山保
全に取り組んでいるＮＰＯ法人里山倶楽部とＮＰＯ法人
奈良ネイチャーネットの活動に参加した。毎年、活動報
告書をＡ４版５０ページ程度に作成した。学生は里山保
全という個別の問題に取り組むなかで、問題解決には社
会の仕組みの多様な側面が関係することを学習すること
ができた。（ビジネス学部「短期プロジェクト演習」）

２）地域参画プロジェクト演習 地域が抱える問題に市民の立場から取り組んでいる活動
に継続的に参加し、課題解決のプロセスを実践的に学習
することを目的とした演習である。テーマは地球環境に
関する問題とし、ＮＰＯ法人奈良ストップ温暖化の会と
ＮＰＯ法人森づくりならクラブに団体入会して、継続的
に活動に参加できるようにした。この演習は２年半の長
期にわたるので、課題発見するところからはじめて、計
画立案から計画実行、中間報告、計画見直し、課題解決
までプロジェクトマネジメントを経験することで、社会
人としての中核能力を養成するものである。（ビジネス
学部「プロジェクト演習」）

確率過程論、数理ファイナンス 確率微分方程式、マルチンゲール理論、派生証券、裁定価格

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

                                                                                       氏名　　竹山　理

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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平成25年3月

平成20年8月6～7
日　平成21年8月
5～6日　平成22
年8月4～5日

平成24年8月8日

平成24年12月8日

平成25年6月2日

平成25年9月3日

平成9年4月～平
成19年3月

「経済学特講」（副題：金融工学）資本の効率化とリス
クの再配分をもたらす新たな金融商品は、どのような理
論に基づいて開発されているのだろうか。この問いに答
えるのが金融工学である。資産運用におけるポートフォ
リオ理論の基本的な考え方を解説し、代表的なデリバ
ティブ取引（先渡、先物、オプション）を紹介して、不
確実性にともなうリスクを移転するための手法であるこ
とを説明した。さらにデリバティブの価格付は裁定機会
（リスクなしに確実に利益が得られる機会）が生じない
ように決まることを説明し、株式オプションのブラッ
ク・ショールズ公式を導くことを目標とした。

５　その他

１）奈良産業大学経済学部経済学科における教育実績 専任教員（平成9年4月～平成14年3月まで助教授、平成14
年4月～平成19年3月まで教授）の専門教育担当として、
以下の科目を担当した。

「経済数学」（副題：関数の微分とその応用）高校で履
修した「数と式の計算」だけを前提にして、経済学で用
いられる数学の中でも最も重要な関数の微分とその応用
に焦点を絞り解説した。多変数関数の制約条件付極値問
題の解法と、その経済学における応用までを目標とし
た。

４）高大連携セミナー 高校大学を通した「学び・育ち」研究会主催「高校大学
連携フォーラム」のパネルディスカッション「アクティ
ブラーニングの創造・実践と展望」においてコーディ
ネーターを担当した。アクティブラーニングを知識定着
型と課題探究型に区別して、高校・大学を通じた主体的
学びの仕組みづくりに向けて、高校現場と教育委員会、
大学関係者から実践例を報告をしてもらい、今後の可能
性を追求する議論を展開した。

５）三郷町公開セミナー 三郷町主催公開セミナー「カルチャーサロンさんごう」
において、「社会的ジレンマの数理」をテーマに講演を
した。社会的ジレンマとは具体的にどのような現象なの
かを、「出し抜き型」と「ただ乗り型」に区別して確認
したうえで、現象の背後にある数理的構造を抽出して、
「囚人のジレンマ」としてモデル化をした。続いて、ジ
レンマを解消するための３つの要因（強制力・選択的誘
因・利他的利己主義）について、具体的な数値例を用い
ながら解説をおこなった。

１）教職員のための公開講座 大阪府、奈良県の教職員を対象にして、夏季休暇の期間
に１泊２日の公開講座「吉野の自然と林業」を企画担当
した。第１日目は、自然観察を中心した講座であり、特
に清流における水生生物の観察学習をした。第２日目
は、吉野林業を中心とした講座であり、現地の林業家の
協力で、山上の私有林における森林の現状を見て、林業
の現状を理解してもらうと同時に、実際にヒノキの枝打
ちを体験してもらう内容であった。

２）教職員のための公開講座 大阪府、奈良県の教職員を対象にして、公開講座「総合
的な学習とプロジェクト・ベース学習」を担当した。ア
クティブラーニングに取り組んでいる大学の現状をサー
ベイし、特に、プロジェクト・ベース学習と総合的な学
習との連続性を探求し、その可能性を参加者と共に追求
した。

３）高大連携セミナー ＥＲＰ研究会主催「高大連携セミナー」において、大学
の学部教育におけるアクティブラーニングの事例とし
て、「里山保全プロジェクト演習」と「地域参画プロ
ジェクト演習」の実践を報告した。プロジェクト演習で
は、社会活動への参画、他者との協同による学習経験、
専門知識の活用、課題の探求を必須の構成要件とし、
「目的のある活動に学生が自ら協同して取り組むことを
通じて深い学びの経験を積む」ことの可能性を提示し
た。

１）学長からの評価 人権教育・研究推進委員。学生委員会主催のリメディア
ル教育活動への講師参加。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価
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平成19年4月～平
成22年3月

年月日

昭和60年10月1日

昭和62年3月31日２）中学校教諭一級普通免許（数学） 昭六〇中一普め第四四六一号　京都府教育委員会

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）高等学校教諭一級普通免許（数学） 昭六〇高一普め第二一号　京都府教育委員会

担当科目「数理統計学」　実際に統計的手法が必要とな
るケースを想定し、多変量データ解析への入門をおこ
なった。具体的には、２変量データのまとめ方から始め
て、その相関と相関係数を説明してから、単回帰分析、
重回帰分析の目的・方法・結果を解説し、統計的推測に
必要な確率論の基礎知識を補足しながら、回帰分析にお
ける統計的推測問題を取り扱った。次に、判別分析と主
成分分析およびその数量化を取り上げ、どのような目的
で用いられ、どのような解析結果が得られるのかを明確
にしながら講義した。

担当科目「応用解析」　微分積分学と線形代数学の知識
を前提にして、微分方程式論とベクトル解析の基礎事項
を講義した。微分方程式論では、方程式を解く意味を述
べてから、求積法で解ける１階微分方程式の解法、２階
線形微分方程式の階の構造定理、定数係数２階線形微分
方程式の解法、特解の積分核表示、初期値問題と境界値
問題の違いと、代表的な境界値問題の解法までを解説し
た。ベクトル解析では、ベクトル値関数に関する様々な
微分演算子、線積分、面積分を導入し、ガウス・グリー
ンの定理、ストークスの定理といった積分定理の内容と
その応用までを講義した。

「リスクマネジメント」　日々の社会生活の中で私たち
はリスクに取り囲まれていることを認識することから始
めて、リスクをマネジメントするプロセス、リスクをコ
ントロールする手法を解説した上で、伝統的なリスク移
転の手法である「保険」と代替的なリスク移転の手法で
ある「派生証券」について解説する。さらに、社会的リ
スクを分散する制度である「社会保障」を考える講義を
おこなった。

「経済統計入門」　個々の経済活動を集計した経済統計
データを、目的に応じて統計処理をおこなった経済指標
を読み解く内容の講義である。経済統計は集計量を扱う
ので、マクロ経済学の知識が必須であるから、マクロ経
済学の基礎知識も同時に学習しながら、主要な経済指標
の見方を提示した。

３）同志社大学理工学部における教育実績 担当科目「線形代数学Ⅰ・Ⅱ」　線形代数学の基本事項
である行列と行列式を導入し、その演算と性質を解説し
てから、線形代数学Ⅰでは、連立１次方程式の解法と一
般解の構造を導出した。次に、線形変換の性質を調べる
ために、変換を行列で表現し、固有値・固有ベクトルの
求め方とその性質、および対角化の条件等を解説した。
射影行列の組による単位の分解と部分空間の組による空
間の直和分解の対応を説明してから、線形変換のスペク
トル分解を解説し、特に対称変換のスペクトル分解の応
用として、２次形式の標準化とその応用までを講義し
た。

「専門演習Ⅰ・Ⅱ」　テーマは、ファイナンス理論を取
り上げた。ファイナンス理論の主要な事項は２つあり、
資産選択理論（ポートフォリオ理論）と派生証券（デリ
バティブ）の価格付け理論である。これらに取り組むに
は、マクロ経済学とミクロ経済学の理論を道具として駆
使する必要があるので、それぞれの初歩的知識を簡潔に
整理しながら、ファイナンスのための経済学を学ぶとい
う趣旨の文献を講読すると同時に、短答形式の演習問題
も併用して、積極的に参加できる専門演習と実施した。
最後にⅡでは、卒論の指導を個別におこなった。

２）奈良産業大学ビジネス学部ビジネス学科における教
育実績

専任教員（平成19年4月～平成22年3月まで教授）の専門
教育担当として、以下の科目を担当した。

7
  299 



昭和56年3月23日

平成23年

平成17年４月～
平成19年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．経済数学入門 共 平成16年4月 経済学の現場で数学がどのように使われている

かを体験しながら学習できることを目的とし
た、経済数学の入門書である。第１部は「経済
数学への準備」として、「関数とグラフ」「方
程式」「数列」「微分」を取り上げた。第２部
は「経済数学の基礎」として、「行列と行列
式」「一変数関数の微分」「二変数関数の微
分」を取り上げた。様々な数学の道具が経済理
論の展開にどのような役割を果たしているかに
焦点を当てて解説した。Ｂ５版全140頁、共著
者：竹山理、根岸章、福留和彦、本人担当部
分：「第５章 行列と行列式」「第６章 １変数
関数の微分」「第７章 ２変数関数の微分」（55
頁～140頁）

２．統計学講義ノート 単 平成25年3月 統計学を講義する場合に、実際のデータ解析の
手法と確率論に基礎をおく理論とを、どのよう
に配分するかに苦慮するが、第１部では、１変
量データの整理の仕方から多変量データの回帰
分析までを、確率論からの基礎知識は必要に応
じた最低限度に限り、実際の解析手法に重点を
おきつつ講義したノートをまとめたものであ
る。第２部は、確率論の基礎理論をある程度準
備した上で、と統計的推測の理論を線形代数学
と解析学の知識を前提に講義したノートをまと
めたものである。Ｂ５版112頁。

（学術論文）
１．『貨幣経済の動学理
論』精読Ⅰ

単 平成17年12月 小野善康著『貨幣経済の動学理論』を精読し
て、そのモデル構成を確認し、分析の前提事項
と導出結果を明確に区別し、完全均衡の不存在
と不況定常状態の存在可能性を導出する論理展
開を、詳細に読み解いた。さらに、小野の導出
結果をケインズ『一般理論』第17章の記述と比
較検討した。

２．法的推論における「視
線の往復」過程の解明

共 平成17年12月 自然言語における条件文の意味論と語用論に関
する認知言語学の成果を参考にしながら、法的
推論の基本モデルを提示した。法的推論領域の
確定は、事実認定の可能性と法的効果の適合性
を判断して遂行されることを論じた。さらに、
法的スキーマの構成を論じ、法的推論における
「視線の往復」過程で、法的スキーマがどのよ
うな役割を果たすかを考察した。本人担当部分
「２．問題設定」（141頁～145頁）、「４．法
的推論の基本モデル」（131頁～137頁）、
「６．事例による「視線の往復過程」の解明」
（117頁～125頁）、共著者：辻博明、竹山理

奈良産業大学経済経営学
会「産業と経済」第20巻
第4号P.123～P.134

名城大学法学会「名城法
学」第55巻第3号P.109～
P.148

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

産図テキスト

開成出版

４　その他

１）奈良産業大学評議員

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）研究助成 ＪＲ西日本あんしん社会財団研究助成「災害時の状況把

握用空中写真取得のための安価な自動航法ラジコンヘリ
コプター開発と実現」共同研究者（代表者：奈良産業大
学情報学部　米川雅士）、研究費 1300千円

２　特許等

なし

３）京都大学理学修士 理修第２４７６号、論文題名「正則行列上のBrown運動の
Lyapunov数」
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３．プロジェクト演習の可
能性

単 平成23年12月 プロジェクト演習とは、社会的実践への参加と
しての学習を実現するものであり、授業構成で
は、社会参画、グループワーク、課題探究、知
識活用を共通要件とする。この論文では、社会
科学系大学の学部教育において、プロジェクト
演習にどのような可能性があるかを考察した。
まず、大学教育の現状を踏まえて、その射程を
再考するための手がかりを探索し、次に活動に
おける体験が教育的に価値ある経験になるため
の要件を考え、その要件をプロジェクト演習で
どのように具体化できるかを例示した。さら
に、４年間の教育実践内容を報告し、社会問題
をテーマとしたプロジェクト演習が、大学教育
において「活動的で協同的で反省的な学び」を
目指す「学びの共同体」のひとつの形態となる
と結論づけた。

４．プロジェクト演習の設
計

単 平成26年3月 プロジェクト演習を実践するための前提とすべ
き理論として、エンゲストロームの活動理論と
田中智志の様態論を概観した上で、社会科学系
の大学教育課程において、プロジェクト演習を
具体化するための設計指針を提示した。プロ
ジェクト演習における学生の学習経験領域を、
社会認識、学問知、実践知、表現の４領域に区
分して、４領域ごとに探究目的に即した学習内
容、探究課題の一覧を提示することを提案し
た。また、学生が主体的に活動を遂行する仕組
み、および専門科目の知識獲得と関連づける仕
組みを提示した。

５．デューイの教育哲学に
おける「経験」と今日の大
学教育

共著 平成26年3月 デューイの教育哲学、なかでも「経験」概念
が、今日の日本の大学教育に示唆するものを論
じた。本人担当部分は、「Ⅱ．デューイの「経
験」の再検討」（P.95～P.102）である。戦後新
教育におけるデューイの受容において、「経
験」概念がゆがめて理解されていたことを具体
的に示す４つの現象について、主にデューイの
著書『経験と教育』から論拠となる部分を引用
して検証した。共著者：吉村文男、竹山理、日
下耕三。

［注］

　　　　④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　　　⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      　　　　特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　   　　　　 る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

　　　　①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

　　　　②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　　　③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第４集
P.85～P.1084

「奈良産業大学紀要」第
27集P.19～P.38

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第４集
P.67～P.84
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年月日

平成17年3月

平成18年3月

年月日

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　平尾　　透

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）特記事項なし

２　作成した教科書，教材

１）法と政治 学内1回生向けオムニバス講義用（その第8講）

２）現代社会入門 学内1回生向けオムニバス講義用（その第5講）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

１）特記事項なし

５　その他

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４　その他

１）特記事項なし
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1.『統合主義ー政治の基本原
則』

単 平成21年7月 　オリジナルな歴史理論である「統合史観」に基
いて、人類の幸福を実現するための普遍的政治原
則を打ち出した。
　またそうした「統合主義」の観点から、日本に
とって重大な「国民国家」および「日本帝国主
義」の問題についても本格的に論じられている。
A4判303頁。

［注］

ミネルヴァ書房

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
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年月日

平成19年9月～平
成21年3月

平成19年9月
平成21年3月

平成21年４月
～現在に至る

平成21年9月
～現在に至る

平成18年8月

平成19年1月

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

                                                                                    氏名　　松田　智子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教育学
体験学習と学び、学校と地域社会
特別活動の指導・生活科の指導

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

(１)地域の子育て事業への参加体験を通しての
地域社会との連携の具体的促進

学生を地域の児童館学童保育へボランティアとして参加
させ、地域の子育て支援事業との連携を授業に組み込ん
だ。これにより放課後の子どもの姿を観察できた。ま
た、地域の祭りや催しへの参加を通し､保護者や地域住民
の願いに触れ、「地域に貢献できる大学」について考え
る契機となった。地域住民からの感謝のが、学生の達成
感と満足感を高め、教育職への就労意欲を喚起した。京
都光華女子大学短期大学部こども保育学科の実践であ
る。

(２)学生の相互評価を導入した成績評価の開発 保育者として求められる感性及び表現力を育成するにあ
たり、学生の相互評価を導入した成績評価を実施した。
事前の学生との討議で具体的な評価基準を作成し、他者
のスピーチを相互に評価した。その成果及び課題を発表
者に返す作業を行うことにより切磋琢磨の気風が醸成さ
れ、個々の観察力がさらに細かく具体的となった。表現
の工夫では、具体物使用や身体表現が広がる等の効果が
出た。京都光華女子大学短期大学部こども保育学科の実
践である。

(３)形成的な評価を活用した授業計画の開発 シラバス作成時に授業の形成的評価を計画に位置付け、
それを基に授業の改善を行う。また、それぞれの授業終
了時に３段階の満足度評価（学習者と指導者二者を対象
とする）及び自由記述形式のアンケートを実施し、その
集計結果を次回の授業でフィードバックして、自己評価
に活用する。これにより授業改善のみならず学生とのコ
ミュニケーションツールとしての役割も果たした。
環太平洋大学次世代教育学部学級経営学科の実践であ
る。

(４）生活科の体験を通した気づきを表現する過程で言
語力を育てる系統的指導

児童は直接体験を伝え合う中で自分の気付きと友達のそ
れとを比較し、共通点や相違点を発見する。これは相手
意識と目的意識を備えた活動でなければ効果は望めな
い。そこで生活化の体験と国語科の低学年の「話す・聞
く」の能力を系統的に指導する中で子どもの言語力を育
てることを紹介した。朝のスピーチを連続的・系統的に
取組み気づきの質を高める言語力指導を具体的に提示し
た。
環太平洋大学次世代教育学部学級経営学科の実践であ
る。

２　作成した教科書，教材

(１)学校マネジメント8月号　共著（明治図書）
「現場主義で読み解く“新教育課程”の方向」
学習意欲UP－授業のどこを変えるか【再掲】

児童生徒の学ぶ意欲は発達年齢により異なり、その意欲
を継続するには，教師の発達を意識した指導が不可欠で
ある。
兵庫県芦屋市立潮見中学校校内研修に使用した。

(２)現代教育科学　№604　　　共著（明治図書）
免許更新制度で教員の質は向上するか

免許更新制度の趣旨と予想される効果を論じた。環太平
洋大学次世代教育学部学級経営学科「教育実習事前事後
指導」で参考書として使用した。
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平成19年8月

平成20年2月

平成21年9月

平成22年8月

平成22年8月

平成22年12月

平成23年3月

平成23年5月

平成24年8月

平成19年8月

平成20年2月

平成20年3月

平成20年6月

平成20年8月

平成21年４月

平成22年3月

(３)道徳と特別活動　№24　　　共著（文溪堂）
　保護者対応の現在

保護者等の苦情・抗議・クレームを分析し、学校と保護
者と地域が連携する方策を示した。
京都光華女子大学短期大学部こども学科「総合演習」の
授業で参考書として使用した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

(1)学生による自己評価委員会アンケート
京都光華女子大学短期大学部こども保育学科
平成19年度前期授業評価

「生活と文化」「保育課程総論」の全体を通して５段階
で3.9の評価を受けた。特に授業の進め方の工夫や授業内
容では高い評価を受けた。

(2)京都光華女子大学短期大学部学生による自己評価委
員会アンケート
平成19年度後期授業評価アンケート

「生活と文化」「学齢児保育」の全体を通して５段階で
平均4.0以上の評価を受けた。特に授業の進め方の工夫で
は高い評価を受けた。

(3)京都光華女子大学短期大学部学生のアンケートによ
る平成19年度卒業生
の満足度評価

学生の満足度は、授業74．2％、先生86．4％、自己の成
長度78．3％、友人関係96．2％であった。
総合満足度は80．0％と大学の学科の中で一番高い満足度
を示した。

(４)教育フォーラム〔41〕　　　共著（金子書房）
新しい学習指導要領
-カリキュラム改革の理念と課題－【再掲】

新学習指導要領の説明を、設置の背景及び各教科の観点
から述べた。
環太平洋大学次世代教育学部学級経営学科「教育実習の
事前事後指導」の補助資料として使用した。

(５）言語力を育てる授業作り
―新学習指導要領対応―【再掲】

　　　　　　　　　　　　　共著（図書文化）

今までの学習指導要領の教育の問題点を洗い出し、新た
なカリキュラム改革が目指す理念と課題を明確にした。
環太平洋大学次世代教育学部学級経営学科生活科指導法
で参考書として使用した。

(６) 教育フォーラム[46]　　共著（金子書房）
　　―言葉の力を育てる―　【再掲】

各教科で新学習指導要領の要請される言語力を育てる方
策について述べたものである。
芦屋市幼稚園教育研究会の教育課程の学習会で資料とし
て配布し論議を深めた。

(７) 実践教育評価事典【再掲】
　共著（文渓堂）

環太平洋大学次世代教育学部教育経営学科のゼミナール
で、学習指導要領の歴史を把握する際の教科書として使
用した。

(８) 不登校生支援ハンドブック【再掲】

　　（学研エディケーショナル）

子どもの不登校の事例を挙げて、それについての取り組
みおよびその取り組みへの評価を述べたものである。
環太平洋大学次世代教育学部教育経営学科「生活の理
解」の事例資料として使用した。

(９) 教育フォーラム[46]　　共著（金子書房）
　－〈こころ〉を育てる―【再掲】

個々との教育とは何かを論じ、各教科での心の教育への
取り組みの在り方を述べたものである。
環太平洋大学次世代教育学部学級経営学科「学級経営ゼ
ミナール」資料として活用した。

(１０)次世代教職入門【再掲】
　　共著（大学教育出版）

教師としての在り方についてその理念、研修や服務およ
び仕事の内容について述べた。
環太平洋大学次世代教育学部教育経営学科「教育実習事
前事後指導」で確認のための資料として使用した。

(１１) 教育フォーラム[50]　　 【再掲】
共著（金子書房）
　－〈やる気〉を引き出す〈やる気〉を育てる―

子どものやる気とは何か、各教科におけるやる気の引き
出し方について論じた。
環太平洋大学次世代教育学部教育経営学科「教育実習事
前事後指導」の参考書として使用した。

(4)京都光華女子大学平成19年度大学内自己点検教員評
価結果

学長及び学部長から、研究・教育・社会貢献・学内運営
のすべての領域において「相当である」との評価を受け
た。

(5)京都光華女子大学短期大学部学生による自己評価委
員会アンケート
　平成20年度前期アンケート

「保育課程総論」の全体を通して5段階で平均4.2以上の
評価を受けた。特に授業の説明の分かりやすさや教材教
具の準備では高い評価を受けた。

(6）環太平洋大学次世代教育学部教授として採用におい
ての評価

学校法人創志学園、大橋博理事長から、授業指導の能力
のみならず、校長経験や教育委員会で身に着けたマネー
ジメント能力を高く評価され、環太平洋大学の学級経営
学科学科長として新規に採用をされた。

(7)環太平洋大学平成21年度後期学生による授業評価ア
ンケート

学生による授業評価12項目の平均評価は3.52（満点は
４）である。特に専門基礎である「学校と社会」が3.77
と高い評価であった。
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平成22年9月

平成23年3月

平成23年3月

平成23年9月

平成24年3月

平成24年3月

平成24年3月

平成24年9月

平成25年3月

平成18年8月

平成18年10月

平成19年2月

４　実務の経験を有する者についての特記事項

(１)文部科学省の総合的な学習の時間コーディネータ養
成研修（和歌山県）の講師
　「特別活動職場体験と総合的な学習の時間」

総合的な学習の時間の目的と内容を学習指導要領の総則
を基に確認した。その中で総合的な学習の意義について
確認するため具体例としてキャリア教育との関連で特別
活動における職場体験活動を取り上げ、特に中学生の時
期に培うべき力について説明した総合と特別活動の違い
についても過去の経緯から説明した。また、小学校と中
学校の学びの内容と方法、連続性のあり方について、実
践例をあげて説明した（対象：中学校の総合的な学習担
当者及び学年主任約200名）。

(8)環太平洋大学平成22年度前期学生による授業評価ア
ンケート

学生による授業評価「生活の理解」満足度4.00中の
3.85、「学校学級文化の受容力」満足度4.00中の3.97で
あり、高い評価である。

(9）環太平洋大学教職センター長としての評価 学長大橋博より、公立学校の教員採用試験の合格者を倍
増するように指示を受け、目標を達成した。大学内に教
師を目指す組織である「大志会」を設立し、学生の自学
自習の支援システムと教職センターの組織を確立したこ
とが高く評価された。

(10) 環太平洋大学平成22年度後期学生による授業評価
アンケート

「生活科教育法」3コマのそれぞれの学生満足度は4.00中
の3.76、3.90、3.84であり高い評価を得ている。「学校
と社会」満足度4.00中の3.35である。

(11)環太平洋大学平成23年度前期学生による授業評価ア
ンケート

「生活の理解」2コマの学生の授業満足度は4.00中の3.91
と3.70である。特に3.91という評価では授業方法が適切
で興味が持てる授業展開の項目が4.00と高い評価であっ
た。

(12)環太平洋大学平成23年度後期学生による授業評価ア
ンケート

「生活科教育法」3コマのそれぞれの学生満足度は4.00中
の3.90であり高い評価を得ている。特に学習指導案の作
成に高い評価を付けた。

(13）環太平洋大学キャリアリアセンター長としての評
価

学長梶田叡一から地方の私立大学である環太平洋大学
が、岡山県及び全国を上回る就職率96，06％を達成した
ことを高く評価された。特に、キャリアセンターを学生
の進路別に4つの室に編成し、キャリア支援のシステムを
構築したことを評価された。

(14)環太平洋大学の学長補佐としての評価 学長梶田叡一から理事長と学長と理事との意思疎通を図
るパイプ役を務めるように指示され、その役割を果たし
た。大学の経営方針作成や新設学科設立の企画に参加
し、マネージメント力を学長から評価され、新学長の下
でも学長宇補佐を続けるように推薦された。

(15）環太平洋大学平成24年度前期、学生による授業ア
ンケート

「生活の理解」2コマの学生の授業満足度は4.00中3.8以
上であり、具体的な楽興驚異の実践的な事例と結びつけ
た授業なので、教員養成に役立つとの意見が多かった。

(16)環太平洋大学平成24年度後期、学生による授業評価
アンケート

「生活科教育法」3コマの学生の最も高い満足度は4.00中
3.77である。具体的な模擬授業や、児童への発問、児童
への評価としての褒め言葉などがとても参考になったと
いう意見が多かった。

(２)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘小学校生活科校内
研究会指導助言者

生活科「秋を見つけよう」という単元で公開授業が行わ
れた。季節の変化を自分の生活経験と結びつけながら学
ぶ授業である。秋が来ると紅葉するという既成概念にと
らわれているため、ありのままの自然を体感できていな
い児童に対する指導の手立てを助言した。自然を見る際
に場所・時間・距離などが違うと見え方が異なること、
身の回りの環境への愛着の育み方について指導した。

(３)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘小学校全国発表会
の生活科部会助言者

生活科の自尊感情を育てる単元「あしたへジャンプ」
「楽しかったこと教えるよ」の公開授業後の指導助言を
行う。子どもが、自分の成長を「人・もの・こと」との
関わりの中で認識するためには、教師の指導や声のかけ
方はどうあるべきかについて具体的に提案した。自己認
識の深化は個人差が大きく、それゆえ児童一人一人の内
面を理解し、それに応じた指導が不可欠であることも指
導した。

7
  306 



平成19年6月

平成19年7月

平成19年8月

平成19年8月

平成19年10月

平成19年10月

平成19年11月

平成20年2月

(５)　静岡県浜松市教科等研修会
生活科部会講師
「生きる力と生活科」

新学習指導要領における生活科の変更箇所についての実
践上の課題について述べつつ、今回の改訂の柱である理
科分野と健康安全面が重視されることになった社会的な
背景についての理解を促した。理科分野重視は国際学力
調査ＰＩＳＡと関連付けて説明し、健康安全面では阪神
淡路大震災の経験と関連付けながら登下校時における児
童の自立の必要性を述べた。生活科の教科書に登下校の
安全に関する記述がもっと必要であることを主張した。
（対象：小学校生活科担当教員約100名）

(６)文部科学省の総合的な学習の時間第２回
コーディネータ養成研修（和歌山県）の講師
「特別活動と総合的な学習の時間Ⅱ」
　
　

総合的な学習のコーディネータの役割を小学校との学習
の連続性に関連づけて述べた。総合的な学習の時間の目
的と内容を学習指導要領の総則を基に確認した。その中
で特に中学生の時期に培うべき力について、キャリア教
育との関連で特別活動における職場体験活動を具体例と
して取り上げて、総合的な学習の意義について確認し
た。（対象：中学校の総合的な学習担当者及び教務主任
約200名）。

(７)日本教育新聞社主催「教育セミナ－関西2008」パネ
リスト
　　「学習指導要領改訂とこれからの学校教育」

加藤明・角屋重樹・成山治彦・松田智子で「授業力・学
校力・人間力の向上をめざして-学習指導要領の改訂とこ
れからの学校教育-」をテーマにパネルディスカッション
を行った。保護者・地域から学校の姿が見えるように工
夫することや、説明責任を果たさなければ、公立学校は
生き残れないことを法的な根拠を基に説明し、そのため
のオープンスクールや学校評価の活用の仕方について述
べた。

(８)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘小学校校内研究会の特別活
動指導助言者
　「学校の集団生活における特別活動の役割」

小学校特別活動の学級会の授業を参観し、事後研究会で
指導助言を行った。学級の目標を決定し、その取り組み
の反省を行うことを通して児童に話合いの基本的なルー
ルの定着を図る授業であった。特別活動における学級活
動の目標を確認するとともに、対話と会話の差異、対話
の類型について話した。学校教育では共感的な対話が重
要であり、これは計画的継続的な学級活動を通して積み
上げることが必要であると具体的に指導した。

(４)第14回実践教育フォ－ラム分科会講師
「保護者対応の現在」

マスコミ等で学校教育の弊害と報道されているクレーム
を、その様態から３つに分類し、それへの基本的な対応
について話した。保護者と学校が児童・生徒を中心して
向き合うことにより、クレーマーは学校の支持者に転換
する可能性を示した。クレームの背後にある思いに共感
し、スピード感を持って誠実に対応することが重要であ
ることや、法的な対抗手段についても熟知する必要性を
述べた。

(９)ベネッセコーポレーション主催
「第１回教師塾」講師
「地域・保護者との連携について」

学校において、最近増加している保護者のクレーム対応
のワークショップを行った。小さなトラブルを大きなク
レームにしない対応として「スピード+面談+共感」が求
められる。特に保護者の話を共感的に聴くための対話法
について具体的に指導した。また起きてしまったトラブ
ルには組織的な対応が不可欠であることを強調した。作
成したクレーム対応チェックシートも活用して参加者の
学校の危機管理意識の見直しを図った。

(10)兵庫県立芦屋高等学校授業研究会
全体会講師「学力向上の授業づくり」

兵庫県教育委員会指定「学力向上フロンティアハイス
クール事業」を受けての授業研究会である。高等学校の
授業は高い専門性を有するため知識伝達型授業が多くな
る傾向にあることを踏まえ、教師と生徒の双方向の交流
がある授業づくりの意義について話した。また、単元の
目的分析や、それに基づく形成的な評価を単元導入前よ
り授業計画の中に適切に配置する必要性を述べた（対
象：兵庫県高等学校教員約50名）。

(11)兵庫教育文化研究所講師
「総合学習で培う学力」

2007年度の全国学力・学習状況調査における結果分析と
総合学習との関連について講演し、基礎基本の学力低下
が総合学習に起因するような論調について反論した。ま
た、家庭の教育力が学力に及ぼす影響についても触れつ
つ、学校と家庭との連携が不可欠であることを主張する
とともに、教育には学力保障と成長保障の両立が求めら
れることを国際学力調査ＰＩＳＡの問題と関連付けなが
ら述べた（対象：兵庫県内の教職員約200名）。
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平成20年2月

平成20年2月

平成20年2月

平成20年6月

平成20年6月

平成20年7月

平成20年8月

平成20年10月

平成20年10月

(12)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘小学校全国研究会の特別活
動部会助言者
　「特別活動と総合的な学習の時間の連携」

新学習指導要領における特別活動の意義を道徳及び総合
的な学習の時間との関連に焦点を当てつつ指導助言を
行った。特別活動を通して受容的な学級文化を形成する
ことが重要であると説明した。現状の特別活動が「満足
度や楽しさとは深く関わっているが、資質や能力の育成
に十分繋がっていない」との批判も子どもの自発的自治
的な活動の克服できると論じた。新内容としての清掃当
番の扱いについてその意義と具体的な取り組みを助言し
た。

(13)大阪市平野区人権教育実践交流会パネラ－
　「地域全体で取り組む人権教育」

平野地区教職員及び地域住民を対象に、学力には子ども
の学習環境としての地域の果たす役割が大きいことを全
国学力学習状況調査を基に話した。地域の文化を受け継
ぎ地域に愛着を持つ子どもを育成することが地域活性化
の鍵となること、災害時等に子どもの命を守ることにつ
ながることを論じた。この力を培うことが重要であり、
「総合的な学習」「特別活動」における体験学習等と
「基礎基本」は相反するものではないことを具体例とと
もに示した。

(14)兵庫県西宮市立中学校教頭研修会講師
　　「地域・保護者との連携における教頭の役割」

保護者のクレームが学校に大きな影響を与えている。教
育活動を日常的に行う学校園にとって「不測の事態」は
避けられないものと捉え、クレームをチャンスとして活
かす方策としてクレームに対応する基本姿勢「スピー
ド・面談・誠意」の重要性を述べた。また、学校組織の
鍋蓋的な構造を乗り越え、組織的に対応することの重要
性を説明した。

(15)兵庫県芦屋市立山手小学校研究会の総合的な学習の
時間の助言者
「日本一の学校給食」

山手小学校の教職員を対象に助言を行った。テーマ「日
本一の学校給食」の課題を児童が決定する過程の公開授
業を参観し、授業後の研究協議会において指導を行っ
た。あわせて総合的な学習における言語活動の位置付け
について今後の方向を例示した。

(16)兵庫県芦屋市朝日ヶ丘幼稚園園内研修会
指導助言
「学校評価と日常の保育との関係」

朝日ヶ丘幼稚園の教職員を対象に指導した。全クラスの
保育参観を行った後の研究会では、それぞれの幼児の発
達年齢に応じた内容であるかどうかを踏まえて助言し
た。また学校評価を園の教育目標と関連付けて実施する
必要性について提言した。

(17)兵庫教育文化研究所教育課程編成講座講師
　　「各学校独自のカリキュラム編成の留意点」

兵庫県下の教職員約50名を対象としたカリキュラム編成
の講座である。兵庫県の小学校５年生で実施される１週
間の自然学校を総合的な学習として位置づける上での留
意点として、自然学校における各校のねらいに沿った活
動内容や指導方法が必要であることを指導助言した。
「体験主義」に陥り「学び」がない体験は経験化されな
いことを強調した。

(18)大阪府生駒市青少年健全育成協議会講師
　　「地域・保護者との連携への視点」

大阪府生駒市内の公立小中学校の教職員約100名を対象に
「保護者と手を繋ぐために」をテーマに講演をした。学
校に苦情や要望を述べる保護者が増加した社会的な背景
を述べるとともに、学校内部の組織的な弱点を分析と指
摘を行った。あわせて、保護者との「共感」とは具体的
にどのように振る舞うことであるかにつきロールプレイ
を活用して提案した。

(19)兵庫県芦屋市朝日ヶ丘幼稚園園内研修会
助言者
「環境構成と教師の役割」

年少と年長クラスの保育の参観と事後の協議会において
幼稚園の教育要領の５領域と現実の保育内容を関連付け
て指導助言を行った。あわせて、幼児教育の「環境を通
して行う」意味の再確認と、今日求められている「規範
意識の芽生え」を支える保育の方向性について提言を
行った。

(20)兵庫県芦屋市立幼稚園教育研修会講師
　　「新幼稚園教育要領の改訂のポイント」

芦屋市公立幼稚園の園長と主任・行政担当者の約
20名を対象に、新幼稚園教育要領の改訂のポイントと小
学校学習指導要領の関連性について講演した。その中
で、教育課程編成上の留意点及び、具体的な編成手順に
ついて指導した。特に幼稚園では、教育課程の評価が進
んでいない点を指摘した。
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平成20年10月

平成20年11月

平成20年11月

平成21年2月

平成21年2月

平成21年2月

平成21年3月

平成21年3月

平成21年6月

(21)京都市私立幼稚園新規採用教員研修会講師
　　「幼稚園の教師入門」

私立幼稚園新規採用教員約120名を対象に「教員の使命感
と職務遂行能力とは」をテーマに講演をした。教員の成
長を日本の伝統文化継承の過程「守・破・離」に例え、
現在学ぶべきことを具体的に話した。また、幼稚園教育
は生涯学習の入口であり、ますます重要となる仕事であ
ることを強調した。

(22)兵庫県芦屋市山手小学校国語科校内研究会
助言者
「国語教育における新しい言語活動」

小学校４年生国語科文学教材「一つの花」の授業参観と
事後の研究協議会で指導を行った。新学習指導要領の重
要課題である言語活動を、国語科の中で具体的にどのよ
うに指導するかを助言した。また、文学作品における視
点と読者の関係について教材研究する必要性を提案し
た。さらに、確かな教材研究に基づかない話し合い活動
は、児童の論理的な思考を妨げる危険性があることを指
摘した。

(23)兵庫県芦屋市立山手小学校研究会の国語科
の指導助言
「国語教育における新しい言語活動」

小学校３年生の国語科説明文「ズームとアップ」の授業
参観と事後の研究協議会の指導を行った。説明文教材で
あり、論理的に考えを示すのに適切な教材であり、児童
の表現を相互評価し、さらにより良い表現を作り上げる
授業であった。ただ、相互評価をさせる以前に、子ども
に相互評価の規準や評価の視点を指導しなければ妥当な
評価は出来ないことを指導した。

(24)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘小学校全国研究会の総合的
な学習の時間の指導助言
　「総合的な学習で福祉を取り扱う留意点」

福祉教育で地域の高齢者とのかかわりをテーマとして授
業参観と事後の研究協議会取り扱った授業
である。歳を重ねて高齢になることをマイナスにとらえ
がちである児童が多いが、ふれあい体験や探究活動を通
して、歳を重ねることの素晴らしさを体感させる取り組
みである。体験を文字化して児童が、自分自身の変化を
メタに認知できるような場面が必要であると指導した。

(25)兵庫県芦屋市立山手小学校全国発表会総合的な学習
の時間の指導助言
　　「総合的な学習と環境教育」

芦屋川の環境をテーマに、地域住民や専門家と連携した
「環境サミット」を子どもたちが開催した。能動的に環
境に働きかける姿が事後研究会で参加者より高い評価を
受けた。保護者や地域住民、行政関係者等が一体となり
児童の当事者意識を高めることができた。総合的な学習
と国語科の書く力を連携させ、芦屋川新聞等を発行の機
会を多く持ち、日常的に言語力を育成することの重要性
を指導した。

(26)兵庫県河辺郡猪名川町立公立幼稚園長及び校長研修
会の講師
　　「保護者・地域との連携」

危機管理の視点から保護者の意見や苦情が学校や園の教
育活動へ与えている影響を論じた。またそのような社会
的な背景も考察した。教育活動には「不測の事態」は避
けられないが、傾聴する姿勢が不可欠である。クレーム
に対応する基本姿勢「スピード・面談・誠意」の重要性
を述べた。また、組織的に対応し、教訓を継承すること
の重要性を説明した。

(27)兵庫県芦屋市立公立幼稚園園長及び主任研修会の講
師
　　「言語活動と幼小連携」

新学習指導要領及び教育要領の実施に伴い、今後もとめ
られる言語活動の重視及び体験的な活動と知識理解との
関係について論じた。県大会で発表する芦屋市の教育課
程基底の枠組みについて指導した。また小学校教育との
連携をどのように保育のなかに取り入れるかについて説
明した。遊びを学びとしてとらえるための指導と評価を
提案した。

(28)兵庫県芦屋市公立幼稚園研修会全体講師
　　「幼稚園教育要領の改定と芦屋の特色」

幼稚園教育要領の改訂のポイントと、その内容が小学
校・中学校の教育内容にどのように継続しているのかを
解説した。芦屋市の地域性を全校学力状況調査の結果と
結び付けて説明した。比較的学力の高い地域に求められ
る「心をたがやす保育」の方向を提示した

(29)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園園内研修講師
　　「幼児期における言語活動」

5領域の「言語」に焦点をしぼった公開保育と事後研究会
を行った。豊かな体験を基本とした絵本の読み聞かせ教
育を通して、子どもの感性を磨くことに重点をおいた公
開保育であった。体験の言語化を援助する教師の指導に
ついて、幼児期から小学校低学年までの幼児児童の発達
の特徴と関連付けながら論じた。
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平成21年6月

平成21年6月

平成21年8月

平成21年8月

平成21年8月

平成21年8月

平成21年9月

平成21年10月

平成21年11月

平成21年11月

(30)兵庫県芦屋市立西山幼稚園園内研修講師
　　「幼稚園の教育評価と保育内容」

幼稚園の教育課程の意義について論じた。例年通りの踏
襲になりがちである次年度教育課程には、評価が不可欠
であることを述べた。さらに教育評価では地域住民や保
護者からの声を反映し、次年度へ返していくPDCAのサイ
クルについて論じた。外部評価の有効な活用方法につい
て、例示しながら説明した。また、道徳性的な実践力を
身につけるためにコミュニケーション活動を重視した保
育の研究方法についても論じた。

(31) 第17回授業実践フォーラム生活科部会講師
　　「新学習指導要領の言語活動と生活科」

新学習指導要領において生活科の中で言語活動が取り入
れられた。それに伴い一部の実践で「見つける・比べ
る・たとえる」の「たとえる」ことが強調されすぎ、体
験感動・内面の納得を伴わない言葉遊びになる危険性が
あることを指摘した。重要なことは「知的な気づき」で
あることを再確認し指導した。

(32)奈良市立幼稚園教員研修会
　　「保護者・地域との連携を支える共感」

奈良市立公立幼稚園教諭の約60名を対象に「保護者の要
望にこたえるために」をテーマに講演をした。園に苦情
や要望を述べる保護者が増加した社会的な背景を述べる
とともに、園独特の組織的な弱点と強み分析し、それを
活かした保護者対応を指導した。幼稚園独特の「共感」
とは何かをロールプレイで提案した。

(33）兵庫県阪神地区小学校教科等研修会生活科部会講
師
　　「生活科における言語活動」

兵庫県阪神地区の小学校生活科担当教諭150名を対象に
「生活科における言語活動とは－新学習指導要領に基づ
いて－」の講演を行った。また当日提案された生活科の
レポートへの指導助言も行った。生活科の活動や体験
が、身近な地域を対象に工夫されているが、その目標が
明確でないことを助言した

(34）兵庫県猪名川町教職員研修会講師
　　「保護者・地域との連携」

兵庫県猪名川町の教職員約50名社会的な背景とともに、
保護者の意見や苦情が学校や園の教育活動へ与えている
影響を論じた。現在の経済状況において公的な仕事の従
事者に対し厳しい目が向けられることへの自覚を促し
た。教育活動には「不測の事態」は避けられないが、傾
聴する姿勢が不可欠であり、クレームに対応する基本姿
勢「スピード・面談・誠意」の重要性を述べた。

(35)平成21年度免許更新講習会講師
　　「求められる資質と職務遂行能力」

新教育課程を実践するうえで教師として求められる「資
質」と「職務遂行能力」について講義をした。20代から
50代までの年代別に，教員経験年数に伴う，学校の校務
分掌の中で果たすべき役割について論じた。特に新任教
師が増加している今日，教職10年を経過する教師はミド
ルリーダーとして，学校運営に参画することが求められ
ていることを述べた。

(36）兵庫県芦屋市立西山幼稚園園内研修会講師
　　「道徳性の芽生えと幼稚園教育要領」

芦屋市立幼稚園教諭約10名を対象に指導助言を行った。
新学習指導要領の道徳教育重視の流れを受けて、幼稚園
での道徳性の芽生えを図ることの重要性を述べた。集団
的な体験活動での葛藤や、その後の話し合い活動など、
幼稚園としてふさわしいものは何かを提案した

(37)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園園内研修会講師
　　「幼稚園における言語活動と環境構成」

芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園等の教諭約10名を対象に指導助
言を行った。新学習指導要領の小学校の言語力育成を受
けて、幼稚園としてふさわしい学力は何かを提案した。
幼稚園でも「話す・聞く」活動を系統的実施する必要性
を助言した。

(38)兵庫県芦屋市立西山幼稚園園内研修会講師
　　「保育における話し合い活動の指導」

芦屋市立西山幼稚園等教諭約10名を対象に指導助言を
行った。話し合い活動を通して思考力を育てる事を目標
とした公開保育が実施された。子どもの葛藤場面を保育
の中で取り上げ、教師
が適切な価値の方向性を示すことの重要性を指摘した。

(39)兵庫県教育研修集会教育課程部会指導助言
　　「新学習指導要領と授業時間数の増加」

兵庫県内の教職員約50名を対象に指導助言をした新学習
指導要領が先行実施されて、授業時数の増加指導内容の
増加など、教員にとって研修の必要性が高くなっている
ことを助言した。教科書と教育課程とを同一視している
ことはいけないこと、教員が各単元の目標分析をするこ
とを提言した
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平成22年2月

平成22年2月

平成22年3月

平成22年5月

平成22年5月

平成22年7月

平成22年8月

平成22年8月

平成22年8月

(40)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘小学校全国研究発表会全体
会講師
　　「言語力を育成する授業の在り方」

全国の教員約450名を対象に講演した。携帯電話が子ども
のコミュニケーションを阻害している実態について話し
た。携帯電話の弊害を乗り越える正しい言語力を育成す
るための、授業に求められる話し合い活動について、ま
た対話が成立する学級・学校文化の重要性を提案した。

(41)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園園内研修講師
　　「絵本の幼稚園教育における役割」

芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園等の教諭約10名を対象に指導助
言を行った。絵本読み聞かせや親子絵本の会の実施に取
り組んでいることの意味づけを行った。絵本に親しむこ
とで、豊かなイメージを持ち、言葉の感覚を養うことを
話した。幼児期に培われた言葉が小学校教育にどのよう
に継続されるかも具体例を挙げて論じた。

(42)兵庫県神戸市小学校教科等研修会総会における生活
科講師
　　「新学習指導要領と生活科の変更点」

神戸市の生活科担当者約60名に講話をした。新学習指導
要領の変更点について説明する。算数や理科の指導内容
が多くなり、生活科の影が薄くなりがちであるが、体験
に支えられた納得・実感・本音の理解の仕方が重要であ
ることを再度確認した。また、幼小学校の段差である小
１プロブレムを解消するため、入学時のスタートカリ
キュラムの重要性について提案した。

(43)兵庫県芦屋市朝日ヶ丘幼稚園園内研修講師
　　「幼児期にふさわしい言葉の指導」

芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園等の教諭約10名を対象に指導助
言を行った。４・５歳児の「遊びの中で言葉の力を育
む」を狙いとした保育参観も行った。５領域は，幼児期
に育てたいことを幼児自身の発達の側面から取り上げた
ものであるのであること。各領域の内容は総合的に指導
するものであり，幼児を取り巻く環境を構成する視点で
もある。幼児の活動は「言葉」という領域に偏った指導
は好ましくないことを例示した。

(44)兵庫県芦屋市立西山幼稚園園内研修講師
　　「子どもの人間関係を豊かにする指導」

芦屋市立西山幼稚園で４・５歳児の保育を参観しその
後，教諭約10名を対象に指導助言を行った。友達や教師
と安定した人間関係が築かれることにより情緒が安定す
ること。幼児が「友達」を理解する過程やその中で育つ
他者を思いやる気持ちについて話した。また，そのため
の保育者の役割を具体的な保育の場面を例に挙げた。

(45)兵庫県芦屋市幼稚園教育課程研修会講師
　　「幼稚園と小学校のカリキュラムの連続性」

芦屋市立幼稚園教諭100名を対象に「幼稚園と小学校の教
育課程の連続性」についての講演を行った。特に幼児期
の子どもが，小学校のような形式的な文字の指導なし
に，日常生活の中で文字を読み書きできるという現状を
認識した保育が重要であることを話した。また，反対に
幼児期から字の形や書き順になどを指導する一斉指導は
問題があり、幼児期の言葉は知的能力の指標としてとら
えがちであるが，日々の豊かな経験に基づく総合的な発
達の中で言葉が育つことの重要性を指導した。

(46)兵庫県加古川市教頭研修会講師
　「地域・保護者との連携と教頭の役割」

兵庫県加古川市立学校教頭等50名を対象に「信頼される
学校園」をテーマに講演を行った。信頼される学校園づ
くりには，子どものことを第一におき，何をどのように
解決するべきかを保護者とともに考えることを強調し
た。いわゆる「モンスターピアレント」という呼称が持
つ否定的な意味ではなく信頼関係を築く方策を助言し
た。

(47)奈良市小学校教員夏季研修会講師
　「地域・保護者と連携する教師の在り方」

奈良市立小学校教諭等30名を対象に「保護者と信頼関係
を築くためにやるべきこと」をテーマに講演を行った。
奈良市内小学校で起きている具体的事例を取り上げなが
ら，ロールプレーで演習を行い，問題解決への過程を示
した。保護者の苦情をや訴えを聞き取り，その裏にある
思いや願いを読み取ることの重要性を指導した。学校が
できること出来ないことを明確にしつつ対応することが
不可欠であることを話した。

(48)兵庫県芦屋市山手小学校校内人権教育研修会講師
　　「男女平等教育の歴史と学校のジェンダー」

芦屋市立山手小学校教員２０名を対象に，人権教育の中
で特に男女平等教育に係る授業実践のための基本的な理
念について指導助言を行った。ジェンダー問題の歴史及
び男女平等教育の現状さらに学校教育における課題につ
いて話した。特に教育課程を編成にあたり，意図的計画
的に位置付け教育活動全体を通して男女平等教育を推進
することや教師自身の研修が重要であることを提案し
た。
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平成22年8月

平成22年11月

平成22年11月

平成23年1月

平成23年2月

平成23年6月

平成23年6月

(49) 兵庫県阪神地区小学校教科等研修会生活科部会講
師
　　「心を育む生活科の在り方」

兵庫県阪神地区生活科教育担当者200名を対象に実践への
指導助言と講演を行った。テーマは「心豊かにたくまし
く生きる力を育む生活科の実践」である。伊丹市と芦屋
市の幼稚園と小学校の連携をねらいとした実践の発表が
あった。両者の連携はともするとイベントになりがちな
ので，双方の教育課程に位置付け継続的に関わりを持つ
ことを助言した。講演では，小学校低学年における教科
横断的・総合的な指導の必要性を強調した。

(50) 兵庫県教育研修集会教育課程部会指導助言
　　「教育課程と総合的な学習の時間」

生活科及び総合的な学習の時間の単元構成について，兵
庫県の小学校教員50名に指導助言した。総合的な学習の
時間が新学習指導要領で時間数減となるが，それは意義
やねらいの後退ではないことを論じた。従来の総合的な
学習の時間の問題点である単なる体験活動を乗り越え
て，課題解決的な
追求的な学習に高めることを事例を挙げながら説明し
た。

(51)全国女性校長会近畿地区大会分科会指導助言
　　「学校運営と女性校長の指導性」

近畿小中学校の女性校長50人を対象に，分科会で指導助
言を行った。テーマは「新しい時代を拓く学校経営と校
長の指導性―家庭・地域・学校の連携と，学校運営への
協働・参画―」である。女性校長の数が全国的に減少す
る中で，女性の特性を生かした学校運営の在り方を，大
学における学科運営の具体例を挙げながら話した。公的
な学校で常識と考えられている様々な習慣が，世の中の
動きに合わなくなっていることを自覚する必要を指導し
た。細やかな配慮などは、女性校長の特質であるかのよ
うなステレオタイプを乗り越えて、学校経営にあたるこ
と示唆した。

(52)兵庫県芦屋市立西山幼稚園園内研修指導助言
　　「豊かな人間関係を育てる保育」

芦屋市立西山幼稚園で４・５歳児の「豊かな人間関係を
育てる」をねらいとした保育を参観しその後，教諭約10
名を対象に指導助言を行った。道徳性の芽生えを培うに
は，幼児が他の幼児と関わる中で他人の存在に気づき相
手を尊重して行動することが大切であること。また，身
近な動植物に親しむことにより豊かな感情が育つことを
話した。特に信頼感や思いやりは一直線に育つのではな
く，葛藤やつまずきを通してそれを乗り越える体験で育
つものであることを助言した。

(53)兵庫県芦屋市教育研修所教員研修会講師
　　「保護者・地域との連携をはかるために」

兵庫県芦屋市立小学校・幼稚園教諭等20名を対象に「保
護者との信頼関係を大切にする学校園づくり」をテーマ
に講演を行った。学校園と地域社会・保護者との関係に
変化が起きた社会的な背景を，具体例を挙げながら解説
した。社会や国民全体の権利意識の高揚や保護者の経験
した学校生活などが，大きな要因になっているので，学
校の教員の意識改革も不可欠であることを説明した。

(54）兵庫県芦屋市教育委員会指定研究会講師「自分ら
しさを発揮し友だちと響きあう幼児」

芦屋市教育委員会の指定研究発表大会である。幼稚園教
員約１５０人を対象に講演を行った。テーマは「自分ら
しさを発揮し友達と響き合う幼児」である。４歳児と５
歳児の自我の発達と，他児とのコミュニケーション力の
発達に着目して，遊びの中での子どもの心の葛藤とひき
だす保育の意義について話をした。また，児童が葛
藤しこころを成長させるための，環境としての保育者の
役割，その他の環境構成のあり方の重要性について話を
した。またこれが，幼児期の道徳性の芽生えであること
も指摘した。

(55）兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園園内研修指導助言
「異年齢交流と協同学習①」

朝日が丘幼稚園の保育を参観しその後，園の教育方針と
保育の方向性の妥当性について，教員6名を対象に指導助
言した。本園は4歳児1クラス5歳児1クラスの，単学級の
園である。本来ならばさびしくなるところであるが，単
学級の利点を生かして，日常的に徹底的な異年齢交流を
実施して，子どもを育てている。特に体を動かして
異年齢で教え合う昔の遊びを活用して，5歳児に責任ある
行動やおもいやりの心を育むことの意義を論じた。
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平成23年8月

平成23年8月

平成23年9月

平成23年11月

平成23年11月

平成24年1月

平成24年2月

平成24年5月

(56）岡山県総合教育センター研修講師
「新しい生活科の具体的な授業づくり」

岡山県内３０人の生活科担当教員対象に「児童の気付き
を深めたり広げたりするための，少子の支援の在り方」
について，講演と演習を行った。まず，児童の気付きと
は何かを学習指導要領の解説書を基に説明した。次に具
体的な子どものシートを用いて，「気付きを深める声掛
け」「気付きを広げる声掛け」を演習として実施した。
広げる深める声掛けも。あくまで単元全体や本時の狙い
に沿ったものでないと「いいね」「すごいね」という一
般的抽象的なものになり，目標に沿った授業が成立しな
いと指摘した。

(57）「あしや教育フェスティバル」生活科部会
　　　指導助言
　　　「若い先生でもできる生活科」

生活科の2年生の授業「私の町の素敵をおしえよう」の実
践報告の指導助言を行った。芦屋市の生活科担当の教員
20名を対象としていた。小学校は若い教師が増え，生活
科の狙いや学習スタイルが理解できていない。そのた
め，教科書をそのままなぞる授業が増加している。そこ
で，生活科が新教科として設置された社会的な背景や，
理念について指導助言した。教員の若返りが進行する学
校現場で，生活科や総合的な学習の時間の指導が困難に
なる危機を指摘した。

(58)京都中央看護専門学校研修会講師
　　「主体的に学ぶ学生集団作りについて」

看護師を養成する専門学校の教員50人を対象の研修会で
「主体的に学ぶ学生集団をつくる学級担任の役割」につ
いて講演した。看護学校の授業は基本は40人以下で実施
されており，個別の対応に配慮はされている点は評価で
きる。しかし，授業が講義や実習にしても一方的なもの
が多くみられる。双方向の授業であっても，教師と学生
が1対1で双方向に取り組んでいるにすぎない。学生を集
団として学ばせる学習集団の育成が遅れていることを指
摘した。

(59）兵庫県教育研修集会教育課程部会指導助言「新教
育課程と総合学習」

兵庫県の各地から総合的な学習の時間のレポートが３０
本報告をされた。兵庫県内の総合的な学習は，3年生では
兵庫県が自然体験補助金を出しているため，安易な体験
あって学びなしといわれる学習が目につくことを指摘し
た。自然体験だけ終わるのでなく，振り返る学習とセッ
トで取り組むことが重要であることを指摘した。高学年
では，新学習指導要領の伝統文化の重視の方向性を受け
て，地域の伝統文化をテーマに取り組む総合的な学習が
多く見られた。

(60）兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園園内研修指導助言
「異年齢交流と協同学習②」

本園は4歳児1クラス5歳児1クラスの，単学級の園であ
る。単学級の利点を生かして，日常的に徹底的な異年齢
交流を実施して，子どもを育てている。特に体を動かし
て異年齢で教え合う昔の遊びを活用して，5歳児に責任あ
る行動やおもいやりの心を育むことを狙いとしている。
異年齢交流を通しての子どもの協同学習に焦点を当て，
教師が共通理解しながら子どもの保育にあたるという姿
勢は良い。園の方針を教員が共通理解することを指導助
言した。

(61)兵庫県芦屋市立西山幼稚園園内研修講師
　「自分らしさを発揮し友だちと響きあう幼児」

芦屋市立西山幼稚園の教員6名を対象に園内研修の指導助
言を行った。2月の生活発表会の出し物を選んでその表現
活動を行っている保育を参観した。最後は保護者に見せ
る作品に完成するため，物語の主題とずれた箇所で，子
どもの表現を無理に引き出そうとしている教師の意図の
誤りを指摘した。幼児の意識より，生活発表会の流れが
重視されると困ることを指導した。

(62)兵庫県芦屋市立潮見中学校
　　総合的な学習の時間の講師
　　「進路選択ためのキャリア教育」

芦屋市立潮見中学校の2年生120人を対象に，「今の中学
校2年生に伝えたいこと」という「生き方」をテーマに講
演会を行った。2年生は中学校の中で中だるみに時期であ
り，進路についてまだしっかりとした意識付けができて
いない時期である。この時期の生徒に，大学で学ぶには
基礎的な学力と，夢を持ち続けるということの大切さを
話した。

(63)兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園
園内研修講師
「教育目標を日常の保育に反映させる」

　

芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園教諭６人を対象に指導助言をお
こなった。進級や入園間もないクラスで、学級づくりの
途中のクラスの保育を参観した。４歳児は園の決まりを
身につけ。５歳児は年長としての自覚を育成している時
期である。この時期に、園としての教育目標を各保育に
どのように反映するかを、具体的な保育を事例に指導し
た。
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平成24年8月

平成24年8月

平成24年10月

平成24年11月

平成24年11月

平成25年1月

平成25年11月

平成26年１月

平成18年12月

平成21年2月

５　その他

１　大学設置・学校法人審議会における教員組織審査に
よる判定

京都光華女子大学短期大学部こども保育学科教授として
「生活と文化」「保育課程総論」「基礎演習」「総合演
習」「教育・保育実習指導」の科目が可と認定

(64) 平成24年度免許更新講習会講師
　　　「今求められる資質と職務遂行能力」

新教育課程を実践するうえで教師として求められる「資
質」と「職務遂行能力」について教員４０人を対象に講
義をした。年代別に，教員経験年数に伴う，学校の校務
分掌の中で果たすべき役割について論じた。特に新任教
師が増加している今日，ミドルリーダーとして，学校運
営に参画することが求められていることを述べた。ま
た、学校としてのチームワークの重要性が今後ますます
求められることを指摘した。

(65) 「あしや教育フェスティバル」生活科部会
　　　指導助言
　　　「国語科の書くことと生活科の関連」

兵庫県芦屋市の教員１５名を対象に、生活科で事実をと
らえる目を養うために国語科と合科的に扱った指導実践
例の報告があった。国語科指導で事実を見る目や書く力
は育っているが、生活科の自分との関係性において植物
の成長をとらえる視点の弱さを指摘した。

(66)兵庫県芦屋市立岩園小学校人権教育研修会講師「男
女共生教育と教育実践」

岩園小学校の教員30名を対象に、男女共生教育について
校内研修会の講師を務めた。男女共生教育の歴史ととも
に、この教育は道徳のみでなく、各教科と連携して、学
校教育全体で扱うべきだと助言した。特に隠れた潜在的
なカリキュラムに注意するよう指導した。国語科の言葉
にこだわって、男女共生の授業実践を提示した。

(67) 兵庫県芦屋市立朝日ヶ丘幼稚園
園内研修講師
「　　「異年齢交流と協同学習③」

朝日ヶ丘幼稚園の教員6人を対象に指導助言を行った。異
年齢交流での協同遊びと、その後の話し合い活動の参観
をした。話し合い活動では、友だちの良い点を取り上げ
て発言させ、人間関係を気付いていた。さらに、聞くと
いう姿勢を徹底的に指導されていることを評価した。

(68)兵庫県教育研修集会教育課程部会
指導助言「新教育課程と総合学習」

兵庫県の教員40名に対して実践発表を取り上げ指導助言
を行った。総合的な学習の体験の部分がクローズアップ
され、探究の部分が消えていることに対し警鐘をならし
た。総合も年月を重ね、活動がパターン化していると指
導した。

(70) 兵庫県教育研修集会教育課程部会
指導助言「新教育課程と総合学習」

兵庫県の教員40名に対して実践発表を取り上げ指導助言
を行った。東日本大震災から防災教育が教育課程の中に
新たに取り込まれる事例が増えた。総合的な学習や特別
活動ので実践が増加したが、各教科とも連携し意識的に
教育課程に組み込む必要性を助言した。

(71)神戸市立小学校生活科研究会
　　講師

1年生の成長単元の授業参観を行い、その後幼稚園・小学
校の教員60人を対象に講話を行った。生活科の成長単元
は児童の自尊感情を育み周囲に感謝の気持ちをもたせる
ことがねらいであること。これは命を大切にすることに
繋がることをアンケート調査を基に説明をした。子ども
の死生観の境目を意識して教育に当たる必要を述べた。

(69)兵庫県芦屋市立岩園小学校人権教育
　校内研究会講師

男女共生教育の4年生の授業を参観し、その後教職員20人
を対象に、事後研修会を行った。国語の男子や女子を形
容する形容詞や形容動詞に焦点を当てて、児童がもって
いるステレオタイプの考え方を、学校教育でどのように
指導するかを話した。また、男女共生教育を巡る隠れた
カリキュラムについて、具体例を挙げて説明した。

２　大学設置・学校法人審議会における教員組織審査に
よる判定

環太平洋大学次世代教育学部学級経営学科教授として｢生
活科教育法｣｢生活の理解｣｢特別活動の指導法Ａ(初等)｣｢
特別活動の指導法Ｂ(中等)｣｢学校･学級文化の受容力｣｢学
校と社会｣｢総合演習｣｢教育実習事前･事後指導(初等)｣｢教
育実習Ⅰ(小学校)｣｢教育実習Ⅱ(小学校)｣｢教育実習Ⅱ(中
学校･高等学校)｣｢教育実習Ⅱ(中学校)｣｢学級経営学ゼミ
ナールⅠ(基礎)｣｢学級経営学ゼミナールⅡ(応用)｣｢卒業
研究｣の科目可と認定
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平成25年10月

平成26年2月

年月日

昭和52年4月
平成　5年4月
平成10年3月
平成10年3月

平成17年4月～平
成19年3月

平成17年4月～平
成19年3月

平成17年4月～平
成18年3月

平成18年4月～平
成19年3月

平成20年10月～
平成22年3月

平成20年11月
～平成22年3月

３　大学設置・学校法人審議会における教員組織
審査による判定

奈良学園大学人間教育学部教授として｢生活の理解｣｢特別
活動の指導法Ａ(初等)｣｢特別活動の指導法Ｂ(中等)｣｢教
育原理（初等）オムニバス｣｢教育原理（中等）オムニバ
ス｣｢教職実践演習（幼・小）｣｢教職実践演習（中・高）｣
｢教育実習事前･事後指導(幼)｣｣｢教育実習事前･事後指導
(中・高)｣｢教育実習Ⅰ(幼)｣｢教育実習Ⅱ(幼)｣｢教育実習
Ⅰ(中･高)｣｢教育実習Ⅱ(中学校)｣｢人間教育学ゼミナール
Ⅰ(基礎)｣｢人間教育学ゼミナールⅡ(応用)｣｢卒業研究｣の
科目可と認定

４　文部科学省課程認定委員会における判定 ｢生活の理解｣｢特別活動の指導法Ａ(初等)｣｢特別活動の指
導法Ｂ(中等)｣｢教育原理（初等）オムニバス｣｢教育原理
（中等）オムニバス｣｢教職実践演習（幼・小）｣｢教職実
践演習（中・高）｣｢教育実習事前･事後指導(幼)｣｣｢教育
実習事前･事後指導(中・高)｣｢教育実習Ⅰ(幼)｣｢教育実習
Ⅱ(幼)｣｢教育実習Ⅰ(中･高)｣｢教育実習Ⅱ(中学校)｣担当
可と判定

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

(1)小学校教諭２種免許
(2)小学校教諭1種免許
(3)小学校教諭専修免許
(4)修士（教育学）

昭52め第2263号（京都府教育委員会）
平5小１第22号（兵庫県教育委員会）
平9小専第2035号（大阪府教育委員会）
大阪教育大学　実践教育学専攻　証第20号
論文題目：「生活科新生の試み－新たな防災教育を中心
に－」

(3)第57回兵庫県造形教育研究大会事務局長 大会テーマは「感動・創造」、各部会テーマはそれぞれ
幼稚園が「出会い」、小学校が「ふくらみ」，中学校が
「深まり」である。兵庫県下から700人の図工及び美術教
育に関わる教員が参加し、幼稚園から中学校まで全学年
の公開授業が実施され事後研究会がもたれた。

(1)兵庫県阪神地区中学校生徒指導連絡協議会幹事 2年間，芦屋市生徒指導担当校長として阪神地区６市１町
の生徒指導校長及び神戸市校長と定期的に情報交換を行
い，生徒指導上の問題解決に尽くした。また定期的に，
研修会を行い教員の生徒指導上の能力向上に尽力した。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

(2)芦屋市小中学校生徒指導連絡会会長 市内の生活指導担当者が毎月一回、集まって情報交換や
問題解決の方策を話し合い、効果をあげた。また神戸市
等の近隣の学校の校長及び生徒指導担当者と研修会を実
施して生徒指導の能力の向上に努めた

２　特許等

なし

(4)平成18年度兵庫県中学校教科等研究会国語部会幹事 10月に兵庫県教科等研究会中学校国語部会阪神地区大会
を開催した。中学校国語関係者100名が参加し、授業研究
会と事後研究会を実施した。全体会では地域住民である
作家の小川洋子さんと中学生の交流の場を設定し、読書
の楽しさを学ぶ機会を設けることが出来た。

(5)国立大学法人兵庫教育大学と株式会社
ベネッセコーポレーションとの協同
研究総括チーム委員

「活用型学習」の指導方法及び評価方法等の研究を行
う。本研究では習得・活用・探求の意味づけを行い，各
教科ごとに活用型学習の開発を行う。研究は各教科に分
かれて実施されたが，各教科に属することなく，全体を
総括する評価や指導についての研究を行った。

(6)兵庫県芦屋市学力向上推進委員会委員 平成19・20年度の全国学力状況調査の結果を受け、市内
の学力向上のためのシステムを提案することを目的とす
る学識経験者２名、小中の校長２名、教諭２名、行政関
係者６名により構成される委員会において、学力向上の
ために、研究会の充実と小中の連携が不可欠であること
を提案した。
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平成21年9月
～平成25年3月

平成22年5月
～平成24年3月

平成22年4月～平
成24年3月

平成21年4月～平
成2６年3月

平成23年6月～平
成24年9月

平成21年4月～25
年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
(1)学校マネジメント8月号
「現場主義で読み解く“新
教育課程”の方向」

共著 平成18年8月 これからの教育課程について，様々な立場から
その方向性と可能性について論じたものである
Ｂ5版　全77頁　　編者：明治図書
共著者：八重樫憲一・菱村幸彦・長尾章夫・森
下恭光・影浦攻・田中博史・田中義之・加藤幸
次・田中耕治・片上宗二・小森茂・田近洵一・
森一夫・角屋重樹・楚阪博・田中統治・高階玲
治・天笠茂・北俊夫・生越昭二・松田智子・他
21名（担当：p.44～p.45を単著）
中央教育審議会の指摘を受けて、学習意欲を
アップする方策について述べた。児童生徒の学
ぶ意欲は教えるという営みなしには成立しな
い。また学校での学びが私的な家庭教育と一線
を画する意味は、その多様性にあるといえる。
低学年は「面白そう」という個人的意欲でも育
つが、高学年では「大切だからやろう」という
社会的な意欲も育てなければならない。また、
学ぶ意欲は持続しないので、絶えず学ぶことの
意義を子どもに納得させる取り組みも必要であ
ることを論じた。

４　その他

(1)環太平洋大学における役職 次世代教育学部学級経営（教育経営）学科の学科長を4年
間勤めた。また教職センター長を兼務し，1期生を卒業さ
せ，約70％の学生が教育関係への進路を確保した。さら
に平成23年から2年間は，教育経営学科長とキャリアセン
ター長，学長補佐を兼務した。卒業生の進路は、毎年全
国平均を上回り、就職に強い大学として社会的評価を得
た。学長補佐として事務職員と教員の連携を強化した。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

明治図書

(9）兵庫教育大学ベネッセ教員育成研究奨学生選考委員 ベネッセコーポレーションが兵庫教育大学の教職大学院
で学ぶ学生に対して研究助成を行い，その奨学生の選考
を行うものである。毎年初めに，計画書を審査し，年度
末にその成果を提出発表をすることとなっている。

(10）兵庫県立芦屋高等学校の学校評議員及び学校関係
者評価委員

兵庫県立芦屋高校の学校評議員及び学校関係者評価委員
を4年間勤めた。兵庫県立芦屋高等学校の学校行事及び学
力向上研究会等に参加し、年度末に学校評価点検を実施
し、保護者地域等に公開している。委員は保護者、地域
住民、学識経験者、学校関係者など8名で構成されてい
る。

(11)三田市教育振興基本計画検討委員会委員 三田市民や保護者・学校関係者・学識経験者を含む１０
名で委員会は構成されている。副委員長として、委員長
を補佐し会の運営にあたった。教育基本計画は，三田市
の今後10年間の教育の方向性を検討する基盤案であり，
その作成に尽力した。

(7) 兵庫県猪名川町教育委員会「猪名川の教育・点検・
評価報告書（平成19～24年度対象）」作成協力者

猪名川町教育委員会の学校教育の各項目について目標達
成度さらに今後の課題について、外部委員として点検評
価を行った。学識経験者として，点検評価に4年間にわた
り関わり指導をした。特色ある学校づくりを目指した猪
名川の今後の5年間にわたる教育基本構想の基盤となるも
のである。毎年この評価報告書は，市民に対して公開さ
れている。

(8)兵庫県猪名川町教育基本計画策定委員 平成18年に改定された教育基本法を受けて兵庫県教育委
員会策定の「兵庫教育策定プラン」に基づいて猪名川町
独自の今後10年間の教育のプランを策定するものであ
る。猪名川町における教育の振興方針と施策の体系を示
し，町全体の教育振興を図るための基本計画を策定する
ものである。委員として学識経験者，保護者，学校関係
者10名で構成されたが，副委員長を務めた。
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(2)道徳と特別活動№24 共著 平成19年8月 道徳と特別活動の充実には家庭・保護者との連
携は欠かせない。その方策について論じた。
Ａ５版　全63頁
編者　文渓堂
共著者：堺正之・倉持雅夫・山田悦子・長谷留
理子・長谷川勝一・古門雅司・松田智子・長谷
徹・畠山由香里・大橋健一・杉田洋・谷田増
幸・八巻寛治・新井邦二朗・志鎌正敏・他4名）
（ｐ25～29保護者対応の現在の部分を単著）
様々な児童生徒の教育活動を日常的に行う学校
園にとって「不測の事態」は避けられないもの
と捉え、保護者のクレームをチャンスとして活
かす方策を述べた。保護者と手をつなぐことを
ねらいとして、クレームに対応する基本姿勢
「スピード・面談・共感」の重要性を述べた。
共感するには、教師や児童・生徒が保護者や地
域と連携するために、社会の実際に目を向ける
必要があること、学校として組織的に行動する
ことの重要性を提案した。そのためには特別活
動における学校行事や社会体験などを内容に含
む特別活動の役割は大きいことを述べた。

(3）教育フォーラム〔41〕
新しい学習指導要領-カリ
キュラム改革の理念と課
題

共著 平成20年
2月

新学習指導要領が出され、各教科の配当時間も
変わった。今後の各教科のカリキュラム作成に
対する基本的な姿勢について論じたものであ
る。
Ａ5版　全150頁
編集：梶田叡一
共著者：加藤明・浅田匡・二瓶弘行・硲茂樹・
田中博史・矢野英明・直山木綿子・松田智子・
上月敏子・勝見健史・鎌田首治朗・善野八千子

（担当：p.89～p.99　総合的な学習の部分を単
著）
中学校特別活動の学校行事に位置付けられてい
る職場体験活動を総合的な学習と連携して学ぶ
指導方法について述べた。さらに総合的な学習
のコーディネータの配置の重要性とその役割に
ついて述べた。また中学における特別活動を、
総合的な学習と連携するために、職場体験と言
う実践例をあげ改善ポイントとともに提案し
た。中学校における特別活動と総合的な学習の
時間の関係について、安易に特別活動を総合的
な学習に読み替えることへの現状と課題を示し
た。

(4)「学力」こどもからはじ
まる教育

共著 平成20年3月 文部科学省が実施した悉皆の国語と算数の学力
テストをどのように受け止めて、今後の目指す
学力形成への方法論に結び付けていくかについ
て調査資料とともに論じたものである。
Ａ４版　全74頁
編者：兵庫教育文化研究所
共著者：桂正孝、福田誠司、遠藤幸弘、神田章
吉　　　　松田智子

(担当：p19～20「全国学力学習状況調査」の問
題を授業改善に生かすの部分を単著)
単に学力調査を学力テストと決めつけ児童生徒
を序列化するものとして反対をするのはよくな
いことを論じた。新学習指導要領は入り口であ
り、「目的」からの授業改善を目指しており、
学力テストは「評価」からの授業改善と捉える
べきであると提案した。学力調査の問題を研究
し、自らの日常の授業を改善する必要性を論じ
た。

兵庫教育文化研究所
「子どもと教育」No128

文溪堂

金子書房
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(5)「言語力」を育てる授業
づくり－新学習指導要領対
応－

共著 平成21年9月 学習指導要領の改訂で言語力の育成が重要な課
題として提示された。その意義と各教科におけ
る取組について論じたものである。
Ａ５版　全157頁
編者：梶田叡一・甲斐睦朗
共著者：梶田叡一・甲斐睦朗・加藤明・吉川芳
則・棚橋尚子・岩田一彦・清水静海・角屋重
樹・松田智子・琉田直・高橋美由紀・新富康央
（担当：P,162～167生活科の部分を単著）
生活科における言語力育成の部分を担当執筆し
た。生活科においては体験の言語化が重要にな
る。具体的には小学校の入門期において国語科
の「話す・聞く」という領域と連携しながら系
統的に継続的に、生活科のスピーチを取り組む
過程を紹介した。ものごとをたとえたり比較し
たりして見ることにより，さらにそれらを言語
化して表出することにより，気づきの質が高ま
ることを提示した。そして、文字化したもの
を、仲間と交流することにより、異なった感じ
方に触れ、再度自分の気付きを深めることがで
きるという過程も提案した。

(6)  教育フォーラム[46]
　　―言葉の力を育てる―

共著 平成22年8月 新学習指導要領に基づき、言語力をどのように
育成するかについて各教科からの提案である。
Ａ５版　全146頁
編者：梶田叡一
共著者：梶田叡一・加藤明・伊崎一夫・鎌田首
冶朗・増井眞樹・勝見健史・汐海治美・谷本寛
文・中島繁雄・金澤緑・米田豊・浅田匡・松田
智子・他12名）
（担当：P,136～146幼児期の言葉部分を単著）
「幼児期にふさわしい学力を考える―言語力の
育成を通して―」をテーマに言葉を中心にした
幼稚園の教育課程について論じた。言語の役割
として伝達としての機能と思考力の機能の二つ
があることを提案した。年長児における合意形
成を目指した言語活動の経験が自己をコント
ロールする力や思考力を身につけることを事例
を挙げながら論じた。また幼児期につけたい言
葉の力として，その特徴と獲得させたい基本的
な語彙を幼児の認識力と関連付けながら述べ
た。

(7)不登校生支援ハンドブッ
ク
　事例研究からのアドバイ
ス「校内連携」

　

共著 平成22年12月 不登校生を支援するために書かれた，学校の教
師とスクールカウンセラーのための著作であ
る。具体的な事例を挙げ，その対策を述べてい
る。
Ｂ５版　全207頁
監修：近藤靖弘
共著者：杉村省吾・富永良喜・本多修・小谷一
良・大橋節子・勝田麻津子・倉光修・斎藤文
夫・内田伸子・新井肇・亀田憲治・松田智子他9
名）
（担当：P,12～19　第1章1節校内連携部分単
著）
不登校生に対応する際に，担任教師が個人的に
対応するのでなく学校がチームとして対応する
必要性を論じた。中学校では教科外の特別活動
や総合的な学習を学年単位で行うので、不登校
を乗り越えるために，校内の意識を変革する必
要を論じた。担任個人の対応から校内チームで
不登校生に対応することにより、その数を激変
させた具体例を挙げながら分析した。また、生
徒と年齢の近い学生ボランティアを教科外の特
別活動や総合的な学習の時間に活用する必要性
を論じた。

金子書房

図書文化

学研エディケーショナル
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(8) 教育フォーラム[47]
　　―こころを育てる―

共著 平成23年3月 心を育てることの意味と、どのような指導が必
要であるかについて論じたものである。
Ａ5版　全150頁　監修：梶田叡一
共著者：梶田叡一・加藤明・渡辺満・松田智
子・鎌田首冶朗・山本美紀・中村哲・大野光
二・高橋真理・江渕弘明・蔵あすか・中家淳
悟・増尾慶裕

（担当：P,38～47総合的な学習で心を育てる部
分を単著）
総合的な学習の時間などの教科外活動で心を育
てるための単元構成の基本について述べた。探
求課題を設定する際には，教師の指導性ととも
に児童生徒の中の必然性が必要であることを論
じた。教科外活動が心を育む根拠として、その
活動形態が協同的な集団学習であることや、体
験を通してなすことにより学ぶ学習スタイルを
具体例とともに例示した。さらに地域住民の
ニーズを取り上げて課題とすることが多いた
め，地域全体の振興に役立ち，地域として子ど
もの心を育てる契機となると提案した。

(9)次世代の教職入門 共著 平成23年5月 教員の資質向上と研修が求められる社会的な背
景を教育基本法等の改正や学習指導要領の改訂
と関連付けながら論じたものである。
Ａ5版　全297頁
編者：中田正浩
共著者：鎌田首冶朗・中田正浩・松田智子　・
大野光二・山本正・大石隆夫・中田律子・伊崎
一夫・住本克彦・杉田郁代・筒井愛知）

（担当：P,61～102　第3章「教員の資質向上と
研修」、4章「教員の身分と服務」部分を単著）
教員の研究と教師の身分と服務の部分を担当執
筆した。教員研修については、初任者研修・大
学院修学研修・10年目研修・指導改善研修等に
ついて意義と現状について述べた。教員の身分
と服務については、地方公務員法や教育公務員
特例法を基にしながら、具体的な事例を挙げて
論述した。将来教員になる者にとって不可欠で
ある、職務上の義務や身分上の義務について
は、過去の判例を提示しながら教員としての服
務の特徴を示した。

(10)  教育フォーラム[48]
　―国際教育の展望と課題

共著 平成23年8月 子どもに真の国際性を育てるための教育の指針
について述べたものである。
Ａ5版　全158頁監修：梶田叡一
共著者：梶田叡一・見上一幸・松田智子・松田
公平・鎌田首冶朗・前田洋一・川崎由花・古川
治・善野八千子・筒井愛知・山本美紀・加藤
明）
（担当：ｐ27～p37　日本における多文化の歴史
部分を単著）
国際教育の今後の課題として「多文化共生社会
と日本語教育」の焦点を当てて論じた。日本の
国際的な政治・経済状況を背景として進行して
いる多文化の実情を述べた。次に日本における
日本語教育と多文化共生の歴史を，戦後の韓
国・朝鮮人への日本語教育から現在のニューカ
マーと言われる人々への日本語教育の連続性に
ついて考察した。多文化共生という快い言葉に
隠された両面性について課題を提示した。さら
に，日本語教師が現在の日本で果たすべき役割
を，その資質と関連付けながら論じた。

金子書房

大学教育出版

金子書房
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(11)　教育フォーラム
50号
（やる気）を引き出す
（やる気）を育てる

共著 平成24年8月 日本の子どもの学習意欲の低さに焦点を当て、
子どもに真のやる気を育てるための各教科での
取り組みについて述べたものである。
Ａ5版　全169頁
監修：梶田叡一
共著者：梶田叡一・加藤明・松田智子・善野八
千子・金山憲正・勝見健史・久田孝・錦織彰・
住友克彦・野田健司・中田正浩・前田洋一・中
村哲・瀧明千恵子・浅田匡
（担当：ｐ24～33　総合的学習の部分を単著）
やる気に関する２つの全国調査をもとに、子ど
もがやる気を出すときについて分析した。その
ための要素として「体験」と「学習課題の質」
と「学び方」について述べた。体験については
活動で終わることなく探究活動と結びついたも
のとなること、学習課題については、子どもの
必要感と興味関心と結びついていること、学び
方では、探究が広がり深まるような言葉かけと
指導が必要であること、最後には、体験の振り
返りが重要であることを提案した。

(12)次世代の教育原理 共著 平成24年10月 教育の基本原理と教育思想の歴史、日本の教育
行政教育課程と出口であるキャリア教育等につ
いて教育の一般原理について述べた。
Ａ5版　全153頁
編著：中田正浩、松田智子
共著者：中田正浩・松田智子・中田浩司・鎌田
首治朗・住本克彦・岡野聡子・久田孝
（担当：ｐ29～44、ｐ119～134　第3章日本の教
育思想、第4章教師の仕事の部分を単著）
３章では、日本の教育思想について古代から近
代に至るまでを述べた。特に古代から近世の
種々の学校制度と戦後の民主的な教育制度の確
立については、その社会的、経済的な背景と関
連付けながら詳しく論じた。４章では教師の仕
事に内容や目的について論じた。教師の仕事は
何か、そのための養成制度の実情、そして採用
後の研修制度について述べた。さらに、最近導
入された免許更新制度の狙いについても論じ
た。最後に答申に基づいて、これからの義務教
育を担う教員にとっての必要とされる資質につ
いて提案した。

(13）子どもと生活―知的好
奇心を育む環境づくり―

共著 平成25年3月 子どもたちの知的好奇心を育む教育について、
幼稚園教育要領の環境及び小学校学習指導要領
の生活科を軸として、述べたものである。
Ａ5版　全170頁
編著：岡野総子
共著者：岡野総子、松田智子、吉村啓子、大野
純子、筒井愛知、平松、金光、辻野、岡田、ア
ンソニー、土谷長子
（担当：ｐ12～21）第１章２節「幼稚園・保育
所と小学校の連携を踏まえた教育」の部分単著
幼稚園教育は環境を通して行われると言われて
いるが、その真の意味について問い返した。そ
の過程で、幼稚園保育所の教育と小学校生活科
における教育の連続性について問題を提起し
た。幼児から児童にと環境が大きく変化するこ
とにより、子供に及ぼす影響をかんがみ、小学
校入学期の子どものスタートカリキュラムの在
り方について論じた。具体例として、生活科の
単元「学校探検」を例に挙げ、幼小で共通の授
業を作り上げていく事例を紹介した。
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(14)「学校安全」
－長尾先生と考える36のナ
ラティブ－

共著 平成26年6月 子どもたちの命を守り安全で安心できる生活の
為に学校は何をできるかを、語り（ナラティ
ブ）の」形で作成したものである。
B5版　全157頁
編著：長尾彰夫
共著者：長尾彰夫、松田智子、小林忠三、浜條
信彦松井典夫、若狭孝太郎、神田英幸、前馬晋
策、丸山涼子、植木美佳、砂田信夫、中井尚
人、佃繁、伊原正俊、藤田大輔、諏訪清二、村
川雅博、立田慶裕
担当：（ｐ100～101）「帰ってきたキャロリ
ン」（ｐ104～107）「武庫川大橋の向こうは世
界が違う」（ｐ112～117）「この町で生き続け
る子どもとともに」の部分単著阪神淡路大震災
の当時1年生を担任していた筆者の目から、被災
地の子どもや教師の生活現状を当事者の立場で
述べるとともに、その危機を乗り切るための生
活科の授業の特質を生かして取り組んだ「町探
検」の実践を述べたものである。東日本大震災
から3年が来ようとしているが、被災地の故郷を
子どもがどのように把握しているかが、震災復
興の要になると論じたものである。

（学術論文）
(1)免許更新制度を校長
として考える
「免許更新制度は学校の
　教師力アップの契機
となるか」

単著 平成19年1月 現職教員の免許更新制度を、教師の生涯学習と
いう視点から論じた。教師の資質能力の保持向
上を教員の自己研鑽と現場研修に任せていくの
は、教職員の多忙な現実を考慮すると困難が多
い。教師の授業力のアップは個人のやる気とか
資質というレベルでは解決できない。教師が生
涯学び続けることができるようなシステムづく
りが重要である。免許更新制度を効果あるもの
にするために、時期や方法、内容の検討、経済
的・人的な保障などが重要になることを論じ
た。

(2)公立義務教育学校に
おける保護者対応の現在
－保護者の要望・抗議・ク
レームの分析を中心に－

単著 平成20年12月 公立の義務教育学校で増加している保護者の要
望・抗議・クレームについての社会的な背景を
分析した。また、保護者と教員双方のそれらの
問題についての認識のずれを、現代社会の様相
と関連付けて明らかにした。各学校で起きてい
るその様態をもとに「要望・抗議・クレーム」
を整理して分類した。さらにその論点を踏まえ
て、学校組織としての鍋蓋構造の弱点を指摘す
るとともに、予防策や対応について例示した。
また、教師一人一人が保護者と連携するだけで
なく、学校組織として日常的に顔を合わせて交
流できるシステムづくりが必要であることな
ど、学校の将来的なあり方も具体的に提案し
た。

(3) 幼稚園教育課程編成の
現状と課題（１）
－Ａ市立公立Ｂ幼稚園の教
育課程の現状を通して－

共著 平成24年12月 幼稚園における教育課程の意義を説明し、その
具体的な活用についてＡ市の教育課程の基底及
びＢ幼稚園の教育課程指導計画を分析し報告し
たものである。Ａ市の教育課程基底が各幼稚園
に及ぼす影響を平成22年から23年にかけてのＢ
幼稚園の研究紀要をもとに明らかにした。公立
幼稚園では教育課程が文言化されているが、そ
れが現実の日常の保育にどのように効果的に作
用しているかを分析した。また、教育課程のＰ
ＤＣＡサイクルの実情についても言及した。結
果として、私立の幼稚園が、教育課程を言葉と
して残すことが困難である要因も分かった。
（松田智子・土谷長子）
担当部分：Ａ市のＢ幼稚園に3年間継続的に保育
参観に入り、教育目標が保育にどのように具現
化しているか観察し分析した。Ａ市の教育課程
の基底の改定に対して指導助言者として参画し
た。
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(4)特別活動の防災行動に果
たす役割の一考察

単著 平成25年4月 防災教育の目的と、それに対しての特別活動の
位置づけと役割を明確にした。さらに防災教育
を巡る日本国民の意識の現状を示した。その低
さを克服するために、初等・中等義務教育機関
が特別活動を通して防災教育に果たす役割につ
いて具体的に述べた。また、初等・中等の義務
教育の特別活動の内容項目や目的と関連付けな
がら、防災避難行動について東日本大震災の釜
石市の中学生の避難行動具体例を挙げながら論
じた。さらに現状の避難訓練の効果と特別活動
の改善点とに焦点を当てて、防災教育の充実方
策を提案した。今後の防災教育については、小
学校から中・高校までその発達段階に応じた取
り組みを紹介し、特別活動と各教科の関連性を
論じた。さらに特別活動や総合的な学習を通し
地域と日常的に結びつく広範な活動の重要性も
論じた。地域といかに、人間関係一体感を持て
るかが、災害時の子どもの生死を分けることも
述べた。

(5）特別活動で築く
　　人関関係力
‐防災教育の実践を通して
‐

単著 平成25年4月 特別活動の特質・特性である「集団活動である
こと」「なすことによって学ぶ」この２つが、
地震大国日本に住む国民にとって、命を守るう
えで重要な役割を果たすことを述べた。上記の
特色をもつ特別活動の狙いである望ましい人間
関係の構築が、学校内にとどまらず地域住民ま
で広がり、地域と連携する防災を下支えするこ
とも述べた。さらに望ましい人間関係を形成す
る能力を育成するための方法とその過程につい
て言及した。最後に、特別活動は体験活動が重
視されるため、イベント的に終わってしまう危
険性があり、活動の後に振り返り、子ども一人
一人が内省化する必要があることを具体的に例
示した

(6）内面世界の形成を促す
人間教育原理への一考察
‐ソクラテスの問答法に焦
点を当てて‐

単著 平成26年4月 教育という言葉の意味を東洋と西洋の歴史的な
起源から追求した。東洋では孟子により、西洋
ではギリシアのアテネで初めてこの言葉が登場
する。この時代は人類文化の思想的な夜明けと
いう社会的な背景があった。教育の目的は「子
どもたちを善くしようとする働きかけ」であ
り、それは今日も同様である。ソクラテスの対
話により「無知の知」を相手に自覚させる「問
答法」は、内面世界に配慮した教育の実現への
示唆を含んでいる。ソクラテスの問答法を段階
的に分析し、今後の日本の教育の在り方につい
て述べた。
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その他

「事典」
(1) 実践教育評価事典

共著 平成22年8月 教育評価の意味と各教科での評価のあり方と、
評価用語の詳しい解説を述べたものである。
Ｂ５版　全261頁
監修：梶田叡一・加藤明
共著者：梶田叡一・加藤明・長谷浩也・吉村希
至・土田圭子・石井雅幸・上之園公子・尾崎友
美・鎌田首冶朗・金澤緑・米田豊・角谷重樹・
北川達夫・菅千索・勝見健史・松田智子・他15
名
（担当：P,126～129・P,138～139・P,190～191
教育評価の基礎知識「教育評価史（日本）」
「教育評価史（西洋）」「学習指導要領と指導
要録」「カリキュラム評価・カリキュラム改
善」の用語概略と説明を単著）
日本の教育界に残る心情や印象で教育を語る実
践を乗り越えるために本書は執筆された。「結
果」を重視した地に足を着けた教育をするため
に各用語についての基本的な解説を行った日本
と西洋の教育史では、それぞれの学習の評価の
方法や観点に焦点を当てて、評価の歴史を論じ
た。学習指導要領と指導要録の項では，社会的
な背景と明治以降の日本の教育界動向を関連付
け，なぜ学習指導要領が変遷してきたかを述べ
た。学習評価と指導の改善に視点を当てて論じ
た。カリキュラムの項ではPDCAサイクルについ
て述べた。

「報告集」
(1)教育セミナー２００７
　報告集

共著 平１９年10月 「授業力・学校力・人間力の向上を目指してー
学習指導要領の改定とこれからの学校教育」に
ついてセミナーをおこなった記録である。
B5版　全205頁
共著者：加藤明、角谷重樹、成山治彦、松田智
子
浅田匤、布村幸彦、梶田叡一、他6名
(担当はp62～66、p76～78)
学習指導要領の目標を実現するために必要なこ
とはたとえ大学であっても教職員集団としての
チーム力が求められることを具体的に話した。
また公立学校の校長だった立場から、公立高校
だからこそできる挑戦と、教職員間のコミュニ
ケーション力をアップする方策について具体的
に論じた。また保護者・地域住民との連携にも
コミュニケーション力が重要であることを論じ
た。そのためには、学校と地域が相互に参画す
るシステムづくりが、学校管理職の役割である
ことも述べた。

「指導助言資料」
(1)特別活動の学級活動の公
開授業の助言レジメ
「対話で子どもが高め合う
とは」

単著 平成19年2月 小学校5年生特別活動の学級活動の授業を参観
後、レジメを参加者に配布し分科会で指導を
行った。授業の題材は「5年１組さよならパー
ティーをしよう」である。参観後、対話と会話
の違いについて焦点をあて、相互共感的な行為
を誘発する対話の在り方を論じた。さらに、集
団として、ともに創造する対話を成立させる３
つの力として、「聴く力」「要約力」「プレゼ
ン力」が求められることを論じ、そのための教
師の役割として、環境設定としての共感し合え
る学級文化づくり、子どもの発言に対しての教
師のコメント力を強調した。よりよい人間関係
を構築するには、特別活動の学級活動を通し
て、話し合ったり、共通点や違う点を見つけた
り、折り合いをつけたりする子どもの心の動き
を、洞察しながら、教師が具体的にアドバイス
することが重要である指導した。

文渓堂

日本教育新聞社
P56～p82

兵庫県芦屋市立朝日ヶ
丘小学校
A４　４頁
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(2）生活科における言語力
育成―幼稚園・保育所との
つながりに視点を置いて-

単著 平成22年8月 話し言葉が中心の幼稚園から書き言葉が中心の
小学校へ幼児が進級した場言に起きる小1プロプ
レムを言語活動に焦点を当てて論じた。幼稚園
では語を単位とした指導になりがちで、語数の
質を高めるには、活動や体験を通して、その後
の意味や背景を考えさせることが重要であるこ
とを述べた。これには「絵本」を通しての指導
が有効であることや、「聴く指導」といって
も、だまって静かに読み聞かせを聞くことだけ
を是とする考え方を改めるように注意した。絵
本を通して論理的な思考を育む必要性も論じ、
そのための読み聞かせの在り方を話した。

「学会発表」
(1)教師主導のトライやる
ウィークから生徒の意欲と
目的意識を生かした体験活
動への改善視点

単独 平成19年2月 中学校特別活動の職場体験における、生徒の主
体的な選択能力育成の取り組みについて提案し
た。「トライやる・ウィーク」は兵庫県教育委
員会が10年をかけて中学２年生全員に実施して
いる職場体験であり、生徒・保護者・地域の支
持が高い。調査でも生徒に良い影響が出てい
る。しかしキャリア教育との位置付けの違いや
教師間の共通理解の不足によりマンネリ化傾向
を生み出している。生徒が自ら主体的に職場を
選択し、目的意識を高めることによる体験活動
の改善方策を提案した。現在は教育課程上、中
学校の特別活動として位置付けられているが、
他教科や総合的な学習と連携すること、さらに
体験だけになりがちである特別活動にこそ、活
動途中でなされる形成的な評価が必要だと論じ
た。

(2)保育士養成における
人間力育成
　

共同 平成19年9月 短期大学１年における基礎演習をキャリア教育
基礎講座と位置付けて「人間力養成講座」とし
た。京都独自の和文化体験・箸育・掃除道・日
本語検定・日常のマナー等を取り入れた基礎教
育内容を紹介した。学生の評価等も提示した。
担当部分は、講義中の学生の評価観察記録の整
理分析である。
（吉村啓子・松井裕子・松田智子・土谷長子・
智原江美・高橋浩輔・下口美穂・岡野総子）

(3)平成19年度全国学力・
学習状況調査の分析

単独 平成20年2月 文部科学省が平成19年度に実施した全国学力・
学習状況調査におけるＢ問題について、その問
題の出題意図と結果分析及び授業改善について
提案した。国際学力調査ＰＩＳＡとの共通性及
び差異について具体的な問題を例示しながら述
べた。児童生徒に学力をつけるために，学習指
導要領が入口の狙いを明確にする役割を担い，
そして今回の学習状況調は出口らの目標を意識
させる役割を担っていることを強調した。B問題
は、思考力や判断力が求められ、従来までの暗
記中心の学習では対応できないことを強調し
た。教科外の総合的な学習や特別活動などで
培った、話し合いの力を基盤において、その上
に教科の力が必要と論じた。

(4)保育士養成教育と卒業時
の満足感との関係

共同 平成20年9月 免許・資格取得のための独自教科のみならず
「基礎演習」で掃除の仕方や箸育や礼儀作法等
を実施している。また伝統文化（歌舞伎・西陣
織・正しい日本語）等の授業を行っている。こ
の特徴あるカリキュラムに対する実証的な検証
を行った。こども保育学科の学生の満足度評価
を行い大学全体の結果との比較を参考にしなが
ら特徴を明らかにした。担当部分は、学生満足
度評価の実施分析である。（吉村啓子・松井裕
子・松田智子・土谷長子・智原江美・高橋浩
輔・下口美穂・岡野総子）。

阪神地区小学校生活科
教育研究会（伊丹市立
産業情報センター）

A 4,10頁

人間教育研究協議会
第６回京都フォーラム
(京都・京都ノートルダ

ム女子大学)

全国保育士養成協議会
第46回大会

（鹿児島・城山観光ホ
テル）

人間教育研究協議会主
催「第７回京都フォー

ラム2008」
（京都・京都ノートル

ダム女子大学）

全国保育士養成協議会
第47回大会

（北海道・函館国際ホ
テル）
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(5)「今なぜ命の教育が必要
か」パネラーとして提案発
表

共同 平成22年12月 幼稚園や小学校特別活動のウサギの飼育当番を
通して「いのちを大切にする幼児・小学校低学
年教育」の実践例を報告した。多くの幼稚園や
小学校では小動物の飼育活動をしている。そし
て当番活動は特別活動の係の仕事として、教師
が順番に決めていることが多い。本実践は，自
主的なウサギ当番と学級活動の話し合い活動を
通して「ウサギの世話は命を預かることであ
る」と気付きへの経過を具体化した。話し合い
を通して子どもが高まるには、教師の指導性が
不可欠であることを、強調した。
（古川治，松田智子，久保弘子，津田一司，山
口光一，渡邉満，市川真奈美）

(6)メンタリングの実際と課
題
パネラーとして提案発表

共同 平成23年2月 多様な領域での「教師」の成長・発達を対象と
した本学会では，他領域で実践・研究が進めら
れているメンタリングに着目し，教師教育・看
護教育・学校経営・eラーニングの立場からシン
ポジウム形式で発表をした。発表のテーマは
「学校におけるメンタリング機能の実際」であ
り，担当部分は公立学校の初任者研修における
指導教員と初任者との関係をメンタリングの視
点から分析である。現状の初任者研究は1年で終
了だが、メンタリングの観点からは、3年ほどの
継続が望ましいことを提言した。
（田村由美・松田岳士・河村美穂・石原逸子・
松田智子）

(7)幼稚園と小学校低学年対
象の命を大切にする教育と
は
パネラーとして提案発表

共同 平成24年1月 いのちの教育のカリキュラム化について提案し
た。幼稚園児の命の教育は「小動物の飼育」や
「植物の栽培」を通して行われることが多い。
これらは，親しみを持つだけでなく，自分の心
を癒しおちつけ，いたわりの気持ちを持つよう
になるからである。その心の働きが命を大切に
する契機となると提案した。一方、生活科で
は，学習指導要領改訂の趣旨に登場する「安全
教育を充実」することに着目し、通学路をテー
マに取り上げた単元を構成し提言した。具体的
には「寄り道のすすめ」を生活科の中に取り入
れることを提案した。担当部分は、幼稚園・小
学校低学年の指導部分である。
（古川治，松田智子，津田一司，山口光一，三
木澄子）

(8）生活科における命の教
育の単元開発

単独 平成24年6月 東日本大震災の教訓として地域全体での防災教
育の大切さが確認された。生活科は小学校1年生
で学校での安全の一部として通学路を教材とす
る。現状では、通学路の扱いは安全な登校を目
指すものであり、取り扱う時間が少ない。通学
路の安全と限定するのでなく、地域のよく使用
する道や避難通路や避難場所も組み入れた単元
を構成する必要性を提案した。モデルとして
「楽しい帰り道」という単元計画を例示した。
現在の生活科の教科書で提示されている通学路
の危険が、大雨や不審者等に偏っている傾向が
あり、東日本大震災の津波に対する記述も求め
た。

(9)領域「環境」における授
業研究
～体験活動と授業後の
発展学習を重視した授業
の展開～

共同 平成24年9月 授業の中に自然や環境に触れ合う体験活動を組
み入れ、さらに発展学習として関係する課題を
与えた。提出された課題に対するフィードバッ
クを通して学生同士が交流するための時間を毎
回確保した。このような学習サイクルの繰り返
しが、学生の意欲をどのように刺激し、授業へ
の参加態度等が変化させるかを検証したもので
ある。「環境」の授業における、学生の授業へ
の参加態度や課題等への取組態度の分析を担当
した。
（岡野聡子・松田智子）

日本生活科・総合的学習
教育学会第21回大会（徳

島・徳島大学）

第2回いのちの教育実
践交流会

（大阪・御堂会館）

日本教師学学会第12回
大会

（兵庫・甲南大学）

全国保育士養成協議会第
51 回大会(京都・京都文

教大学)

第3回いのちの教育実
践交流会

(兵庫・六甲荘)

26
  325 



(10)防災からいのちの教育
を考える分科会の
コーディネーター

共同 平成25年2月 東日本大震災が起こった際に、学校にいた子ど
もを100％救助することができた体験と教訓につ
いて、多賀城市教育委員会学校教育課長から提
案発表があった。
それを受けて大震災発生の場合における学校と
地域との望ましい関係の構築について舞子高校
の防災担当諏訪教諭から助言があった。従来の
ワンパターンの退屈な避難訓練を特別活動と考
えるのは、時代錯誤であると助言があった。
コーディネーターとして、会場の参加者の意見
と提案者と助言者の意見をまとめた。特別活動
の学校行事を核としつつ、自主的集団避難行動
をうながすような「これからの防災教育の方向
性について」のまとめを行った。
（麻生川敦・諏訪清二・松田智子）

［注］

第４回いのちの教育実
践交流会

(兵庫・六甲荘）

  

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
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年月日

平成12年4月～
平成20年3月

平成12年4月～
平成23年3月

平成10年4月～
平成24年3月

平成17年4月～
平成20年3月

平成16年4月～
平成19年3月

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　三毛　美恵子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

医歯薬学　看護学分野 看護技術　基礎看護教育　看護学実習　骨密度　実習教育

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概要

１）看護技術習得に向けた学習の動機づけ 奈良県立医科大学看護短期大学部において、基礎看護技術
Ⅰ・Ⅱで、事前に演習計画を学生に明示し、患者の条件に
沿った事前学習ができるように促した。患者の条件を読ん
でも援助方法及び演習のイメージができない学生は、VTR
視聴、図書の活用、技術の予習を事前に行い、演習内容の
把握をして授業に望むため、技術の習熟が容易で、かつス
ムーズに演習を進行することができた。学生自らの質問も
多く、積極的に演習に参加した。

２）学内演習と臨地実習をリンクさせた指導体制の導入 学生のレディネスの把握や個々の特性を踏まえた指導を目
的とし、奈良県立医科大学看護短期大学部において基礎看
護技術Ⅰ・Ⅱと、基礎看護学実習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅱを
リンクさせ、同一教員が同一学生を担当し指導する体制を
構築した。教員に対する学生の過度な緊張が減り、積極的
な質問や行動につながった。また、基礎看護技術と基礎看
護学実習Ⅰをリンクさせて、技術演習終了後１～２週間以
内に臨地実習を実施することで、提示した学習目標の到達
度が高くなった。

３）学生の主体性を引き出す取り組み 奈良県立医科大学看護短期大学部において、基礎看護学実
習Ⅰ・Ⅱで、教員や臨床実習指導者の説明ではなく、病棟
内を積極的で自由に見学し、見たこと、気づいたことを確
認・質問する方法で学ぶ指導方法を導入した。学生は、自
ら積極的に看護場面を観察し、質問する学生の姿勢は、指
導者の指導意欲を触発し、指導者自身の看護体験を積極的
に語ってもらえる機会が増えた。学生の看護に対する興
味・関心が深まり、さらなる学習に向けて意欲を彷彿させ
ることができた。

４）看護過程の展開授業に看護援助の実施、評価を導入 奈良県立医科大学看護短期大学部、及び医学部看護学科に
おける看護過程論で、ペーパーペイシェントを活用した看
護過程の展開の授業に情報収集から実施、評価まで導入し
た。援助の実際を行うことで、評価が可能となり、また、
援助の実際場面をＶＴＲで撮影し、映像による実際・対象
者の反応を確認することで、評価が容易となった。導入前
までの学習目標の達成度に比べ、導入後の学習目標達成度
が高くなった。

５）1年次生の実習直後に面接を導入することで看護学的
意味付けの充実を図る取り組み

奈良県立医科大学看護学科において、基礎看護学実習Ⅰを
5回に分けて実施している。各回終了直後に、実習記録を
参考にしながら面接を行った。臨地での学生の経験を看護
学的に意味づけることで、学習を深められるようにした。
学生は、教師との面接を手掛かりにして、カンファレン
ス、ケアの見学場面、対象者との会話などを想起しながら
考えることで経験の意味づけができた。面接による教師と
学生の個別的な対話に、看護を意味づける効果がみられ
た。
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平成16年4月～
平成20年3月

平成16年4月～
平成20年3月

平成16年4月～
平成24年3月

平成20年4月～
平成23年3月

＜教科書＞

平成22年5月
黎明書房

平成22年12月
ピラールプレス

６）根拠に基づいた看護を提供する能力の育成 奈良県立医科大学、看護学科で、基礎看護技術Ⅰの姿勢・
体位とバイタルサインズ、罨法などの各ユニットの演習に
おいて、すでに学習した技術を組み合わせて、実験研究的
要素を取り入れた演習を取り入れた。例えば、運動による
バイタルサインの変化、腋窩密着の有無と体温の関係、
ベッドメーキング時の看護者としての安全・安楽な姿勢、
温度刺激が生体に与える影響などを研究的な視点で看護技
術に取り組むことで、根拠に基づいた看護を提供する能力
の育成の一助となった。

７）主体性、科学的思考育成の取り組み 奈良県立医科大学看護学科における、基礎看護技術Ⅰで、
単に授業を受けるといった受動的な学習方法ではなく、各
ユニットごとに課題を設け、各学期の始業時に明示し、レ
ポート提出を求めた。学習した知識を基に、文献等を参考
にしながらまとめる力および主体的・科学的思考の育成を
図ることを目的に取り入れた。優先順位を考えながら計画
的に課題に取り組む主体的能力、科学的思考を育むことが
できた。

８）コンピューター・視聴覚機器を導入したビュジュア
ルな授業展開の導入

奈良県立医科大学看護学科において、基礎看護技術Ⅰ、基
礎看護技術Ⅱ、基礎看護実習Ⅰでの講義、演習、グループ
ワーク時に、PC （パワーポイント）、ＯＨＣ、ＶＴＲな
どの教材を活用した授業を展開した。視聴覚機器の導入に
よるビジュアルな授業展開で、学生の興味・関心を喚起
し、理解力の向上に役立てることができた。

９）参画型学習機会の導入 奈良県立医科大学看護学科において、学生の主体的学習を
促すために、ユニットの一部分を学生による授業や演習の
デモンストレーションを導入した。学生には、事前に担当
ユニットやデモストレーションユニットを提示し、学生が
計画的に学習できるようにするとともに、数週間前から学
生の知識・技術を質問形式で確認した。デモンストレー
ションにおいては、学生同士事前に練習してもらい、教員
が最後に確認するなどして、精度を高めた。導入した科目
は以下にあげる3科目である。「基礎看護技術Ⅰ」「基礎
看護技術Ⅱ」「看護過程論」

２　作成した教科書、教材 　

１）『生活支援技術介護過程』（再掲） 介護の対象者が自立した生活が送れるようにするための住
居環境の整備や日常生活における実践的な介護の方法を初
学者でもわかるように解説した。介護過程の意義から介護
の実践的な過程やチームアプローチの在り方について紹介
した。

分担執筆者：守本とも子、星野政明、川口ちずる、山形力
生、今村美幸、岡崎大資、横井賀津志。高畑進一、新谷奈
苗、三毛美恵子、他9名
本人担当部分は第7章　118-134、自立に向けた排泄の介
護、第11章　170-174　介護過程の意義

２）『老年看護学』（再掲） 老年看護の実践に向けた図書として、看護学生、コメディ
カル、介護福祉士などが活用できる内容とした。第1章で
は社会の中の高齢者の理解、第2章では高齢者の心と身体
について、第3章では高齢者にとっての健康の意義、第4章
では高齢者の主な疾病、第5章では、主な治療法、第6章で
は老年看護における看護の役割について分担し紹介した。

分担執筆者：今村美幸、上平悦子、岡崎大資、岡本啓子、
奥百合子、川口ちずる、三毛美恵子、他10名
本人担当部分は104-111事故・災害時の援助
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平成18年度
入学生

平成16年度～
平成19年度

入学生

平成18年度
ゼミ生

平成13年10月～
（5年間）

平成20年9月～
（3年間）

年月日

昭和50年

昭和52年5月

３）看護教員養成 平成2年11月

平成7年3月

平成15年3月

（関係機関で実施した講義）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）基礎看護技術Ⅰ講義・演習（1年次生）
　　平成18年度入学生の授業評価

奈良県立医科大学医学部看護学科１年次科目の１つである
基礎看護技術Ⅰの演習において、研究的な要素を取り入れ
た授業を行った。バイタルサインと姿勢、ベッドメーキン
グとバイタルサインの関係、車いすの設置場所と患者の安
楽性など数項目を学生に提示する。実験の具体的な方法に
ついては学生が相談しながら決定し、各種方法から得られ
た結果を比較・考察する。ビデオやコンピュータ、OHPな
どを用いて発表し、学生同士ディスカッションをした。学
生からは単に技術の習得のみでなく、研究的な視野が広が
ると好評であった。

２）実習指導（1年次生）
　　平成16年度～平成19年度入学生の授業評価

奈良県立医科大学医学部看護学科1年次の履修科目である
基礎看護学実習Ⅰにおける指導で、1回の実習が終了する
毎に、学内において教員との面接時間を確保し、ケア場面
を振り返りる機会を設けている。学生からは面接をとおし
てケアやカンファレンス、記録といった場面を振り返るこ
とで、看護師や自己の言動を想起し、看護の意味づけがで
きたと評価を得た。

３）看護学特論指導（3年次生）
　　18年度に本科目を受講したゼミ生の授業評価

看護における問題から研究課題を抽出し、抽出した研究課
題についての文献検索・検討を行った。担当学生の授業評
価結果より、学生の満足度が高く、翌年度の領域希望調査
においても多くの学生が希望した。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良県実習指導者講習会 奈良県、社団法人奈良県看護協会共催実習指導者講習会に
おいて約80名を対象に講師を務め、「実習指導の実際」を
担当した。看護基礎教育において重要な位置づけにある臨
地実習を担当する実習指導者の育成にむけて、実習指導案
作成のための基本的な知識や、指導案作成のためのノウハ
ウを講義した。

２）奈良県実習指導者講習会 奈良県実習指導者講習会の講師として、受講生約80名を対
象に、「看護教育課程」の看護師教育課程について講義を
行った。目的は看護師教育に関するカリキュラムの変遷や
現在のカリキュラムについて理解し、実習指導に活かすた
め、看護教育に関連する近年の情報を盛り込みながら概説
した。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

５　その他

　

１　資格，免許

１）准看護婦免許 第2950号

２）看護婦免許 第321341号

第27号

４）看護管理者（ファーストレベル） 第103号

５）修士（学術） 第3294号
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平成16年4月～
（7年間）

平成16年5月～
（2年間）

平成19年4月～
（1年間）

平成24年6月～
現在に至る

平成20年4月～
現在に至る

平成24年4月～
現在に至る

（看護協会活動）

平成20年4月～
（2年間）

平成21年4月～
（2年間）

平成20年11月～
（2年間）

大学看護学科内委員会

１）学生生活部会　委員 平成16年～
（3年間）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

　　特記事項なし

　

４）奈良県看護協会主催の「看護研究の実際」講師とし
て指導に従事

平成24年度より新事業として、奈良県看護協会主催で看護
研究の実際が開催された。奈良県内の各病院における看護
師を対象にして、研究計画書の作成および研究の指導を
行った。

（関係機関で実施した看護研究指導）

１）市立奈良病院における看護研究指導に従事 毎年、入職３年目の約15名程度の看護師を対象に、看護研
究の基礎的な知識について、約3時間程度の講義を行っ
た。受講を終えた看護師に対して個人またはグループ毎
に、研究テーマ・目的の設定、データの収集、整理、分析
方法、論文作成、発表までを年間4～5回にわたり指導をお
こなった。病院内における発表の講評を行い、収録集作
成、学外発表にむけてアドバイスを行い、いくつかの研究
は学外発表に至った。

２）平井病院における看護研究指導に従事 病院に勤務する各病棟の看護師20名に対して、看護研究の
基礎的な知識を講義後、各テーマ毎に看護研究指導を行っ
た。毎年約7～8の研究指導を行い、病院内発表、近畿地区
発表にむけて年5～6回の指導を行った。発表会後には、研
究に向けての今後の課題や質の向上をめざして講評を行っ
た。

３）奈良県立医科大学附属病院における看護研究指導に
従事

奈良県立医科大学附属病院に勤務する病棟看護師に対し
て、1つの研究テーマについて、研究テーマの決定から、
院内研究発表までを年間4～5回に分けて研究指導を行っ
た。

１）奈良文化高校専攻科に従事 奈良文化高等学校衛生看護専攻科の生徒約60名を対象に、
研究テーマの設定、文献検索、研究の種類、データ－の収
集・分析、論文作成、学会発表など看護研究に関する基礎
的な知識の講義を30時間行った。

２）田北看護専門学校に従事 田北病院付属看護専門学校の生徒約40名を対象に、研究
テーマの設定、文献検索、研究の種類、データ－の収集・
分析、論文作成、学会発表など看護研究に関する基礎的な
知識の講義を10時間行った。

２）第41回日本看護学会老年看護学術集会準備委員 日本看護学会老年看護学学術集会開催に向けて、会議を年
6回程度行った。発表者決定のための査読、発表グループ
編成、当日の準備委員、運営にあたった。学会当日は、口
演会場の司会を務め、スムーズに発表会を終了することが
できた。

（短期大学･高校･専門学校の学生及び生徒への講義）

４　その他

１）近畿地区看護研究学会準備委員 看護協会主催の近畿地区看護研究学会委員に任命され、学
会開催に向けて活動を行った。活動内容は、年6回程度会
議に出席し、開催に向けた協議、発表者選定に向けた査
読、会場準備、当日の運営を行った。

（奈良県からの依頼）

１）奈良県准看護師試験委員 奈良県医師看護師確保対策室より准看護師資格試験のため
の委員に任命され、年度の試験方針、作問に関する説明な
どの年2回開催される会議への参加、作問及び採点を行っ
た。

奈良県立医科大学医学部看護学科において、学生部会委員
として、学生の健康管理に対応、校外学習の企画・運営、
進路に関する調査などを担当し、学生の大学生活のサポー
ト及び指導を行った。
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平成14年～
(2年間）

平成18年～
(5年間）

平成18年～
（4年間）

平成19年～
（2年間）

平成22年～
（2年間）

大学内委員会　

平成20年4月～
（1年間）

平成22年4月～
（2年間）

［注］

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

２）実習部会　委員 奈良県立医科大学看護短期大学部において実習部会委員と
して、臨地実習の計画・調整、実習要綱の編集などに携
わった。

奈良県立医科大学医学部看護学科において実習部会委員と
して、臨地実習の計画・調整・グループ編成、実習要綱の
編集などに携わった。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

３）紀要編集部会　委員 奈良県立医科大学医学部看護学科において、看護学科の紀
要作成にかかわる会議に出席し、編集委員として査読など
に携わった。

４）看護師等就職促進部会　委員 奈良県立医科大学医学部看護学科において、看護師等就職
促進部会委員として、学生生活部会が実施した調査を基
に、その年度における動向を分析するなどメンバーとして
活動した。

５）研究倫理委員会　委員 奈良県立医科大学医学部看護学科において、看護研究倫理
委員会委員として、学生の卒業研究計画書の倫理に関する
審査を行った。

１）敷地内禁煙ワーキング委員会 奈良県立医科大学において、敷地内禁煙ワーキング委員会
委員の看護学科の代表として、敷地内禁煙対策に関する意
見発言など、委員としての活動を行った。

２）看護師看護学生就職ワーキング 奈良県立医科大学医学部看護学科において、看護師看護学
生就職ワーキングメンバーとして活動し、学生及び既卒生
に対する就職に関するニーズ調査を実施した。これまで明
らかにされていなかった、学生の就職に対するニーズが明
確になり、確保対策の一助となった。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
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年月日

平成20年4月～
現在に至る

平成17年4月
保育出版社
B5版
全233頁

平成17年4月
中央法規
B5版
全136頁

平成17年8月
中央法規
B5版
全138頁

３）QOLを高める専門看護、介護を考える(下巻)
　（再掲）

第7章1節1　P.19-P.20
第8章　P.76-P.84
第10章　P.111-P.123
　本書は上巻の続編として、広く国内外の最新の研究成
果や実践例などを取り上げて紹介するとともに、高齢者
施設での看護と介護の専門援助についてその内容・方法
を具体的に解説した。保健医療現場の第一線として看
護・介護実践に従事する者が、対象者のニーズに応じた
専門援助の知識と技術をより一層高めることを目的とし
た。

監修：アンドレア・ストレイト・シュライナー
編集：守本とも子、星野政明

―教科書―

１）先天性疾患と家族心理臨床
　　「家族のための心理学」（再掲）

第8章1節　P.142-P.146
「身体的疾病と家族の心理臨床」
　家族の身体的疾病の羅患事態において生ずる家族の心
理臨床的な問題を取り上げ、それへの適切な対策をと
り、家族の精神的健康の維持向上を促すことについて、
具体的な事例を示して実践に役立つように理解を図っ
た。
単著

２）QOLを高める専門看護、介護を考える(上巻)
　（再掲）

第4章　P.97-P.116
第5章　P.119-P.132
　本書は利用者のQOLを高める看護・介護領域での専門援
助に焦点を絞り、広く国内外の最新の研究成果や実践例
などを取り上げて紹介するとともに、高齢者施設での看
護と介護の専門援助についてその内容・方法を具体的に
解説した。保健医療現場の第一線として看護・介護実践
に従事する者が、対象者のニーズに応じた専門援助の知
識と技術をより一層高めることを目的とした。

監修：アンドレア・ストレイト・シュライナー
編集：守本とも子、 星野政明

1）視聴覚教材のための資料作成 　関西学院大学人間福祉学部人間福祉研究科の非常勤講
師として視聴覚教材のための資料を作成した。具体的に
は人体解剖・人体機能、疾病や加齢について、難解な用
語の解説や重要事項のまとめなどを資料として作成し、
各授業ごとに資料の配布を行った。

２　作成した教科書、教材

看護学 在宅脳卒中患者、在宅酸素療法患者、介護者、QOL

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　守本　とも子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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平成18年11月
黎明書房
B5版
全260頁

平成18年5月
医学書院
全348頁

平成19年3月
保育出版社
全175頁
P.133-P.135

平成19年3月
金芳堂
全211頁

平成19年4月
日本放射線技師
会出版会
全261頁

平成20年4月
医学書院
全348頁

９）系統看護学講座　専門分野1
　「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」
　　第14版第6刷　（再掲）

第5部 第1章 A「生活環境を整える」P.64-P.74
　本章では生活環境を整えるための技術の習得を通し
て、病床環境を多角的にとらえ、患者の安全・安楽への
配慮を具体的な行為として実践できる力を養う。同時
に、患者の病床環境に対していつも自然に目配りがで
き、安全や安楽を阻害する因子を早期に発見し、即座に
対応できる感性を養う。
　
第5部 第1章 C「衣服を用いる」P.121-P.127
　本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つである
衣生活への援助について述べる。衣生活には生理的意
義、社会的意義、心理的意義があることを理解する。ま
た、対象に応じた衣生活をアセスメントし、適切な援助
ができるための方法を習得する。
共著

６）事例から学ぶ
　　子どもを育む母親援助の実際（再掲）

Case39「体が弱い」P.133-P.135
　本書は保育者を養成する大学の教員と豊富な保育経験
者により、保育状況で起こりやすい問題について想定
し、保育者を目指す学生や現場の保育者の母親援助の実
践に役立つ援助技術について解説した。
共著

７）コンパクト福祉系講義
　　医学一般（再掲）

第23章Ⅰ
「施設入所認知症高齢者に対する緩和ケアモデル」
P.156-P.160
　 医療と福祉の接点である介護について、介護者のQOL
を考えた援助ができるような深い専門知識を身につける
とともに、現代社会での医療・医学にマッチした医学一
般についての教本として制作した。
共著

８）看護学実践
　　―Science of Nursing―
　　老年看護学（再掲）

Chapter 2　高齢者の理解　「加齢と老化」
高齢者の心と身体について加齢現象の視点から理解する
とともに、高齢者の特徴を十分できるように記述した。
P.45-P.52
監修：川野雅資
編者：守本とも子

４）介護概論
　　―利用者へのサービスの質の向上を目指
　　して―（再掲）

第4章2節 P.58-P.70 3節 P.82-.P89 4節 P.89-P.97
第5章1節 P.133-P.138
第7章1節 P.186-P.192
　社会福祉基礎構造改革後の福祉サービスの最大のテー
マのひとつに「利用者へのサービスの質の向上」があ
る。福祉サービスの質のもっとも重要な要素は、サービ
スを提供する人的資源の質の向上であると考えられる。
利用者の意思・意欲を十分に把握した支援の構築と具現
化に向けて、高い専門性に裏付けられた専門職としての
能力の確立を目指すことを目的とした。

編著:守本とも子、星野政明

５）系統看護学講座　専門分野1
　「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」
　　第14版第1刷（再掲）

第5部　第1章　A「生活環境を整える」P.64-P.74
　本章では生活環境を整えるための技術の習得を通し
て、病床環境を多角的にとらえ、患者の安全・安楽への
配慮を具体的な行為として実践できる力を養う。同時
に、患者の病床環境に対していつも自然に目配りがで
き、安全や安楽を阻害する因子を早期に発見し、即座に
対応できる感性を養う。

第5部　第1章　C「衣服を用いる」P.121-P.127
本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つである衣
生活への援助について述べる。衣生活には生理的意義、
社会的意義、心理的意義があることを理解する。また、
対象に応じた衣生活をアセスメントし、適切な援助がで
きるための方法を習得する。
共著
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平成21年2月
医学書院
全495頁

平成21年3月
日本放射線技師
会出版社
全211頁

平成21年3月
中央法規出版
(株)
全204頁

平成22年9月
黎明書房
全202頁

平成22年6月
黎明書房
全219頁

平成22年12月
PILAR　PRESS
全288頁

15）老年看護学 Geriatric Nursing
　　（再掲）

第2章　高齢者の理解　「加齢と老化」P.2、P.57-P.65
　本書は高齢者の身体的・心理的特徴を十分把握したう
えで高齢者のQOLの向上を目指した看護実践を意識的に取
り上げた「老年看護学」（監修:川野雅資、編集：守本と
も子,2007年）の改訂版である。国家試験対策のテキスト
としても活用されてきた旧版の内容をさらに掘り下げ、
高齢者の疾病構造の変容、健康に関連した高齢者のニー
ズの多様性などを考慮して、老年看護の実践に向けて、
看護学生の必携のテキストとなっている。
　
監修：川野雅資
編著：守本とも子

12）新・QOLを高める専門看護、介護を考える
　　（再掲）

第2章「高齢者への痛みへのアプローチ」P.61-P.91
第3章「高齢者の嚥下困難へのアプローチ」P.113
第5章第1節1「高齢者施設入居中の認知症高齢者へのアプ
ローチ」P.169-P.178
第6章「認知症高齢者への安全テクニック」P.169-P.175
　高齢者の生活に視点をあて、最新の研究報告などをも
とに、日常生活支援から高齢者への安全対策、さらにQOL
を高める方策としての遊び療法について述べた。

監修：アンドレア・ストレイト・シュライナー
編著：守本とも子、星野政明
編集

13）介護の基本・コミュニケーション技術
　　（再掲）

　本書は介護の考え方について理解するとともに、介護
を必要とする対象者を生活の視点からとらえ、介護を適
切に行う能力と態度を養うことを目的とする。

編者：守本とも子、星野政明

14）生活支援技術・介護過程（再掲） 第10章「終末期の介護」P.159-P.168
　終末期における介護の意義と目的、対象者のアセスメ
ント、医療との連携、ブリーフケアについて述べ、終末
期にある高齢者の最も安楽で威厳に満ちた死を可能にす
る方法を探る。

編者：守本とも子、星野政明（編著）

10）系統看護学講座　専門分野1
　「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」
　　第15版第1刷（再掲）

第2部 第1章 B「病床環境の調整」P.22-P.32
　本章では生活環境を整えるための技術の習得を通し
て、病床環境を多角的にとらえ、患者の安全・安楽への
配慮を具体的な行為として実践できる力を養う。同時
に、患者の病床環境に対していつも自然に目配りがで
き、安全や安楽を阻害する因子を早期に発見し、即座に
対応できる感性を養う。

第2部 第5章 C「病床での衣生活の援助」P.185-P.192
　本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つである
衣生活への援助について述べる。衣生活には生理的意
義、社会的意義、心理的意義があることを理解する。ま
た、対象に応じた衣生活をアセスメントし、適切な援助
ができるための方法を習得する。
共著

11）国際看護への学際的アプローチ（再掲） 第1章「異文化理解のための看護理論」P.7-P.18
　世界でトピックとなっている健康課題とその背景を国
際保健医療活動の実例を交えながら紹介し、看護の国際
的な活動に必要な知識や思考について述べた。

監修：守本とも子
編者：堀内美由紀
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平成23年1月
金芳堂
全200頁

平成23年3月
金芳堂
全128頁

平成24年2月
医学書院
全495頁

平成24年3月
黎明書房
全128頁

平成25年2月
医学書院
全508頁

３　教育上の能力に関する大学等の評価

　　特記事項なし

―教材―

18）系統看護学講座　専門分野1
　「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」第15版第8刷
　（再掲）

第2部 第1章 B「病床環境の調整」P.22-P.32
　本章では外部環境を病床環境に限定し、「病床環境の
調整」と「ベットメーキング」「リネン交換」について
の技術を習得する。病床環境の調整には、病床の温度と
湿度。光と音、病室の色彩、空気の清浄性とにおい、人
的環境の調整のほか、ベットのマットレスやまくらなど
の寝具も含まれる。

第2部 第5章 C「病床での衣生活の援助」P.185-P.192
　本章では本章では人間生活の基盤となる三大要素の一
つである衣生活への援助について述べる。衣生活には生
理的意義、社会的意義、心理的意義があることを理解す
る。また、対象に応じた衣生活をアセスメントし、適切
な援助ができるための方法を習得する。
共著

19）介護実習入門（再掲） 　本書において対象者への実際的な福祉的援助の方法を
学び、専門職としての基盤を構築することが可能である
と考える。

編集：守本とも子、星野政明

20）系統看護学講座　専門分野1
　「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」第16版
　（再掲）

第1章　A「環境調整技術」P.9-P.21
　本章では療養生活の環境を構成する要素を理解し、病
室・病床のアセスメントと調整について学ぶ。また、
ベット周囲と病床の環境整備、ベットネーキング、リネ
ン交換の実際について学ぶ。

第6章　B「清潔・衣生活援助」P.192-P.200
　衣類を用いることの生理的・社会的・心理的意義を理
解する。また、衣生活に関するニーズのアセスメントや
援助の実際について学ぶ。
共著

16）医療福祉学の道標（再掲） 第2章
C「生活の変化と保健･医療･福祉の統合」P.23-P.26
第13章
A 「少子高齢社会での医療福祉」P.163-P.165
C 「介護福祉から医療介護福祉へ」P.170-P.172
G 「情報化社会における医療福祉」P.184-P.185
　 本書は現代医療の課題を探求・解決していこうとする
と同時に医療というフィールドにおける「社会福祉的視
点の意義」について考察する。また、医療ソーシャル
ワーカの側から今日の医療・福祉に存在する課題を解明
し、生活問題に制度的にも心理的にも対応できる「ソー
シャルワーク」「ソーシャルワーカー」のあり方と方法
を解説する。

監修：日野原重明他2名
編集：星野政明他2名
共著

17）子ども家庭のウェルビーイング（再掲） 第1章 A「少子化の進行と家庭・地域の変容」P.1-P.5
第3章 B「子ども家庭福祉の実施体制」P.39-P.41
　現代社会における子どものウェルビーイングを追及す
るため、子供を取り巻く社会福祉的問題や今日的課題を
明らかにするとともに、子ども家庭福祉のあり方と支援
策について解説する。

編集代表：星野政明
編集：真鍋顕久、三友雅夫
共著
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平成17年8月

平成18年8月

平成19年8月

平成20年8月

平成16年8月28日

平成17年3月3日

平成17年9月7日

平成17年12月4日

２）箕面市競艇事業部　研修会　講師 　箕面市競艇事業部主催の研修会で講師を務め、「職場
で気持ちよく働くために―快適な職場環境づくり―」と
題した講演を行った。

対象：職員約400名
会場：住之江競艇場中央ホール（大阪府箕面市）

３）奈良県天理市　講演会　講師 　奈良県天理市主催の講演会で講師を務め、「高齢者と
のかかわり方～高齢者の特徴を知ろう～」と題した講演
を行った。

会場：天理市保健センター

４）社団法人奈良県放射線技師会
　　生涯学習セミナー　講師

　社団法人奈良県放射線技師会主催の生涯学習セミナー
で講師を務め、「看護学」と題した講演を行った。

対象：奈良県立医科大学医学部看護学科　50名

―講演―

１）島根県看護協会
　　島根県看護協会教育事業委員会研究会　講師

　島根県看護協会の教育事業委員会研究会の講師を務
め、「高齢者の摂食・嚥下障害患者へのアプローチ」と
題した講演を行った。

会場：島根県看護協会看護研修センター（島根県松江
市）

２）タイ　チェンマイ市
　　チェンマイ大学看護学部　学術交流

奈良県立医科大学医学部看護学科　海外研修学生引率

プログラムオリエンテーション
レクチャー：Health care delivery system in
Thailand、Psychiatric and mental health nursing in
Thailand、Current　HIV/AIDS situation in Thailand
他
スタディビジット：Chiang May Psychiatric Hospital、
Local health care service Office of the Education
Ministry(HIV/ AIDS Mission)、Church of Christ in
Thailand  他

３）タイ　チェンマイ市
　　チェンマイ大学看護学部　学術交流

奈良県立医科大学医学部看護学科　海外研修学生引率

プログラムオリエンテーション
レクチャー：Introduction of nursing midwifery
education in the Faculty of Nursing, Chiang Mai
University、Reproductive health in Thailand  他
スタディビジット:Local health care service (khun
Kong Health Care Clinic) Community reproductive
facilities、Location Clinic Chiang Mai Health
promotion Hospital 他

４）タイ　チェンマイ市
　　チェンマイ大学看護学部　学術交流

奈良県立医科大学医学部看護学科　海外研修学生引率

プログラムオリエンテーション
レクチャー: Elderly in Thailand、Health status of
children in Thailand、 Health care service and
health promotion of children in Thailand   他
スタディビジット：Elderly club at Faculty on
nursing、 Day care center FON CMU, Pediatric Units,
Pediatric Intensive Care Unit, Nursery, and Well
baby clinic at university hospital、 Traditional
Thai Massage Center  他

４　実務の経験を有する者についての特記事項

―海外研修学生引率―

１）アメリカ　ロサンゼルス
　　UCLA Hospital, USC-Children's Hospital

奈良県立医科大学医学部看護学科　海外研修学生引率
プログラムオリエンテーション
レクチャー：癌治療について、異文化看護について
スタディビジット：USC-Children’s Hospital、アサー
トン、UCLA－Hospital
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平成18年5月25日

平成19年3月18日

平成19年3月26日

平成19年10月11日

平成21年2月24日

平成16年5月～
平成17年3月

平成17年9月14日
平成17年9月15日

平成18年9月

平成19年9月

平成20年9月

３）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

４）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：3時間

５）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：3時間

―講習会―

１）三重県立尾鷲総合病院看護部
　　看護研究研修会　講師

　三重県立尾鷲総合病院看護部主催の看護研究研修会に
おいて、講師および研究指導を担当した。

　三重県立尾鷲総合病院の看護師対象に昨年に引き続き
「看護研究とは」「看護研究に関する倫理」「看護研究
方法」等について講演した。また、看護研究を行った病
棟（ICUを含む）の研究代表者と面談を持ち継続的な研究
指導を行った。研究発表会では講評を行った。

会場：三重県立看護大学および三重県立尾鷲総合病院

２）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護の概念」「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター（奈良県橿原市）
時間：9時間

８）(財)健康管理・開発センター　健康講話
　　講師

　(財)健康管理・開発センター主催の健康講和で講師を
務め、「女性のうつ　特徴を知ろう」と題した講演を
行った。

会場：住之江競艇場（大阪府住之江区）

９）(財)健康管理・開発センター　講演会
　　講師

　(財)健康管理・開発センター主催の講演会で講師を務
め、「たばこの害について」と題した講演を行った。

会場：住之江競艇場（大阪府住之江区）

５）奈良県社会教育センター　友の会
　　「高齢者のこころと身体をよく知ろう」

　奈良県社会教育センター友の会の講演会で講師を務
め、「高齢者のこころと身体をよく知ろう」と題した講
演を行った。

参加者：150名
会場：葛城市社会教育センター

６）(財)健康管理・開発センター
　　平成18年度富田林市介護予防事業認知症予防
　　講演会　講師

　(財)健康管理・開発センター主催の平成18年度富田林
市介護予防事業認知症予防講演会で講師を務め、「わか
りやすい脳の働き　一人の記録と認知症」と題した講演
を行った。

大阪府富田林市

７）(財)健康管理・開発センター
　　平成18年度和泉市ヘルスアップサポーター
　　養成講座　講師

　(財)健康管理・開発センター主催の平成18年度和泉市
ヘルスアップサポーター養成講座でスーパーバイザーと
して講師を務めた。

大阪府和泉市の住民を対象に個別的な健康相談を受け
た。実施後のアンケート調査の
結果、相談内容は壮年期にあっては健康問題が多く、高
齢者においては特に独居老人
にメンタルな問題が多かった。

大阪府和泉市
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平成21年9月8日

平成22年9月

平成23年9月

平成24年6月13日
～7月11日

平成24年6月

平成24年9月

平成25年8月

平成22年

平成23年6月13日
～7月27日

平成25年5月20日
～6月4日

１）大阪府看護協会
　　大阪府看護教員養成講習会　講師

　大阪府看護協会主催の大阪府看護教員養成講習会にお
いて、「看護論演習」の講義を行った。

受講生：79人
時間：30時間
大阪府看護協会桃谷センター（大阪市天王寺区）

２）社団法人岐阜県看護協会
　　岐阜県看護教員養成講習会　講師

　社団法人岐阜県看護協会主催の岐阜県看護教員養成講
習会において、「看護論」「看護論演習」の講義を行っ
た。

専任教員養成講習会受講生：30人
時間：15時間（講義）、15時間（演習指導）
会場：社団法人岐阜県看護協会特別研修室、岐阜県県民
ふれあい会館第1棟5階（岐阜県岐阜市）

３）社団法人岐阜県看護協会
　　岐阜県専任教員養成講習会　講師

　社団法人岐阜県看護協会主催の岐阜県専任教員養成講
習会において、「専門領域別看護論演習・老年看護学」
の講義を行った。

専任教員養成講習会受講生：19人
時間：18時間
会場：社団法人岐阜県看護協会特別研修室、岐阜県県民
ふれあい福寿会館第1棟5階（岐阜県岐阜市）

12）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護師教育課程」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

―教員養成講座講師―

９）社団法人岐阜県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人岐阜県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護理論」の講義および演習指導を行った。

専任教員養成講習会受講生：30人
会場：社団法人岐阜県看護協会特別研修室、岐阜県県民
ふれあい会館第1棟5階（岐阜県岐阜市）
時間：15時間（講義）、15時間（演習指導）

10）日本保健医療行動科学会　講師 　日本保健医療行動科学会主催の講習会において、「医
療系大学におけるチーム医療教育の実際―医療のパラダ
イムシフトに向けて―」についての講義を行った。

会場：じゅうろくプラザ（岐阜県岐阜市）

11）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護師教育課程」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

６）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

７）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

８）社団法人奈良県看護協会
　　実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会にお
いて、「看護論」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間
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平成25年7月29日
平成25年12月4日
～12月12日

平成16年4月～
平成22年3月

平成17年4月～
平成22年3月

平成17年4月～
平成22年3月

平成17年4月～
平成22年3月

平成18年4月～
平成22年3月

平成18年4月～
平成22年3月

平成20年4月～
平成25年3月

平成20年4月～
平成25年3月

６）「看護学特論」の担当 　奈良県立医科大学医学部看護学科の学生を対象に「看
護学特論」を担当した。「看護学特論」は必修科目で1単
位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容は国内外
における看護研究の動向と課題及び国内外で関心のある
看護問題や課題についての研究計画書を作成する方法に
ついてである。

７）「介護概論」の担当 　関西学院大学人間福祉学部の学生を対象に「介護概
論」を担当した。「介護概論」は必修科目で1単位（2時
間×15回）の半期科目である。講義内容は、介護の主た
る対象となる高齢者を理解しながら、介護の目的、方
法、専門職としての役割を学ぶ、また、それらを基に実
践と自己研鑽を積むことのできる専門性を育てることを
目的とする。

８）「介護技術」の担当 　関西学院大学人間福祉学部の学生を対象に「介護技
術」を担当した。「介護技術」は必修科目で1単位（2時
間×15回）の半期科目である。講義内容は、障害や疾病
あるいは加齢により、他の人の支援を必要とする対象者
のQOLを高める介護上の援助技術について、その考え方お
よび身体的状況に応じたよりよい介護技術を学ぶ。授業
は講義と演習であり、全体の1/2は体験的学習で構成す
る。

３）「社会福祉学」の担当 　奈良県立医科大学医学部看護学科の学生を対象に「社
会福祉学」を担当した。「社会福祉学」は必修科目で2単
位（2時間×30回）の通年科目である。講義内容は社会保
障・社会福祉の理念や原理及び障害者・高齢者の生活問
題の現状を把握し、それに対する社会福祉制度と最近の
政策動向についてである。

４）「国際看護論」の担当 　奈良県立医科大学医学部看護学科の学生を対象に「国
際看護論」を担当した。「国際看護論」は選択科目で2単
位（2時間×30回）の通年科目である。講義内容は学際的
視点から世界で展開する看護活動について理解を深め、
実際に外国での看護教育・看護活動の演習を通して、新
しい看護の視点と可能性を探る。

５）「看護研究概論」の担当 　奈良県立医科大学医学部看護学科の学生を対象に「看
護研究概論」を担当した。「看護研究概論」は必修科目
で1単位（2時間×7回）の半期科目である。講義内容は看
護研究を進めていく上での基礎的能力を育成するととも
に研究的態度および看護観及び研究の意義、研究課題の
立て方、研究方法、研究結果のまとめ方、考察、発表の
方法についてである。

―担当教科―

１）「老年看護学概論」の担当 　奈良県立医科大学医学部看護学科の学生を対象に「老
年看護学概論」を担当した。「老年看護学概論」は必修
科目で2単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内
容は「加齢に伴う変化」と老年期の人々のQOLの向上をめ
ざす理論と技術についてである。

２）「老年看護学援助論」の担当 　奈良県立医科大学医学部看護学科の学生を対象に「老
年看護学援助論」を担当した。「老年看護学援助論」は
必修科目で2単位（2時間×30回）の通年科目である。講
義内容は老年期にある人の健康の増進、疾病の予防と
いった看護実践の理論と技術についてである。

４）社団法人奈良県看護協会
　　奈良県専任教員養成講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の奈良県専任教員養成講
習会において、「専門領域別看護論演習・老年看護学」
の講義を行った。

専任教員養成講習会受講生：30人
時間：14時間
会場：奈良県看護研修センター、奈良県看護協会ホーム
ナーシングセンター（奈良県橿原市）

５　その他
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平成20年4月～
平成25年3月

平成20年4月～
平成25年3月

平成22年4月～
平成25年3月

平成22年4月～
平成25年3月

平成22年4月～
平成25年3月

平成22年4月～
平成25年3月

平成22年4月～
平成25年3月

平成25年4月～
平成25年9月

15）「チーム医療論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「チーム医療論」を担当した。「チーム医療論」は必修
科目で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講義は3
学科の教員で行う。チーム医療における協調性、責任
感、コミュニケーション能力の向上は必須である。また
専門分野以外の学習も「学際性」を伸ばすために必要で
ある。3学科共通の科目を持ち学科の壁を越えて本科目を
履修することにより医療現場において必要とされる資質
を習得することを目的とする。

16)「看護学概論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「看護学概論」を担当した。「看護学概論」は必修科目
で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容
は、看護学における主要概念を理解し、看護の本質と専
門職としての役割を学ぶ。そのために、看護の対象であ
る人間を全人的にとらえる知識と感性を養う。また、自
己の看護観を形成し、発展させる能力を養うことを目的
とする。

12）「国際看護論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「国際看護論」を担当した。「国際看護論」は必修科目
で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容
は、国際社会の動向を知り、グローバルな視点で活動で
きる教養を養うことを目標とする。それぞれの国の分
化、資源、環境など、多角的な視点について考え、異文
化を持つ人々への看護の在り方に対する理解を深めてい
く。

13）「ターミナル看護」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「ターミナル看護」を担当した。「ターミナル看護」は
は必修科目で1単位（2時間×15回）の半期科目である。
講義内容は、ターミナルケアの意味を理解し、看護者自
身の生死観が確立できる基礎を養う。また、ターミナル
ケアを実践するうえでの知識と技術を学ぶ。

14）「看護理論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「看護理論」を担当した。「看護理論」は必修科目で1単
位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容は、看護
の見方・考え方の基礎として、様々な看護理論が現れて
きた社会背景を知り、看護理論を学ぶ。代表的な理論家
の理論が看護実践の根拠になることや、その活用方法を
知る。さらに、理論を研究に活用するための方法につい
て理解する。

９）「からだのしくみと生活」の担当 関西学院大学人間福祉学部の学生を対象に「からだのし
くみと生活」を担当した。「からだのしくみと生活」は
必修科目で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講
義内容は、対象の自立支援にむけて必要なこころとから
だの基礎的な知識を学び、適切な介護の実践ができる能
力を養うことを目的とする。

10）「加齢と障害の理解」の担当 　関西学院大学人間福祉学部の学生を対象に「加齢と障
害の理解」を担当した。「加齢と障害の理解」は必修科
目で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容
は、人間の成長と発達における心理や身体機能の変化を
学び、それらが日常生活に与える影響について理解する
ことを目的とする。

11）「看護学原論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「看護学原論」を担当した。「看護学原論」は必修科目
で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容
は、看護学における主要概念を理解し、看護の本質と専
門職としての役割を学ぶ。そのために、看護の対象であ
る人間を全人的にとらえる知識と感性を養う。また、自
己の看護観を形成し、発展させる能力を養うことを目的
とする。
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平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

21）「基礎看護学実習Ⅰ」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「基礎看護学実習Ⅰ」を担当した。「基礎看護学実習
Ⅰ」は必修科目で1単位15時間の半期科目である。講義内
容は、看護の対象となる人々が生活する様々な環境を把
握し、対象者のニーズについて考える。また、看護師の
シャドーイングを行い、対象者とのコミュニケーション
場面や援助場面の観察を通して、日常生活への理解を深
め、看護の機能や役割について考える。

22）「成人看護学概論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「成人看護学概論」を担当した。「成人看護学概論」は
必修科目で2単位30時間の半期科目である。講義内容は、
人間の成長発達課題における成人期の特質について、身
体的・精神的・社会的側面から理解する。また、成人期
にある人々の様々な健康障害の原因や要因を学び、健康
の回復、あるいは健康の保持増進に向けての看護援助の
方法について学ぶ。

23）「ターミナルケア論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「ターミナルケア論」を担当した。「ターミナルケア
論」は選択科目で1単位15時間の半期科目である。講義内
容は、ターミナルについての概念、およびターミナル期
にある対象へのケアの在り方について学ぶ。各ライフサ
イクルにおけるターミナルケアの意味を理解するととも
にターミナルケアを実践する上での知識と技術を学ぶ。

18）「保健医療学概論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「保健医療学概論」を担当した。「保健医療学概論」は
必修科目で1単位15時間の半期科目である。講義内容は、
全人的ケアに主眼をおいた保健医療学について、その背
景や基本的な考え方、諸外国及び日本における現状と実
践例、クオリティ・オブ･ライフ（QOL）の視点を含む医
療と看護の原点などについて幅広く学び、その後の主体
的な学習の礎とする。

19）「看護理論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「看護理論」を担当した。「看護理論」は必修科目で1単
位15時間の半期科目である。講義内容は、代表的な理論
家の理論がどのような医療環境や社会背景のもとに構築
されてきたかを知る。また、それらの理論が看護実践の
根拠となることを理解し、看護過程の展開に有効に活用
する方法を学ぶ。

20）「チーム医療論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「チーム医療論」を担当した。「チーム医療論」は必修
科目で1単位15時間の半期科目である。講義内容は、チー
ム医療の重要性、看護領域におけるチーム医療の変遷に
ついて学ぶ。そして現在のチーム医療のなかでの看護師
の位置づけおよび看護師が果たす役割について理解す
る。また、チーム医療における看護の在り方および今後
の課題について考察する。

17）「早期体験演習」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「早期体験演習」を担当した。「早期体験演習」は必修
科目で1単位15時間の半期科目である。講義内容は、看護
の対象となる人々や医療チームのメンバーと信頼を築く
ための基本となるコミュニケーション方法を観察し、そ
の内容について討議を行う。また、外来患者、入院患
者、看護師と共に行動し、入院までの流れや病院の仕組
み、看護の機能を学習し、将来医療に従事する者として
看護の在り方を考える。
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平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年6月～
平成26年9月

平成26年10月～
平成27年3月

27）「社会福祉」の担当 　大和高田市立看護専門学校の学生を対象に「社会福
祉」を担当した。「社会福祉」は必修科目で１単位（2時
間×15回）の半期科目である。講義内容は、社会保障・
社会福祉の理念や原理及び障害者・高齢者の生活問題の
現状を把握し、それに対する社会福祉制度と最近の政策
動向について学ぶ。

28）「ターミナルケア論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「ターミナルケア論」を担当した。「ターミナルケア
論」はは必修科目で1単位（2時間×15回）の半期科目で
ある。講義内容は、ターミナルケアの意味を理解し、看
護者自身の生死観が確立できる基礎を養う。また、ター
ミナルケアを実践するうえでの知識と技術を学ぶ。

24）「国際保健医療看護演習」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「国際保健医療看護演習」を担当した。「国際保健医療
看護演習」は選択科目で1単位15時間の半期科目である。
講義内容は、国際保健医療の第一線で活躍する専門家の
報告などから世界の健康問題の動向と取り組みを学ぶ。
また、伝統や風習などによる健康への意識と健康行動の
違いを理解し、そこに求められる保健医療を考える。

25）「卒業研究Ⅱ」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「卒業研究Ⅱ」を担当した。「卒業研究Ⅱ」は必修科目
で1単位15時間の半期科目である。講義内容は、研究計画
書の作成、文献レビューを中心に研究の一連の流れを理
解する。また、研究を実施する際は担当教員の指導を受
けながら「研究倫理」を十分把握したうえで実施する。
今後の看護実践の場での看護研究に向けての素地を養
う。

26）「社会福祉学」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「社会福祉学」を担当した。「社会福祉学」は必修科目
で1単位15時間の半期科目である。講義内容は、社会福祉
の歴史的経緯と今日に至った社会福祉の概念やその背景
となる社会の発達、人々を支える価値について学び、理
解を深める。さらに、地域における社会福祉職と医療職
との連携・協働のあり方と社会福祉援助技術、マンパ
ワーについて学び、社会福祉の基礎的理解を進める。
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平成26年10月～
平成27年3月

平成18年10月～
平成22年3月

平成19年5月～
平成22年3月

年月日

昭和53年3月31日

昭和53年3月21日

昭和61年5月14日

昭和63年9月25日

平成3年11月29日

平成9年3月25日

平成15年10月15日

平成22年4月～
平成24年9月

４　その他

10）岐阜医療科学大学
　　研究倫理審査委員長

　岐阜医療科学大学保健科学部看護護学科、放射線技術
学科、臨床検査技師学科合同の研究倫理審査委員会にお
いて研究倫理審査委員長を務めた。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

―看護師―

２　特許等

　　特記事項なし

５）看護教員資格 第946号
平成3年度厚生省認定による看護教員養成講習会

６）修士（学術） 大阪教育大学第2090号

７）博士（社会福祉学） 関西学院大学（甲社第十四号）

２）保母資格 第保755

３）看護婦免許 第568532号

４）養護学校教諭1級普通免許 昭63養学1普め第10号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格、免許

１）幼稚園教諭2級普通免許 昭52幼2普第3230号

―その他―

２）総合実習 奈良県立医科大学医学部看護学科の4年次学生を対象に
「総合実習指導」（指導人数11人、指導期間10週）を担
当した。

―学位論文指導―

―実習指導―

１）老年看護学実習 　奈良県立医科大学医学部看護学科の3年次学生を対象に
「老年看護学実習指導」（指導人数95人、指導期間10
週）を担当した。指導内容は老年期にある人の看護、主
に高齢者施設における老年看護の視点とその方法を実践
的に学び、老年看護の役割・機能を理解させる。

29）「国際看護論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「国際看護論」を担当した。「国際看護論」はは必修科
目で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容
は、国際社会の動向を知り、グローバルな視点で活動で
きる教養を養うことを目標とする。それぞれの国の分
化、資源、環境など、多角的な視点について考え、異文
化を持つ人々への看護の在り方に対する理解を深めてい
く。
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著書、学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

１. 先天性疾患と家族心理臨
床「家族のための心理学」

共著 平成17年4月 　家族危機の今日的な問題について臨床心理学的
な立場から焦点をあて、合わせて生涯発達的、生
活環境的な諸要因を視野に入れ、家族と家族関係
の心理と病理に関する基本的な問題に対して理論
と実践の両面からの知見を紹介している。

B5判　全233頁
編者：小林芳郎
共著者：小林芳郎、榎本博明、守本とも子（他37
名）

本人担当部分:8章1節「身体的疾病と家族の心理
臨床」P.142-P.146を単著。家族の身体的疾病の
羅患事態において生ずる家族の心理臨床的な問題
を取り上げ、それへの適切な対策をとり、家族の
精神的健康の維持向上を促すことについて、具体
的な事例を示して実践に役立つように理解を図っ
た。

２. QOLを高める専門看護、
介護を考える(上巻)

共著 平成17年4月 　利用者のQOLを高める看護・介護領域での専門
援助に焦点を絞り、広く国内外の研究成果も含
め、実践例を取り上げて紹介するとともに、高齢
者施設での看護と介護と介護の専門援助について
その内容と方法を具体的に解説している。

B5判　全136頁
監修：アンドレア・ストレイト・シュライナー
編者：守本とも子、 星野政明

本人担当部分:（部分執筆）
第4章「高齢者の痛みについて」　P.97-P.116を
単著。
日本における高齢者の痛みの考え方について述べ
た。また、痛みのアセスメントの方法と痛みの緩
和、薬剤治療と看護について述べた。

第5章「高齢者の燕下困難へのアプローチ」
P.119-P.132を単著。
燕下障害のメカニズムと観察及び援助方法につい
て述べた。

３. QOLを高める専門看護、
介護を考える(下巻)

共著 平成17年8月 　2000年の社会福祉基礎構造改革による大きな変
化に伴い、保健医療分野での制度・施策も急速に
変化してきたことを踏まえ、現場の第一線として
の看護と介護の実践に従事する専門職者の知識と
技術を高めるための内容・方法を具体的に解説し
ている。

B5判　全138頁
監修：アンドレア・ストレイト・シュライナー
編者：守本とも子、星野政明

本人担当部分：（部分執筆）
第7章1節1「認知症高齢者の入浴テクニック」
P.19-P.20を単著。
認知症高齢者の特徴とそれを踏まえた適切な入浴
の援助方法について述べた。
第8章「認知症高齢者への安全テクニック」P.76-
P.84を単著。
認知症高齢者の日常生活における事故の防止につ
いて述べた。
第10章「高齢者施設における終末期ケアの改善」
P.111-P.123を単著。
緩和ケアモデルへの提言として、緩和ケアへの実
践について述べ、POLSTの紹介、チームワークの
重要性について述べた。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

保育出版社

中央法規

中央法規
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４. 統看護学講座　専門分野
1「基礎看護技術Ⅱ基礎看護
学[3]」第14版第1刷

共著 平成18年5月 　本書は看護技術の教科書として最新の方法を紹
介している。単なる手順の方法ではなく看護職者
が最も重要と考える「臨床判断」の過程を含めて
解説し、卒業までのすべての領域実習で手引書と
して活用できる内容としている。

B5判、全348頁
共著者：守本とも子、藤崎　郁、任和子、有田清
子、井川順子、石賀奈津子、岡本啓子、尾崎章
子、小林優子、茂野香おる、竹林直紀　(他10名)

本人担当部分:
第1章A「生活環境を整える」P.64-P.74を共著。
主に療養生活の環境（病室、人的環境など）のア
セスメントと調整及びベットメーキングについて
述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世
第1章C「衣服を用いる」P.121-P.127を共著。
主に衣類を用いることの意義、衣生活に関する
ニーズのアセスメント、病衣の選び方，病衣交換
の方法について述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世

５. 介護概論―利用者への
サービスの質の向上を目指し
て―

共著 平成18年11月 　利用者へのサービスの質の向上を目指した方策
を意識的に取り上げ、高い専門性に裏付けられた
能力の確立に向けて、とりわけ、介護領域での専
門援助について内容と方法を具体的に解説してい
る。

A5判　全260頁
編者:守本とも子、星野政明

本人担当部分：編集
第4章2節「加齢が及ぼす身体的変化」P.58-P.70
を単著。
加齢が高齢者に及ぼす影響と加齢から生じる疾患
及びその看護について述べた。
第4章3節「高齢者の痛みについて」P.82-P.89を
単著。
高齢者の痛みの症状と観察のポイント。適切な痛
みへの援助について述べた。
7第4章4節「燕下障害」P.89-P.97を単著。
主に燕下障害の観察とアプローチについて述べ
た。
第5章1節「高齢者の終末期介護」P.133-P.138を
単著。
緩和ケアとターミナル期におけるコミュニケー
ションについて述べた。
第7章1節「認知症患者のための各種の療法」
P.186-P.192を単著。
主にレクレーション療法と活動プログラムの立案
について述べた。

６. 事例から学ぶ
子どもを育む母親援助の実際

共著 平成19年3月 　保育士を目指す学生の教科書として、また現場
の保育士が母親援助の実際に役立つように、保育
状況の中で起こりやすい問題を取り上げ、解決方
法を理解しやすく解説した。

B5判、全175頁
共著者：守本とも子、今井章子、上野恭裕、浜崎
隆司、米谷光弘、田中昭夫、水野道子、五十嵐敦
子、富田久枝、上村加奈、他(24名)
 
本人担当部分:Case39「体が弱い」P.133-P.135を
単著。
心臓に疾患を持つ子どもに対する母親の対応のあ
り方と具体的な対応策について述べた。

医学書院

黎明書房

保育出版社
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７. コンパクト福祉系講義
医学一般

共著 平成19年3月 　本書は現代医学の入門書として現代社会での医
学・医療にマッチした「福祉専門職を目指す人の
ための教本」の製作を目的としている。

B5判、全211頁
監修：日野原重明
共著者：守本とも子、藤崎　郁、任和子、有田清
子、井川順子、石賀奈津子、岡本啓子、尾崎章
子、小林優子、茂野香おる、竹林直紀　(他10名)

本人担当部分:第23章Ⅰ「施設入所認知症高齢者
に対する緩和ケアモデル」P.156-P.160を単著。
緩和ケアモデルとして主に個別ケア、事前ケア計
画、チームワークについて述べた。

８. 看護学実践
-Science of Nursing-
老年看護学

共著 平成19年4月 　時代のニーズに応える実践的な看護の教科書と
して、サブテキストとして、実習の参考書とし
て、臨床で調べる丁寧な辞書として、など多様に
活用できることを意識して製作された。

A5版　全261頁
監修：川野雅資
編者：守本とも子

本人担当部分:編集
Chapter 2　高齢者の理解「加齢と老化」P.4、
P.45-P.52を単著。
高齢者の心と身体について加齢現象の視点から理
解するとともに、高齢者の特徴を十分できるよう
に記述した。

９. 住居医学 共著 平成19年 　本書は「病室環境改善」についての調査・研究
の成果をまとめたものである。より、現実に即し
たニーズをとらえ、現存の病室環境をいかに改善
するかを考案していくことを目的としている。

四六判、全211頁
監修：吉田修
共著者：吉田修、三村浩史、筏　義人、大﨑茂
芳、内山巌雄、尾崎二郎、細井裕司、喜多英二、
和中明生、守本とも子、車谷典男

本人担当部分:第10章「デンマークの優れた高齢
者住居」P.177-P.192を単著。
日本の現状を背景に、北欧諸国の中でも「高齢者
住居」について独自な発展を遂げ、1987年に施設
建設を凍結するという政策転換（法律公布）に踏
み切ったデンマークの高齢者住宅と日本の画期的
な高齢者共生住宅の事例を取り上げ、新しいス
テージに突入した日本の高齢者住居の有り様を検
討した。

金芳堂

日本放射線技師会出版会

米田出版
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10. 系統看護学講座　専門分
野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学
[3]」
第14版第6刷

共著 平成20年4月 　本書は看護技術の教科書として最新の方法を紹
介している。単なる手順の方法ではなく看護職者
が最も重要と考える「臨床判断」の過程を含めて
解説し、卒業までのすべての領域実習で手引書と
して活用できる内容としている。

B5判、全348頁
共著者：守本とも子、藤崎　郁、任和子、有田清
子、井川順子、石賀奈津子、岡本啓子、尾崎章
子、小林優子、茂野香おる、竹林直紀(他10名)

本人担当部分:
第1章A「生活環境を整える」　P.64-P.74を共
著。
主に療養生活の環境（病室、人的環境など）のア
セスメントと調整及びベットメーキングについて
述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世
第1章C「衣服を用いる」P.121-P.127を共著。
主に衣類を用いることの意義、衣生活に関する
ニーズのアセスメント、病衣の選び方、病衣交換
の方法について述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世

11. 系統看護学講座　専門分
野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学
[3]」
第15版第1刷

共著 平成21年2月 　本書は看護技術の教科書として最新の方法を紹
介している。単なる手順の方法ではなく看護職者
が最も重要と考える「臨床判断」の過程を含めて
解説し、卒業までのすべての領域実習で手引書と
して活用できる内容としている。

B5判、全495頁
共著者：守本とも子、藤崎　郁、任和子、有田清
子、井川順子、石賀奈津子、岡本啓子、尾崎章
子、小林優子、茂野香おる、竹林直紀(他10名)

本人担当部分：
第2部　第1章 B「病床環境の調整」P.22-P.32を
共著。
主に療養生活の環境（病室、人的環境など）のア
セスメントと調整及びベットメーキングについて
述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世
第2部　第5章 C「病床での衣生活の援助」P.185-
P.192を共著。
主に衣類を用いることの意義、衣生活に関する
ニーズのアセスメント、病衣の選び方、病衣交換
の方法について述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世

12. 国際看護への学際的アプ
ローチ

共著 平成21年3月 　本書は世界でトピックとなっている健康課題と
その背景について、国際保健医療活動の実例を紹
介し、今後の国際的な活動に必要な知識や思考を
深める機会を提供することを目的とした。

B5判、全211頁
監修：守本とも子
編者：堀内美由紀

本人担当部分:（部分執筆）
第1章「異文化理解のための看護理論」P.7-P.18
を単著。
世界でトピックとなっている健康課題とその背景
を国際保健医療活動の実例を交えながら紹介し、
看護の国際的な活動に必要な知識や思考について
述べた。

医学書院

医学書院

日本放射線技師会出版社
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13. 新・QOLを高める専門看
護、介護を考える

共著 平成21年3月 　本書は高齢者への理解を深めるため、加齢が及
ぼす身体的・心理的変化を学び、加齢が高齢者に
どのような影響を及ぼすのか、また、結果として
どのような障害が起こってくるのかを理解する。
そして高齢者のQOLを高める日常生活援助につい
て学ぶ。

B5判、全204頁
監修：アンドレア・ストレイト・シュライナー
編者：守本とも子、星野政明

本人担当部分:（部分執筆）
第2章　「高齢者の痛みへのアプローチ」P.61-
P.80を単著。
第1節「高齢者の痛みについて」高齢者の痛みの
特徴を述べた。第2節「痛みの特定」痛みの特定
方法につい主訴、動作、疾患との関連について述
べた。第3節「痛みのアセスメントスケール」痛
みの質と強さのアセスメントについて著者らが作
成したVASスケールを紹介した。第4節「痛みの治
療とケアプラン」非薬物、薬物的介入と痛み治療
薬の主要なタイプ、ケアプランについて述べた。
第5節「倫理的責任」痛みの治療におけるガイド
ラインと倫理的課題について述べた。

第3章「高齢者の嚥下困難へのアプローチ」P.81-
P.94を単著。
第1節「嚥下障害とは」嚥下の生理、嚥下障害の
タイプと原因、観察のポイントとチームアプロー
チについて述べた。第2節「嚥下療法の工夫と技
術」食物形態の改善、嚥下方法、筋肉強化訓練、
緊急時の対処について述べた。第3節「スタッフ
の役割」嚥下・食事評価スケールを紹介した。

第5章「QOLを高める日常生活動作への援助」
P.113-P.123を単著。
第1節「認知症高齢者の入浴テクニック」入浴中
の不穏を低下させるプロトコールと安全策につい
て述べた。

第6章「認知症高齢者への安全テクニック」P169-
P.177を単著。
第1節「認知症高齢者について」認知症について
の概要と特徴について述べた。第2節「認知症高
齢者の行動特性と対策」認知症高齢者の特徴的な
行動とそれに対する対処方法を述べた。
　
第7章「QOLを高める高齢者の遊び療法」P179-
P.201を単著。
第1節「遊び療法とボランテイア活動」ボランテ
イアの集め方、活動の説明について述べた。第2
節「遊びマニュアルの使い方」レクレーション遊
具のつくり方と使い方及び遊具を紹介する際の注
意点について述べた。

14. 介護の基本・コミュニ
ケーション技術

共著 平成22年9月 　本書は介護の考え方について理解するととも
に、介護を必要とする対象者を生活の視点からと
らえ、介護を適切に行う能力と態度を養うことを
目的とした。

A5判、全202頁
編著：守本とも子、星野政明

本人担当部分：編集

中央法規出版(株)

黎明書房
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15. 生活支援技術・介護過程 共著 平成22年6月 　専門職としての基盤を構築することを目的とし
た。心身の状況に応じた介護を実践するための生
活支援の方法とそれらを展開していくための一連
の過程として「介護過程の展開」について具体的
な内容を盛り込んだ。

A5判、全219頁
編著：守本とも子、星野政明

本人担当部分:
第10章「終末期の介護」P.159-P.168を単著。
終末期における介護の意義と目的、対象者のアセ
スメント、医療との連携、ブリーフケアについて
述べ、終末期にある高齢者の最も安楽で威厳に満
ちた死を可能にする方法を探った。

16. 老年看護学 Geriatric
Nursing

共著 平成22年12月 　本書は高齢者の身体的・心理的特徴を十分把握
したうえで高齢者のQOLの向上を目指した看護実
践を意識的に取り上げた「老年看護学」（監修:
川野雅資、編集：守本とも子,2007年）の改訂版
である。国家試験対策のテキストとしても活用さ
れてきた旧版の内容をさらに掘り下げ、高齢者の
疾病構造の変容、健康に関連した高齢者のニーズ
の多様性などを考慮して、老年看護の実践に向け
て、看護学生の必携のテキストとなっている。

本人担当部分：編著
第2章　2．高齢者の理解　「加齢と老化」P.2、
P.57-P.65を単著。

　高齢者の生理的機能の変化、疾患の特徴、感覚
機能の変化（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚、痛
覚）また、その他の諸機能として、加齢による心
臓、血管、血液、外皮系について述べた。そし
て、加齢がもたらす精神的変化と社会的変化につ
いても述べた。

17. 医療福祉学の道標 共著 平成23年1月 　本書は社会福祉学の視点から現代医療の課題を
探求、解決していこうとすると同時に医療という
フィールドにおける社会福祉的視点の意義への接
近を試みた。医療の分野における社会福祉的なも
のとは何か、という課題に迫ろうとしている。①
クライエントの心身の健康、②クライエントの住
む時代と社会の状況、③クライエント個人（家
族）の生活実態と生活背景と地域の状況、④医療
と福祉の援助専門職の理論と技術、⑤医療と福祉
の援助専門職の価値観、⑥援助専門職の連携につ
いて、の道標を明示することを目的としている。

黎明書房
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B5判、全200頁
監修：日野原重明、西三郎、前原澄子、秋山智久
編集：星野政明、高内克彦、土田 耕司

本人担当部分:
第2章 C 生活の変化と保健･医療･福祉の統合
P.23-P.26を単著。
　生活の変化として家計の動向、家族形態の変
化、介護問題について解説したうえで生活を支え
る保健・医療・福祉の統合の意義について述べ
た。
第13章 A 少子高齢社会での医療福祉　P.163-
P.165を単著。
　今日抱える医療福祉の課題として少子高齢化社
会での医療福祉のあり方について述べた。特に高
齢者の一人暮らしに焦点をあて、現状と対策につ
いて考察した。
C 介護福祉から医療介護福祉へ　P.170-P.172を
単著。
　介護福祉から医療介護福祉へのパラダイムシフ
トの必要性について述べた。特に介護の専門性に
ついて再度考察し、今後の介護福祉士のあり方と
課題について考察した。
G 情報化社会における医療福祉　P.184-P.185を
単著。
　情報化社会における医療福祉について、特に医
療福祉とIT（Information Technology）との関連
で述べた。今後、医療福祉のどの分野においてIT
がどのように活用されていくのか、その意義につ
いて考察した。

18. 子ども家庭のウェルビー
イング

共著 平成23年3月 　近年、子どもの成長、発達を阻害する社会的因
子や子どもへの虐待問題など、多くの課題が明ら
かになっている。子どものウェルビーイングを目
ざした子ども家庭福祉のあり方と支援策について
解説している。

B5判、全128頁
編集代表：星野政明
編集：真鍋顕久、三友雅夫
（部分執筆：守本とも子他）

本人担当部分:
第1章 A 少子化の進行と家庭・地域の変容 P.1-
P.5を単著。
　少子化の現状と家庭・地域の変容について概説
した。また、現代社会における家庭・地域で生活
する子どもの生活課題と対策について考察した。
第3章 B 子ども家庭福祉の実施体制
P.39-P.41を単著。
　子ども家庭福祉について、どのような目的でど
のような施策が実施されているのか、その現状に
ついて述べるとともに、今後の課題についても考
察した。

金芳堂
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19. 系統看護学講座　専門分
野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学
[3]」
第15版第8刷

共著 平成24年2月 　本書は「第1部　看護技術総論」「第2部　16領
域の看護技術」の2部構成としている。第1部では
看護技術の4つの基本原則とその優先順位につい
て説明を行い、第2部では看護技術を16の領域に
分けて説明している。改定にあたっては、それぞ
れの技術についてできるだけ、最新の方法を紹介
し、その根拠を示すように心がけている。

B5判、全495頁

本人担当部分：
第2部　第1章 B「病床環境の調整」P.22-P.32を
共著。
主に療養生活の環境（病室、人的環境など）のア
セスメントと調整及びベットメーキングについて
述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世
第2部　第5章 C「病床での衣生活の援助」P.185-
P.192を共著。
主に衣類を用いることの意義、衣生活に関する
ニーズのアセスメント、病衣の選び方、病衣交換
の方法について述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世

20. 介護実習入門 共著 平成24年 　本書は介護の現状について述べ、介護の倫理、
介護の原則についてわかりやすく説明している。
また、介護施設の概要と入所者の特徴について述
べている。次にそれらの知識を踏まえ、介護実習
前の基礎知識として、まず、介護実習の意義と目
的について述べ、介護を専門職とする人のための
姿勢、そしてコミュニケーションの基本とコミュ
ニケーションの実際について知識と技術が同時に
学ぶことができるように工夫されている。
最後に介護過程について事例をもとにわかりやす
く解説し、介護に必要な援助技術について述べて
いる。

A5判、全128頁
編集：守本とも子、星野政明

本人担当部分：編集

21. 系統看護学講座　専門分
野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学
[3]」
第16版

共著 平成25年1月 　本書は、多くの写真やイラストによって看護技
術の手順をわかりやすく解説した。また、主な看
護技術の手順については、動画で見られるように
工夫し、動画の活用によって技術習得が容易とな
り、より効率的・効果的に技術レベルが向上する
ことが期待される。

B5判、全528頁
共著者：有田清子、有田秀子、井川順子、岡本啓
子、尾崎章子、小林優子、坂下貴子、茂野香お
る、立野淳子、田中靖代、田村富美子、内藤知佐
子、任和子、林静子、比田井理恵、平松八重子、
三富陽子、守本とも子、屋宜譜美子、山勢博彰、
吉村雅世

本人担当部分：
第1章 A 「環境調整技術」P.9-P.21を共著。
主に療養生活の環境（病室、人的環境など）のア
セスメントと調整及びベットメーキングについて
述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世
第6章 B 「清潔・衣生活援助」P.192-P.200を共
著。
主に衣類を用いることの意義、衣生活に関する
ニーズのアセスメント、病衣の選び方，病衣交換
の方法について述べた。
共著者：岡本啓子、吉村雅世

黎明書房
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（学術論文）
１.　終末期看護学実習によ
る看護学生の終末期看護につ
いての意識変化
（査読付）

共著 平成17年7月 　本研究の目的は終末期看護学実習による看護学
生の終末期看護についての意識変化を明らかにす
ることである。終末期看護学講義終了後の看護大
学看護学科の3年次生104名に対し、実習の前後に
終末期において大切だと考えられるケアについて
の意識調査をおこなった。結果として、「痛みが
ないこと」「呼吸困難に陥らないこと」など、実
習現地で直接目にし、体験した項目に有意な意識
変化がみられた。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。

共著者:新谷奈苗、守本とも子

２.　看護学生の行動特性
（査読付）

共著 平成17年10月 　本研究の目的は看護系学生の行動特性を明らか
にし、学生生活における適切な指導のあり方を見
出すことにある。対象は4年制看護系大学1学年
（平成10年～13年)455名であった。自己記入式の
質問紙調査（SCT）をおこなった。その結果、4つ
のカテゴリーが見出された（①解決型、②非解決
型、③中間型、④解決不能型）。特に解決不能型
のタイプの学生への生活指導の必要性が示唆され
た。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。

共著者:新谷奈苗、守本とも子、久保田愛

３.　Assessing family
caregiver's mental health
using a statistically
derived cut-off score for
the Zarit Burden Interview
（査読付）

共著 平成18年3月 　本研究の目的は日本の家族介護者の精神的な健
康を評価するためのカットオフ・スコアを明らか
にし、引いては家族介護者の鬱の危険性や介入の
必要性の指標を見出すことである。スケールは
ZBI（ザリット介護負担スケール）及びGDS
（Geriatric Depression　Scale）を使用した。
対象は①脳卒中後遺症患者の介護者（n=80）、②
慢性閉塞性呼吸不全患者の介護者（n=48）、③一
般的な身体障害を持つ患者の介護者（n=70）の三
つの異なったグループに実施された。その結果、
カットオフ・スコア24-26は介護者の鬱の危険性
を示唆することが明らかになった。

本人担当部分：調査及び解析をおこなった。

共著者:Andrea Streit Schreiner、T.Morimoto、
Y.Arai、S.Zarit

４.　脳卒中患者のQOLに影響
を及ぼす要因の研究動向
（査読付）

単著 平成18年3月 　近年の脳卒中後遺症患者の疾患の回復とQOLに
影響を及ぼす要因について、主に①身体的機能の
喪失，②認識機能の喪失、③情緒不安定、④社会
的機能喪失の4領域にわけて述べた。

Aging & Mental Health
10(2)
P.107-P.111

奈良県立医科大学医学部
看護学科紀要　Vo2.
P.58-P.64

日本医学看護学教育学会
誌　第14巻
P.50-P.56

リハビリテーションと行
動分析学　第2巻
P.10-P.13

  352 



５.　精神学的障害者の気分
アセスメント～ヴィスアルア
ナローグ気分スケールの日本
語版の妥当性～
（査読付）

共著 平成21年5月 　本研究の目的はヴィスアルアナローグ気分ス
ケールの日本語版(VAMS)の妥当性を調べることに
ある。 VAMスケールは、脳卒中、アルツハイマー
あるいは外傷脳などの神経学的障害をもつ患者の
気分を調べるために開発された。典型的な心の健
康と気分を測定するスケールは被験者の言語能力
を基礎にしている。しかし、これらの検査は神経
学的障害者にはしばしば不適切である。したがっ
て、VAMスケールはこの母集団の気分を評価する
ために開発されたものであり、被験者の認識能力
および/あるいは発言能力に依存しているスケー
ルよりも、いくつかの点において有利である。
VAM スケールの妥当性は高齢者の二つの母集団を
対象に調査された。
対象は1.ある民間の精神病院から抽出した重症あ
るいは軽症の鬱病と診断された高齢者（37人）
と、2.地域のレクレーションセンターから抽出し
た精神病の既往歴のない高齢者（74人）であっ
た。

担当部分：統計解析と考察をおこなった。

共著者:守本とも子、Andrea S. Schreiner、早川
浩、馬場孝明

６.　Factors Relating to
Life Satisfaction and
Subjective Healthy
Feelings in Respiratory
Patients During Home
Oxygen Therapy
（査読付）

共著 平成21年3月 　在宅酸素療法中の呼吸不全患者（32名）を対象
に面接とBaseline Dyspnea Index(BDI)、
Geriatric Depression Scale（GDS）、Modified
Barthel Index（MBI）などの質問紙票調査を行
い、主観的健康感と生活満足度に有意相関を持つ
項目を探索した。主観的健康感は自信、呼吸困難
感、疲労感と有意相関を示し、生活満足度は収
入、呼吸困難感、日常抱える課題と有意相関を示
した。GDS平均値は7.6と高値を示し鬱傾向にあっ
た。以上より主観的健康感の低下は自信喪失とう
つ状態を惹起し、呼吸困難は主観的健康感と生活
満足度の両者に影響することが示唆された。症状
軽減が在宅酸素療法患者の健康関連QOLを向上さ
せると考えられた。

本人担当部分：統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:守本とも子、下内章人、馬場隆明

７.　部屋の住み心地に及ぼ
す物理的・感覚的因子の組み
合わせ解析
―ファジィニュートラルネッ
トワークによる住居環境解析
―
（査読付）

共著 平成21年6月 　本研究により、住居環境、すなわち住居に関す
る物理的因子(室内環境や室内空間)や感覚的因子
(部屋から受ける情感)が住む人の満足感に深く関
連していることが明確となった。今回FNN解析に
より選択された項目から、住居環境を工夫して整
えること(例えば、新しいカーテンを取り入れて
部屋の色彩を変える、寝室用のフロアライトや
テーブルライトの購入により夜間照明を変え、く
つろげる雰囲気を作るなど)が、住む人のQOLを高
めるために重要な要因であることを示唆している
と考えられる。

本人担当部分：統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:牛田泰徳、加藤竜司、守本とも子、本多
裕之

日本福祉工学会誌
 11(1)
P.42-P.48

Journal of Information
and Behavioral Science
for Health and Welfare
vo.1 No.1 March 2010
P.5-P.12

日本感性工学会論文誌
Vol.9 No.1
P.97-P.102
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８.　Restraint Plus Water-
immersion Stress (RWIS)-
induced Stomach Ulsers in
Mice are Depressed by a
Conditioning Heat
Treatment
（査読付）

共著 平成21年9月 　温熱耐性として、あらかじめの温熱処理が重篤
な温熱誘導生物影響を抑制することはよく知られ
ている。本論文において、われわれはあらかじめ
の温熱処理が水浸拘束ストレス(RWIS)による胃壁
の損傷を抑制するかどうかを確かめた。RWISによ
る胃潰瘍は42%発生したのに対して、あらかじめ
37℃で温熱処理をすると9%に抑制された。さら
に、胃におけるRWIS誘導アポトーシス頻度は13%
であったのに対して、あらかじめ温熱処理をする
と8%に抑制された。温熱ショックタンパク質
(HSP)誘導剤のゲラニルゲラニルアセトン(GGA)も
胃潰瘍の発生を抑制したことから、あらかじめの
温熱によるHSPがアポトーシス誘導の抑制を介し
てRWISによる胃壁の損傷を抑制していることが示
唆された。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:Rikio Yamagata、Akihisa Takahashi、
Xiaoming Su、Tomoko Morimoto、Takeo Ohnishi

９.　Factors Relating to
Life Satisfaction and
Subjective Healthy
Feelings in Respiratory
During Home Oxygen Therapy
（査読付）

共著 平成22年3月 　在宅酸素療法中の呼吸不全患者(32名)を対象に
面接とBaseline Dyspnea Index(BDI)、Geriatric
Depression Scale(GDS)、Modified Barthel
Index(MBI)などの質問紙票調査を行い、主観的健
康感と生活満足度に有意相関を持つ項目を探索し
た。主観的健康感は自信、呼吸困難感、疲労感と
有意相関を示し、生活満足度は収入、呼吸困難
感、日常抱える課題と有意相関を示した。GDS平
均値は7.6と高値を示し鬱傾向にあった。以上よ
り主観的健康感の低下は自信喪失とうつ状態を惹
起し、呼吸困難は主観的健康感と生活満足度の両
者に影響することが示唆された。症状軽減が在宅
酸素療法患者の健康関連QOLを向上させると考え
られた。

本人担当部分：統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:守本とも子、下内章人

10.　Effects of a Stuffed
Animal Designed for
Nursing Care
（査読付）

共著 平成22年9月 　本研究の目的は、施設入居高齢者の癒しとQOL
の向上を考慮した「温かい介護用縫いぐるみ」の
効用を検討することである。コーエンマンス
フィールド(CMAI)調査票をもとに縫いぐるみ使用
前・後の高齢者の行動の変化を比較した。結果と
して「同じことを繰り返し言う（質問する）」に
有意な差がみられた。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。

共著者:守本とも子、新谷奈苗

11.　Effects of a Stuffed
Animal Designed for
Nursing Care(査読付き)

共著 平成22年9月 　本研究は高齢者の癒しとQOLの向上のための温
かい介護用縫いぐるみを考案し、認知症高齢者が
実際に縫いぐるみを使用した後、どのような変化
が見られたかをコーエンマンスフィールド
（CMAI）スケールを使用して検討した。縫いぐる
みを使用する前後1週間の観察をもとに比較検討
した。変化の見られた行動は、同じことを繰り返
し質問する、机を何度も叩く、といった行動が有
意に減少した。高齢者が温かい縫いぐるみを身近
におくことは高齢者の癒しに効果をもたらすこと
が示唆された。

本人担当部分：データーの解析、研究の総括をお
こなった。
　
共著者：Tomoko Morimoto、Nanae Shintani

Journal of Information
and Behavioral Science
for Health and Welfare
vo.1 No.1
P.5-P.12

Proceedings of 6th
International
Conference of Health
Behavioral Science
P.260-P.262

Sustainable Health
Promotion: Dialogue on
Well-being & Human
Security in
Environmental Health
P.260-P.262

Thermal Medicine
vol.25, No.3 September
2009
P.81-P.87
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12.　Discussion of
emergency notification
device for elderly people
（査読付）

共著 平成22年11月 　高齢者の緊急時の不安を軽減し安心して暮らせ
る社会を実現すべく，各市町村では家庭用緊急通
報機器の貸与による支援をおこなっており、これ
により高齢者の不安解消と安全確保，QOL向上を
目指している。しかしながらますます需要の拡大
が予測されているにも関わらず実際は低い普及率
である。本研究ではH市に居住する在宅高齢
者を対象に聞き取り調査をおこない，緊急通報機
器の使用状況を明らかにし，高齢者にとって活用
しやすい機器の開発や，運用方法の改善につなげ
ることを目的とした。
その結果，緊急通報機器の使い方の理解や緊急通
報機器の形状について改善すべき点が明確になっ
た。

本人担当部分：調査および結果の考察をおこなっ
た。

共著者:Nanae Shintani、Hiroyasu Nagaoka、
Kazuko Horiguchi、Tomoko Morimoto

13.　A questionnaire to
determine Nursing and
Child care students`
Understanding of welfare
equipment
（査読付）

共著 平成22年11月 　子どもと大人の主要な福祉用具への認識につい
て、看護と保育を学ぶ学生間の比較を目的に調査
を行った。その結果、認識の違いはカリキュラム
等の教育の内容によって影響を受けていることが
考えられた。また、因子分析の結果により、双方
とも「遊び」が重要なキーワードであることが考
えられた。

本人担当部分：研究の企画および結果の考察をお
こなった。

共著者:Tomoko Morimoto、Shoko Kamimotono、
Nanae Shintani

14.　Study of quality of
life (QOL) in home oxygen
therapy patients and
related factors of actual
life situation
（査読付）

共著 平成23年10月 　在宅酸素療法は種々の在宅医療の中で最も普及
し、その効果は単に患者の生命予後を延長するば
かりでなく、人間的な生活とQuality of Life
（QOL）を保証するものとして高く評価されてい
る。しかし反面、社会的・精神的・身体的煩わし
さのため、社会活動が制限され、閉じこもりがち
となることで抑うつ症状となり，急性増悪を招く
という報告もある。そこで生活実態とQOLとの関
係をより深め明らかにするため、患者のQOLに影
響を及ぼす生活実態の関連要因を検討することを
本研究の目的とした。結果、「患者活力」と「患
者心の健康」が「肺理学療法理解度」に有意に関
連していた。肺理学療法の理解度が高い者は、認
知能力も高く自己管理ができており、これが自分
の疾患を前向きに受けとめ、活力を維持すること
につながっていると考えられ、自己管理能力を身
につけるための患者教育を繰り返し行ない、普及
させていくことの必要性が示唆された。

本人担当部分：研究の総括を行った。

共著者：Nanae Shintani、Tomoko Morimoto

Ergonomics for All :
Celebrating PPCOE’S
20years of excellence
－Lin＆Chen(eds)
P.495-P.501

Ergonomics for All :
Celebrating PPCOE’S
20years of excellence
－Lin＆Chen(eds)
P.529-P.532

East Asian Ergonomics
Federation Symposium
2011 (EAEFS 2011)
Ergonomics In
Asia:Development,
Opportunities, and
Challenges
P.295-P.300

  355 



15.　Relationship between
life satisfaction and
sympathovagal balance in
healthy elderly males at
home at night
（査読付）

共著 平成24年10月 　夜間自宅で起床中の健常高齢男性39名の心拍変
動（RR間隔）と身体加速度を計測した。
身体加速度の低い時間についてのみ、心拍変動
データの高周波帯域パワーの規格値（値が高いほ
ど副交感神経優位）を算出した。その値と質問紙
より点数化した生活満足度との間に統計的有意な
負の相関を確認した。この結果より、生活満足度
の高い健常高齢男性ほど、夜間自宅で起床安静時
に交感神経系優位にあることが示唆された。

本人担当部分：データー解析と論文の構成を担当
した。
共著者：Kohzoh Yoshino、守本とも子、Takahiro
Itagaki、shigetaka Iketani、 Masami Nagata、
Morihiro Thujishita

16.医療系大学におけるチー
ム医療の実際ー医療のパラダ
イムシフトに向けてー
（査読付）

単著 平成24年6月  チーム医療教育は岐阜医療科学大学の建学の精
神である「人間性」「学際性」「国際性」の向上
を目的とし、本学の特色を活かした独自のプログ
ラムである。
　チーム医療に最も必要とされる資質を担保し、
現在の医療現場で通用する”医療人”となること
を目標とした教育の充実について考察した。

17. Difficulties of
Continuing Work While
Getting Chemotherapy for
Breast Cancer Patients
（査読付）

共著 平成25年6月  本研究では、初発の乳がん患者で、手術療法の
後に化学療法の2回目を終了した以降の患者か
ら、仕事を継続している患者を対象とし、「仕事
を継続してく上での困難」について個別に半構造
的インタビューを行った。
　この結果、7つのカテゴリー、「治療の副作用
からくる身体的苦痛」「仕事に穴をあけることに
対する申し訳なさ」「再発への不安から仕事を
セーブする」「職場の配慮不足」「受診のしにく
さ」「治療の副作用から仕事の能力が落ちている
のではないかという不安」「病名告知により同僚
に気を遣われる辛さ」で構成されていた。

本人の担当：研究の総括を行った。
共著者：新谷奈苗、小池恵理子、守本とも子

Health Vol.4 No.11
2012
P.1068-P.1072

日本保健医療行動科学学
会雑誌 Vol.28 No.1
2013 P.2-P.6

医療福祉情報行動科学研
究　第3号
2014　P.1-P.8
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（その他 )

―研究報告書―

1.　「各種高齢疾患における
介護支援特性の比較研究」

共著 平成16年8月 　本研究は高齢者における代表的な疾患のうち、
身体的障害を伴う疾患と内部障害を伴う疾患につ
いて焦点をあてた。これらの2種類の疾患の介護
負担における相違点を明らかにした。また、それ
ら結果を基礎資料として介護支援の方策を検討
し、それぞれの疾患に適した介護支援策を検討し
た。

本人担当部分：調査および、調査結果の分析を
行った。

共著者：下内章人、守本とも子

2.　「高齢者向けの快適住居
環境作りとその臨床的評価」

　共著 平成19年3月 　本研究では、住居環境要因と心理的・身体的
QOLの関係性を分析するための基礎資料として住
居の快適性評価スケールを作成する。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:守本とも子、青山美智子、浅見恵梨子、
上平悦子、岡本啓子、勝井伸子、三毛美恵子、吉
村雅世

3.　「部屋の住み心地に及ぼ
す物理的・感覚的因子の組み
合わせ解析」

　共著 平成20年3月 　本研究は実際に住まいする住環境の住み心地と
部屋の物理的データーとの因果関係の調査をおこ
なった。具体的には自宅で睡眠時を除き最も長時
間過ごしている部屋の住み心地として30項目の部
屋の物理的因子や感覚的因子をVsual  Analog
Scale法によってアンケート調査しニューラル
ネットワークの一手法であるファジーニューラル
ネットワークで解析した。

本人担当部分：統計解析及び研究の総括をおこ
なった。
共著者：守本とも子、吉村雅世、上平悦子、三毛
恵美子、吉野公三、本多裕之

4.　チエンマイ大学看護学部
海外研修報告書

共著 平成20年3月  看護系大学に於ける海外研修の概観を述べた。
また、本学での国際看護論の位置づけと変遷につ
いて述べ、実際の海外研修の体験をもとに、今後
の国際看護論の展望について議論した。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:勝井伸子、守本とも子、Phanida
Juntasopeepun

平成20年度住居医学共同
研究成果報告集
奈良県立医科大学　住居
医学大和ハウス寄付講座
P.1-P.9

奈良県立大学医学部
看護学科紀要　Vol.2
P.63-P.70

平成14年度　三井住友海
上火災福祉財団調査研究
研究助成８巻　研究報告
書
P.151-P.154

平成19年度住居医学共同
研究成果報告集
奈良県立医科大学　住居
医学大和ハウス寄附講座
P.1-P.11
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5.　「健常高齢男性の住居内
QOLと自立神経活動との関連
性」

共著 平成21年3月 　本研究の目的は、健常高齢男性の暮らし・部屋
全般や各住居内環境因子に対する主観的評価度と
生活の自立神経活動との間の関連性を明らかにす
ることである。研究結果より、「くらし・部屋」
全般に関する項目の中では生活に満足している被
験者ほど、HFnuの値が低い傾向が確認された。
「住居内環境因子」に関する項目と心拍変動指数
との間には統計的有意な相関を示す組み合わせは
なかった。これらの結果から、生活に満足してい
る健常高齢男性ほど、夜間20:00時から20:50まで
の在宅・覚醒・低運動時に交感神経系有意（精神
的にアクティブな状態）にある傾向が示唆され
た。

本人担当部分：統計解析および研究の総括をおこ
なった。

共著者：守本とも子、吉村雅世、吉野公三、上平
悦子、三毛美恵子、板垣孝寛、
池谷茂隆、永田昌美、辻下守弘

6.「乳がん患者のワーク・ト
リートメントバランスを支え
る患者支援プログラムの開
発」

共著 平成26年3月 　本研究では、乳がんを患い外来で化学療法を受
けているものの就労を継続している者を対象とし
て、対象者の抱えている苦悩や課題をインタ
ビューにより明らかにした。またその結果をもと
に、患者支援の関係機関が集まり、援助のあり方
についての検討を行った。

本人担当部分：統計解析および研究の総括をおこ
なった。

共著者：新谷奈苗、守本とも子、立川茂樹、岩永
誠、堀口和子、中村百合子、小池恵理子、永岡裕
康、新谷昌也

―総説―

１.　痴呆性高齢者の施設に
おける緩和ケアモデルへの提
言―アメリカナーシングホー
ムの実践を通して―

共著 平成16年9月 　アルツハイマー型痴呆高齢者の施設における緩
和ケアモデルについて、個別ケア、事前ケア計画
を中心にアメリカのナーシングホームの例をあげ
て述べた。また、終末期コミュニケーションのあ
り方について述べた。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:Andrea Streit　Schreiner、守本とも
子、原等子、寺門とも子

２.　高齢者施設における認
知症患者のための活動療法

共著 平成18年3月 　高齢者施設における認知症患者のためのレク
レーションの意義及び効果について述べた。主要
な活動療法としてペット療法、音楽療法、コラー
ジュ療法、回想療法、化粧療法及び身体的レク
レーションについて述べた。

担当部分:統計解析及び研究の総括をおこなっ
た。

共著者:Andrea Streit　Schreiner、守本とも子

３.　アルツハイマー病患者
家族介護者へのサポートグ
ループを用いた対処技術指導
について

共著 平成20年9月 　対処技術を指導する上でのサポートグループ利
用法に注目し、支援グループを指導する看護師の
グループセラピーの方法について述べる。特に支
援グループを始める前のグループセラピー理論と
その技術の必要性を述べる。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共著者:アンドレア・S・シュナイザー、佐伯あゆ
み、守本とも子

看護学雑誌
医学書院（東京）
Vol.70 No.3
P.233-P.237

看護実践の科学
看護の科学社
VOL.33 NO.10
P.72-P.80

平成21年度住居医学共同
研究成果報告集
奈良県立医科大学　住居
医学大和ハウス寄付講座
P.115-P.116

文部科学省学術振興会
文部科学省科学研究費助
成金（基盤研究C）研究
成果報告書
（平成23年～平成25年）

A4判、全27頁

看護実践の科学
看護の科学社
29(10)
P.59-P.66
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４.　地域で生きるデンマー
クの高齢者住居

単著 平成22年5月 　北欧諸国のなかでも「高齢者住居」について独
自な発展を遂げ、1987年に施設建設を凍結すると
いう政策転換に踏み切ったデンマークの高齢者住
居と日本の画期的な高齢者共生住宅の事例を取り
上げ、新しいステージに突入した日本の今後の高
齢者住居の在り方を検討した。

―国際会議発表―

１.　The development of a
Faculty Development
program in Japanese
nursing college by
Mutual class evaluation

共同 平成16年8月 　三重県立看護大学のFD活動は、学内教員の参考
授業検討を通して教授方法の開発を中心に実施さ
れてきた。これらの成果を踏まえて本研究では、
看護教育評価の開発とその獲得を目指し、教育評
価についての先行研究の検討、授業・演習・実習
の教育評価に関しての方法論について検討するこ
とを目的とした。
担当部分:統計解析及び研究の総括をおこなっ
た。
(P.201)

共同発表者:Kozo Fujimoto、Masashi Kawano、
Tomoko Morimoto、Noriko kawahara、
Kana Nakamura

２.　Comparative studies
on care-giving for the
patients with chronic
respiratory failure or
sequelae of cerebral
strokes

共同 平成16年 　本研究の目的は慢性閉塞性呼吸不全患者と脳卒
中後遺症患者の介護者の介護負担について比較検
討することである。調査結果として、主な脳卒中
後遺症患者の介護者の主な介護負担は、「介護者
自身の自由な時間がない」ことであり、慢性閉塞
性呼吸不全患者の介護者の介護負担は「患者から
依存されている」という精神的負担であった。

本人担当部分:統計解析と考察をおこなった。

共同発表者:Morimoto T、Shimouchi A、Asano H

３.　Effects of a Stuffed
Animal Designed for
Nursing Care

共同 平成22年9月 　本研究の目的は、施設入居高齢者の癒しとQOL
の向上を考慮した「温かい介護用縫いぐるみ」の
効用を検討することである。コーエンマンス
フィールド（CMAI）調査票をもとに縫いぐるみ使
用前・後の高齢者の行動の変化を比較した。結果
として「同じことを繰り返し言う（質問する）」
に有意な差がみられた。

担当部分：研究の総括をおこなった。(P.86)
共同発表者:守本とも子、新谷奈苗

４.　Study about quality
of life(QOL) of home
oxygen therapy patient and
related facters of actual
life situation

共同 平成23年10月 　在宅酸素療法患者の生活実態とQOLの関連を明
らかにするために、患者のQOLに関連する生活実
態の要因を検討した。その結果、患者の活力や心
の健康に肺理学療法の理解度が高いことが明らか
になった。肺理学療法の理解度が高い患者は認知
能力も高く、自己管理ができており、疾患があっ
ても前向きな生活を送っていることが明らかに
なった。自己管理能力を身につけるためにも理学
療法などを積極的に行う患者教育の重要性が示唆
された。

本人担当部分：研究データーの解析、総括をおこ
なった。

共著者：Nanae  Shintani、Tomoko Morimoto

6th International
Conference of Health
Befavioral Science

Sustainable Health
Promotion:Dialogue on
Well-being & Human
Security in
Environmental Health
(Kuala Lumpur,
Malaysia)

Proceeding of the 2nd
East Asian Ergonomics
Federration Symposium
(EAEFS 2011)National
Tsing Hua University,
Hslnchu Taiwan, 4-8
October 2001　P.48

大阪保険医雑誌
大阪府保険医協会
第38巻522号
P.30-P.35

17rd　Annual　Pacific
nursing Research
Conference
(Honolulu, Hawaii)

Am J Resir Crit Care
Med
169(7):A725
(Orland, Florida)
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５.　Difficulty in
continuing job for breast
cancer patients getting
chemotherapy

共同 平成24年3月 　乳がんの治療は化学療法を含むことから、副作
用による身体的苦痛を伴う。しかし外来通院で治
療を受けながら仕事をこなしている患者が多いこ
とから、通院により化学療法を受けている乳がん
患者の仕事と治療を継続していく上での困難を明
らかにすることを研究の目的とする。
　A県内のがん拠点病院で乳がんと診断され、化
学療法を受けている患者で仕事を継続している患
者6名を対象とし、「仕事を継続していく上での
困難」について半構造的インタビューを行った。
結果から７つのカテゴリが抽出された。カテゴリ
は【治療の副作用からくる身体的苦痛】【仕事に
穴をあけることに対する申し訳なさ】【再発への
不安から仕事をセーブする】【職場の配慮不足】
【病院のシステム上の不便】【治療の副作用から
仕事の能力が落ちているのではないかという不
安】【病名告知により同僚に気を遣われる辛さ】
で構成されていた。

本人担当部分：研究の総括を行った。

共同発表者：Nanae Shintani、Tomoko Morimoto

―国内学会発表―

１.　「ターミナルケアの質
の改善に向けての検討―第2
報―」

共同 平成16年6月 　本研究の目的は学生、看護師、医師の意識調査
をもとにターミナルケアの質の改善に向けての検
討をおこなうことである。調査結果より、今後さ
らなる調査をおこない、職種による認識の違いを
明らかにしチームワークを充実させていくことの
必要性が明らかになった。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。(P.59)

共同発表者:守本とも子、シュライナーアンドレ
ア、新谷奈苗

２.　「看護学生におけるア
イデンティティについて」

共同 平成16年8月 　本研究の目的は看護学生のアイデンティティの
構成要因を明らかにすることである。調査結果に
より、看護学生のアイデンティティに親子関係が
重要な要因であることが明らかになった。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。(P.34-
P.35)

共同発表者:守本とも子、久保田愛子、新谷奈苗

３.　「看護学生におけるQOL
の構成要因について」

共同 平成16年10月 　本研究の目的は看護学生におけるQOLの構成要
因について明らかにすることである。調査結果よ
り、アイデンティティの構成要因と同様、親子関
係や家庭環境が重要な要因であることが明らかに
なった。(P.154)

本人担当部分：研究の総括をおこなった。

共同発表者:守本とも子、新川泰弘、星野政明

教育医学第50巻第1号
（兵庫県）

第52回日本社会福祉学会
全国大会報告要旨集
（東京都）

30th Congress of the
International
Commission on
Occupational Health
(ICOH  2012),Cancun
center
(Mexico)

第19回日本保健医療行動
科学会学術大会抄録集
（大阪府羽曳野市）
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４.　「看護学生の行動特
性」

共同 平成16年12月 　本研究の目的は看護系学生の行動特性を明らか
にし、学生生活における適切な指導のあり方を見
出すことにある。対象は4年制看護系大学1学年
（平成10年～13年)455名であった。自己記入式の
質問紙調査（SCT）をおこなった。その結果、4つ
のカテゴリーが見出された（①解決型、②非解決
型、③中間型、④解決不能型）。特に解決不能型
のタイプの学生への生活指導の必要性が示唆され
た。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。(P.10-
P.11)

共同発表者:新谷奈苗、守本とも子、久保田愛子

５.　介護福祉専攻学生にお
けるアイデンティティの構成
要因について

共同 平成17年6月 　本研究の目的は、介護福祉専攻学生におけるア
イデンティティの構成要因を明らかにし、効果的
な援助内容・方法を探ることである。調査対象
は、介護福祉を専攻する短大生92名であった。質
問紙は守本ら（1998）の研究から、アイデンティ
ティに関連すると考えられるものを用いた。因子
分析の結果、介護福祉専攻学生のアイデンティ
ティを構成する要因として「自己同一性因子」
「自己肯定感にもとづく自己実現因子」が明らか
になった。これらの因子に着目して、介護福祉専
攻学生に対する援助内容・方法を検討する必要が
示唆された。

本人担当部分：主に統計解析をおこなった。
(P.56)

共同発表者:富永尭史、新川泰弘、守本とも子

６.　介護福祉専攻学生にお
ける生活満足度の構成要因に
ついて

共同 平成17年6月 　本研究の目的は、介護福祉専攻学生における生
活満足度を構成する要因を明らかにし、介護福祉
教育効果の向上を目指すことにある。調査対象
は、介護福祉を専攻する短大生92名であった。質
問紙は守本ら（1998）の研究から、生活満足度に
関連すると考えられるものを用いた。因子分析の
結果、「円満な家庭・家族関係因子」「良好な学
校生活因子」「自己効力感因子」「健康的な生活
と合目的的活動因子」が抽出された。介護福祉を
専攻する学生の生活満足度の向上に向けて、これ
らの因子に着目する必要性が示唆された。

本人担当部分：主に統計解析をおこなった。
(P.57)

共同発表者:新川泰弘、富永尭史、守本とも子

７.　こども学専攻学生にお
けるアイデンティティの構成
要因について

共同 平成17年8月 　本研究の目的は子ども学専攻学生におけるアイ
デンティティの構成要因を明らかにすることで、
学生のアイデンティティを高める要因を見出し、
学生生活指導の方策を検討することである。調査
結果より学生間での友人関係と家庭環境が重要な
要因であることがわかった。

本人担当部分：主に統計解析をおこなった。
(P.99)

共同発表者:富永尭史、吉弘淳一、新川泰弘、守
本とも子

第20回日本保健医療行動
科学会大会抄録集
（東京都）

第20回日本保健医療行動
科学会大会抄録集
（東京都）

第11回日・韓健康教育シ
ンポジウム
兼　第53回日本教育医学
会大会
教育医学
第51巻　第1号
（ソウル市）

リハビリテーションのた
めの行動分析学研究会抄
録集
（広島県）
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８.　こども学専攻学生にお
ける生活満足度の構成要因に
ついて

共同 平成17年8月 　本研究の目的は子ども学専攻学生における生活
満足度の構成要因を明らかにすることである。生
活満足度を高める要因を見出し、学生生活指導の
方策を検討した。調査結果より学生間での友人関
係と家庭環境が重要な要因であることがわかっ
た。

本人担当部分：主に統計解析をおこなった。
(P.137)

共同発表者:新川泰弘、吉弘淳一、富永尭史、守
本とも子

９.　こども学専攻学生を取
り巻く環境とストレス耐性度
について

共同 平成17年8月 　本研究の目的はこども学専攻学生の生活環境要
因とストレス耐性の関係を明らかにすることであ
る。ストレス耐性度と環境要因の満足度を点数化
し、双方の関係を分析した。調査結果より、友人
関係、クラブ活動がストレス耐性度に影響を及ぼ
す要因であることが示唆された。

本人担当部分：主に統計解析をおこなった。
(P.139)

共同発表者:新川泰弘、吉弘淳一、富永尭史、守
本とも子

10.　介護用縫いぐるみの効
用

共同 平成19年3月 　本研究の目的は、施設入居高齢者の癒しとQOL
の向上を考慮した「温かい介護用縫いぐるみ」の
効用を検討することである。コーエンマンス
フィールド（CMAI）調査票をもとに縫いぐるみ使
用前・後の高齢者の行動の変化を比較した。結果
として「同じことを繰り返し言う（質問する）」
に有意な差がみられた。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。(P.11)

共同発表者:守本とも子、吉村雅世、岡本啓子、
星野政明、新谷奈苗、馬場孝明

11.　高齢者むけの快適住居
環境作りとその臨床的評価

共同 平成20年3月 　高齢者向けの快適な環境作りのための快適性を
評価する指標を作成する。快適性を表現すると思
われる項目についてアンケート調査（220名）を
行い、因子分析をおこなった。結果として三つの
因子が抽出された。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共同発表者:守本とも子、吉野公三、本多裕之、
吉村雅世、三毛恵美子

第11回日・韓健康教育シ
ンポジウム
兼　第53回日本教育医学
会大会
教育医学
第51巻　第1号
（ソウル市）

第11回日・韓健康教育シ
ンポジウム
兼　第53回日本教育医学
会大会
教育医学
第51巻　第1号
（ソウル市）

日本医療福祉情報科学会
第2回大会　大会妙録集
（神戸市　甲南女子大
学）

「住居医学」共同研究成
果報告会抄録集
（奈良県　奈良医科大
学）
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12.　住居における快適性評
価スケールの開発

共同 平成20年11月 　本研究では、住居環境要因と心理的・身体的
QOLの関係性を分析するための基礎資料として住
居の快適性評価スケールを作成した。その結果、
3因子が抽出され、第1因子は“空間”、第2因子
は“光”、第3因子は“情緒”と解釈された。ま
た信頼性の検討のため、クローンバックのα係数
を算出したところ、各下位尺度とともに0.78以上
の内部一貫性がみられた。(P.89-P.90)

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共同発表者：守本とも子、青山美智代、浅見恵梨
子、上平悦子、岡本啓子、勝井伸子、三毛美恵
子、吉村雅世、星野政明

13.　看護・保育学生の福祉
用具に対する認識の検討

共同 平成20年11月 　福祉用具に対する認識状況を知るため、保育学
生（専門課程110名、短大生110名）、看護学生
（大学3年次80名）に対し、質問紙調査により福
祉用具、離乳食、調理された食品及び遊び道具に
ついて高齢者、小児どちらに使用する認識が高い
かについて検討した。看護と保育専門課程の学生
は類似の傾向を示し、ほとんどの項目において高
齢者が使用するという認識が高かった。保育短大
生においては遊びに関して子どものものと認識し
ていた。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共同発表者：上本野昌子、守本とも子

14.　在宅酸素療法患者と介
護者のQOL
～ 国民標準値との比較～

共同 平成21年3月 　患者と介護者の在宅生活をよりよい健康生活へ
導く方策を検討するために、SF-36v2 質問紙をも
ちいて、患者と介護者のQOL を把握し、性、年代
それぞれの国民標準値と比較した。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。(P.15)

共同発表者:新谷奈苗、守本とも子

15.　脳血管障害患者の心理
適応面の数量化について
～障害受容スケールの作成と
臨床的応用～

共同 平成21年3月 　医療者の経験などによらない客観性の高い、簡
便な評価法の検討が必要と考え、脳血管障害患者
について障害受容スケールによる数量化の可能性
と臨床的応用について述べた。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。(P.16)

共同発表者:山形力生、 櫻井秀雄、守本とも子

日本福祉工学会第12回学
術講演会講演論文集
山梨大学（甲府市）

日本医療福祉情報行動科
学会
第４回大会抄録集
（兵庫県　甲南女子大
学）

日本医療福祉情報行動科
学会
第４回大会抄録集
（神戸市）

日本福祉工学会第12回学
術講演会講演論文集
山梨大学（甲府市）
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16.　QOL of home oxygen
therapy patients and
caregivers comparison with
standard value

共同 平成21年8月 　本研究では、患者と介護者の在宅生活をよりよ
い健康生活へ導く方策を検討するために、SF-
36V2質問紙をもちいて、患者と介護者のOQLを把
握し、性別、各年代それぞれの0-100得点標準値
と比較し検討した。
対象者は40歳以上で広島県T市の訪問看護ステー
ションとH市の総合病院に通院している在宅酸素
療法患者とその介護者30組であり、訪問による面
接調査を実施した。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこ
なった。(P.77)

共同発表者:新谷奈苗、守本とも子

17.　あらかじめの温熱刺激
によるストレス防御効果につ
いて

共同 平成23年3月 　精神的ストレスの一種として、マウス個体に対
する水浸拘束ストレスによる胃潰瘍発生モデルを
用い、あらかじめの温熱刺激がその後のストレス
暴露への防御効果を示すことを検討した。免疫染
色法の解析結果で、あらかじめの温熱処理群では
8.2%のアポトーシスの減少がみられた。(P.11)

本人担当部分：結果の分析をおこなった。

共同発表者:山形力生、高橋昭久、守本とも子、
大西武雄

18.　地域における福祉講演
「QOLを高める高齢者の生き
方」（１）―「ストレスに関
する学びの検討を中心に―

共同 平成23年6月 　本研究の目的はQOLを高める高齢者の生き方を
テーマとした地域住民のために企画した福祉講演
への参加による地域住民の学びの成果を検討し
た。福祉講演での学びを今後の生活の中で具体的
に活用していこうと考えているとともに、福祉講
演会に参加したことが今後の生きる糧になってい
たことが推測された。

本人担当部分：福祉講演会の講師であり、講演後
のアンケートの分析を行った。

共同発表者：新川泰弘、守本とも子

19.　在宅酸素療法患者のQOL
に影響を与える介護者の支援
方策の検討

共同 平成24年3月 　不可逆的に進行する肺病変がある慢性呼吸不全
患者の在宅療養生活を維持するためには、気道感
染の予防や日常生活活動の適切な制限といった患
者自身の自己管理に加え、それを支える介護者の
役割が重要である。本研究では、患者のQOLに影
響を及ぼす介護者への支援方策を検討することを
目的とした。(P.12)

本人担当部分：統計解析及び研究の総括をおこ
なった。

共同発表者：新谷奈苗、守本とも子

20.　看護師国家試験の出題
基準に沿った講義内容の検討

共同 平成24年6月 　本研究では、看護師国家試験出題基準に沿った
小項目に対する講義の有無を明らかにし、教授内
容の過不足や効果的な教授について検討すること
を目的とした。(P.78)

本人担当部分：研究の総括を行った。

共同発表者：渡邊美幸、奥百合子、小平由美子、
箕浦文枝、守本とも子

日本医療福祉情報行動科
学会第7回大会抄録集
（大阪市　メルパルク大
阪）

日本保健医療行動科学会
第27回　抄録集
（岐阜市）

第13回日韓健康教育シン
ポジウム
兼　第57回日本教育医学
会大会抄録集
（ソウル市）

日本医療福祉情報行動科
学会第6回大会抄録集
（岐阜市）

日本保険医療行動科学会
第26回学術大会抄録集
（大阪府高槻市）
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―シンポジウム―

１.　第6回QOL研究会夏期セ
ミナー
シンポジウム「QOLの基本と
応用」

平成16年7月 シンポジスト
演題：「在宅酸素療法とQOL」

２.　第10回奈良緩和医療研
究会

平成16年10月 一般演題Ⅰ　座長

３.　第21回日本保健医療行
動科学会学術大会

平成18年6月 一般演題ポスター発表　座長

４.　奈良県医科大学・大和
ハウス
「住居医学」寄付講座設立記
念講演会
シンポジウム

平成18年6月 シンポジスト
演題：「デンマークの福祉住居」

５.　日本医療福祉情報科学
会　第2回大会

平成19年3月 シンポジスト
演題：「介護用縫いぐるみの効用」

６.　第23回日本保健医療行
動科学会学術大会

平成20年6月 一般演題発表　座長

７.　第56回教育医学会学術
大会

平成20年8月 一般演題発表　座長

８.　第25回　日本保健医療
行動科学会学術大会

平成22年6月 一般演題発表　座長

９.　第41回日本看護学会
老年看護　学術集会

平成22年9月 演題：「高齢者のQOLを追及する―今果たすべき
看護の役割」
コーディネーター

10.　6th International
Conference of Health
Befavioral Science

平成22年9月 演題:"Religious Hypnosis"
ファシリテーター

11.　第26回　日本保健医療
行動科学会　学術大会

平成23年6月 基調講演：「災害とリスクコミュニケーション」
座長
ポスター発表　座長

12.　第27回　日本保健医療
行動科学会　学術大会

平成24年6月 基調講演：「医療系大学におけるチーム医療教育
の実際―医療のパラダイムシフトに向けて―」
講師

主催：日本看護学会
奈良県奈良市
なら100年会館　大ホー
ル

主催：International
Conference of Health
Befavioral Science
マレーシア
クアラルンプール

主催：日本保健医療行動
科学会
大阪府高槻市
大阪医科大学看護学部

主催：日本保健医療行動
科学会
岐阜県岐阜市
じゅうろくプラザ

主催：日本保健医療行動
科学会事務局
大阪府大東市
大阪産業大学

主催：奈良県立医科大学
奈良県文化会館　国際
ホール

主催：日本医療福祉情報
科学会
兵庫県神戸市
甲南女子大学

主催：日本保健医療行動
科学会事務局
山梨県甲府市
山梨学院大学

主催：教育医学会
大阪府柏原市
大阪教育大学

主催：日本保健医療行動
科学会
群馬県前橋市　前橋プラ
ザ元気21

主催：Quality of
Life(QOL)研究会
奈良県橿原市
奈良県立医科大学大講堂

共催：奈良緩和医療研究
会/奈良県医師会精神神
経科部会/日本化薬(株)
奈良県橿原市
奈良県医師会館
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13.　第9回　日本フットケア
学会　岐阜セミナー

　 平成24年9月 一般講演：「フットケアのための足の解剖とケア
そして歩行」
座長

―マスコミ―

1.　新聞 単独 平成19年3月 　介護用縫いぐるみの効用についての研究結果に
関する記事。
　施設入所高齢者を対象にコーエンマンスフィー
ルド不穏調査票を用いて縫いぐるみ使用前と使用
後の行動の変化を調査した。研究結果と施設のス
タッフに対する施設入所高齢者の行動の変化につ
いてのインタビューの内容が新聞に報道された。

2.　新聞 単独 平成20年8月 　高齢者の住まいに関する記事。これから必要な
のは、生きる主体として高齢者を考えることであ
り、自分の人生は自分でデザインすることが大切
である。

3.　新聞 単独 平成20年9月 　介護用縫いぐるみの効用についての研究結果に
関する記事。認知症高齢者に遊び療法の必要性を
述べた。

文部省科学研究費およびその他の研究助成金
１.　早稲田大学大学院博士
後期課程特別奨学金

個人 平成17年 研究題名：高齢者のQOL向上を目指した癒し効果
機器（縫いぐるみ）の開発
研究助成金：500千円

２.　大和ハウス「住居医
学」研究奨励金

代表 平成19年 研究題名：高齢者向けの快適住居環境作りとその
臨床的評価
研究助成金：1,500千円

３.　大和ハウス「住居医
学」研究奨励金

代表 平成20年 研究題名：高齢者向けの快適住居環境作りとその
臨床的評価
研究助成金：1,300千円

４.　大和ハウス「住居医
学」研究奨励金

代表 平成21年 研究題名：高齢者向けの快適住居環境作りとその
臨床的評価
研究助成金：1,500千円

５.　文部科学省科学研究費
補助金　基盤研究C

分担 平成23年～
平成25年

研究題名：乳がん患者のワーク・トリートメント
バランスを支える患者支援プログラムの開発
研究助成金：4,200千円

［注］

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

早稲田大学

大和ハウス

大和ハウス

大和ハウス

文部科学省

朝日新聞(株)
フロンテイアエイジ

奈良新聞社
ならリビング

毎日新聞

主催：日本フットケア学
会
岐阜県岐阜市
じゅうろくプラザ
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年月日

平成16年4月～
現在に至る

平成16年11月～
12月

平成17年10月～
平成20年3月

2) 特別支援学校における芸術の総合学習
（大阪教育大学教育学部附属養護学校中学部の総合学習
の授業における実践例）

　「フィーリングアーツ(FA)」は、音楽と光彩と抽象絵
画による統合芸術である。障がいの程度に関わらず、あ
らゆる障がいをもつ子どもたちが調光操作を容易に行
え、主体的に参加できるキッズ・インタラクティブ・
アーツ・システムを開発し、特別支援学校中学部の生徒
を対象に、そのシステムを用いて「FA」の総合学習（鑑
賞，操作体験，描画など）を行った。生徒自身にとって
は、光と音楽が融合したアートに「感動」を覚え、様々
な色の光を操作し、また自由に抽象画を描き、自らの感
性を発揮する「楽しい」体験となり、日ごろ生徒の様子
をよく知る教員から「感性」「集中力」「積極性」「満
足感」「落ち着き」等のポジティブな情動や意志を培う
ことが可能であると評価を得た。
※北村義博、吉岡隆之、戸島章雄、吉村治、福嶋美津
子、内布敦子、大倉正造
※共同実践につき本人担当部分抽出困難

3) アートセラピー・フィーリングアーツ
（大阪医療福祉専門学校「アートセラピー・フィーリン
グアーツ」の授業における実践例）

　絵画と光彩と音楽を融合させた統合芸術である
「フィーリングアーツ(FA)」について、実践内容及び効
果について学習し、その後、実際に、医療・福祉・教育
施設等における「FA」の講演活動を体験する。また、
「FA」を学習・体験する前と後に、自由に絵を描き、前
後の絵を比較する。体験後に描かれた絵は明らかに調和
的な作品であり、その作品の変化と体験したことを自ら
考察することによって、心が調和的になり、優しく明る
くなる傾向がみられる。
※北村義博、吉岡隆之
※共同実践につき本人担当部分抽出不可能

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

1) キッズ・フィーリングアーツ
（国内外の子どものための教育・福祉・医療施設におけ
る実践例）

　フィーリングアーツは、絵画と光彩と音楽を融合させ
た体感型の統合芸術である。児童養護施設、養護学校、
療育施設、院内学級、保育園や子育て支援施設、児童
館、子どものための博物館等での国内講演、インドネシ
ア、ケニア、ベトナム、バングラデシュ、韓国、パキス
タンの小学校や孤児院での海外講演など、子ども向けの
プログラムとして「キッズ・フィーリングアーツ」を
行っている。子どもたちを対象とした公演では、単に鑑
賞するだけでなく、コントローラーによる調光操作で、
光の三原色による色彩の変化を体験する。また、体感後
に、感じた色や形を絵に描き、芸術的才能や感性を開花
する機会となる。子どもたちの情緒を安定させ、感性を
引き出す効果があると高い評価を得ている。
※北村義博、吉岡隆之
※共同実践につき本人担当部分抽出不可能

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　吉岡　隆之

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

健康・スポーツ科学、社会医学、看護学 応用健康科学、衛生学・公衆衛生学、臨床看護学
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平成19年4月～
平成24年9月

平成16年4月～12
月

平成18年4月

平成18年8月

2) ダウン症児「身体発育曲線」及び「縦断型発育基準
チャート」作成コンピュータソフト （Excel 2003,
Windows XP 対応版）（教材）

　前掲の「ダウン症候群の出生から18歳の身長･体重縦断
的成長曲線（教材）」及び「ダウン症学齢期縦断型身
長・体重発育チャート（教材）」を基に、ダウン症児と
健常児双方の「身長と体重の発育基準曲線」及び「学齢
期縦断型身長・体重発育チャート」の上に、自身のグラ
フが描けるコンピュータソフト（Excel 2003, Windows
XP 対応版）を作成した。神戸市看護大学看護学部看護学
科の看護学の基盤となる科目Ⅱ「ヘルスプロモーション
論」（1年次配当、必修、1単位30時間）の授業で使用し
ていた。また、大阪成蹊短期大学児童教育学科の「小児
保健Ⅰ（子どもの保健Ⅰ）」の授業等でも使用してい
る。
※吉岡隆之、藤田弘子 監修
※共同監修につき本人担当部分抽出不可能
※大橋博文，藤田弘子 編著，『ダウン症児すこやかノー
ト―成長発達の手引きと記録―』，メディカ出版，大阪
（平成18年4月）に付属（後掲）

3) Computer software of the longitudinal growth
chart for children with Down syndrome【English
Version】（Excel 2003 English Ver., Windows XP
English Ver.）（教材）

　前掲の「ダウン症児身体発育曲線作成コンピュータソ
フト （Excel 2003, Windows XP 対応版）（教材）」の
英語版で、英語版のExcel 2003及び Windows XPに対応し
ている。平成18年8月にカナダのバンクーバーで開催され
た第9回ダウン症世界会議における研究発表の際に使用
し、参加者のうち希望者に配布した。
※吉岡隆之、藤田弘子、後和美朝、福嶋美津子、福岡希
代子、戸島章雄
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能
※9th World Down Syndrome Congress (Vancouver,
Canada)（平成18年8月）において発表（後掲）

２　作成した教科書，教材

1) 障がいをもつ子どもたちのための「キッズ・インタ
ラクティブ・アーツ・システム」（教材）

　特別支援学校等の総合学習のための教材として、障が
いの程度に関わらず、あらゆる障がいをもつ子どもたち
が調光操作を容易に行え、主体的に参加できるインタラ
クティブ（双方向性のある）型のフィーリングアーツの
システムを開発した。このシステムの開発により、障が
いの程度に関わらず、あらゆる障がいをもつ子どもたち
が授業の教材としてFAを用いることができ、その感性の
開発や心のケアに資することが可能になった。大阪教育
大学教育学部附属養護学校（特別支援学校）中学部の総
合学習の授業において使用した。
※戸島章雄、内布敦子、北村義博、吉岡隆之、吉村治，
福嶋美津子、大倉正造
※共同開発につき本人担当部分抽出不可能
※平成16～17年度（財）テクノエイド協会・福祉用具研
究開発助成「（障害児施設向け）障害の程度に関わら
ず，主体的な参加が可能な『キッズ・インタラクティ
ブ・アーツ』システムの開発」による研究の一部として
開発

4) 感性・身体表現
（神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤とな
る科目Ⅰ「感性・身体表現」（2年次配当、選択、2単位
30時間）の授業における実践例）

　音楽、光彩（抽象画のステンドグラス風スライド）及
び自らの身体を使って、自らの感性・イメージを表現す
る。具体的には、まず、自らの感性で描いたステンドグ
ラス風スライドを一人あたり50～100枚程度、作製する。
次に、各自のイメージに合った衣装を和紙で作製する。
最終的に、自らがモデルとなり、各自のイメージに合っ
た音楽に合わせながら、映写機を用いてステンドグラス
風スライドによる光彩を、和紙の衣装を着飾った自らの
身体に連続的に投射する。
※北村義博、吉岡隆之
※共同実践につき本人担当部分抽出不可能
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平成18年12月～
現在に至る

平成20年2月～
平成24年9月

平成20年6月～
平成24年9月

平成20年8月～
現在に至る

5) 物語風禁煙教材【学生編】「明るい人生計画」
（Power Point・スライド版）

　喫煙率の一番高い年代は20歳代と30歳代であり、特に
男女共に20歳代の喫煙率は高く、喫煙のきっかけになり
やすい大学生の禁煙は、特に取り組むべき問題である。
そこで、喫煙を行っている大学生が禁煙へ関心を向け、
行動変容につながるような物語風禁煙教材（スライド16
枚）を作成した。神戸市看護大学看護学部看護学科の看
護学の基盤となる科目Ⅱ「健康行動論」（3年次配当、必
修、1単位30時間）の授業等で使用していた。
※宮﨑晶子，吉岡隆之
※指導教員として教材の全般的な監修を行った。
※2007年度神戸市看護大学研究演習抄録集に掲載

6) 物語風禁煙教材【教師編】「子どものきもち　＜学
校編＞　～“あること”をやめると・・・～」（Power
Point・スライド版）

　児童生徒の模範となるためにも、また、児童生徒を受
動喫煙の害から守るためにも、教師の禁煙は重要であ
る。そこで今回、各種の行動科学理論を応用し、禁煙へ
の行動変容を促すような教師のための物語風教材（スラ
イド19枚＋フィーリングアーツDVD1曲）を試作した。神
戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤となる科
目Ⅱ「健康行動論」（3年次配当、必修、1単位30時間）
の授業等で使用していた。
※和田みなみ、吉岡隆之、北村義博
※指導教員として教材の全般的な監修を行った。
※第23回日本保健医療行動科学会学術大会(山梨)におい
て発表

7) フィーリングアーツ国際文化交流ビデオ教材
【ケニア編】

　2008年8月に、ケニア・ナイロビのスラム地区にある子
ども病院のHIVに感染した子どもたちや医療スタッフ等を
対象に行ったフィーリングアーツ公演、ナイロビ郊外や
キテンゲラ村の児童養護施設で子どもたちやスタッフを
対象にした公演、ケニア看護協会の看護管理者を対象に
行ったワークショップ、ケニアの大自然等の様子に関す
るビデオ教材（約6分）を作成した。国際的な文化芸術交
流の意義とあり方を考察し、具体的に人類・社会に貢献
する方策を模索する上で有用なビデオ教材である。神戸
市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤となる科目
Ⅰ「感性・身体表現」（2年次配当、選択、2単位30時
間）の授業で使用していた。また、フィーリングアーツ
に関するワークショップや講演等でも使用している。
※北村義博、吉岡隆之、北村佳大
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能

4) フィーリングアーツ社会貢献・文化交流スライド教
材
【医療・福祉・教育施設1000回公演プロジェクト】

　2004年4月から開始した「フィーリングアーツ1000回公
演プロジェクト」の一環で、国内の医療・福祉・教育施
設、被災地等で、患者、高齢者、障がい者、子どもた
ち、施設のスタッフ、被災者等を対象に行ったフィーリ
ングアーツ公演の様子等に関するスライド教材（約120
枚）を作成し、順次更新している。地域での文化芸術交
流の意義とあり方を考察し、具体的に、感性の開発や心
のケアに関して社会に貢献する方策を模索する上で有用
なスライド教材である。神戸市看護大学看護学部看護学
科の看護学の基盤となる科目Ⅰ「感性・身体表現」（2年
次配当、選択、2単位30時間）の授業で使用していた。ま
た、フィーリングアーツに関するワークショップや講演
等でも使用している。
※北村義博、吉岡隆之
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能
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平成21年6月～
平成24年9月

平成21年8月～
現在に至る

平成21年12月～
現在に至る

平成21年12月～
現在に至る

11) フィーリングアーツ国際文化交流スライド教材
【道程】（Power Point・スライド版）

　2001年以降に行った「フィーリングアーツ国際文化交
流プロジェクト」の一環で、海外（カナダ、タイ、米
国、中国、インドネシア、ケニア、ベトナム、韓国、パ
キスタン、フィンランドなど）の医療・福祉・教育施設
や被災地などで行った公演の様子等に関するスライド教
材を作成し、順次更新している（約150枚、2013年5月現
在）。国際的な文化芸術交流の意義とあり方を考察し、
具体的に人類・社会に貢献する方策を模索する上で有用
なスライド教材である。神戸市看護大学看護学部看護学
科の看護学の基盤となる科目Ⅰ「感性・身体表現」（2年
次配当、選択、2単位30時間）の授業等で使用していた。
また、フィーリングアーツに関するワークショップや講
演等でも使用している。
※吉岡隆之、北村義博
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能

8) 物語風禁煙教材【看護学生編】「看護学生物語」
（Power Point・スライド版）

　女性看護職の喫煙率は一般女性の約2倍といわれてい
る。今回、看護学生の段階で禁煙をすることが有効と考
え、各種の行動科学理論を応用し、看護学生が禁煙に関
心をもち、行動変容ができるような物語風禁煙教材（ス
ライド31枚＋フィーリングアーツDVD1曲）を作成した。
神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤となる
科目Ⅱ「健康行動論」（3年次配当、必修、1単位30時
間）の授業等で使用していた。
※第56回近畿学校保健学会(奈良)において発表（座長賞
受賞）
※氏原曜子、吉岡隆之、北村義博
※指導教員として教材の全般的な監修を行った。

9) フィーリングアーツ国際文化交流ビデオ教材
【ベトナム・ホーチミン編】

　2009年8月に、ベトナム・ホーチミンにおいて、児童養
護施設の聴覚障がいをもつ子どもたちを対象に行った
フィーリングアーツ公演、整形・リハビリテーション病
院の医療関係者や患者を対象に行ったワークショップ、
現地のインターネットテレビに出演した様子等に関する
ビデオ教材（約5分）を作成した。国際的な文化芸術交流
の意義とあり方を考察し、具体的に人類・社会に貢献す
る方策を模索する上で有用なビデオ教材である。神戸市
看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤となる科目Ⅰ
「感性・身体表現」（2年次配当、選択、2単位30時間）
の授業で使用していた。また、フィーリングアーツに関
するワークショップや講演等でも使用している。
※北村義博、吉岡隆之、久永珠美
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能

10) 一般の学齢期の児童・生徒のための「身体発育曲
線」及び「縦断型発育基準チャート」作成コンピュータ
ソフト （Excel 2003, Windows XP 対応版）（身長と体
重の現量値および年間増加量のパーセンタイル曲線，身
長に対する体重パーセンタイル曲線の5つのグラフで構
成）（教材）

　前掲の「ダウン症児身体発育曲線作成コンピュータソ
フト （Excel 2003, Windows XP 対応版）（教材）」を
基に、健常児の部分のみを抽出し、「身長と体重の発育
基準曲線」及び「学齢期縦断型身長・体重発育チャー
ト」の上に、一般の学齢期の児童・生徒が自身のグラフ
を描くことができるコンピュータソフト（Excel 2003,
Windows XP 対応版）を作成した。神戸市看護大学看護学
部看護学科の看護学の基盤となる科目Ⅱ「ヘルスプロ
モーション論」（1年次配当、必修、1単位30時間）の授
業で使用していた。また、大阪成蹊短期大学児童教育学
科の「小児保健Ⅰ（子どもの保健Ⅰ）」の授業等でも使
用している。
※吉岡隆之、後和美朝
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能
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平成23年5月～
現在に至る

平成23年8月～
現在に至る

平成20年4月～
平成24年9月

平成20年4月～
平成24年3月

平成20年4月～
平成24年3月

平成20年4月～
平成24年9月

平成20年4月～
平成24年3月

平成21年4月～
平成24年3月

5) 神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤と
なる科目Ⅱ「統合医療論」（3年次配当、選択、1単位15
時間）の授業（オムニバス方式）における評価

学生による授業評価＜総合評価（5段階評価））＞
20年度：4.7、21年度：4.4、22年度：4.6、
23年度：4.4
いずれの年度も極めて高い評価を得ている。

6) 神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤と
なる科目Ⅱ「健康とビジネス」（4年次配当、選択、1単
位15時間）の授業（オムニバス方式）における評価

学生による授業評価＜総合評価（5段階評価））＞
21年度：4.3、22年度：4.2、23年度：3.9
いずれの年度も非常に高い評価を得ている。

2) 神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤と
なる科目Ⅱ「健康・体力・スポーツ演習」（1年次配
当、必修、1単位30時間）の授業における評価

学生による授業評価＜総合評価（5段階評価））＞
20年度：4.2、21年度：4.3、22年度：3.8、
23年度：4.1
いずれの年度も非常に高い評価を得ている。

3) 神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤と
なる科目Ⅰ「感性・身体表現」（2年次配当、選択、2単
位30時間）の授業（オムニバス方式）における評価

学生による授業評価＜総合評価（5段階評価））＞
20年度：5.0、21年度：5.0、22年度：5.0、
23年度：4.8
いずれの年度も最高の評価を得ている。

4) 神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤と
なる科目Ⅱ「健康行動論」（3年次配当、必修、1単位30
時間）の授業における評価

学生による授業評価＜総合評価（5段階評価））＞
20年度：3.4、21年度：3.4、22年度：3.7、
23年度：3.9、24年度：3.7
いずれの年度も高い評価を得ている。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1) 神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤と
なる科目Ⅱ「ヘルスプロモーション論」（1年次配当、
必修、1単位30時間）の授業における評価

学生による授業評価＜総合評価（5段階評価））＞
20年度：3.7、21年度：4.1、22年度：3.3、
23年度：3.5、24年度：4.1
いずれの年度も高い評価を得ている。

12) フィーリングアーツ社会貢献・文化交流ビデオ教材
【東日本大震災被災地編】

　2011年5月に、福島県いわき市被災地の避難所（湯本第
一小学校）、福島県猪苗代町の避難所となっていた民宿
の被災者やスタッフを対象に行ったフィーリングアーツ
公演（地元の音楽家とのコラボレーションを含む）、被
災地の様子等に関するビデオ教材（約5分）を作成した。
大震災被災地での文化芸術交流の意義とあり方を考察
し、具体的に、被災地での心のケアに関して社会に貢献
する方策を模索する上で有用なビデオ教材である。神戸
市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤となる科目
Ⅰ「感性・身体表現」（2年次配当、選択、2単位30時
間）の授業で使用していた。また、フィーリングアーツ
に関するワークショップや講演等でも使用している。
※北村義博、吉岡隆之、久永珠美
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能

13) フィーリングアーツ国際文化交流ビデオ教材
【パキスタン北部大震災（2005年）被災地編】

　2011年8月に、パキスタン北部大震災（2005年）の被災
地バラコットにおいて、小学校の児童や教員、地域の教
育関係者を対象に行ったフィーリングアーツ公演、被災
地の様子等に関するビデオ教材（約5分）を作成した。大
震災被災地での国際的な文化芸術交流の意義とあり方を
考察し、具体的に、海外の被災地での心のケアに関して
社会に貢献する方策を模索する上で有用なビデオ教材で
ある。神戸市看護大学看護学部看護学科の看護学の基盤
となる科目Ⅰ「感性・身体表現」（2年次配当、選択、2
単位30時間）の授業で使用していた。また、フィーリン
グアーツに関するワークショップや講演等でも使用して
いる。
※北村義博、吉岡隆之、久永珠美
※共同作成につき本人担当部分抽出不可能
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平成16年6月

平成17年2月～3
月

平成18年9月

平成18年9月

2) "Feeling Arts" International Workshop: Art
Program, 2005 Special Olympics World Winter Games,
At White Ring Sports Arena.(Nagano, Japan)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行った。参加者は一日に延べ数百名であっ
た。日本で初めて開催された、知的障がい者のスペシャ
ルオリンピックスでの講演であった。フィーリングアー
ツの講演会場は競技会場のフロアであったため、競技の
参加選手の多くが、フィーリングアーツの体験ワーク
ショップに参加し、感動とともに音楽と光による表現を
学んだ。
※Yoshihiro Kitamura, Takayuki Yoshioka, Akio
Toshima, Michiko Ogawa, Shoko Kumamoto and Yumiko
Nohara
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能

3) "Feeling Arts" International Workshop, At
Health Science Academy of Klaten (Sekolah Tinggi
Ilmu Kesehatan Muhammadiyah Klaten) (Klaten,
Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護学生と教員（約20名）であり、
特に神戸の震災での活動と役割を説明した。参加者は非
常に興味深く共感し、評価した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Central Java and
Yogyakarta, Indonesian National Nursing
Association. Supported by Indonesian National
Nursing Association. Sponsored by Suntory Ltd.,
Kyowa Hakko Kogyo Co., Ltd.and Feeling Arts Academy

4) "Feeling Arts" International Workshop, At
Central Java Nursing Academy (Akademi Keperawatan
Pemerintah Provinsi Jawa Tengah). (Semarang,
Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護学生と教員（約100名）であり、
特に日本の医療施設における芸術の役割ついて講義し
た。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Central Java and
Yogyakarta, Indonesian National Nursing
Association. Supported by Indonesian National
Nursing Association. Sponsored by Suntory Ltd.,
Kyowa Hakko Kogyo Co., Ltd. and Feeling Arts
Academy

４　実務の経験を有する者についての特記事項

（国際招聘ワークショップ・講演等)

1) "Feeling Arts" International Workshop: "Feeling
Arts" in the Healing Process, Educational workshop
for clinical and medical staff at Lakeview Center
and Baptist Health Care, At Eaddy Activity Center,
Lakeview Center. (Pensacola, U.S.A.)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。参加者は医療関係者等約100名であった。フィー
リングアーツと尺八の音色で日本的な癒しの場となっ
た。ファミリーセラピストをしていた参加者の一人は、
その後、施設でセラピーの一環としてフィーリングアー
ツのDVDを使用するようになり、当該施設にフィーリング
アーツDVDライブラリを設置した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Jikei-American Center, University of
West Florida, Lakeview Foundation's Morris Eaddy
Educational Fund, Feeling Arts Academy
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平成19年3月

平成19年3月

平成19年3月

平成19年4月8) Mental Support by "Feeling Arts" International
Workshop to Caregivers of the Central Java
Earthquake on May 2006, At Bantul RSD Hospital,
(RSD Panembahan Senopati Pemerintah Kabupaten
Bantul) (Bantul, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。対象は被災者支援の経験のある医療関係者など
約80名であった。体験後、それぞれの感想をわかち合っ
たが、感動を覚えたり、多くのイメージが浮かんだ参加
者、調光操作を希望する参加者など、反応は様々であっ
た。その後、震災地でのフィーリングアーツの活動と役
割を説明し、被災地での活用について議論した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※Conducted by Provincial Board of Central Java and
Yogyakarta, Indonesian National Nursing
Association. Supported by Indonesian National
Nursing Association. Sponsored by Suntory Ltd.,
Kyowa Hakko Kogyo Co., Ltd., Panasonic Co., Ltd.
and Feeling Arts Academy, Supported by PT Amerta
Indah Otsuka

5) "Feeling Arts" International Workshop, At
Nursing Program, Faculty of Medicine, Diponegoro
University (Program Studi Ilmu Keperawatan,
Fakultas Kedocteran, Universitas Diponegoro)
(Semarang, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護学生と教員（約20名）であっ
た。体験した参加者は感動し、新しい癒しの分野研究へ
の刺激になったと評価した。特に神戸での震災地におけ
る役割を説明した結果、参加者の関心を引き深い共感と
評価を得た。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Central Java,
Indonesian National Nursing Association. Supported
by Indonesian National Nursing Association.
Sponsored by Suntory Ltd., Kyowa Hakko Kogyo Co.,
Ltd., Panasonic Co., Ltd. and Feeling Arts Academy

6) "Feeling Arts" International Workshop, At
Central Java Nursing Academy (Akademi Keperawatan
Pemerintah Provinsi Jawa Tengah) (Semarang,
Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護学生と教員（約50名）であっ
た。実際に体験後の感想を聞き、癒しにおけるメンタル
的な要素の大切さを説明した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Central Java,
Indonesian National Nursing Association. Supported
by Indonesian National Nursing Association.
Sponsored by Suntory Ltd., Kyowa Hakko Kogyo Co.,
Ltd., Panasonic Co., Ltd. and Feeling Arts Academy

7) "Feeling Arts" International Workshop, At
Ungaran Nursing Academy (Akademi Keperawatan Ngudi
Waluyo Ungaran) (Semarang, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は教員（約10名）であった。特に、芸
術が思想や宗教を超えて、感動や癒しをもたらすことな
どについて議論した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Central Java,
Indonesian National Nursing Association. Supported
by Indonesian National Nursing Association.
Sponsored by Suntory Ltd., Kyowa Hakko Kogyo Co.,
Ltd., Panasonic Co., Ltd. and Feeling Arts Academy
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平成19年4月

平成19年8月

平成19年8月

平成19年8月

11) "Feeling Arts" International Workshop, At
Nursing Program, Faculty of Medicine, Diponegoro
University (Program Studi Ilmu Keperawatan,
Fakultas Kedocteran, Universitas Diponegoro)
(Semarang, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護の大学院生と教員（約20名）で
あった。初めて体験するアートに、非常に興味を示す学
生が多く、日本に来て学びたいという学生もいた。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by FNursing Program, Faculty of
Medicine, Diponegoro University, PT Amerta Indah
Otsuka and Feeling Arts Academy, Conducted by Dra.
Setyowati, Ph.D.

12) "Feeling Arts" International Workshop for
Medical Staffs at Hospital (PS Puri Mandiri
Kedoya) (Jakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は医療関係者（約50名）であった。
フィーリングアーツのDVDを医療機関で活用することを切
望する者も多かった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by PT Amerta Indah Otsuka and Feeling
Arts Academy

9) "Feeling Arts" International Workshop, At
Health Science Academy of Yogyakarta (Jurusan
Keperawatan Politeknik Kesehatan Yogyakarta)
(Yogyakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護学生及び教員（約30名）であっ
た。インドネシアで制作した新作で実演し、参加者から
共感と評価を得た。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Yogyakarta,
Indonesian National Nursing Association. Supported
by Indonesian National Nursing Association.
Sponsored by Suntory Ltd., Kyowa Hakko Kogyo Co.,
Ltd., Panasonic Co., Ltd. and Feeling Arts Academy,
Supported by PT Amerta Indah Otsuka

10) "Feeling Arts" International Workshop, At
Faculty of Nursing, Indonesia University (Fakultas
Ilmu Keperawatan, Universitas Indonesia) (Jakarta,
Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は看護教員（約20名）であった。参加
者は、芸術をケアに活用する新しい方法を高く評価し、
インドネシアの看護分野においてフィーリングアーツを
活用すべく、共同研究をしたいとの申し出があった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Faculty of Nursing, Indonesia
University, PT Amerta Indah Otsuka and Feeling Arts
Academy, Conducted by Dra. Setyowati, Ph.D.
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平成19年8月

平成20年8月

平成21年8月

平成22年8月

14) "Feeling Arts" International Workshop for
Executive Nurses of National Nurses Association of
Kenya at Head Office of National Nurses
Association of Kenya. (Nairobi, Kenya)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象はケニア看護協会の看護管理者（約20
名）であった。特に、日本の医療施設でのフィーリング
アーツの活動を高く評価し、フィーリングアーツをケニ
アの医療施設でも活用したいとの協力要請があった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by National Nurses Association of Kenya
and Feeling Arts Academy, Supported by Life Science
Promotion Association and International Council of
Nurses

15) "Feeling Arts" International Workshop at the
Center of Orthopedist & Rehabilitation, Ho Chi
Minh (Trung Tam Chinh Hinh va Phuc Hoi Chuc Nang
TP HCM) (Ho Chi Minh City, Vietnam)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は医療関係者と患者（約80名）であっ
た。フィーリングアーツの調光操作を体験する機会を設
けたところ、枯葉剤の後遺症をもつ患者の一人が操作を
体験し、是非、日本でフィーリングアーツの勉強をした
いとの申し出があった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Panasonic Co., Ltd. and Feeling Arts
Academy, Supported by Otsuka OPV., Co. Ltd., Life
Science Promotion Association

16) "Feeling Arts" International Workshop at the
Center for Social Research, Chittagong (for
Medical, Welfare and Educational Staffs)
(Chittagong, Bangladesh)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は教育関係者、医療従事者、医療ボラ
ンティアなど（約70名）であった。特に、バングラデ
シュで貧困者の医療支援をしている外国人医師が感動
し、非常に興味を示した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Center for Social Research of
Chittagong, Image [Social Welfare Organization of
Chittagong] and Feeling Arts Academy, Supported by
Life Science Promotion Association

13) "Feeling Arts" International Workshop for
Medical Staffs at Hospital (RSAB Harapan Kita)
(Jakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。主な対象は医療関係者、特に看護師（約50名）
であった。ほとんどの参加者が興味を示し、特に芸術を
医療現場で活用することに関する質問が多かった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by PT Amerta Indah Otsuka and Feeling
Arts Academy
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平成24年11月

平成24年11月

平成16年6月

平成16年8月

(国際文化交流)

1) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange: "Feeling Arts" for Healing, Dedication
Ceremony, Opening Celebration of International
Center and Japan House, University of West
Florida, At Conference Center, University of West
Florida (Pensacola, U.S.A.)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。西フロリダ大学の日本館のオープニングセレモニー
の一環で、関係者約20名を対象に公演・交流を行った。
新しい癒しの芸術、光の水墨画として、非常に高い関心
と評価を得た。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Jikei-American Center, University of
West Florida, Feeling Arts Academy and Feeling Arts
Volunteer Committee

2) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange, At Mut Mee Guest House, Conducted by
Nong Khai Rotary Club (Nong Khai, Thailand)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。タイ東北部のノンカーイのイサーン地域の経営者及
び地域の世話人など約20名を対象に公演・交流を行っ
た。非常に反応がよく様々なアイデアが出され、フィー
リングアーツを地域に広めるための協力の申し出があっ
た。
※Yoshihiro Kitamura, Takayuki Yoshioka, Sachie Ito
and Kanako Yagi
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Feeling Arts Academy and Feeling
Arts Volunteer Committee

17) "Feeling Arts" International Workshop at
Salpaus Further Education (Hanako Seminar,
National Educational Project between Finland and
Japan) (Lahti, Finland)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。今回は、フィンランド国内の職業学校関係者と
日本との交流促進を目的としたフィンランドの国家教育
プロジェクトの一つ「Hanakoセミナー（ラハティ市のサ
ルパウス職業学校で開催）」の分科会の一つである福祉
関係のワークショップ（約40名が参加）で講演を行い、
講演後、質疑応答、意見交換等を行った。
※Yoshihiro Kitamura, Takayuki Yoshioka, Chikashi
Nishikawa, Tomoko Morimoto and Mieko Miyake
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Feeling Arts Academy, Supported by
JSPS KAKENHI Grant Number 24390493

18) "Feeling Arts" International Workshop at Omnia
Vocational College (for Staffs and Students)
(Espoo, Finland)

　フィーリングアーツ研究会副代表、研究者、教育者と
して、癒しの芸術フィーリングアーツの活動、意義等に
ついて、実践的観点から実演を交えてワークショップ形
式で講演を行い、また効果等について学術的観点から言
及した。フィンランドのエスポー市にあるオムニア職業
学校主催のワークショップで、主に教職員と学生（約30
名）を対象に講演を行い、質疑応答、意見交換等を行っ
た。特に認知症ケアに非常に有効であるとの評価があっ
た。
※Yoshihiro Kitamura, Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Feeling Arts Academy, Supported by
JSPS KAKENHI Grant Number 24390493
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平成17年8月

平成19年4月

平成19年8月

平成19年8月

4) Mental Support by "Feeling Arts" Exhibitions to
Victims of the Central Java Earthquake on May
2006, At Gading Daton Village of Bantul, (Di Dusun
Gading Daton, Desa Donotirto, Kecamatan Kretek,
Bantul) (Bantul, Indonesia)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。2006年の中部ジャワ大震災の被災地バントゥール村
の被災者40名ほどを対象に公演・交流を行った。参加者
は光と音楽に感動し、長時間、フィーリングアーツを体
験し、癒された様子であった。その後、特に神戸の震災
地での活動と役割を説明し、参加者から共感を得た。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同講演につき本人担当部分抽出不可能
※Conducted by Provincial Board of Central Java and
Yogyakarta, Indonesian National Nursing
Association. Supported by Indonesian National
Nursing Association. Sponsored by Suntory Ltd.,
Kyowa Hakko Kogyo Co., Ltd., Panasonic Co., Ltd.,
Feeling Arts Academy and Feeling Arts Volunteer
Committee, Supported by PT Amerta Indah Otsuka

5) Mental Support by "Feeling Arts" Exhibitions at
Welfare Facility for Old People (Panti Sosial
Tresna Werda, Yayasan Karya Bhakti Ria Pembangun)
(Jakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。インドネシアのジャカルタの高齢者施設の入所者
（約50名）を対象に公演・交流を行った。参加者は
フィーリングアーツの公演中に見えた様々なイメージを
発表し感動を覚えていた。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by PT Amerta Indah Otsuka, Feeling Arts
Academy and Feeling Arts Volunteer Committee

6) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Welfare Facility for Orphan (Panti
Asuhan SOS DESA TARUNA) (Jakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。インドネシアのジャカルタの児童養護施設の子ども
たち（約40名）を対象に公演・交流を行った。子どもた
ちは非常に喜び、フィーリングアーツの体験後、クレヨ
ンを織物のように使いすばらしい絵を描いて見せた。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by PT Amerta Indah Otsuka, Feeling Arts
Academy and Feeling Arts Volunteer Committee

3) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange, At Malipo Rongzhi Hotel (Malipo
(Southeast of Wenshan Prefecture of Yunnan),
China)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。中国の雲南省麻栗坡において少数民族約10名を対象
に公演・交流を行った。参加者は｢フィーリングアーツは
４千年前の壁画に似ている｣と興味を示した。
※Yoshihiro Kitamura, Takayuki Yoshioka, Hitomi
Nakao and Kanako Hori
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Feeling Arts Academy and Feeling
Arts Volunteer Committee
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平成19年8月

平成19年8月

平成20年8月

平成20年8月10) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Welfare Facility for Orphan (Matumaini
Children's Home (Save the Children Centre)
(Nairobi, Kenya)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。ケニアのナイロビの児童養護施設の子どもたち（約
20名）を対象に公演・交流を行った。HIVに感染している
子どもたちも多く含まれていた。フィーリングアーツ体
験後、子どもたちが描いた絵は、美術教育の機会に恵ま
れていない為、線描写が多くシンプルで飾り気のないた
いへん美しいものであった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Save the Children Centre, Feeling
Arts Academy and Feeling Arts Volunteer Committee,
Supported by Life Science Promotion Association

7) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Primary School (SD Notre Dame
Kembangan) (Jakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。インドネシアのジャカルタの小学校の子どもたち
（約50名）を対象に公演・交流を行った。フィーリング
アーツの体験後、子どもたちは感性豊かなすばらしい絵
を描いた。校長は、子どもたちが授業でグラデーション
の技法を習ってないにも関わらず、綺麗なグラデーショ
ンを描いていたので驚き感動した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by PT Amerta Indah Otsuka, Feeling Arts
Academy and Feeling Arts Volunteer Committee

8) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Primary School (SD Islam Cikal Harapan
BSD) (Jakarta, Indonesia)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。インドネシアのジャカルタの小学校の子どもたち
（約50名）を対象に公演・交流を行った。フィーリング
アーツの体験後、子どもたちは、地球や宇宙を感じるよ
うな色合いで絵を描き、とてもすばらしく印象的であっ
た。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by PT Amerta Indah Otsuka, Feeling Arts
Academy and Feeling Arts Volunteer Committee

9) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Medical Clinic in Slum Areas (Child
Doctor Clinic in the Kibera Slum Areas) (Nairobi,
Kenya)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。スラム街の子どものための医療施設で患者とスタッ
フ（約20名）を対象に公演・交流を行ったが、参加者の
中にはエイズを発症した子どもたちも多く含まれてい
た。子どもたち活気づき周りの看護師や医師にフィーリ
ングアーツの感想を積極的に語っていた。このような施
設での公演・交流の必要性を強く感した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by International Medical Collaboration
Unit, Feeling Arts Academy and Feeling Arts
Volunteer Committee, Supported by Life Science
Promotion Association
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平成20年8月

平成21年8月

平成22年8月

平成22年8月

13) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Primary School (Midcity Model School)
(Chittagong, Bangladesh)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。バングラディッシュのチッタゴンの小学校の子ども
たち（約30名）を対象に公演・交流を行った。公演中に
停電したが、子どもたちはフィーリングアーツを見たい
一心で電気がつくまでおとなしく待っていた。ほとんど
全ての子どもが調光操作を希望するほど、フィーリング
アーツに強い興味を示した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Midcity Model School, Feeling Arts
Academy and Feeling Arts Volunteer Committee,
Supported by Life Science Promotion Association

14) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Welfare Facility for Orphan (Dong
Myung Child Welfare Center) (Seoul, Korea)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。韓国のソウルの児童養護施設において小学校４年生
～６年生の子どもたち（約20名）を対象に公演・交流を
行った。子どもたちはフィーリングアーツに非常に感動
し、その感動を絵に描いた。児童養護施設の先生も非常
に興味を示した。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Dong Myung Child Welfare Center,
Feeling Arts Academy and Feeling Arts Volunteer
Committee, Supported by Life Science Promotion
Association

11) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Welfare Facility for Orphan (Saidia
Furaha) (Kitengela, Kenya)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。ケニアのナイロビ郊外の児童養護施設と保育園の子
どもたち（約20名）を対象に、感性開発と自立支援の心
のサポートとして公演・交流を行った。フィーリング
アーツの公演後に子どもたちが描いた作品は非常にユ
ニークなものが多く、日本のデザイナーに認められ、日
本の地域ミニコミ誌の表紙に採用されるほどであった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Saidia Furaha Organization, Feeling
Arts Academy and Feeling Arts Volunteer Committee,
Supported by Life Science Promotion Association

12) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Welfare Facility for Orphan (Truong
Chuyen Biet Khiem Thinh Hy Vong Binh Thanh) (Ho
Chi Minh City, Vietnam)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。ベトナムのホーチミンの児童養護施設において聴覚
障がいの子どもたち（約300名）を対象に、数グループに
分け順次公演・交流を行った。音楽が聞こえない子ども
たちは、フィーリングアーツの光の演奏（変化）に感動
し、積極的に手を挙げ感想を述べ、その姿に担当の先生
たちも驚き、深く感動されていた。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Panasonic Co., Ltd., Feeling Arts
Academy and Feeling Arts Volunteer Committee,
Supported by Otsuka OPV., Co. Ltd., Life Science
Promotion Association
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平成23年8月

平成23年8月

平成24年11月

平成18年4月～
平成19年3月

５　その他

（神戸市看護大学における修士論文指導実績)

1) 神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程実
践看護学領域小児看護学専攻の大学院生1名を副指導教
員（神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程の
兼担助教授）として指導

研究題名「タッチケアが障害児を持つ母親に及ぼす影
響」（内容）新生児や乳児を対象に近年行われるように
なってきたにタッチケアによる母子相互作用に着目し、
そのタッチケアを障害児に応用し、障害児の母親の育児
ストレスが軽減することをケア前後の母親へのインタ
ビューから検証した。

16) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange and Workshop at School of Special
Education for Slow Learners and Mentally
Challenged Individuals (The School of Institute of
Behavioral Psychology) (Karachi, Pakistan)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。パキスタンのカラチの障がい者施設において中高生
（約50名）を対象に公演・交流を行った。生徒たちは光
に非常に敏感で、集中してフィーリングアーツを体験し
ていた。体験後に描かれた生徒たちの絵は、光や天と地
を再現しようとする意志にあふれていた。先生たちは
フィーリングアーツの手法を学びたいという気持ちが強
く、公演後、熱心に質問をされた。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Otsuka Pakistan Limited, Feeling
Arts Academy and Feeling Arts Volunteer Committee,
Supported by Institute of Behavioral Psychology,
Otsuka Pharmaceutical Co., Ltd. and Life Science
Promotion Association

17) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Primary & Secondary School (Kivimaan
peruskoulussa) (Lahti, Finland)

 フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流を行った。フィンラ
ンドのラハティ市のキビマー基礎学校において、3年生の
子どもたち（2クラス約45名）を対象に、フィーリング
アーツの公演（児童によるイメージ表現（描画）、児童
による合唱を含む）を通して交流を行った。公演の後、
学校見学（質疑応答を含む）を行い、最後に、校長と共
に昼食（給食）をとりながら、質疑応答・意見交換等を
行った。
※Yoshihiro Kitamura, Takayuki Yoshioka, Chikashi
Nishikawa, Akira Nakagawa, Tomoko Morimoto and
Mieko Miyake
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Feeling Arts Academy and Feeling
Arts Volunteer Committee, Supported by JSPS KAKENHI
Grant Number 24390493

15) "Feeling Arts" International Art & Cultural
Exchange at Primary School (Balakot Public School)
in the stricken area of the 2005 Kashmir (Northern
Pakistan) Earthquake (Balakot, Pakistan)

　フィーリングアーツボランティア委員会副代表、教育
者、研究者として、癒しと感性の芸術 フィーリングアー
ツの公演を通して国際文化芸術交流をコーディネートし
た。2005年に起きたパキスタン北部大震災の被災地バラ
コットの小学校で、低学年の子どもたち（約30名）を対
象に公演・交流を行った。フィーリングアーツの体験
後、子どもたちは感じたことを絵に描いたが、クレヨン
をもつのが初めての子が多く、線描写はできたが塗るこ
とには慣れていない様子で、独特の絵が多かった。
※Yoshihiro Kitamura and Takayuki Yoshioka
※共同公演につき本人担当部分抽出不可能
※Sponsored by Feeling Arts Academy and Feeling
Arts Volunteer Committee, Supported by Balakot
Public School, Save Pakistan Bank and Life Science
Promotion Association
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平成21年4月～
平成22年3月

平成23年4月～
平成24年3月

平成10年4月～
平成20年3月

平成12年4月～
平成18年3月

平成12年4月～
平成18年3月

平成15年4月～
平成20年3月

4) プライマリーヘルスケア（オムニバス形式） 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成15年4
月から平成17年3月まで講師、平成17年4月から平成19年3
月まで助教授、平成19年4月から平成20年3月まで准教
授）として担当の「プライマリーヘルスケア」（専門基
礎科目、3年次配当、必修、1単位・15時間）において、
プライマリーヘルスケアの歴史的背景とその考え方に関
する授業を行い、それによって学生に、健康増進から、
疾病予防、医療、リハビリテーションまでの一貫した総
合的なケアとその属性、今後の展開について理解させる
教育効果があった。（単位認定者として、プライマリー
ヘルスケアの歴史的背景とその基本的考え方、総括を担
当）

1) 保健行動論 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成10年4
月から平成17年3月まで講師、平成17年4月から平成19年3
月まで助教授、平成19年4月から平成20年3月まで准教
授）として担当の「保健行動論」（専門基礎科目、3年次
配当、必修、2単位・30時間）において、日常生活に習慣
として組み込まれた保健行動に関する授業を行い、それ
によって学生に、保健行動の成り立ちとその影響要因、
生活習慣や人間関係との関係、保健行動の変容の要因等
を理解させる教育効果があった。

2) ヘルスプロモーション 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成12年4
月から平成17年3月まで講師、平成17年4月から平成18年3
月まで助教授）として担当の「ヘルスプロモーション」
（専門基礎科目、1年次配当、選択、1単位・30時間）に
おいて、ヘルスプロモーションに関する授業を行い、そ
れによって学生に、ヘルスプロモーションの基本的な考
え方および関連する種々の科学的基礎知識を理解させる
とともに、健康に関する環境整備を含め、人々が自らの
健康をコントロールし改善することを可能とするための
方法を理解させる教育効果があった。

3) ヘルスプロモーション演習 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成12年4
月から平成17年3月まで講師、平成17年4月から平成18年3
月まで助教授）として担当の「ヘルスプロモーション演
習」（専門基礎科目、1年次配当、選択、1単位・30時
間）において、ヘルスプロモーションに関する実践的技
法について主体的な演習形式の授業を行い、それによっ
て学生に、身体活動、食生活、休養など、ヘルスプロ
モーションに関する具体的な方法や課題を主体的に習得
させる教育効果があった。

2) 神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程実
践看護学領域小児看護学専攻の大学院生1名を副指導教
員（神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程の
兼担准教授）として指導

研究題名「肥満の子どもとその家族の健康生活に対する
認識・行動とそれに関連する家族の思い」（内容）子ど
もの肥満について、本人および家族全員を対象に、肥満
に関する認識・生活行動、さらには、それらに関連する
家族の思いについて、質問紙および聴き取りにより調査
し、明らかにした。

3) 神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程実
践看護学領域小児看護学専攻の大学院生1名を副指導教
員（神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程の
兼担准教授）として指導

研究題名「思春期の１型糖尿病をもつ患者に対する看護
援助がもたらす認識・行動の変化」（内容）１型糖尿病
をもち、血糖コントロールが良好ではない思春期の子ど
もを対象に、看護援助を行い、疾病管理行動に関する認
識と行動の変化について、インタビューおよび血糖コン
トロールの指標としてのHbA1c値等に基づき考察した。

（神戸市看護大学看護学部看護学科における教育
実績：担当授業科目)
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平成15年4月～
平成21年3月

平成18年4月～
平成24年3月

平成18年4月～
平成24年3月

平成18年4月～
平成24年8月

平成18年4月～
平成24年3月

7) 早期体験演習 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成18年4
月から平成19年3月まで助教授、平成19年4月から平成24
年3月まで准教授）として担当の「早期体験演習」（総合
科目、1年次配当、必修、1単位・30時間）において、保
健・医療・福祉施設での早期体験に関する授業をグルー
プ演習形式で行い、それによって学生に、保健・医療・
福祉施設の利用者とのコミュニケーションを通してその
体験や思い、権利保護等について体験的に習得させる教
育効果があった。

8) ヘルスプロモーション論 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成18年4
月から平成19年3月まで助教授、平成19年4月から平成24
年8月まで准教授）として担当の「ヘルスプロモーション
論」（看護の基盤となる科目Ⅱ、1年次配当、必修、1単
位・30時間）において、ヘルスプロモーションに関する
授業を行い、それによって学生に、ヘルスプロモーショ
ンの基本的な考え方および関連する種々の科学的基礎知
識を理解させるとともに、健康に関する環境整備を含
め、人々が自らの健康をコントロールし改善することを
可能とするための方法を理解させる教育効果があった。

9) 健康・体力・スポーツ演習 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成18年4
月から平成19年3月まで助教授、平成19年4月から平成24
年3月まで准教授）として担当の「健康・体力・スポーツ
演習」（看護の基盤となる科目Ⅱ、1年次配当、必修、1
単位・30時間）において、「ヘルスプロモーション」の
観点に立ち、人々が自らの健康・体力を維持・増進する
ための身体活動やスポーツに焦点を当て演習形式で体験
的に学ぶ授業を行い、それによって学生に、健康・体力
測定の実施・評価の方法、健康・体力づくりのためのス
ポーツの実践方法及びそれらを企画・運営・評価する方
法を主体的に習得させる教育効果があった。

5) 研究演習 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成15年4
月から平成17年3月まで講師、平成17年4月から平成19年3
月まで助教授、平成19年4月から平成21年3月まで准教
授）として担当の「研究演習」（専門科目、4年次配当、
必修、4単位・120時間）において、研究方法及び研究過
程についての授業を少人数のゼミ形式あるいは個別指導
形式で行い、それによって学生に、既習の諸学を通して
得た知識を活用して問題意識を研究テーマへ発展させ、
研究の過程を主体的、実践的に習得させる教育効果が
あった。

6) 基礎セミナー 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任教員（平成18年4
月から平成19年3月まで助教授、平成19年4月から平成24
年3月まで准教授）として担当の「基礎セミナー」（総合
科目、1年次配当、必修、1単位・30時間）において、大
学における学習・研究のために必要な「知の技法」に関
する授業を少人数のゼミ形式で行い、それによって学生
に、図書館やインターネットを活用した情報収集の方
法、レポートの作成方法、プレゼンテーション方法を主
体的に習得させる教育効果があった。
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平成19年4月～
平成24年9月

平成20年4月～
平成24年8月

平成20年4月～
平成24年8月

平成21年4月～
平成25年3月

平成24年4月～
平成24年8月

年月日

平成18年12月
～平成20年6月

平成23年3月2) ワットポー伝統医学校・タイ古式マッサージ基本
コース（General Thai Massage）修了

The Wat Po Traditional Medical School, Bangkok,
Thailand, Certificate No. 5410100664

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1) 神戸市少年団長尾少年団野球クラブコーチ 主に投手、打撃、走塁、外野守備を担当し、また、発育
過程を考慮したトレーニングや練習方法も担当

13) 健康とビジネス（オムニバス形式） 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任准教授（平成21
年4月～平成24年8月）及び兼任講師（平成24年9月～
平成25年3月）として担当の「健康とビジネス」（看護の
基盤となる科目Ⅱ、4年次配当、選択、1単位・15時間）
において、健康をめぐるビジネスに関する授業を行い、
それによって学生に、健康・医療・スポーツ分野におけ
るビジネスの動向、あり方、問題点及び可能性につい
て、消費者の立場で理解させるとともに、看護専門職者
としても多角的な観点から理解させる教育効果があっ
た。（単位認定者として、健康ビジネスに関するトピッ
クの講義、ディスカッション、レポート評価、総括を担
当）

14) スタートアップセミナー 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任准教授として担
当の「スタートアップセミナー」（総合科目、1年次配
当、必修、2単位・45時間）において、大学における学
習・研究のために必要な「知の技法」及び保健・医療・
福祉施設での早期体験に関する授業を少人数のゼミ形式
およびグループ演習形式で行い、それによって学生に、
図書館やインターネットを活用した情報収集の方法、レ
ポートの作成方法、プレゼンテーション方法を主体的に
習得させ、また、保健・医療・福祉施設の利用者とのコ
ミュニケーションを通してその体験や思い、権利保護等
について体験的に習得させる教育効果があった。

10) 感性・身体表現（オムニバス形式） 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任准教授として担
当の「感性・身体表現」（看護の基盤となる科目Ⅰ、2年
次配当、選択、2単位・30時間）において、絵画、音楽、
ダンスなどを通して自己を表現する方法に関する授業を
講義及び演習形式で行い、それによって学生に、感性や
身体性の回復（気づき）及びセラピーとしての芸術表現
の方法を主体的に習得させる教育効果があった。（単位
認定者として、絵画、音楽、多彩な照明を通しての感性
や身体性の回復（気づき）及びセラピーとしての芸術表
現の方法、総括を担当）

11) 健康行動論 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任准教授として担
当の「健康行動論」（看護の基盤となる科目Ⅱ、3年次配
当、必修、1単位・30時間）において、行動科学と健康に
関する授業を行い、それによって学生に、人間の思考や
行動、その変容に関する基礎的な考え方、また、生活習
慣や人間関係など健康に深く関わる行動とその変容、そ
れらを支援する方策について学際的な観点から理解させ
る教育効果があった。

12) 統合医療論（オムニバス形式） 神戸市看護大学看護学部看護学科の専任准教授として担
当の「統合医療論」（看護の基盤となる科目Ⅱ、3年次配
当、選択、1単位・15時間）において、統合医療や全人的
ケアに関する授業を行い、それによって学生に、統合医
療や全人的ケアの基本的な考え方、欧米や日本での実践
事例や課題等を理解させる教育効果があった。（単位認
定者として、統合医療や全人的ケアに関するトピックの
講義と総括を担当）
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平成24年3月

平成26年3月

平成18年4月～
平成21年3月

４　その他
1) 文部科学省・現代的教育ニ－ズ取組支援プログラム
（現代GP）（地域活性化への貢献＜地元型＞）「地元住
民と共に学び共に創る健康生活―住民による教育支援と
学生による地域支援の融合とeヘルスの活用―」事業

平成18年4月から平成21年3月までの3年間、神戸市看護大
学看護学部看護学科の専任教員（平成18年4月から平成19
年3月まで助教授、平成19年4月から平成21年3月まで准教
授）として、文部科学省「現代的教育ニ－ズ取組支援プ
ログラム（現代GP）（地域活性化への貢献＜地元型
＞）」に採択された全学的な取り組みである「地元住民
と共に学び共に創る健康生活―住民による教育支援と学
生による地域支援の融合とeヘルスの活用―」事業に、予
算調整責任者として従事し、事業推進責任者および学内
調整責任者とともに事業を統括する役割を務めた。ま
た、神戸市看護大学現代GP委員会において、健康生活支
援学等学生教育部門委員（3年間）、eヘルス部門委員（3
年間）、健康調査部門委員（3年間）、現代GP講演会・シ
ンポジウム企画部門委員（2年間）、成果報告書企画・編
集部門委員（1年間）を務めた。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

　なし

２　特許等

　なし

3) ロイクロ伝統タイ古式マッサージ＆ヨガスクール・
フットマッサージ（Foot Massage）　修了

Traditional Thai Massage & Yoga “Loi Kroh”
School, Chiang Mai, Thailand, Given on 27-Mar-2012

4) ロイクロ伝統タイ古式マッサージ＆ヨガスクール・
腹部デトックスマッサージ・レベル1（Abdominal Detox
Massage, Level 1）　修了

Traditional Thai Massage & Yoga “Loi Kroh”
School, Chiang Mai, Thailand, Given on 7-Mar-2014
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1.ダウン症児すこやかノート
―成長発達の手引きと記録―

共著 平成18年4月 　ダウン症児を授かった親へのメッセージや心構
えなどからはじまり、ダウン症に関しての知識、
今後起こり得る病気や療育機関についてなど、幅
広い視点から説明されている。療育の実践の章で
は、周産期から乳幼児期、学齢期、青年期とその
子の成長を主治医とともに記録していける構成に
なっている。成長の記録の他に合併症の治療歴や
検査結果なども記入できる。付録として、ダウン
症児と健常児双方の「身長と体重の発育基準曲
線」及び「学齢期縦断型身長・体重発育チャー
ト」の上に、自身のグラフが描けるCD－ROMコン
ピュータソフト（Excel 2003, Windows XP 対応
版）が付属している。
編集：藤田弘子、大橋博文
共著者：藤田弘子、大橋博文、幸田啓子、三浦久
美、岩本昭雄、吉岡隆之
A5版　全122頁
本人担当部分：「ダウン症児身体発育曲線につい
て」吉岡隆之、藤田弘子監修、ダウン症児身体発
育曲線作成CD-ROM（コンピュータソフト）に収録
（A4版1-3頁）を単著。
　ダウン症の乳児期、乳幼児期、0～18歳の3つの
タイプの「成長曲線（男・女）」及び「学齢期
（小学1年～高校3年）発育チャート（男・女）」
について、それぞれの概要、健常児との相違、評
価方法、評価の際の注意点を詳細にわかりやすく
解説した。

2.眼がとらえた情報がこころ
に与える影響、ルネッサンス
京都21「五感シリーズ Ⅳ」

共著 平成21年1月 　「みる」は一番大きなこころの窓と考えられ、
内容は先ず虫の目に見る世界から始まる。ついで
音と共に移りゆく色彩を見ながらこころをゆすら
れるフィーリングアーツに、さらに科学の目で私
たちの視覚はどのように進化してきたのかをたど
る。太古に恐竜に追われて暗闇のなかにかろうじ
て生き残った哺乳類の中から最後に人類が進化し
てきたことが、色を視る仕掛けの中から読み取ら
れる。ここからもう一度こころの問題に帰り、先
ず心眼ともいうべき武道家の目の鋭さを解き、締
めくくりは和菓子である。それは色と形と香り、
味など五感を総動員して味わうべきものである。
これらの世界を目という狭い窓口にとらわれず、
読者の心にまでとどくようにそれぞれの著者の長
年の研鑽の成果がこの本で披露されている。
監修:菅原努、編集：大東肇、中井吉英
共著者：福井宏至（teamむしのめ他3名）、北村
義博、吉岡隆之、七田芳則、前田比良聖、青木直
巳
四六版　全182頁
本人担当部分：第2章「癒しと感性の芸術フィー
リングアーツ」（45-81頁）を共著。
　絵画と光彩と音楽を融合させた体感型の統合芸
術「フィーリングアーツ」について、国内外の教
育・医療・福祉施設や被災地での活動内容、癒し
の効果に関する研究成果（快いフィーリングの出
現、自由なイメージ表現、ナラティヴ・セラピー
としての効果）、子ども向けのプログラムに関す
る研究成果（特別支援学校や子育て支援施設にお
ける研究、イドネシアと日本の比較研究）、ボラ
ンティアの体験や著名人からのコメントを紹介し
た。
（共同執筆につき本人担当部分抽出困難）
共著者：北村義博、吉岡隆之

オフィスエム

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

メディカ出版
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（学術論文）
1.継続的な身体トレーニング
が心肺持久性指標としての相
対心拍数増加率に及ぼす影
響：競技者と非競技者の比較
（査読付）

共著 平成16年3月 　トレーニングが心肺持久性指標としての相対心
拍数増加率(Δ%HR/ΔWR)に及ぼす影響を検討し
た。同年齢、同体格の健康な女子大学生で、日常
的に身体トレーニングを行っている者（競技者）
と行っていない者（非競技者）を対象に、両群間
のΔ%HR/ΔWRを比較した。また、同時に両群間の
最大酸素摂取量(VO2max)についても比較した。結
果として、競技者群のΔ%HR/ΔWRおよびΔ%HR/Δ
(WR/BM)は、競技者群に比べて約20%低かった。ま
た、競技者群のVO2maxおよびVO2max/BMは非競技
者群に比べて約30%高かった。以上の結果から、
Δ%HR/ΔWRはVO2maxと同様にトレーニングにより
改善することが示唆された。（共同研究につき本
人担当部分抽出不可能）
共著者：吉岡隆之、 藤本繁夫、 後和美朝、 白
石龍生

2.ダウン症学齢期縦断型身
長・体重発育チャート

共著 平成16年11月 　発育の変化が大きく個体差も大きい学齢期（6
～18歳）ダウン症候群（ダウン症）551例（男子
308例、女子243例）の身長および体重の縦断的計
測値（総数5、779）を対象資料として、特に個人
の身長と体重の成熟度に着目し、時系列を追って
発育の経過観察や評価を行うことが可能な「ダウ
ン症学齢期縦断型身長・体重発育チャート」を構
築した。遺伝的支配が標準とは異なると推定され
るダウン症の発育を標準の発育と比較し、その違
いからダウン症の自然成長の特徴を知り得ると考
え、参考として標準の発育チャートを波線で添付
した。（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）
共著者：吉岡隆之、後和美朝、藤田弘子

3.ダウン症候群の自然成長
（その2）：身長・体重ス
パートの「ずれ」を認識し得
る発育チャート
（査読付）

共著 平成17年1月 　学齢期ダウン症候群（ダウン症）の発育につい
て、特に身長と体重の発育スパート（発育量の急
激な増加）の「ずれ」を認識し、時系列を追って
発育の経過観察や評価を行うことが可能な「ダウ
ン症学齢期発育チャート」を構築した。特にダウ
ン症は、男女とも身長と体重のスパートの「ず
れ」が標準に比べて大きく、身長スパートの後、
遅れて体重スパートが出現する傾向がみられた。
この傾向は女子で顕著であった。今回の「発育
チャート」は、男女別にそれぞれ身長の現量値、
体重の現量値、身長の年間増加量、体重の年間増
加量および身長－体重パーセンタイルの5つのグ
ラフで構成した。この5つのグラフを同時に観察
することにより、ダウン症の特性、個人の身長・
体重の長期的・短期的な発育変化、身長・体重ス
パートの「ずれ」および身長に対する体重の推移
など、発育状況を多角的に、しかも視覚的に把握
することができ、学齢期におけるダウン症児童・
生徒個々人の身体発育および肥満・痩せ傾向を的
確に評価し得ると考えられた。（共同研究につき
本人担当部分抽出不可能）
共著者：吉岡隆之、藤田弘子、後和美朝、福嶋美
津子

神戸市看護大学紀要, 8,
1-8

AUXOLOGY（成長学）,
10, 48-50

小児保健研究, 64(1),
73-81

  386 



4.神戸市看護大学における
ネットワークを利用した臨地
教育支援の試み

共著 平成18年11月 　神戸市看護大学における臨地教育や臨床側から
の要望が強いリカレント教育を支援するため、イ
ンターネットとVPN技術を用いた通信環境を構築
して、神戸市立中央市民病院－神戸市看護大学間
でオンラインカンファレンスと臨床現場の看護師
のため講義映像のストリーミング配信等の実証実
験を行った。コンピュータネットワーク技術を実
習カンファレンスに応用することにより、遠隔地
の実習場においても教員がネットワークを通じて
リアルタイムにカンファレンスに参加できるシス
テムを構築することの可能性と有効性についての
評価を行った。（共同研究につき本人担当部分抽
出不可能）
共著者：吉岡隆之、長野勝利、江川幸二、吉永喜
久恵、平河勝美、池川清子

5.保健と医療の語りとアー
ト：フィーリングアーツとナ
ラティヴ
（学会依頼論文）

共著 平成19年6月 　「フィーリングアーツ（FA）」は、音楽と光彩
と抽象絵画による統合芸術であり、医療、福祉、
教育施設などで公演活動が行われている。一方、
「ナラティヴ・セラピー（NS）」は、問題を起こ
している古い筋書きを別の新しい筋書きに書き換
えようとする療法である。この「NS」としての
「FA」について、2つの大規模な調査結果やボラ
ンティアのナラティヴ（語り）を交えて、「感
動」「イメージ」「響き合い」「調和」など、芸
術のもつ可能性を含めて考察した。（共同研究に
つき本人担当部分抽出不可能）
共著者：北村義博、吉岡隆之

6.無床助産所実習での学生指
導における臨地指導助産師の
経験（査読付）

共著 平成23年3月 　助産学専攻科で実施する無床助産所実習の臨地
指導助産師7名を対象に、実習指導の経験につい
て半構成的面接調査を行い、その内容を意味の類
似性に基づいてカテゴリー化した。その結果、
「同じ志をもつ後輩を大切にする」「指導をチャ
ンスと捉え大学と共に育てる」「活動･業務範囲
内で可能かつ最良の実習内容を計画する」「地域
での支援をよりよく経験できるように働きかけ
る」「地域に根付いた助産師特有の助産観を伝え
る」の5つのカテゴリーに分類された。（共同研
究につき本人担当部分抽出不可能）
共著者：安積陽子、高田昌代、子安恵子、谷川裕
子、早瀬麻子、藤井ひろみ、嶋澤恭子、渡邊定
博、吉岡隆之

7.Basic study on the
clinical application of
“Feeling Arts” as a
healing method with a
biofeedback approach

共著 平成23年10月 　「フィーリングアーツ（FA）」は音楽と光彩と
抽象絵画による統合芸術で、人々の「こころの癒
し」と「感性の開発」に効果がある。一方、「バ
イオフィードバック（BF）」は、自律神経系や内
分泌機能などを意識的に制御することを可能にす
る工学的な手法である。本研究では、「FA」と
「BF」を組み合わせて臨床に応用するための基礎
的・実験的研究を行い、「FA」によるリラックス
効果は「BF」を行うことにより助長されることが
示唆された。（共同研究につき本人担当部分抽出
不可能）
共著者：Takayuki Yoshioka、 Natsuki Ikeda、
Kimiko Hiramatsu and Yoshihiro Kitamura

平成18年度情報教育研究
集会講演論文集, 17-19

日本保健医療行動科学会
年報, 22, 77-91

神戸市看護大学紀要,
15, 83-90

Proceedings of the 6th
International
Conference of Health
Behavioral Science:
Sustainable Health
Promotion, The
Executive Committee of
the 6th International
Conference of Health
Behavioral Science
2010 (Kuala Lumpur),
156-158
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8.神戸市看護大学“まちの保
健室”の活動評価―利用者の
アンケート調査より
（査読付）

共著 平成24年3月 　日本看護協会が推進する「地域における新たな
看護提供システム」としての「まちの保健室」の
モデル事業は、少子高齢社会における新たな健康
課題への取り組みである。神戸市看護大学では
2005年12月に「まちの保健室」を開設し、健康相
談に加え、健康に関する各種の講義、演習、健康
度測定を組み合わせた活動を特徴としている。本
研究では、この神戸市看護大学の「まちの保健
室」の活動に関する利用者の満足度やニーズへの
適合性について、利用者への質問紙調査を行い、
概ね良好な結果を得た。（共同研究につき本人担
当部分抽出不可能）
共著者：池田清子、安藤悦子、岩本里織、沼本教
子、宇多みどり、丹野恵一、吉岡隆之

9.癒しの芸術「フィーリング
アーツ」のリラックス効果に
関する生理学的および心理学
的検討（査読付）

共著 平成24年6月 　フィーリングアーツは音楽と光彩と抽象絵画に
よる統合芸術である。このフィーリングアーツを
体験することによる客観的なリラックス効果や不
安軽減効果などについて、生理学的・心理学的観
点から検討した。その結果、生理学的観点からリ
ラックス効果が認められ、どのような曲や色調の
変化の時にリラックス効果が高まるかは、対象者
によって大きく異なっていた。また、心理学的観
点から状態不安の軽減効果が認められ、普段から
不安の高い人ほど効果が大きかった。（共同研究
につき本人担当部分抽出不可能）
共著者：吉岡隆之、北村義博、日野原重明、近森
栄子、川口貞親

（その他）
「国際学会発表」

1.Growth standard for 0-18
years Japanese children
with Down's syndrome: With
appendant reference to
longitudinal chart between
6 and 18 years

共同 平成16年4月 　ダウン症候群（ダウン症）の小児保健指導や治
療・評価において、ダウン症固有の自然成長を知
る身体発育基準値が重要であるという認識に立
ち、近畿地区で1975～2000年の間に出生したダウ
ン症児1、513例、縦断的計測値総数23,430を対象
資料とし、出生から18歳の縦断的成長曲線および
発育基準値表を作成した。成長曲線は、97、90、
50、10、3パーセンタイル値の5つの曲線で示さ
れ、男女別、身長・体重別で4つの図を作製し
た。それぞれの図には標準成長曲線が波線で添付
されている。また、発育基準値表は各成長曲線か
ら読みとり作成した。また、発育の変化が大きく
個体差も大きい学齢期（6～18歳）については、
より詳細に適切に評価するために、著者らの先行
研究で開発した、年間増加量や身長・体重曲線を
加味した「ダウン症学齢期縦断型身長・体重発育
チャート」が付随している。（共同研究につき本
人担当部分抽出不可能）
共同発表者：Takayuki Yoshioka, Hiroko
Fujita, Yoshiaki Gowa, Miyako Kunisawa and
Toshitaka Kakiuchi

8th World Down
Syndrome Congress
(Singapore),
Abstracts, p67

神戸市看護大学紀要,
16, 11-20

日本保健医療行動科学会
年報, 27, 226-239
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2. Longitudinal growth
chart for suitable
assessment of overweight
schoolchildren with Down
syndrome: Development of
useful computer software

共同 平成18年8月 　学齢期におけるダウン症児の発育を的確にしか
も簡便に評価するために，身長と体重の発育テン
ポの違いや体型を考慮し得る縦断型の発育評価ソ
フトを開発し，そのソフトを用いてダウン症をも
つ高校生54名（男子36名、女子18名）を対象に肥
満評価を行った。体型（肥満度）曲線の基準をみ
ると，ダウン症基準で50～90パーセンタイルとさ
れる範囲（以下，イエローゾーン）は標準でいう
90パーセンタイル以上の範囲に含まれる。今回の
ダウン症をもつ高校生54人のうち，このイエロー
ゾーンと判定されたのは23人であったが，このう
ちほとんどの生徒が実際の皮下脂肪厚では通常範
囲であった。これらの結果から，ダウン症をもつ
生徒の身体発育や肥満を評価するときには，ダウ
ン症独自の基準を用いる必要があることが確認で
きた。また，今回開発したダウン症発育基準
チャートのコンピュータソフトを用いることで正
しい評価が簡便にでき，個人差を考慮した的確な
保健指導につながると考えらえた。（共同研究に
つき本人担当部分抽出不可能）
共同発表者：Takayuki Yoshioka, Hiroko
Fujita, Yoshiaki Gowa, Mitsuko Fukushima,
Kiyoko Fukuoka and Akio Toshima

3.Basic study on the
clinical application of
“Feeling Arts” as a
healing method with a
biofeedback approach.

共同 平成22年9月 「フィーリングアーツ（FA）」は音楽と光彩と抽
象絵画による統合芸術で，人々の「こころの癒
し」と「感性の開発」に効果がある。一方，「バ
イオフィードバック（BF）」は，自律神経系や内
分泌機能などを意識的に制御することを可能にす
る工学的な手法である。本研究では，「FA」と
「BF」を組み合わせて臨床に応用するための基礎
的・実験的研究を行い，「FA」によるリラックス
効果は「BF」を行うことにより助長されることが
示唆された。（共同研究につき本人担当部分抽出
不可能）
共同発表者：Takayuki Yoshioka, Natsuki
Ikeda, Kimiko Hiramatsu and Yoshihiro
Kitamura

4.“Feeling Arts” for
Caring and Peace (Trial
Experience Corner)
(Invited Lecture)

共同 平成24年3月 　ケアリングと平和をテーマに、音楽と光彩と抽
象絵画による統合芸術であるフィーリングアーツ
の体験ワークショップを行った。まずフィーリン
グアーツを実際に体験する機会をもち、その後、
フィーリングアーツの国内外での活動や効果等に
ついて、実践的な観点から概説した。また、
フィーリングアーツによる体験交流をする中で、
昨今の世界経済の破綻、自然災害、宗教や思想の
違いによる対立などにより、多く命が失われ、
人々の心身が傷ついている世界の現状に思いをは
せ、共に平和と傷ついた人々の心身の調和のため
に祈りを捧げた（共同研究につき本人担当部分抽
出不可能）
共同発表者：Yoshihiro Kitamura and Takayuki
Yoshioka

「主な国内学会発表」

1.ダウン症発育評価ソフトの
開発とその利用―ダウン症を
もつ高校生の肥満評価―

共同 平成19年6月 　学齢期におけるダウン症児の発育を的確にしか
も簡便に評価するために，身長と体重の発育テン
ポの違いや体型を考慮し得る縦断型の発育評価ソ
フトを開発し，そのソフトを用いてダウン症をも
つ高校生69名（男子44人，女子24人）を対象に肥
満評価を行った。その結果，標準の基準では肥満
傾向と判定されるがダウン症の基準では肥満と判
定されなかったのは25人で，このうちほとんどの
生徒が皮下脂肪厚では通常範囲であり，ダウン症
発育評価ソフトの有用性が確認された。（共同研
究につき本人担当部分抽出不可能）
共同発表者：吉岡隆之，後和美朝，戸島章雄，田
中康子，松本季代，菊池彩香

International
Hiroshima Conference
on Caring and Peace
(Hiroshima, Japan),
Programe & Abstracts,
p48

第54回近畿学校保健学会
(神戸), 第54回近畿学校
保健学会講演集, p21

9th World Down
Syndrome Congress
(Vancouver, Canada),
Down Syndrome
Quarterly, Vol. 8,
Issue 1, p92

6th International
Conference of Health
Behavioral Science
(Kuala Lumpur,
Malaysia), Conference
Programme and
Abstracts, p52
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2.癒しの芸術フィーリング
アーツ ―子どもの感性をひ
らく― （体験学習ワーク
ショップ）（招聘講演）

共同 平成20年6月 　絵画と光彩と音楽を融合させた統合芸術
「フィーリングアーツ」を実際に体感し，その
後，特に子ども向けのプログラム「キッズ・
フィーリングアーツ（鑑賞，コントローラーによ
る調光操作の体験，鑑賞後の描画）」について，
特別支援学校，子育て支援施設，児童養護施設あ
るいは医療施設等における活動の様子や研究成
果，インドネシアと日本の比較研究などを紹介
し，体験した上での感想や意見を共有し，また
「フィーリングアーツ」の可能性について共に考
えた。（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）
共同発表者：北村義博，吉岡隆之

3.教師を対象とした物語風禁
煙教材の試作

共同 平成20年6月 　児童生徒の模範となるためにも，また，児童生
徒を受動喫煙の害から守るためにも，教師の禁煙
は重要である。そこで今回，各種の行動科学理論
を応用し，禁煙への行動変容を促すような教師の
ための物語風教材を試作し，その有効性について
基礎的な資料を得る目的で，大学生に教材を視聴
してもらった上でアンケート調査を行った。その
結果，大部分の人にとって禁煙を意識し得る教材
であると考えられた。（共同研究につき本人担当
部分抽出不可能）
共同発表者：和田みなみ，吉岡隆之，北村義博

4.看護学生への禁煙支援―行
動科学に基づく物語風教材の
試作―（座長賞受賞）

共同 平成21年6月 　女性看護職の喫煙率は一般女性の約2倍といわ
れている。今回、看護学生の段階で禁煙をするこ
とが有効と考え、看護学生が禁煙に関心をもち、
行動変容ができるような物語風禁煙教材の作成
し，実際に看護学生に教材を視聴してもらった上
で，その有効性についてアンケート調査を行っ
た。その結果から，看護学生にとって非常に効果
的であると考えられた。（共同研究につき本人担
当部分抽出不可能）
共同発表者：氏原曜子，吉岡隆之，北村義博

5.フィーリングアーツ ―芸
術文化交流活動から感性・イ
メージ表現療法へ―（体験学
習ワークショップ）（招聘講
演）

共同 平成24年6月 芸術文化交流活動から感性・イメージ表現療法へ
をテーマに、音楽と光彩と抽象絵画による統合芸
術であるフィーリングアーツの体験ワークショッ
プを行った。まずフィーリングアーツを実際に体
験する機会をもち、その後、フィーリングアーツ
の国内外での活動や効果等について、実践的な観
点から概説した。その後、現在開発中のバーチャ
ル・フィーリングアーツを応用した「感性・イ
メージ表現療法」について概説し、その臨床への
応用について議論を行った。（共同研究につき本
人担当部分抽出不可能）
共同発表者：北村義博，吉岡隆之

「研究報告書」

1.バイオならびに情報科学関
連分野の研究動向調査

共著 平成19年10月  幅広い分野の研究者が参加する「生命・情報科
学懇話会」を立ち上げ，バイオならびに情報科学
関連分野の最新の研究成果について，情報交換・
意見交換を定例的に行う機会を設け，当該分野の
研究動向を探ると共に，一般の人々を対象とした
情報発信のモデルとなる開かれた研究会の運営方
法について検討を行った。（共同研究につき本人
担当部分抽出不可能）
共著者：芝崎誠司，井内善臣，秋吉一郎，冨永英
夫，長野勝利，吉岡隆之，西山正秋，山本伸一，
藤本健司

平成19年度神戸研究学園
都市大学交流推進協議会
共同研究概要（平成17年
度研究班）, Vol.6,
pp6-7

第55回近畿学校保健学会
(大阪), 第55回近畿学校
保健学会講演集, pp41-
42

第23回日本保健医療行動
科学会学術大会(山梨),
第23回日本保健医療行動
科学会学術大会プログラ
ム・抄録集, p40

第56回近畿学校保健学会
(奈良), 第56回近畿学校
保健学会講演集, p17

第27回日本保健医療行動
科学会学術大会（岐
阜），プログラム・抄録
集, p35
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2.神戸学園都市地域における
異世代交流による知の伝達の
試み

共著 平成21年10月  少子高齢・核家族社会の中で，世代を超えた庶
民生活文化の伝承（知の伝達）が十分に行われて
いない現状において，地域の特性を活かした有効
な世代間コミュニケーションおよびコミュニケー
ションツールについて，神戸学園都市地域を対象
として，異世代交流座談会および地域住民へのア
ンケート調査をもとに検討した。（共同研究につ
き本人担当部分抽出不可能）
共著者：秋吉一郎，井内善臣，長野勝利，吉岡隆
之，藤本健司

3.神戸学園都市地域における
異世代間の文化継承方法の研
究

共著 平成23年6月 少子高齢・核家族社会の中で，世代を超えた文化
の継承が十分に行われず，異世代文化が地域内に
共存している現在の地域社会において，異世代交
流による文化の継承はどのような仕掛けによって
活性化されるかについて，神戸学園都市地域を対
象として，実際に地域文化に関する活動を行って
いる団体からの意見聴取および地域住民へのアン
ケート調査をもとに検討した。（共同研究につき
本人担当部分抽出不可能）
共著者：多井　剛，秋吉一郎，吉岡隆之，藤本健
司

［注］

　　　　②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

　　　　③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

　　　　④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

　　　　⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      　　　　特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　   　　　　 る場合もこれに含めてもよい。

平成20･21年度神戸研究
学園都市大学交流推進協
議会共同研究概要（平成
18 ･ 19 年 度 研 究 班 ） ,
Vol. 7･8, pp12-13

神戸研究学園都市大学交
流推進協議会共同研究
データベース（平成21年
度研究）
(URL)
http://www.unity-
kobe.jp/?page=exchange
/resarch/past/2009/02

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

　　　　①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。
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年月日

平成17年4月23日

平成20年1月23日

平成22年3月15日

平成23年10月1日

平成23年3月

平成24年2月

平成25年3月

6)　地域公共学総合研究所第二回経過報告会＆公開講演
会　「台湾フェローシップ参加報告」＆「公開講演会の
開会の辞」、福井県立大学服部茂幸講師紹介

台湾フェローシップ参加報告＆公開講演会の開会の辞、
福井県立大学服部茂幸講師紹介

7)　地域公共学総合研究所第三回経過報告会　「台北高
等商業学校の商業教育調査」

4ヶ月の台湾奬助金を得て旧日本が台北に設置した高等教
育機関＝台北高等商業学校の商業教育を調査した成果を
紹介した。

4)　奈良県王寺町･奈良産業大学共催「りーべるカレッ
ジ」において、「特命全権大使米欧回覧実記と文明開
化」を講演した。

奈良県王寺町と奈良産業大学協賛「りーべるカレッジ」
於;王寺町地域交流センター 政情未だ不安定な明治維新
直後に、政府中枢メンバーと多数の留学生によって、条
約改正と言う当初の目的と期間を大きく上回る一大旅行
によって、明治のリーダーたちが、何を学び、日本の進
路に生かそうとしたのか、膨大な記録を読み解いて、使
節団の意図したことを考える。

5)　地域公共学総合研究所第一回経過報告会　「吉野林
業関係調査経過報告」

吉野林業関係調査経過報告、谷弥兵衛氏の大著「近景吉
野林業史」の紹介を中心に現地林業調査の概要を報告し
た。

2)　熊谷次郎訳・マグヌソン『重商主義』の合評会で司
会

重商主義に関する最近の動向を反映するマグヌソンの訳
者の一人・熊谷次郎氏を招き、マグヌソンの学説につい
て研究会を行った。

3)　ジョン・ヴィント「ハリエット・マーティノーと経
済学の制度化」の講演で司会

ジョン・ヴィント、マンチェスター・メトロポリタン大
学教授の経済学の普及・制度化に関する講演は、古典派
経済学の普及過程の好例であるが、氏の見解を研究し
た。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)　DVDと共に語る経済学成立の背景 大学と地域社会の連携の試みとして、王寺町と共催して
継続している公開講座第一回目の講演タイトル。スミス
やステュアートに関係するスライド、関係DVDを紹介し
た。

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

１）特記事項なし

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

氏名　　渡辺　邦博

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

理論経済学、経済思想、経済史
経済学説史、経済思想史、古典派経済学、重商主義、ステュアー
ト、スミス

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日
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年月日

平成21年3月

平成24年3月

平成24年3月

平成24年４月1日
から平成27年月

31日まで

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
１．『ジェイムズ・ステュ
アートとスコットランド---
もう一つの古典派経済学---
』

単 平成19年4月 ステュアートの背景、主著以外の著作を中心
に、その経済学説の普及拡大を考察し、伝記的
部分によって補足した。

（学術論文）
１． ジョン・ヴィント、ハ
リエット・マーティノーと労
働紛争

単 平成23年11月 pp.151-190.19世紀初頭、イングランドの今日風
に言えば女流作家マーティノーは、近代的な工
場システムの導入に直面した工場労働者たちに
よる「機械打ちこわし」に直面して、工場劇と
でも分類されうる劇脚本を多数発表して、いわ
ゆる「流行作家」となった。ヴィントは、彼女
が依拠した経済理論と彼女の理解を比較して、
演劇と言うジャンルによって彼女が経済学の普
及に貢献したことを分析した。ヴィント論文の
翻訳を通じて、マーティノーを紹介すると共
に、後期マーティノーの変質との関係を解説と
して付加した。

２．近世吉野林業に関する最
近の労作
-Basic Structure of
Yoshino Forestry in the
Edo era-

単 平成24年 多間伐で先進的を言われる吉野林業について
は、実のところ、その起源まで遡った通史がな
かった。

奈良産業大学社会科学学
会、社会科学雑誌第3号

龍谷大学里山研究セン
ター報告書

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ミネルヴァ書房

１）日本高等教育評価機構評価委員

４　その他

２）II. How Japan developed Taiwan by Japanese and
western technology and knowledge.　2012/03/22

国際交流提携校の依頼により、一度職業に就いた大学院
生向けのワークショップを行った。

２　特許等

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1)　国立屏東科技大　技職及職業教育研究所, Graduate
Institute of Vocational and Technological
Education　2012/03/15　I. 第二次大戦前の台湾におけ
る高等商業教育　High commercial school education
in Taiwan before WW II

国際交流提携校の依頼により、一旦職業に就いた大学院
生向けのワークショップを行った。

１）博士（経済学） 関西大学　第415号　論文題目　「ジェイムズ･ステュ
アートとスコットランド」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）特記事項なし

５　その他

4
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３．新聞購読に関する意識調
査

共 平成23年12月  pp.113-125.大学生が新聞を読まない。それで
は、彼らはどのように日々の情報を入手してい
るのか？新聞に関する意識はどのようなものか
を近畿圏3つの大学を中心に500ほどのサンプル
を収集、解析した。

４．日本統治下の台湾におけ
る高等商業教育
ー台北高等商業学校を中心と
してー

単 平成24年3月 pp.53-61.　旧日本領であった台湾の高等教育機
関、とりわけ高等商業教育機関の台北高等商業
学校のカリキュラム、スタッフなどを検討する
ことで、経済学がどのように普及したか、さら
には西洋技術がどう適用されたのかを研究する
基礎を探求した。

５．ダリエン計画をめぐって 単 平成24年3月 pp.43-50.17世紀末、未だ独立国であったスコッ
トランドは、イングランドによる政治的攻勢と
経済的停滞から脱出するため、起死回生策とし
て、中南米のダリエン地峡に植民地建設を企画
した。啓蒙思想研究に隠れて必ずしも活発とは
言えないこの計画の基礎的研究文献を紹介する
一階梯として、計画全体のスケッチを示した。

6.Report for Taiwan
Fellowship 2012,　Two
Journals published by
Taipei High Commercial
School before the World
War II.　　　　By Kunihiro
Watanabe, Research
Institute for Public
Affairs, Nara Sangyo
University

単 平成24年7月 2012年台湾外交部台湾奬助金訪問學人報告

グロサリ：『特命全権大使米欧
回覧実記』帰路に観る固有名
詞表記ーーー地名・国名を中
心としてーーー

単 平成24年11月 pp.603-612.『特命全権大使米欧回覧実記』の帰
路に現れた固有名詞表記に米欧諸国表記の日中
文化歴史の差異を検討した。

「どのようにして日本は日本と西
洋の技術・知識を通じて台湾を
開発したのか」

単 平成24年12月 pp.217-226.屏東科技大学技職所の依頼で院生向
けに実施したワークショップの教案。

2012年度台湾林業調査報告 山本英司
との共同

平成24年12月 pp.119-136.2012年9月に実施した台湾林業調査
の速報。

台北高等商業学校の商業教育
について

単 平成25年6月 pp.65-104.台北高等商業学校の商業教育の分析

地名を検索する 単 平成26年3月 pp.53-66.　グーグルマップを利用した伝記的資
料の確認。

（その他）

（翻訳）

ジョン・プレブル著『ダリエ
ンの大惨事』

単 平成24年12月 pp.137-147、プリブルの研究書『ダリエンの大
惨事』の翻訳、中米パナマ地峡近傍のダリエン
でのスコットランド植民地建設失敗に関する箇
所の翻訳。

ジョン・プレブル著「ウスター事
件、エディンバラ、1705年」

単 平成25年年2月 pp.53-77、プリブルの研究書『ダリエンの大惨
事』の翻訳、1705年にエディンバラで起こった
イングランド船乗組員の処刑事件の経緯部分の
翻訳。

（書評）

（辞典項目）

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第３集

桃山学院大経済経営論集
54-3

奈良産業大学紀要第28集

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第３集

経済学論究67-1

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第4集

奈良産業大学地域公共学
総合研究所 研究年報第2
号

社会科学雑誌 第4号

中華民國國家図書館漢学
研究中心報告書

社会科学雑誌第5号

奈良産業大学紀要第２７
集

5
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(学会報告）

1．ジェイムス･ステュアート 単 平成19年10月
14日

大会セッションFで　、拙著『ジェイムズ･ス
テュアートとスコットランド」が合評の対象と
なり、発題に答弁した。

2． 『コールドウェル文書』
をめぐって

単 平成19年12月 ステュアート関係の重要文書（『コールドウェ
ル文書』『コルトネス文書』など）の研究意義
を説明した。

3．ジェイムズ・ステュアー
ト研究の現在

単 平成20年12月3
日

関西大学のセミナーからの要請で、日本のス
テュアート研究の原状と課題を説明した。

4.台北高等商業学校の商業教
育について

単 平成24年12月
22日

台湾フェローシップの助成を受け、台北高等商
業学校の雑誌を収集し、その記事を分析した経
過を報告した。

5.台湾林業の現状と課題 山本英司
と共同

平成24年12月
26日

平成24年９月に実施された林業調査を山本英司
氏との共同で報告した。

6.　ハーマンのダリエン計画
論とヒュームに関する記述に
ついて

単 平成25年10月
26日

セッションB「ヒュームとスミス」、アーサー・
ハーマン著（篠原久監訳・守田道夫訳）『近代
を創ったスコットランド人』(昭和堂、2012年)
合評会での問題提起

［注］

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

経済学史研究会第218回
例会報告

龍谷大学里山学研究セン
ター定例研究会

関西学院大学

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　社会思想史学会第32回
大会(立命館大学）セッ
ションF「ヒュームとス
ミス」

アダム･スミスの会例会
(芝蘭会館）

関西大学公開セミナー
（経商合同会議室）
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年月日

昭和62年～現在

平成10年～現在

平成21年
４月10日
日本標準

平成21年
9月1日
友野印刷

平成23年
4月10日
日本標準

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

                                                                                      氏名　   伊﨑　一夫

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

(2)大学用教科書の編集執筆
子どもと言葉・絵本の世界
（総頁数65P,単著）

0歳から就学前、さらに小学校低学年までの子どもの言葉
の発達過程の概要を示し、園生活を中心に小学校入学時ま
での子どもの言葉に関わるさまざまな事例を用いながら、
子どもの生活や遊び、子ども同士の関わりが言葉の発達に
どのように影響するのか解説した。また、幼稚園教育要領
の領域「言葉」の「ねらい」に示された子どもの言葉を育
てるために、言葉が育つ環境と要因、保育者の言葉かけや
援助のあり方、絵本・紙芝居などの児童文化財の活用方法
などについて具体的な方法を提示した。特に絵本の読み聞
かせについて詳述している。平成21～22年度「子どもと言
葉」の授業において教科書として使用。

(1)相互評価活動による支持的・受容的風土を有する国語
教室づくり 伝え合い活動、「いいところ見つけ」によって、学習者の

表現吟味力の育成、コミュニケーションの活性化による支
持的･受容的な人間関係の構築などを自らの学級で実践
し、確認してきた。その具体的手立てとしては、付箋紙に
よる評価コメントの交換や、相互評価の観点となる学び方
や認識力の活用できる既習事項として蓄積する「くらしの
言葉・学びの言葉」等がある。一連の研究成果を活用し、
博論「これからのあるべき国語教室に関する実践的研究」
をまとめるなど、研究を継続している。
（神戸大学附属住吉小学校・三田市立公立小学校・環太平
洋大学）

(2)PISA型読解力を育む読解指導 文学教材、説明文教材において「情報の取り出し－解釈－
熟考・評価－論述」のPISA型読解力のプロセスを満たす読
解指導の研究を継続的に行ってきた。文学教材では、気持
ちの読み取りに終わらない目的意識を明確にし、テキスト
の価値を吟味・評価する読み方の指導を中心にし、説明文
では、発信を意識した立場から効果的な文章構成や表現技
法を確かに学ばせる読解指導を展開している。研究成果
は、著作・論文等において公開している。
（三田市立公立小学校・環太平洋大学）

２　作成した教科書，教材

(1) 大学用教科書の編集執筆
移行期からはじめる新しい国語科の授業づくり
（総頁数133P,責任編集　伊﨑一夫・阿部秀高）

平成20年度版学習指導要領実施に伴い，「言語活動の充
実」の意味と意義を中心に、格上げされた言語活動例の具
体化とその方法について詳細に解説した。自ら行った授業
実践例等についても豊富に掲載し，確かな言語力を育成す
るための授業づくりのポイントと、求められる指導方法の
工夫改善について具体的に解説した。　平成22年度「国語
科教育法」の授業において教科書として使用。

(3)大学用教科書の編集執筆
小学校国語科 学習指導案で授業が変わる!
－学習指導案を読む・書く・使いこなす－
（総頁数135P,単著）

国語科の授業づくりの具体化を学習指導案の計画･立案に
よって行うことを基本方針に、「学習指導案を読み解く」
「学習指導案を書ききる」「学習指導案を使いこなす」
「教材解釈と授業づくり」「学習指導要領で求められる国
語力とそのポイント」を観点として、「言語活動の充実」
を担う国語科の役割とその具体化について詳細に解説し
た。平成23～24年度「国語科教育法」の授業で教科書とし
て使用。
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平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成23年度

平成19年
8月

年月日

（3）平成23年度環太平洋大学授業評価アンケート結果 学生による授業評価の結果
･｢国語科教育法｣平均3.7(4段階)
･｢言葉の理解｣平均3.5(4段階)
｢国語科教育法」では｢授業で使用された教科書の有効性｣
の評価(平均3.8/4.0)が高い。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

（1）平成21年度環太平洋大学授業評価アンケート結果 学生による授業評価結果
･｢子どもと言葉｣平均3.8(4段階)
｢子どもと言葉｣は｢授業で使用された教科書の有効性｣の評
価(平均3.9/4.0)が高い。

（2）平成22年度環太平洋大学授業評価アンケート結果 学生による授業評価の結果
･｢国語科教育法｣平均3.8(4段階)
･｢子どもと言葉｣平均3.8(4段階)
｢子どもと言葉｣｢国語科教育法」は｢授業で使用された教科
書の有効性｣の評価(平均3.9/4.0)が高い。

５　その他

（4）平成23年度環太平洋大学授業評価アンケート結果 学生による授業評価の結果
･｢国語科教育法｣平均3.7(4段階)
･｢言葉の理解｣平均3.8(4段階)
｢国語科教育法」では｢授業で使用された教科書の有効性｣
の評価(平均3.8/4.0)が高い。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

(1)兵庫教育大学主催の研修講座講師
「実践者と研究者のコラボレーションによる国語科授業づ
くりセミナー －授業びらき・授業つなぎ・授業おさめ－
」

　実践事例として，1年生への年間を通した作文指導，絵
本等の紹介活動を中核とする読書指導などを示しつつ，授
業実践における「意味・価値」を解説し，個々の教師が，
確かで豊かな国語授業を自らの実践において生み出すため
の示唆を与えた。

特になし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４　その他
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
(1) 小学校国語科
　PISA型読解力
　向上の学習問題と
　解説

共著 平成19年
4月25日

国語科の教育課程実施調査，PISA調査の課題をふ
まえ，PISA型読解力を向上させるための具体的な
プランの提示と、その有効性について論じた。B5
版
総頁数86P　編者:小森茂　共著者:伊﨑一夫・雨宮
久高他10名 担当:2章1節「テキストを理解･評価し
ながら読む力を高める学習問題」pp.14-25単著
内容:言語教育という国語科の立場から，学習者の
「国語への関心・意欲・態度」と「テキスト中の
情報抽出」とを大切にし，「テキストの解釈」
「熟考・評価」に応じた具体的なプランを提案
し，その効果的な活用法を詳述した。特に，これ
までの読解指導との違いを明確化した。【関連科
目：国語科指導法】

(2)教育フォーラム46
〈言葉の力〉を育てる

共著 平成22年
8月25日

平成20年度版学習指導要領の中核理念を成す“言
葉の力”の育成をふまえ、その確かで豊かな実現
に向け、さまざまな教科における言語力育成に関
する実践的提案を行っている。A5版 総頁数159P編
者:梶田叡一　共著者:梶田叡一・加藤明・伊崎一
夫他10名　担当:「論理的記述力を高める－お気に
入りの本を選び『おすすめの文章』を書こう－」
pp.25-35

 単著
内容:PISA型読解力を強化するためには論理的記述
力が不可欠であり、具体的な根拠に基づき自分の
考えを主張する論理的記述力育成の可能性を「読
むこと」領域との連携に求め、「読んだ本につい
て、好きなところを紹介する」言語活動を例に、
その工夫改善の有効性を論じた。
【関連科目：国語科指導法】

(3) 国語実践に学ぶ
　「基礎・基本習得
   の技能」

単著 平成24年
8月21日

平成20年度版学習指導要領の要である「言語活動
の充実」をふまえ、「言葉の力」の獲得を保障す
る学習活動について実践的方向を示し、その具体
化の手立てと有効性について論じた。学習活動の
活性化のためには、単元構想や実際の指導におけ
る仕組みや仕掛けの工夫が求められると共に、学
習指導要領の指導事項として示されている「言葉
の力」の理解と吟味が不可欠であることを強調し
た。学習指導要領において示された記録、報告、
解説、推薦等の言語活動例を取り上げ、それらの
意味と意義について、実践事例を挙げながら詳述
している。
B5版　総頁数40P
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

(4) 国語授業へのアプ
  ローチ・知っておき
　たい国語教育の〈こ
　とば〉

単著 平成24年
10月20日

平成20年度版学習指導要領の要である「言語活動
の充実」をふまえ、指導事項に取り上げられてい
る基礎的･基本的な用語を取り上げ、文芸理論、分
析批評等の観点をふまえ、その意味や意義を解説
した。具体的には、「登場人物」「主題」「視
点」「ファンタージ教材」「イメージ化」「音
読・朗読・暗唱」「形式段落・意味段落」「事
実・意見」「説明・解説」「俳句・短歌」「漢
字」「書写(トメ・ハネ・ハライ)」などの用語に
ついて、具体的な実践事例を示しながら詳述して
いる。
A5版　総頁数86P
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

金子書房

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

明治図書

株式会社ERP
教育PRO
特集号

株式会社ERP
ERPブックレット
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(5)教育フォーラ51
　言語活動―『読み』
『書く』の力を中心に

共著 平成25年
2月25日

平成20年度版学習指導要領が目指す＜言葉の力＞
を育む理論と実践のあり方を提案。
A5版　総頁数135P
編者：梶田叡一
共著者：梶田叡一・伊﨑一夫他10名
担当：「文学教材の論理的読解のために－「主題
把握」とテキストの多様な情報を関連付けること
を－」pp,48-58 　単著
内容： PISA型読解力においては「自分の考え」を
論述することが不可欠となる。妥当性のある「自
分の考え」を持つために、テキストの文脈的理解
と主題把握に関わる多様な情報を関連付けること
によって論理的思考力が強化され、「自分の考
え」が創出されることを論証した。
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

(6)教育フォーラム53
文学が育てる言葉の力
文学教材を用いた指導をどう
するか

共著 平成26年
2月25日

今までよりさらに高次の「言葉の力」を育成する
ため、文学作品に惹きつけられる出会いと的確な
指導のあり方を提案。
A5版　総頁数148P
編者：梶田叡一
共著者：梶田叡一・伊﨑一夫他11名
担当：「テキスト全体の構造的理解を促す文学教
材の指導」pp,37-47 　単著
内容： 児童生徒に文学の持つ魅力に気づかせ、作
品を通して子どもの言葉の世界を深めさせていく
ためには、物語の構造的理解に関する学習が不可
欠であることを、「三年とうげ」（光村3年下・平
成23年本）を例に論証した。
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

（学術論文）
(1) 読解リテラ
シーの向上をめざ
す学習指導の工夫
に関する研究－絵
本の読み聞かせを
取り入れた読解指
導－

単著 平成22年
3月

幼稚園の「ことば」領域と小学校入門期の「読む
こと」領域において、PISA型「読解力」の育成を
可能とする学習指導の工夫改善のポイントを「絵
本の読み聞かせ」に求め、その有効性について論
じた。特に、面白さの理由を表出する場の強化に
よって、読解リテラシーの向上が保障されること
を、実践によって検証・確認した。幼児期から小
学校低学年までの言語獲得とその発達における質
的変化を論証の対象とした。
【関連科目：子どもと言葉】

(2) 読解リテラ
シーの向上をめざ
す学習指導の工夫
に関する研究(2)
－「つなぐ思考」の
活性化－

単著 平成23年
3月

　幼稚園の「ことば」領域と小学校入門期の「読
むこと」領域における学習活動において、論理的
思考力の育成を可能にする学習指導の工夫改善の
ポイントを「つなぐ思考」に求め、その有効性に
ついて論じた。特に、「つなぐ思考」を促す接続
詞を活用することによって、論理的思考力が向上
することを実践によって検証・確認した。幼児期
から小学校低学年までの言語獲得とその発達にお
ける質的変化を論証の対象とした。【関連科目：
子どもと言葉】

金子書房

金子書房

環太平洋大学研究紀要
第3号

環太平洋大学
pp.43-50

環太平洋大学研究紀要
第4号

環太平洋大学
pp.65-71
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(3) 論理的思考を強化
し、「つなぐ思考」を
活性化する単元開発－「どう
ぶつの赤ちゃん」を例に－
【査読あり】

単著 平成23年
4月

　論理的に思考し、論理的に記述するためには、
事象と事象とを関連づけ、そこに必然的な結びつ
きを見い出す思考、情報を「つなぐ思考」が求め
られることを示し、その有効性について論じた。
単元開発の一例として、「どうぶつの赤ちゃん」
（光村１年）における図鑑作りを取り上げ、「つ
なぐ思考」を強化することによって、論理的思考
は活性化し、自分の考えを主張できる「表現力」
へと結びつくことを明らかにした。
【関連科目：国語科指導法】

(4) 国語科の課題－「習得」
と連動した「言語活動」の構
想－

単著 平成23年
12月

　平成20年度版学習指導要領が求める「言語活動
の充実」は「各教科等を貫く重要な改善の視点」
であり、そのために各教科の中核に位置付く国語
科が重要な役割を担っていることをふまえ、「習
得」と連動した「言語活動」のありようについ
て、具体的に論じた。考察対象として、「スピー
チ」「宝物紹介」「感想文」「読解学習」等、
小・中学校の指導事例を全般的に取り上げた。
「言語活動の充実」においては、考察対象とした
「スピーチ」「宝物紹介」「感想文」等の生成に
とどまることなく、それらを用いた学級内外他者
による相互評価活動が不可欠であることを強調し
ている。
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

(5) いま「学び方開き」
のとき－学びの基礎
を手ほどきする－

単著 平成25年
4月

　学級開きの4月が一年間の学び方の基礎を教える
ときであることを指摘し、その具体的手法として
「朝の会のミニスピーチ」「教科書の仕組みを知
る学習」「音読カードの項目の作成」「連絡帳に
よる学習のふり返り」等を提案した。全ての教科
学習に共通する学び方として、「話し方」「聞き
方」「本読みの仕方」「ノートの使い方」「ふり
返りの仕方」などがあり、4月時期に意図的・計画
的に指導する必要があることを強調した。
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

(6)小学校国語科教育の課題
と克服に向けて
─「言葉の力」を育む「ノー
ト指導」と「学習で使う言
葉」─

単著 平成26年
4月

国語指導のさらなる工夫改善につながる糸口を、
平成25年の「全国学力・学習状況調査」に求め、
その具体的方策として、「論理的思考力にかかわ
る用語の指導」「学習で使う用語の適切な指導」
「年間を通した言語活動の継続」「めあて・ふり
返りの明確化」「ノート指導の充実」等の重要性
を具体例とともに論述した。
【関連科目：国語科指導法、教育実習事前事後指
導(小)、教育実習Ⅰ(小)、教育実習Ⅱ(小)、教職
実践演習(幼・小)】

その他

特になし

［注］

「小四教育技術」
平成25年4月号

小学館
PP.75-80

「教育ＰＲＯ」第44巻第8
号

日本教育綜合研究所
2014年4月
PP.16-19

月刊「国語教育研究」
№468

日本国語教育学会
pp.10-15

「新しい教育」Vol.25
日本標準教育研究所

2011年12月
PP.2-5

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。
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年月日

年月日

平成16年7月19日

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

                                                                                     氏名　　小野　俊郎

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

化学,情報教育、物理学、生物物理学 精油、香料、ローレンツ変換、相対論、視覚、ロドプシン

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

社団法人全国保育士養成協議会
児童福祉施設福祉サービス第三者評価調査者

認定番号521

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４　その他
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）

Volatile compounds with
characteristic aroma of
boiled sweet potato
(Ipomoea batatas L. cv
Ayamurasaki, I. batatas L.
cv Beniazuma and I.
batatas L. cv Simon 1)（査読
付）

共 平成25年

（2013）

３品種のサツマイモの精油を水蒸気蒸留法で抽
出した。また得られた精油の成分をGCおよび
GC/MSにより同定して、比較検討した。
hexadecanoic acidが3品種に共通して、最大成分
またはそれに準じた成分であることなどがわ
かった。また、香気特性について、GC-Oを使
い、AEDA分析を行った。担当部分：論文取り纏
め
Atsuhiko Nakamura, Toshirou Ono, Nobuo
Yagi & Mitsuo Miyazawa

Comparison of Volatile
Compounds with
Characteristic Odor in
Flowers and Leaves of
Nojigiku (Chrysanthemum
japonense )（査読付）

共 平成25年
（2013）

ノジギクの葉と花から、それぞれ、ジエチル
エーテルを用いて水蒸気蒸留法で精油を抽出し
た。精油をGCおよびGC/MSにより同定して、比較
検討した。ともに、campherが40%程度以上存在
することがわかった。またノジギクアルコール
がそれに次いで存在することなどがわかった。
また香気特性についても、調べた。
担当部分：論文取り纏め
Atsushi Usami, Toshirou Ono, Shinsuke
Marumoto, Mitsuo Miyazawa

Comparison of agitake
(Pleurotus eryngii var.
ferulae ) volatile
components with
characteristic odors
extracted by
hydrodistillation and
solvent-assisted flavor
evaporation. （査読付）

共 平成26年
（2014）

アギタケの精油を水蒸気蒸留法とSAFE法で抽出
した。溶媒として、ジエチルエーテルとジクロ
ロメタンの両方を使用した。精油をGCおよび
GC/MSにより同定して、比較検討した。2,3,7-
trimethyl-2-octeneとMethylsuccinimideが、ヒ
ラタケ属のキノコ精油の中にも存在することが
確認できた。また、最も特徴的な香気成分が1-
octen-3-olであることなどが判った。
担当部分：論文取り纏め
Usami A,Ono T,Kashima Y,Nakahashi
H,Marumoto S,Nosaka S,Watanabe
S,Miyazawa M

［注］

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

Journal of Essential Oil
Research 　Volume 25,
Issue 6, 2013 pages 497-
505

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

Journal of Oleo Science
Vol. 62 (2013) No. 8 pp.
631-636

Journal of Oleo Science
vol.63(2014)
No.1,pp.83-92

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
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年月日

年月日

法学 憲法、比較法、比較憲法

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

氏名　　清都　千春

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）特記事項なし

２　作成した教科書，教材

１）特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）特記事項なし

５　その他

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

１）特記事項なし

２　特許等

１）特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）特記事項なし

４　その他

１）特記事項なし
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）
原発事故、地球温暖化とス
ピンコントロール

単著 平成24年12月

（その他）

［注］

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良産業大学地域公共学
総合研究所年報第３集１
４９頁

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
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年月日

平成17年4月～現
在に至る

平成19年4月～平
成22年3月

平成17年4月～現
在に至る

平成17年4月～現
在に至る

平成17年4月～平
成22年3月

平成23年9月～現
在に至る

平成17年4月～現
在に至る

平成20年4月～平
成22年3月

年月日

平成6年5月

氏名　　阪元　勇輝

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教 育 研 究 業 績 書

平成26年3月31日

複合化学、環境学、総合工学
環境関連化学、環境影響評価・環境政策、環境技術・環境材料、

地球・資源システム工学、エネルギー学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

１）マルチメディア機器を利用した講義 奈良文化女子短期大学および京都文教大学において、学
生に対して、より環境問題の理解を深めるため、視覚効
果（画像･映像）を利用して、学習効果を高めた。

２）プレゼンテーションの導入と対外的発表 奈良文化女子短期大学の子供学ゼミにて、子供に対する
環境教育として、プレゼンテーションソフトを用いて、
学生に環境電子絵本を作成させ、また保育園や幼稚園児
に対してプレゼンテーションさせ、視覚効果を利用し、
子供に対する学習効果を高めた。

１）奈良文化女子短期大学学生による授業アンケート結
果における評価

奈良文化女子短期大学において毎年実施されている学生
によると、担当の講義全般について、総合評価として４
点以上（５点満点）の評価を得ている。

２　作成した教科書，教材

１）環境関連講義用教科書 奈良文化女子短期大学および京都文教大学において、環
境関連の講義用教科書を作成した。環境関連の教科書は
一般的に専門性が高いため、より平易な教科書を各関係
テーマに応じて作成した。環境政策論、環境法規、地域
環境論、他

２）環境関連講義用補助教材 奈良文化女子短期大学および京都文教大学において、環
境関連の補助教材を作成した。特に環境問題に関して、
視覚効果（環境破壊の画像・ビデオ等）を利用し、より
学習効果を高めるための補助教材を作成した。リサイク
ルと環境、環境保護と市民生活、他

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２）京都文教大学学生による授業アンケート結果におけ
る評価

京都文教大学において毎年実施されている学生による
と、担当の「環境の科学」について、総合評価として４
点（５点満点）の評価を得ている。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１）事業者、団体および地方行政職員・議員に対する環
境関連のセミナーおよび講演

多くの環境関連のセミナーおよび講演を行っている。詳
細は、（公的招待講演会・セミナー発表等）を参照。

２）関西大学客員研究員（先端科学技術推進機構） 客員研究員として卒業研究および修士研究に従事し、卒
業論文および修士論文の作成に寄与した。

１　資格，免許

５　その他

１）特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）エネルギー管理士（経済産業省） エネルギーシステム全てにおいて管理が可能あることを
認められている。

1
  406 



平成11年4月

平成11年10月

平成12年3月

平成12年9月

平成11年4月～現
在に至る

平成20年4月～平
成22年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1. 奈良県の環境保全団体活
動事例集「地球を守るのは私
たち！」

監修・編
集および
部分執筆

平成17年3月 　奈良県内の環境保全活動に従事している団体
に関して、アンケート調査を行い、その活動内
容・規模・主要な環境保全活動に関して纏め
た。

2. 廃棄物循環利用と適正処
理のための手引書～ゼロエ
ミッションをめざして～

監修およ
び編集

平成18年3月  奈良県内の企業（事業者）を対象とし、配布す
ることを目的に、様々な廃棄物の循環利用と適
正処理のために、様々な廃棄物の処理方法の実
例および廃棄物処理法・奈良県の条例等に関し
て解説した。

（学術論文）
１. Life Cycle Inventory
Assessment of a Livestock
Waste Treatment Plant
（査読付）

共著
(第3著者)

平成16年 　家畜糞尿の処理プラントに関してライフサイ
クルアセスメントを行い、その性能を評価し
た。その結果、CO2 リサイクルシステムとして
極めて有効であり、エネルギー発生システムと
しても有効であることが明らかとなった。

２．Life Cycle Assessment
of a Solid-Liquid
Separating Unit -
Estimation of the CO2
emission for an Inclined
Solid-Liquid Separating
Unit -

単著 平成17年   傾斜型固・液分離装置に関してライフサイク
ルアセスメントを行い、その各原材料および
ユーティリティのCO2排出量を推算した。その結
果、ステンレススチール製の形鋼の使用による
CO2排出量が最も多いことが明らかとなった。

他、多数）危険物取扱者（甲種）、環境マネジメントシ
ステムEA21審査（環境省人）、環境社会検定（eco検
定）､他

左記のように多様な環境関連の資格を有している。

２）環境カウンセラー（環境省） 環境全般に関してカウンセリング可能あることを認めら
れている。

３）国際環境アドバイザー（経済産業省） 国際的に環境に関するアドバイスが可能であることを認
められている。

４）新エネルギー有識者（NEDO:新エネルギー・産業技
術総合開発機構）

新エネルギーに関する知見を有していることを公式的に
認められている。

５）博士（工学）：関西大学大学院工学研究科化学工学
専攻

ライフサイクルアナリシスによる省エネルギーおよび炭
酸ガス削減技術の評価に関して論文として纏めた。

２　特許等

２）関西大学客員研究員（先端科学技術推進機構） 客員研究員として卒業研究および修士研究に従事し、卒
業論文および修士論文の作成に寄与した。

３　実務の経験を有する者についての特記事項
１）事業者、団体および地方行政職員・議員に対する環
境関連のセミナーおよび講演

多くの環境関連のセミナーおよび講演を行っている。詳
細は、（公的招待講演会・セミナー発表等）を参照。

４　その他

１）特記事項なし

The Tenth Asian
Pacific Confederation
of Chemical
Engineering (APCChE)
Congress, 3P-06-
061(No.489)

Study Reports of
Narabunka Women's
College, No.36, pp.25-
32

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良県庁環境政策課,奈
良県庁,pp.72,(執筆p.4)

奈良県庁：生活環境部：
環境政策課廃棄物委対策
課,奈良県庁,pp93
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３. Life Cycle Inventory
Assessment of a Wet-
Biomass Waste Treatment
Plant
（査読付）

共著
(第3著者)

平成18年 　家畜糞尿の処理プラントに関して、バイオマ
スエネルギーを有効するためにガスエンジンを
利用したエネルギー回収システムに対してのラ
イフサイクルアセスメントを行い、その性能を
評価した。その結果、このシステムは、エネル
ギー発生システムおよびCO2 リサイクルシステ
ムおよびとしても有効なシステムであることが
明らかとなった。

４. Life Cycle Inventory
Assessment of a Livestock
Waste Treatment Plant
（査読付）

共著
(第3著者)

平成18年   家畜糞尿の処理プラントに関して、性能向上
のために新たなシステム（燃料電池）を付加
し、ライフサイクルアセスメントを行い、その
性能を評価した。その結果、現状のシステムよ
り、CO2 リサイクルシステムおよびエネルギー
発生システムとしても極めて大きく性能向上す
ることが明らかとなった。

５. Measurement of
Thermophysical Properties
by Arbitrary Heating
Method - Development of
Pressure and Corrosion
Resistance Measurement
Unit -

単著 平成19年   高圧・腐食性を有する様々なエネルギー媒体
の熱力学的物性値を測定するために耐圧・耐腐
食性測定装置を設計・開発し、その評価を行っ
た。その結果、耐圧性・耐腐食性は問題なく、
測定装置として実用化できることが明らかと
なった。

６. Measurement of
Thermophysical Properties
of Thermal Energy Storage
System - Measurement of
CaCl2-NH3 system by
Arbitrary Heating Method -

単著 平成20年   任意加熱法を用いた耐高圧・腐食性熱力学的
物性値測定装置による蓄熱システム(CaCl2-n･
NH3 system)の熱力学的物性を測定した。その結
果、熱伝導度は、内部圧力の大きく依存する
が、熱拡散係数は、ほぼ一定であることが明ら
かとなった。

７. Evaluation of Cost
Index for Life Cycle
Engineering - Cost index
of an Inclined Solid-
Liquid Separating Unit -

単著 平成21年   ライフサイクルエンジニアリング(LCE)の概念
を用いて、その1つのカテゴリーであるコストイ
ンデックスに関して、傾斜型固・液分離装置の
コストインデックスを推算した。その結果、製
品性能、コストおよび環境負荷の3者によるLCE
モデルを構築することができた。

８. A Life Cycle
Engineering of a Waste
Water Treatment Unit
（査読付）

単著 平成21年   ライフサイクルエンジニアリング(LCE)の一例
として、排水処理装置に関して、環境負荷、コ
ストおよび性能との関係を評価すべく、本論文
では、環境負荷（CO2排出量）とコストインデッ
クス（コスト指標）の関係を推算し、評価し
た。その結果、環境負荷とコストインデックス
には、非常に強い創刊関係があることが明らか
となった。

９. Numerical Simulation
4of Thermal Energy Storage
Unit Using CaCl2-NH3
system

単著 平成22年   CaCl2-NH3 System を用いた蓄熱装置の反応特
性と熱物性値とシミュレーションモデルにより
得られた結果を比較した。その結果、最大誤差
は、5%程度であり、当該シミュレーションモデ
ルは、妥当なモデルであることが明らかとなっ
た

10. A Strategy of the Bio-
mass Utilization in a
Local Government -An
Application of Lumber from
Thinning -

単著 平成23年   奈良県の地方行政において、間伐材（廃棄
物）の有効利用を目的に、あるリサイクルシス
テムを提案し、その検討を行った。その結果、
有効成分が抽出できることが明らかとなり、ま
た、その残渣をバイオマスエネルギーとして有
効利用できるシステムあることが明らかとなっ
た。

11. Measurement of
Thermophysical Properties
of Thermal Storage System
- Effect of Heat Transfer
Media -

単著 平成23年 　CaCl2-NH3 System を用いた蓄熱システムに関
して、熱媒体を添加した際の熱物性値（有効熱
伝導度、熱拡散係数）の変化について測定を
行った。その結果、熱媒体を添加した場合、そ
の熱物性値は向上することが明らかとなり、ま
た充填密度が大きく影響している事が分かっ
た。

The 7th International
Conference on
EcoBalance, P-45
(4pages)

環境科学会, Vol. 19,
No. 6, pp517-526

Study Reports of
Narabunka Women's
College, No.38, pp.55-
66

Study Reports of
Narabunka Women's
College, No.39, pp.39-
48

Study Reports of
Narabunka Women's
College, No.40, pp.71-
81

The Nineth
International
Conference on
Ecomaterials, pp.123-
124

The Bulletin of Nara
Sangyo University,
Vol.26, pp.11-20

Annual Report of the
Research Institute of
Public Affairs Nara
Sangyo University,
Vol.1, pp.115-120

The Bulletin of Nara
Sangyo University,
Vol.26, pp.73-78
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12. Life Cycle Assessment
of Biodegradable Plastics
（査読付）

単著 平成23年 　生分解性プラスチックを利用して製造された
食品トレイと石油を原料として製造された食品
トレイにおいて、その環境負荷としてCO2排出量
およびエネルギー消費原単位をライフサイクル
アセスメント評価法を利用して評価した。その
結果、バイオマス由来で製造された食品トレイ
が石油を原料として製造された食品トレイより
も優位であることが明らかとなった。

13. Feasibility Study of a
Biomass Utilization in
Local Village
- Cost Simulation of
Extraction System of Wood
Oil from Wood Thinnings -

単著 平成24年 　奈良県の地方行政において、間伐材（廃棄
物）の有効利用を目的に、あるリサイクルシス
テムを提案し、その費用対効果の検討を行っ
た。その結果、有効成分の抽出量にも依存する
が、平均的な収量が得られれば、おおよそ約10
年投資に対して回収できることが明らかとなっ
た。

14． Utilization of Forest
Thinning Residue as
Biomass Resource
（査読付）

単著 平成25年 地方の森林山村において、隣地残材となってい
る森林間伐材の有効利用および廃棄物処理を目
的とし、間伐材をバイオマス資源としてエッセ
ンシャルオイルを抽出し、その抽出残渣をさら
にバイオ燃料とするシステムを提案し、パイ
ロットスケールにて実験を行い、そのフュージ
ビリティスタディ（事業採算性）を行った。そ
の結果、採算性は間伐材のコストに大きく依存
することが明らかとなり、また間伐材のコスト
によっては、採算性が大きく見込める可能性が
あることが明らかとなった。

（その他）

（学会発表）
１. Life Cycle Inventory
Assessment of a Livestock
Waste Treatment Plant

共同 平成16年10月   家畜糞尿の処理プラントに関してライフサイ
クルアセスメントを行い、その性能を評価し
た。その結果、CO2 リサイクルシステムとして
極めて有効であり、エネルギー発生システムと
しても有効であることが明らかとなった。

２. Life Cycle Inventory
Assessment of a Wet-
Biomass Waste Treatment
Plant

共同 平成18年11月   家畜糞尿の処理プラントに関して、バイオマ
スエネルギーを有効するためにガスエンジンを
利用したエネルギー回収システムに対してのラ
イフサイクルアセスメントを行い、その性能を
評価した。その結果、このシステムは、エネル
ギー発生システムおよびCO2 リサイクルシステ
ムおよびとしても有効なシステムであることが
明らかとなった。

３. A Life Cycle
Engineering of a Waste
Water Treatment Unit

単 平成21年11月   ライフサイクルエンジニアリング(LCE)の一例
として、排水処理装置に関して、環境負荷、コ
ストおよび性能との関係を評価すべく、本論文
では、環境負荷（CO2排出量）とコストインデッ
クス（コスト指標）の関係を推算し、評価し
た。その結果、環境負荷とコストインデックス
には、非常に強い創刊関係があることが明らか
となった。

４. Life Cycle Assessment
of Biodegradable Plastics

（以上、国際学会）

単 平成23年11月 　生分解性プラスチックを利用して製造された
食品トレイと石油を原料として製造された食品
トレイにおいて、その環境負荷としてCO2排出量
およびエネルギー消費原単位をライフサイクル
アセスメント評価法を利用して評価した。その
結果、バイオマス由来で製造された食品トレイ
が石油を原料として製造された食品トレイより
も優位であることが明らかとなった。

Annual Report of the
Research Institute of
Public Affairs Nara
Sangyo University,
Vol.2, pp.79-84

The 11TH International
Conference on
Ecomaterials(ICEM11),
pp.130-133

The Tenth
International
Conference on
Ecomaterials(ICEM10),
pp.193-196

Proceedings of the
Tenth Asian Pacific
Confederation of
Chemical Engineering
(APCChE) Congress,
Kitakyushu, Japan

Proceedings of The 7th
International
Conference on
EcoBalance, Nov. 14 -
16, Tsukuba, Japan

Proceeding of Nineth
International
Conference on
Ecomaterials(ICEM9),No
v.24-27, Kyoto, Japan

Proceeding of Tenth
International
Conference on
Ecomaterials(ICEM10),N
ov.21-25, Shanghai,
China
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（国内学会）
１．地球温暖化問題と日本の
環境行政の動向（Global
Warming Issue and
Environmental Strategies
of Japanese Government）

単 平成18年3月   現在の日本国政府の地球温暖化対策に関する
主要な施策・政策に関して解説し、また、これ
らの政策の中で、環境税や環境マネジメントシ
ステムの重要性についても言及し、現在の施
策・政策の現状と課題および今後の方向性につ
いて考察した。

２. 森林保全と環境政策

（以上、国内学会）

単 平成18年12月   現在の日本国政府の地球温暖化対策のための
主要な森林施策・政策および奈良県の森林施
策・政策に関して解説し、それらの施策・政策
の現状と課題および今後の方向性および比較に
ついて考察した。

（公的招待講演会・セミ
ナー発表等）
１. 「最近の新エネルギー技
術」－燃料電池とコージェネ
レーションシステム－

単 平成16年6月   企業（事業者）に対して、最近のエネルギー
技術として、燃料電池およびコージェネレー
ションシステム等に関して解説した。

２. 暮らしとエネルギーのお
話

単 平成17年3月   環境家計簿普及のために、奈良県内の環境家
計簿参加者および一般市民に対して、暮らしに
係わるエネルギーに関して解説した。

３. 事務所・家庭で出来る地
球温暖化防止策Ⅰ

単 平成17年7月   企業（事業者）および一般家庭の方々に対し
て、地球温暖化のメカニズムおよびその影響に
関して解説した。

４. エコアクション21
（EA21）認証・登録制度につ
いて

単 平成17年7月   企業（事業者）に対して、環境省策定の環境
マネジメントシステムであるエコアクション21
（EA21）認証・登録制度に関して解説した。

５. 事務所・家庭で出来る地
球温暖化防止策Ⅱ

単 平成17年8月   企業（事業者）および一般家庭の方々に対し
て、極めて基本的で取り組みやすいな地球温暖
化対策に関して解説した。

６. LCC（ライフサイクルコ
スト）評価方法の構築

単 平成17年8月   企業（事業者）に対して、LCC（ライフサイク
ルコスト）評価方法の構築およびライフサイク
ルエンジニアリング等の製品の研究・開発およ
び設計に関する新しい評価方法に関して解説し
た。

７. 環境問題に対する知識の
共有化と課題解決-水質汚濁
に関して-

単 平成17年10月   奈良県昭和工業団地の企業（事業者）に対し
て、工業団地としての環境問題、特に水質汚濁
に関しての知識の共有および課題解決策に関し
て解説した。

８. 環境省エコアクション21
（EA21）説明会-EA21認証・
登録制度について-

単 平成17年11月   企業（事業者）に対して、環境省策定の環境
マネジメントシステムであるエコアクション21
（EA21）認証・登録制度に関して解説した。

９. ～京都議定書発効から1
年～地球温暖化の防止 -古
都・奈良からの発信- パネ
ラー

単 平成18年2月   企業（事業者）および市民の双方の立場か
ら、地球温暖化対に対する取り組み方法やわが
国の環境政策論に関しての基本的な解説した。

奈良県工業技術センター
主催　2004年度奈良県技
術フォーラム, 奈良

Proceedings：第5回奈良
女子大学共生科学研究セ
ンターシンポジウム（地
球温暖化と都市化－緑は
環境を緩和するのか？
－）, pp.128-129, 2006
年3月4日, 奈良女子大
学, 奈良

第10回紀伊半島研究会シ
ンポジウム（今後の紀伊
半島研究会を考える －
山の上から海まで、そし
て後継者養成－）, 奈良
女子大学共生科学研究セ
ンター, 紀伊半島研究
会, 2006年12月24日, 奈
良女子大学, 奈良

奈良県庁主催, 環境家計
簿ファミリー「ひろげる
つながる」交流会, 奈良
県文化会館, 奈良

奈良県庁委託, 奈良県環
境アドバイザー事業, 大
宮通り商工振興会研修
会,  奈良

奈良県工業技術センター
主催, 奈良県技術フォー
ラム, 奈良県工業技術セ
ンター, 奈良

奈良県庁委託, 奈良県環
境アドバイザー事業, 大
宮通り商工振興会研修
会, 奈良ロイヤルホテ
ル, 奈良

奈良県中小企業支援セン
ター委託, 中小企業支援
事業, 東洋スクリーン,
奈良

奈良県庁委託, 奈良県環
境アドバイザー事業, 奈
良県昭和工業団地研修
会, 奈良

NPO法人奈良環境カウン
セラー協会主催, 環境省
近畿地方環境事務所後援
事業, 奈良県中小企業会
館, 奈良

環境省きんき環境館,奈
良環境ネットワーク主催
事業, なら環境パート
ナーシップ交流大会, 奈
良市生涯学習センター,
奈良
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10. 環境経営が企業を変える
-環境関連法の登録と遵守-

単 平成19年3月   企業（事業者）を対象とし、非常に広範囲に
わたる環境関連法に関して、必修である法を解
説し、具体的な事例をあげ、遵守すべき法とそ
の遵守方法に関して解説した。

11. 最近の環境問題 –環境経
営の必要性-：環境と経営講
演会

単 平成19年12月   企業（事業者）および地方行政の環境関連担
当者を対象とし、現状の逼迫した環境問題につ
いて解説し、今後どの様に企業および地方行政
のマネジメントに環境経営が必要であるかを解
説した。

12. 「環境問題を知る」シ
リーズ（全3回：登美ヶ丘
キャンパス）：第一回
Lifestyles of Health and
Sustainability (LOHAS：ロ
ハス) とは - 健康と環境に
配慮したライフスタイル –

単 平成20年7月   アメリカ発祥の「健康や環境にやさしいライ
フスタイル (LOHAS：ロハス)」と言う考え方に
関して、その意味やどの様なライフスタイルな
のかについて概説した。

13. 「環境問題を知る」シ
リーズ：登美ヶ丘キャンパ
ス：第二回　新エネルギーと
は – 脱化石燃料を目指して
–

単 平成20年10月   「新エネルギー」に関して、それはどの様な
エネルギーなのか、そのメリットやデメリット
や脱化石燃料にどの程度貢献できるのか等、最
近の最新技術・トピックスについて概説した。

14. 「環境問題を知る」シ
リーズ：高田キャンパス：第
一回　新エネルギーとは –
脱化石燃料を目指して –

単 平成20年11月   「新エネルギー」に関して、それはどの様な
エネルギーなのか、そのメリットやデメリット
や脱化石燃料にどの程度貢献できるのか等、最
近の最新技術・トピックスについて概説した。

15． 「地球温暖化とライフ
サイクルアセスメント」

単 平成20年11月   近年の地球温暖化の状況および原因について
解説し、その対策に繋がる「ライフサイクルア
セスメント」とは、どの様な対策手法か、どの
様な有効性があるのかについて解説した。

16. 「省エネルギーと地球温
暖化」

単 平成20年11月   住宅の省エネルギー推進事業に参画された奈
良市民に対して、地球温暖化とエネルギー消費
の関係や奈良市や奈良県のエネルギー状況につ
いて概説し、さらに簡単で効果のある省エネル
ギー手法を解説した。

17. 「環境問題を知る」シ
リーズ：登美ヶ丘キャンパ
ス：第三回　化学物質と食の
安全

単 平成21年1月   最近、化学物質が身近に氾濫しており、その
中で特に食の安全が大きな問題となっている。
様々な化学物質の危険性に関して、食を通じて
概説する。

18. 「環境問題を知る」シ
リーズ：高田キャンパス：第
二回　化学物質と食の安全

単 平成21年1月   最近、化学物質が身近に氾濫しており、その
中で特に食の安全が大きな問題となっている。
様々な化学物質の危険性に関して、食を通じて
概説する。

19. 「低炭素社会 の実現に
向けた電気エネルギー利用の
合理化と関係法 令」

単 平成21年2月   省エネルギー法および地球温暖化防止法が改
正され、より厳格化され、罰則を伴うことに
なった。また、電気エネルギーを効率良く利用
し、省エネルギーにつなげるかを解説した。

20. 「地球環境と気候変動 -
地球温暖化と省エネ -」

単 平成21年12月   近年の大規模な気候変動に関して、地球温暖
化との関係やその被害の重大性について解説
し、今後のどの様に推移するか、またそれを防
止する策としての省エネルギーの重要性に関し
て解説した。

21. 「省エネルギ ーと環境
問題　- 省エネと地球温暖化
-

単 平成21年12月   20世紀の人類によるエネルギー多消費型の現
代社会が、どの様に地球温暖化をもたらしたか
を解説し、身近に取り組むことができて、効果
が大きい省エネルギー手法を解説した。

奈良文化女子短期大学主
催, 2008年7月26日, 奈
良文化女子短期大学（富
美ヶ丘キャンパス）

奈良文化女子短期大学主
催, 2008年10月18日, 奈
良文化女子短期大学（富
美ヶ丘キャンパス）

NPO法人奈良環境カウン
セラー協会主催, 環境省
近畿地方環境事務所後援
事業, 2007年3月15日,
奈良県中小企業会館, 奈
良

環境省主催, NPO法人奈
良環境カウンセラー協会
後援, 2007年12月3日,
奈良県中小企業会館, 奈
良

奈良文化女子短期大学主
催, 2008年11月1日, 奈
良文化女子短期大学（高
田キャンパス）

奈良県庁委託, 奈良県環
境アドバイザー事業,
ユーテック株式会社井戸
野研究所, 奈良(11月17
日)

奈良市・関西電力連携住
宅省エネルギー推進事業
(NEDO助成事業),  なら
100年会館, 奈良, (11月
29日)

奈良文化女子短期大学主
催, 2009年1月17日, 奈
良文化女子短期大学（富
美ヶ丘キャンパス）

奈良文化女子短期大学主
催, 2009年1月24日, 奈
良文化女子短期大学（高
田キャンパス）

奈良県電気協会主催,
「平成20年度電気効率使
用講習会」, 奈良県中小
企業会館4階大会議室,
奈良, (2月17日)

奈良リハビリテーション
専門学校 学生自治会 主
催, 「環境セミナー」,
生駒市, （12月3日）

（財）奈良市生涯学習財
団　富雄公民館 主催,
「富雄環境講座」, 富雄
公民館, 奈良市, （12月
3日）
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22. 「化学物質と食の安全 -
化学物質の安全性とは -」

単 平成22年2月   近年、化学物質が身近に氾濫しており、その
中で特に食の安全が大きな問題となっている。
様々な食品による健康被害や化学物質の危険性
に関して、食を通じて概説した。

23. 低炭素社会に向けた社会
動向と行政の役割

単 平成22年2月 　奈良市の市議会議員に対して、低炭素化に向
けた国際的な動向について概説し、我が国の政
策の現状および地方行政の役割やあり方につい
て解説した。

24. カーボンフットプリント
（CFP）制度試行事業につい
て - 事業者の主な取組内容
-

単 平成22年3月 　国家プロジェクトであるカーボンフットプリ
ント（CFP）制度試行事業について、その制度の
概要および様々な事業者の主なカーボン排出量
の算定方法やカーボン排出量削減の取組内容に
ついて解説した。

25．地球温暖化問題 - 地球
温暖化と省エネルギー -

単 平成23年7月   昨今の大規模な気候変動は、化石燃料の大量
消費による「地球温暖化」に少なからず起因し
ていることが明らかとなってきていつ。地球温
暖化の状況と地球温暖化を少しでも抑制するた
めの身近な省エネルギーについて概説した。

26. 3Eのトリレンマ -「3つ
のE」は、これからどうなる
のでしょう -

平成23年11月 　我が国の3つのE（環境・エネルギー・経済）
の現状について概説し、この3つのEのトリレン
マの状態にあること、また、今後の我が国のこ
の3つのEのあり方や方向性について討議した。

［注］

奈良県, 王寺町主催, 奈
良産業大学共催, 「平成
23年度りーべるカレッ
ジ」第Ⅱシリーズ「生活
を科学する」, 王寺町地
域交流センター, 王寺
町, （7月16日）

（財）奈良市生涯学習財
団　富雄公民館 主催,
「富雄環境講座」, 富雄
公民館, 奈良市, （2月
18日）

奈良市市議会銀団　主
催, 「環協講座」, 奈良
市市議会会議室, 奈良
市, （2月25日）

NPO法人　大阪環協カウ
ンセラー協会　主催,
H21年度第三回OECA普及
啓発セミナー, piaNPO6F
会議室, 大阪市, （3月6
日）

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
      特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を 考慮し、顕著な業績と認められるものがあ
　    る場合もこれに含めてもよい。

奈良産業大学主催, 王寺
町共催, 2011奈良産業大
学シンポジウム「これか
らのエネルギーと私達の
暮らし」パネルディス
カッション, 王寺町地域
交流センター, 王寺町,
（11月26日）

　　１　最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

　　２　「教育活動」については、各項目ごとに年月日順に、「学会等および社会活動」については、就任年月日順に記入すること。

　　３　「研究活動」については、下記の点に留意すること。

①　著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②　著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
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